
　
科
学
研
究
補
助
金
基
盤
研
究

（A）
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
―
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ

ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」
の
三
年
目
の
二
〇
一
三
年
度
は
、
一
年
間
、
休
み
な
く
フ
ル
活
動
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
九
回
の
定
例
公
開
研
究
会
、
一
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
気
功
と
身
心
変
容
技
法
）、

四
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
倉
島
哲
分
担
研
究
者
の
大
峯
修
験
道
参
与
観
察
、
鎌
田
の
壱
岐
・
対
馬
修
験
道

調
査
、
天
河
大
辨
財
天
社
例
大
祭
・
鬼
の
宿
・
節
分
祭
・
立
春
祭
調
査
、
羽
黒
修
験
道
松
例
祭
調
査
）、
毎
月
二

度
の
定
例
分
科
研
究
会
「
世
阿
弥
研
究
会
」
を
行
な
っ
た
。

　
ま
た
、
鎌
田
は
本
研
究
会
の
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、『
岩
波
講
座 

日
本
の
思
想 
第
五
巻 

身
と
心
―

人
間
像
の
転
変
』
に
「
身
体
と
修
行
」
と
題
し
て
論
考
を
寄
稿
し
た
。
1
「『
身
体
と
修
行
』
を
め
ぐ

る
『
古
事
記
』
の
中
の
『
潜
在
思
想
』」、
2
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
身
体
と
修
行
」、
3
「『
身
体
と

修
行
』
を
め
ぐ
る
日
本
中
世
」、
4
「
修
験
道
と
能
の
『
身
体
と
修
行
』」、
5
「
近
世
の
『
身
体
と
修

行
』
―
身
心
変
容
か
ら
等
身
大
へ
」、
6
「
近
現
代
に
お
け
る
『
身
体
と
修
行
』
の
問
題
系
」
と
い

う
構
成
で
「
身
心
変
容
技
法
」
に
関
連
す
る
日
本
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
試
論
を
展
開
し
た
。

　
本
年
度
に
行
な
っ
た
研
究
会
活
動
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
一
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
五
月
一
四
日
（
火
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

総
合
テ
ー
マ
：
芸
術
と
身
心
変
容
技
法

発
表
1
：
柿
沼
敏
江
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教
授
／
音
楽
学
・
音
楽
史
）「
音
楽
と
身
心
変
容
技

法
」

発
表
2
：
高
橋
悟
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
／
構
想
設
計
）「inter-Score

／
行
為
を
誘
発
す
る

装
置
と
し
て
の
記
譜
～
記
憶
・
知
覚
・
身
体
へ
の
芸
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

「
二
〇
一
三
年
度
の
研
究
計
画
」
の
確
認
お
よ
び
意
見
交
換

第
一
二
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
六
月
一
三
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

総
合
テ
ー
マ
：
ベ
ル
ク
ソ
ン
研
究
第
二
弾

発
表
者
：
鶴
岡
賀
雄
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
／
宗
教
学
・
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
研
究
）

テ
ー
マ
：
身
心
変
容
論
と
し
て
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
︿
神
秘
主
義
﹀
論
―
「
社
会
系
」
神
秘
主
義
と
「
異

界
系
」
神
秘
主
義
の
交
錯
・
融
合
と
し
て
の
身
体
機
械
系
神
秘
主
義

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
津
城
寛
文
（
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
／
宗
教
学
・
神
道
行
法
研
究
）

「
二
〇
一
三
年
度
の
研
究
計
画
」
の
確
認
お
よ
び
意
見
交
換

第
一
三
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

総
合
テ
ー
マ
：
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技
法

発
表
１
：
加
藤
之
晴
（
駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
／
宗
教
学
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）「
五
島
列
島
と
九
州

の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技
法
」

発
表
2
：
金
香
淑
（
目
白
大
学
准
教
授
／
文
化
人
類
学
・
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）「
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技
法
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ワ
ザ
学
共
同
研
究

員
／
文
化
人
類
学
・
モ
ン
ゴ
ル
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）

「
二
〇
一
三
年
度
の
研
究
計
画
」
の
確
認
お
よ
び
意
見
交
換

第
一
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
九
月
二
四
日
（
火
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

講
義
：
張
明
亮
（
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
十
四
代
伝
人
・
中
医
師
・
北
京
黄
亭
中
医
薬
研
究
院
院
長
・
山

西
大
学
体
育
学
院
客
員
教
授
・
中
国
国
家
体
育
総
局
健
身
気
功
協
会
常
任
委
員
）

科
研
研
究
年
報
誌『
身
心
変
容
技
法
研
究
』第
三
号

刊
行
に
あ
た
っ
て

研
究
代
表
者

鎌
田
東
二

1



テ
ー
マ
：
中
国
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
身
心
変
容
技
法
研
究
に
つ
い
て

峨
眉
派
気
功
実
技
指
導
＋
総
合
討
論
　
通
訳
：
山
元
啓
子
　
司
会
：
鎌
田
東
二

第
一
五
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
四
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

総
合
テ
ー
マ
：
荘
子
の
身
心
変
容
技
法

発
表
：
中
島
隆
博
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
准
教
授
／
中
国
哲
学
）「
荘
子
の
身
心
変
容
技
法
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
永
澤
哲
（
京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
准
教
授
／
宗
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
密
教
瞑
想
研

究
）

第
一
六
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
四
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

発
表
1
：
小
西
賢
吾
（
大
谷
大
学
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
身
心
変
容
技
法
の
社
会
性
」

発
表
2
：
藤
野
正
寛
（
京
都
大
学
四
回
生
）「Focused A

ttention

とO
pen M

onitoring

が
瞑
想
後
の

D
efault M

ode N
etwork

に
与
え
る
影
響
の
比
較
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

第
一
七
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
九
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

発
表
1
：
藤
枝
守
（
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院
教
授
・
作
曲
家
）「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
と

身
心
変
容
技
法
～
ポ
ー
リ
ン
・ 

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
を
中
心
と
し
て
」

発
表
2
：
鎌
田
東
二
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
）「
芸
術
・
芸

能
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
～
柳
宗
悦
の
『
神
秘
主
義
』
論
と
岡
本
太
郎
の
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
論
を

中
心
に
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

第
一
八
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
四
年
一
月
二
三
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

共
通
テ
ー
マ
：
芸
術
と
身
心
変
容
技
法
第
三
弾

発
表
1
：
松
嶋
健
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
員
）「
俳
優
の
身
心
変
容
技
法
～
演
劇
人
類
学
と

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
」

発
表
2
：
山
田
真
由
美
（
作
曲
家
・
音
バ
ネ
研
究
家
）「
身
心
変
容
技
法
と
し
て
の
音
バ
ネ
」

第
一
九
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
　
二
〇
一
四
年
二
月
一
九
日
（
水
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

発
表
者
：
乾
敏
郎
（
京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
教
授
／
認
知
神
経
科
学
）

テ
ー
マ
：
瞑
想
と
睡
眠
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
認
知
神
経
科
学

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
齋
木
潤
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
／
認
知
科
学
）
＋
永
澤
哲 

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
二
〇
一
三
年
九
月
二
五
日
（
水
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館
三
階
大
会
議
室

企
画
趣
旨
説
明
：
鎌
田
東
二

基
調
講
演
：
張
明
亮

テ
ー
マ
：
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
気
功
と
武
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
研
究

指
定
討
論
者
：
濱
野
清
志
（
京
都
文
教
大
学
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
気
功
家
）
＋
倉
島
哲
（
関
西
学
院
大
学

准
教
授
／
身
体
論
・
中
国
拳
法
）
＋
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー

総
合
討
論
　
通
訳
：
山
元
啓
子
　
司
会
：
鎌
田
東
二

峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
気
功
実
修
　
二
〇
一
三
年
九
月
二
六
日
（
木
）
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館

実
技
指
導
：
張
明
亮
　
通
訳
：
山
元
啓
子
　
司
会
：
奥
井
遼
（
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
上
廣
こ
こ

ろ
学
研
究
部
門
特
定
研
究
員
／
臨
床
教
育
学
）
＋
鎌
田
東
二

　
こ
こ
で
発
表
し
た
研
究
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
本
誌
に
論
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
。
口
頭
お
よ
び
論
文
発
表
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

　
次
に
四
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
は
、
倉
島
哲
分
担
研
究
者
が
二
〇
一
三
年
六
月
と
七
月
に
行

な
っ
た
金
峯
山
修
験
本
宗
の
大
峯
修
行
の
参
与
観
察
調
査
と
、
鎌
田
東
二
が
二
〇
一
三
年
五
月
二
日

か
ら
六
日
に
か
け
て
行
な
っ
た
壱
岐
・
対
馬
修
験
道
調
査
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
三
一
日
と
二
〇
一

四
年
一
月
一
日
に
行
な
っ
た
羽
黒
修
験
道
「
冬
の
峰
入
り
・
松
例
祭
」
調
査
、
二
〇
一
四
年
二
月
二

日
か
ら
四
日
に
行
な
っ
た
天
河
大
辨
財
天
社
の
「
鬼
の
宿
（
二
日
）・
節
分
祭
（
三
日
）・
立
春
祭
（
四

日
）」
参
与
観
察
調
査
で
あ
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
同
様
、
月
二
回
の
ペ
ー
ス
で
輪
読
会
＋
自
由
討
議
の
形
式
で
行
な
っ
て
い
る
世
阿

弥
研
究
会
で
は
、
世
阿
弥
の
全
テ
キ
ス
ト
読
解
に
取
り
組
み
、
自
由
討
議
を
深
め
、
広
げ
、
そ
の
内

容
を
身
心
変
容
技
法
研
究
会
H
P
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
分
担
研
究
者
各
自
の
個
別
研
究
に
つ
い
て
は
、
各
自
が
本
年
度
の
研
究
成
果
を
本
誌
に
発
表
し
て

い
る
。
今
号
か
ら
い
よ
い
よ

f
M
R
I
を
使
っ
た
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
始
め
た
。
藤
野
正
寛
論
文

が
そ
の
嚆
矢
を
な
す
。
ま
た
今
年
度
（
二
〇
一
三
年
度
）
は
齋
木
潤
京
都
大
学
教
授
と
井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
教
授
に
よ
っ
て
脳
波
測
定
が
進
ん
で
い
る
。
鎌
田
も
齋
木
研
究
室
で
脳
波
測
定
を
行
な

っ
た
。
続
い
て
、
永
澤
哲
准
教
授
、
町
田
宗
鳳
教
授
に
も
測
定
を
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
来
年
度
、
二
〇
一
四
年
度
は
、
い
よ
い
よ
本
科
研
の
最
終
年
度
と
な
る
。
そ
こ
で
、
研
究
成
果
の

整
理
と
ま
と
め
、
理
論
的
研
究
と
事
例
的
研
究
と
実
験
的
研
究
の
突
き
合
わ
せ
、
ま
と
め
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
、
書
籍
化
に
向
け
て
の
交
渉
と
作
業
な
ど
を
随
時
行
な
い
、
い
っ
そ
う
フ
ル
活
動
し

つ
つ
全
面
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
研
究
成
果
と
予
定
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
身
心
変
容
技

法
研
究
会
H
P
：http://waza-sophia.la.coocan.jp/ 

や
科
研
研
究
年
報
『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第

四
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
予
定
）
に
随
時
公
開
・
発
表
し
て
い
く
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ガ
ン
ガ
ン

面
白
く
有
意
義
な
研
究
活
動
を
遂
行
し
て
い
く
の
で
、
乞
う
ご
期
待
！
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1
日
本
仏
教
の
可
能
性

古
来
、
い
ず
れ
の
宗
教
的
伝
統
に
お
い
て
も
、
禁
欲
的
な

苦
行
が
付
き
物
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
過
去
の
罪
障
を
つ
ぐ
な

う
贖
罪
の
意
味
で
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
よ
り
高
い
次

元
の
精
神
的
覚
醒
に
到
達
す
る
目
的
で
な
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
両
者
が
重
複
し
て
い
る
場
合
も
少
な

く
な
い
。

苦
行
と
い
え
ば
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
に
あ

る
釈
迦
苦
行
像
を
想
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
と
思
う
が
、
深

く
落
ち
込
ん
だ
眼
孔
と
骨
と
皮
の
み
に
な
っ
た
そ
の
体
軀
は
、

彼
が
断
食
断
水
な
ど
の
激
し
い
刻
苦
の
行
に
勤
し
ん
で
い
た

こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
後
に
苦
行
を
否
定
し
、
中
道
の
精
神

を
説
い
た
釈
迦
も
、
求
道
心
に
燃
え
た
若
き
時
代
に
、
イ
ン

ド
の
宗
教
的
土
壌
に
深
く
根
付
い
て
い
た
伝
統
的
苦
行
を
避

け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

目
的
が
贖
罪
で
あ
れ
、
精
神
的
覚
醒
で
あ
れ
、
苦
行
に
従

事
す
る
者
に
は
、
異
常
な
ま
で
に
強
い
意
志
力
が
求
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
苦
行
に
冒
頭
か
ら
取
り
組

む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
比
叡
山
の
回
峰
行
に

お
い
て
も
、
百
日
間
の
回
峰
行
を
済
ま
せ
た
者
の
中
で
、
九

十
日
間
の
常
行
三
昧
や
常
坐
三
昧
な
ど
の
意
志
的
な
行
を
完

遂
し
た
行
者
の
み
に
、
千
日
回
峰
行
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
試
練
を
課
す
の
は
、
難
行
に
必
要
な
だ
け
の

意
志
力
と
体
力
の
双
方
を
当
人
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
を

制
度
的
に
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
万
が
一
、
修
行
が
中
途

放
棄
さ
れ
た
場
合
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
を
制
度
化
し

て
き
た
教
団
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
汚
点
を
残
す
こ
と
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
条
件
が
求
め
ら
れ
る
難
行
を

め
で
た
く
完
遂
し
た
と
し
て
も
、
人
格
の
完
成
が
保
証
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
修
行
の
内
容
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ

ど
、
増
上
慢
に
陥
る
リ
ス
ク
は
高
ま
り
、
ま
た
修
行
の
プ
ロ

セ
ス
で
精
神
異
常
を
き
た
す
危
険
性
も
あ
る
。

一
例
を
引
こ
う
。
日
蓮
宗
の
大
荒
行
は
、
日
本
仏
教
の
伝

統
に
存
続
す
る
数
少
な
い
難
行
の
一
つ
で
あ
る
。
千
葉
県
・

大
本
山
正
中
山
法
華
経
寺
で
は
、
毎
年
十
一
月
一
日
か
ら
翌

年
の
二
月
一
日
ま
で
の
百
日
間
、
行
者
は
三
時
に
起
床
し
、

一
日
七
回
寒
水
に
身
を
清
め
る
「
水
行
」
と
、「
万
巻
の
読

経
」、「
木
剣
相
承
」、
相
伝
書
の
「
書
写
行
」
を
繰
り
返
す
。

し
か
も
食
事
は
朝
夕
二
回
、
梅
干
し
一
個
の
白
粥
の
み
で
あ

る
。
す
べ
て
、
法
力
を
得
る
た
め
に
な
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
江

戸
期
の
日
蓮
僧
・
慧
明
日
燈
が
作
っ
た
聖
句
が
荒
行
の
精
神

を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。

寒
水
白
粥
凡
骨
将
死
（
冷
水
を
浴
び
、
白
粥
を
食
べ
、
骨
だ
け

に
な
っ
て
も
、
死
ぬ
覚
悟
で
臨
め
）

理
懺
事
悔
聖
胎
自
生
（
苦
行
を
通
じ
て
深
く
懺
悔
す
る
な
ら
、

お
の
ず
か
ら
尊
い
仏
法
が
生
じ
て
く
る
）

修
行
論

第
一
部
❖
「
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ま
こ
と
に
凄
ま
じ
い
行
法
で
あ
る
が
、
得
る
も
の
が
大
き

い
だ
け
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
公
表
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
、
し
ば
し
ば
行
者
の
中
に
衰
弱
死
す
る
者
が
い
る
の
は

事
実
で
あ
り
、
た
と
え
死
に
至
ら
ず
と
も
、
何
ら
か
の
精
神

異
常
を
き
た
す
者
も
い
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
仏
教
に
も
、
そ
の
よ
う
な
激
し
い
難
行
が
存
在
す
る

の
も
事
実
だ
が
、
い
ず
れ
の
宗
派
に
お
い
て
も
特
定
の
修
行

期
間
が
過
ぎ
る
と
、
仏
教
僧
の
大
半
が
飲
酒
や
肉
食
も
厭
わ

な
い
。
し
か
も
、
妻
帯
者
と
し
て
家
族
生
活
を
抱
え
て
い
る
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
遁
世
を
趣
旨
と
す
る
原
始
仏
教
の
精
神
に

反
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
座
仏
教
の
戒
律
主
義
者
の
眼
に
は
、

日
本
仏
教
は
堕
落
の
極
み
に
あ
る
も
の
と
し
て
映
っ
た
と
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

肉
食
妻
帯
と
い
う
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
仏
教
の
堕
落
を
意

味
す
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
展
開
す
る
議
論
の
対
象
と

な
る
が
、
そ
の
前
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
日
本
の
仏

教
界
に
は
営
利
や
権
力
を
求
め
て
、
俗
よ
り
も
俗
と
い
う
べ

き
、
無
節
操
な
生
活
態
度
を
見
せ
る
僧
侶
が
少
な
く
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
か
な
る
弁
明
も
許
さ
れ
な
い
宗
教

者
の
堕
落
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
生
活
に
困
窮
を
き
た
す

ほ
ど
収
入
の
少
な
い
地
方
寺
院
が
多
数
存
在
す
る
一
方
で
、

観
光
や
墓
地
経
営
に
よ
っ
て
、
莫
大
な
収
入
を
得
て
い
る
都

市
部
の
有
名
寺
院
も
あ
る
。

高
収
入
が
あ
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
を
ま
っ
た
く
社
会
還
元
を
せ
ず
、
住
職
と
そ
の
家
族
の

居
住
空
間
に
贅
を
尽
く
し
、
高
級
車
を
乗
り
回
す
な
ど
、
宗

教
者
が
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
理
不
尽
な
奢
侈
は
、
日
本
仏
教
の
衰
退
を
い
よ
い

よ
加
速
す
る
だ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
イ
ン
ド
の
原
始
仏
教
が
北
伝
し
て
誕
生
し
た
大
乗

仏
教
は
、
南
伝
し
た
上
座
仏
教
と
は
そ
の
性
格
が
大
き
く
異

な
る
。
上
座
仏
教
の
顕
著
な
特
徴
は
、
そ
の
出
家
主
義
と
戒

律
主
義
に
あ
る
が
、
大
乗
仏
教
は
人
間
の
世
俗
的
な
営
み
を

受
容
し
、
心
が
け
し
だ
い
で
何
人
に
も
精
神
的
解
脱
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
る
。

そ
の
よ
う
な
大
乗
の
精
神
が
多
神
教
的
風
土
を
も
つ
日
本

に
到
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
世
俗
化
の
傾
向
が

強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
縄
文
時
代
以
来
、
日
本

人
の
精
神
構
造
に
は
、
現
世
に
対
し
て
否
定
的
な
観
点
が
刷

り
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

神
々
の
「
産
み
の
力
」
を
尊
び
、
神
話
や
宗
教
儀
礼
を
通
じ

て
男
女
の
生
殖
行
為
を
寿
い
で
き
た
宗
教
的
土
壌
に
、
仏
教

思
想
の
種
子
が
播
か
れ
て
も
、
イ
ン
ド
仏
教
と
同
じ
よ
う
な

厭
世
感
や
禁
欲
的
精
神
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
も
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
日
本
仏
教
の
世
俗
化
を
単
に
宗
教
の
退
廃

的
現
象
と
見
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ
仏
教
の
文
化
的
受
容

性
の
高
さ
を
如
実
に
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
宗
教
の
本
質
的
体
験
へ
の
道
が
、
ど
れ
だ
け
世
塵
に

な
ず
む
人
間
に
も
平
等
に
開
か
れ
て
い
る
と
す
る
日
本
仏
教

の
立
場
は
、
大
乗
精
神
の
真
の
開
花
と
見
る
見
方
も
可
能
な

の
で
あ
る
。

反
対
に
、
上
座
仏
教
の
僧
侶
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
在
家

信
者
の
喜
捨
に
全
面
的
に
依
存
し
、
い
か
な
る
形
に
お
い
て

も
労
働
に
携
わ
る
こ
と
の
な
い
生
活
が
、
ほ
ん
と
う
に
釈
尊

の
精
神
に
叶
っ
た
こ
と
な
の
か
、
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な

い
面
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
独
身
主
義
や
菜
食
主
義
が
、
精
神

的
覚
醒
に
不
可
欠
な
も
の
と
仮
定
す
る
こ
と
自
体
、
何
の
根

拠
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
戒
律
無
用
論
を

日
本
で
最
初
に
唱
え
た
法
然
（
一
一
三
三
―
一
二
一
二
）
の
次

の
言
葉
は
、
含
蓄
に
富
ん
で
い
る
。

現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念
仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ

し
。
念
仏
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ぬ
べ
く
ば
、
な
に
な
り
と

も
よ
ろ
づ
を
い
と
ひ
す
て
て
、
こ
れ
を
と
ど
む
べ
し
。
い

は
く
、
ひ
じ
り
で
申
さ
れ
ず
ば
、
め
を
ま
う
け
て
申
す
べ

し
。
妻
を
ま
う
け
て
申
さ
れ
ず
ば
、
ひ
じ
り
に
て
申
す
べ

し
。
住
所
に
て
申
さ
れ
ず
ば
、
流
行
し
て
申
す
べ
し
。
流

行
し
て
申
さ
れ
ず
ば
、
家
に
ゐ
て
申
す
べ
し
。
自
力
の
衣

食
に
て
申
さ
れ
ず
ば
、
他
人
に
た
す
け
ら
れ
て
申
す
べ
し
。

他
人
に
た
す
け
ら
れ
て
申
さ
れ
ず
ば
、
自
力
の
衣
食
に
て

申
す
べ
し
。
一
人
し
て
申
さ
れ
ず
ば
、
同
朋
と
と
も
に
申

す
べ
し
。
共
行
し
て
申
さ
れ
ず
ば
、
一
人
籠
居
し
て
申
す

べ
し
。（『
禅
勝
房
伝
説
の
詞
』）

こ
こ
で
法
然
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
極
楽
往
生
を
保
証

す
る
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
個
々
人
の
生

活
形
態
は
ま
っ
た
く
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

称
名
を
絶
対
視
す
る
の
は
、
専
修
念
仏
の
唱
道
者
と
し
て
の

法
然
の
立
場
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
宗
教
的
伝
統
に
お
い
て

も
、
信
仰
の
核
心
を
得
る
た
め
に
、
特
定
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
絶
対
不
可
欠
な
条
件
と
見
な
す
こ
と
に
は
、
無
理
が
あ

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
に
独
身
主
義
を
標
榜
す
る
上
座

仏
教
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
、
僧
侶
の
性
的
不
祥
事

が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
の
は
、
そ
れ
が
人
間
に
と
っ
て
必
ず

し
も
自
然
の
摂
理
に
叶
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
。

鎌
倉
仏
教
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
存
在
で
あ
る
法
然
は
、
当
時

台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
武
家
階
級
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
も
影

響
し
て
い
た
の
か
、
徹
底
し
た
合
理
主
義
者
だ
っ
た
。
平
安

時
代
の
社
会
に
蔓
延
し
て
い
た
数
々
の
俗
信
を
一
刀
両
断
に

切
り
捨
て
る
潔
さ
を
も
っ
て
い
た
が
、
次
の
よ
う
な
考
え
方

も
、
そ
れ
ま
で
の
仏
教
僧
が
決
し
て
口
に
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
見
解
で
あ
っ
た
。

4

第一部 ❖「行」と身心変容技法



人
々
後
世
の
事
申
し
け
る
つ
ゐ
で
に
、
往
生
は
魚
、
食
せ

ぬ
も
の
こ
そ
す
れ
と
い
ふ
人
あ
り
。
あ
る
い
は
魚
、
食
す

る
も
の
こ
そ
す
れ
と
い
ふ
人
あ
り
。
と
か
く
論
じ
け
る
を
、

上
人
き
き
た
ま
ひ
て
、
魚
く
ふ
も
の
を
往
生
せ
ん
に
は
、
鵜

ぞ
せ
ん
ず
る
。
魚
く
は
ぬ
も
の
せ
ん
に
は
猿
ぞ
せ
ん
ず
る
。

く
ふ
に
も
よ
ら
ず
。
く
は
ぬ
に
も
よ
ら
ず
。
た
だ
念
仏
申

す
も
の
往
生
は
す
る
と
ぞ
、
源
空
は
し
り
た
る
と
ぞ
仰
ら

れ
け
る
。（「
魚
食
と
往
生
に
つ
い
て
示
さ
れ
る
御
詞
」）

こ
こ
で
も
法
然
は
、
特
定
の
食
物
を
食
す
る
か
否
か
と
い

う
こ
と
と
、
人
間
が
救
い
を
見
出
す
こ
と
と
の
間
に
、
何
の

相
関
関
係
も
存
在
し
な
い
と
言
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
法
然
は
十
三
世
紀
の
日
本
に
定
着
し
て
い
た

数
々
の
常
識
を
打
ち
破
り
、
摂
取
不
捨
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
専
修
念
仏
を
大
胆
に
広
め
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

世
界
に
は
食
事
や
衣
服
に
つ
い
て
日
常
生
活
の
詳
細
に
わ

た
り
、
複
雑
で
厳
格
な
タ
ブ
ー
を
も
つ
宗
教
の
ほ
う
が
圧
倒

的
に
多
い
の
だ
が
、
単
に
伝
統
を
墨
守
す
る
の
で
は
な
く
、
当

事
者
は
そ
の
有
効
性
に
対
し
て
繰
り
返
し
検
討
を
試
み
る
べ

き
だ
ろ
う
。

ま
た
、
法
然
は
戒
律
無
用
論
を
唱
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
大
乗
精
神
の
究
極
的
解
釈
を
や
っ

て
の
け
た
宗
教
者
が
日
本
仏
教
史
上
に
登
場
し
て
き
た
こ
と

は
、
彼
個
人
の
思
想
的
革
新
性
と
い
う
よ
り
も
、
人
間
の
世

俗
的
営
為
を
肯
定
的
に
捉
え
て
き
た
日
本
の
精
神
風
土
が
生

み
出
し
た
必
然
的
宗
教
現
象
と
捉
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
。翻

っ
て
考
え
て
み
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
乗
精
神
が
日

本
に
発
露
す
る
最
初
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
釈
尊
そ
の
人

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
が
王
舎
城
を
出
て
か

ら
、
最
初
に
試
み
た
の
は
バ
ラ
モ
ン
教
で
実
践
さ
れ
て
い
た

極
端
な
苦
行
で
あ
っ
た
。
サ
ド
ゥ
と
し
て
禁
欲
的
苦
行
に
六

年
も
携
わ
っ
た
挙
句
に
、
中
道
精
神
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
菩

提
樹
の
も
と
で
静
か
な
瞑
想
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

衰
弱
し
た
体
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
村
娘
の
ス
ジ
ャ
ー

タ
か
ら
供
養
さ
れ
た
乳
粥
を
飲
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
サ
ド

ゥ
に
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
っ
た
が
、
不
自
然
な
禁
欲
主

義
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
釈
迦
は
、
心

と
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
瞑
想
に
専
念
し
、
つ
い

に
覚
醒
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
中
道
精
神
か
ら
大
乗
仏
教
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
は
そ

れ
が
長
い
歳
月
を
か
け
て
、
日
本
仏
教
の
世
俗
化
と
い
う
現

象
に
繫
が
り
、
究
極
的
に
法
然
の
戒
律
無
用
論
を
生
み
出
し

た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
僧
侶
が

肉
食
妻
帯
す
る
こ
と
自
体
を
宗
教
的
堕
落
と
見
な
す
の
は
、

ど
こ
か
一
面
的
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

2
修
行
の
目
的
は
い
ず
こ
に

精
神
的
覚
醒
に
至
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
苦
行
や
戒
律
と

い
っ
た
も
の
が
本
質
的
な
意
義
を
も
た
な
い
と
す
れ
ば
、
仏

教
の
諸
伝
統
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
修
行
と
い
う
も
の

が
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
の
か
を
、
こ
こ
で
考
え
て
み
た

い
。仏

教
は
、
戯け

論ろ
ん

の
宗
教
で
は
な
い
。「
修
行
者
は
、
犀
の
角

の
よ
う
に
独
り
歩
め
」（『
法
句
経
』）
と
言
い
放
っ
た
仏
陀
自

身
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
仏
教
徒
を
自
認
す
る
者
な
ら

誰
し
も
、
真
理
を
求
め
る
孤
独
な
道
を
歩
み
続
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
孤
独
な
道
は
、
一
本
で
は
な
い
。

二
千
数
百
年
に
お
よ
ぶ
歴
史
を
通
じ
て
、
仏
教
徒
が
選
び
と

っ
て
き
た
修
行
方
法
に
は
、
じ
つ
に
多
彩
な
も
の
が
あ
る
。
さ

ら
に
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
広
く
世
界
の
宗
教
を
見
渡
せ
ば
、
古

来
、
人
間
が
自
ら
の
精
神
練
磨
の
た
め
に
実
践
し
て
き
た
修

行
の
多
様
性
に
驚
愕
の
思
い
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
よ
う
に
、
修
行
と
い
う
も
の
に
諸
形
態
が
あ
る
と
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
教
義
体
系
の
中
で
、
独
自
の
意

味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
形
態
が
非
常

に
似
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
精
神
的
覚
醒
・
贖
罪
・
鎮

魂
慰
霊
・
祈
願
な
ど
、
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
が
大
い
に

異
な
る
こ
と
も
あ
る
。

念
仏
と
題
目
の
よ
う
に
日
本
仏
教
徒
の
間
に
広
く
流
布
し

て
い
る
二
種
の
マ
ン
ト
ラ
で
す
ら
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
。
前
者
は
凡
夫
た
る
自
己
の
非
力
を

徹
底
的
に
自
覚
し
て
、
一
心
に
阿
弥
陀
の
本
願
力
に
す
が
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
ひ
た
す
ら
法
華
経
の
教
え

を
信
奉
し
、
自
ら
の
仏
心
を
積
極
的
に
開
発
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
坐
禅
で
あ
っ
て
も
、
臨
済
禅
と
曹
洞
禅
と
で
は
、

そ
の
実
践
の
形
も
目
的
も
異
な
る
。
前
者
は
、
公
案
と
い
う

非
論
理
的
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修
行
者

の
葛
藤
を
極
度
に
高
め
、
そ
こ
か
ら
自
意
識
を
放
棄
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
「
修
証
一
如
」
と
い
う
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
目
的
的
な
修
行
を
最
初
か
ら
放

棄
し
、
自
己
が
透
明
に
あ
る
姿
そ
の
ま
ま
に
、
ホ
ト
ケ
を
認

め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
不
思
議
の
観
を
な
す
の
は
、
い
ず
れ
の
修
行
に
携

わ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
形
成
さ
れ
て
く
る
人
格
も
、
微

妙
に
異
な
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
念
仏
者
に
は
念
仏
者
の
、

禅
者
に
は
禅
者
の
独
特
の
人
格
的
香
り
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

そ
こ
に
優
劣
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
の
言
動
や
振

る
舞
い
に
、
そ
の
違
い
が
滲
み
出
て
く
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

そ
の
よ
う
に
諸
宗
教
に
お
け
る
修
行
と
い
う
も
の
に
対
す

る
認
識
の
相
違
を
認
め
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
の
修
行
も
、
そ

の
最
終
目
的
は
一
貫
し
て
人
格
完
成
に
置
か
れ
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ど
れ
だ
け
激
し
い
修
行
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
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に
携
わ
っ
た
人
間
が
積
極
的
な
人
格
変
容
を
見
せ
、
円
熟
し

た
境
地
に
近
づ
い
て
い
な
い
と
な
れ
ば
、
そ
の
修
行
の
意
義

は
疑
わ
し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
人
格
完
成
が
わ
れ
わ
れ
凡
夫
に
可
能
な

も
の
か
、
こ
こ
で
自
ら
に
問
い
か
け
て
み
る
の
だ
が
、
そ
の

答
え
は
否
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
五
蘊
盛
苦
の
肉
体
を

も
つ
か
ぎ
り
、
煩
悩
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
消
え
る
と
い
う
こ
と

な
ど
、
あ
り
得
な
い
。
論
理
的
に
考
え
る
な
ら
、
凡
夫
に
限

ら
ず
、
仏
陀
や
イ
エ
ス
の
よ
う
な
聖
人
と
呼
ば
れ
る
人
物
で

さ
え
、
完
璧
な
人
格
完
成
な
ど
あ
り
得
な
い
と
考
え
る
の
が
、

妥
当
で
あ
る
。

完
璧
な
人
格
完
成
が
肉
体
を
も
つ
人
間
に
と
っ
て
到
達
不

可
能
な
目
標
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
不
断
の

努
力
を
重
ね
、
ど
こ
ま
で
も
接
近
し
て
い
こ
う
と
す
る
と
こ

ろ
に
、
修
行
を
志
す
者
の
人
間
的
尊
厳
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

そ
し
て
、
人
格
完
成
が
到
達
不
可
能
の
目
標
で
あ
る
と
気

づ
け
ば
、
修
行
に
は
終
焉
が
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
た

と
え
ば
、
有
名
な
比
叡
山
の
千
日
回
峰
行
で
も
、
千
日
と
い

う
期
間
を
終
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
阿
闍
梨
と
い
う
高
位

の
僧
階
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
修
行
の
一
里
塚

を
通
過
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
比
叡
山
の
大
阿
闍
梨
・
故
酒
井

雄
哉
師
は
、
千
日
回
峰
行
の
満
願
後
、
さ
ら
に
も
う
千
日
の

回
峰
行
を
完
遂
す
る
と
い
う
前
人
未
到
の
行
を
や
っ
て
の
け

た
が
、
そ
れ
が
真
摯
に
修
行
に
取
り
組
む
者
が
抱
く
自
然
な

求
道
心
で
は
な
か
ろ
う
か
。

真
の
精
神
修
行
は
出
家
在
家
を
問
わ
ず
、
自
ら
が
棺
に
納

ま
る
ま
で
、
果
て
し
な
く
続
く
と
い
う
こ
と
を
、
誰
も
が
し

っ
か
り
と
自
覚
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
、
何

ら
か
の
行
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
我
執
を
増

す
と
い
う
本
末
転
倒
の
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
。
そ
こ
に
修

行
と
い
う
も
の
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
の
で
あ
る
。

3
自
我
膨
張
と
い
う
陥
穽

厳
し
い
修
行
を
し
た
者
に
か
ぎ
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
誇
り
、

他
者
を
見
下
し
た
よ
う
な
態
度
を
と
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
修

行
と
い
う
も
の
が
過
渡
的
に
も
た
ら
す
自
我
膨
張
（inflation

）

の
心
理
現
象
だ
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
か
な
る
修
行
に

も
、
何
ら
か
の
宗
教
体
験
を
通
じ
て
、
古
い
自
我
を
壊
し
、
新

た
な
自
我
を
形
成
す
る
と
い
う
本
質
的
な
働
き
が
あ
る
が
、
そ

の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
肥
大
し
た
自
我
の
幻
影
が
立
ち
上

が
る
た
め
で
あ
る
。

た
し
か
に
大
半
の
修
行
は
、
強
い
意
志
力
と
体
力
の
双
方

を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
ノ
ル
マ
と
し
て
の
修
行
過
程
を

完
遂
す
る
こ
と
だ
け
で
も
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
れ
が
で
き
る
と
い
う
だ
け
で
、
選
ば
れ
た
者
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
修
行
に
携
わ
る
う
ち
に
、
本

人
が
自
覚
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
我
膨
張
が
起
き
る
わ
け
で

あ
る
。
む
し
ろ
真
剣
に
修
行
に
打
ち
込
む
者
ほ
ど
、
し
ば
し

ば
膨
張
し
た
自
我
の
幻
影
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
長

い
伝
統
を
経
て
磨
か
れ
た
修
行
体
系
に
は
、
当
人
が
そ
こ
に

留
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
が
、
陰
徳
行
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
古
来
、
徳

に
は
陽
徳
と
陰
徳
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
と
く
に
自
我
膨
張

の
処
方
箋
と
な
る
の
は
、
人
目
に
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
で
他
者
の

た
め
に
尽
く
す
行
為
と
し
て
の
陰
徳
行
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
徳

と
い
う
観
念
そ
の
も
の
が
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、
ど
う
す
れ

ば
そ
れ
を
養
い
得
る
の
か
、
一
律
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
の
善
行
に
励
も
う
と
も
、
自
分
は
徳

を
積
ん
で
い
る
と
い
う
自
意
識
が
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
積

徳
の
行
と
な
り
得
な
い
。
そ
こ
が
徳
行
の
難
し
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

少
な
く
と
も
、
陰
徳
行
は
近
代
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
は
異
な
っ
て
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
精
神
修
養
で
あ
り
、
膨

張
し
た
自
我
の
絶
対
否
定
に
繫
が
る
行
為
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
に
宗
教
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。「
桃
李
も
の
言

わ
ざ
れ
ど
、
下
自
ず
か
ら
径
を
成
す
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

修
行
者
に
馥
郁
た
る
徳
の
香
り
が
漂
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ

の
修
行
の
方
向
性
が
間
違
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

反
対
に
、「
徳
は
必
ず
隣
有
り
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
ど

れ
だ
け
深
山
幽
谷
に
お
い
て
、
孤
高
の
修
行
に
励
ん
で
い
た

と
し
て
も
、
有
徳
の
修
行
者
が
孤
立
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
。ふ

だ
ん
の
積
み
重
ね
か
ら
な
る
陰
徳
行
に
は
、
目
的
的
な

宗
教
体
験
を
得
る
以
上
の
困
難
さ
が
あ
り
、
よ
ほ
ど
資
質
の

高
い
指
導
者
の
下
で
、
息
の
長
い
修
行
に
励
ま
な
い
と
、
こ

の
重
要
な
要
素
が
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
残

念
な
が
ら
、
現
代
の
修
行
道
場
に
お
い
て
陰
徳
行
と
い
う
も

の
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
の
だ
が
、
そ
こ

に
も
現
代
仏
教
の
質
的
衰
微
の
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て

な
ら
な
い
。

4
秘
す
れ
ば
花
な
り

さ
て
、
陰
徳
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
修
行
と
い
う
も
の
は

衆
目
に
曝
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
で
き
る
だ
け
秘
密
裡
に
な
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
修
行
が
教

団
組
織
の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
永

平
寺
の
坐
禅
や
延
暦
寺
の
回
峰
行
が
、
し
ば
し
ば
メ
デ
ィ
ア

に
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
へ
ん
の
事
情
が
伺
わ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
般
市
民
の
興
味
を
引
き
、
教
団
の
社
会

的
認
知
度
が
高
ま
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
が
修
行
者
の
純
粋
な
る
求
道
心
を
守
る
と
い
う
意
味
で

妥
当
な
も
の
か
、
大
い
に
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
僧
院
な
ど
で
は
、
参
拝
者
や
観
光
客
に
門

戸
を
開
放
し
て
い
て
も
、
公
開
さ
れ
る
時
間
帯
や
ス
ペ
ー
ス

を
厳
密
に
制
限
し
、
修
道
士
が
な
る
べ
く
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

と
接
触
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
教
団

の
利
益
で
は
な
く
、
修
行
者
の
精
神
生
活
の
充
足
に
も
っ
と

も
大
き
な
価
値
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

修
行
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
人
目
に
曝
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
密
か
に
な
さ
れ
た
と
き
に
こ
そ
、
最
大
の
効
果
を
得
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
世
阿
弥
が
「
秘
す
れ
ば
花
な
り
、
秘

せ
ず
ば
花
な
る
べ
か
ら
ず
」（「
風
姿
花
伝
」）
と
言
っ
た
の
は
、

能
楽
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
修
行
の
機
微
で
も
あ
る
。
そ
の

理
由
は
、
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
極
度
に
精
神
集
中
が
求

め
ら
れ
る
と
き
に
、
他
者
の
視
線
に
注
意
を
奪
わ
れ
る
こ
と

は
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
働
か
な
い
。

修
行
と
い
う
の
は
、
一
種
の
遮
断
療
法
で
あ
り
、
訪
問
者

と
の
接
触
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
郵
便
・
電
話
・
メ
ー
ル
な

ど
極
力
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
昨
今
の
雲
水
は
、
道
場

に
携
帯
電
話
を
持
ち
込
む
者
が
い
る
と
聞
く
が
、
言
語
道
断

の
行
為
で
あ
る
。
修
行
中
は
、
社
会
的
関
係
性
を
で
き
る
だ

け
希
薄
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
第
に
感
情
が
安
定

し
、
瞑
想
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
り
、
自
己
の
意
識
を

深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
歴
史
上
、
大

半
の
修
行
道
場
が
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
設
け
ら
れ

て
い
る
の
は
、
遮
断
と
い
う
要
素
が
、
い
か
に
重
要
な
も
の

で
あ
る
か
、
古
人
も
気
づ
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

二
番
目
に
、
修
行
者
は
社
会
的
生
産
活
動
に
携
わ
る
こ
と

な
く
、
己
事
究
明
、
つ
ま
り
極
め
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
実
存
的

問
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
特
定
あ
る
い
は
不
特
定
の
支
援
者
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
生

活
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
す
れ
ば
、
修

行
者
は
何
人
に
対
し
て
も
下
座
に
着
き
、
も
っ
と
も
謙
虚
な

る
態
度
を
維
持
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
修
行
を
衆
目
に
曝
し
、
部
外
者
に
対

し
て
、
そ
の
厳
し
さ
を
必
要
以
上
に
誇
張
す
る
う
ち
に
、
修

行
者
の
自
我
膨
張
を
招
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
が
い
く

つ
も
あ
る
。
そ
う
い
う
愚
行
を
避
け
る
た
め
に
も
、
修
行
は

秘
す
べ
き
も
の
と
言
え
る
。
西
田
幾
多
郎
の
哲
学
概
念
の
一

つ
に
「
逆
対
応
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
己
れ
を

小
さ
く
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
よ
り
大
き
く
絶
対
者
の
光
に
照

ら
さ
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
修
行
者
は
道
場
の
奥

深
く
に
潜
み
、
誰
に
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら

自
己
と
向
き
合
う
時
間
を
何
よ
り
も
貴
い
も
の
と
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

5
恍
惚
感
と
自
己
内
省
力

い
ず
れ
の
宗
教
に
お
い
て
も
、
宗
教
体
験
の
本
質
に
は
、
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
没
我
的
な
体
験
が
付
随
し
て
い
る
。

自
我
意
識
の
壁
を
破
っ
て
、「
天
地
と
同
根
、
万
物
と
一
体
」

と
い
っ
た
よ
う
な
大
き
な
広
が
り
の
中
で
、
自
己
の
存
在
を

感
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
深
い
恍
惚
感

を
伴
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

修
行
に
お
い
て
、
一
点
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
に
な
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
没
我
的
体
験
に
至
る
た
め
で

あ
る
。
意
識
が
拡
散
し
て
い
る
う
ち
は
、
分
厚
い
自
我
の
壁

を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
修
行
者
に
、
強
い
意
志
力

と
体
力
が
求
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

し
か
し
、
没
我
的
な
体
験
を
も
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
修

行
の
目
的
を
達
成
し
た
か
と
言
え
ば
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
識
変
容
体
験
が
、
人

格
の
向
上
を
保
証
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
一
時
的

に
は
、
我
を
忘
れ
る
よ
う
な
瞬
間
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ

か
ら
目
覚
め
れ
ば
、
元
の
木
阿
弥
で
、
強
い
自
我
が
頭
を
も

た
げ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

で
は
最
初
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
没
我
体
験
が
不
要
か
と
言

え
ば
、
そ
う
も
い
か
な
い
。
自
我
の
壁
を
破
る
だ
け
の
意
識

変
容
を
体
験
し
な
い
こ
と
に
は
、
と
う
て
い
宗
教
の
核
心
に

迫
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
宗
教
を
正
し
く
、
深
く
理
解
す
る

上
で
、
没
我
体
験
は
不
可
避
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
そ
こ
で

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
修
行
初
期
に
お
け
る
修
行
者
の

心
構
え
で
あ
る
。
自
分
が
な
ぜ
修
行
に
入
る
の
か
、
そ
れ
を

明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
特
殊
な
体
験
を
求
め
て
し
ま
う
と
、

必
ず
や
自
我
膨
張
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。『
華
厳

経
』
に
「
初
発
心
時
、
便
成
正
覚
」
と
あ
る
の
も
、
最
初
の

動
機
付
け
を
過
つ
と
、
修
行
の
帰
結
が
お
か
し
い
も
の
に
な

る
と
い
う
警
告
と
受
け
止
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

で
は
、
正
し
い
動
機
付
け
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
そ
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
、
宗
教
は
個
人
的
な

苦
悩
か
ら
始
ま
る
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
他
者
の
た
め
に
す
る
修
行
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自

己
の
人
生
に
お
け
る
根
源
的
な
葛
藤
に
苦
し
み
、
そ
の
苦
し

み
の
中
か
ら
解
脱
を
求
め
る
と
い
う
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
修
行

の
出
発
点
に
な
る
。

修
行
を
成
就
す
れ
ば
、
名
声
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
教

団
の
中
で
高
い
地
位
に
つ
け
る
と
い
っ
た
世
俗
的
な
期
待
か

ら
な
さ
れ
る
の
な
ら
、
そ
の
修
行
の
内
容
が
ど
れ
ほ
ど
厳
し

い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
結
果
、
生
み
出
さ
れ
て

く
る
も
の
は
、
増
上
慢
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、
何
よ
り
も
修
行
者
に
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、
鋭

い
自
己
内
省
力
で
あ
る
。
宗
教
体
験
を
通
じ
て
、
信
仰
が
深

ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
己
れ
の
醜
さ
が
見
え
て
こ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
信
仰
が
救
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
の
は
一
面
の

真
理
に
過
ぎ
ず
、
も
う
一
面
で
は
信
仰
は
必
ず
や
絶
望
を
も

た
ら
す
と
言
え
る
。
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あ
な
た
が
た
も
聞
い
て
い
る
と
お
り
、『
姦
淫
す
る
な
』
と

命
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
言
っ
て
お
く
。
み

だ
ら
な
思
い
で
他
人
の
妻
を
見
る
者
は
だ
れ
で
も
、
既
に

心
の
中
で
そ
の
女
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。（「
マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書
」
五
・
二
七
～
二
八
）

表
面
的
に
ど
れ
だ
け
戒
律
に
忠
実
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
人
間
の
心
は
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
方
向

に
走
り
出
す
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
。
そ
の
こ
と
を
自
覚

し
て
い
る
の
が
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
信
仰
者
と
い
え
る
。

と
く
に
深
い
内
省
能
力
を
も
つ
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
不

完
全
さ
、
未
熟
さ
と
い
う
の
は
、
生
涯
拭
い
切
れ
な
い
も
の

で
あ
り
、
形
式
的
で
は
な
く
、
深
い
信
仰
に
目
覚
め
る
と
、
謙

虚
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

宗
教
に
は
体
験
や
信
仰
が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ
ど
、
社
会

通
念
で
は
説
明
で
き
な
い
面
が
出
て
く
る
。
拙
著
『︿
狂
い
﹀

と
信
仰
』（
P
H
P
新
書
）
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、
人
は
自
我

意
識
の
壁
を
突
破
し
、
混
沌
未
分
の
世
界
に
突
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
、
深
い
宗
教
体
験
を
持
ち
得
る
。
し
か
し
そ

の
時
、
十
分
な
内
省
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
、
宗

教
は
極
め
て
危
う
い
も
の
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
狂
信
主
義
や

原
理
主
義
と
い
っ
た
も
の
も
、
宗
教
そ
の
も
の
に
内
在
す
る

盲
目
性
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
か
つ
て
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者
た
ち
が
、
教

祖
の
麻
原
彰
晃
が
説
く
「
ポ
ア
（
脱
魂
）」
と
い
う
教
義
を
信

じ
、
霊
的
世
界
へ
転
生
さ
せ
る
た
め
と
し
て
、
一
般
市
民
の

殺
害
を
正
当
化
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
だ
け
で
、
宗
教

が
い
か
に
深
刻
な
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
か
、
理
解
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
れ
だ
け
深
い
没
我
的
体
験

を
持
と
う
と
も
、
そ
こ
か
ら
再
び
日
常
空
間
に
戻
り
、
社
会

的
良
識
を
回
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
宗
教
生
活
は
初

め
て
十
全
な
も
の
と
な
り
得
る
。
信
仰
者
が
人
の
鑑
た
り
得

る
に
は
、
そ
の
往
還
が
成
立
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
信
仰
者
の
中
に
は
理
知
の
光
を
遮
っ
た
ま
ま
、

混
沌
の
闇
に
留
ま
り
、
人
の
道
を
踏
み
外
す
者
が
往
々
に
し

て
出
て
く
る
。
そ
う
い
う
ま
ち
が
っ
た
信
仰
は
、
禅
の
世
界

で
は
「
野
狐
禅
」、
浄
土
の
世
界
で
は
「
本
願
ぼ
こ
り
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
信
仰
に
よ
る
蒙
昧
は
、
す
べ
て
の
宗
教
に

見
出
さ
れ
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
の
が
、『
無
門
関
』
に
あ
る
百

丈
野
狐
の
公
案
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

修
行
と
道
徳
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
示
唆
を
与
え

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

百
丈
和
尚
、
凡
そ
参
の
次
で
、
一
老
人
有
り
、
常
に
衆
に

随
っ
て
法
を
聴
く
。
衆
人
退
け
ば
老
人
も
亦
た
退
く
。
忽

ち
一
日
退
か
ず
。
師
遂
に
問
う
、「
面
前
に
立
つ
者
は
復
た

是
れ
何
人
ぞ
」。
老
人
云
く
、「
諾
、
某
甲
は
、
非
人
な
り
。

過
去
迦
葉
仏
の
時
に
於
い
て
、
曾
て
此
の
山
に
住
す
。
因

み
に
学
人
問
う
、『
大
修
行
底
の
人
、
還
っ
て
因
果
に
落
つ

る
や
也
た
無
や
』。
対
え
て
云
く
、『
不
落
因
果
』
と
。
五

百
生
野
狐
身
に
堕
す
。
今
請
う
、
和
尚
一
転
語
を
代
わ
っ

て
、
貴
ぶ
ら
く
は
野
狐
を
脱
せ
し
め
よ
」
と
い
っ
て
遂
に

問
う
、「
大
修
行
底
の
人
、
還
っ
て
因
果
に
落
つ
る
や
也
た

無
や
」。
師
云
く
、「
不
昧
因
果
」。
老
人
言
下
に
於
い
て
大

悟
す
…
…
。（『
無
門
関
』
第
二
則
）

「
不
落
因
果
」
と
は
因
果
の
制
約
を
受
け
な
い
、「
不
昧
因

果
」
の
ほ
う
は
因
果
の
制
約
を
昧く

ら

ま
さ
な
い
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
前
者
の
立
場
を
信
じ
た
者
が
畜
生
道
に
堕
ち
、
後
者

の
立
場
を
と
っ
た
者
が
そ
こ
か
ら
救
い
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
教
え
は
、
宗
教
は
人
に
運
命
を
超

え
る
力
を
与
え
、
精
神
的
束
縛
か
ら
自
由
に
す
る
が
、
道
徳

か
ら
外
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
一
語
に
尽
き
る
。
そ

れ
を
あ
た
か
も
宗
教
に
特
権
が
あ
る
が
ご
と
く
、
社
会
的
規

範
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う
な
生
き
方
を
す
れ
ば
、
人
の

道
を
踏
み
外
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
か
な
る
宗

教
に
関
わ
り
を
も
つ
と
し
て
も
、
信
仰
を
も
つ
者
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
の
は
、「
不
落
因
果
」
と
「
不
昧
因
果
」
の
違
い

を
は
っ
き
り
と
理
解
し
、
高
次
元
で
の
倫
理
観
を
し
っ
か
り

と
形
成
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

6
人
間
性
の
中
の
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス

仏
教
に
は
唯
識
学
と
い
う
古
代
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
る
深
層

心
理
学
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
人
間
の
意
識
構
造
が
八
種
類

に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
最
初
が
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、

触
覚
で
あ
る
前
五
識
で
あ
り
、
次
が
前
五
識
と
連
携
し
て
状

況
判
断
す
る
表
層
意
識
と
し
て
の
第
六
識
で
あ
る
。

第
七
識
が
、
執
着
の
本
質
で
あ
る
自
我
意
識
と
し
て
の
マ

ナ
識
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
受
精
の
瞬
間
か
ら
今
日
ま
で
、
あ

る
い
は
前
世
か
ら
の
す
べ
て
の
体
験
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
、
こ
れ
は
ユ
ン
グ
心
理
学
に
お
け
る
個
人
無
意
識
の
概

念
に
近
似
す
る
。
ま
た
唯
識
に
は
、
現
代
で
い
う
思
い
癖
の

意
味
を
も
つ
習じ

っ

気け

と
い
う
概
念
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
マ
ナ
識

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
物
事
を
悲
観
的
に
と
ら
え
が
ち

な
人
間
が
、
容
易
に
楽
観
的
に
な
れ
な
い
の
も
、
そ
の
た
め

で
あ
る
。

そ
し
て
第
八
識
が
、
ユ
ン
グ
の
い
う
普
遍
無
意
識
に
相
当

す
る
ア
ラ
ヤ
識
で
あ
る
。
ア
ラ
ヤ
識
の
阿
頼
耶
（alaya

）
は

「
蔵
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
永
遠
の
過
去
か
ら
の

一
切
の
記
憶
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
俗
に
「
宿
世
の
因
縁
」

と
言
っ
た
り
す
る
の
も
、
個
人
的
に
は
ま
っ
た
く
記
憶
に
な

い
過
去
世
や
先
祖
の
行
為
が
、
そ
の
記
憶
装
置
を
通
じ
て
、
現

8

第一部 ❖「行」と身心変容技法



在
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
く
る
た
め
で
あ
る
。
戦
争
で
人
を
殺

め
た
こ
と
も
、
殺
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
細
大
漏
ら
さ
ず
記
憶

さ
れ
て
い
る
た
め
、
民
族
的
怨
恨
の
核
心
に
も
ア
ラ
ヤ
識
が

存
在
し
て
い
る
。
唯
識
学
に
は
︿
業
異
熟
﹀
と
い
う
重
要
な

概
念
が
あ
り
、
そ
れ
は
ア
ラ
ヤ
識
に
眠
っ
て
い
る
記
憶
が
異

な
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
現
実
化
し
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

人
間
が
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
送
る
こ
と
に
な
る
の
も
、
す
べ

て
︿
業
異
熟
﹀
に
原
因
が
あ
る
。

四
世
紀
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
生
き
た
唯
識
学
の
大
家
ヴ
ァ
ス

バ
ン
ド
ゥ
（
世
親
）
も
、「
恒
に
転
ず
る
こ
と
、
暴
流
の
ご
と

し
」（『
唯
識
三
十
頌
』）
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
ラ
ヤ

識
か
ら
押
し
寄
せ
て
く
る
心
理
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
と
う
て
い

抗
え
る
も
の
で
は
な
い
。
人
が
時
に
判
断
力
を
失
い
、
と
ん

で
も
な
い
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し

か
し
唯
識
学
は
運
命
論
で
は
な
く
、
ア
ラ
ヤ
識
を
大
円
鏡
智

に
︿
転
依
﹀
し
得
る
と
説
く
。
大
円
鏡
智
と
は
文
字
ど
お
り
、

大
き
く
て
丸
い
鏡
の
よ
う
な
智
恵
の
こ
と
で
あ
り
、
解
脱
す

る
と
か
悟
り
を
開
く
と
か
い
う
の
も
、
こ
の
︿
転
依
﹀
を
体

験
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

人
類
は
、
早
く
か
ら
無
意
識
が
秘
め
る
恐
ろ
し
い
力
に
気

づ
い
て
い
た
ら
し
く
、
神
話
や
昔
話
に
頻
出
す
る
︿
見
る
な

の
座
敷
﹀
の
モ
チ
ー
フ
も
、
人
間
の
深
層
心
理
に
あ
る
闇
の

意
識
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
身
の
毛
も
よ
だ
つ
闇
の
世
界

に
踏
み
入
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
り
、
そ
の
タ
ブ
ー
を
破
れ

ば
、
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
た
い
て
い
の
物

語
で
は
、
英
雄
が
あ
え
て
︿
見
る
な
の
座
敷
﹀
に
飛
び
込
み
、

得
体
の
知
れ
な
い
怪
物
と
闘
っ
て
勝
ち
、
弱
き
者
を
救
っ
て

生
還
す
る
と
い
っ
た
展
開
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
心
理
学

的
に
解
釈
す
る
の
な
ら
、
意
識
と
無
意
識
の
統
合
を
意
味
す

る
。︿

見
る
な
の
座
敷
﹀
を
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
と
い
う
近
代
的
な

概
念
で
説
明
し
た
の
が
、
言
語
学
者
の
井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四

―
一
九
九
三
）
で
あ
る
。
コ
ス
モ
ス
が
秩
序
あ
る
日
常
的
世
界

だ
と
す
れ
ば
、
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
は
無
秩
序
な
カ
オ
ス
的
世

界
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
コ
ス
モ
ス
に
お
け
る
整
合
性
の
あ

る
価
値
観
を
破
壊
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
人

間
に
と
っ
て
大
い
な
る
脅
威
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
コ
ス
モ
ス
の
整
然
と
し
た
社
会
秩
序

に
息
が
詰
ま
る
思
い
を
も
つ
時
、
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
に
飛
び

込
み
た
い
と
い
う
衝
動
を
も
つ
。
古
来
か
ら
、
い
ず
れ
の
人

間
社
会
に
お
い
て
も
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
す
る
狂
宴
の
場
と
し
て
の
「
祭
り
」
が
維
持
さ
れ
て
き

た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
人
間
は
合
理
的
秩
序
を
愛
す
る
と
同
時
に
、
逆

説
的
に
無
秩
序
、
非
合
理
性
へ
の
抑
え
が
た
い
衝
動
を
も

っ
て
い
る
。
自
分
を
閉
じ
込
め
る
一
切
の
枠
づ
け
を
破
壊

し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、「
彼
方
」
へ
逃
走
し
よ
う
と
す

る
。
た
と
え
「
彼
方
」
と
い
う
未
知
の
世
界
が
、
ど
れ
ほ

ど
危
険
に
満
ち
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
。（
井
筒
俊
彦
『
コ

ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス

―
東
洋
哲
学
の
た
め
に
』
岩
波
書

店
、
一
九
八
九
年
）

︿
見
る
な
の
座
敷
﹀
の
タ
ブ
ー
が
破
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
、

こ
う
い
う
理
由
に
よ
る
。
そ
れ
は
大
変
危
険
な
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
じ
つ
は
誰
で
も
一
度
は
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
に
踏
み
入

り
、
コ
ス
モ
ス
に
生
還
す
る
と
い
う
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
を
経

ず
し
て
、
セ
ル
フ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
場
合
の
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
は
単
な
る
内

省
で
は
な
く
、
病
気
や
ケ
ガ
、
経
済
的
困
難
、
家
庭
問
題
な

ど
、
現
実
の
挫
折
を
機
縁
と
し
て
体
験
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
人
間
は
、
内
な
る
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
で
あ
る
悪
意
や

絶
望
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

人
は
何
ら
か
の
形
で
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
の
試
練
を
受
け
な

い
こ
と
に
は
、
子
供
か
ら
大
人
へ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
通

過
儀
礼
）
を
通
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
真
に
大
人
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、「
善
人
」
と
い
う
コ
ス
モ
ス
的
自
己
認
識
か
ら
、

「
悪
人
」
と
い
う
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
自
己
認
識
へ
と
移
行
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
法
然
や
親
鸞
が
主
張
し
た
「
善
人
尚

ほ
以
て
往
生
を
遂
ぐ
況
や
悪
人
を
や
」
と
い
う
悪
人
正
機
説

も
、
自
ら
の
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
を
正
視
し
た
者
か
ら
、
仏
の

光
に
照
射
さ
れ
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ア
ラ
ヤ
識
や
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
が
時
に
恐
ろ
し
い
破
壊
力

を
も
つ
の
は
、
そ
の
核
心
部
分
に
「
否
定
的
記
憶
」
が
巣
食

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
出
生
の
瞬
間
か
ら
今
日

ま
で
に
体
験
し
た
無
視
・
冷
淡
・
虐
待
・
裏
切
り
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
否
定
的
な
出
来
事
の
記
憶
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
ト
ラ
ウ
マ
と
言
っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
が
重
層
的
に
無
意

識
裡
に
沈
殿
し
て
し
ま
う
と
、
頑
迷
な
記
憶
と
な
っ
て
否
定

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
意
識
に
送
り
込
む
こ
と
に
な
る
。
精
神
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
不
安
症
・
恐
怖
症
・
鬱
病
・
統
合
失
調

症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
も
、
現

実
の
何
ら
か
の
事
件
が
引
き
金
に
な
る
と
し
て
も
、
本
質
的

に
は
「
否
定
的
記
憶
」
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

仏
教
で
い
う
業
や
無
明
も
、「
否
定
的
記
憶
」
が
ア
ラ
ヤ
識

に
ま
で
沈
殿
し
て
、
人
間
の
運
命
を
左
右
す
る
ま
で
に
圧
倒

的
な
心
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
し
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
必
ず

し
も
宗
教
に
関
わ
り
を
も
つ
必
要
は
な
い
が
、
人
間
的
な
幸

福
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
「
否
定
的
記
憶
」

の
除
去
あ
る
い
は
軽
減
が
不
可
欠
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
カ
ル
マ
的
記
憶
は
む
や
み
と
根
が
深
く
、
簡

単
に
は
抜
き
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
事
実
で
あ
る
。
宗

教
に
難
行
苦
行
が
付
き
物
な
の
も
、
そ
の
記
憶
を
消
し
去
る

訓
練
が
い
か
に
大
変
か
、
古
人
も
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
修
行
の
目
的
が
人
格
の
完
成
に
あ
る
と

し
た
が
、
そ
れ
を
別
の
角
度
か
ら
考
察
す
る
な
ら
、
修
行
は
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各
人
の
深
層
心
理
に
潜
む
「
否
定
的
記
憶
」
の
消
去
を
至
上

目
的
と
す
る
と
も
言
え
る
。

た
だ
し
、「
否
定
的
記
憶
」
を
消
去
す
る
方
法
は
必
ず
し
も

伝
統
的
な
修
行
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
伝

統
的
行
は
し
ば
し
ば
形
式
主
義
に
陥
り
、
い
ち
じ
る
し
く
形

骸
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
そ
の
時
代
と
社
会
環
境

に
応
じ
た
行
法
が
創
出
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。
現
代

社
会
で
は
、
宗
教
心
も
道
徳
心
も
加
速
度
的
に
存
在
感
を
失

い
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
人
生
の
路

頭
に
ま
よ
う
人
間
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
世
界
有
数
の
安

全
と
快
適
さ
を
誇
る
日
本
と
い
う
国
に
お
い
て
自
殺
者
が
絶

え
な
い
と
い
う
事
実
を
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
深
刻
に
受
け

止
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
現
実
を
前
に
、
旧
来
の
宗
教
的
行
を
実
践
せ

よ
と
声
高
に
叫
ん
で
み
て
も
、
何
の
説
得
力
も
持
た
な
い
。
現

代
人
の
特
徴
の
一
つ
が
、
心
と
体
が
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

図
に
あ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
円
の
重
な
っ
た
斜
線
部
分
が

大
き
い
ほ
ど
、「
生
か
さ
れ
て
、
今
こ
こ
に
い
る
」
と
い
う
充

足
感
が
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
極
め
て
日
常
的
な
行
為
も
、
心

と
体
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
喜
び
の
感
覚
が
伴
う
。
道

元
の
い
う
「
修
証
一
如
」
も
、
決
し
て
高
踏
な
話
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
心
身
の
一
体
感
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

な
べ
て
宗
教
体
験
に
は
、
心
と
体
を
ぴ
た
り
と
重
ね
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
愉
悦
の
感
覚
が
伴
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
具
象
化
し
た
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
歓
喜
仏
で
あ
る
。
法

華
行
者
が
嬉
々
と
し
て
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
唱
え
る
と

き
も
、
あ
る
い
は
、
禅
の
行
者
が
呼
吸
を
整
え
て
深
い
禅
定

に
入
っ
て
い
く
と
き
も
、
同
じ
感
覚
が
存
在
す
る
。
単
純
な

行
為
を
愚
鈍
に
続
け
る
う
ち
に
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
心
と

体
が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
重
な
り
合
う
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に

こ
そ
生
き
甲
斐
と
い
う
も
の
が
実
感
さ
れ
て
く
る
。

心
と
体
が
融
合
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず
恍
惚
感
が
伴

い
、
そ
の
一
体
感
に
お
い
て
こ
そ
、
個
々
人
が
抱
え
込
む
「
否

定
的
記
憶
」
の
消
去
が
促
進
さ
れ
る
。
そ
れ
は
趣
味
で
あ
っ

て
も
、
仕
事
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
一
服
の
茶
、
一
杯
の
酒
を

味
わ
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
ほ
ん
と
う
に
心
か
ら
エ

ン
ジ
ョ
イ
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
宗
教
的
な
修
行
以
上
の

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

人
間
は
、
肉
体
的
、
経
済
的
、
社
会
的
制
約
に
幾
重
に
も

取
り
囲
ま
れ
、
ま
さ
に
八
方
塞
が
り
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。

家
族
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
自
分
の
健
康
の
こ
と
、
ど
れ

一
つ
と
っ
て
も
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
は
な
ら
な
い
。「
百
事

如
意
」
ど
こ
ろ
か
、「
百
事
不
如
意
」
と
い
う
の
が
、
大
方
の

現
実
で
あ
る
。「
壺
中
日
月
長
」
と
い
う
禅
語
の
真
意
は
、
動

か
し
よ
う
の
な
い
現
実
を
前
に
制
約
は
制
約
の
ま
ま
で
、
ど

れ
だ
け
屈
託
な
く
、
自
由
に
気
分
晴
れ
晴
れ
と
生
き
て
い
く

か
、
そ
れ
を
銘
々
に
工
夫
せ
よ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。出

家
主
義
や
戒
律
主
義
を
標
榜
す
る
上
座
仏
教
と
は
、
そ

の
出
発
点
か
ら
異
な
る
大
乗
仏
教
の
歴
史
に
再
び
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
よ
う
と
い
う
の
な
ら
、
現
代
日
本
仏
教
は
、
あ
ら

ゆ
る
形
式
主
義
を
潔
く
捨
て
、
改
め
て
宗
教
体
験
の
本
質
に

注
目
し
、
二
十
一
世
紀
の
社
会
状
況
に
マ
ッ
チ
し
た
新
た
な

修
行
の
か
た
ち
を
創
造
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
あ
る
。

7
「
あ
り
が
と
う
禅
」の
試
み

筆
者
は
、
京
都
大
徳
寺
に
お
け
る
臨
済
禅
の
修
行
歴
二
十

年
を
経
て
、
沈
黙
を
主
体
と
し
た
瞑
想
法
、
い
わ
ゆ
る
黙
照

禅
や
公
案
禅
に
よ
る
精
神
集
中
の
困
難
さ
を
痛
感
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ま
た
日
本
人
と
だ
け
で
は
な
く
、
欧
米
人
と
も

禅
を
組
む
機
会
を
も
つ
こ
と
も
再
々
あ
っ
た
が
、
形
式
的
な

様
相
を
い
く
ら
整
え
た
と
こ
ろ
で
、
自
我
意
識
の
壁
を
破
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
本
質
的
な
意
識
変
容
体
験
を
得
る

こ
と
の
難
し
さ
を
強
く
感
じ
た
。

そ
こ
で
実
践
者
の
宗
教
的
か
つ
民
族
的
背
景
を
超
え
て
、

誰
も
が
容
易
に
禅
定
に
入
り
、
意
識
変
容
体
験
を
も
つ
こ
と

が
可
能
な
瞑
想
法
が
な
い
も
の
か
と
積
年
に
わ
た
っ
て
模
索

を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
お
お
よ
そ
五
十
年

と
い
う
歳
月
を
必
要
と
し
た
が
、
極
め
て
簡
単
明
瞭
か
つ
画

期
的
な
瞑
想
法
「
あ
り
が
と
う
禅
」
に
到
達
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
五
本
柱
か
ら
成
立
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
簡
略
に
説
明
し
て
お
く
。

Identification of Body & Mind
心身一如

体
Body

心
Mind

Ecstasy 恍惚

「意識変容体験」
（ASC）

✓ Devotion
（没我）

体
Body

心
Mind
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（
一
）「
あ
り
が
と
う
呼
吸
法
」

鼻
か
ら
吸
い
、
鼻
か
ら
吐
く
単
純
な
腹
式
呼
吸
で
あ
る
。

吸
気
と
共
に
下
腹
部
を
膨
ら
ま
せ
、
呼
気
と
共
に
下
腹
部
を

凹
ま
せ
る
の
だ
が
、
そ
の
時
、
心
の
中
で
、「
嬉
し
い
、
楽
し

い
、
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
言
葉
を
マ
ン
ト
ラ
の
よ
う
に
復

唱
す
る
。
現
実
の
感
情
と
は
無
関
係
に
あ
え
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
言
葉
を
繰
り
返
す
の
は
、
潜
在
意
識
に
沈
殿
す
る
「
否
定

的
記
憶
」
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た
め
で
あ
る
。

（
二
）「
観
音
禅
」

観
音
と
い
う
言
葉
は
、「
音
を
観
ず
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

り
、「
あ
・
り
・
が
・
と
・
う
」
の
五
音
を
一
音
ず
つ
ハ
ミ
ン

グ
で
、
で
き
る
だ
け
長
く
伸
ば
し
、
胸
部
に
声
の
振
動
を
感

じ
な
が
ら
唱
え
る
。「
あ
・
り
・
が
・
と
・
う
」
の
言
霊
が
全

身
の
細
胞
に
浸
透
し
て
い
く
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
自

分
の
肉
体
と
魂
に
感
謝
す
る
。

（
三
）「
感
謝
念
仏
」

や
や
顔
を
上
向
け
に
し
、
大
き
な
口
を
開
け
て
「
あ
・
り
・

が
・
と
・
う
」
を
一
音
ず
つ
朗
々
と
唱
え
る
。
声
に
抑
揚
を

つ
け
ず
、
最
後
ま
で
な
る
べ
く
真
っ
直
ぐ
に
発
声
す
る
。
こ

の
時
、
胸
・
咽
頭
・
鼻
腔
に
声
を
響
か
せ
る
よ
う
に
意
識
す

る
と
、
倍
音
が
発
生
し
や
す
い
。
さ
ら
に
合
掌
の
姿
勢
を
と

り
、
感
謝
の
念
を
四
つ
の
対
象
に
向
け
る
。
最
初
は
「
家
族

と
ご
先
祖
」
で
あ
り
、
家
族
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
た
り
、
ご

先
祖
の
ル
ー
ツ
を
思
っ
た
り
し
な
が
ら
、「
あ
り
が
と
う
」
を

唱
え
る
。
二
つ
目
は
「
友
人
と
恩
人
」
で
あ
る
が
、
幼
少
期

か
ら
現
在
ま
で
の
友
人
の
顔
を
ラ
ン
ダ
ム
に
思
い
出
し
な
が

ら
、「
あ
り
が
と
う
」
を
唱
え
る
。
ま
た
人
生
の
節
目
で
お
世

話
に
な
っ
た
恩
人
に
向
け
て
も
、
同
様
に
唱
え
る
。
三
つ
目

の
感
謝
の
対
象
は
、「
日
本
と
地
球
」
で
あ
る
が
、
海
外
で
行

う
場
合
は
、
日
本
を
現
地
国
に
置
き
換
え
る
。
こ
れ
ら
三
つ

感
謝
対
象
は
、
指
導
者
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
数
分
ご
と
に

変
え
て
い
く
。

（
四
）「
涅
槃
禅
」

こ
こ
で
は
全
員
が
仰
向
け
に
横
た
わ
り
、
ヨ
ガ
で
い
う
屍

の
ポ
ー
ズ
（
シ
ャ
ヴ
ァ
ア
ー
サ
ナ
）
に
な
る
。
こ
の
時
、
自
ら

の
夢
や
願
い
ご
と
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
実
現
し
た
光
景
を
な
る

べ
く
具
体
的
に
想
像
し
な
が
ら
、「
あ
り
が
と
う
」
を
唱
え
る
。

（
五
）「
感
想
」

瞑
想
後
、
参
加
者
全
員
が
一
分
ず
つ
感
想
を
述
べ
合
う
。

こ
れ
は
本
人
が
瞑
想
で
得
た
内
省
を
整
理
す
る
上
で
、
極
め

て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
他
の
参
加
者
も
沈
黙
を
守

り
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
深
く
共
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
涙
な
が
ら
に
感
想
を
吐
露
す
る
参
加
者
も
少
な
く

な
い
。

な
お
、
瞑
想
中
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
坐
禅
、
あ
ぐ
ら
、
椅

子
の
使
用
な
ど
自
由
で
あ
り
、
足
が
痛
い
時
は
何
度
動
か
し

て
も
よ
い
。
た
だ
、
声
の
骨
伝
導
率
を
高
め
る
た
め
に
、
な

る
べ
く
背
骨
は
真
っ
直
ぐ
に
し
て
い
る
の
が
望
ま
し
い
。
目

は
集
中
力
を
高
め
る
た
め
に
、
閉
目
も
し
く
は
半
眼
と
す
る
。

眠
い
時
は
、
無
理
に
睡
魔
と
闘
わ
ず
、
坐
っ
た
ま
ま
し
ば
ら

く
眠
り
、
自
然
に
目
覚
め
る
の
を
待
つ
。

「
あ
り
が
と
う
禅
」
は
一
人
で
も
実
践
可
能
で
あ
る
が
、
経

験
か
ら
言
え
ば
、
三
十
人
以
上
の
人
間
が
一
緒
に
朗
唱
し
た

ほ
う
が
、
意
識
変
容
体
験
が
生
じ
る
比
率
が
高
ま
る
。
そ
れ

は
、
老
若
男
女
の
声
が
混
じ
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
倍
音
が

生
じ
や
す
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。
当
初
は
開
発
者
で
あ
る
筆

者
自
身
も
試
験
的
に
始
め
た
だ
け
だ
が
、
次
第
に
参
加
者
か

ら
驚
く
べ
き
報
告
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
、
報
告
内
容
が
人
種
や
宗
教
的
背
景
を
問
わ

ず
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
ら
が
ど
う
い
う
性
格

の
も
の
か
、
多
く
の
参
加
者
が
反
復
し
て
体
験
す
る
も
の
だ

け
を
抽
出
し
て
み
た
い
。

（
一
）「
あ
り
が
と
う
」
の
朗
唱
中
に
、
そ
の
場
に
は
存
在

し
な
い
楽
器
音
を
耳
に
し
た
と
い
う
報
告
は
毎
回
の
よ
う
に

複
数
の
参
加
者
か
ら
あ
る
。
も
っ
と
も
よ
く
聞
か
れ
る
音
は
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
あ
り
、
次
に
多
い
の
が
雅
楽
の
笙
で
あ

る
。
鈴
、
琴
、
鐘
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
な
ど
も
報
告
さ
れ

る
。（

二
）
楽
器
音
だ
け
で
な
く
、
人
の
声
の
場
合
も
あ
る
。「
女

声
ソ
プ
ラ
ノ
の
声
が
聞
こ
え
る
」
と
い
う
報
告
が
い
ち
ば
ん

多
い
が
、
こ
れ
は
従
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
男
女
混
声
合
唱
団

が
演
奏
中
に
聞
い
た
と
さ
れ
る
「
天
使
の
声
」
と
同
じ
現
象

と
思
わ
れ
る
。「
大
勢
の
僧
侶
が
集
ま
っ
て
声
明
や
念
仏
を
唱

え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
報
告
も
頻
繁
に
あ
る
。

（
三
）
音
声
だ
け
で
な
く
、
光
を
見
る
参
加
者
も
少
な
く
な

い
。
白
光
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
虹
色
の
場
合
も
あ
る
。
そ
れ

を
眉
間
に
感
じ
る
者
も
い
れ
ば
、
環
状
に
坐
る
参
加
者
の
中

央
の
空
間
に
光
の
柱
と
し
て
幻
視
す
る
者
も
い
る
。

（
四
）
瞑
想
中
に
、
人
の
気
配
を
感
じ
る
参
加
者
も
い
る
が
、

た
い
て
い
は
「
斜
め
後
ろ
に
人
が
立
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
」
と
い
う
報
告
で
あ
る
。
そ
の
気
配
が
あ
ま
り
に
リ
ア
ル

で
あ
り
、
実
際
に
何
度
も
振
り
返
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
。

気
配
を
感
じ
る
人
物
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、「
亡

く
な
っ
た
家
族
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

（
五
）
瞑
想
中
に
は
っ
き
り
と
し
た
映
像
を
見
る
参
加
者
も

い
る
。「
自
分
の
前
世
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
」
と
い
う
者

も
い
れ
ば
、
未
来
の
出
来
事
を
あ
り
あ
り
と
見
る
者
も
い
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
瞑
想
法
は
、
一
種
の
前
世
療
法
や
未
来
予

知
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

（
六
）「
ま
る
で
体
が
床
か
ら
浮
き
上
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
」

と
い
う
浮
遊
感
の
報
告
も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
幽
体
離
脱
現

象
を
体
験
す
る
者
も
い
る
。
瞑
想
し
て
い
る
自
分
の
姿
を
見

る
者
も
い
れ
ば
、「
地
球
を
離
れ
て
宇
宙
空
間
に
漂
っ
て
い
た

よ
う
だ
」
と
報
告
す
る
参
加
者
も
結
構
多
い
。

（
七
）
割
合
と
し
て
は
少
な
い
が
、
観
音
菩
薩
や
天
使
の
姿
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を
見
る
者
も
い
る
。「
天
使
を
見
た
」
と
い
う
の
は
、
た
い
て

い
の
場
合
、
欧
米
人
の
報
告
な
の
で
、
そ
う
い
う
幻
視
体
験

に
は
文
化
的
背
景
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
八
）
鮮
烈
な
色
彩
を
見
る
場
合
も
多
々
あ
る
。
眼
前
に
多

彩
な
、
あ
る
い
は
特
定
の
色
が
条
状
に
流
れ
た
と
い
う
報
告

も
あ
れ
ば
、
色
が
海
の
よ
う
に
波
打
っ
て
見
え
た
と
い
う
報

告
も
あ
る
。

（
九
）
音
声
の
幻
聴
や
映
像
の
幻
視
以
上
に
多
い
の
が
、
涙

の
流
出
で
あ
る
。
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
超
え
て
、
透
明
感
を

伴
っ
た
涙
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
目
に
滲
む
程
度
の
者
も
い

る
が
、
滂
沱
の
涙
を
流
す
者
も
少
な
く
な
い
。

（
十
）
神
秘
的
な
諸
感
覚
は
な
い
も
の
の
、
朗
唱
し
て
い
る

う
ち
に
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
り
、
時
間
の
経
過
や
自
分
の
居

場
所
に
つ
い
て
一
切
の
記
憶
を
持
た
な
い
ま
ま
瞑
想
を
終
え

る
参
加
者
も
い
る
。

（
十
一
）
体
温
の
急
激
な
上
昇
を
体
験
し
、
寒
い
部
屋
で
も

大
量
の
汗
を
か
く
参
加
者
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
発
声
に

よ
る
血
流
の
改
善
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
瞑
想

中
の
発
汗
作
用
に
は
独
特
の
爽
快
感
が
伴
う
よ
う
で
あ
る
。

（
十
二
）
ご
く
一
部
の
参
加
者
の
中
に
は
、
瞑
想
中
に
予
期

し
な
い
悲
哀
感
や
怒
気
を
感
じ
る
者
も
い
る
。
こ
れ
は
潜
在

意
識
に
眠
っ
て
い
た
「
否
定
的
記
憶
」
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
表

層
意
識
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
時
に
起
き
る
現
象
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
瞑
想
後
に
は
そ
れ
ら
の
感
情
が
消
え
て
い

る
の
で
、
潜
在
意
識
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
な
っ
て
い
る
と
推

察
さ
れ
る
。

（
十
三
）「
あ
り
が
と
う
禅
」
の
最
中
に
、
そ
こ
に
は
存
在
し

な
い
抹
香
や
花
の
香
り
を
か
ぐ
参
加
者
も
い
る
。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
そ
う
い
う
報
告
が
あ
る
場
合
、
単
独
で
は
な
く
、
複

数
の
参
加
者
が
同
様
の
香
り
を
体
験
す
る
こ
と
で
あ
る
。

あ
え
て
断
っ
て
お
く
が
、
こ
れ
ら
の
報
告
内
容
に
つ
い
て

は
脚
色
や
誇
張
は
含
ま
れ
な
い
。
い
つ
ど
こ
で
開
い
て
も
、
参

加
者
か
ら
つ
ね
に
聞
か
さ
れ
る
体
験
談
で
あ
る
。
し
か
も
相

当
に
神
秘
的
な
内
容
を
含
ん
だ
体
験
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ま

で
一
度
も
瞑
想
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
か
ら
も
聞

か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

瞑
想
法
は
、
国
内
で
は
ほ
ぼ
毎
週
末
に
二
十
数
カ
所
の
都
市

を
巡
回
し
、
海
外
で
は
年
に
数
回
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
台
湾
な
ど
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。

「
あ
り
が
と
う
禅
」
に
お
け
る
一
種
の
神
秘
体
験
が
発
生
す

る
原
因
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
声
の
力
と
意
識
変
容
体
験
」

（『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
一
号
）
に
お
い
て
、
超
高
周
波
音
効

果
が
働
い
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
繰

り
返
さ
な
い
。
筆
者
は
こ
の
瞑
想
法
の
優
越
性
を
主
張
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
宗
教
的
伝
統
に
お

い
て
も
、
そ
の
時
代
に
生
き
る
人
間
の
心
理
構
造
に
適
合
す

べ
く
、
修
行
形
態
は
つ
ね
に
更
新
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

と
い
う
一
点
に
尽
き
る
。
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身
心
変
容
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
研
究
は
、
そ
の
魅
力
を

目
指
し
つ
つ
、
他
方
で
、
周
辺
で
起
こ
る
様
々
な
危
険
や
弊

害
に
、
つ
ね
に
配
慮
し
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
研

究
の
代
表
的
な
人
物
の
一
人
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
グ
ロ
フ
が
、

霊
的
「
危

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
機
」
と
霊
的
「
発

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ス
現
」
を
重
ね
て
い
る
の
は
、

そ
の
よ
う
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
危
機
と
発
達
の
不
可

分
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
（
津
城
、
二
〇
一
一
）。
魅
力
的

側
面
に
つ
い
て
は
、
他
の
論
考
が
魅
力
的
に
語
っ
て
い
る
の

で
、
本
稿
で
は
そ
の
ネ
ガ
を
強
調
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

こ
と
に
し
た
い
。
加
え
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
危
機
・

発
現
に
対
す
る
治
安
機
構
の
非
合
法
化
に
も
、
注
意
を
促
し

た
い
。

1
身
心
拡
張
の
二
つ
の
方
向

ひ
と
こ
ろ
社
会
学
や
文
化
人
類
学
な
ど
の
分
野
で
、
哲
学

的
身
心
論
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
の
身
体
論
が
流
行
し
た
こ
と

が
あ
る
。
身
体
の
政
治
的
機
能
に
つ
い
て
（『
王
の
二
つ
の
身

体
』）、
衣
装
や
し
ぐ
さ
や
身
体
変
形
に
よ
る
記
号
表
現
に
つ

い
て
（『
姿
と
し
ぐ
さ
の
中
世
史
』『
身
体
の
文
化
人
類
学
』）、
文

化
的
に
獲
得
さ
れ
た
身
体
技
法
に
つ
い
て
（『
身
体
技
法
』）、
対

人
関
係
の
方
位
や
距
離
の
と
り
方
に
つ
い
て
（『
ボ
デ
ィ
・
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
』『
か
く
れ
た
次
元
』）、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
知
覚
や

感
覚
や
行
動
の
拡
大
に
つ
い
て
（『
メ
デ
ィ
ア
論
』『
メ
デ
ィ
ア
・

セ
ッ
ク
ス
』）、
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
論
か
ら

始
め
る
。

望
遠
鏡
や
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
視
覚
の
届
く
範
囲
が
拡
張
し

て
以
来
、
写
真
機
や
録
音
・
録
画
機
、
電
信
・
電
話
機
、
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、
身
辺
に
限
ら
れ

て
い
た
人
間
の
感
覚
は
拡
張
を
続
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
っ
て
桁
外
れ
に
拡
大
し
た
。
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
が
「
電
話
に

よ
る
耳
と
声
の
拡
張
」
を
「
一
種
の
超
感
覚
的
知
覚
E
S
P

で
あ
る
」
と
ジ
ョ
ー
ク
的
に
表
現
し
た
こ
と
が
、
単
な
る
言

葉
の
綾
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
（
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
、
一
九

八
七
）。
ま
た
、
武
器
や
耕
作
器
具
、
建
築
機
械
、
車
や
船
、

飛
行
機
や
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
、
ホ
モ
・
ハ
ビ
リ
ス
の
「
身

体
」
の
動
作
半
径
も
し
だ
い
に
拡
張
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
、

「
感
覚
」「
知
覚
」
の
拡
張
と
、「
身
体
」
の
拡
張
を
ま
と
め
る

と
、「
社
会
的
身
体
」
と
い
う
流
行
語
で
は
な
く
、「
社
会
的

身
心
」
と
い
う
用
語
が
適
切
で
あ
る
。

一
方
、
こ
う
し
た
機
器
に
よ
る
社
会
的
身
心
の
拡
張
と
い

う
、
近
代
に
顕
著
な
現
象
と
は
別
に
、
瞑
想
や
祈
り
や
苦
行

に
よ
る
身
心
変
容
に
つ
い
て
は
、
古
今
東
西
の
神
秘
主
義
、
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
等
の
実
践
、
そ
の
研
究
に
よ
る
報
告
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
盛
ん
に
な
っ
た
、
超

心
理
学
研
究
、
感
覚
剝
奪
や
薬
物
な
ど
が
誘
発
す
る
ト
ラ
ン

ス
（
変
性
意
識
）
の
実
験
心
理
学
に
よ
っ
て
、
身
心
の
収
縮
、

拡
張
、
内
外
の
融
合
な
ど
の
感
覚
が
、
神
秘
体
験
と
似
た
も

の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
の
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ

ナ
ル
心
理
学
、
意
識
研
究
の
自
然
科
学
的
研
究
（
統
計
学
、
確

社
会
的
身
心
の
拡
張
―
危
機
へ
の
配
慮

第
一
部
❖
「
行
」と
身
心
変
容
技
法

津
城
寛
文

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
専
攻
教
授
／
宗
教
学
・
神
道
行
法
研
究
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率
論
、
脳
科
学
な
ど
）
が
積
み
重
ね
つ
つ
あ
る
の
は
、
意
識
が

物
質
に
何
ら
か
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
、
瞑
想
そ
の
他
で
操

作
さ
れ
た
意
識
の
働
き
は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
が
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。「
内
界
」
や
「
他
界
」
そ
の
他
の
「
心
理

的
」
体
験
領
域
を
、「
社
会
的
」
身
心
と
表
現
す
る
の
は
や
や

強
引
だ
が
、
そ
れ
ら
を
社
会
内
の
視
点
か
ら
見
る
限
り
、
社

会
的
身
心
と
捉
え
る
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
人
間
個
々
人
の
社
会
的
身
心
で
は
な
く
、
集
合

的
な
社
会
と
い
う
身
心
に
つ
い
て
、
そ
の
拡
張
が
考
え
ら
れ

る
。
家
族
か
ら
部
族
、
村
落
か
ら
都
市
、
国
家
か
ら
世
界
、
宇

宙
か
ら
多
宇
宙
、
他
界
ま
で
、
ど
こ
に
注
目
す
る
か
で
、
家

族
論
、
都
市
論
、
宇
宙
論
、
他
界
論
な
ど
の
テ
ー
マ
設
定
が

可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
世
か
ら
他
界
へ
の
拡
張
に
限

定
し
て
論
じ
る
。

一
貫
し
た
問
題
意
識
は
、
身
心
の
拡
張
に
際
し
て
起
こ
り

得
る
特
徴
的
な
病
弊
を
示
す
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
弊
に
ど

う
対
応
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2
身
心
拡
張
が
晒
さ
れ
る
二
つ
の
危
険

社
会
的
身
心
の
拡
張
が
、
機
器
使
用
に
よ
る
も
の
と
、
意

識
操
作
に
よ
る
も
の
と
、
二
つ
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
起
こ
り
得
る
問
題
を
考
え

て
み
る
。

機
器
操
作
に
よ
っ
て
起
こ
り
得
る
も
の
と
し
て
、
盗
聴
・

盗
撮
な
ど
、
刑
法
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
違

法
行
為
が
あ
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
濫
用
に
よ
っ
て
昂
進

す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
問
題
、
つ
ま
り
現
実
感
覚

の
喪
失
と
い
う
、
い
わ
ば
健
康
問
題
が
広
範
囲
に
起
こ
っ
て

く
る
。
か
つ
て
恐
れ
ら
れ
た
呪
い
が
、
今
で
は
サ
イ
バ
ー
空

間
を
跋
扈
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
が
無
法
地
帯
で
、
悪
意
の

操
作
に
よ
っ
て
病
変
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
意
識
や
身
体
の
操
作
に
よ
る
「
身
心
変
容
」
に
伴

っ
て
は
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
事
者
の
身
心

の
異
常
と
い
う
、
や
は
り
健
康
問
題
が
起
こ
り
が
ち
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、
そ
の
変
容
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
好
ま
し
か
ら

ぬ
（
修
行
者
を
脇
道
に
誘
い
込
む
と
い
う
意
味
で
）
副
産
物
と
し

て
、「
一
種
の
超
感
覚
的
知
覚
E
S
P
」
が
起
こ
り
、
E
S
P

能
力
者
は
機
器
な
し
に
遠
隔
（
あ
る
い
は
他
界
）
を
知
覚
す
る
、

と
い
う
報
告
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
E
S
P
能
力
者
は

「
透
視
」「
透
聴
」
を
行
な
っ
て
い
る
な
ど
と
記
述
さ
れ
る
。
機

器
を
使
う
か
否
か
と
い
う
方
法
の
違
い
を
括
弧
に
入
れ
て
考

え
る
と
、
こ
れ
は
「
盗
聴
」「
盗
撮
」
と
同
じ
で
あ
り
、
何
を

し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
は
、
違
法
行
為
の
可
能
性
が
あ
る
。

E
S
P
能
力
を
所
有
す
る
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
一
種
の
盗

聴
器
・
盗
撮
器
を
所
有
し
て
い
る
と
宣
言
し
て
い
る
こ
と
に

他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
機
器
使
用
と
身
心
技
法
に
よ
る
「
社
会
的

身
心
の
拡
張
」
そ
れ
ぞ
れ
に
、
犯
罪
性
と
病
変
性
の
問
題
が

あ
り
、
方
法
の
違
い
を
括
弧
に
入
れ
れ
ば
、
両
者
は
よ
く
似

て
い
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
も
ち
ろ

ん
身
心
技
法
に
伴
っ
て
起
こ
る
事
態
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
機

器
使
用
に
よ
る
も
の
が
理
解
し
や
す
い
の
で
、
区
別
せ
ず
に

論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
違
法
行
為
に
関
し
て
は
、
社
会
的
、
道
徳
的
、
宗

教
的
に
「
合
法
」
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
病
変
に
関
し
て
は
、
身

体
的
、
心
理
的
、
世
界
観
的
に
「
健
全
」
で
あ
る
べ
き
こ
と

は
、
常
識
的
に
自
明
の
判
断
で
あ
る
。
自
分
の
行
為
が
違
法

で
あ
る
、
あ
る
い
は
病
的
で
あ
る
、
と
気
付
い
た
段
階
で
、
合

法
性
と
健
全
性
を
目
指
す
の
は
、
こ
れ
も
常
識
的
に
正
常
な

判
断
で
あ
る
。

こ
の
合
法
性
と
健
全
性
の
要
請
は
、
身
心
変
容
に
お
い
て

も
不
可
欠
で
あ
る
。
秩
序
が
不
明
な
世
界
観
は
、
実
定
法
の

最
底
辺
の
合
法
性
す
ら
ク
リ
ア
で
き
な
い
、
法
以
前
（
プ
レ
・

ロ
ー
）
の
無
法
状
態
を
導
く
。
そ
の
よ
う
な
法
以
前
の
世
界

で
の
変
容
は
、
奇
跡
的
な
天
才
や
達
人
の
場
合
以
外
は
、
当

人
に
と
っ
て
は
病
的
な
も
の
（
巫
病
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
エ
マ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
な
ど
）
と
な
り
、
他
者
や
「
社
会
」
や
「
大
文

字
の
他
者
」
に
と
っ
て
は
非
合
法
な
も
の
（
カ
ル
ト
、
ブ
ラ
ッ

ク
・
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
）
と
な
る
。

3
身
心
拡
張
の
病
理
学

身
心
変
容
を
試
み
る
身
心
技
法
は
古
来
行
な
わ
れ
て
き
た

た
め
、
ま
た
非
自
発
的
な
変
容
も
突
発
的
に
起
こ
っ
て
き
た

た
め
、
魔
境
、
巫
病
、
悪
魔
憑
き
な
ど
の
言
葉
で
、
種
々
の

危
険
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
聖
者
や
修
道
者
に
起
こ
る
超
自
然

的
な
現
象
は
、
神
や
聖
霊
に
よ
る
奇
蹟
か
、
悪
魔
や
魔
女
に

よ
る
悪
魔
憑
き
か
、
と
い
っ
た
「
異
端
審
問
」
が
行
な
わ
れ

た
。
イ
ン
ド
宗
教
史
は
単
純
な
二
分
法
で
は
な
く
、
心
理
生

理
学
的
な
技
法
を
発
達
さ
せ
、
段
階
的
な
プ
ロ
セ
ス
の
各
所

に
、
病
変
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
種
々
の
身

心
操
作
の
行
法
の
一
部
は
仏
教
に
受
け
継
が
れ
、
禅
定
に
あ

り
が
ち
な
病
変
と
し
て
「
魔
境
」
が
、
称
名
念
仏
で
は
「
異

安
心
」
が
警
戒
さ
れ
た
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
の
報
告
を

概
観
す
れ
ば
、
通
常
人
が
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
る
「
成
巫
」
の

プ
ロ
セ
ス
で
不
可
避
的
に
経
験
す
る
身
心
不
調
は
、「
巫
病
」

と
名
付
け
ら
れ
、
一
定
の
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
、
制
御
が

工
夫
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
膨
大
な
研
究
が
あ
る
が
、
本
稿
の
関
心
に
沿
っ

て
注
目
し
た
い
の
は
、
身
心
操
作
に
よ
っ
て
、
こ
の
意
識
・

身
体
・
世
界
の
輪
郭
が
緩
み
、
別
の
意
識
・
身
体
・
世
界
と

の
境
界
が
浸
透
的
に
な
る
、
と
い
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
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宗
教
の
諸
伝
統
を
単
純
に
理
解
す
る
と
、
意
識
・
身
体
・

世
界
は
二
（
多
）
重
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
神
秘
主
義
、

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
な
ど
と
一
括
さ
れ
る
実
践
は
、
瞑
想
や
祈

り
や
苦
行
、
あ
る
い
は
神
仏
の
働
き
か
け
（
恩
寵
や
加
持
）
に

よ
っ
て
、
変
性
意
識
、
身
心
変
容
、
他
界
へ
の
移
動
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
時
的
に
せ
よ
、
輪
郭
が

緩
み
、
境
界
が
浸
透
的
に
な
る
こ
と
は
、
不
可
避
で
あ
る
。
こ

の
意
識
・
身
体
・
世
界
か
ら
、
別
の
意
識
・
身
体
・
世
界
へ

の
移
動
が
、
安
全
に
達
成
さ
れ
れ
ば
、
問
題
は
起
こ
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
困
難
な
移
動
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
（
し
ば
し
ば

不
十
分
で
あ
る
）、
二
つ
以
上
の
意
識
・
身
体
・
世
界
の
あ
い

だ
で
、
危
険
が
起
こ
り
得
る
。
こ
れ
は
た
と
え
て
言
え
ば
、
こ

ち
ら
の
岸
か
ら
向
こ
う
の
岸
へ
飛
び
移
ろ
う
と
し
て
、
跳
躍

が
足
り
な
か
っ
た
り
、
突
風
が
吹
い
た
り
、
誰
か
に
妨
害
さ

れ
た
り
し
て
、
落
下
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
両
岸
の
幅

が
広
か
っ
た
り
、
足
場
や
視
界
が
悪
か
っ
た
り
す
れ
ば
、
落

下
の
危
険
は
大
き
く
な
り
、
落
差
に
応
じ
て
怪
我
の
度
合
い

が
大
き
く
な
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
危
険
を
制

御
す
る
知
恵
や
技
術
が
、
諸
伝
統
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
そ
れ
を
現
代
化
、
科
学
化
す
る
試
み
が
あ
る
の
は
、
周
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

身
心
変
容
技
法
の
専
門
家
に
起
こ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
一

般
人
の
想
像
を
超
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
昂
進
、
境
界
の
緩
み
は
、
日

常
的
な
事
件
で
わ
か
り
や
す
い
。
ネ
ッ
ト
依
存
が
強
ま
り
、
日

常
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
侵
害
さ
れ
、
現
実
と
サ
イ
バ
ー
空
間
の

境
界
が
浸
透
的
、
流
動
的
に
な
る
例
は
、
し
ば
し
ば
報
道
さ

れ
、
情
報
社
会
の
病
変
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。
映
画
『
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
』
が
描
く
の
は
、
通
常
の
リ
ア
リ
テ
ィ
、
バ
ー

チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
、
ハ
イ
パ
ー
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
境
界

が
流
動
化
し
、
そ
れ
に
連
動
し
て
、
人
間
の
身
心
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
溶
融
す
る
情
景
で
あ
る
。

機
器
に
よ
る
、
ま
た
は
身
心
の
操
作
に
よ
る
、
こ
う
し
た

境
界
の
病
変
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
の
二
（
多
）
重
性
が
効
果
的

に
統
御
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
共
通
の
原
因
が
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
意
識
・
身
体
・
世
界
に
は
、
特
有
の
法
則
が
支
配
し

て
い
る
こ
と
を
顧
慮
せ
ず
、
不
適
合
な
法
則
を
当
て
は
め
よ

う
と
す
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
想
像
界
は
想
像
す
る
こ
と
で
作
り
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
現
実
界
を
作
り
変
え
る
に
は
、
抵
抗
感
の
あ
る

素
材
を
力
ず
く
で
動
か
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、

ネ
ッ
ト
で
動
物
を
育
て
る
の
に
生
の
餌
を
や
る
必
要
は
な
い

が
、
生
身
の
動
物
に
餌
を
や
ら
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

4
犯
罪
と
病
変
へ
の
処
方

身
心
変
容
の
病
変
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
伝
統
的

な
知
恵
や
技
術
に
加
え
て
、
脳
神
経
科
学
、
生
理
心
理
学
、
統

計
学
そ
の
他
の
自
然
科
学
的
知
見
の
援
用
が
有
益
で
あ
り
、

じ
っ
さ
い
に
両
者
の
組
み
合
わ
せ
が
種
々
試
み
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
世
界
観
や
人
間
観
と
い
う
、
も
っ
ぱ
ら
意
味
作
用

の
側
面
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
す
べ
て
は

善
意
の
至
高
者
が
支
配
し
て
い
る
」
と
い
う
思
想
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
や
変
調
に
も
不
安
が
少
な
く

対
処
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
逆
に
、「
人
間
は
悪
意
の
あ
る
存
在

に
取
り
囲
ま
れ
、
堕
落
の
機
会
を
狙
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う

思
想
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
些
細
な
不
調
を
増
幅
し
て
、
病

的
な
状
態
を
自
ら
招
く
可
能
性
が
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

「
至
高
者
の
遍
在
と
善
意
」
と
い
う
思
想
が
確
立
し
て
い
な
け

れ
ば
、
身
心
変
容
は
健
全
で
あ
り
得
な
い
。

こ
の
世
界
観
・
人
間
観
の
違
い
は
、
犯
罪
へ
の
処
方
に
直

結
す
る
。「
至
高
者
の
遍
在
と
善
意
」
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィ
が

な
け
れ
ば
、
未
熟
な
人
間
は
、
機
器
や
超
心
理
学
的
な
力
を

誤
用
、
悪
用
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

意
識
・
身
体
・
世
界
の
二
（
多
）
重
性
に
関
連
し
て
、
そ

れ
が
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
、
入
れ
子
状
を
成
し
て
い
る
、
と

い
う
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
問
題
で
わ
か
り
や
す
い
議
論
を
し

て
い
る
の
は
、
ケ
ン
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
で
あ
る
（
ウ
ィ
ル
バ
ー
、

二
〇
〇
八
）。
入
れ
子
状
と
い
う
こ
と
を
、「
法
則
」
に
即
し
て

言
い
換
え
る
と
、
一
つ
の
世
界
に
通
用
す
る
法
則
が
あ
り
、
そ

れ
よ
り
上
位
の
世
界
で
通
用
す
る
法
則
が
あ
り
、
か
つ
上
位

の
法
則
は
下
位
の
法
則
を
包
摂
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
関
係
は
上
下
に
連
な
り
、
そ
の
連
な
り
は
無
限

で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
最
上
位
の
法
則

は
特
定
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
数
学
的
に
は
極
限
値
と
し
て

記
述
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
諸
法
則
を
一
貫
（
包
摂
）
す

る
最
上
位
の
法
則
が
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
期
待
な
し
に
は
、
諸
世
界
の
諸
法
則
は
、
乱
立
す
る
だ
け

の
、
あ
る
い
は
相
互
に
き
し
み
合
う
だ
け
の
、
恣
意
的
な
命

令
の
体
系
に
な
る
。

近
現
代
日
本
の
達
人
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
世
界
平
和
の
祈

り
を
唱
え
た
五
井
昌
久
は
、
個
人
の
救
済
は
世
界
の
救
済
（
世

界
平
和
）
に
包
摂
さ
れ
る
と
し
て
、
公
的
祈
り
と
私
的
祈
り
を

不
可
分
に
行
な
う
こ
と
の
効
果
を
強
調
し
て
い
る
（
津
城
、
一

九
九
〇
）。
ヨ
ー
ガ
行
法
、
宗
教
哲
学
、
生
理
心
理
学
を
同
時

並
行
し
た
本
山
博
は
、「
す
べ
て
が
絶
対
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
存
在
す
る
」
こ
と
、
そ
れ
を
「
自
ら
の
内
に
働
く
創
造
神

の
働
き
」
と
し
て
自
覚
す
る
と
き
、
人
間
は
「
人
々
や
自
然

を
含
む
場
所
」
に
な
っ
て
「
普
遍
性
、
社
会
性
を
も
つ
」
と

述
べ
て
、
身
心
の
拡
大
が
、
普
遍
性
と
社
会
性
、
つ
ま
り
公

共
性
と
合
法
性
の
確
立
に
つ
な
が
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
そ
の
状
態
に
達
す
る
前
段
階
（
プ
レ
）
で
あ
り
が

ち
な
弊
害
と
し
て
は
、
途
中
の
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
し
て
「
い

き
な
り
『
無
の
世
界
』『
悟
り
の
世
界
』」
を
目
指
す
こ
と
か
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ら
起
こ
る
浅
薄
な
形
骸
化
と
、
上
位
審
級
を
自
覚
で
き
な
い

「
オ
カ
ル
ト
」
が
「
自
己
愛
」
に
留
ま
る
こ
と
か
ら
起
こ
る
病

態
化
、
こ
の
二
点
に
注
意
を
促
し
て
い
る
（
本
山
、
二
〇
〇
八

～
二
〇
一
〇
）。

こ
の
「
無
の
世
界
」
と
「
オ
カ
ル
ト
」
の
二
つ
の
対
比
は
、

伝
統
宗
教
に
起
こ
り
が
ち
な
怠
慢
ゆ
え
の
固
着
と
、
私
的
な

追
求
で
起
こ
り
が
ち
な
未
熟
ゆ
え
の
病
態
と
い
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
危
機
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
社
会
的
身
心
と
い
う

ス
ケ
ー
ル
で
考
え
る
と
、
こ
の
中
間
に
は
、
カ
ル
ト
と
呼
ば

れ
る
小
集
団
の
行
動
が
あ
り
、
怠
慢
と
未
熟
が
混
ざ
り
あ
っ

た
ゆ
え
の
、
固
着
と
病
態
と
い
う
危
機
が
起
こ
り
が
ち
で
あ

る
。
三
者
は
、
世
界
全
体
の
合
法
性
に
と
っ
て
、
特
徴
的
な

非
合
法
的
事
例
と
し
て
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
宗
教

で
は
、
国
教
に
よ
る
社
会
全
体
に
対
す
る
抑
圧
や
、
伝
統
の

一
部
に
固
着
し
た
原
理
主
義
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
カ
ル

ト
で
は
、
狭
い
主
張
に
自
閉
し
て
、
周
辺
社
会
の
合
法
性
を

侵
害
す
る
こ
と
が
あ
る
。
私
的
追
求
で
は
、
カ
ル
ト
と
同
様

の
社
会
的
非
合
法
性
と
、
個
人
的
な
身
心
の
不
健
全
と
い
う
、

オ
カ
ル
ト
特
有
の
危
機
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。
ど
れ
も
、
他

者
や
「
大
文
字
の
他
者
」
と
の
開
か
れ
た
関
係
を
遮
断
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
広
い
意
味
で
の
公
共
性
を
配
慮
せ
ず
、
し
た

が
っ
て
合
法
性
を
踏
み
外
す
と
こ
ろ
に
、
共
通
の
原
因
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
合
法
性
と
健
全
性
は
相
互
に
強
め
合
う

の
で
、
世
界
全
体
の
秩
序
と
個
々
の
自
由
の
統
合
の
た
め
に
、

社
会
的
身
心
の
拡
張
は
合
法
性
と
健
全
性
の
二
つ
を
基
準
と

す
る
こ
と
が
、
と
り
あ
え
ず
有
効
で
あ
る
。

5
身
心
拡
張
の
犯
罪
学

日
本
の
法
律
で
は
、
銃
砲
や
刀
剣
の
所
持
に
は
、
届
け
出

と
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
あ
る
長
さ
以
上
の
刃

物
を
持
ち
歩
く
こ
と
も
、
違
法
に
な
っ
た
。
こ
の
延
長
線
上

で
、
盗
聴
・
盗
撮
の
被
害
が
あ
る
限
度
を
超
え
て
く
れ
ば
、
そ

の
使
用
を
処
罰
す
る
法
律
、
さ
ら
に
は
そ
れ
専
用
の
機
器
の

所
持
、
販
売
、
製
造
を
規
制
す
る
法
律
が
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
れ
を
延
長
す
る
と
、
透
視
・
透
聴
能
力
の
所
有
者

は
、
届
け
出
を
必
要
と
す
る
時
代
、
使
用
者
は
処
罰
さ
れ
る

時
代
が
く
る
だ
ろ
う
か
？　

ち
ょ
う
ど
、
格
闘
家
の
手
足
が

「
凶
器
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
。

社
会
的
身
心
の
拡
大
、
そ
の
（
非
）
合
法
性
と
い
っ
た
問

題
を
、「
透
明
人
間
」
の
寓
話
で
考
え
て
み
よ
う
。
十
歳
の
子

ど
も
す
ら
、「
自
分
の
体
が
見
え
な
く
な
っ
た
ら
、
何
を
し
た

い
か
？
」「
そ
れ
は
ど
こ
が
悪
い
か
？
」
と
い
う
思
考
実
験
が

で
き
る
。
透
明
人
間
に
な
れ
ば
、
そ
の
場
に
い
る
こ
と
が
相

手
に
知
ら
れ
ず
に
、
相
手
を
観
察
し
、
相
手
に
働
き
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
小
説
や
映
画
、
小
話
や
ジ
ョ
ー
ク
を
見
れ

ば
、
覗
き
見
や
盗
み
等
々
、
予
想
ど
お
り
の
よ
か
ら
ぬ
想
像

が
出
て
く
る
。
透
明
人
間
問
題
と
は
、
透
明
人
間
の
違
法
行

為
は
ど
う
な
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
正
体
が
露

見
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
違
法
行
為
は
完
全
犯
罪
に
な
る
。
機

器
を
用
い
た
場
合
で
考
え
る
と
、
こ
れ
は
発
見
さ
れ
な
い
機

器
で
盗
聴
、
盗
撮
、
遠
隔
操
作
な
ど
の
犯
罪
行
為
を
し
た
場

合
と
、
同
じ
で
あ
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｐ
に
よ
っ
て
誰
に
も
知
ら
れ
ず

に
犯
罪
行
為
を
し
た
場
合
も
、
こ
れ
と
同
じ
に
な
る
（
ラ
ベ

他
、
二
〇
〇
八
）。

超
心
理
学
の
軍
事
利
用
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
ソ
連
の

K
G
B
、
ア
メ
リ
カ
の
C
I
A
や
N
A
S
A
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
軍

に
よ
る
「
秘
密
研
究
」）
は
、
業
界
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

事
実
の
範
囲
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
意
識
研
究
の
進
展

で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
意
識
が
環
境
世
界
に
（
微

弱
に
せ
よ
、
い
か
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
に
せ
よ
）
働
き
か
け

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
石
川
、
二
〇
一
二
）。
そ
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
盗
聴
器
や
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
違
法
行
為
が
実
定
法
で

処
罰
の
対
象
と
な
る
の
と
同
様
、
機
器
を
使
用
せ
ず
に

E
S
P
そ
の
他
に
よ
る
違
法
行
為
が
、
実
定
法
で
処
罰
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。「
心
理
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の

レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ビ
ュ
ー
ズ
」

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
が
す
で

に
一
部
で
流
通
し
て
い
る
と
お
り
、
不
法
行
為
と
な
り
得
る
。

社
会
的
身
心
の
拡
大
は
、
合
法
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
根
拠
は
、
と
り
あ
え
ず
は
直
近
の
実
定
法
で
あ
る
が
、

そ
の
効
力
の
範
囲
で
責
任
者
が
発
見
で
き
な
い
場
合
、
完
全

犯
罪
は
処
罰
を
免
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

し
か
し
私
た
ち
の

期
待
は
、
機
器
の
利
用
者
も
、
E
S
P
能
力
者
も
、
透
明
人

間
も
、
違
法
行
為
者
は
同
様
に
処
罰
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

い
う
倫
理
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
法
で
裁
か
れ
な
い

違
法
行
為
者
の
裁
き
は
、「
上
位
審
級
」（
天
、
神
、
自
然
法
、

「
永
遠
の
法
」
な
ど
、
無
限
遡
及
を
原
理
と
す
る
無
限
記
号
）
に
委

ね
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
よ
り
上
位
の
規
範
へ
の
信
頼
が
、
正

義
を
保
証
す
る
。
偉
大
な
伝
統
に
よ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
行
為

の
責
任
は
免
れ
な
い
（
天
網
恢
恢
疎
に
し
て
失
わ
ず
、
人
は
撒
い

た
も
の
を
刈
り
取
る
）
と
さ
れ
、
私
た
ち
の
良
心
も
そ
の
よ
う

な
正
義
の
実
在
を
感
じ
る
。
そ
の
正
義
の
予
感
は
、
あ
れ
こ

れ
の
実
定
法
を
超
え
て
、「
自
然
法
」「
天
道
」「
永
遠
の
法

（
廷
）」
な
ど
を
想
像
す
る
。

こ
の
観
点
か
ら
は
、「
心
で
思
っ
た
こ
と
は
、
し
た
こ
と
と

同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
賢
者
の
知
恵
も
、
想
像
の
範
囲
内
に

あ
る
。
善
意
が
善
い
効
果
を
も
た
ら
す
の
は
、
た
と
え
ば
「
祈

り
」
が
効
果
的
で
あ
る
（
統
計
的
に
）、
と
い
う
実
験
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
（
ド
ッ
シ
ー
、
一
九
九
二
）。
悪
意
を
持
っ
て
念

じ
れ
ば
悪
い
結
果
が
生
じ
る
と
い
う
湯
浅
泰
雄
ら
の
報
告
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
湯
浅
、
一
九
九
一
）。
世
界
史
や
日
本
史

を
見
る
と
、
か
つ
て
は
「
呪
い
」
は
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
し
た
が
っ
て
呪
詛
行
為
は
処
罰
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
異
端
審
問
、
宗
教
裁
判
で
は
、「
悪
魔
憑
き
」「
魔
法
」「
魔
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女
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
応
酬
さ
れ
た
。
現
在
で
も
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
相
手
側

に
呪
い
を
か
け
る
、
と
い
う
話
題
が
聞
こ
え
て
く
る
。
内
面

を
重
視
す
る
宗
教
界
で
は
、「
心
で
思
っ
た
こ
と
は
、
し
た
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
基
準
に
合
意
す
る
こ
と
は
容
易

な
は
ず
で
あ
る
。

「
思
想
信
条
の
自
由
」「
信
教
の
自
由
」
は
社
会
的
リ
ス
ク

で
あ
る
と
考
え
る
の
は
（
櫻
井
、
二
〇
〇
六
）、
二
つ
の
レ
ベ
ル

で
、
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

治
安
や
公
益
の
た
め
に
私
権
が
制
限
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
、

統
制
主
義
的
な
体
制
を
補
強
し
や
す
く
、
少
な
く
と
も
そ
の

よ
う
な
反
動
的
な
働
き
か
け
に
抵
抗
力
が
弱
い
。
も
う
一
つ

は
、
思
想
信
条
は
「
社
会
」
と
の
関
係
で
の
み
評
価
さ
れ
る

と
い
う
、
い
わ
ば
社
会
学
的
な
思
想
の
と
ら
え
方
で
あ
る
。
一

つ
め
の
反
動
的
な
統
制
主
義
が
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

や
す
い
の
に
比
べ
て
、
二
つ
め
は
微
妙
な
問
題
で
あ
り
、
思

想
は
社
会
的
に
表
現
さ
れ
な
け
れ
ば
内
容
を
問
わ
れ
な
い
、
と

い
う
暗
黙
の
前
提
が
あ
る
。
し
か
し
非
合
法
な
こ
と
を
考
え

る
こ
と
は
す
で
に
非
合
法
で
あ
り
、
人
に
危
害
を
加
え
よ
う

と
思
う
こ
と
は
す
で
に
人
に
危
害
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
、
と

い
う
宗
教
的
に
高
レ
ベ
ル
の
法
に
よ
れ
ば
、
悪
意
あ
る
信
仰

そ
の
も
の
が
、
す
で
に
非
合
法
で
あ
る
。
市
民
権
を
持
っ
た

宗
教
界
が
こ
の
よ
う
な
内
面
の
倫
理
に
同
意
す
る
こ
と
で
、
病

的
、
犯
罪
的
な
宗
教
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
駆
除
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
同
意
が
で
き
な
い
の
は
、
宗
教
界
が
思
想

の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（
中
村
、
二
〇

〇
三
）。

宗
教
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
属
す
る
と
い
う
自
覚
が

あ
る
個
人
や
団
体
の
内
部
に
、
心
の
中
の
悪
意
は
暴
力
・
攻

撃
・
脅
迫
に
直
結
す
る
こ
と
の
自
覚
を
促
し
、
し
た
が
っ
て

悪
意
を
持
つ
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
内
心
の
基

準
が
、
一
般
信
徒
に
ま
で
す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
異
端
審
問
の
よ
う
な
、
外

か
ら
の
制
度
的
暴
力
や
、
治
安
警
察
的
な
法
体
系
を
提
案
し

て
い
る
の
で
は
な
い
。
国
家
機
構
に
よ
る
思
想
弾
圧
や
、
規

制
宗
教
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
宗
教
の
排
除
・
抑
圧
は
、
国
家

や
大
企
業
に
特
有
の
、
組
織
的
な
違
法
行
為
で
あ
り
、
こ
の

外
か
ら
の
「
危
機
」
に
も
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
が
違
法
か
は
実
定
法
に
よ
っ
て
異

な
り
、「
よ
り
高
い
法
」
に
お
い
て
も
線
引
き
が
難
し
い
が
、

地
上
を
超
え
た
「
永
遠
の
法
廷
」
を
常
に
想
起
さ
せ
る
こ
と

は
、
権
力
に
つ
な
が
る
者
の
幼
稚
で
過
酷
な
違
法
行
為
に
、
少

し
は
歯
止
め
を
か
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
考
文
献

石
川
幹
人
『
超
心
理
学

―
封
印
さ
れ
た
超
常
現
象
の
科
学
』
紀

伊
国
屋
書
店
、
二
〇
一
二
年

K
・
ウ
ィ
ル
バ
ー
／
松
永
太
郎
訳
『
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年

櫻
井
義
秀
『「
カ
ル
ト
」
を
問
い
直
す

―
信
教
の
自
由
と
い
う

リ
ス
ク
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
六
年

津
城
寛
文
『
鎮
魂
行
法
論

―
近
代
神
道
世
界
の
霊
魂
論
と
身
体

論
』
春
秋
社
、
一
九
九
〇
年

津
城
寛
文
『
社
会
的
宗
教
と
他
界
的
宗
教
の
あ
い
だ

―
見
え
隠

れ
す
る
死
者
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年

L
・
ド
ッ
シ
ー
／
上
野
圭
一
訳
『
魂
の
再
発
見

―
聖
な
る
科
学

を
め
ざ
し
て
』
春
秋
社
、
一
九
九
二
年

中
村
雅
彦
『
呪
い
の
研
究

―
拡
張
す
る
意
識
と
霊
性
』
ト
ラ
ン

ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
三
年

M
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
／
栗
原
裕
・
河
本
仲
聖
訳
『
メ
デ
ィ
ア
論

―
人
間
の
拡
張
の
諸
相
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
七
年

本
山
博
『
本
山
博
著
作
集
』
宗
教
心
理
出
版
、
二
〇
〇
八
～
二
〇

一
〇
年

湯
浅
泰
雄
『「
気
」
と
は
何
か

―
人
体
が
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
』

日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
一
年

B
・
ラ
ベ
、
M
・
ピ
ュ
エ
シ
ュ
／
西
川
葉
澄
訳
『
哲
学
の
お
や
つ
10
代

か
ら
の
考
え
る
レ
ッ
ス
ン
　
い
い
と
わ
る
い
』汐
文
社
、二
〇
〇
八
年

永澤哲河合俊雄篠原資明倉島哲
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は
じ
め
に

数
年
前
に
『
荘
子
―
鶏
と
な
っ
て
時
を
告
げ
よ
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
を
上
梓
し
た
際
に
、
い
ま
『
荘
子
』
を

読
む
可
能
性
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
あ
る
程
度
考
察
し
て
み

た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
身
心

変
容
技
法
と
い
う
観
点
か
ら
『
荘
子
』
を
論
じ
て
み
た
い
。

近
代
の
『
荘
子
』
読
解
の
特
徴
は
、「
斉
同
」
や
「
斉
物
」

の
強
調
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
中
国
で
は
、
章
炳
麟
が
『
斉

物
論
釈
』
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
万
物
斉
同
」
を
中

心
に
『
荘
子
』
を
解
釈
し
た
も
の
だ
。
そ
の
意
図
は
、
西
洋

近
代
が
も
た
ら
し
た
平
等
が
均
質
な
個
人
を
前
提
に
し
て
い

る
こ
と
を
批
判
し
、
万
物
が
不
均
質
な
仕
方
で
存
在
す
る
こ

と
を
肯
定
す
る
こ
と
で
、
西
洋
近
代
が
文
明
と
い
う
名
で
中

国
そ
し
て
ア
ジ
ア
を
侵
略
す
る
こ
と
を
討
つ
こ
と
に
あ
っ
た
。

日
本
で
は
森
三
樹
三
郎
の
解
釈
に
典
型
的
で
あ
る
が
、
仏

教
と
深
い
親
和
性
を
有
し
た
思
想
と
し
て
『
荘
子
』
を
読
解

し
、
仏
教
的
な
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
平
等
観
に
接
続
す
る
も
の
と

し
て
、「
斉
同
」
や
「
斉
物
」
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
は
西
洋

近
代
の
平
等
概
念
へ
の
応
答
で
あ
る
と
同
時
に
、
唐
代
の
仏

教
的
な
『
荘
子
』
解
釈
の
継
承
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
、
な

か
な
か
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、『
荘
子
』
の
中
に
は
、「
胡
蝶
の
夢
」

の
よ
う
な
「
物
化
」
の
思
想
が
豊
か
に
息
づ
い
て
い
る
。
そ

れ
は
身
心
変
容
を
考
え
る
際
に
は
き
わ
め
て
重
要
な
鍵
と
な

る
考
え
方
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
代
の
『
荘
子
』
解
釈
で

は
、「
物
化
」
は
「
斉
同
」
に
比
べ
る
と
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
や
や
弱
い
。
そ
の
原
因
を
考
え
る
と
、
仏
教
の
輪
廻
に
引

き
つ
け
て
読
ま
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
斉

同
」
が
仏
教
に
引
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
か
え
っ
て
新
た
な

概
念
的
な
力
を
獲
得
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
わ
た
し
が
『
荘
子
―
鶏
と
な
っ
て
時
を

告
げ
よ
』
を
通
し
て
考
え
た
か
っ
た
の
は
、「
物
化
」
を
仏
教

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
切
り
離
し
、
新
た
な
光
を
当
て
る
こ

と
で
、
世
界
と
身
体
に
対
す
る
『
荘
子
』
の
想
像
力
を
回
復

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る

身
心
変
容
と
い
う
大
き
な
問
題
系
と
も
密
接
に
結
び
つ
く
も

の
で
あ
る
。

1
恵
子
と
荘
子

さ
て
、『
荘
子
』
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
を
考
え
て
い
く

に
あ
た
っ
て
、
荘
子
の
他
者
に
対
す
る
態
度
を
見
て
み
よ
う
。

秋
水
篇
に
あ
る
「
魚
の
楽
し
み
」
は
、
そ
の
特
徴
を
よ
く
示

す
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

荘
子
と
恵
子
が
濠ご

う

水す
い

の
ほ
と
り
に
遊
ん
で
い
た
。

荘
子
が
言
う
。「
鯈ゆ

う

魚ぎ
ょ

が
出
で
て
遊
び
従

し
ょ
う

容よ
う

と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
魚
の
楽
し
み
で
あ
る
」。

恵
子
が
言
う
。「
き
み
は
魚
で
は
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
魚

の
楽
し
み
が
わ
か
る
の
か
」。

荘
子
が
言
う
。「
き
み
は
わ
た
し
で
は
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
わ
た
し
が
魚
の
楽
し
み
が
わ
か
ら
な
い
と
わ
か
る
の
か
」。

恵
子
が
言
う
。「
わ
た
し
は
き
み
で
は
な
い
か
ら
、
も
と
よ

第
一
部
❖
「
行
」と
身
心
変
容
技
法

『
荘
子
』の
身
心
変
容
技
法

中
島
隆
博

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
准
教
授
／
中
国
哲
学
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り
き
み
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
き
み
も
も
と
よ
り
魚
で

は
な
い
の
だ
か
ら
、
き
み
が
魚
の
楽
し
み
が
わ
か
ら
な
い

と
い
う
の
も
、
そ
の
通
り
で
あ
る
」。

荘
子
が
言
う
。「
も
と
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
き
み
が
「
お
ま

え
は
魚
の
楽
し
み
が
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
の
は
、
す
で

に
わ
た
し
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
、

問
う
た
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
濠
水
の
橋
の
上
で

わ
か
っ
た
の
だ
」。（『
荘
子
』
秋
水
篇
）

こ
こ
に
荘
子
と
そ
の
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
で
あ
っ
た
恵
子
の
世
界
観

の
違
い
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
も
人
と
魚

の
関
係
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人
と
魚
、
わ
た
し
と
あ

な
た
の
間
の
区
別
を
立
て
な
が
ら
も
、
荘
子
の
場
合
は
、
そ

の
区
別
の
先
に
、「
物
化
」
す
な
わ
ち
身
心
の
存
在
様
態
が
他

の
も
の
に
変
容
す
る
可
能
性
を
見
て
い
る
の
に
対
し
、
恵
子

の
場
合
は
、
そ
の
区
別
が
仮
設
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
知

り
な
が
ら
も
、
そ
の
区
別
を
維
持
し
、
変
容
の
可
能
性
を
塞

ご
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
実
は
、
荘
子
と
恵
子
の
「
斉
同
」
の
考
え
の
違
い

に
ま
で
延
び
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
荘
子
は
恵
子
を
こ
う
批

判
し
て
い
た
。

人
に
備
わ
る
心
に
よ
ら
ず
に
是
非
を
判
断
す
る
と
、〔
恵
子

が
主
張
す
る
〕「
今
日
越
に
行
き
、
昨
日
到
着
し
た
」
と
い

う
よ
う
に
、
お
か
し
な
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
あ
り
え

な
い
こ
と
を
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
禹
の
よ
う
な

神
的
な
人
で
あ
っ
て
も
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う

し
、
ま
し
て
わ
た
し
に
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

（『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）

恵
子
の
「
斉
同
」
論
は
、「
今
日
越
に
行
き
、
昨
日
到
着
し

た
」
と
い
う
よ
う
に
、
時
間
的
な
区
別
を
前
提
し
た
上
で
、
そ

れ
を
無
視
し
よ
う
と
す
る
命
題
で
あ
る
。
天
下
篇
に
は
、
そ

れ
以
外
の
恵
子
の
「
斉
同
」
論
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
、
視
点
を
変
更
す
る
こ
と
で
、
時
間
的
な

区
別
さ
ら
に
は
空
間
的
な
区
別
を
無
く
し
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
批
判
す
る
以
上
、
荘
子
の
「
斉
同
」
論
は
、
時
間

的
な
区
別
や
空
間
的
な
区
別
を
無
み
す
る
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
。

物
は
彼あ

れ

で
な
い
も
の
は
な
く
、
是こ

れ

で
な
い
も
の
も
な
い
。

彼
か
ら
見
れ
ば
是
は
見
え
な
い
が
、
是
か
ら
知
れ
ば
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
言
う
。「
彼
は
是
か
ら
出
、
是
は

彼
に
よ
る
」。
つ
ま
り
彼
と
是
は
方な

ら

び
生
じ
る
概
念
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、〔
恵

子
が
言
う
よ
う
に
〕
方
び
生
じ
、
方
び
死
し
〔
生
じ
な
が

ら
死
ん
で
い
る
〕、
方
び
死
し
、
方
び
生
じ
、
方
び
可
で
あ

り
、
方
び
不
可
で
あ
り
〔
可
で
あ
り
な
が
ら
不
可
で
あ
る
〕、

方
び
不
可
で
あ
り
、
方
び
可
で
あ
り
、
是ぜ

に
よ
り
非
に
よ

り
、
非
に
よ
り
是
に
よ
る
、
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が

っ
て
、
聖
人
は
こ
の
こ
と
に
よ
ら
ず
、
天
に
照
ら
し
て
見

て
、
是ぜ

に
よ
る
の
で
あ
る
。

是こ
れ

も
ま
た
彼あ

れ

で
あ
り
、
彼
も
ま
た
是
で
あ
る
。
そ
れ
も

ま
た
一
是ぜ

非ひ

で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
一
是
非
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
は
た
し
て
彼あ

れ

と
是こ

れ

の
区
別
は
あ
る
の
か
、
な

い
の
か
。

彼
と
是
が
対
を
な
す
概
念
で
な
く
な
る
と
き
、
そ
れ
を

道ど
う

枢す
う

と
言
う
。
枢
（
回
転
軸
）
が
環
の
中
心
に
あ
れ
ば
、
無

窮
に
応
じ
る
。
是
も
ま
た
一
無
窮
で
あ
り
、
非
も
ま
た
一

無
窮
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
明
を
用
い
る
に
し
く
は
な
い
」

と
言
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　（『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）

こ
れ
が
荘
子
の
「
斉
同
」
論
の
核
心
を
な
す
文
章
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
荘
子
は
、
彼あ

れ

是こ
れ

や
是ぜ

非ひ

あ
る
い
は
生
死
、
可
不
可
と

い
っ
た
対
を
な
す
概
念
の
区
別
を
消
去
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、「
彼
か
ら
見
れ
ば
是
は
見
え
な
い
が
、

是
か
ら
知
れ
ば
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
荘

子
は
、「
こ
れ
」
と
い
う
近
傍
あ
る
い
は
こ
の
世
界
に
根
差
す

こ
と
を
ま
ず
は
重
視
し
た
上
で
、「
こ
れ
」
が
「
あ
れ
」
に
変

容
し
、「
あ
れ
」
が
も
う
一
つ
の
「
こ
れ
」
と
し
て
立
ち
現
れ

る
事
態
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
荘
子
の
「
斉
同
」

と
は
、「
こ
れ
」
と
「
あ
れ
」
が
絶
対
的
に
区
別
さ
れ
な
が
ら

も
、「
こ
れ
」
が
「
あ
れ
」
に
変
容
す
る
事
態
、
す
な
わ
ち

「
物
化
」
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

2
胡
蝶
の
夢

こ
の
区
別
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
て
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
胡

蝶
の
夢
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は
明
示
さ
れ

て
い
る
。

か
つ
て
荘
周
が
夢
を
見
て
蝶
と
な
っ
た
。
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛

び
、
蝶
で
あ
っ
た
。
自
ら
楽
し
ん
で
、
心
ゆ
く
も
の
で
あ

っ
た
。
荘
周
で
あ
る
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
突
然
目
覚

め
る
と
、
ハ
ッ
と
し
て
荘
周
で
あ
っ
た
。
荘
周
が
夢
を
見

て
蝶
と
な
っ
た
の
か
、
蝶
が
夢
を
見
て
荘
周
と
な
っ
た
の

か
わ
か
ら
な
い
。
荘
周
と
蝶
と
は
必
ず
区
別
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
物
化
と
い
う
の
で
あ
る
。

（『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）

「
荘
周
と
蝶
と
は
必
ず
区
別
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
」。
こ
れ
が

荘
子
の
大
前
提
で
あ
る
。
区
別
が
な
け
れ
ば
「
物
化
」
と
い

う
身
心
変
容
は
生
じ
よ
う
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
斉
同
」
の

観
点
か
ら
『
荘
子
』
を
読
解
す
る
と
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
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論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
物
の
変
化
」
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
物
が
他
の
物
に
変
わ

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
と
他
と
の
差
別
が
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
は
常
識
の
立
場
で
の
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
を

ひ
と
し
い
と
み
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
自
分
と
他
者
と
の

区
別
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
胡
蝶
は
そ
の
ま
ま
荘
周
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
お
と
ず
れ
て

も
、
自
分
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
生
き
て
い
る
自
分

が
あ
る
と
と
も
に
、
死
ん
で
い
る
自
分
が
あ
る
。
人
生
だ

け
を
現
実
と
み
る
の
は
差
別
の
立
場
で
あ
り
、
人
生
も
ま

た
夢
と
み
る
の
が
無
差
別
の
立
場
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
万

物
斉
同
の
理
に
お
い
て
は
、
夢
と
現
実
と
の
区
別
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。
　
　
　（
森
三
樹
三
郎
『
荘
子
』、
二
〇
二
頁
）

冒
頭
に
紹
介
し
た
森
三
樹
三
郎
が
試
み
た
解
釈
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
「
す
べ
て
を
ひ
と
し
い
と
み
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
自

分
と
他
者
と
の
区
別
が
な
い
」
に
極
ま
る
。
し
か
し
、
森
の

理
解
と
は
異
な
り
、『
荘
子
』
の
身
心
変
容
の
想
像
力
に
お
い

て
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、「
自
分
が
失
わ
れ
」、
別
の
自
分
と

な
る
こ
と
な
の
だ
。

先
ほ
ど
見
た
「
魚
の
楽
し
み
」
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、『
荘
子
』
の
思
考
の
中
に
は
、
一
種
の
セ
ル
フ
エ
ン
ジ
ョ

イ
メ
ン
ト
、
自
己
享
受
の
構
造
が
あ
る
。
こ
の
「
胡
蝶
の
夢
」

に
お
い
て
も
、「
自
ら
楽
し
ん
で
、
心
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
」

と
い
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
自
己
享
受
に
お
い
て
自
己
が
は

じ
め
て
成
立
し
、
そ
れ
が
あ
る
瞬
間
に
破
れ
、
他
な
る
も
の

に
変
容
し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
新
た
な
自
己
に
お
い
て

も
ま
た
、
自
己
享
受
の
構
造
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
、
六
朝
時
代
の
郭
象
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
。

そ
も
そ
も
覚か

く

夢む

の
区
分
は
、
死
生
の
区
分
と
異
な
ら
な
い
。

い
ま
自
ら
楽
し
み
、
心
ゆ
く
と
い
う
の
は

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
区
分
が

0

0

0

0

0

定
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
区
分
が
無
い
か
ら
で
は
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ

も
そ
も
時
間
と
い
う
も
の
は
、
片
時
も
止
ま
っ
た
り
せ
ず
、

今
と
い
う
の
は
つ
い
に
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
、
昨
日
見

た
夢
は
、
今
に
お
い
て
は
別
の
物
に
化
し
て
い
る
は
ず
で

あ
る
。
死
生
の
変
化
も
こ
れ
と
別
で
は
な
く
、
心
を
労
す

る
の
は
そ
の
間
に
お
い
て
な
の
だ
。
ま
さ
に
こ
れ
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

時
に
は

0

0

0

、
あ
れ
は
知
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

。
夢
で
蝶
に
な
っ
て
い
る
こ

と
〔
を
目
覚
め
て
い
る
時
に
知
ら
な
い
こ
と
〕
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
を
人
に
当
て
は
め
れ
ば
、
一
生
に
お
い
て
、
今

は
後
の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
麗
姫
が
そ
れ
で
あ
る
〔
艾
の

国
の
麗
姫
が
、
晋
の
献
公
に
連
れ
去
ら
れ
た
当
初
は
涙
を

流
す
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
に
、
王
宮
に
着
き
、
王
と
同
衾

し
、
う
ま
い
肉
を
食
べ
る
と
、
自
分
が
泣
い
て
い
た
こ
と

を
後
悔
し
た
と
い
う
故
事
〕。
愚
者
は
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し

て
、
自
分
で
生
は
楽
し
く
死
は
苦
し
い
と
知
っ
た
つ
も
り

で
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
だ
物
化
の
意
味
を
知
ら
な
い
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
郭
象
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
注
）

万
物
万
形
は
自
得
す
る
点
で
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
得
方
は

一
つ
な
の
だ
。
　
　
　
　
　
　（
郭
象
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
注
）

自
己
享
受
は
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
極
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
極
点
に
お
い
て
、
エ
ゴ
が
崩
壊
し
、
別
の
あ
り
方
に
変
容

し
て
い
く
。
郭
象
は
『
荘
子
』
の
「
物
化
」
に
こ
う
し
た
身

心
変
容
の
仕
組
み
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
郭
象

は
こ
う
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
も
そ
も
仁
義
は
人
の
性
で
あ
る
が
、
人
の
性
は
変
化
す

る
も
の
で
、
古
今
同
じ
で
は
な
い
。

（
郭
象
『
荘
子
』
天
運
篇
注
） 

性
と
い
う
本
質
が
変
化
し
う
る
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
の
発
想

の
核
心
に
あ
る
も
の
で
、
郭
象
は
そ
れ
を
「
物
化
」
を
背
景

に
、
正
確
に
摑
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
ど
う
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
い
か
に
し
て
「
物
化
」
と
い
う
身
心
変
容
が
生
じ
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
技
法
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
何
で
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

3
受
動
性
の
肯
定

郭
象
は
「
有
」
の
発
生
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

無
は
つ
い
に
無
で
あ
り
、
有
は
自
ず
か
ら
ポ
ッ
と
生
じ
る
。

（
郭
象
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
注
）

「
無
」
か
ら
「
有
」
が
発
生
す
る
こ
と
を
退
け
る
郭
象
は
、

「
有
」
の
発
生
を
自
ず
か
ら
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、「
物
化
」
も
ま
た
因
果
関
係
に
貫
か
れ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
自
ず
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ

う
す
れ
ば
、「
物
化
」
と
い
う
身
心
変
容
を
生
じ
さ
せ
る
技
法

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
を
支
持
す
る
よ
う
に
、『
荘
子
』
に
は
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

と
つ
ぜ
ん
子し

輿よ

が
病
気
に
な
っ
た
。
子し

祀し

が
見
舞
い
に

行
く
と
、
子
輿
は
こ
う
言
っ
た
。「
あ
あ
偉
大
で
あ
る
こ
と

よ
、
あ
の
造
物
者
は
わ
た
し
を
こ
の
よ
う
に
曲
げ
て
し
ま

っ
た
。
背
中
が
曲
が
り
、
五
臓
が
上
に
上
が
り
、
あ
ご
が

へ
そ
の
下
に
隠
れ
、
肩
が
頭
の
て
っ
ぺ
ん
よ
り
高
く
な
り
、

髪
の
も
と
ど
り
が
天
を
指
し
て
い
る
。
陰
陽
の
気
が
乱
れ
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て
し
ま
っ
た
の
だ
」。

子
輿
は
、
心
は
静
謐
で
う
ろ
た
え
も
せ
ず
、
よ
ろ
め
き

な
が
ら
井
戸
に
向
か
い
、
水
面
に
自
分
を
映
す
と
、
ま
た

言
っ
た
。「
あ
あ
、
あ
の
造
物
者
が
、
わ
た
し
を
こ
の
よ
う

に
曲
げ
て
し
ま
っ
た
」。

子
祀
が
言
う
。「
君
は
そ
れ
が
憎
い
か
」。

子
輿
が
答
え
る
。「
い
や
、
ど
う
し
て
憎
い
こ
と
が
あ
ろ

う
か
。
だ
ん
だ
ん
と
わ
た
し
の
左
腕
を
化
し
て
鶏
に
す
る

な
ら
ば
、
わ
た
し
は
時
を
告
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
だ
ん

だ
ん
と
わ
た
し
の
右
腕
を
化
し
て
弾
に
す
る
な
ら
ば
、
フ

ク
ロ
ウ
で
も
撃
っ
て
炙
り
も
の
に
し
よ
う
。
だ
ん
だ
ん
と

わ
た
し
の
尻
を
化
し
て
車
輪
に
し
、
心
を
馬
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
に
乗
っ
て
い
こ
う
。
馬
車
に
乗
ら
な
く
て
も
済

む
よ
う
に
な
る
。
そ
も
そ
も
得
た
の
も
時
で
あ
っ
た
し
、
失

う
の
も
順
で
あ
る
。
時
に
安
ん
じ
、
順
に
お
れ
ば
、
哀
楽

の
感
情
も
入
っ
て
こ
な
い
。
こ
れ
が
古
く
か
ら
言
わ
れ
て

い
た
縣
解
〔
束
縛
を
解
く
こ
と
〕
で
あ
る
。
束
縛
が
解
け

な
い
の
は
、
物
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
物
が
天
に
勝
て
な
い
こ
と
久
し
い
の
で
あ
っ
て
、
わ

た
し
が
こ
れ
を
憎
む
は
ず
も
な
い
」。（『
荘
子
』
大
宗
師
篇
）

こ
こ
で
の
「
物
化
」
の
記
述
を
見
る
と
、
技
法
と
呼
ぶ
こ
と

の
で
き
る
も
の
は
何
も
な
く
、
ま
さ
に
「
自
ず
か
ら
」
他
な

る
も
の
に
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
よ
く

読
ん
で
み
る
と
、
子
輿
は
身
体
が
曲
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
は

い
え
、
ま
だ
「
鶏
」
や
「
弾
」
あ
る
い
は
「
馬
車
」
に
変
化

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
子
輿
は
、
い
わ
ば
魔
術
的
な
想
像
力

に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
来
た
る
べ
き
「
物
化
」
を
肯
定
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
、
身
体
が
曲
が
っ
た
状

態
か
ら
、
根
本
的
に
他
な
る
も
の
に
「
物
化
」
す
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
「
自
ず
か
ら
」
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

何
か
が
「
物
化
」
に
は
必
要
な
の
だ
。
そ
れ
を
探
究
す
る

こ
と
は
も
う
少
し
待
つ
こ
と
に
し
て
、
で
は
「
物
化
」
が
実

現
し
た
ら
何
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
そ
も
そ
も

得
た
の
も
時
で
あ
っ
た
し
、
失
う
の
も
順
で
あ
る
。
時
に
安

ん
じ
、
順
に
お
れ
ば
、
哀
楽
の
感
情
も
入
っ
て
こ
な
い
。
こ

れ
が
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
縣
解
で
あ
る
」
と
い
う
一
句

に
表
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
物
化
」
は
、「
物
と
結
び
つ

く
」
こ
と
か
ら
の
解
放
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
人
を
さ
せ
て

い
る
「
天
」
か
ら
の
解
放
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
近
代
の
荘
子
を
批
判
す
る
思
想
家
が
述
べ
る
よ

う
な
運
命
を
恬て

ん

澹た
ん

と
し
て
受
け
止
め
る
態
度
と
は
似
て
非
な

る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
荘
子
は
想
像
力
を
猛
り
狂
わ
せ
、

受
動
性
の
先
に
ま
で
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
物
化
」
を
究
極

ま
で
推
し
進
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
種
の
解
放
空
間
を
開

い
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
荘
子
の
身
心
変
容
は
解
放

空
間
を
目
指
す
、
と
ひ
と
ま
ず
述
べ
て
お
き
た
い
。

4
身
心
変
容
の
技
法（
１
）―
坐
忘
と
心
斎

と
は
い
え
、
受
動
性
を
肯
定
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
実
は
あ
る
種
の
技
法
が
必
要

で
あ
る
。
荘
子
は
そ
れ
を
、
た
と
え
ば
「
坐
忘
」
す
な
わ
ち

忘
却
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。

顔
回
が
言
う
。「
わ
た
し
は
進
歩
し
ま
し
た
」。

孔
子
が
言
う
。「
ど
う
い
う
こ
と
だ
」。

―
「
わ
た
し
は
仁
義
を
忘
れ
ま
し
た
」。

―
「
そ
れ
は
よ
い
。
し
か
し
、
ま
だ
だ
」。

他
日
、
ふ
た
た
び
顔
回
が
孔
子
を
訪
れ
る
。

―
「
わ
た
し
は
進
歩
し
ま
し
た
」。

―
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
」。

―
「
わ
た
し
は
礼
楽
を
忘
れ
ま
し
た
」。

―
「
そ
れ
は
よ
い
。
し
か
し
、
ま
だ
だ
」。

他
日
、
ふ
た
た
び
顔
回
が
孔
子
を
訪
れ
る
。

―
「
わ
た
し
は
進
歩
し
ま
し
た
」。

―
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
」。

―
「
わ
た
し
は
坐ざ

忘ぼ
う

し
ま
し
た
」。

孔
子
は
顔
つ
き
を
か
え
て
尋
ね
た
。「
何
を
坐
忘
と
言
う

の
か
」。

顔
回
が
言
う
。「
体
を
堕す

て
、
聡
明
を
退
け
、
形
を
離
れ
、

知
を
去
り
、
大だ

い

通つ
う

（
大
道
）
に
同
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
坐

忘
と
言
う
の
で
す
」。

孔
子
が
言
う
。「
同
化
す
れ
ば
好
み
も
な
く
、
変
化
す
れ

ば
常
が
な
い
。
お
ま
え
は
賢
者
に
な
っ
た
の
だ
。
わ
た
し

は
、
お
前
の
後
に
従
お
う
」。
　
　
　（『
荘
子
』
大
宗
師
篇
）

「
坐
忘
」
は
、
能
動
的
な
受
動
性
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
忘
却
の

技
法
で
あ
る
。
顔
回
は
「
仁
義
」
と
「
礼
楽
」
を
忘
却
し
た

上
に
、
さ
ら
に
自
ら
の
身
心
を
も
忘
却
し
て
、
大
い
な
る
変

容
を
遂
げ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
純
粋
で
雑
じ
り
け
が
な
く
、
静
一
で
変
化
せ
ず
、

淡
淡
と
し
て
無
為
で
あ
り
、
動
き
は
天
行
の
よ
う
で
あ
る
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
養
神
の
道
で
あ
る
。

（『
荘
子
』
刻
意
篇
） 

も
う
一
つ
、
荘
子
が
孔
子
と
顔
回
に
語
ら
せ
て
い
る
技
法
が

「
心
斎
」
で
あ
る
。

顔
回
が
尋
ね
る
。「
心
斎
に
つ
い
て
あ
え
て
伺
い
ま
す
」。

仲
尼
が
言
う
。「
お
前
は
自
分
の
志
（
心
の
思
い
）
を
一
つ

に
し
な
さ
い
。
耳
で
聴
く
の
で
は
な
く
、
心
に
よ
っ
て
聴

き
な
さ
い
。
さ
ら
に
は
、
心
に
よ
っ
て
聴
く
の
で
は
な
く
、

気
に
よ
っ
て
聴
き
な
さ
い
。
耳
は
聴
く
こ
と
に
止
ま
り
、
心
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は
物
に
符
合
す
る
こ
と
に
止
ま
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
気

は
虚
で
あ
っ
て
物
を
待
つ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
道
は
虚
に

集
ま
る
。
虚
は
心
斎
（
心
の
斎
戒
）
で
あ
る
」。

（『
荘
子
』
人
間
世
篇
）

こ
こ
で
荘
子
は
耳
、
心
、
そ
し
て
気
と
徐
々
に
人
の
身
心
の

領
域
を
拡
充
し
て
い
く1

。
そ
し
て
、「
気
に
よ
っ
て
聴
く
」
こ

と
で
「
虚
」
と
な
る
と
述
べ
る2

。「
虚
」
と
は
あ
る
種
の
ス
ペ

ー
ス
で
あ
る
。
荘
子
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
何
か
わ
た
し
た
ち
を
越
え
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
道
」

が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
ま
た
、

能
動
的
な
受
動
性
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う3

。

フ
ァ
ビ
ア
ン
・
ホ
イ
ベ
ル
は
こ
の
箇
所
か
ら
、「
気
化
主

体
」
と
い
う
概
念
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
新
し
い
主
体
性
の
モ
デ
ル
」（
何
乏
筆
「
氣
化
主
體
與
民
主
政

治
：
關
於
《
莊
子
》
跨
文
化
潛
力
的
思
想
實
驗
」、
六
六
頁
）
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
今
日
の
民
主
政
治
に
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
在
の
中
国
に
お
け

る
儒
学
復
興
を
通
じ
て
の
民
主
化
と
は
別
に
、
荘
子
を
中
心

と
し
た
道
家
思
想
を
通
じ
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
民
主
主
義
の

可
能
性
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
に
お

け
る
『
荘
子
』
解
釈
、
す
な
わ
ち
「
斉
同
」
を
中
心
と
し
た

平
等
思
想
を
、「
物
化
」
に
よ
っ
て
豊
か
に
す
る
解
釈
で
あ
る

と
言
っ
て
も
よ
い
。

ホ
イ
ベ
ル
の
議
論
は
ま
だ
必
ず
し
も
熟
し
た
も
の
で
は
な

い
が
、
い
わ
ゆ
る
近
代
西
洋
的
な
個
人
に
は
収
ま
ら
な
い
よ

う
な
主
体
概
念
、
す
な
わ
ち
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て
他
者
を
迎

え
入
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
主
体
概
念
を
、『
荘
子
』
を
通
じ

て
構
想
す
る
可
能
性
を
示
し
た
と
い
う
点
で
は
興
味
深
い4

。

5
身
心
変
容
の
技
法（
２
）―
養
生
と
命

身
心
変
容
の
技
法
の
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、「
養
生
」
を

見
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
料
理
の
名
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら

で
あ
る
。

丁
は
刀
を
置
い
て
答
え
る
。「
わ
た
し
が
好
む
の
は
、
道

で
す
。
そ
れ
は
技
以
上
の
も
の
で
す
。
最
初
、
牛
を
解
体

し
は
じ
め
た
と
き
、
目
の
中
は
牛
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
三

年
経
つ
と
、
も
う
牛
の
全
体
を
見
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
今
に
な
り
ま
す
と
、
わ
た
し
は
精
神
に
よ
っ
て
捉

え
て
い
て
、
目
に
よ
っ
て
見
て
は
い
ま
せ
ん
。
感
覚
器
官

が
止
ま
り
、
精
神
の
欲
す
る
ま
ま
に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

自
然
の
筋
目
（「
理
」）
に
し
た
が
う
こ
と
で
、
刀
は
大
き
な

隙
間
に
入
り
、
主
な
穴
に
導
か
れ
て
走
り
、
必
然
の
道
を

進
み
ま
す
。
靱
帯
や
腱
を
切
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま

し
て
大
き
な
骨
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
…

〔
中
略
〕…

文
恵
君
が
言
う
。「
見
事
だ
。
わ
た
し
は
丁
の
話
を
聞
い

て
、
生
を
ど
う
養
う
の
か
が
わ
か
っ
た
」。

（『
荘
子
』
養
生
主
篇
）

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
料
理
の
達
人
の
境
地
も
や
は
り
、
能

動
性
と
受
動
性
が
一
つ
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
境
地

を
文
恵
君
は
、「
養
生
（
生
を
養
う
こ
と
）」
で
あ
る
と
表
現
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
道
教
的
な
不
老
長
生
の
技
術
を
意
味
し

て
い
る
以
上
に
、「
生
」
の
あ
り
方
が
「
道
」
を
聞
き
、「
道
」

を
得
る
ほ
ど
に
変
容
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る5

。

最
後
の
例
は
、
泳
ぎ
の
名
人
で
あ
る
。

孔
子
は
男
を
追
っ
て
尋
ね
た
。「
あ
な
た
は
鬼
神
の
よ
う

に
見
え
た
が
、
近
寄
っ
て
よ
く
見
る
と
人
間
だ
。
お
尋
ね

す
る
が
、
あ
な
た
は
水
の
中
を
進
む
秘
訣
を
お
持
ち
な
の

か
」。答

え
る
。「
い
い
え
、
な
に
も
秘
訣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ

た
し
は
本
来
与
え
ら
れ
た
も
の
か
ら
始
め
て
、
自
分
の
性

を
長
ぜ
し
め
、
命
に
成
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
落
ち
る
水

と
と
も
に
潜
り
、
逆
巻
く
水
と
と
も
に
出
て
き
ま
し
た
が
、

水
の
道
に
従
う
だ
け
で
、
私
的
な
は
か
ら
い
を
な
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
水
の
中
を
進
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」。
　
　
　
　
　
　（『
荘
子
』
達
生
篇
）

水
の
中
を
進
む
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
泳
ぎ
の
名
人
も
ま
た
、

丁
と
同
様
に
、
一
種
の
身
心
変
容
を
起
こ
し
て
い
て
、
そ
れ

を
「
本
来
与
え
ら
れ
た
も
の
か
ら
始
め
て
、
自
分
の
性
を
長

ぜ
し
め
、
命
に
成
」
る
と
表
現
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
ら

の
本
来
の
あ
り
方
を
変
容
さ
せ
、「
命
」
に
ま
で
通
じ
た
あ
ら

た
な
「
性
」
を
手
に
入
れ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
、『
荘
子
』
に
お
け
る
「
物
化
」
と

身
心
変
容
の
技
法
は
、
現
代
に
お
い
て
も
重
要
な
示
唆
を
与

え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
ジ
ル･

ド
ゥ
ル

ー
ズ
の
「
生
成
変
化
」
の
議
論
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

壁
を
通
り
抜
け
る
こ
と
。
た
ぶ
ん
中
国
人
な
ら
で
き
る
。

し
か
し
ど
ん
な
ふ
う
に
。
動
物
に
な
る
こ
と
、
花
ま
た
は

石
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
ま
た
、
不
思
議
な
知
覚
し
え
ぬ

も
の
に
な
る
こ
と
、
愛
す
る
こ
と
と
一
体
の
硬
質
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
。
た
と
え
動
か
ず
に
そ
の
場
で
試
み
よ
う

と
、
こ
れ
は
速
度
の
問
題
で
あ
る
。
…〔
中
略
〕…
も
ち
ろ
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ん
、
こ
こ
で
は
、
芸
術
の
、
そ
れ
も
最
も
高
度
な
芸
術
の

あ
ら
ゆ
る
源
泉
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ

る
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
線
、
あ
ら
ゆ
る
絵
画
性
の
線
、
あ

ら
ゆ
る
音
楽
性
の
線
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
…
…
。
な
ぜ

な
ら
人
は
、
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
動
物
に
な
り
、
色

彩
に
よ
っ
て
知
覚
し
え
ぬ
も
の
に
な
り
、
音
楽
に
よ
っ
て

硬
質
に
な
り
思
い
出
を
な
く
し
、
同
時
に
動
物
に
な
り
、
知

覚
し
え
ぬ
も
の
に
な
る
。
つ
ま
り
恋
す
る
者
に
。

（
ジ
ル・ド
ゥル
ー
ズ
&
フェ
リ
ッ
ク
ス・ガ
タ
リ『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』 、二一三
頁
）

ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
他
者
へ
の
「
生
成
変
化
」
を
論
じ
る
こ
と
で
、

こ
の
世
界
の
深
い
変
貌
を
構
想
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
こ
に

は
常
に
道
徳
の
問
題
が
あ
っ
た6

。
と
こ
ろ
が
、
荘
子
が
考
え

る
「
物
化
」
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
世
界
に
は
道
徳
が
決
定

的
に
欠
け
て
い
る
。
郭
象
の
解
釈
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
た

麗
姫
の
例
が
典
型
的
で
、
そ
こ
に
は
暴
力
を
反
問
す
る
よ
う

な
契
機
が
な
い
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
道
徳
と
か
倫
理

と
い
う
も
の
は
、
荘
子
の
生
成
変
化
に
は
入
っ
て
こ
な
か
っ

た
。そ

の
重
要
な
背
景
に
は
、
荘
子
が
絶
え
ず
意
識
し
て
い
た

の
が
、
道
徳
を
主
張
す
る
儒
家
の
言
説
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
い
か
に
し
て
儒
家
的
な
規
範
性
か
ら
逃
れ
、
こ

の
世
界
を
構
成
し
て
い
る
別
の
次
元
を
探
る
の
か
が
、
荘
子

の
挑
戦
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
恐
ろ
し
い
挑
戦
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
あ
る
種
の
絶
対
的
な
悪
が
肯
定
さ
れ
か
ね
な
い

か
ら
で
あ
る
。
魯
迅
は
荘
子
の
「
毒
」
を
語
っ
た
が
、「
毒
」

の
核
心
に
は
悪
の
肯
定
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
悪

を
回
避
し
て
い
て
は
、「
縣
解
」
が
示
す
よ
う
な
究
極
的
な
解

放
と
か
自
由
と
い
う
も
の
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。
逆
に
、
悪
を
真
に
問
う
た
め
に
も
、
道
徳
な
き

自
由
を
考
え
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か7

。
こ

う
し
た
『
荘
子
』
の
投
げ
か
け
る
問
い
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教

事
件
と
3
・
11
を
経
験
し
た
今
日
の
日
本
に
と
っ
て
き
わ
め

て
深
刻
で
あ
る
。

わ
た
し
自
身
は
、
身
心
変
容
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
た
時

に
、
人
は
よ
り
純
粋
な
闇
を
求
め
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
闇
は
常
に
よ
り
強
い
光
の
姿
を
と
り
、
人
か
ら
多

様
な
も
の
へ
の
想
像
力
を
奪
い
取
り
、
言
葉
を
単
一
化
し
、
隷

従
さ
せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
身
心
変
容
の
可
能
性
に
基
づ

い
た
、『
荘
子
』
の
溢
れ
出
す
想
像
力
と
言
葉
そ
し
て
自
由
は
、

今
日
の
極
限
悪
を
も
包
み
込
み
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
に
何

か
別
の
経
験
の
あ
り
方
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る8

。と
は
い
え
、
そ
れ
は
決
し
て
容
易
な
道
で
は
な
い
。
悪
用

さ
れ
る
可
能
性
も
つ
い
て
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
わ
た

し
た
ち
の
想
像
力
を
回
復
す
る
た
め
に
も
、『
荘
子
』
の
身
心

変
容
の
技
法
は
も
う
一
度
顧
み
ら
れ
て
も
よ
い
も
の
の
ひ
と

つ
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
地
下
の
水
脈
を
通

じ
て
連
絡
し
て
い
た
日
本
の
思
想
も
ま
た
読
み
直
さ
れ
る
に

値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

注1
　
荘
子
の
「
気
」
と
「
物
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
永
澤
哲
先
生

か
ら
の
問
い
か
け
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の

「
分
子
的
」
と
「
モ
ル
的
」
に
重
ね
て
問
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
す
る
応
答
で
あ
る
が
、
中
国
の
古
い
テ
キ
ス

ト
に
あ
る
「
物
」
は
モ
ル
状
の
物
体
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
詞
的
な
「
物
」
が
あ
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
で

捉
え
れ
ば
、
ま
さ
に
「
気
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

荘
子
の
「
物
化
」
は
、
単
に
モ
ル
状
の
も
の
に
な
る
の
で
は

な
く
、
動
詞
と
し
て
の
「
物
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
働
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
永
澤
先
生
か
ら
は
、
ド

ゥ
ル
ー
ズ
の
ス
ピ
ノ
ザ
論
に
あ
る
情
動
の
示
唆
を
い
た
だ
い

た
。
他
者
へ
の
変
容
に
お
い
て
、
情
動
は
決
定
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
中
国
語
の
「
情
」
を

検
討
す
る
こ
と
で
応
答
し
て
み
た
。
す
な
わ
ち
、「
情
」
は

感
情
だ
け
で
な
く
、
情
況
の
よ
う
な
環
境
や
条
件
と
い
う
意

味
を
同
時
に
有
す
る
が
、
そ
れ
は
「
情
」
が
自
分
の
外
部
に

接
す
る
相
互
接
触
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。

こ
う
し
た
他
者
に
開
か
れ
た
情
動
論
を
、
荘
子
も
ま
た
共
有

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

2
　
倉
島
哲
先
生
の
太
極
拳
に
関
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
中
国
で

太
極
拳
を
や
っ
て
い
る
人
は
、
気
は
虚
で
あ
っ
て
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
虚
の
体
の
感
覚
だ
と
言
う
と
い
う
指
摘
を
得
た
。
そ

こ
か
ら
、
充
実
と
は
異
な
る
気
の
あ
り
方
に
思
い
を
寄
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

3
　
松
嶋
健
先
生
は
、
こ
こ
で
荘
子
が
示
す
身
体
性
を
、
能
動
で

も
受
動
で
も
な
い
、
中
動
相
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
身
体
性
が
倫
理
的
な
規
範
の
基
層
と

な
る
と
同
時
に
、
悪
の
基
層
と
も
な
り
う
る
こ
と
に
言
及
さ

れ
た
。
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
、
共
生
の
た
め
の
規
範
を
ど

う
す
れ
ば
考
え
う
る
の
か
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
中
国
に
お

い
て
は
「
礼
」
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の

も
、
そ
れ
は
法
と
は
異
な
り
、
身
体
的･

美
学
的
な
も
の
に

根
差
し
た
規
範
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、「
礼
」
は
近
代

以
降
、
差
別
的
な
身
分
制
を
支
え
た
と
し
て
批
判
さ
れ
続
け

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、「
礼
」
を
前
近
代
の
そ
れ
と
し
て

肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
、
共
生
の
規
範
を
中
動
相
と
し
て
の
身
体
か
ら
語
り

直
し
、「
礼
」
を
再
定
義
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

4
　
宮
川
敬
之
に
よ
る
と
、
他
者
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
ス
ペ
ー

ス
を
空
け
る
と
い
う
発
想
が
初
期
道
元
の
「
直
下
承
当
」
に

あ
る
と
い
う
。
宮
川
敬
之
「
さ
と
り
・
こ
と
ば
・
修
行
」
を

参
照
の
こ
と
。
な
お
、
宮
川
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、「
直
下

承
当
」
を
論
じ
た
拙
論
が
、『
中
国
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
刊
行
予
定
）
に
掲
載
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

5
　「
養
生
」
に
関
し
て
、
荘
子
は
「
養
形
（
肉
体
を
養
う
）」
と

「
養
神
（
精
神
を
養
う
）」
と
を
区
別
し
て
い
る
。
前
者
は
、

呼
吸
法
や
「
導
引
」
と
い
う
一
種
の
体
操
か
ら
な
り
、
不
老

長
生
を
目
指
し
、
後
者
は
「
道
」
を
得
る
に
至
る
も
の
で
あ

る
。
前
者
は
神
仙
思
想
に
由
来
し
て
い
る
が
、
荘
子
は
後
者

を
よ
り
尊
重
し
て
い
る
。
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永
澤
哲
先
生
は
、
こ
れ
に
関
し
て
、
馬
王
堆
の
導
引
図
を

示
し
な
が
ら
、
荘
子
が
神
仙
思
想
の
伝
統
か
ら
離
脱
を
し
た

の
か
ど
う
か
と
問
わ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
荘
子
は
そ

れ
以
前
の
神
仙
思
想
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
精
神
の
次
元

を
持
ち
込
み
、「
坐
忘
」
や
「
心
斎
」
を
論
じ
た
こ
と
が
独

特
で
あ
っ
た
と
答
え
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
の
道

教
の
神
仙
思
想
が
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
細

は
、
拙
作
『
荘
子

―
鶏
と
な
っ
て
時
を
告
げ
よ
』
の
「「
養

形
」
と
「
養
神
」
―
『
荘
子
』
の
神
仙
説
と
養
生
思
想
」
と

「
神
仙
説
と
養
生
思
想
の
関
係

―
嵇
康
と
葛
洪
」
を
見
よ
。

ま
た
、
呼
吸
の
理
想
に
つ
い
て
荘
子
は
、「
真
人
が
踵
か
ら

息
を
す
る
の
に
対
し
、
衆
人
は
喉
か
ら
息
を
す
る
」（『
荘

子
』
大
宗
師
篇
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
鎌
田
東
二
先
生
は
神

道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
経
験
か
ら
踵
か
ら
の
呼
吸
で
あ
る
足

裏
唱
法
で
な
け
れ
ば
長
く
は
歌
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ

ら
れ
た
。

6
　
篠
原
資
明
先
生
か
ら
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
に
お
け
る
モ
ラ
ル
と

エ
テ
ィ
カ
の
区
別
、
す
な
わ
ち
超
越
的
な
と
こ
ろ
か
ら
語
ら

れ
る
の
が
モ
ラ
ル
で
あ
っ
て
、
内
在
的
な
と
こ
ろ
か
ら
語
ら

れ
る
の
が
エ
テ
ィ
カ
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

基
本
的
に
は
そ
の
と
お
り
で
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
後
者
の
可
能

性
を
探
究
し
て
い
っ
た
の
だ
が
、
若
き
日
の
ヒ
ュ
ー
ム
論
を

見
る
と
、
社
会
的
に
構
成
さ
れ
る
モ
ラ
ル
に
も
取
り
組
ん
で

い
た
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
。
詳
細
は
、
拙
論
「
壁
を
通
り

抜
け
る
こ
と

―
ド
ゥ
ル
ー
ズ
と
中
国
」
を
参
照
の
こ
と
。

7
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
西
平
直
先
生
か
ら
重
要
な
指
摘
が
な
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
鈴
木
大
拙
が
「
無
心
」
を
語
る
際
に
、

道
徳
か
ら
は
み
出
す
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ

は
道
徳
的
で
な
い
こ
と
も
で
き
る
が
、
道
徳
的
で
あ
る
こ
と

も
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
荘
子
の
「
道
徳
な
き
自
由
」
も

ま
た
、
ア
ナ
ー
キ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
秩
序
を
作

る
こ
と
に
も
向
か
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
と
お
り
で
あ
る
と
思
う
。
わ
た
し
の
応
答
は
、
最
晩
年

の
西
田
幾
多
郎
が
「
場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」
に
お

い
て
、
大
拙
を
最
初
と
最
後
に
引
用
し
な
が
ら
、
西
平
先
生

の
問
い
を
引
き
受
け
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、
西
田
は
、
近
代
に
新
し
く
登
場
し
て
き
た
道
徳
が
、
絶

対
的
な
悪
を
問
題
に
で
き
な
い
以
上
、
不
十
分
で
あ
る
と
し

て
、
も
う
一
度
神
に
つ
い
て
考
え
直
す
の
だ
が
、
し
か
し
、

新
し
い
秩
序
が
す
な
わ
ち
国
家
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
う
な
ら
ず
に
「
道
徳
な
き
自
由
」
か
ら
規
範

を
い
か
に
構
成
す
る
の
か
、
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
問
い
で

あ
る
。

　
ま
た
篠
原
資
明
先
生
か
ら
は
、
田
辺
元
が
「
根
源
悪
」
を

見
据
え
な
が
ら
、「
絶
対
無
」
か
ら
国
家
を
語
っ
た
こ
と
を

コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
だ
い
た
。
西
田
の
後
に
国
家
を
ど
う
考

え
る
の
か
に
対
し
て
、
重
要
な
示
唆
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

8
　
鎌
田
東
二
先
生
は
荘
子
の
「
狂
」
を
繰
り
返
し
問
わ
れ
た
。

儒
家
の
場
合
、
鬼
神
に
取
り
憑
か
れ
た
の
が
「
狂
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
荘
子
の
場
合
は
、
天
に
取
り
憑
か
れ
た
「
狂
」

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
「
狂
」
に
お
い
て
聞
き
取
ら
れ

る
天
籟
は
、
天
の
呼
吸
で
も
あ
り
、
歌
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
鎌
田
先
生
が
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
を
始
め
た
き

っ
か
け
が
、
酒
鬼
薔
薇
聖
斗
事
件
で
あ
っ
た
と
う
か
が
っ
た
。

絶
対
悪
に
向
か
う
「
狂
」
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
「
狂
」
を
肯
定
す
る
の
か
。
こ
の
ぎ
り
ぎ
り
の
問
い

を
前
に
し
て
、
神
道
ソ
ン
グ
と
い
う
「
楽
」
に
向
か
わ
れ
た

こ
と
は
、
深
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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は
じ
め
に

本
論
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
を
事
例
と
し
て
、
身
心
変
容

技
法
の
社
会
性
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
身
心
変
容

技
法
の
わ
ざ
そ
れ
自
体
は
、
一
人
も
し
く
は
少
人
数
で
実
践

で
き
る
も
の
が
多
い
。
一
方
で
、
多
く
の
場
所
で
集
団
に
よ

る
実
践
が
み
ら
れ
、
時
に
そ
れ
は
大
き
な
社
会
的
影
響
力
を

持
つ
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
個
人
に
と
っ
て
も
、
一
人
で
行
う

場
合
と
、
集
団
で
行
う
場
合
で
は
、
身
心
に
与
え
る
影
響
が

異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で
は
、
こ

う
し
た
問
題
意
識
が
接
続
し
う
る
よ
り
大
き
な
問
題
系
に
つ

い
て
も
、
試
論
的
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
論
で
紹
介
す
る
事
例
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
伝
え
ら
れ
て
き

た
宗
教
的
伝
統
の
な
か
で
も
ゾ
ク
チ
ェ
ン
（rdzogs pa chen po

）

と
呼
ば
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
。
そ
れ
は
、
生
き
な
が

ら
解
脱
を
得
て
ブ
ッ
ダ
（
チ
ベ
ッ
ト
語
：
サ
ン
ジ
ェ
ーsangs rgyas

）

と
な
る
た
め
の
思
想
と
技
法
か
ら
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
か

ら
伝
わ
っ
た
仏
教
の
伝
統
と
は
異
な
る
起
源
を
も
つ
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
宗
派
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
教
え
の
継
承
と
実
践
は
、
二
十
世
紀
中
盤

以
降
、
チ
ベ
ッ
ト
人
の
国
際
移
動
を
き
っ
か
け
に
、
本
格
的

に
西
洋
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
チ
ベ
ッ
ト

仏
教
ニ
ン
マ
派
の
ナ
ム
カ
イ
・
ノ
ル
ブ
師
（
一
九
三
八
︲
）
は

西
洋
へ
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
代
表
的
な
紹
介
者
と
し
て
知
ら
れ
、

そ
の
著
作
の
多
く
は
永
沢
哲
氏
に
よ
っ
て
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
実
践
の
宗
教
学
・
人
類
学
的
視
座
か
ら
の
考
察［
中
沢
、

一
九
九
三
な
ど
］の
ほ
か
、
教
義
テ
ク
ス
ト
の
文
献
学
的
分
析

を
基
盤
と
す
る
思
想
史
的
研
究
も
進
め
ら
れ
て
き
た［K

arm
ay, 

1988

な
ど
］。

こ
う
し
た
実
践
と
研
究
の
対
象
の
多
く
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

ニ
ン
マ
派
の
伝
統
に
属
す
る
の
に
対
し
、
本
論
が
扱
う
ボ
ン

教
（
ポ
ン
教
）
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
は
も
う
一
つ
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
関
係
を
思
想
史
的
に
位
置
づ

け
る
の
は
本
論
の
範
囲
を
超
え
る
が
、
こ
う
し
た
チ
ベ
ッ
ト

由
来
の
宗
教
的
伝
統
が
地
域
や
民
族
の
境
界
を
越
え
て
広
く

実
践
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
き
た
背
景
に
は
、
単
に
チ
ベ
ッ

ト
に
対
す
る
神
秘
的
イ
メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
実
践
に

人
び
と
を
ま
き
こ
み
つ
な
ぎ
止
め
る
要
素
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
具
体
的
な
身
心
変
容
の
過
程

か
ら
可
能
な
限
り
描
き
出
す
の
が
、
本
論
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

本
論
で
用
い
る
一
次
資
料
は
、
筆
者
が
チ
ベ
ッ
ト
東
部
（
中

国
四
川
省
）
と
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
ワ
ー
ル
地
方
に
お
け
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
で
は

二
〇
〇
五
年
以
来
延
べ
十
八
カ
月
、
後
者
は
二
〇
一
一
年
以

来
延
べ
一
カ
月
半
の
調
査
を
実
施
し
た
。
主
な
使
用
言
語
は

チ
ベ
ッ
ト
語
（
シ
ャ
ル
コ
ク
方
言
）、
漢
語
（
普
通
話
、
四
川
方

言
）、
英
語
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
は
厳
密
な
カ
タ
カ
ナ
転
写

が
困
難
で
あ
り
、
特
に
重
要
な
も
の
に
つ
い
てW

ylie

（1959

）

に
則
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
ラ
テ
ン
文
字
転
写
を
併
記
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
論
中
に
登
場
す
る
個
人
名
に
つ
い
て
は
原

チベッ
ト
の
宗
教
と
身
心
変
容
技
法
の
社
会
性

第
一
部
❖
「
行
」と
身
心
変
容
技
法

小
西
賢
吾

大
谷
大
学
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
P
D
／
文
化
人
類
学
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則
と
し
て
仮
名
と
す
る
。

1
ボ
ン
教
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン

チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
は
、
多
層
的
な
構
造
を
有
し
て
い
る
。

七
世
紀
以
降
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
来
し
た
仏
教
は
、
吐
蕃
と
し
て

知
ら
れ
る
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
ヤ
ル
ル
ン
王
朝
に
よ
っ
て
国
教

と
さ
れ
た
。
そ
の
後
吐
蕃
の
崩
壊
を
経
て
、
十
一
世
紀
に
イ

ン
ド
の
高
僧
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
が
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
て
か
ら
、
現

存
す
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
各
宗
派
の
基
盤
が
徐
々
に
形
成
さ
れ

た
。
こ
れ
以
降
は
仏
教
後
伝
期
と
呼
ば
れ
、
以
前
か
ら
存
在

し
た
仏
教
の
伝
統
は
ニ
ン
マ
派
（
古
派
）
と
し
て
区
分
さ
れ
た
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
、
大
部
分
が
イ
ン
ド
起
源
の
仏
教
を
忠

実
に
輸
入
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
一
方
、
僧
院
の
法
会
か
ら
、

民
間
の
占
い
や
治
療
、
悪
魔
払
い
に
至
る
諸
儀
礼
の
作
法
は
、

イ
ン
ド
に
源
流
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
も
多
い
。
こ

れ
ら
は
、
仏
教
伝
来
以
前
か
ら
の
流
れ
を
く
む
ボ
ン
教
に
由

来
す
る
と
い
わ
れ
る
。
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
が
「
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
の
戒
律
や
哲
学
は
イ
ン
ド
の
も
の
だ
が
、
儀
礼
は
ボ

ン
教
の
も
の
だ
」
と
説
明
し
て
い
る1

よ
う
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の

宗
教
を
考
え
る
上
で
両
者
は
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

る
。ボ

ン
教
も
ま
た
、
仏
教
か
ら
の
影
響
を
絶
え
ず
受
け
な
が

ら
現
在
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
信
徒
数
や
僧
院
の
規

模
か
ら
み
れ
ば
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
も
の
の
、
チ
ベ
ッ
ト

の
基
層
文
化
を
な
す
要
素
と
し
て
学
術
的
に
も
大
き
な
注
目

を
集
め
て
き
た2

。

ボ
ン
（bon

）
と
い
う
こ
と
ば
は
多
く
の
意
味
を
持
つ
が
、

現
在
の
ボ
ン
教
徒
（bon po

）
が
継
承
・
実
践
し
て
い
る
教
え

は
、
ユ
ン
ド
ゥ
ン
・
ボ
ン
（g.yung drung bon

「
永
遠
な
る
ボ

ン
」）
と
称
す
る
体
系
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ボ
ン
は
、
仏
教
に

お
け
る
法
（
ダ
ル
マ
）
と
同
様
の
意
味
を
持
つ
。
ユ
ン
ド
ゥ

ン
・
ボ
ン
も
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
同
じ
く
ブ
ッ
ダ
と
な
る
こ
と

を
究
極
の
目
標
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
も
う
一
つ
の

「
仏
」
教
と
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
教
え
は
、
仏

教
伝
来
以
前
か
ら
の
連
続
性
が
信
じ
ら
れ
て
お
り
、
タ
ジ
ク

の
ウ
ル
モ
ル
ン
リ
ン
と
い
う
土
地
出
身
の
シ
ェ
ン
ラ
プ
・
ミ

ボ
（
ト
ン
パ
・
シ
ェ
ン
ラ
プ
）
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
説
か
れ
、

西
チ
ベ
ッ
ト
の
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
王
国
を
経
て
伝
わ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。

一
方
で
現
代
の
研
究
は
、
ボ
ン
教
の
教
義
や
僧
院
シ
ス
テ

ム
が
十
一
世
紀
以
降
、
仏
教
と
の
相
互
影
響
の
中
で
構
築
さ

れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
れ
を
裏
付
け
る

か
の
よ
う
に
、
現
在
ボ
ン
教
僧
院
を
訪
れ
る
と
、
僧
院
や
僧

侶
の
見
た
目
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
人
び
と
の
帰
属
意
識

の
レ
ベ
ル
で
は
仏
教
と
は
区
別
さ
れ
て
お
り
、
巡
拝
の
向
き

が
仏
教
と
は
逆
の
反
時
計
ま
わ
り
で
あ
る
こ
と
や
、
僧
侶
の

衣
に
あ
し
ら
っ
た
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の
青
色
、
シ
ャ
ン
シ
ュ

ン
文
字
の
使
用
な
ど
、
そ
れ
が
具
体
的
な
マ
ー
カ
ー
と
し
て

表
出
し
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ボ
ン
教
は
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
大
蔵
経
（
カ
ン
ギ
ュ
ル
・
テ
ン
ギ
ュ
ル
）
に
匹
敵
す
る
テ

ク
ス
ト
の
集
積
（
カ
・
カ
テ
ン
）
を
有
す
る
が
、
そ
の
中
に
は

仏
教
に
含
ま
れ
な
い
独
自
の
内
容
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

中
国
の
都
市
部
で
活
動
す
る
あ
る
ボ
ン
教
僧
侶
は
、「
ボ
ン

教
は
チ
ベ
ッ
ト
の
総
合
文
化
だ
」
と
筆
者
に
説
明
し
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
発
言
が
含
意
す
る
よ
う
に
、
ボ
ン
は
「
世
俗
」

や
「
宗
教
」
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
人
が
生
き
る
上
で
の
あ

ら
ゆ
る
部
分
に
関
与
す
る
知
識
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ボ

ン
教
の
教
義
を
整
理
分
類
す
る
図
式
と
し
て
知
ら
れ
る
「
テ

ク
パ
・
グ
（
九
の
テ
ク
パ
）」
に
は
、
そ
れ
を
端
的
に
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
テ
ク
パ
（theg pa

）
は
、「
乗
」
と
訳
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
こ
と
ば
で
あ
る
が
、Snellgrove

に
よ
っ
て
“ways

”

と
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
究
極
の
目
標
で
あ
る
ブ
ッ

ダ
へ
と
至
る
道
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ボ
ン
の
教
え
は
そ
れ
に

接
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
九
つ
の
道
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
［Snellgrove, 2010

（1967

）］。

①
チ
ャ
シ
ェ
ン
・
テ
ク
パ
「
予
言
の
シ
ェ
ン
の
テ
ク
パ
」

現
世
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
占
い
や
予
言
に
関
す
る

諸
儀
礼

②
ナ
ン
シ
ェ
ン
・
テ
ク
パ
「
目
に
み
え
る
世
界
の
シ
ェ
ン
の

テ
ク
パ
」

あ
ら
ゆ
る
神
々
や
悪
魔
の
説
明
と
、
供
物
に
よ
っ
て
そ
の

力
を
利
用
す
る
／
抑
え
る
方
法

③
ト
ゥ
ル
シ
ェ
ン
・
テ
ク
パ
「
幻
の
シ
ェ
ン
の
テ
ク
パ
」

あ
ら
ゆ
る
敵
に
対
抗
す
る
た
め
の
儀
礼

④
シ
シ
ェ
ン
・
テ
ク
パ
「
存
在
の
シ
ェ
ン
の
テ
ク
パ
」

バ
ル
ド
（
中
有
）
か
ら
の
救
済
の
方
法

⑤
ゲ
ニ
ェ
ン
・
テ
ク
パ
「
ゲ
ニ
ェ
ン
（
居
士
）
の
テ
ク
パ
」

在
家
信
者
の
行
動
規
範

⑥
タ
ン
ソ
ン
・
テ
ク
パ
「
タ
ン
ソ
ン3

の
テ
ク
パ
」

出
家
者
の
禁
欲
的
な
規
律
に
つ
い
て

⑦
ア
カ
ル
・
テ
ク
パ
「
清
浄
な
音
、
白
い
ア
に
つ
い
て
の
テ

ク
パ
」

マ
ン
ダ
ラ
な
ど
を
用
い
る
、
密
教
実
践
に
つ
い
て

⑧
イ
ェ
シ
ェ
ン
・
テ
ク
パ
「
原
始
の
シ
ェ
ン
の
テ
ク
パ
」

高
度
な
密
教
実
践
、
サ
ダ
ク
（
土
地
神
）
を
考
慮
し
た
マ
ン

ダ
ラ
の
作
り
方
な
ど

⑨
ラ
メ
ー
・
テ
ク
パ
「
究
極
の
テ
ク
パ
」

絶
対
的
な
達
成
に
つ
い
て

大
き
く
分
け
る
と
、
占
い
や
医
学
、
敵
に
対
処
す
る
方
法

と
い
っ
た
現
世
利
益
の
た
め
の
方
法
が
前
半
部
に
、
来
世
を

見
据
え
善
行
を
為
し
修
行
を
行
う
方
法
が
後
半
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
後
に
な
る
ほ
ど
高
度
な
教
え
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
特
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に
中
間
の
第
五
テ
ク
パ
か
ら
第
七
テ
ク
パ
に
か
け
て
の
大
枠

は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
説
く
顕
教
と
密
教
に
対
応
し
て
い
る
。

そ
し
て
最
高
位
に
お
か
れ
る
ラ
メ
ー
・
テ
ク
パ
が
、
ゾ
ク
チ

ェ
ン
の
教
え
を
指
す
。
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
修
行
は
、
出
家
し
た

僧
侶
が
僧
院
で
行
う
場
合
も
あ
る
が
、
在
家
者
に
も
広
く
開

か
れ
て
い
る
。

ニ
ン
マ
派
の
も
の
に
比
し
て
、
ボ
ン
教
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
は

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
近
年
で
は
ボ

ン
教
僧
侶
や
研
究
者
に
よ
っ
て
広
く
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
ボ
ン
教
教
学
の
中
心
で
あ
っ
た
ツ

ァ
ン
地
方
（
現
在
の
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
シ
ガ
ツ
ェ
地
区
）
の
メ
ン

リ
僧
院
が
一
九
六
〇
年
代
に
イ
ン
ド
、
ヒ
マ
ー
チ
ャ
ル
・
プ

ラ
デ
ー
シ
ュ
州
に
活
動
拠
点
を
確
立
し
、
の
ち
に
そ
こ
か
ら

分
か
れ
て
一
九
九
五
年
に
ネ
パ
ー
ル
・
カ
ト
マ
ン
ズ
に
設
立

さ
れ
た
テ
ィ
テ
ン
・
ノ
ル
ブ
ツ
ェ
僧
院
と
と
も
に
、
外
国
人

の
信
者
も
多
く
集
め
て
教
義
の
伝
承
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

ボ
ン
教
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
は
、
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
体
系
、

す
な
わ
ち
①
ア
テ
ィ
、
②
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
・
ニ
ェ
ン
ギ
ュ
、
③

ゾ
ク
チ
ェ
ン
・
ヤ
ン
ツ
ェ
・
ロ
ン
チ
ェ
ン
、
④
イ
ェ
テ
ィ
・

タ
ー
セ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
特
に
、
前
者
三
つ
は
頭
文
字

を
と
っ
て
「
ア
・
ニ
ェ
ン
・
ゾ
ク
・
ス
ム
（
3
）」
と
呼
ば
れ

る
。
中
で
も
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
・
ニ
ェ
ン
ギ
ュ
は
、
ゾ
ク
チ
ェ

ン
の
始
祖
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
尊
格
ク
ン
ツ
・
サ
ン
ボ

か
ら
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
を
経
て

チ
ベ
ッ
ト
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
教
え
と

し
て
特
別
視
さ
れ
る
。
現
在
テ
ィ
テ
ン
・
ノ
ル
ブ
ツ
ェ
僧
院

の
テ
ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
師
（
一
九
二
六
︲
）
が
そ
の
継
承
者

と
し
て
各
地
で
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。

専
門
的
な
修
行
を
必
要
と
す
る
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
・
ニ
ェ
ン

ギ
ュ
に
対
し
、
本
論
で
と
り
あ
げ
る
ア
テ
ィ
（A

 khrid

）
は
比

較
的
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
た
教
え

と
し
て
知
ら
れ
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
思
想
の
入
門
と
し
て
の
性
格

に
特
徴
が
あ
る
。Kværne

［1973

］
に
よ
る
と
、
ア
テ
ィ
は
も

と
も
と
テ
ル
マ
（
埋
蔵
宝
典
）
と
し
て
発
見
さ
れ
、
メ
ウ
・
ゴ

ン
ジ
ョ
・
リ
ト
・
チ
ェ
ン
ボ
（
一
〇
三
八
︲
九
六
）
に
よ
っ
て

最
初
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
体
系
化
し
た
の
が
、
ド
ゥ
・

ギ
ェ
ル
ワ
ユ
ン
ド
ゥ
ン
（
一
二
四
二
︲
九
〇
）
で
あ
り
、
彼
は

ア
テ
ィ
の
修
行
過
程
を
ア
テ
ィ
・
ト
ゥ
ン
ツ
ァ
ム
・
チ
ョ
ン

ガ
（A

 khrid thun m
tsham

s bco lnga

「
ア
テ
ィ
の
十
五
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
」）
と
い
う
十
五
段
階
に
整
理
し
た
。
そ
の
後
ア
テ
ィ
の
体

系
は
現
代
に
至
る
ま
で
伝
承
さ
れ
、
二
十
世
紀
に
は
東
チ
ベ

ッ
ト
で
シ
ャ
ル
ザ
・
タ
シ
・
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
が
一
般
向
け
に

ゴ
ン
ジ
ョ
の
解
説
書
『
カ
ル
ン
・
ジ
ャ
ム
ツ
ォ
（bka

ʼ lung rgya 

m
tsho

）』
を
著
し
た4

。
　

ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
修
行
は
①
ゴ
ン
ジ
ョ
（sngon 

ʻgro

「
加
行
」）、

②
ゴ
シ
（dngos gzhi

「
本
行
」）、
③
ジ
ェ
ジ
ュ
ク
（rjes 

ʻjug

「
後

行
」）
の
各
段
階
か
ら
な
り
、
ゴ
シ
を
中
心
と
す
る
本
格
的
な

修
行
を
行
う
た
め
に
は
三
年
間
の
専
門
的
な
参
籠
修
行（sgrub 

grwa
）
を
必
要
と
す
る
。
本
論
で
主
に
扱
う
ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
世

俗
の
人
び
と
で
も
比
較
的
実
践
し
や
す
い
も
の
で
あ
り
、
こ

の
過
程
の
み
が
と
り
だ
さ
れ
て
編
集
さ
れ
、
僧
院
の
年
中
行

事
と
な
っ
て
い
る
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。

ゴ
ン
ジ
ョ
を
行
う
目
的
は
、
現
世
で
生
き
る
上
で
の
問
題

に
対
処
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
死
後
に
バ
ル
ド
を
経
て
よ
り

よ
い
ツ
ェ
シ
マ
（tshe phyi m

a
「
来
世
」）
に
生
ま
れ
か
わ
る
こ

と
、
そ
し
て
理
想
的
に
は
サ
ン
ジ
ェ
ー
の
境
地
に
近
づ
く
こ

と
で
あ
る
と
、
一
般
的
に
は
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
、
ゴ
ン
ジ

ョ
は
自
分
の
力
の
み
で
実
践
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
師
の

存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
師
を
欠
い
た
修
行
は
破
滅
に
つ
な

が
る
危
険
な
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
修
行
の
師
は
、
ザ

ウ
ィ
・
ラ
マ
（rtsa ba

ʼi bla m
a

「
根
本
の
ラ
マ
」）
と
呼
ば
れ
る
。

ザ
ウ
ィ
・
ラ
マ
は
、
先
達
と
し
て
修
行
者
を
支
え
、
修
行
者

に
と
っ
て
は
帰
依
し
、
観
想
の
対
象
に
な
る
非
常
に
重
要
な

存
在
で
あ
る
。
後
に
論
じ
る
よ
う
に
、
ザ
ウ
ィ
・
ラ
マ
が
持

つ
個
人
的
な
魅
力
が
、
人
び
と
が
ゴ
ン
ジ
ョ
へ
参
加
す
る
動

機
の
重
要
な
一
角
を
占
め
て
い
る
。

2
四
川
省
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る

ゴ
ン
ジ
ョ
と
身
心
変
容

シ
ャ
ル
コ
ク
地
方
と
Ｓ
僧
院

以
下
で
は
中
国
四
川
省
の
チ
ベ
ッ
ト
社
会
の
事
例
を
と
り

あ
げ
る
。
調
査
地
で
あ
る
シ
ャ
ル
コ
ク
（shar khog

）
地
方
は
、

チ
ベ
ッ
ト
語
で
東
の
地
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
文
字
ど
お
り

チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
東
端
部
に
あ
た
る
。
標
高
は
約
三
千
メ
ー

ト
ル
、
長
江
の
源
流
の
一
つ
で
あ
る
岷み

ん

江こ
う

が
刻
ん
だ
な
だ
ら

か
な
谷
の
両
側
に
、
チ
ベ
ッ
ト
族
（
藏
族
）
の
集
落
が
点
在
し

て
い
る
。
現
在
の
行
政
区
分
で
は
、
四
川
省
阿ア

壩バ

藏
族
羌
族

自
治
州
松
潘
県
の
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、
ボ
ン
教
が
地
域

全
体
で
維
持
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
本
論
の
調
査
地
で
あ
る
S
僧
院
は
、
シ
ャ
ル
コ
ク
の

谷
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
、
所
属
す
る
僧
侶
は
九
四
人
（
二

〇
〇
九
年
）
で
あ
り
、
人
口
六
八
九
人
（
二
〇
〇
九
年
）
の
S

村
と
隣
接
し
て
い
る
。

一
二
六
八
年
に
創
建
さ
れ
た
S
僧
院
は
、
周
辺
の
村
の
人

び
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。
か
つ
て
は
S
村
を
拠
点

と
す
る
ゴ
ワ
と
よ
ば
れ
る
領
主
が
、
僧
院
の
パ
ト
ロ
ン
と
し

て
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
共
産
党
政
権
の
支

配
下
に
入
る
と
宗
教
は
政
府
の
管
理
下
に
お
か
れ
、
一
九
五

〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
い
た
る
約
二
十
年

間
、
そ
の
活
動
は
停
止
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
改
革
開

放
」
を
経
て
宗
教
実
践
は
再
構
築
さ
れ
、
僧
院
の
再
建
や
儀

礼
が
再
開
さ
れ
た5

。

こ
の
「
宗
教
復
興
」
を
当
初
支
え
て
い
た
の
は
、
一
九
五

〇
年
代
以
前
か
ら
の
知
識
を
う
け
つ
ぐ
老
僧
た
ち
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
に
な
る
と
、
か
れ
ら
の
高
齢

化
に
よ
っ
て
、
僧
院
は
後
継
者
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
台
頭
し
て
き
た
の
が
、

改
革
開
放
後
に
僧
侶
に
な
っ
た
新
世
代
で
あ
っ
た
。
現
在
S

僧
院
で
声
望
を
集
め
る
ロ
ポ
ン
（
主
任
教
師
）
で
あ
る
プ
ン
ツ

ォ
ク
（
一
九
六
八
年
生
ま
れ
）
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

僧
院
の
世
代
交
代
と
並
行
し
て
、
世
俗
社
会
も
急
速
な
変

容
を
経
験
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、「
西
部
大
開
発
」
に

代
表
さ
れ
る
開
発
政
策
に
よ
り
、
空
前
の
経
済
発
展
が
も
た

ら
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
近
隣
の
九
寨
溝
、
黄
龍
の
自
然
保

護
区
が
世
界
自
然
遺
産
に
指
定
さ
れ
、
中
国
有
数
の
観
光
地

と
し
て
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
観

光
・
開
発
産
業
に
よ
っ
て
現
金
収
入
が
増
加
し
、
人
び
と
の

生
活
は
一
変
し
た
。
そ
の
中
で
、
宗
教
は
政
府
の
「
宗
教
管

理
条
例
」
な
ど
に
よ
る
管
理
を
受
け
な
が
ら
も
、
近
年
よ
り

活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
毎
年
冬
期
に
行
わ

れ
る
ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
よ
く
示
す
場
面
で
あ

る
。

Ｓ
僧
院
に
お
け
る
ゴ
ン
ジ
ョ

こ
こ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
に
S
僧
院
で
行
わ
れ
た
ゴ
ン
ジ

ョ
の
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。
ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
僧
院
の
前
の
広

場
を
主
な
会
場
と
し
て
十
月
初
旬
か
ら
十
二
月
下
旬
の
約
二

カ
月
半
行
わ
れ
る
。
特
に
十
二
月
中
旬
は
参
加
者
が
も
っ
と

も
多
く
、
一
日
最
大
で
約
千
八
百
人
（
十
二
月
十
三
日
）
に
も

お
よ
ん
だ
。
全
期
間
に
わ
た
っ
て
参
加
し
た
の
は
一
三
〇
人

で
あ
り
、
男
性
四
三
人
、
女
性
八
七
人
と
、
女
性
が
三
分
の

二
を
占
め
る
。
　

ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
昔
か
ら
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
を
も
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
死
が
近
づ
い
た
老

人
だ
け
が
行
う
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代

に
ゴ
ン
ジ
ョ
も
ま
た
再
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
人
が
集
ま

る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
特
に
大
規
模
化
が
始
ま

っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
プ
ン
ツ
ォ
ク
が
主
導

的
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
S
村
の
隣
村

出
身
の
プ
ン
ツ
ォ
ク
は
、
改
革
開
放
後
に
僧
侶
に
な
っ
た
最

初
の
世
代
で
あ
り
、
チ
ベ
ッ
ト
各
地
の
ボ
ン
教
、
仏
教
の
僧

院
や
聖
地
を
め
ぐ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
修
行
を
積
ん
で

き
た
人
物
で
あ
り
、
請
わ
れ
て
一
九
九
九
年
に
S
僧
院
の
ロ

ポ
ン
に
就
任
し
た
。

当
時
、
そ
れ
ま
で
ゴ
ン
ジ
ョ
の
指
導
を
し
て
い
た
高
僧
の

後
継
者
問
題
が
表
面
化
し
つ
つ
あ
り
、
プ
ン
ツ
ォ
ク
は
同
年

代
の
僧
侶
の
説
得
も
あ
っ
て
指
導
者
を
引
き
受
け
た
。
当
初

は
あ
ま
り
人
が
集
ま
ら
ず
、
多
く
て
七
十
人
く
ら
い
だ
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
そ
の
後
、
徐
々
に
参
加
者
は
増
え
続
け
、
二

〇
〇
〇
年
代
後
半
に
は
現
在
の
規
模
で
安
定
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
、
プ
ン
ツ
ォ
ク
が
ロ
ポ
ン
と
し
て
の
声
望
を

高
め
て
い
く
過
程
と
も
並
行
し
て
い
た
。

ゴ
ン
ジ
ョ
に
お
け
る
身
心
変
容

S
僧
院
で
行
わ
れ
る
ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
三
つ
の
段
階
に
区
分

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
段
階
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
の

二
カ
月
間
で
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
も
い
え
る
参
加
者
が
主
に

個
人
で
修
行
す
る
。
第
二
段
階
は
、
十
二
月
上
旬
か
ら
中
旬

に
か
け
て
、
プ
ン
ツ
ォ
ク
に
よ
る
講
話
が
行
わ
れ
る
、
も
っ

と
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
る
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三

段
階
は
十
二
月
下
旬
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
ポ
ワ
（pho ba

「
転

移
」）
の
修
行
を
行
い
、
最
後
に
聖
山
を
巡
礼
す
る
。

ゴ
ン
ジ
ョ
の
修
行
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
膨
大
な
反
復
で

あ
る
。
参
加
者
は
、
五
体
投
地
を
は
じ
め
と
す
る
身
体
の
動

き
と
、
マ
ン
ト
ラ
な
ど
の
詠
唱
を
毎
日
長
時
間
に
わ
た
っ
て

繰
り
返
す
。
そ
れ
は
日
常
生
活
を
も
浸
食
す
る
ほ
ど
に
、
参

加
者
の
身
心
に
影
響
を
与
え
て
い
く
。

第
一
段
階
で
は
、
そ
の
特
徴
が
も
っ
と
も
顕
著
に
み
ら
れ

る
。
十
月
初
旬
、
人
び
と
は
プ
ン
ツ
ォ
ク
か
ら
「
ゴ
ン
ジ
ー
・

ブ
ム
グ
（sngon 

ʼgro

ʼi ʼbum
 dgu

「
ゴ
ン
ジ
ョ
の
九
十
万
」）」
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
。
ゴ
ン
ジ
ー
・
ブ
ム
グ
は
そ
の
名
が
示

す
よ
う
に
、
九
つ
の
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
十
万
回
、
計
九
十
万

回
行
う
。
ゴ
ン
ジ
ョ
と
は
狭
義
に
は
こ
れ
を
満
行
す
る
こ
と

を
指
す
が
、
S
僧
院
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
や
実
践
が
組

み
合
わ
さ
れ
編
集
さ
れ
た
過
程
の
総
体
が
ゴ
ン
ジ
ョ
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
ゴ
ン
ジ
ー
・
ブ
ム
グ
の
内
訳
は
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
ニ
ン
ポ
・
ナ
ム
ス
ム
は
三
種
類
の
マ
ン
ト

ラ
な
の
で
三
つ
と
数
え
、
合
計
九
項
目
と
な
る
。

こ
の
内
容
は
、
僧
院
が
作
成
し
配
布
す
る
小
冊
子
『
ゴ
ン

ジ
ー
・
ガ
ン
ド
ゥ
ン
』（sngon gro

ʼi ngag 

ʼdon

「
ゴ
ン
ジ
ョ
の
念

誦
」）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
記
さ
れ

て
い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
が
読
め
な
い
人
び
と
の
た
め
に

漢
字
で
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
は
S
僧
院
独
自

表1　ゴンジー・ブムグの内訳

名　称 内　容

セムジェ　
sems bskyed 発心文の詠唱

ジャブジョ　
skyab 'gro 帰依文の詠唱

ニンポ・ナムスム　
snying po rnam gsum 3種類のマントラの詠唱

シャ　
phyags 五体投地の礼拝

マンテー　
maN Tal 立体マンダラに穀物を捧げ供養する

イクジャ　
yig rgya 百音節のマントラの詠唱

ラメ・ネンジョル　
bla ma'i rnal 'byor 師を観想し、祈願文の詠唱
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の
も
の
で
、
ゴ
ン
ジ
ー
・
ブ
ム
グ
の
ほ
か
に
さ
ま
ざ
ま
な
祈

願
文
を
含
ん
で
お
り
、
参
加
者
は
適
宜
指
示
に
し
た
が
っ
て

詠
唱
す
る
。

実
際
の
礼
拝
や
詠
唱
は
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
家
に
帰

っ
て
行
う
た
め
、
個
人
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
。
九
十
万

回
を
行
う
こ
と
が
理
想
的
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
定
め
ら

れ
た
と
お
り
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
ニ
ン
ポ
・

ナ
ム
ス
ム
の
う
ち
で
は
通
称
マ
テ
ィ
（O

M
 m

a tri m
u ye sa le 

ʻdu

）
と
ド
ゥ
テ
ィ
ス
（a dkar a rm

ed du tri su nag po zhi zhi m
al 

m
al swA

 hA

）
の
二
つ
が
特
に
多
く
唱
え
ら
れ
る
。
場
合
に
よ

っ
て
は
十
万
回
以
上
行
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

約
二
カ
月
に
わ
た
る
反
復
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
文
字
ど

お
り
修
行
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
あ
る
参
加
者
（
二
十
代
女

性
）
は
こ
の
過
程
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「（
前
略
）
毎
朝
、
顔
を
洗
っ
て
か
ら
唱
え
始
め
る
。
ま
た

仕
事
を
し
な
が
ら
唱
え
る
。
も
し
仕
方
な
い
な
ら
、
夜
に
や

っ
て
も
よ
い
。
自
分
の
姉
は
去
年
や
っ
た
。
彼
女
は
毎
日
一

杯
唱
え
て
、
す
べ
て
終
わ
っ
た
。
す
ご
い
よ
。
わ
た
し
は
、
そ

ん
な
に
朝
一
時
と
か
二
時
と
か
に
起
き
ら
れ
な
い
。（
中
略
）

さ
ら
に
一
日
二
千
回
五
体
投
地
を
し
て
い
る
。
も
う
（
十
一

月
末
ま
で
に
）
六
万
回
や
っ
た
。
私
は
ま
だ
だ
め
。
他
の
若
い

人
た
ち
は
、
今
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
若
い
人

は
最
初
は
一
日
五
十
回
、
そ
し
て
五
十
五
、
六
十
、
六
十
五
、

と
増
や
し
て
い
っ
て
、
一
日
二
千
回
、
三
千
回
の
五
体
投
地

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

五
体
投
地
は
各
世
帯
の
チ
ュ
カ
ン
（
仏
間
）
で
行
わ
れ
、
詠

唱
は
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
興

味
深
い
の
は
、
唱
え
た
回
数
を
多
く
の
人
び
と
が
か
な
り
正

確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
彼
ら
は
数
珠
を

繰
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
数
を
数
え
る
。
回
数
の
話
題
は
、
参

加
者
同
士
で
よ
く
な
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
誰
が
も

う
達
成
し
た
と
か
、
あ
と
三
百
回
、
と
い
っ
た
発
言
は
、
反

復
の
回
数
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
示
唆
す
る
。

ゴ
ン
ジ
ョ
は
身
体
に
相
当
な
負
担
を
課
す
。
特
に
五
体
投

地
は
膝
な
ど
に
か
か
る
負
荷
が
大
き
い
。
長
く
続
け
て
い
る

と
、
地
面
に
つ
く
額
の
部
分
が
固
く
角
質
化
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
経
験
の
な
い
者
（
た
と
え
ば
筆
者
）
が

や
ろ
う
と
す
る
と
、
標
高
が
高
い
こ
と
も
あ
り
十
回
ほ
ど
で

息
が
上
が
っ
て
く
る
。
マ
ン
ト
ラ
の
詠
唱
も
決
し
て
容
易
で

は
な
い
。
筆
者
が
マ
テ
ィ
を
三
千
回
連
続
で
唱
え
た
際
に
は
、

最
初
の
千
回
く
ら
い
で
声
が
出
に
く
く
な
り
、
口
の
中
で
ほ

と
ん
ど
声
を
出
さ
ず
に
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。
日
常
的

に
唱
え
て
い
る
人
び
と
も
、
は
っ
き
り
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど

の
小
さ
な
声
で
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
彼

ら
は
し
ば
し
ば
苦
痛
よ
り
も
ゴ
ン
ジ
ョ
に
参
加
で
き
る
喜
び

を
口
に
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
が
、
来
世
に
と
っ
て
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
身
体
を
鍛
え
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
よ
い
の

だ
と
説
明
す
る
女
性
も
い
た
。

十
二
月
初
頭
に
な
る
と
、
人
び
と
は
僧
院
に
集
ま
り
、
約

一
週
間
マ
ン
テ
ー
の
供
養
を
行
う
。
マ
ン
テ
ー
は
マ
ン
ダ
ラ

と
同
義
で
あ
り
、
高
さ
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
金
属
製
の
輪
を

組
み
合
わ
せ
た
立
体
マ
ン
ダ
ラ
に
手
で
穀
物
を
か
け
、
取
り

除
く
こ
と
を
繰
り
返
す
。
こ
の
際
に
は
、
所
定
の
フ
レ
ー
ズ

や
手
の
所
作
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
世

を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
に
対
す
る
供
養
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
る
。
マ
ン
テ
ー
に
は
一
人
あ
た
り
五
十
斤
（
二

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
穀
物
（
オ
オ
ム
ギ
と
コ
メ
）
を
持
参
し
、
穀

物
が
な
く
な
る
ま
で
反
復
す
る
。
十
二
月
二
日
か
ら
一
日
約

五
百
回
の
ペ
ー
ス
で
行
い
、
十
二
月
四
日
ま
で
で
オ
オ
ム
ギ

を
終
え
、
十
二
月
五
日
か
ら
七
日
に
は
コ
メ
が
用
い
ら
れ
た
。

そ
し
て
十
二
月
七
日
の
午
前
、
通
算
約
三
千
五
百
回
に
達
し

た
時
点
で
コ
メ
が
使
い
果
た
さ
れ
た
。

使
用
さ
れ
た
穀
物
は
売
却
さ
れ
、
こ
れ
で
得
ら
れ
た
現
金

で
ハ
ト
三
十
羽
と
ニ
ワ
ト
リ
百
羽
が
購
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

ツ
ェ
タ
ル
（
放
生
）
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
一
カ
所
に
集
め

て
読
経
が
行
わ
れ
た
後
、
ハ
ト
は
そ
の
場
で
放
さ
れ
、
ニ
ワ

ト
リ
は
マ
ン
テ
ー
の
参
加
者
が
持
ち
帰
り
、
家
で
飼
う
。
あ

る
僧
侶
の
話
に
よ
る
と
、
放
生
は
、
単
に
生
き
物
を
放
す
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
本
来
「
食
べ
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
も

の
を
救
う
」
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
こ
の
過
程
を
通
じ
て
、
何

も
手
元
に
残
さ
ず
、
す
べ
て
を
施
す
と
い
う
利
他
的
な
理
念

が
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
共
有
さ
れ
る
。

マ
ン
テ
ー
の
最
後
に
、
プ
ン
ツ
ォ
ク
が
参
加
者
に
「
明
日

か
ら
は
、
あ
な
た
た
ち
は
他
の
人
の
先
に
た
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
語
り
か
け
る
。
こ
こ
ま
で
の
参
加
者
は
、
他
の

参
加
者
よ
り
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
マ
ン
テ
ー
で
は
、
そ

れ
ま
で
の
期
間
で
は
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
修
行
が
集
団

的
な
も
の
に
な
る
。
こ
こ
で
は
集
団
に
よ
る
統
制
の
と
れ
た

反
復
が
、
一
体
感
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ク
・
プ

ン
ツ
ォ
ク
の
語
り
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
コ
ア
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
集
団
的
な
実
践
を
動
か
す
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
多
く
の
人
び
と
が
参
加
す
る
第
二
段
階
（
十
二

月
八
日
︲
十
四
日
）
で
は
、
プ
ン
ツ
ォ
ク
の
講
話
を
聞
き
、
と

も
に
マ
ン
ト
ラ
を
詠
唱
す
る
こ
と
が
主
な
実
践
に
な
る
（
写

真
１
）。
そ
の
ほ
か
に
も
、
断
食
や
僧
侶
に
よ
る
読
経
も
行
わ

れ
る
。

講
話
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
時
に
難
解
な
教
義
の
説

明
を
伴
う
。
基
本
的
に
ボ
ン
教
独
自
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
含
ん
だ
、
よ
り
広
い
（
大
乗
）
仏
教
的
な
観

念
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
ゴ
ン
ジ
ョ
を
や
る
意
味
と

は
菩
提
心
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ゴ
ン
チ
ュ

ク
・
ス
ム
（
三
宝
）
に
帰
依
し
、
す
べ
て
の
衆
生
の
た
め
に
発

心
す
る
こ
と
、
そ
し
て
死
を
恐
れ
ず
正
し
く
対
応
す
る
こ
と

で
来
世
の
幸
福
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
、
多
様
な
例
と
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と
も
に
語
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
を
理
解
し
、
心
と
行

動
を
一
致
さ
せ
て
こ
そ
、
詠
唱
を
は
じ
め
と
す
る
諸
実
践
は

効
果
を
持
つ
こ
と
が
説
か
れ
る
。

そ
の
中
心
と
な
る
観
念
が
ジ
ャ
ブ
ジ
ョ
（
帰
依
）
で
あ
る
。

講
話
に
お
い
て
は
、
善
行
と
し
て
の
修
行
の
枠
組
み
が
提
示

さ
れ
、
そ
の
基
礎
と
な
る
姿
勢
と
し
て
帰
依
の
概
念
が
説
明

さ
れ
て
い
く
。
プ
ン
ツ
ォ
ク
は
、「
帰
依
と
い
う
の
は
、
あ
な

た
以
外
に
は
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
を
心
に
思
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
何
を
唱

え
て
も
意
味
が
な
い
。
心
が
帰
依
の
対
象

の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
」

と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
個
別
の
マ
ン
ト

ラ
を
唱
え
た
り
動
作
を
し
た
り
し
て
い
る

と
き
も
、
心
と
行
動
が
一
致
し
て
い
る
よ

う
に
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
説
く
。

そ
の
帰
依
の
対
象
は
非
常
に
複
雑
な
ビ
ジ

ョ
ン
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
聴
衆
に
提
示

さ
れ
て
い
く
（
写
真
２
）。
帰
依
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
心
に
は
宝
座
に
座
っ
た
尊
格
シ
ェ

ン
ラ
・
ウ
ー
カ
ル
が
配
置
さ
れ
、
こ
れ
は

ザ
ウ
ィ
・
ラ
マ
が
姿
を
変
え
た
も
の
だ
と

説
か
れ
る
。
多
く
の
参
加
者
は
複
雑
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
す
べ
て
理
解
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
中
心
に
い
る
ザ
ウ
ィ
・
ラ
マ
へ
の
帰

依
を
修
行
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
共
有
し

て
い
た
。
あ
る
二
十
代
の
男
性
は
、「
ア

ク6

・
プ
ン
ツ
ォ
ク
の
話
は
非
常
に
複
雑
で

と
て
も
す
べ
て
は
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

と
に
か
く
ア
ク
・
プ
ン
ツ
ォ
ク
を
頭
に
思

い
浮
か
べ
て
祈
れ
ば
い
い
」
と
語
っ
た
。

こ
の
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
ラ
マ
に
対
す

る
個
人
的
な
感
情
が
、
実
践
の
軸
と
し
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
　

講
話
が
一
区
切
り
つ
く
と
、
皆
で
マ
ン
ト
ラ
を
詠
唱
す
る
。

そ
の
回
数
は
一
日
あ
た
り
ゆ
う
に
千
回
を
こ
え
る
。
最
大
で

約
千
八
百
人
の
、
広
場
を
埋
め
尽
く
し
た
人
び
と
の
中
に
は
、

途
中
で
出
入
り
す
る
者
や
あ
ま
り
話
を
真
面
目
に
聞
い
て
い

な
い
者
も
い
る
。
し
か
し
、
マ
ン
ト
ラ
を
詠
む
声
は
整
然
と

揃
い
、
そ
の
場
に
独
特
の
一
体
感
を
作
り
出
す
。
こ
の
合
唱

の
よ
う
な
音
に
自
分
の
声
を
重
ね
て
い
る
と
、
自
分
の
声
と

場
の
声
の
境
目
が
な
く
な
る
よ
う
な
感
覚
に
お
そ
わ
れ
る
。

マ
ン
ト
ラ
の
個
々
の
音
が
心
の
状
態
や
呼
吸
な
ど
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
こ

こ
で
は
明
ら
か
に
一
人
で
詠
唱
す
る
時
と
は
異
な
る
身
心
の

状
態
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
最
後
の
第
三
段
階
で
は
、
再
び
コ
ア
メ
ン
バ
ー
の

百
三
十
人
が
集
ま
り
、
十
二
月
十
六
日
か
ら
ポ
ワ
の
修
行
を

行
う
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
み
な
修
行
の
達
成
に
向
け
て
突

き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
に
も
増
し
て
熱
心
に
、
一
心
不

乱
に
取
り
組
み
続
け
る
。
そ
し
て
こ
の
「
達
成
へ
の
意
志
」

は
、
頭
頂
に
草
を
挿
す
と
い
う
劇
的
な
場
面
へ
と
向
か
う
。

ポ
ワ
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
れ
ま
で
の
善
行
や
帰
依
と
い

っ
た
比
較
的
抽
象
的
な
概
念
か
ら
、
死
後
意
識
を
転
移
さ
せ

る
た
め
の
修
練
と
い
う
、
よ
り
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ

れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

「
チ
ベ
ッ
ト
文
字
が
わ
か
る
人
は
、（
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
）
ア

の
字
を
思
い
浮
か
べ
て
、
ま
た
文
字
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
白

い
ガ
ラ
ス
の
玉
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
れ
が
自
分
の
心
臓
の

と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
な
さ
い
。
そ
し
て
自
分
が
馬
に
乗
っ

て
尻
を
た
た
い
て
い
る
よ
う
に
、
“hig ka hig ka hig ka

”と
い

う
声
に
あ
わ
せ
て
、
馬
の
尻
を
た
た
い
て
馬
を
走
ら
せ
る
よ

う
に
、
そ
し
て
自
分
の
身
体
が
存
在
し
な
い
と
考
え
、
ア
の

字
が
サ
ン
ジ
ェ
ー
の
場
所
に
行
く
と
観
想
し
な
さ
い
。」

「
自
分
の
身
体
を
一
本
の
茎
が
貫
い
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
、

頭
の
上
に
、
花
が
開
い
て
い
る
よ
う
に
想
像
し
な
さ
い
。
ま

た
大
き
な
ラ
ッ
パ
の
よ
う
に
、
頭
の
上
に
向
け
て
口
が
開
い

て
い
る
こ
と
を
想
像
し
な
さ
い
。
そ
し
て
、
身
体
の
中
に
、
バ

タ
ー
灯
の
よ
う
に
明
る
い
も
の
を
想
像
し
、
自
分
の
身
体
を

と
て
も
き
れ
い
な
ガ
ラ
ス
の
よ
う
だ
と
思
い
な
さ
い
。」

こ
こ
で
は
、
心
臓
に
意
識
を
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
ア

の
形

で
観
想
し
、
そ
れ
を
身
体
の
中
央
部
を
通
っ
て
い
る
「
ツ
ァ
・

写真1　ゴンジョに集まった人びと（中国四川省、2009年12月）
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ウ
マ
（rtsa dbu m

a

「
中
央
脈
管
」）」
を
通
じ
て
頭
頂
部
へ
と
押

し
出
し
、
ま
た
戻
す
と
い
う
観
想
を
行
う
。
“hig ka

”と
い
う

声
は
意
識
を
移
動
さ
せ
る
か
け
声
で
あ
り
、hig

で
上
、ka

で

下
に
動
く
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
こ
の
背
景
と
な
る
身
体

観
は
、
身
体
に
は
ツ
ァ
と
呼
ば
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
経
路
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
中
心
部
を
貫
く
形
で
中
央
脈
管
と

そ
の
左
右
に
あ
る
二
本
の
管
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
頭
頂
部
か
ら
こ
の
管
が
「
花
が
開
く
よ
う
に
」「
ラ
ッ
パ

の
よ
う
に
」
上
へ
と
開
い
て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。
冊

子
『
ゴ
ン
ジ
ー
・
ガ
ン
ド
ゥ
ン
』
に
は
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
祖

で
あ
る
尊
格
ク
ン
ツ
・
サ
ン
ポ
の
身
体
に
こ
れ
ら
の
管
が
描

か
れ
た
図
像
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
人
び
と
は
再
び
反
復
へ
と
身
心
を
投
じ
る
。
そ

し
て
一
日
数
百
回
に
及
ぶ
反
復
が
数
日
間
続
け
ら
れ
た
結
果

が
、「
頭
頂
に
草
が
さ
さ
る
」
と
い
う
身
体
的
な
あ
ら
わ
れ
に

結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
解
剖
学
的
に
見
る
と
、
人
間
の
頭

頂
部
に
は
大
泉
門
と
呼
ば
れ
る
頭
骨
の
隙
間
が
あ
り
、
成
長

と
共
に
閉
じ
て
い
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
対
応

す
る
よ
う
に
、
修
行
を
続
け
る
と
そ
の
部
分
が
「
盛
り
上
が

り
」、
そ
こ
に
草
を
挿
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
草
は
、
カ
シ
ャ
ラ
（ka sha la

）
と
呼
ば
れ
、
細
く
と
が
っ

た
茎
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
剃
刀
で
削
り
、
先
端

部
を
尖
ら
せ
て
用
い
る
。
ポ
ワ
を
行
う
こ
と
そ
の
も
の
が
、
い

か
に
実
際
の
身
体
の
生
理
的
な
変
化
と
連
関
し
て
い
る
か
を

こ
こ
で
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
下
の
よ

う
に
、
こ
の
現
象
を
プ
ン
ツ
ォ
ク
の
能
力
に
対
応
さ
せ
る
発

言
が
聞
か
れ
る
。

「
ア
ク
・
プ
ン
ツ
ォ
ク
が
“hig ka hig ka hig ka

”と
唱
え
る

と
、
誰
の
頭
に
も
赤
い
斑
点
が
で
き
る
。
少
し
柔
ら
か
く
て
、

押
す
と
痛
い
。
こ
れ
は
人
間
に
限
ら
な
い
。
そ
の
と
き
山
羊

を
つ
れ
た
人
が
そ
ば
を
通
り
か
か
っ
た
ら
、
そ
の
山
羊
の
頭

に
で
き
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
ば
に
い
る
動
物
す
べ
て
に
も
で

き
る
。」

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
側
で
観
察
し
て
い
た
筆
者
の

頭
頂
部
に
も
、「
赤
い
柔
ら
か
い
斑
点
」
が
で
き
て
い
る
と
、

頭
を
み
な
が
ら
人
び
と
は
指
摘
し
た
。
斑
点
は
ポ
ワ
の
期
間

が
終
わ
る
と
消
え
る
こ
と
が
多
い
が
、
修
行
を
続
け
る
と
盛

り
上
が
っ
た
ま
ま
に
な
る
と
い
う
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、

身
体
の
変
化
の
要
因
が
、
自
分
の
修
行
の
み
な
ら
ず
、
ザ
ウ

ィ
・
ラ
マ
の
力
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
述
し

た
よ
う
に
、
ゴ
ン
ジ
ョ
で
は
ラ
マ
と
の
関
係
性
が
非
常
に
重

要
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
修
行
の
完
成
に
向

け
て
そ
れ
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
身
体
の
変
容
を
示
す
た
め
に
「
カ
シ
ャ
ラ
を
挿
す
」

こ
と
が
、
ゴ
ン
ジ
ョ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
な
す
（
写
真
３
）。

カ
シ
ャ
ラ
が
さ
さ
る
か
ど
う
か
に
対
し
て
、
人
び
と
は
非
常

に
敏
感
に
反
応
す
る
。
緊
張
と
恐
怖
で
涙
を
流
し
た
り
、
歩

け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
者
が
少
な
く
な
い
。
筆
者

が
撮
影
し
た
映
像
を
、
後
に
D
V
D
に
コ
ピ
ー
し
て
S
村
に

届
け
た
際
、
カ
シ
ャ
ラ
を
挿
す
場
面
だ
け
は
む
や
み
に
人
に

配
ら
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
助
言
を
受
け
た
。
草
が
さ
さ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
修
行
が
足
り
な
い
と
思
わ
れ
て
し

ま
う
し
、
途
中
で
曲
が
っ
た
り
倒
れ
た
り
し
て
し
ま
う
と
、
そ

れ
は
心
が
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と

い
う
。
こ
の
最
後
の
局
面
が
非
常
に
重
大
な
こ
と
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ポ
ワ
は
反
復
を
身
体
の

写真2　帰依の対象（『西蔵本教唐卡』四川民族出版社、2010年より）
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具
体
的
な
変
容
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
感
情
に

大
き
く
訴
え
か
け
る
の
で
あ
る
。

約
二
カ
月
半
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
十

二
月
二
十
一
日
の
聖
山
シ
ャ
ン
シ
ャ
ド
ゥ
ル
の
巡
礼
に
よ
っ

て
終
了
し
た
。
参
加
者
た
ち
に
こ
こ
ま
で
の
実
践
を
可
能
に

す
る
も
の
は
何
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
筆
者
は
「
な
ぜ

ゴ
ン
ジ
ョ
に
参
加
し
た
の
か
、
参
加
し
て
何
か
自
分
に
変
化

は
あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
れ
に

対
す
る
返
答
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、
典
型
的
な
も
の
は

以
下
の
よ
う
な
語
り
で
あ
る
。

「
参
加
す
る
こ
と
は
、
自
分
と
家
族
の
現
世
、
自
分
の
来
世

に
と
っ
て
よ
い
。
来
世
で
い
い
人
に
な
れ
る
。
い
ち
ば
ん
良

い
の
は
、
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
で
僧
侶
に
な
れ
る
と
い
う

こ
と
。
参
加
し
て
い
ち
ば
ん
変
わ
っ
た
の
は
気
持
ち
で
あ
り
、

今
年
も
ど
う
せ
時
間
は
空
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
過
ぎ

て
し
ま
う
の
だ
っ
た
ら
、
こ
の
良
い
こ
と
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
」（
四
十
代
男
性
）

「
私
は
昔
悪
か
っ
た
。
悪
い
こ
と
も
し
た
し
、
性
格
も
乱
暴

だ
っ
た
。
仏
も
信
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
寺
へ
行
き
だ
し

て
か
ら
、
変
わ
っ
た
。
た
ぶ
ん
周
り
の
人
も
私
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
私
は
す
ご
く
お
金
が
好
き
で
、
利

益
重
視
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ク
・
プ
ン
ツ
ォ
ク
の
『
お
金

は
自
分
の
身
の
外
に
あ
る
も
の
だ
』
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、

自
分
も
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
今
は
、
商
売
を
し
て
も

ひ
ど
い
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
」（
二
十
代
男
性
）

こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ン
ジ
ョ
に
通
底
す
る
軸
の
一
つ
で
あ
る

修
行
と
来
世
の
関
係
に
言
及
し
、
自
分
が
世
俗
の
生
活
を
い

っ
た
ん
離
れ
て
修
行
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
内
面
に
良
い
変

化
が
現
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
模
範
解
答
」

に
対
し
、
特
に
変
化
は
な
か
っ
た
と
語
る
者
も
い
る
。

「
私
は
十
月
に
ア
ク
・
プ
ン
ツ
ォ
ク
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

は
も
う
す
べ
て
忘
れ
た
。
他
の
人
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
人
が
多
い
。
私
は
今
こ
こ
で
ア
ク
・
プ
ン
ツ
ォ
ク
の
話
を

聞
い
て
、
帰
っ
た
ら
忘
れ
て
し
ま
う
。
昨
日
、
兄
に
今
日
は

何
を
聞
い
て
き
た
と
聞
か
れ
て
、
忘
れ
た
と
言
っ
た
ら
す
ご

く
怒
ら
れ
た
（
笑
）」（
二
十
代
女
性
）

し
か
し
彼
女
は
、
自
分
が
五
体
投
地
を
何
回
し
た
と
い
う

こ
と
や
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
熱
心
に
語

り
、
筆
者
に
プ
ン
ツ
ォ
ク
へ
の
礼
賛
文
を
覚
え
る
よ
う
に
勧

め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
S
僧
院
の
僧
侶
が
作
成
し
た
短

い
詩
句
で
あ
る
。

snyigs dus 

ʼgro 

ʼdul thar lam
 bkri m

khan pa

暗
い
時
代
に
救
い
の
道
を
導
く

gshen bstan dri m
ed tshul khrim

s rnam
 par dag

シ
ェ
ン
の
教
え
（
＝
ボ
ン
教
）
の
け
が
れ
の
な
い
戒
律
を
正

し
く
守
る

ʼphags nor phyug ldan dpal 

ʼbyor nyi zer spro

聖
者
の
宝
、
富
が
豊
か
に
備
わ
り
太
陽
の
光
の
よ
う
に
照

ら
す
の
で

m
a rig blo m

un sel m
dzad zhabs brtan gsol

無
明
や
無
知
を
す
べ
て
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
（
こ
の
方

が
）
健
康
で
あ
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
る

彼
女
は
、「
こ
れ
を
必
ず
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
四
句

だ
け
し
か
な
い
け
ど
、
こ
れ
を
毎
日
詠
む
と
良
い
。
ど
こ
へ

行
っ
て
も
、
何
が
あ
っ
て
も
守
っ
て
く
れ
る
か
ら
。
私
は
こ

れ
を
大
事
に
し
て
、
覚
え
て
、
い
つ
も
詠
ん
で
い
る
。
意
味

は
分
か
ら
な
い
け
ど
（
笑
）」
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き

た
よ
う
に
、
ゴ
ン
ジ
ョ
は
多
様
な
観
念
に
基
づ
く
実
践
か
ら

な
る
が
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
単
純
化
さ
れ
た
形
で
理
解
さ
れ

た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
「
ラ
マ
に
祈
れ
ば
守
っ
て
く
れ
る
」

と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ゴ
ン
ジ
ョ

を
通
じ
て
、
多
く
の
参
加
者
の
身
心
に
き
ざ
み
こ
ま
れ
る
も

の
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
。

ゴ
ン
ジ
ョ
の
体
験
は
、
ゴ
ン
ジ
ョ
が
終
わ
っ
た
後
の
時
間

に
も
浸
透
し
て
い
く
。
反
復
の
回
数
が
足
り
な
い
者
は
、
後

か
ら
足
し
て
達
成
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
さ
ら
に
二
〇

〇
九
年
の
場
合
は
、
翌
二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
ラ
サ
に
向
か

う
五
体
投
地
巡
礼
に
、
多
く
の
人
び
と
が
参
加
し
た
。
こ
れ

は
約
半
年
を
か
け
て
、
約
千
五
百
キ
ロ
を
五
体
投
地
の
み
で

進
む
と
い
う
過
酷
な
も
の
で
あ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に

こ
の
巡
礼
か
ら
帰
っ
て
き
た
あ
る
女
性
（
五
十
代
）
は
、
周
囲

の
ね
ぎ
ら
い
に
、「
ぜ
ん
ぜ
ん
疲
れ
て
い
な
い
よ
」
と
声
を
弾

ま
せ
、
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
様
子
で
語
っ
た
。

写真3　頭頂にカシャラを挿す（中国四川省、2009年12月）
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3
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ン
教
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
実
践

チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
ゴ
ン
ジ
ョ
を
通
じ
た

身
心
変
容
は
、
改
革
開
放
後
の
宗
教
の
再
構
築
と
い
う
社
会

的
文
脈
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
先
述
し
た
よ
う

に
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
実
践
は
二
十
世
紀
中
盤
以
降
世
界
各
地
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
ワ
ー

ル
地
方
に
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
設
立
さ
れ
た
ボ
ン
教
セ
ン

タ
ー
の
事
例
を
紹
介
す
る
（
写
真
４
）。

ボ
ン
教
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
は
、
ア
ジ
ア
以
外
で
は
確
認
で
き

る
限
り
で
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
メ

キ
シ
コ
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
の
嚆
矢
と

な
っ
た
の
は
、
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る
テ

ン
ジ
ン
・
ワ
ン
ギ
ャ
ル
師
（
一
九
六
一
︲
）
で
あ
り
、
イ
ン
ド

に
拠
点
を
移
し
た
メ
ン
リ
僧
院
で
ゾ
ク
チ
ェ
ン
を
学
び
、
現

在
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
後
ネ
パ
ー
ル
、
テ
ィ
テ
ン
・
ノ
ル
ブ
ツ
ェ
僧
院
の
テ

ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
師
を
中
心
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
ボ
ン
教

セ
ン
タ
ー
「
シ
ェ
ン
テ
ン
・
ダ
ル
ギ
ェ
ー
リ
ン
」
が
設
立
さ

れ
た
。
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
・
ニ
ェ
ン
ギ
ュ
の
継
承
者
と
し
て
知

ら
れ
る
師
の
講
演
は
一
九
八
九
年
を
皮
切
り
に
、
一
九
九
〇

年
代
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ

が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
固
定
さ
れ
た
活
動
セ
ン
タ
ー

を
設
立
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
二
〇
〇
五
年
に
も
と
も
と
領

主
の
館
で
あ
っ
た
土
地
と
建
物
を
取
得
し
て
、
内
部
の
改
装

を
行
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
六
年
に
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（congregation

）
の
資
格
を
取
得
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
制
上
で

は
修
道
会
と
い
う
扱
い
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
コ
ン
グ
リ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
二
つ
の
部
門
か
ら
な
り
、

前
者
は
僧
侶
の
生
活
、
後
者
は
そ
こ
に
集
ま
っ
て
修
行
を
す

る
俗
人
の
生
活
を
管
理
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
二
〇
〇

八
年
に
はInternational conference of Bon studies 

の
会
場

に
な
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ボ
ン
教

の
有
力
な
中
心
地
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
確
立
し
て
き
た
。

チ
ベ
ッ
ト
と
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ボ
ン
教
は
土
地
固

有
の
文
脈
、
場
所
性
の
裏
付
け
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
い
。

ボ
ン
教
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
す
る
僧
侶
は
数
名
で
あ
り
、
夏
期

を
中
心
に
ネ
パ
ー
ル
か
ら
テ
ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
師
を
は
じ

め
と
す
る
講
師
陣
が
出
張
し
、
滞
在
し
て
い
る
。
厳
冬
期
に

ゴ
ン
ジ
ョ
が
行
わ
れ
る
シ
ャ
ル
コ
ク
に
対
し
て
、
お
だ
や
か

な
気
候
と
整
っ
た
宿
泊
施
設
、
食
事
付
き
の
快
適
な
環
境
は

対
照
的
な
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り

も
希
薄
で
あ
る
。
ロ
ワ
ー
ル
地
方
は
古
城
と
ワ
イ
ン
、
豊
か

な
農
産
物
で
知
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
が
、
周
辺
に
点
在
す
る

農
家
の
人
び
と
は
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
は
ほ
と
ん
ど
関
与
し

な
い
。
運
営
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
や
資
金
も
、
フ
ラ
ン
ス
に

限
ら
な
い
多
様
な
地
域
出
身
の
人
び
と
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
僧
侶
と
俗
人
も
含
め

た
サ
ン
ガ
と
い
う
名
前
で
こ
の
つ
な
が
り
を
説
明
し
て
い
る
。

食
事
や
宿
泊
は
有
料
だ
が
、
比
較
的
安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
か
わ
り
、
専
門
の
調
理
人
は
い
る
も
の
の
片
付
け
や
掃

除
な
ど
施
設
の
維
持
に
関
わ
る
作
業
を
、「
カ
ル
マ
・
ヨ
ー

ガ
」
と
し
て
分
担
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
ゴ
ン
ジ
ョ
は
年
間
行
事
で
は
な
く
、
そ

の
年
ご
と
に
決
定
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
行
わ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
リ
ト
リ
ー
ト
や
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と

呼
ば
れ
、
毎
年
決
ま
っ
た
内
容
を
繰
り
返
す
と
い
う
よ
り
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
え
の
体
系
を
少
し
ず
つ
伝
授
し
て
い
く
と
い

う
形
を
と
る
。
特
に
シ
ャ
ン
シ
ュ
ン
・
ニ
ェ
ン
ギ
ュ
は
フ
ラ

ン
ス
語
・
英
語
の
通
訳
を
通
し
て
テ
ン
ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
師

の
伝
授
を
受
け
ら
れ
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
人
気
が
高
い
。

シ
ャ
ル
コ
ク
の
事
例
で
紹
介
し
た
ゴ
ン
ジ
ョ
の
基
礎
と
な
る

ア
テ
ィ
の
体
系
も
、
二
〇
一
二
年
か
ら
伝
授
が
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
ゴ
ン
ジ
ョ
の
み
が
単
独
で
行
わ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
ア
テ
ィ
の
テ
ク
ス
ト
の
解
説
を
含
ん
だ
厳
密
な

伝
授
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
。

参
加
者
は
、
朝
六
時
半
か
ら
夜
九
時
ま
で
定
め
ら
れ
た
規

律
正
し
い
生
活
の
中
に
身
を
置
く
。
そ
の
中
に
は
二
十
年
以

上
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
修
行
を
積
ん
で
き
た
ベ
テ
ラ
ン
も
多

い
。
訪
れ
る
人
び
と
の
多
く
が
、
別
の
修
行
（
ボ
ン
教
と
は
限

ら
な
い
）
で
出
会
っ
た
仲
間
に
紹
介
を
受
け
て
こ
こ
を
訪
れ
た

と
語
る
。
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
者
が
多
い
た
め
、
修
行

の
細
か
な
作
法
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
ず
、
初
心
者
は

ベ
テ
ラ
ン
の
や
り
方
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
行
っ
て
い
た
。

二
〇
一
二
年
八
月
に
一
週
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
ア
テ
ィ

写真4　フランス、ロワール地方のボン教センター（2012年8月）

33

チベットの宗教と身心変容技法の社会性



の
リ
ト
リ
ー
ト
に
は
約
六
十
人
が
参
加
し
、
テ
ン
ジ
ン
・
ナ

ム
ダ
ク
師
ら
か
ら
の
伝
授
を
受
け
た
。
参
加
者
の
国
籍
は
十

カ
国
以
上
に
の
ぼ
り
、
多
様
な
背
景
を
も
っ
て
い
る
。
職
業

も
多
様
で
あ
る
が
、
医
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
複
数
名
参
加

し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ

こ
で
は
教
え
の
厳
密
な
伝
授
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
実
践
的

で
即
効
性
の
あ
る
方
法
を
期
待
し
て
い
た
参
加
者
か
ら
は
不

満
の
声
も
聞
か
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
毎
日
熱
心

に
講
話
を
録
音
し
、
復
習
を
か
か
さ
な
い
な
ど
、
あ
る
意
味

で
は
シ
ャ
ル
コ
ク
よ
り
も
「
真
面
目
」
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
が
み
ら
れ
た
。

シ
ャ
ル
コ
ク
の
事
例
と
共
通
し
て
い
た
の
は
、
ラ
マ
へ
の

強
い
信
奉
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
他
に
も

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ラ
マ
は
た
く
さ
ん
い
る
し
、
テ
ー
ラ
ワ
ー

ダ
や
日
本
の
禅
も
あ
る
け
ど
、
ど
う
し
て
ボ
ン
教
を
選
ん
だ

の
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
あ
る
参
加
者
（
二

十
代
女
性
、
オ
ラ
ン
ダ
出
身
）
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
い
い
質
問
だ
ね
。
も
と
も
と
父
親
が
仏
教
に
興
味
が
あ
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
ま
わ
っ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
、
や

は
り
ラ
マ
と
の
出
会
い
が
大
き
か
っ
た
。
他
に
も
い
ろ
い
ろ

選
択
肢
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
ヨ
ン
ジ
ン
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
テ
ン

ジ
ン
・
ナ
ム
ダ
ク
師
）
が
自
分
を
イ
ン
ス
パ
イ
ア
し
た
。
や
は

り
ラ
マ
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
だ
と
思
う
」

ザ
ウ
ィ
・
ラ
マ
と
な
る
人
物
と
の
出
会
い
は
、
シ
ャ
ル
コ

ク
の
場
合
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
地
縁
的
な
つ
な
が
り
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
で
は
偶
然
性
に
よ

り
大
き
く
支
配
さ
れ
る
。
参
加
者
の
中
で
、
は
じ
め
か
ら
ボ

ン
教
の
ゾ
ク
チ
ェ
ン
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
話
は
ほ
と
ん

ど
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
を
試
し

て
い
く
過
程
で
ボ
ン
教
、
そ
し
て
師
と
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
修
行
は
、
師
か
ら
の
伝
授
を
受
け
た
後
は

一
人
で
山
中
に
こ
も
っ
て
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
歴
史

的
に
見
て
も
そ
う
し
た
行
者
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
一
方
で
、

僧
院
や
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
多
人
数
で
行
う
ス
タ
イ
ル

も
受
け
継
が
れ
、
近
年
大
規
模
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
つ
の
実

践
形
態
は
修
行
者
の
身
心
変
容
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
時
、

ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
。
ま
た
、
集
団
的
な
身
心
変
容
技

法
の
実
践
が
、
よ
り
広
い
社
会
的
文
脈
と
ど
の
よ
う
に
接
続

し
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
筆
者
の
探
究
は
ま
だ

出
発
し
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
本
論
の
事
例
か
ら
は
い
く
つ

か
の
重
要
な
論
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
反
復
と
共
鳴
と
い
う
点
で
あ
る
。
ゴ
ン
ジ
ョ
は
、
定

め
ら
れ
た
身
体
の
動
き
や
フ
レ
ー
ズ
の
膨
大
な
反
復
を
必
要

と
す
る
。
こ
の
反
復
は
、
お
そ
ら
く
呼
吸
や
音
、
筋
肉
や
関

節
の
動
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
感
覚
の
刺
激
を
通
じ
て
、
初
心

者
に
「
行
者
の
身
体
」
へ
の
変
容
を
促
す
。
そ
の
結
果
、
一

日
数
千
回
の
五
体
投
地
や
、
日
常
生
活
の
中
で
自
然
に
マ
ン

ト
ラ
が
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
こ
と
な
ど
が
可
能
に
な
る
。
そ

し
て
多
人
数
で
の
実
践
は
、
こ
う
し
た
効
果
を
増
幅
さ
せ
る
。

単
調
で
規
則
正
し
い
動
作
や
音
声
の
共
鳴
は
、
空
間
自
体
を

変
容
さ
せ
、
そ
れ
に
参
与
す
る
者
に
独
特
の
感
覚
を
も
た
ら

す
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
「
宗
教
的
」「
非
日
常
的
」「
聖
な
る

空
間
」
と
い
っ
た
概
念
で
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
は
こ

れ
を
よ
り
精
緻
に
言
語
化
す
る
た
め
の
模
索
を
続
け
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

反
復
の
先
に
明
確
な
目
標
や
成
果
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
、

人
び
と
は
達
成
に
向
け
て
突
き
動
か
さ
れ
る
。
集
団
で
ゴ
ン

ジ
ョ
を
行
う
人
び
と
の
間
に
は
、
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
あ
る
種
の
親
密
感
が
生
じ
る
。
時
に
は
競
争
心
が
生

じ
、
回
数
を
こ
な
す
こ
と
だ
け
が
目
的
化
し
て
し
ま
う
場
合

も
あ
る
が
、
修
行
の
各
段
階
に
お
い
て
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
初

心
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
苦
楽
の
感
情
の
共
有
な
ど
を
通
じ
、
参

加
者
の
間
に
共
同
性
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
で
き

る
。そ

し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
背
骨
と
な
る
の
が
、
ザ
ウ
ィ
・

ラ
マ
の
存
在
で
あ
る
。
本
論
で
は
ラ
マ
個
人
の
人
格
的
特
性

に
焦
点
を
あ
て
た
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
人
び

と
は
ラ
マ
に
対
し
て
単
な
る
教
え
の
師
以
上
の
感
情
を
抱
く

よ
う
に
な
る
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
ラ
マ
を
心
に
思
っ
て
実

践
す
る
こ
と
が
、
身
心
変
容
と
も
深
く
連
関
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
が
単
な
る
個
人
崇
拝
へ
と
傾
斜

し
な
い
よ
う
に
歯
止
め
を
か
け
る
装
置
も
、「
伝
統
宗
教
」
に

は
含
ま
れ
て
い
る
。
あ
る
僧
侶
は
、「
ザ
ウ
ィ
・
ラ
マ
に
帰
依

す
る
こ
と
は
、
彼
が
帰
依
し
て
き
た
す
べ
て
の
ラ
マ
に
帰
依

す
る
こ
と
だ
」
と
説
明
す
る
。
実
際
に
ゴ
ン
ジ
ョ
の
講
話
で

も
ま
ず
語
ら
れ
る
の
は
教
え
の
系
譜
で
あ
り
、
か
つ
て
の
ラ

マ
の
偉
大
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
特
に
ボ
ン
教
で
は
仏
教
伝
来

以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
独
自
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
語
ら
れ
る
。

修
行
者
は
そ
の
長
大
な
継
承
の
系
譜
の
末
端
に
連
な
っ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
、
実
践
を
通
じ
て
幾
度
と
な
く
意
識

さ
せ
ら
れ
る
。
集
団
的
な
修
行
は
、
教
え
の
伝
承
の
ダ
イ
ナ

ミ
ズ
ム
を
身
心
に
刻
み
込
み
、
共
有
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で

も
あ
る
。

こ
う
し
て
形
成
さ
れ
る
「
行
者
の
共
同
体
」
が
よ
り
広
い

社
会
的
文
脈
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う

問
題
は
、
個
別
の
身
心
変
容
技
法
の
事
例
か
ら
そ
の
応
用
可

能
性
を
導
き
出
す
上
で
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ル
コ
ク
の
事
例
で
は
、
ゴ
ン
ジ
ョ
を
は
じ

め
と
す
る
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
実
践
は
地
域
社
会
の
文
脈
に
埋
め

込
ま
れ
て
お
り
、「
行
者
の
共
同
体
」
の
外
延
は
地
域
社
会
と

連
続
性
を
有
し
て
い
る
。
急
速
な
社
会
変
容
の
中
、
も
は
や
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地
域
社
会
を
調
和
的
で
静
態
的
な
共
同
体
と
し
て
描
く
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
人
び
と
が
宗
教
に
対
し
て
共
有

し
て
き
た
身
心
の
感
覚
は
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
で
共
有
さ
れ

て
い
る
。
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
こ
の
状

況
が
将
来
的
に
も
安
定
し
う
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
チ
ベ

ッ
ト
の
宗
教
は
、
そ
れ
が
社
会
と
強
固
に
結
び
つ
い
て
い
る

が
故
に
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
政
治
経
済
状
況
と
真
正
面
か
ら
切

り
結
ぶ
可
能
性
も
ま
た
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
フ

ラ
ン
ス
の
事
例
で
は
、「
行
者
の
共
同
体
」
は
独
立
し
た
コ
ミ

ュ
ー
ン
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
も
み
え
る
。
そ
の
外
延
は
、
地

域
や
民
族
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
接
続
し
て
い
る
が
、

ロ
ー
カ
ル
な
地
域
と
の
結
び
つ
き
は
チ
ベ
ッ
ト
に
比
し
て
希

薄
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
小
限
の
法
的
手
続
き
（
と
経
済
的
条

件
）
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
組
織
を
安
定
し
て
運
営
で
き
る
可

能
性
が
比
較
的
高
い
と
も
い
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
の
ゴ
ン
ジ
ョ
が
、
リ
ト
リ
ー
ト
（
撤
退
、
隠

遁
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。
参

加
者
は
隔
離
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
で
、
一
時
的
に
世
俗
の
関
係

を
す
べ
て
断
ち
き
り
修
行
に
没
頭
す
る
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト

の
村
で
集
団
的
な
実
践
を
行
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
社
会
か

ら
の
隠
遁
を
意
味
し
な
い
。
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
理
想
的
な
行
者

像
と
し
て
、
世
俗
を
離
れ
た
隠
遁
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
広
く
共

有
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
中
に
は
請
わ
れ
て
衆
生
の
た
め

に
教
え
を
説
い
た
者
も
少
な
く
な
い
。
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
か

ら
は
、
出
家
者
、
行
者
と
い
っ
た
存
在
と
世
俗
社
会
と
の
多

様
な
関
係
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
反
復
と
共
鳴
、
帰
依
が
生

み
出
す
共
同
性
と
、
そ
の
社
会
的
位
置
づ
け
、
隠
遁
の
意
味

な
ど
の
関
係
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
身
心
変
容
技
法
と
社
会

と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
も
今
後
探
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注1
　
松
下
賀
和
氏
の
教
示
に
よ
る
（
二
〇
一
三
年
）。

2
　
西
洋
で
の
本
格
的
な
ボ
ン
教
研
究
は
、
著
名
な
チ
ベ
ッ
ト
学

者D
avid L. Snellgrove

が
一
九
六
〇
年
代
に
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
財
団
の
支
援
を
得
て
三
人
の
ボ
ン
教
僧
侶
を
英
国
に
招
聘

し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
同
時
代
の
ボ
ン
教
僧
侶
と
の
共

同
研
究
は
、
ボ
ン
教
の
緻
密
な
教
義
体
系
の
存
在
を
し
め
し
、

そ
れ
ま
で
西
洋
で
はpre-Buddhist religion

や
原
始
宗
教
と

み
な
さ
れ
て
き
た
ボ
ン
教
へ
の
新
た
な
理
解
を
も
た
ら
し
た
。

近
年
国
立
民
族
学
博
物
館
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
出
版

さ
れ
たBon Studies

シ
リ
ー
ズ
は
、
ボ
ン
教
の
教
義
テ
ク
ス

ト
の
目
録
や
僧
院
の
網
羅
的
調
査
、
稀
覯
文
献
の
翻
刻
な
ど

を
含
み
、
ボ
ン
教
研
究
の
国
際
的
な
基
盤
を
形
成
し
た
。

3
　
戒
律
の
内
容
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
も
の
と
大
き
な
違
い
は
な

い
。
二
五
〇
戒
を
守
る
者
は
タ
ン
ソ
ン
と
呼
ば
れ
、
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
で
の
ゲ
ロ
ン
（
比
丘
）
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
調
査

地
の
ボ
ン
教
僧
院
で
は
ゲ
ロ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
方
が
多

い
。

4
　
同
じ
著
者
に
よ
る
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
解
説
書
『
ク
ン
サ
ン
・
ニ

ン
テ
ィ
ク
』
の
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
［
シ
ャ
ル

ザ
・
タ
シ
・
ギ
ャ
ル
ツ
ェ
ン
ほ
か 

二
〇
〇
七
］。

5
　
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（Konishi, 2009, 

小
西
、
二

〇
一
〇 

）
で
論
じ
た
。

6
　
ア
ク
は
僧
侶
に
対
す
る
敬
称
で
、
父
方
オ
ジ
を
指
す
こ
と
ば

で
も
あ
る
。
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i rigs dpe skrun 

khang.
A

 khrid thun m
tsham

s bco lnga
Bru rgyal ba g.yung drung  （1242-90

）2009. G
.yung drung gtsug 

gshen rgyal eds. A khrid thun mtshams bco lnga pa ma bu cha lag dang 
bcas pa bzhugs so . Lhasa: Bod ljongs m

i dm
angs bde skrun khang.

付
記

本
稿
に
か
か
る
調
査
研
究
に
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研

究
員
奨
励
費
）「
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
宗
教
の
越
境
と
存
続
に
関
す

る
文
化
人
類
学
的
研
究
」
の
交
付
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。
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歌
の
首
飾
り

八
世
紀
、
チ
ベ
ッ
ト
に
密
教
の
教
え
を
も
た
ら
し
た
グ
ル
・

パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
女
性
の
弟
子
で
、
密
教
修
行
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
一
人
だ
っ
た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
中
央

チ
ベ
ッ
ト
の
小
さ
な
王
国
の
王
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
十
六

歳
で
、
テ
ィ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン
王
の
王
妃
の
一
人
と
な
っ
た
が
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
世
俗
の
な
ら
わ
し
を
い
と
い
、
心
の
解
放

を
得
た
い
と
強
く
願
っ
て
い
た
彼
女
は
、
チ
ベ
ッ
ト
に
は
じ

め
て
建
立
さ
れ
た
サ
ム
エ
寺
で
、
仏
教
の
経
典
を
学
ん
だ
。
そ

の
後
、
王
宮
を
出
て
、
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
り
、
修
行
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

『
チ
ベ
ッ
ト
の
明
妃
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
秘
密
を
明

ら
か
に
し
た
伝
記
―
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
の
歌
の
首
飾
り
』（
以

下
『
歌
の
首
飾
り
』）
は
、
十
七
世
紀
の
東
チ
ベ
ッ
ト
人
、
タ
ク

シ
ャ
ム
・
ヌ
デ
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
「
心
の

奥
底
か
ら
溢
れ
だ
す
よ
う
に
」、
一
気
呵
成
に
書
か
れ
た
。
激

し
い
修
行
の
あ
い
ま
に
、
古
文
書
に
も
触
れ
て
い
た
彼
の
心

に
、
あ
る
と
き
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
と
い
っ
し
ょ
に

修
行
を
し
な
が
ら
放
浪
し
た
前
世
の
記
憶
が
、
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る1

。

こ
の
伝
記
に
は
、
性
的
ヨ
ー
ガ
を
ふ
く
む
後
期
密
教
に
お

い
て
、
女
性
行
者
の
進
む
道
は
ど
ん
な
も
の
か
、
あ
ま
す
こ

と
な
く
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
か
ら
、
仏

教
タ
ン
ト
ラ
に
お
け
る
解
脱
と
は
何
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

取
り
だ
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
が
、
チ
ベ
ッ
ト
土
着
の
神
々
を
降ご

う

伏ぶ
く

し
て
後
も
、
あ
く
ま
で
も
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
大
臣
た
ち

の
妨
害
は
、
し
ば
ら
く
続
い
た
。
そ
こ
で
、
グ
ル
と
弟
子
は
、

サ
ム
エ
寺
か
ら
ほ
ど
近
い
ヤ
マ
ル
ン
の
行
場
を
離
れ
、
空
を

飛
ん
で
、
ラ
サ
の
北
に
あ
る
牧
畜
地
帯
の
洞
窟
に
移
る
こ
と

に
し
た
。
こ
の
地
で
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
本
格

的
な
密
教
の
修
行
に
入
る
た
め
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
宝
石
や
黄
金
で
飾
ら
れ
た
供
物
の
マ
ン
ダ
ラ
を
並

べ
、
何
回
も
五
体
投
地
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
イ
ェ
シ
ェ
・

ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

「
苦
し
み
の
海
に
沈
む
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
有
情
を
救
う
た
め
、

完
全
な
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
得
た
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ど

う
か
、
心
の
連
続
体
を
成
熟
さ
せ
る
た
め
の
灌か

ん

頂じ
ょ
うと
、
解
脱

の
た
め
の
口
伝
の
マ
ン
ダ
ラ
を
、
与
え
て
く
だ
さ
い
」。
そ
の

言
葉
に
、
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
は
こ
ん
な
ふ
う
に
答
え
た
。

若
き
乙
女
、
カ
ル
チ
ェ
ン
・
サ
（
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル

の
別
名
）
よ
、
よ
く
ぞ
や
っ
て
き
た
。

こ
の
無
上
な
る
秘
密
真
言
の
マ
ン
ダ
ラ
は
、

ウ
ド
ゥ
ム
バ
ラ
（
青
蓮
華
）
の
ご
と
く
、

生
ま
れ
る
こ
と
稀
に
し
て
、
長
く
と
ど
ま
る
こ
と
も
な
い
。

幸
運
な
も
の
以
外
に
、
こ
の
教
え
と
出
会
う
こ
と
は
む
つ

か
し
い
。

喜
ん
で
、
秘
密
の
マ
ン
ダ
ラ
を
さ
さ
げ
な
さ
い2

。

第
一
部
❖
「
行
」と
身
心
変
容
技
法

空
を
飛
ぶ
女
―
後
期
密
教
に
お
け
る
フェミ
ニ
ン
な
も
の

永
沢
　
哲

京
都
文
教
大
学
総
合
社
会
学
部
准
教
授
／
宗
教
学
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
学
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身
体
の
真
ん
中
に
は
、
す
っ
く
と
立
ち
上
が
る
中
央
の
脈

管
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
頭
、
の
ど
、
心
臓
、
へ
そ
の
部

分
に
は
、
無
数
の
脈
管
が
交
差
す
る
チ
ャ
ク
ラ
が
あ
る
。

強
烈
な
加
持
力
を
そ
な
え
た
グ
ル
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
体
内
の
チ
ャ
ク
ラ

に
あ
る
太
陽
と
月
の
マ
ン
ダ
ラ
は
、
強
烈
な
光
に
燃
え
上
が

っ
た
。
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
、
と
め
ど
な
く
甘
露
が
流
れ

出
し
、
チ
ャ
ク
ラ
に
集
う
神
々
に
、
生
命
の
エ
ッ
セ
ン
ス
の

供
養
を
さ
さ
げ
る
。

こ
う
し
て
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
光
と
快
楽
の
体
験
の
な
か
で
、

「
ダ
ー
キ
ニ
ー
の
心
臓
の
テ
ィ
ク
レ
」
の
マ
ン
ダ
ラ
が
開
か
れ

た
の
で
あ
る
。

グ
ル
の
体
内
の
マ
ン
ダ
ラ
に
は
、
深
々
と
抱
き
合
う
十
人

の
男
女
の
神
々
が
、
あ
り
あ
り
と
あ
ら
わ
れ
、
イ
ェ
シ
ェ
・

ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
そ
の
灌
頂
を
受
け
た
。

人
間
の
存
在
を
作
り
な
す
五
つ
の
要
素
（
五
蘊
）
の
本
質
は
、

五
人
の
ブ
ッ
ダ
だ
。
自
然
を
織
り
な
す
五
つ
の
原
質
（
地
、
水
、

火
、
風
、
空
）
の
本
質
は
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
女
神
た

ち
だ
。

「
生
命
の
生
き
る
環
境
は
も
と
も
と
、
純
粋
な
光
で
で
き
た

宮
殿
で
あ
り
、
そ
こ
に
生
き
る
生
命
は
神
々
の
集
ま
り
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
だ
よ
。
そ
の
こ
と
を
悟
る
ま
で
、
一
週
間
修

行
し
な
さ
い
。」

こ
の
グ
ル
の
言
葉
に
し
た
が
っ
て
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ

ェ
ル
は
、
七
日
間
の
隠
棲
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
最
初
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
瓶
の
灌
頂
」
と
呼

ば
れ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
グ
ル
が
、
聖
な
る
水
の
入
っ
た

儀
式
用
の
水
差
し
（「
瓶
」）
に
、
光
の
神
々
を
呼
び
、
そ
の
力

を
弟
子
に
注
ぐ
過
程
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
「
瓶
の
灌
頂
」
に
よ
っ
て
、
プ
ラ
ー
ナ
の
生
命
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
運
動
す
る
脈
管
は
浄
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
尊

の
聖
な
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
、
身
体
を
変
成
す
る
「
生

起
次
第
」
の
修
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

私
た
ち
は
、
ふ
つ
う
、
じ
ぶ
ん
の
肉
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
同

一
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
私
」
へ
の
執
着
を
作
り
出
す
。

こ
の
「
私
」
へ
の
執
着
は
、
環
境
を
ど
の
よ
う
に
知
覚
し
、
体

験
す
る
か
と
、
相
互
に
深
く
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
。

「
瓶
の
灌
頂
」
は
、
聖
な
る

神
々
と
そ
の
浄
土
の
イ
マ
ー
ジ

ュ
に
よ
っ
て
、
こ
の
「
我
執
」

の
土
台
に
あ
る
肉
体
へ
の
執
着

を
浄
化
す
る
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
現
象
が
消
え
去
っ

た
空
性
の
中
か
ら
、
鮮
や
か
な

光
に
輝
く
本
尊
の
神
々
の
マ
ン

ダ
ラ
が
、
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。

そ
の
光
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
観
想

を
た
も
ち
な
が
ら
、
マ
ン
ト
ラ

を
く
り
か
え
す
。
瓶
の
灌
頂
は
、

こ
の
「
生
起
次
第
」
の
修
行
を

行
う
た
め
の
扉
を
開
く
。

観
想
の
力
、
そ
し
て
、
く
り

か
え
さ
れ
る
マ
ン
ト
ラ
の
聖
な

る
波
動
に
よ
っ
て
、
通
常
の

「
私
」
へ
の
執
着
は
、
光
り
輝
く

神
の
聖
な
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
置

き
換
わ
り
、
世
界
は
光
の
宮
殿

に
変
容
す
る
。
身
体
を
構
成
す

る
エ
レ
メ
ン
ト
は
、
そ
の
本
質

で
あ
る
光
に
、
解
き
放
た
れ
る
。

我
執
は
弱
ま
っ
て
い
く
。

す
べ
て
の
生
き
も
の
は
、
も

と
も
と
仏
性
を
そ
な
え
て
い
る
。

そ
の
仏
性
を
実
現
し
た
ブ
ッ
ダ
に
、
し
だ
い
に
変
化
し
て
い

く
流
動
的
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
じ
ぶ
ん

が
出
会
う
さ
ま
ざ
ま
な
生
命
も
、
ブ
ッ
ダ
と
し
て
あ
ら
わ
れ

て
く
る
よ
う
に
な
る
。

グ
ル
か
ら
口
伝
を
受
け
た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
こ

の
修
行
を
つ
づ
け
た
。
す
る
と
、
と
く
に
努
力
す
る
こ
と
も写真１　グル・パドマサンバヴァ（チベットのサムエ寺、著者撮影）
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な
く
、
世
界
は
、
光
り
輝
く
宮
殿
と
し
て
、
そ
し
て
、
そ
こ

に
生
き
る
生
き
も
の
た
ち
は
、
か
た
く
抱
き
合
い
、
口
づ
け

し
あ
う
五
部
族
の
男
女
の
神
々
の
精
妙
な
光
の
マ
ン
ダ
ラ
と

な
っ
て
、
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
記
は
語
る
。

「
昼
も
夜
も
、
目
に
見
え
る
も
の
、
耳
に
聞
こ
え
る
音
、
そ

の
す
べ
て
が
、
五
つ
の
部
族
の
神
々
と
女
神
た
ち
、
そ
し
て

そ
の
マ
ン
ト
ラ
の
響
き
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。」
グ
ル
の
も
と
に
も
ど
っ
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
報
告
し

た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
次
の
「
秘
密
の
灌
頂
」
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

秘
密
灌
頂

イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
あ
ら
た
め
て
、
深
い
信
仰

と
喜
び
と
と
も
に
、
七
回
、
マ
ン
ダ
ラ
を
そ
な
え
、
供
養
し

た
。か

ら
だ
の
感
覚
器
と
頭
、
手
足
は
、
シ
ュ
メ
ー
ル
山
と
五

つ
の
大
陸
。

大
楽
の
蓮
は
、
輪
廻
と
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
、
二
つ
の
土
台
。

こ
の
無
上
な
る
大
楽
の
マ
ン
ダ
ラ
を
、

有
情
た
ち
の
た
め
に
、
お
慈
悲
を
も
っ
て
、
お
受
け
と
り

く
だ
さ
い3

。

こ
う
い
っ
て
、
マ
ン
ダ
ラ
を
さ
さ
げ
る
と
、
グ
ル
は
、
大

い
な
る
喜
び
に
哄
笑
し
、
次
の
秘
密
灌
頂
を
与
え
た
。「
ハ
ヤ

グ
リ
ー
ヴ
ァ
の
心
臓
の
テ
ィ
ク
レ
」
の
マ
ン
ダ
ラ
が
開
か
れ
、

灌
頂
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
秘
密
灌
頂
は
、
身
体
の
内
部
に
存
在
す
る
マ
ン
ダ
ラ

（「
身
体
マ
ン
ダ
ラ
」lus dkyil

）
を
目
覚
め
さ
せ
、
あ
り
あ
り
と

理
解
さ
せ
る
た
め
の
も
の
だ
。
そ
の
こ
と
は
、「
大
楽
の
マ
ン

ダ
ラ
」
を
さ
さ
げ
る
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
言
葉
の
中

に
、
と
て
も
は
っ
き
り
表
現
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
性
の
器
官
（「
蓮
」）
か
ら
生
ま
れ
出
る
。
そ
う

や
っ
て
生
ま
れ
、
身
体
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
く
り
か
え

し
、
く
り
か
え
し
、
輪
廻
の
苦
し
み
を
味
わ
う
。

け
れ
ど
も
、
身
体
は
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
向
か
う
た
め
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
い
う
二

面
性
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と
、
タ
ン
ト
ラ
は
強
調
す
る
。

そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
目
に
見
え
る
物
理
的
肉
体
と
は

別
の
、
よ
り
微
細
な
身
体
、
肉
眼
に
は
見
え
な
い
隠
さ
れ
た

身
体
（「
微
細
身
」phra ba

ʼi lus

）
に
つ
い
て
の
タ
ン
ト
リ
ッ
ク

な
科
学
だ
。 

微
細
身
は
、
脈
管
、
プ
ラ
ー
ナ
、
精
滴(rtsa, rlung, thig le)

と
い
う
、
三
つ
の
要
素
か
ら
で
き
て
い
る
。
私
た
ち
の
身
体

の
内
部
に
は
、
脈
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
縦
横
に
走
っ
て

い
る
。
そ
の
中
を
、
バ
イ
オ
コ
ス
ミ
ッ
ク
な
プ
ラ
ー
ナ
の
生

命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
運
動
し
て
い
る
。
精
滴
は
、
プ
ラ
ー
ナ
の

圧
縮
さ
れ
た
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
。
脈
管
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に

存
在
し
、
ち
ょ
う
ど
、
現
代
の
医
学
が
語
る
神
経
伝
達
物
質

や
ホ
ル
モ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
快
楽
や
肉
体
の
成
長
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
。

ブ
ッ
ダ
の
悟
り
は
、
こ
の
微
細
身
を
変
容
し
、
浄
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
に
な
る
と
タ
ン
ト
ラ
は
考
え
る
の
で

あ
る
。

タ
ン
ト
ラ
の
神
経
生
理
学
に
よ
れ
ば
、
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
運
動
す
る
脈
管
は
、
現
代
の
神
経
科
学
が
発
見
し
た
の

と
よ
く
似
た
「
神
経
可
塑
性
」
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
す

ぐ
れ
た
テ
ク
ネ
ー
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
微
細
身
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

カ
ル
マ
に
よ
っ
て
つ
き
う
ご
か
さ
れ
る
「
カ
ル
マ
の
風
」

を
浄
化
す
る
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
中
央
の
脈
管
に
、

「
知
恵
の
風
」
を
導
き
入
れ
る
。
精
滴
を
浄
化
し
、
増
や
し
、

溶
か
し
出
す
。
脈
管
を
鍛
錬
し
、「
開
く
」。

神
経
可
塑
性
に
も
と
づ
い
て
、
身
体
を
、「
大
楽
」
と
原
初

の
知
恵
が
生
ま
れ
る
場
に
変
容
さ
せ
る
の
だ
。
悟
り
は
、
微

細
身
の
錬
金
術
的
変
容
に
か
か
わ
っ
て
い
る
、
と
タ
ン
ト
ラ

は
考
え
る
。

こ
の
微
細
身
の
神
経
科
学
は
、
一
方
で
、
神
々
の
マ
ン
ダ

ラ
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
、
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

微
細
身
に
と
り
く
む
ヨ
ー
ガ
を
行
う
。
す
る
と
、
脈
管
の

交
差
す
る
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
チ
ャ
ク
ラ
に
は
、
聖
な

る
音
の
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
鳴
り
響
き
、
覆
い
隠
さ
れ

て
い
た
神
々
の
光
の
マ
ン
ダ
ラ
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

伝
記
の
中
で
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
そ
の
体
験

に
つ
い
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ハ
ヤ
グ
リ
ー
ヴ
ァ
と
な
っ
た
グ
ル
の
か
ら
だ
に
は
、
五
つ

の
チ
ャ
ク
ラ
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
こ
で
は
、
五
つ
の
部
族
の
神
々

が
、
光
り
輝
き
な
が
ら
、
口
づ
け
し
、
抱
き
合
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
脈
管
、
風
、
精
滴
の
意
味
を
は
っ
き
り
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。」

「
カ
ル
マ
の
風
が
浄
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
つ
の
煩
悩
は

浄
化
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
五
つ
の
知
恵
が
じ
か
に

あ
ら
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
…
…
。」

私
た
ち
が
ふ
つ
う
体
験
す
る
性
の
快
楽
は
、
執
着
に
よ
っ

て
お
お
わ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
プ
ラ
ー
ナ
と
精
滴
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、
ふ
つ
う
の
セ
ッ
ク
ス
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
深
い
深
い
快
楽
と
空
性
の
認
識
が
一

つ
に
な
っ
た
三
昧
に
入
る
こ
と
だ
っ
て
、
で
き
る
よ
う
に
な

る
。「

身
体
は
、
光
り
輝
く
神
々
の
マ
ン
ダ
ラ
な
の
だ
よ
。
脈
管
、

風
、
精
滴
は
、
本
尊
、
マ
ン
ト
ラ
、
マ
ハ
ー
ム
ー
ド
ラ
ー
の

悟
り
に
浄
化
し
、
成
熟
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

そ
ん
な
口
伝
を
受
け
る
と
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
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ま
た
七
日
間
、
こ
も
っ
て
修
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

一
瞬
た
り
と
も
、
姿
勢
が
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
バ

タ
ー
ラ
ン
プ
を
頭
の
上
に
の
せ
て
、
す
わ
り
つ
づ
け
る
。
ひ

ど
い
苦
し
み
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
だ
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
や
が
て
、
脈
管
の
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
種
字
の

音
が
自
然
に
鳴
り
響
き
、
プ
ラ
ー
ナ
の
運
動
を
制
御
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
精
滴
は
、
す
べ
て
を
大
い
な
る
象
徴
と
し

て
み
る
「
マ
ハ
ー
ム
ー
ド
ラ
ー
」
の
悟
り
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
、
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

全
身
は
、
純
粋
な
快
楽
と
熱
に
満
た
さ
れ
る
。
カ
ル
マ
の

風
は
消
え
、
知
恵
の
風
が
中
央
の
脈
管
に
入
る
。
そ
の
こ
と

を
し
め
す
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
し
る
し
も
、
い
く
ら
か
、
あ
ら
わ

れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
ふ
う
に
、
瞑
想
の
体
験
を
語
る
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ

ギ
ェ
ル
の
言
葉
を
聞
い
た
グ
ル
は
、
三
番
目
の
灌
頂
を
与
え

る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

般
若
知
恵
灌
頂

キ
ェ
マ
ホ
ー
！

過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
つ
の
時
の
す
べ
て
の
ブ
ッ
ダ
を

集
め
た

大
聖
、
オ
デ
ィ
ヤ
ー
ナ
の
大
い
な
る
宝
、

私
た
ち
、
低
き
有
情
に

至
高
な
る
灌
頂
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
祈
り
ま

す4

。
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
こ
ん
な
言
葉
と
と
も
に
、
秘

密
の
マ
ン
ダ
ラ
を
さ
さ
げ
、「
法
界
の
光
明
の
燃
え
上
が
る
太

陽
」
の
マ
ン
ダ
ラ
が
開
か
れ
た
。

空
性
か
ら
、
存
在
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
光
が
立
ち
上
が

る
。
グ
ル
の
か
ら
だ
の
四
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
に
は
、
そ
の
瞬
間
、

原
初
の
文
字
の
音
が
鳴
り
響
き
、
大
楽
の
な
か
で
抱
き
合
う

男
女
の
神
々
の
マ
ン
ダ
ラ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
弟
子
に
も
同
じ
こ
と
が
起

こ
っ
た
。
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
み
ず
か
ら
の
四
つ

の
チ
ャ
ク
ラ
に
、
光
に
満
ち
る
密
教
の
神
々
の
マ
ン
ダ
ラ
が

あ
ら
わ
れ
る
の
を
あ
り
あ
り
と
目
に
し
、
深
々
と
し
た
快
楽

を
体
験
す
る
灌
頂
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

「
四
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
で
、
四
つ
の
喜
び
を
体
験
し
、
欲
望
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
知
恵
に
反
転
し
、
変
容
さ
せ
る
ヨ
ー
ガ
を
修

習
し
な
さ
い
。」

グ
ル
の
口
伝
を
受
け
た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
ふ

た
た
び
、
お
こ
も
り
の
修
行
に
入
っ
た
。

へ
そ
下
の
丹
田
に
真
っ
赤
に
燃
え
上
が
る
炎
を
観
想
す
る
。

呼
吸
法
と
と
も
に
、
意
識
を
集
中
す
る
と
、
炎
は
、
中
央
の

脈
管
の
内
部
を
上
昇
し
、
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
、
生
命
の

エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
精
滴
を
溶
か
し
出
す
。
そ
う
や
っ
て
溶

け
出
し
た
甘
露
は
、
中
央
の
脈
管

に
そ
っ
て
滴
り
落
ち
、
チ
ャ
ク
ラ

に
ぶ
つ
か
る
ご
と
に
、
強
烈
な
快

楽
を
生
む
。
四
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
で
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
「
四
つ
の
喜
び
」
を

体
験
す
る
。

中
央
管
の
下
の
端
ま
で
下
降
し

た
ら
、
ふ
た
た
び
、
快
楽
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
に
上

昇
さ
せ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
欲

望
は
大
い
な
る
快
楽
に
昇
華
さ
れ

る
。
煩
悩
は
浄
化
さ
れ
、
根
源
の

知
恵
を
体
験
す
る
。
脈
管
、
プ
ラ

ー
ナ
、
精
滴
は
清
ま
り
、
変
化
す
る
。
輪
廻
の
再
生
に
導
く

十
二
の
縁
起
も
浄
化
さ
れ
る
。

イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
こ
の
「
究
境
次
第
」
の
ヨ

ー
ガ
の
隠
棲
に
入
り
、
三
番
目
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
意

味
を
、
六
カ
月
で
悟
っ
た5

。

す
る
と
、
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
は
言
っ
た
。

キ
エ
マ
！

人
と
し
て
生
ま
れ
た
ダ
ー
キ
ニ
ー
よ
！

こ
の
う
え
な
く
素
晴
ら
し
い
、
成
熟
し
た
か
ら
だ
を
持
つ

乙
女
、

か
ら
だ
に
マ
ン
ダ
ラ
を
そ
な
え
た
十
六
歳
の
少
女
、

精
進
と
勇
気
を
も
つ
娘
、

大
い
な
る
知
恵
を
そ
な
え
た
サ
ラ
ス
ワ
テ
ィ
ー
、

秘
密
の
マ
ン
ト
ラ
の
修
行
を
完
成
す
る
、
猪
の
顔
を
持
つ

女
神
よ
、

私
た
ち
は
、
お
た
が
い
の
生
命
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
熟
さ
せ
、

秘
密
真
言
の
成
熟
の
門
を
開
い
た
。

写真２ 　イェシェ・ツォギェル像（ブータン・タクツァン寺、
著者撮影）
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大
い
な
る
菩
薩
の
悟
り
を
得
た
女
よ
、
今
こ
そ
、
勇
者
と

と
も
に
楽
し
み
な
さ
い6

！

こ
の
三
番
目
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
知
恵
の
灌
頂
」

と
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
、
異
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
（「
知
恵
の
女
」）
と
と
も
に
、
性
的

ヨ
ー
ガ
を
行
う
可
能
性
が
開
か
れ
る
か
ら
だ
。

性
的
快
楽
の
神
経
回
路
は
、
聖
な
る
体
験
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
。
四
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
で
、
純
粋
な
快
楽
を
体
験
す

る
ヨ
ー
ガ
を
行
い
、
こ
の
神
経
回
路
を
作
り
か
え
る
。
そ
の

土
台
の
う
え
に
、
性
的
ヨ
ー
ガ
の
修
行
は
可
能
に
な
る
。

チ
ャ
ク
ラ
の
精
滴
を
溶
か
し
出
し
、
深
い
深
い
快
楽
を
味

わ
う
。
生
命
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
体
内
で
上
下
さ
せ
、
全
身

に
広
げ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
熟
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異

性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
性
的
ヨ
ー
ガ
を
修
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

「
ネ
パ
ー
ル
に
、
あ
な
た
に
前
世
か
ら
の
深
い
縁
の
あ
る
パ

ー
ト
ナ
ー
が
い
る
。
そ
の
サ
レ
と
い
う
十
七
歳
の
少
年
を
探

し
出
し
、
い
っ
し
ょ
に
修
行
し
な
さ
い
。」
グ
ル
・
パ
ド
マ
サ

ン
バ
ヴ
ァ
は
、
そ
う
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
に
告
げ
た
。

知
恵
の
女

仏
教
タ
ン
ト
ラ
に
お
い
て
、
性
的
ヨ
ー
ガ
を
道
と
す
る
男

女
の
行
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
方
便
」
と
「
知
恵
」
と
呼
ば
れ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
空
性
を
め
ぐ
る
大
乗
仏
教
の
哲
学
が

あ
る
。
大
乗
仏
典
に
お
い
て
、「
方
便
」
は
よ
り
物
質
的
な
世

界
と
の
か
か
わ
り
を
、「
知
恵
」
は
空
性
の
理
解
を
、
そ
れ
ぞ

れ
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
性
は
、
空
性

の
悟
り
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
仏
教
タ
ン
ト
ラ
は
考
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

女
性
は
「
知
恵
」
だ
。
こ
の
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
思
考
は
、
女

は
「
力
」（「
シ
ャ
ク
テ
ィ
」）
だ
と
考
え
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

タ
ン
ト
ラ
と
は
、
ひ
ど
く
異
な
っ
た
哲
学
を
土
台
に
し
て
い

る
。仏

教
の
空
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
密
教
の
神
々
で
あ
れ
、
深

遠
な
ヨ
ー
ガ
に
よ
っ
て
体
験
さ
れ
る
神
秘
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や

深
々
と
し
た
快
楽
で
あ
れ
、
実
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

の
す
べ
て
の
本
質
は
、
空
だ
。
女
神
も
ま
た
そ
う
だ
。

こ
の
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
思
考
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
、
イ

ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
遺
言
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
、
も

う
少
し
深
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

密
教
の
修
行
を
す
べ
て
き
わ
め
、
完
全
な
ブ
ッ
ダ
と
な
っ

た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
利
他
の
た
め
に
、
た
ゆ
ま

な
く
は
た
ら
き
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
、
二
百
十
一
歳
で
、
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
に
入
る
。
そ
こ
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
女
性

行
者
で
、
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
人
だ
っ

た
カ
ー
ラ
シ
ッ
デ
ィ
も
い
た
。
最
後
の
教
え
を
乞
う
た
彼
女

に
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
こ
ん
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス

を
残
し
た
。

キ
エ
マ
！

よ
い
家
系
の
娘
よ
、
お
聞
き
な
さ
い
。

マ
ン
ト
ラ
の
修
行
に
よ
っ
て
ダ
ー
キ
ニ
ー
と
な
り
、
シ
ッ

デ
ィ
（
密
教
修
行
の
悟
り
）
を
得
た
、
若
々
し
い
乙
女
よ
。

人
間
と
し
て
生
ま
れ
、
自
由
を
得
て
、
菩
提
心
を
起
こ
し
、

迷
え
る
有
情
た
ち
に
、
す
ぐ
れ
た
ダ
ル
マ
を
説
く
娘
よ
。

今
こ
こ
に
集
ま
っ
た
あ
な
た
が
た
、
そ
し
て
未
来
の
す
べ

て
の
人
間
た
ち
は
、

深
遠
な
る
マ
ン
ト
ラ
の
道
を
修
行
す
る
た
め
に
、

ま
ず
、
す
ぐ
れ
た
特
性
を
す
べ
て
そ
な
え
た
真
実
の
導
師

を
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
灌
頂
を
与
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
願
い
、
完

全
な
誓
願
を
立
て
な
さ
い
。

脈
管
と
風
を
自
由
に
支
配
で
き
る
よ
う
、
ヨ
ー
ガ
を
修
行

し
な
さ
い
。

第
三
灌
頂
を
与
え
て
も
ら
う
よ
う
に
願
い
、
そ
し
て
欲
望

を
道
と
す
る
修
行
を
実
践
な
さ
い
。

四
つ
の
喜
び
を
六
カ
月
間
、
あ
る
い
は
か
ら
だ
に
し
る
し

が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
、
行
じ
な
さ
い
。

男
性
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
女
性
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
つ
に
し
、

上
の
プ
ラ
ー
ナ
と
下
の
プ
ラ
ー
ナ
を
融
合
す
る
方
法
を
用

い
な
さ
い
。

男
は
女
性
を
、
女
は
男
性
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、

ぴ
っ
た
り
離
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
抱
き
合
い
な
さ
い
。

進
歩
の
た
め
に
は
、
快
楽
を
い
や
ま
し
に
す
る
技
を
学
び

な
さ
い
。

け
れ
ど
も
、
楽
と
空
と
一
つ
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
す

べ
て
は
無
意
味
だ
。

マ
ン
ト
ラ
の
道
を
捨
て
、
誤
っ
た
道
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

楽
と
空
性
が
不
二
で
あ
る
よ
う
な
修
行
を
な
さ
い
。

お
た
が
い
は
男
女
の
本
尊
だ
と
観
じ
、
サ
マ
ヤ
戒
を
じ
ぶ

ん
の
眼
の
ご
と
く
に
守
り
な
さ
い
…
…
。

散
失
し
て
、
ふ
つ
う
の
生
き
も
の
た
ち
の
よ
う
な
見
方
に
、

さ
ま
よ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

気
が
散
っ
て
し
ま
え
ば
、
ふ
つ
う
の
男
女
と
同
じ
こ
と
。

修
習
に
精
進
し
、
心
の
底
か
ら
、
み
ず
か
ら
は
聖
な
る
本

尊
だ
と
い
う
確
信
を
抱
く
よ
う
に
な
さ
い
。

脈
管
の
チ
ャ
ク
ラ
に
は
、
神
々
と
そ
の
巻
属
が
い
る
の
だ

と
、
思
い
な
さ
い
…
…
。

そ
れ
か
ら
、
大
楽
の
体
験
が
生
ま
れ
た
ら
、
何
も
変
え
る
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こ
と
な
く
、
自
然
に
認
識
し
、
放
置
な
さ
い
…
…
。

こ
れ
が
、
修
行
の
た
め
の
助
言
で
す7

。

こ
の
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
言
葉
は
、
仏
教
タ
ン
ト

ラ
に
お
け
る
性
的
ヨ
ー
ガ
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
、
と
て
も

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
描
き
だ
し
て
い
る
。

プ
ラ
ー
ナ
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
精
滴
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
人
間
の
か
ら
だ
か
ら
、
と

て
つ
も
な
く
大
き
な
快
楽
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
精

滴
が
チ
ャ
ク
ラ
に
ぶ
つ
か
る
ご
と
に
、
純
粋
な
快
楽
は
深
ま

り
、
思
考
は
止
ま
る
。
透
明
で
強
烈
な
光
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に

包
ま
れ
る
。

そ
う
い
う
可
能
性
を
、
人
間
の
か
ら
だ
は
内
蔵
し
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
体
験
の
す
べ
て
は
空
だ
。
大
空
に

か
か
る
虹
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の
積
み
重
な
り
に

よ
っ
て
、
一
時
姿
を
あ
ら
わ
し
、
や
が
て
消
え
て
い
く
。
そ

の
こ
と
を
は
っ
き
り
理
解
し
、
大
楽
の
体
験
に
執
着
し
な
い

よ
う
に
す
る
。
快
楽
を
あ
る
が
ま
ま
に
自
覚
し
、
放
置
す
る
。

そ
れ
が
、「
楽
と
空
性
が
不
二
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

だ
。も

う
一
つ
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
遺
言
の
中
で
、
空

性
を
め
ぐ
る
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
思
考
を
、
と
て
も
よ
く
表
現

し
て
い
る
の
は
、「
ダ
ー
キ
ニ
ー
」（Skt. dakini, Tib. m

kha

ʼ ʼgro 

m
a

）
と
い
う
カ
ー
ラ
シ
ッ
デ
ィ
へ
の
呼
び
か
け
の
言
葉
だ
。

「
空
を
飛
ぶ
女
」。
ダ
ー
キ
ニ
ー
た
ち
は
、
中
期
密
教
の
金

剛
界
マ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
、
そ
の
一
番
外
側
の
へ
り
の
部
分

に
あ
る
、
死
体
の
散
乱
す
る
屍
林
に
姿
を
あ
ら
わ
す
。
と
こ

ろ
が
、
後
期
密
教
に
な
る
と
、
マ
ン
ダ
ラ
の
中
心
の
本
尊
と

し
て
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

そ
う
い
っ
た
変
化
の
背
景
に
は
、
村
を
遠
く
離
れ
た
森
や
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
中
で
、「
四
つ
の
喜
び
」
を
は
じ
め
と
す
る
、

後
期
密
教
の
「
究
境
次
第
」
に
専
念
す
る
修
行
者
た
ち
の
存

在
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

後
期
タ
ン
ト
ラ
の
修
行
に
よ
っ
て
、「
楽
と
空
性
が
不
二
」

で
あ
る
悟
り
を
得
る
。
す
る
と
、
生
き
て
い
る
間
に
生
ま
れ

変
わ
り
が
起
こ
る
。
そ
う
い
う
考
え
方
が
、「
空
を
飛
ぶ
女
」

と
い
う
表
現
に
は
、
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ダ
ー
キ
ニ
ー
は
、
完
全
な
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
得
た
「
知
恵

の
ダ
ー
キ
ニ
ー
」、
生
起
次
第
と
究
境
次
第
の
密
教
の
ヨ
ー
ガ

に
よ
っ
て
誕
生
す
る
「
マ
ン
ト
ラ
か
ら
生
ま
れ
る
ダ
ー
キ
ニ

ー
」
―
カ
ー
ラ
シ
ッ
デ
ィ
は
こ
の
中
に
ふ
く
ま
れ
る
―
、

そ
し
て
、「
浄
土
に
生
ま
れ
た
ダ
ー
キ
ニ
ー
」
の
三
つ
に
分
け

ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
す
べ
て
の
ダ
ー
キ
ニ
ー
た
ち
は
、
じ
ぶ

ん
た
ち
が
空
性
か
ら
生
ま
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
、
深
い
青

に
澄
み
わ
た
っ
た
大
空
に
か
か
る
、
美
し
い
虹
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
い
つ
も
自
覚
し
て
い
る
。
彼
女
た
ち
は
、

そ
う
し
た
空
性
の
根
源
的
な
知
恵
（「
般
若
」）
に
よ
っ
て
、
徹

底
し
た
自
由
を
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

軽
や
か
で
、
恐
れ
を
知
ら
な
い
自
由
。
空
を
飛
ぶ
ダ
ー
キ

ニ
ー
た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
大
地
の
豊
穣
な
生
殖
力
を
表
象

す
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
女
神
た
ち
か
ら
の
、
は
っ
き
り
し
た

断
絶
を
表
現
し
て
い
る
。

洗
濯
女
、娼
婦
、踊
り
子

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
別
の
側
面
か
ら
も
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
大
乗
仏
教
の
空
性
の
思
想
は
、
浄
と
不
浄
、

善
と
悪
と
い
っ
た
二
元
論
的
概
念
を
破
壊
す
る
力
を
持
っ
て

い
る
。
空
性
を
め
ぐ
る
思
考
は
、
浄
／
不
浄
の
概
念
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
る
イ
ン
ド
の
根
深
い
カ
ー
ス
ト
制
を
徹
底
し
て

解
体
し
よ
う
と
す
る
強
烈
な
志
向
を
、
も
と
も
と
は
ら
ん
で

い
た
。

仏
教
タ
ン
ト
ラ
は
、
こ
の
大
乗
の
空
性
と
平
等
の
思
想
を

と
て
も
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
性
が
持
つ
意
味
に
つ
い
て
、

パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
が
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
に
語
っ

た
こ
ん
な
言
葉
に
も
、
と
て
も
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

キ
エ
マ
！

秘
密
真
言
の
修
行
を
完
成
し
た
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
よ
、

解
脱
の
た
め
の
土
台
は
、
こ
の
人
間
の
か
ら
だ
だ
。

女
の
か
ら
だ
で
あ
っ
て
も
、
何
の
違
い
も
な
い
。

ひ
と
た
び
菩
提
心
を
起
こ
す
な
ら
、

女
の
か
ら
だ
こ
そ
、
最
高
の
も
の8

性
の
区
別
だ
け
で
は
な
い
。
王
、
僧
侶
、
農
民
、
仕
立
て

屋
、
娼
婦
…
…
。
イ
ン
ド
後
期
タ
ン
ト
ラ
の
聖
者
伝
に
は
、
ア

ウ
ト
カ
ー
ス
ト
を
ふ
く
む
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
出
身
の
人
々

が
登
場
す
る
。

平
等
主
義
と
徹
底
し
た
実
存
的
自
由
の
探
究
。

こ
の
タ
ン
ト
ラ
思
想
の
特
徴
を
、
も
っ
と
も
よ
く
表
現
し

て
い
る
も
の
の
一
つ
は
、
ア
ヌ
ヨ
ー
ガ
の
根
本
経
典
「
す
べ

て
の
ブ
ッ
ダ
の
知
恵
を
集
め
た
タ
ン
ト
ラ（Tib. spyi m

do dgongs 

pa 

ʼdus pa

）」
の
相
承
系
譜
だ
。「
四
つ
の
喜
び
」
の
ヨ
ー
ガ
を

中
心
と
す
る
、
こ
の
密
教
経
典
を
人
間
の
世
界
に
伝
え
た
最

初
の
グ
ル
た
ち
の
う
ち
、
二
人
は
娼
婦
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
経
典
だ
け
で
は
な
い
。
じ
っ
さ
い
の
と
こ
ろ
、
仏
教

タ
ン
ト
ラ
の
誕
生
に
は
、
女
性
の
グ
ル
が
、
と
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る9

。

そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
タ
ン
ト
ラ
は
、
さ
ら
に
、
修

行
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
低
い
カ
ー
ス
ト
の
女
性
た
ち
が
、

と
り
わ
け
好
ま
し
い
と
す
ら
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
土
台

に
あ
る
の
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ン
な
性
が
は
ら
む
生
命
力
に
つ
い
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て
の
、
深
い
観
察
だ
っ
た
。

娼
婦
、
踊
り
子
、
織
女
、
洗
濯
女
、
酒
場
の
女
、
ア
ウ
ト

カ
ー
ス
ト
。
タ
ン
ト
ラ
の
お
好
み
の
女
性
た
ち
は
、
相
対
的

に
、
経
済
的
に
自
立
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
カ
ー
ス
ト
制

の
内
部
の
婚
姻
シ
ス
テ
ム
か
ら
よ
り
自
由
だ
っ
た
。
そ
の
こ

と
が
、
タ
ン
ト
ラ
が
彼
女
た
ち
を
推
賞
す
る
理
由
の
一
つ
だ

っ
た
こ
と
は
、
た
や
す
く
想
像
で
き
る
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と
重
要
な
の
は
、

そ
の
職
業
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
野
生
の
自
然
に
じ
か
に

触
れ
、
強
烈
な
生
命
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

踊
り
子
は
、
身
体
の
す
み
ず
み
ま
で
自
覚
し
な
が
ら
、
ダ

ン
ス
す
る
た
め
に
、
厳
格
な
訓
練
を
受
け
る
。
そ
う
や
っ
て
、

聖
な
る
神
を
み
ず
か
ら
に
降
臨
さ
せ
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と

な
る
の
だ
。
娼
婦
は
、
性
と
愛
の
テ
ク
ネ
ー
の
専
門
家
だ
。
陽

気
に
歌
い
な
が
ら
、
洗
濯
す
る
女
た
ち
は
、
水
に
よ
っ
て
、
不

浄
を
浄
化
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。
酒
は
タ
ン
ト
ラ
儀
礼
の

重
要
な
要
素
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
の
狩
猟

民
た
ち
は
、
骨
を
加
工
す
る
技
術
や
、
農
耕
民
の
持
た
な
い

マ
ジ
カ
ル
な
力
を
持
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
も
、
私
た
ち
の
関
心
を
特
に
強
く
引
く
の
は
、

踊
り
子
た
ち
だ
。
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
イ
ニ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
タ
ン
ト
ラ
の
聖
な
る
性
に
は
、
ダ
ン
ス

の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
タ

ン
ト
ラ
と
ダ
ン
サ
ー
の
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。イ

ン
ド
に
お
け
る
踊
り
手
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
家
族

の
中
で
、
と
て
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
た
い
へ
ん
厳
密
な
教
育

を
受
け
る
。
内
的
感
覚
を
繊
細
に
育
て
上
げ
、
身
体
の
微
細

な
運
動
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ

の
た
め
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
訓
練
が
何
年
も
つ
づ
く
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
音
楽
、
神
話
、
ポ
ー
ズ
、
ム
ド
ラ
ー
の

す
べ
て
を
熟
知
し
、
神
の
「
容
器
」
と
な
る
べ
く
準
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
、
し
ば
し
ば
、

タ
ン
ト
ラ
の
聖
な
る
性
の
修
行
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
た
の

も
、
ご
く
自
然
な
な
り
ゆ
き
だ
と
い
え
る
。

ダ
ン
ス
と
タ
ン
ト
ラ
。
そ
の
密
接
な
関
係
を
、
こ
の
う
え

な
く
鮮
や
か
に
表
現
し
て
い
る
の
は
、
ド
ン
ビ
ー
・
ヨ
ー
ギ

ニ
ー
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ10

。

九
世
紀
イ
ン
ド
の
偉
大
な
成
就
者
、
ド
ン
ビ
ー
・
へ
ー
ル

カ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
こ
の
女
性
は
、
ダ
ン
サ
ー
だ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ド
ン
ビ
ー
・
へ
ー
ル
カ
は
、
も
と
も

と
ア
ッ
サ
ム
の
国
王
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
と
き
の
名

前
が
何
だ
っ
た
か
、
歴
史
は
語
ら
な
い
。
た
だ
、
ド
ン
ビ
ー

（「
洗
濯
女
」）
と
い
う
、
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
由
来
す
る
名
前

に
よ
っ
て
、
記
憶
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
王
は
、
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
の
修
行
者
で
、
す

で
に
、
性
的
ヨ
ー
ガ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
レ
べ
ル
に
達
し

て
い
た
。
そ
の
宮
廷
に
、
ド
ン
ビ
ー
・
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
は
や
っ

て
来
た
。

国
王
は
、
流
浪
す
る
舞
踏
団
の
中
に
い
る
少
女
が
、
ダ
ー

キ
ニ
ー
と
し
て
の
並
外
れ
た
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
見

抜
い
た
。
そ
こ
で
、
両
親
に
、
か
ら
だ
と
同
じ
大
き
さ
の
黄

金
を
支
払
い
、
そ
れ
か
ら
の
十
二
年
間
、
少
女
は
、
王
宮
の

中
で
秘
密
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

国
王
と
踊
り
子
。
二
人
の
関
係
は
、
あ
る
日
露
見
し
、
大

臣
た
ち
は
、
王
国
か
女
性
か
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
よ
う
に
迫

っ
た
。
王
は
玉
座
を
捨
て
て
、
ド
ン
ビ
ー
・
へ
ー
ル
カ
と
な

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
の
十
二
年
間
を
、
ド
ン
ビ
ー
・

ヨ
ー
ギ
ニ
ー
と
と
も
に
、
森
で
の
隠
棲
修
行
に
つ
い
や
し
た

の
で
あ
る
。

王
が
去
る
と
と
も
に
、
国
は
ひ
ど
く
荒
廃
し
た
。
深
く
後

悔
し
た
家
臣
た
ち
は
、
国
王
を
探
し
求
め
、
二
人
が
隠
棲
す

る
森
に
た
ど
り
着
く
。
そ
こ
で
彼
ら
が
目
に
し
た
の
は
、
ド

ン
ビ
ー
・
ヨ
ー
ギ
ニ
ー
が
、
湖
に
浮
か
ぶ
蓮
の
葉
の
う
え
に
、

静
か
に
座
っ
て
い
る
姿
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

湖
の
水
は
何
を
象
徴
す
る
の
か
。
二
つ
の
解
釈
が
あ
る
。

一
つ
は
、
善
と
悪
、
浄
と
不
浄
と
い
っ
た
二
元
論
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
る
輪
廻
の
世
界
だ
。
も
う
一
つ
は
、
根
源
的
な

自
由
か
ら
生
ま
れ
る
大
楽
の
甘
露
だ
。

輪
廻
の
く
び
き
か
ら
完
全
に
解
き
放
た
れ
、
徹
底
し
た
自

由
を
生
き
る
。

二
人
の
タ
ン
ト
ラ
行
者
た
ち
は
、
王
国
に
は
も
ど
ら
な
か

っ
た
。
ド
ン
ビ
ー
・
へ
ー
ル
カ
は
、
そ
の
生
の
最
後
に
、
本

尊
の
ヘ
ー
ヴ
ァ
ジ
ラ
に
、
そ
し
て
ド
ン
ビ
ー
・
ヨ
ー
ギ
ニ
ー

は
、
ナ
イ
ラ
ー
ト
マ
女
神
に
な
っ
た
。
そ
う
、
聖
者
伝
は
語

る
。

エ
ロ
ス
と
身
体
マ
ン
ダ
ラ

仏
教
は
、
知
恵
を
強
調
す
る
。
こ
の
点
は
、
タ
ン
ト
ラ
仏

教
の
も
う
一
つ
別
の
側
面
に
も
、
と
て
も
は
っ
き
り
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
身
体
マ
ン
ダ
ラ
の
思
想
だ
。

あ
ら
ゆ
る
現
象
は
お
た
が
い
に
依
存
し
あ
い
、
そ
の
ど
れ

も
、
独
立
し
た
実
体
と
し
て
は
存
在
し
て
い
な
い
。
空
で
あ

る
。
こ
の
大
乗
仏
典
の
空
性
の
洞
察
を
も
と
に
、
仏
教
タ
ン

ト
ラ
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
空
性
の
根
源
的
知
恵
か
ら
ス
パ
イ

ラ
ル
状
に
立
ち
上
が
る
知
性
を
、
マ
ン
ダ
ラ
の
構
造
と
し
て

表
現
し
よ
う
と
し
た
。

空
性
の
知
恵
（「
法
界
体
性
知
」）
か
ら
、
す
べ
て
の
現
象
を

あ
る
が
ま
ま
に
映
し
出
す
知
恵
（「
大
円
鏡
知
」）、
す
べ
て
の

平
等
性
を
知
り
抜
く
知
恵
（「
平
等
性
知
」）、
個
別
の
現
象
の

差
異
を
見
抜
く
知
恵
（「
妙
観
察
知
」）、
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
自

然
に
完
成
す
る
知
恵
（「
成
所
作
知
」）
と
い
う
四
つ
の
知
恵
が
、
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立
ち
上
が
っ
て
く
る
。

こ
の
知
恵
の
マ
ン
ダ
ラ
構
造
は
、
五
つ
に
分
光
し
た
光
の

色
や
、
そ
こ
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
五
つ
の
部
族
の
ブ
ッ
ダ
た
ち
、

あ
る
い
は
、
五
つ
の
根
源
的
煩
悩
と
対
応
し
て
い
る
。
般
若

の
知
恵
は
、
そ
う
い
う
異
な
る
形
の
知
性
に
分
化
す
る
潜
在

的
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
構
造
を
内
蔵
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
知
恵
の
マ
ン
ダ
ラ
は
、
身
体
の
チ

ャ
ク
ラ
や
脈
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
造
に
も
、
あ
ら
わ
れ
て

く
る
と
タ
ン
ト
ラ
は
思
考
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

一
番
目
は
、
い
わ
ば
垂
直
的
な
構
造
分
化
だ
。

「
知
恵
の
灌
頂
」
の
と
こ
ろ
で
私
た
ち
が
見
た
よ
う
に
、
頭

か
ら
性
器
―
タ
ン
ト
ラ
に
よ
っ
て
へ
そ
ま
で
の
こ
と
も
あ

る
―
に
か
け
て
、
霊
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
チ
ャ
ク
ラ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
金
剛
、
宝
生
、

ブ
ッ
ダ
、
蓮
華
、
カ
ル
マ
と
い
う
五
つ
（
あ
る
い
は
四
つ
）
の

部
族
の
ブ
ッ
ダ
や
神
々
が
住
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
チ

ャ
ク
ラ
は
、
異
な
る
知
恵
と
色
彩
の
光
を
そ
な
え
た
浄
土
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
べ
き
だ
と
、
タ
ン
ト
ラ
の
身
体
論
は

語
る
。

タ
ン
ト
ラ
に
よ
れ
ば
、
原
初
の
知
恵
の
光
は
、
身
体
の
真

ん
中
に
す
っ
く
と
立
ち
上
が
る
生
命
の
木
に
そ
っ
て
、
マ
ン

ダ
ラ
構
造
を
そ
な
え
た
虹
の
光
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
一
つ
一
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
が
内
的
に
そ
な
え

て
い
る
構
造
だ
。
チ
ャ
ク
ラ
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と

「
輪
」
や
「
車
輪
」
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
る
で
車
輪
の
輻や

の

よ
う
に
、
無
数
の
脈
管
が
交
わ
る
ポ
イ
ン
ト
が
チ
ャ
ク
ラ
だ
。

輪
の
よ
う
な
形
を
し
た
チ
ャ
ク
ラ
は
、
生
命
の
木
で
あ
る

中
央
の
脈
管
と
交
差
す
る
方
向
へ
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
、
一
本
一
本
、
前
後
、
左

右
、
そ
の
中
間
に
向
か
っ
て
、
投
射
さ
れ
て
い
る
脈
管
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
色
彩
、
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
特
性
を
も

っ
た
も
の
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
微
細
な
身
体
に
お
い
て
は
、
垂
直
、
水
平
の

二
つ
の
側
面
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
マ
ン
ダ
ラ
の
構
造
が

貫
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
チ
ャ
ク
ラ
と
脈
管
か
ら
な
る
「
微

細
な
身
体
」
の
基
本
的
な
骨
格
は
、
三
次
元
の
マ
ン
ダ
ラ
と

し
て
の
構
造
を
そ
な
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
身
体
は
、
そ
の

も
っ
と
も
微
細
な
次
元
に
お
い
て
、
立
体
的
な
マ
ン
ダ
ラ
構

造
を
そ
な
え
た
、
三
次
元
の
幾
何
学
的
象
形
文
字
だ
と
、
考

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

タ
ン
ト
ラ
の
身
体
論
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
繊

細
な
思
考
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
マ
ン
ダ
ラ
の
五
体

構
造
は
、
原
初
的
な
知
恵
の
多
次
元
体
で
あ
る
ニ
ル
ヴ
ァ
ー

ナ
の
世
界
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
微
細
身
と

は
、
知
恵
の
マ
ン
ダ
ラ
が
、
輪
廻
の
物
質
の
三
次
元
世
界
と

の
接
触
面
で
受
肉
す
る
時
の
運
動
だ
。
そ
の
た
め
、
微
細
な

身
体
の
脈
管
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
も
と
も
と
の
知
恵
の
構
造

に
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
対
称
性
を
、
そ
の
ま
ま
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
脈
管
の
走
行
は
、
細
部
に
い
た

る
ほ
ど
、
非
対
称
的
な
も
の
と
な
る11

。

霊
的
な
覚
醒
と
は
、
こ
の
脈
管
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り

か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
層
的
・
多
次
元
的
に
分
光
し
た

知
恵
の
マ
ン
ダ
ラ
が
、
輪
廻
の
物
質
の
世
界
に
、
じ
か
に
、
あ

ら
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
タ

ン
ト
ラ
は
思
考
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
身
体
マ
ン
ダ
ラ
の
構
造
は
、
後
期
密
教
の
性
的
ヨ
ー

ガ
の
修
行
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
私
た
ち
の
目
に
は
、
も

っ
と
別
の
意
味
を
帯
び
て
、
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

そ
れ
は
、
快
楽
や
オ
ル
ガ
ス
ム
の
回
路
は
、
複
数
あ
る
と

い
う
こ
と
に
、
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
現
代
の
脳
科
学
は
、

オ
ル
ガ
ス
ム
に
は
、
い
く
つ
も
の
異
な
る
神
経
回
路
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
タ
ン
ト
ラ
の
身
体
マ
ン
ダ
ラ
の
思
想
は
、

そ
れ
と
と
て
も
よ
く
似
た
認
識
に
、
到
達
し
て
い
る
の
で
あ

る12

。チ
ャ
ク
ラ
は
、
た
く
さ
ん
の
脈
管
が
交
差
す
る
ポ
イ
ン
ト

だ
。
タ
ン
ト
ラ
は
、
そ
う
い
う
チ
ャ
ク
ラ
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
性
質
を
、
た
く
さ
ん
の
花
弁
を
持

つ
蓮
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
蓮
の
花
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
と
に
、
快
楽
の
回
路
に
つ
い
て
、

少
し
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

性
器
の
チ
ャ
ク
ラ
は
、
ふ
つ
う
八
枚
の
花
弁
を
持
ち
、
そ

の
花
弁
は
、
異
な
る
色
と
音
の
響
き
を
そ
な
え
て
い
る
、
と

タ
ン
ト
ラ
の
神
経
生
理
学
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
一
つ

の
花
弁
か
ら
放
射
さ
れ
る
脈
管
は
、
す
ぐ
上
の
へ
そ
の
チ
ャ

ク
ラ
や
、
下
半
身
の
セ
ン
タ
ー
に
、
別
々
の
ル
ー
ト
で
つ
な

が
っ
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
刺
激
は
、
蓮

の
一
番
奥
の
中
心
部
―
「
芯
」
と
呼
ぼ
う
―
へ
の
も
の

か
、
あ
る
い
は
、
花
弁
へ
の
も
の
か
に
よ
っ
て
、
異
な
る
プ

ラ
ー
ナ
の
運
動
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
蓮
の
「
芯
」
へ
の
刺
激
は
、
じ
か
に
、
中
央

の
脈
管
の
内
部
に
、
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ひ
き
お
こ
す
。
そ

れ
に
た
い
し
て
、
正
面
の
花
弁
へ
の
刺
激
か
ら
立
ち
上
が
っ

た
風
の
運
動
は
、
か
ら
だ
の
前
面
を
上
昇
し
、
へ
そ
の
チ
ャ

ク
ラ
か
ら
中
央
の
脈
管
に
入
る
。
そ
の
横
の
花
弁
へ
の
刺
激

は
、
別
の
ル
ー
ト
を
と
お
っ
て
、
の
ど
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
中

央
管
に
入
る
。

こ
う
し
て
、
身
体
マ
ン
ダ
ラ
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
風
の
運
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
快
楽
や
光
の
体
験

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

性
器
の
チ
ャ
ク
ラ
だ
け
で
は
な
い
。
チ
ャ
ク
ラ
は
、
中
央

の
脈
管
に
そ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
手
の
ひ
ら
や
膝
と
い
っ
た

か
ら
だ
の
ほ
か
の
部
分
に
も
、
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
。
一

つ
一
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
は
、
異
な
る
音
の
響
き
や
色
彩
の
光
を
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放
射
し
、
振
動
し
て
い
る
。
そ
の
す
べ
て
が
、
交
響
し
合
う

な
か
か
ら
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
快
楽
の
音
楽
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

人
間
の
性
の
身
体
で
は
、
無
数
の
快
楽
の
回
路
が
か
ら
み

あ
い
な
が
ら
、
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
で
多
次
元
的
な
音
楽
を
か

な
で
て
い
る
。
タ
ン
ト
ラ
行
者
に
と
っ
て
、
身
体
は
、
そ
う

い
う
光
の
音
楽
が
鳴
り
響
く
、
マ
ン
ダ
ラ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
、
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

木
綿
の
布
、骨
の
飾
り
、裸
体

こ
こ
で
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
伝
記
に
、
も
う
一

度
も
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
番
目
の
「
般
若
知
恵
灌
頂
」
の
後
、「
四
つ
の
喜
び
」
の

お
こ
も
り
を
終
え
、
ネ
パ
ー
ル
に
旅
立
っ
た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ

ォ
ギ
ェ
ル
は
、
グ
ル
の
授
記
ど
お
り
、
修
行
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
ネ
パ
ー
ル
人
の
サ
レ
と
出
会
う
。
そ
し
て
、
い
っ
し

ょ
に
チ
ベ
ッ
ト
に
も
ど
っ
て
き
た
。

す
る
と
、
出
迎
え
た
グ
ル
の
パ
ド
マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
は
、
ブ

ー
タ
ン
で
隠
棲
に
入
り
、
修
行
を
深
め
る
よ
う
に
、
口
伝
を

与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
は
、
強
烈
な

熱
を
発
生
さ
せ
る
ト
ゥ
ム
モ
（Tib. gtum

 m
o

）
の
系
統
の
修
行

だ
っ
た
。

ヨ
ー
ギ
は
、
へ
そ
下
の
チ
ャ
ク
ラ
に
真
っ
赤
に
燃
え
上
が

る
炎
を
観
想
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
特
殊
な
呼
吸
法
に
よ
っ
て
、

そ
の
炎
を
中
央
の
脈
管
の
内
部
を
つ
う
じ
て
、
上
昇
さ
せ
る
。

炎
は
、
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
に
あ
る
精
滴
に
触
れ
、
甘
露
を
溶

か
し
出
す
。

こ
の
修
行
は
、
熱
と
快
楽
が
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

を
、
た
い
へ
ん
は
っ
き
り
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
。
け
れ
ど
も
、

イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
ブ
ー
タ
ン
で
の
修
行
の
重
点
は
、

熱
に
よ
っ
て
快
楽
を
生
む
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
か
ら
だ

の
熱
そ
の
も
の
を
増
大
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る13

。

標
高
四
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
、
雪
山
の
洞
窟
で
、
イ
ェ

シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
最
初
の
一
年
、
木
綿
で
で
き
た
一

枚
の
布
だ
け
を
身
に
つ
け
、
体
内
の
熱
を
育
て
る
ト
ゥ
ム
モ

の
修
行
に
専
念
し
た
。

二
年
目
は
、
布
の
シ
ョ
ー
ル
も
脱
ぎ
捨
て
、
骨
で
作
っ
た

飾
り
だ
け
を
身
に
つ
け
た
。

そ
し
て
、
三
年
目
は
、
何
一
つ
身
に
つ
け
る
こ
と
の
な
い
、

ま
っ
た
く
の
裸
で
、
丹
田
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
燃
え
上
が
る
炎

だ
け
で
、
暖
を
と
っ
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
、
伝
記
作
者
は
語

る
。木

綿
の
布
か
ら
、
骨
の
飾
り
。
そ
し
て
、
完
全
な
裸
身
へ
。

こ
う
し
た
ト
ゥ
ム
モ
の
修
行
の
道
程
は
、
文
明
に
た
い
す
る

タ
ン
ト
ラ
の
野
生
の
批
判
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
間
は
、
文
明
の
発
達
と
と
も
に
、
し
だ
い
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
も
の
」
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

は
じ
め
は
裸
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
い
つ
の
ま
に
か
、
野
生

の
動
物
の
遺
体
や
植
物
を
素
材
と
す
る
飾
り
や
服
を
身
に
つ

け
る
よ
う
に
な
る
。
牧
畜
や
農
耕
の
発
達
と
と
も
に
、
動
物

の
皮
は
家
畜
の
も
の
に
、
そ
し
て
布
の
素
材
と
な
る
植
物
も
、

栽
培
さ
れ
る
も
の
に
変
化
し
た
。

タ
ン
ト
ラ
は
、
こ
の
文
明
化
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
進

ん
で
き
た
、
人
間
の
家
畜
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
逆
転
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
る
。

文
明
化
や
技
術
の
発
達
そ
の
も
の
を
、
否
定
す
る
必
要
は

な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
間
の
欲
望
は
「
解

発
」
さ
れ
、
ふ
く
れ
あ
が
る
。
そ
う
や
っ
て
、
人
間
は
、
輪

廻
の
な
か
の
行
為
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
「
も
の
」
へ
の
深
い

依
存
を
ど
ん
ど
ん
育
て
上
げ
て
き
た
。

そ
う
し
た
「
も
の
」
の
一
つ
が
、
衣
服
だ
。
イ
ェ
シ
ェ
・

ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
行
っ
た
三
年
間
の
修
行
は
、「
衣
へ
の
執
着
を

断
ち
切
る
」
ヨ
ー
ガ
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
野
生
の
思
考
が
実
現
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
が
必
要
だ
。

「
衣
の
ヨ
ー
ガ
」
の
た
め
に
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
が

こ
も
っ
た
ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
域
は
、「
ラ
イ
オ
ン
の

砦
」（seng ge rdzong

）
と
い
う
名
前
を
持
っ
て
い
る
。
一
番
近

い
村
か
ら
、
歩
い
て
、
だ
い
た
い
一
週
間
。
こ
の
地
域
は
、
現

在
に
い
た
る
ま
で
、
ブ
ー
タ
ン
の
ヨ
ー
ギ
た
ち
が
集
ま
っ
て

く
る
、
も
っ
と
も
重
要
な
行
場
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
仏
教
を
ふ
く
む
イ
ン
ド
の
神
話
的
思
考
の
中

で
、
ラ
イ
オ
ン
は
、
何
一
つ
恐
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
精

神
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

服
を
脱
ぎ
、
裸
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
間
の
な
ら

わ
し
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
社
会
の
き
ず
な
か
ら
自
由
に
な
る
。

地
上
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
、
特
別
な
場
所
が

存
在
す
る
。
雪
山
の
聖
地
に
「
ラ
イ
オ
ン
の
砦
」
と
い
う
名

前
を
与
え
た
ブ
ー
タ
ン
人
の
中
で
は
、
そ
う
い
う
思
考
が
は

た
ら
い
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
、
あ
り
あ
り
と

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
こ
と
は
、
心
に
も
言
え
る
。
タ
ン
ト
ラ
の
修
行
は
、
強

烈
な
快
楽
や
熱
、
光
の
体
験
を
も
た
ら
す
。
け
れ
ど
も
、
そ

の
い
ず
れ
も
、
最
終
的
な
到
達
点
で
は
な
い
。
修
行
の
道
は
、

す
べ
て
の
お
お
い
を
取
り
払
っ
た
、
裸
の
心
の
本
質
を
め
ざ

す
。「

衣
の
ヨ
ー
ガ
」
の
隠
棲
を
終
え
た
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ

ル
の
修
行
は
、
清
ら
か
な
心
の
本
質
そ
の
も
の
を
体
験
す
る
、

次
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

裸
の
心

『
歌
の
首
飾
り
』
は
、「
ラ
イ
オ
ン
の
砦
」
で
の
瞑
想
修
行

に
つ
い
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
語
る
。
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隠
棲
を
深
め
つ
づ
け
る
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
の
も
と

に
は
、
そ
れ
を
妨
害
す
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
か

ら
、
魔
の
大
群
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
者
は
、
魅
力
的
な
若
者
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
る
。
愛
の

言
葉
を
さ
さ
や
き
、
か
ら
だ
を
や
さ
し
く
愛
撫
し
た
。

次
に
は
、
さ
そ
り
や
蛇
、
恐
ろ
し
い
姿
の
悪
霊
が
あ
ら
わ

れ
、
飛
び
か
か
り
、
嚙
み
つ
こ
う
と
す
る
。

そ
う
い
う
魔
た
ち
を
目
の
あ
た
り
に
し
な
が
ら
、
イ
ェ
シ

ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
グ
ル
が
与
え
て
く
れ
た
教
え
を
思
い

出
し
た
。

目
に
見
え
る
も
の
、
耳
に
聞
こ
え
る
も
の
、
な
に
が
あ
ら

わ
れ
て
き
て
も
、
そ
の
ど
れ
も
、
実
体
を
も
た
な
い
。
空
だ
。

グ
ル
の
口
伝
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
空
性
の
瞑
想
を
つ
づ

け
る
。
す
る
と
、
心
の
真
ん
中
か
ら
、
こ
ん
な
詩
が
生
ま
れ

た
の
で
あ
る
。

心
を
持
っ
た
生
き
も
の
も
、
そ
の
環
境
も
、
す
べ
て
、

心
の
作
り
出
す
幻
術
の
よ
う
な
も
の
。

広
大
に
し
て
空
虚
な
大
空
に
、

恐
れ
る
べ
き
も
の
は
何
一
つ
な
い
。

こ
れ
ら
の
あ
ら
わ
れ
は
、
す
べ
て
、
光
に
満
ち
た
心
の
本

性
の
自
然
な
輝
き
。

そ
れ
以
外
に
、
ど
ん
な
原
因
も
存
在
し
な
い
。

生
じ
る
出
来
事
は
、
わ
が
飾
り
。

そ
れ
な
ら
、
沈
黙
し
た
ま
ま
、
平
等
な
境
地
の
瞑
想
に
と

ど
ま
る
の
に
越
し
た
こ
と
は
な
い14

。

こ
こ
に
は
、
仏
教
タ
ン
ト
ラ
に
お
け
る
究
極
の
悟
り
が
ど

ん
な
も
の
か
、
と
て
も
簡
潔
に
、
圧
縮
さ
れ
て
表
現
さ
れ
て

い
る
。

私
た
ち
の
心
は
、
ふ
つ
う
、
感
情
や
固
定
観
念
の
汚
れ
に

よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
汚
れ
を
さ
っ
ぱ
り
ぬ
ぐ
い
去

る
と
、
心
の
本
質
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

こ
の
裸
の
心
の
本
質
（「
光
明
」）
は
、
鏡
の
よ
う
な
も
の
な

の
だ
、
と
仏
教
は
語
る
の
で
あ
る
。

鏡
に
は
、
決
ま
っ
た
色
も
、
形
も
、
な
い
。
け
れ
ど
も
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
色
や
形
を
映
し
出
す
。

心
も
同
じ
だ
。
表
面
の
汚
れ
を
取
り
払
っ
た
、
裸
の
心
は
、

透
明
に
輝
い
て
い
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
映
し
出
す

力
を
持
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
知
覚
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
現

象
で
あ
れ
、
内
部
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
思
考
や
感
情
で
あ
れ
、

す
べ
て
、
こ
の
心
の
鏡
の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
映
像

（「
飾
り
」）
に
す
ぎ
な
い
。

何
も
変
え
ず
、
放
置
す
る
。
す
る
と
、
ま
る
で
蛇
が
と
ぐ

ろ
を
解
く
よ
う
に
、
感
情
も
、
思
考
も
、
知
覚
も
、
す
べ
て

自
然
に
解
き
放
た
れ
る
。
空
性
の
中
に
消
え
去
っ
て
し
ま
う
。

そ
う
や
っ
て
、
く
り
か
え
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
深
い

深
い
安
楽
と
自
由
を
味
わ
い
つ
づ
け
る
の
だ
。

す
べ
て
を
あ
る
が
ま
ま
に
放
置
し
、
平
等
な
心
の
境
地
に

と
ど
ま
る
。
こ
の
ア
テ
ィ
ヨ
ー
ガ
＝
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
瞑
想
の

中
で
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
深
く
安
ら
ぎ
つ
づ
け

た
。す

る
と
、
あ
る
と
き
、
純
粋
な
叡
智
（rig pa

）
が
立
ち
上

が
り
、
知
恵
の
脈
管
が
開
い
た
。
ゆ
る
ぎ
な
い
信
仰
と
と
も

に
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、
こ
ん
な
悟
り
の
歌
を
歌

っ
た
。

エ
マ
ホ
！

法
身
な
る
、
大
い
な
る
母
の
知
恵
、

十
の
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
の
真
髄
、

深
遠
な
る
知
恵
の
実
践
。

そ
の
す
べ
て
を
完
成
し
た
今
、

い
か
な
る
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
恐
れ
る
主
体

は
存
在
し
な
い
。

す
べ
て
は
、
空
な
る
法
身
の
戯
れ
。

姿
を
あ
ら
わ
す
神
魔
た
ち
も
、
す
べ
て
、
グ
ル
の
ご
慈
悲

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ど
う
ぞ
、
も
っ
と
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

エ
マ
ホ
！

サ
ー
マ
ン
タ
バ
ド
ラ
な
る
グ
ル
の
知
恵
、

見
解
、
修
習
、
結
果
の
真
髄
は
、

何
が
生
じ
て
も
、
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
放
置
す

る
こ
と
。

そ
れ
に
熟
達
し
た
今
、

ど
ん
な
思
考
で
あ
れ
、
そ
れ
を
恐
れ
る
主
体
は
存
在
し
な

い
。

生
じ
る
も
の
は
す
べ
て
、
思
考
の
戯
れ
。

そ
し
て
、
思
考
は
、
グ
ル
の
ご
慈
悲
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ど
う
ぞ
、
も
っ
と
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

エ
マ
ホ
！

蓮
の
花
か
ら
生
ま
れ
た
グ
ル
の
知
恵
、

す
べ
て
に
浸
透
す
る
ア
テ
ィ
の
真
髄
、　

み
ず
か
ら
の
心
の
本
性
は
無
垢
で
あ
る
と
い
う
修
行
を
、

私
は
完
成
し
た
。

け
が
れ
に
つ
い
て
、
思
考
を
め
ぐ
ら
す
主
体
は
存
在
し
な

い
か
ら
、

け
が
れ
は
、
す
べ
て
、
空
な
る
究
極
の
真
実
の
戯
れ
に
み

ち
た
あ
ら
わ
れ
。

目
に
し
、
耳
に
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
グ
ル
の
ご
慈
悲
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

ど
う
ぞ
、
も
っ
と
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

エ
マ
ホ
！
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チ
ベ
ッ
ト
の
乙
女
、
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
が
大
切
に
守
る
、

最
高
の
乗
り
物
な
る
秘
密
真
言
の
真
髄
は
、

喜
び
と
苦
し
み
を
、
平
等
に
楽
し
む
こ
と
。

そ
れ
を
完
成
し
た
今
、

良
い
も
の
、
悪
い
も
の
と
名
づ
け
る
主
体
は
存
在
し
な
い
。

そ
の
ど
ち
ら
も
、
瞑
想
の
進
歩
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の

だ
か
ら
、

す
べ
て
の
現
象
の
あ
ら
わ
れ
は
、
グ
ル
の
ご
慈
悲
。

ど
う
ぞ
、
も
っ
と
、
お
送
り
く
だ
さ
い15

。

恐
れ
で
あ
れ
、
思
考
で
あ
れ
、
善
悪
の
判
断
で
あ
れ
、
す

べ
て
は
、
何
も
な
い
空
っ
ぽ
の
空
間
、
清
ら
か
な
空
性
（「
法

界
」）
か
ら
生
ま
れ
、
滅
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り

理
解
し
た
時
、
身
体
を
持
つ
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
、
ど
ん
な

喜
び
も
、
苦
し
み
も
、
平
等
に
な
る
。

聖
と
俗
、
神
と
魔
、
喜
び
と
苦
し
み
の
間
を
へ
だ
て
る
境

界
は
、
音
を
た
て
て
崩
れ
去
る
。

ど
ん
な
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
も
、
ど
ん
な
思
考
や
感
情
が

生
ま
れ
て
も
、
空
性
か
ら
生
ま
れ
、
空
性
の
な
か
に
消
え
去

る
。
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
現
象
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
放
置
す

れ
ば
い
い
。

無
為
の
瞑
想
の
中
で
、
す
べ
て
が
解
き
放
た
れ
て
い
く
。
そ

の
徹
底
し
た
自
由
を
楽
し
む
。
裸
の
心
の
本
性
そ
の
も
の
を
、

た
だ
、
つ
ね
に
生
き
つ
づ
け
る
。
そ
う
い
う
ア
テ
ィ
ヨ
ー
ガ

＝
ゾ
ク
チ
ェ
ン
の
修
行
を
な
さ
い
。

こ
う
し
た
口
伝
を
は
じ
め
、
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ
ェ
ル
は
、

チ
ベ
ッ
ト
や
ブ
ー
タ
ン
の
各
地
に
、
ア
ヌ
ヨ
ー
ガ
や
ア
テ
ィ

ヨ
ー
ガ
の
ク
ラ
ス
に
属
す
仏
教
タ
ン
ト
ラ
の
経
典
や
、
パ
ド

マ
サ
ン
バ
ヴ
ァ
に
よ
っ
て
加
持
さ
れ
た
法
具
を
、
無
数
に
隠

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。「
空
を
飛
ぶ
女
」
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ

ト
の
高
原
地
帯
は
、
知
恵
の
種
子
が
撒
き
散
ら
さ
れ
、
聖
な

る
力
の
埋
め
込
ま
れ
た
空
間
―
「
仏
国
土
」
―
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

生
き
る
こ
と
の
苦
し
み
。
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
。
と
て
つ
も

な
い
快
楽
。

心
の
完
全
な
解
放
と
自
由
に
向
か
う
イ
ェ
シ
ェ
・
ツ
ォ
ギ

ェ
ル
の
一
生
は
、
後
期
密
教
の
修
行
を
つ
づ
け
る
チ
ベ
ッ
ト

の
行
者
た
ち
に
と
っ
て
、
じ
ぶ
ん
た
ち
の
生
の
全
体
を
物
語

る
一
つ
の
「
元
型
」
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
元
型
が
ど
の
よ
う
に
、
変
奏
さ
れ
、
反
復
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
？
　「
空
を
飛
ぶ
女
」
に
よ
っ
て
ま
か
れ
た

知
恵
の
種
子
は
、
生
長
し
、
開
花
し
、
ど
ん
な
果
実
を
結
ん

だ
の
か
？

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
に
は
、
ま
た
稿
を
あ
ら
た
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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サ
ル
ク

た
ち
の
仕
事
は
、
よ
く
考
え
ら
れ
た
実
験
を
も
と
に
、
神
経

可
塑
性
と
オ
ー
ガ
ズ
ム
の
関
係
を
は
じ
め
、
た
い
へ
ん
興
味

深
い
知
識
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
私
た

ち
が
見
る
よ
う
に
、
タ
ン
ト
ラ
の
マ
ン
ダ
ラ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
多
次
元
的
で
カ
ラ
フ
ル
だ
。

13
　
強
烈
な
内
的
な
熱
を
作
り
出
す
ト
ゥ
ム
モ
の
修
行
に
つ
い
て

は
、
科
学
的
計
測
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ベ
ン

ソ
ン
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
の
雪
山
で
、

木
綿
の
シ
ョ
ー
ル
一
枚
で
眠
る
ヨ
ー
ギ
た
ち
の
姿
を
映
像
と

し
て
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
永
沢
哲

『
瞑
想
す
る
脳
科
学
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。

14
　Stag sham

 nus ldan rdo rje, op.cit., p.108.

15
　op.cit., pp.109-110.
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「
そ
れ
か
ら
つ
く
る
は
も
う
一
度
眠
り
に
落
ち
た
の
だ
ろ
う
。

や
が
て
彼
は
夢
の
中
に
目
を
覚
ま
し
た
。
い
や
、
正
確
に
は

そ
れ
を
夢
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ

に
あ
る
の
は
、
す
べ
て
の
夢
の
特
質
を
具
え
た
現
実
だ
っ
た
」

こ
れ
は
、『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼

の
年
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
の

村
上
春
樹
の
長
編
小
説
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
よ
う
な
向
こ
う
側
の
世

界
や
非
現
実
の
世
界
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
特
徴
的

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
こ
こ
ろ
を
閉
じ
ら
れ
た
個
人

の
内
に
あ
る
も
の
と
す
る
近
代
意
識
に
特
有
な
内
面
化
が
必

然
的
に
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
以
来

の
リ
ア
リ
ズ
ム
と
か
、
あ
る
種
の
平
板
化
と
し
て
捉
え
る
人

も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
異
世
界
が
消
滅

し
て
い
っ
た
な
か
で
、
冒
頭
の
引
用
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
性
質
が
特
異
で
あ
る
。
そ
れ

は
必
ず
し
も
個
人
の
中
の
内
面
的
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
、
い
わ
ば
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
夢
が
機
能
し
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
本
論
で

は
こ
の
村
上
春
樹
の
最
新
長
編
か
ら
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と

し
て
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
夢
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
取

り
上
げ
、
そ
れ
を
実
際
の
心
理
療
法
に
お
け
る
身
心
の
関
係

や
他
者
と
の
関
係
の
問
題
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

1
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
こ
こ
ろ

現
実
を
超
え
た
世
界
は
、
村
上
春
樹
の
か
な
り
初
期
の
作

品
か
ら
描
か
れ
て
き
た
。
年
代
順
に
い
く
つ
か
の
作
品
を
追

っ
て
み
る
と
、『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
で
は
、
不
思
議
な
力
を

持
っ
た
羊
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
動
物
霊
の
よ
う
に
人
に
取

り
憑
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
の
続
き
の
物
語
で
あ
る
『
ダ
ン
ス
・

ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
で
は
、
ホ
テ
ル
の
十
六
階
で
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
止
ま
り
、
ド
ア
が
開
い
て
み
る
と
そ
こ
は
普
通
の
と

き
の
フ
ロ
ア
で
は
な
く
な
っ
て
い
て
、
真
っ
暗
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
異
次
元
の
世
界
に
通
じ
て
い
て
、
羊
男
が
住
ん

で
い
る
部
屋
に
た
ど
り
着
く
の
で
あ
る
。『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ

ニ
ク
ル
』
に
お
い
て
は
、
壁
抜
け
の
シ
ー
ン
が
有
名
に
な
っ

た
。『
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
』
で
は
、
年
上
の
す
て
き
な
女

性
で
あ
る
ミ
ュ
ウ
へ
の
恋
が
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
悟

っ
た
す
み
れ
は
、
ミ
ュ
ウ
と
休
暇
を
過
ご
し
て
い
た
ギ
リ
シ

ャ
の
島
で
忽
然
と
「
向
こ
う
側
の
世
界
」
に
消
え
て
し
ま
う
。

こ
の
場
合
の
向
こ
う
側
の
世
界
や
超
越
は
、
む
し
ろ
不
在
と

し
て
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
『
海

辺
の
カ
フ
カ
』
で
は
、
高
知
の
山
の
中
に
身
を
潜
め
た
主
人

公
の
カ
フ
カ
少
年
は
、
そ
こ
か
ら
異
世
界
に
入
っ
て
い
く
。
そ

れ
は
「
入
り
口
の
石
」
に
よ
っ
て
再
び
閉
じ
ら
れ
た
か
も
し

れ
な
い
。『
1

Q
8
4
』
で
は
、
カ
ル
ト
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
の

娘
で
あ
る
ふ
か
え
り
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
物
語
で
あ
る
「
空

気
さ
な
ぎ
」
に
お
い
て
、
山
羊
の
死
体
の
口
か
ら
「
リ
ト
ル
・

ピ
ー
プ
ル
」
が
出
て
く
る
。
ま
た
主
人
公
で
あ
る
青
豆
と
天

イ
ン
タ
ー
フェイ
ス
と
し
て
の
夢
と
身
体
・
他
者

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

河
合
俊
雄

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
ユ
ン
グ
研
究
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吾
を
追
っ
て
い
た
牛
河
が
殺
さ
れ
る
と
、
そ
の
口
か
ら
も
リ

ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
が
出
て
く
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
、
異

世
界
と
の
遭
遇
の
う
ち
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
例
で
、
村
上
春

樹
の
作
品
が
こ
れ
ほ
ど
に
も
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
の
は
、

お
そ
ら
く
そ
の
異
世
界
の
現
れ
と
そ
れ
と
の
邂
逅
の
描
き
方

に
あ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
は
単
な
る
非
現
実
や
空
想
の
世
界
で

は
な
く
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「『
雨
月
物
語
』
な
ん
か
に
あ
る
よ
う
に
、
現
実
と
非
現
実

が
ぴ
た
り
と
き
び
す
を
接
す
る
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
境
界
を
超
え
る
こ
と
に
人
は
そ
れ
ほ
ど
の
違
和
感

を
持
た
な
い
。
こ
れ
は
日
本
人
の
一
種
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

の
中
に
元
来
あ
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ1

」

と
村
上
春
樹
は
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
語
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
異
世
界
と
の
交
流
は
恣
意
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は

な
く
て
、
プ
レ
モ
ダ
ン
の
世
界
の
あ
り
方
に
基
づ
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
現
代
の
日
本
人
の
ま
だ
多
く
が
感
覚
的
に
共
有

し
て
い
る
プ
レ
モ
ダ
ン
の
存
在
様
式
に
お
い
て
、
人
々
は
簡

単
に
向
こ
う
側
と
行
き
来
で
き
る
。
つ
ま
り
あ
の
世
や
異
世

界
は
、
リ
ア
ル
に
向
こ
う
側
に
存
在
す
る
も
の
で
、
近
代
の

世
界
観
や
心
理
学
が
み
な
し
て
い
る
よ
う
に
人
間
の
こ
こ
ろ

の
中
の
単
な
る
表
象
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
モ
ダ
ン

の
こ
こ
ろ
は
閉
じ
ら
れ
て
い
ず
、
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
の
よ
う
に
、
羊

が
憑
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
こ
こ
ろ
が
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
で
、
い
わ
ば
自
分
の
外
か
ら
羊
や
そ
の
霊
が
入
っ

て
く
る
か
ら
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
現
代
の

心
理
学
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
、
人
格
の
解
離
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
心
理
学
は
こ
こ
ろ
を
閉
じ
た
も
の
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
、
意
識
の
偏
り
に
よ
っ
て
そ
れ
と
あ
ま
り

に
も
対
立
し
て
つ
な
が
っ
て
い
な
い
人
格
や
、
あ
る
い
は
あ

ま
り
に
も
耐
え
が
た
い
経
験
が
意
識
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
別

の
人
格
と
な
っ
て
解
離
さ
れ
る
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
こ
こ
ろ
の
中
の
こ
と
で
あ
る
。

2
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

こ
こ
ろ

と
こ
ろ
が
最
新
作
の
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、

彼
の
巡
礼
の
年
』
に
お
い
て
、
超
越
性
や
異
世
界
性
が
失
わ

れ
る
と
と
も
に
、
こ
こ
ろ
は
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
か
ら
近
代

意
識
に
特
有
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
て
き
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

多
崎
つ
く
る
は
、
高
校
時
代
か
ら
の
五
人
の
親
し
い
グ
ル

ー
プ
か
ら
突
然
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

が
、
そ
の
理
由
を
知
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
六

年
た
っ
て
、
新
し
い
恋
人
の
沙
羅
に
促
さ
れ
て
、
つ
く
る
は

そ
の
原
因
を
知
ろ
う
と
昔
の
友
人
た
ち
を
訪
ね
て
み
る
と
、
そ

れ
は
友
人
た
ち
の
一
人
の
「
シ
ロ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
女
性

が
、
多
崎
に
よ
っ
て
強
姦
さ
れ
た
と
訴
え
た
か
ら
コ
ン
タ
ク

ト
を
断
た
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
シ
ロ
は
そ
の
後
何
年
も

た
っ
て
、
何
者
か
に
よ
っ
て
絞
殺
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
訪

ね
る
こ
と
が
で
き
た
他
の
三
人
の
友
人
た
ち
は
、
つ
く
る
が

シ
ロ
を
強
姦
す
る
な
ど
あ
り
え
な
い
と
実
は
考
え
て
い
た
も

の
の
、
シ
ロ
の
状
態
が
あ
ま
り
に
も
不
安
定
で
あ
っ
た
の
で
、

訴
え
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

う
す
る
と
、
つ
く
る
に
強
姦
さ
れ
た
と
い
う
話
は
シ
ロ
に
よ

る
で
っ
ち
上
げ
か
妄
想
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
シ
ロ
の

こ
こ
ろ
の
中
だ
け
の
出
来
事
で
あ
る
。

ま
た
親
し
い
グ
ル
ー
プ
か
ら
追
放
さ
れ
た
多
崎
つ
く
る
の

苦
し
み
も
、
あ
く
ま
で
彼
個
人
の
こ
こ
ろ
に
お
け
る
苦
し
み

で
あ
る
。
原
初
的
な
完
全
な
世
界
が
高
校
時
代
に
定
位
さ
れ

て
、
そ
れ
を
崩
し
た
「
ト
ラ
ウ
マ
」
が
作
ら
れ
る
。
こ
れ
は

極
め
て
現
代
の
心
理
学
に
沿
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
個
人
の
こ
こ
ろ
の
中
や
こ
こ
ろ
の
歴
史
の
中
に
原
因

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
心
理
療
法
が
可
能
に
な
る
。
つ
く
る
は

夢
の
中
で
シ
ロ
と
ク
ロ
と
交
わ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
イ

マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
つ
く
る
の
こ
こ
ろ
の
中
の
こ
と
な

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
村
上
春
樹
の
他
の
作
品
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の

違
い
が
際
立
つ
。
た
と
え
ば
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
で
は
、
高

松
で
血
ま
み
れ
に
な
っ
て
意
識
を
失
っ
て
い
た
カ
フ
カ
少
年

と
、
同
じ
時
に
起
こ
っ
た
東
京
で
の
父
親
の
殺
害
と
の
間
に

何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
現
実
的
に
、
科

学
的
に
は
同
時
刻
に
こ
れ
だ
け
離
れ
た
状
況
で
あ
り
え
な
い

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
父
親
を
殺
し
た
の
は
カ
フ
カ
少
年

か
も
し
れ
な
い
。
事
実
警
察
は
、
カ
フ
カ
少
年
が
何
か
事
情

を
知
っ
て
い
る
と
考
え
て
、
追
跡
し
て
く
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
つ
く
る
が
シ
ロ
を
強
姦
し
た
こ
と
も
、
後
に
襲
っ
て
絞

殺
し
た
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
個
人
や
こ
こ
ろ
が
ク

ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
近
代
意
識
に
作
品
世
界
が
近
づ

い
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

心
理
療
法
は
、
そ
の
よ
う
な
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
こ
こ
ろ
に
基
づ
い
て
い
る
。
誰
か
が
突
然
別
人
格
に
な

っ
た
り
、
そ
れ
こ
そ
女
性
が
男
性
の
声
で
話
し
出
し
た
り
し

て
も
、
何
か
が
憑
い
て
い
る
、
外
か
ら
入
っ
て
き
て
い
る
と

は
考
え
な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム

と
し
て
の
こ
こ
ろ
の
中
の
人
格
の
解
離
で
あ
る
。
そ
れ
は
自

分
自
身
の
中
に
原
因
を
持
た
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
に
沿

っ
て
『
色
彩
を
持
た
な
い
…
…
』
で
は
、
多
崎
つ
く
る
は
十

六
年
間
の
閉
じ
こ
も
り
を
必
要
と
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
村
上
春
樹
の
作
品
で
は
、
主
人
公
は
最

初
か
ら
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
世
界
に
生
き
て
い
て
、
そ
れ
の

原
因
を
遡
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、『
色
彩
を
持
た

な
い
…
…
』
に
お
い
て
は
、
完
全
な
る
世
界
の
喪
失
と
い
う

ト
ラ
ウ
マ
体
験
が
、
孤
独
で
あ
る
こ
と
の
原
因
と
し
て
作
ら
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れ
る
。
閉
じ
ら
れ
た
こ
こ
ろ
は
、
必
然
的
に
こ
こ
ろ
の
中
の

歴
史
を
作
り
出
し
、
精
神
分
析
が
典
型
的
な
あ
り
方
で
あ
る

よ
う
に
、
心
理
療
法
は
そ
の
歴
史
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
で
治

療
を
進
め
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
。

3
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
の

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
『
色
彩
を
持
た
な
い
…
…
』
で
は
以
前
の
作

品
の
よ
う
な
前
近
代
的
な
世
界
観
か
ら
近
代
意
識
へ
の
変
貌

を
と
げ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
の

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
は
特
異
で
あ
る
。

親
友
た
ち
か
ら
排
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
傷
が

少
し
癒
え
始
め
た
こ
ろ
に
、
つ
く
る
は
灰
田
と
い
う
哲
学
青

年
と
親
し
く
な
る
。
週
末
の
夜
、
灰
田
は
つ
く
る
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
泊
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
、
二
人
は
よ
く
夜
遅
く
ま
で

話
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
灰
田
が
自
分
の
父
親
が
旅
先
で
出

会
っ
た
緑
川
と
い
う
男
の
話
を
し
た
夜
に
、
つ
く
る
の
体
験

す
る
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。
ま
ず
夜
中
に
目
を
覚
ま
す
と
、

灰
田
が
暗
い
部
屋
の
隅
に
立
ち
、
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
に
寝
た

つ
く
る
を
た
だ
じ
っ
と
見
下
ろ
し
て
い
た
。「
こ
れ
は
夢
で
は

な
い
、
と
つ
く
る
は
思
う
。
夢
に
し
て
は
す
べ
て
が
克
明
に

す
ぎ
る
」
と
つ
く
る
は
感
じ
、「
本
物
の
灰
田
は
、
そ
の
現
実

の
肉
体
は
、
隣
室
の
ソ
フ
ァ
の
上
で
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
お
り
、

こ
こ
に
い
る
の
は
そ
こ
か
ら
離
脱
し
て
や
っ
て
き
た
灰
田
の

分
身
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
」
そ
う
い
う
気
が
し

た
。
や
が
て
灰
田
、
あ
る
い
は
そ
の
分
身
は
密
や
か
に
そ
こ

を
去
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
あ
と
か
ら
、
つ
く
る
は
冒
頭
に
記

述
し
た
よ
う
な
夢
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
リ
ア
ル
な
状
況

で
シ
ロ
と
ク
ロ
と
ま
た
交
わ
り
射
精
す
る
が
、
そ
れ
は
灰
田

の
口
に
よ
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
る
。
翌
朝
に
灰
田
は
何
事
も

な
か
っ
た
よ
う
に
接
す
る
け
れ
ど
も
、
や
が
て
つ
く
る
の
も

と
を
去
っ
て
い
く
。
こ
こ
で
の
夢
や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

現
代
の
心
理
学
が
こ
こ
ろ
の
中
の
も
の
の
象
徴
的
表
現
と
み

な
し
て
い
る
も
の
を
超
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
つ
く
る
の
こ
こ
ろ
の
中
で
閉
じ
ら

れ
て
い
な
い
。
精
神
分
析
に
し
ろ
ユ
ン
グ
心
理
学
に
し
ろ
、
こ

こ
ろ
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
夢
や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
内
容
は
、
そ
の
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
の

本
人
に
と
っ
て
の
象
徴
的
意
味
を
持
つ
。
も
ち
ろ
ん
シ
ロ
と

ク
ロ
と
の
性
的
な
交
わ
り
を
性
的
な
欲
望
や
女
性
像
と
の
結

合
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

ま
ず
枕
元
に
灰
田
が
立
ち
、
そ
の
後
の
夢
と
も
思
わ
れ
な
い

夢
で
灰
田
が
登
場
し
、
射
精
が
灰
田
の
口
に
よ
っ
て
受
け
と

め
ら
れ
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
な
ぜ
か
わ
か
ら
な
い
が
、
灰

田
が
そ
の
後
に
多
崎
つ
く
る
の
元
を
去
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
、

そ
れ
は
実
際
に
何
か
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
夢
は
現
実
と
交
錯
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
な
っ
て
、
他
者
へ
、
身

体
へ
、
現
実
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
似
た
夢
理
論
を
考
え
て
い
た
の
は
、
南
方
熊
楠
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
熊
楠
は
、
夢
で
こ
こ
ろ
が
物
と
交

わ
る
「
事
」
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
死
者

と
の
交
流
が
生
じ
る2

。
灰
田
が
死
に
関
す
る
話
を
し
た
と
き

に
、
普
通
の
夢
で
は
な
く
て
現
実
の
よ
う
な
夢
が
生
じ
た
こ

と
は
、
死
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
射
精
を
灰
田
が
受
け
と
め
た
よ
う
に
、
身
体
や

他
者
と
の
つ
な
が
り
も
重
要
な
よ
う
で
あ
る
。
村
上
春
樹
の

他
の
作
品
に
お
い
て
も
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
の
夢

や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

こ
で
は
村
上
春
樹
か
ら
は
こ
の
視
点
を
取
り
出
す
こ
と
だ
け

と
し
て
、
心
理
療
法
に
関
連
し
て
論
じ
て
み
た
い
。

4
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
危
険
と
禁
止

近
代
の
心
理
療
法
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

こ
こ
ろ
を
前
提
と
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
個
人
に
よ
る
心

理
療
法
が
成
り
立
つ
。
た
と
え
ば
エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
『
無

意
識
の
発
見
』
で
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
、
前
近
代
の
癒
し

技
法
に
お
い
て
は
、
治
療
の
対
象
と
な
る
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
住
民
の
多
く
が
参
加
し
て
の
儀
式
に
な
る
の
に
対
し
て3

、

近
代
の
心
理
療
法
は
基
本
的
に
個
人
と
の
契
約
に
よ
る
。
母

親
の
育
て
方
や
、
母
親
の
自
分
へ
の
関
わ
り
方
を
ク
ラ
イ
エ

ン
ト
が
非
難
し
て
い
て
も
、
あ
え
て
母
親
を
呼
び
出
し
た
り

は
せ
ず
に
、
あ
く
ま
で
も
本
人
の
語
る
内
的
な
母
親
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
受
け
と
め
て
い
き
、
そ
れ
の
変
容
を
は
か
る
。
そ

れ
に
従
っ
て
夢
や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
、
あ
く
ま
で
も
本

人
の
こ
こ
ろ
の
中
の
も
の
の
象
徴
的
表
現
で
あ
る
。
た
と
え

友
人
や
家
族
が
登
場
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
本
人
の

こ
こ
ろ
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

し
か
し
ユ
ン
グ
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
や
夢
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的
な
は
た
ら
き
を
意

識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ユ
ン
グ
の
『
赤
の
書
』
は
、
夢

や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
登
場
し
た
人
物
を
後
か
ら
意
図
的
に
想
起

し
て
、
そ
れ
と
の
対
話
を
し
た
も
の
の
記
録
で
、
そ
の
技
法

は
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ

も
夢
や
描
画
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
た
技
法
の
延
長
線
上

に
思
え
る
。
し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
に
お
い
て
、
現
実
の
人
間
と
の

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
夢
に
友
人
が
登
場
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
自
分
の

こ
こ
ろ
の
中
の
構
成
要
素
、
そ
し
て
自
我
意
識
と
は
異
な
る

側
面
と
し
て
理
解
し
て
い
く
よ
う
に
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ

ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
登
場
す
る
友
人
も
、
同
じ
よ
う
に
単
な
る
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自
分
の
こ
こ
ろ
の
中
の
像
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
分
と
非
常
に
対
照
的
な
性

格
を
し
て
い
て
、
嫌
っ
て
い
る
人
が
夢
に
登
場
し
た
の
な
ら
、

そ
れ
は
自
分
の
「
影
」
と
関
係
し
て
い
る
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
し
か
し
現
実
の
人
と
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
対
話
す
る
こ
と
を
ユ
ン
グ
が
危
険
と
み
な
し
、
禁

止
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
自
分
の
こ
こ
ろ
の
中

の
存
在
に
と
ど
ま
ら
ず
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
そ
の
友

人
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
自
分

の
こ
こ
ろ
の
中
だ
け
に
収
ま
ら
ず
に
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

的
な
も
の
と
し
て
そ
こ
に
登
場
す
る
他
者
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
イ
ス
的
な
は
た
ら
き
を
目
指
す
の
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
そ
の
よ
う
な
側
面
が
あ
る
こ
と
を
ユ
ン
グ
が
知
っ
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
。
夢
や
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的
な
は
た
ら
き
の
例
と
し
て
、
ユ

ン
グ
が
六
十
八
歳
で
心
筋
梗
塞
の
発
作
を
起
こ
し
、
死
に
か

け
た
と
き
に
体
験
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
挙
げ
た
い
。
ユ
ン
グ

は
自
分
が
地
球
か
ら
は
る
か
に
遠
ざ
か
っ
て
い
く
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
見
た
。
そ
れ
は
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
光
景
で
、
ユ
ン
グ

は
も
は
や
戻
っ
て
き
た
く
な
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
そ
の
時

に
ユ
ン
グ
の
主
治
医
が
現
れ
て
、
地
球
に
戻
る
よ
う
に
促
す
。

ユ
ン
グ
は
そ
れ
に
抗
お
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
結
局
は
地
球

に
戻
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
覚
め
て
か
ら
、
ユ
ン
グ
は
非
常
に

失
望
す
る
。
そ
れ
は
天
上
の
世
界
か
ら
地
上
に
連
れ
戻
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
。「
私
が
も
う
一
度
生
き
よ
う
と
本
当
に
決
心

す
る
ま
で
に
は
、
実
際
に
は
ま
だ
三
週
間
あ
ま
り
か
か
っ
た4

」

と
ユ
ン
グ
は
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
自
分
を
連
れ
戻
し
た
主

治
医
に
激
し
い
反
発
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
ユ
ン
グ
は
彼
の

こ
と
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。「
彼
の
生
命
が
危
な
い
、
ど
う

か
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
」
と
ユ
ン
グ
は
思
い
、
主
治
医
が

「
私
の
身
代
わ
り
に
死
ぬ
の
に
違
い
な
い
と
い
う
恐
ろ
し
い
想

い
が
、
突
然
頭
に
浮
か
ん
で
き
た
」。
ユ
ン
グ
は
危
険
を
主
治

医
に
伝
え
よ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
主
治
医
は
取
り
合
わ
な

か
っ
た
。
そ
し
て
ユ
ン
グ
が
ベ
ッ
ド
に
腰
掛
け
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
日
に
主
治
医
は
病
床
に
つ
き
、
実
際
に
亡
く
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
何
か
の
偶
然
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ユ
ン
グ

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
よ
う
に
は
た
ら
き
、

輝
か
し
い
死
の
世
界
か
ら
ユ
ン
グ
を
引
き
取
り
に
き
た
主
治

医
は
、
そ
こ
で
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
死
の
世
界
に
旅
立
っ
て

い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
に
も
、

ユ
ン
グ
が
身
体
的
な
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
、
死
に
瀕
し
て
い

た
こ
と
、
そ
こ
に
他
者
と
し
て
主
治
医
が
現
れ
た
こ
と
が
重

要
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ユ
ン
グ

は
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
か
ら
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
や
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
現
実
の
人
間
が
登
場
す
る
際
に
、
イ

メ
ー
ジ
が
象
徴
と
し
て
で
は
な
く
て
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

と
し
て
は
た
ら
く
こ
と
の
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
そ

れ
を
禁
止
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

5
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
死

夢
や
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的
な
機

能
が
あ
る
と
し
て
も
、
ど
の
イ
メ
ー
ジ
も
そ
う
で
あ
る
わ
け

で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
多
く
の
場
合
に
は

象
徴
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的

な
は
た
ら
き
が
目
立
つ
の
は
、
一
つ
は
死
に
関
し
て
で
あ
ろ

う
。ユ

ン
グ
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

は
と
て
も
印
象
的
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
宣
教
師
と
し

て
中
国
に
渡
り
な
が
ら
、
中
国
の
文
化
に
魅
せ
ら
れ
た
人
で
、

ユ
ン
グ
が
曼
陀
羅
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
も
、
こ
の
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
を
通
じ
て
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
す
っ
か
り

中
国
の
文
化
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
西
洋
に
戻
る

と
ま
た
完
全
に
西
洋
的
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
っ
た
。
ユ

ン
グ
は
そ
こ
に
危
険
性
を
感
じ
て
忠
告
を
す
る
が
、
受
け
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
病
気
に
な
っ
て
亡
く

な
る
が
、
そ
の
二
、
三
週
間
前
に
ユ
ン
グ
は
、
ち
ょ
う
ど
寝

入
ろ
う
と
す
る
と
き
に
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
目
を
覚
ま
さ

れ
た
。
ま
さ
に
『
色
彩
を
持
た
な
い
…
…
』
に
お
い
て
、
灰

田
が
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
多
崎
つ
く
る
を
見
下
ろ
し

て
い
た
の
と
同
じ
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。

「
私
の
ベ
ッ
ド
の
と
こ
ろ
に
、
濃
い
青
い
長ガ

ウ
ン衣
を
着
て
袖
の

中
で
う
で
を
組
ん
で
い
る
一
人
の
中
国
人
が
立
っ
た
。
彼
は

私
に
深
く
お
じ
ぎ
を
し
た
。
ま
る
で
私
に
伝
え
た
い
こ
と
が

あ
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
何
の
知
ら
せ
か
私
に
は

わ
か
っ
た
。
そ
の
幼ヴ

ィ
ジ
ョ
ン像
は
異
常
な
ま
で
に
鮮
か
だ
っ
た
。
そ

の
男
の
し
わ
の
一
本
一
本
を
見
た
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
長

衣
の
織
物
の
糸
の
一
本
一
本
ま
で
が
見
え
た
」。
ま
さ
に
灰
田

が
ベ
ッ
ド
脇
に
立
っ
て
い
た
と
き
に
、「
こ
れ
は
夢
で
は
な
い
、

と
つ
く
る
は
思
う
。
夢
に
し
て
は
す
べ
て
が
克
明
に
す
ぎ
る
」

と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

ユ
ン
グ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
中
国
人
は
亡
く
な
る
前
に
枕

元
に
立
っ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
死
に
関

連
し
て
夢
や
イ
メ
ー
ジ
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
は
た

ら
く
こ
と
は
、
心
理
療
法
に
お
い
て
し
ば
し
ば
経
験
さ
れ
る
。

一
つ
だ
け
自
験
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

そ
れ
は
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
症
状
を
持
っ
て
い
て
、
祖
母

と
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
女
性
の
事
例
で
あ
る
。
セ
ラ
ピ
ー

の
期
間
中
に
祖
母
は
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
何
年
も
し

て
お
盆
過
ぎ
に
彼
女
は
次
の
よ
う
な
夢
を
見
た
。
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「
祖
母
や
他
の
家
族
と
温
泉
に
行
く
。
何
人
か
と
一
緒
。

祖
母
が
先
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
て
い
く
」

こ
の
夢
を
見
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は
し
ば
ら
く
お
墓
参
り

に
行
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
な
ど
と
考
え
て
い
た
。
す

る
と
二
、
三
日
し
て
お
寺
か
ら
、
敷
地
を
工
事
す
る
の
で
お

墓
を
移
動
し
た
い
と
い
う
手
紙
が
来
て
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
は

驚
か
さ
れ
る
。
こ
れ
も
夢
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的
に
は
た

ら
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
夢
は
直
近
の
死
者
で
あ
る
祖

母
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
祖
の
世
界
か
ら
の
何

ら
か
の
知
ら
せ
が
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
祖
母

が
一
人
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
っ
て
先
に
行
っ
た
よ
う
に
、
こ

の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
か
ら
死
の
世
界
へ
の
分
離
は
な
さ
れ
て
お

り
、
死
の
世
界
と
は
ま
だ
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

6
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
身
体・他
者

前
節
で
は
死
と
の
関
連
を
取
り
上
げ
た
が
、
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的
機
能
は
、
身
体
と
非
常
に

関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
身
体
疾
患

の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
や
心
理
療
法
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
と
、
イ

メ
ー
ジ
が
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
く
遭
遇
す
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
、
以
前
も
取
り
上
げ
た
こ
と
の
あ
る
メ

デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
体
験
の
例5

か
ら
考
え
て
み
た

い
。
ユ
ン
グ
研
究
所
で
の
訓
練
中
に
、
分
析
家
や
研
究
所
の

訓
練
生
か
ら
な
る
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
ボ
デ
ィ

ー
ワ
ー
ク
の
グ
ル
ー
プ
に
筆
者
は
参
加
し
て
い
た
。
そ
こ
で

ア
ル
プ
ス
の
麓
に
あ
る
修
道
院
で
合
宿
を
し
て
い
た
時
に
、
全

員
が
輪
に
な
っ
て
座
っ
て
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
順

番
に
ひ
と
り
だ
け
が
輪
か
ら
は
ず
れ
て
目
を
閉
じ
て
う
つ
伏

せ
に
な
り
、
金
属
の
器
を
体
の
上
に
載
せ
、
横
に
座
っ
た
リ

ー
ダ
ー
が
そ
の
器
を
鳴
ら
し
、
次
に
仰
向
き
に
な
っ
て
お
な

じ
こ
と
を
す
る
と
い
う
課
題
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ト
ラ
ン

ス
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
で
も
使
う
よ
う
で
あ
る
が
、
音
は
い
わ
ゆ

る
変
性
意
識
を
作
り
出
し
た
り
、
身
体
の
変
容
を
引
き
起
こ

し
た
り
す
る
力
が
非
常
に
強
く
、
時
に
は
薬
物
以
上
の
効
果

を
あ
げ
る
気
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
グ
ル
ー
プ
の
あ
る
男
性
の
順
番
が
ま
わ
っ
て
き
た
時

に
、
彼
は
課
題
の
途
中
で
促
さ
れ
て
も
頭
を
少
し
動
か
し
た

だ
け
で
体
の
向
き
を
変
え
ず
う
つ
伏
せ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
し
、

ま
た
課
題
が
終
わ
っ
て
も
起
き
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
彼
の

魂
、
あ
る
い
は
意
識
が
遠
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と

を
感
じ
た
リ
ー
ダ
ー
が
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
よ
う
や
く
目
覚
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
と

こ
ろ
が
後
で
行
っ
た
全
体
で
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
時
に
、
リ

ー
ダ
ー
が
上
述
の
よ
う
な
報
告
を
し
た
の
に
、
本
人
は
主
観

的
に
は
体
の
向
き
を
変
え
た
と
思
っ
て
い
た
し
、
瞑
想
状
態

か
ら
目
覚
め
る
の
に
特
に
苦
労
を
し
た
覚
え
も
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
体
験
の
違
い
を
聞
い
て
、
グ
ル
ー
プ

の
あ
る
女
性
が
、「
話
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
」
と
前
置
き

し
て
、
次
の
よ
う
な
体
験
を
付
け
加
え
た
。
彼
が
横
に
な
っ

て
い
た
時
に
、
彼
女
に
は
「
彼
が
ア
ル
プ
ス
の
山
の
上
の
方

に
行
っ
て
し
ま
っ
て
な
か
な
か
下
り
て
こ
な
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
き
て
、
不
安
の
あ
ま
り
思

わ
ず
驚
い
て
目
を
開
け
る
と
、
リ
ー
ダ
ー
が
彼
の
目
を
覚
ま

そ
う
と
い
ろ
い
ろ
努
力
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
の
姿
勢
は
や

は
り
う
つ
伏
せ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
二
人
の
人
が
確
か
め
て

い
る
の
だ
か
ら
、
体
の
向
き
を
変
え
た
と
思
っ
て
い
た
の
は
、

ど
う
も
錯
覚
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。

こ
の
体
験
は
、
身
体
と
は
何
か
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
し

て
も
興
味
深
い
。
し
か
し
こ
こ
で
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
場
合

に
も
イ
メ
ー
ジ
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
的
に
は
た
ら
い
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
グ
ル
ー
プ
の
女
性
は
、
イ
メ
ー
ジ

を
通
じ
て
、
目
が
な
か
な
か
覚
め
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
魂
、

あ
る
い
は
身
体
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
彼
女
が
目
に
し
た
も

の
は
、
寝
返
り
を
う
っ
た
と
錯
覚
し
て
い
た
彼
の
身
体
で
も
、

寝
返
り
を
せ
ず
、
な
か
な
か
目
覚
め
ず
に
横
た
わ
っ
て
い
て

リ
ー
ダ
ー
が
ケ
ア
し
て
い
た
身
体
で
も
な
く
、
ア
ル
プ
ス
の

山
中
を
彷
徨
っ
て
い
た
分
身
の
よ
う
な
身
体
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
過
激
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
死
に
瀕
し
て
い
た
ユ
ン
グ
の
身
体
が
、
地
球
を

離
れ
て
い
っ
た
の
に
類
似
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

心
理
療
法
の
イ
メ
ー
ジ
の
技
法
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
も
っ
ぱ

ら
象
徴
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
技
法
に
な
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
と
し
て
の
機
能
に

も
着
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注1
　
村
上
春
樹
『
夢
を
見
る
た
め
に
毎
朝
僕
は
目
覚
め
る
の
で

す
：
村
上
春
樹
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集 

一
九
九
七
―二
〇
〇
九
』

文
藝
春
秋
、
二
〇
一
〇
年
、
九
三
頁
以
下

2
　
唐
澤
太
輔
『「
中
間
」
と
︿
中
間
﹀：
南
方
熊
楠
　
夢
の
記
述

に
関
す
る
研
究
／
「
や
り
あ
て
」
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
』
早

稲
田
大
学
審
査
学
位
論
文
、
二
〇
一
二
年

3
　

H
・
エ
レ
ン
ベ
ル
ガ
ー
／
木
村
敏
・
中
井
久
夫
監
訳
『
無
意

識
の
発
見

―
力
動
精
神
医
学
発
達
史
』
上
、
弘
文
堂
、
一

九
八
〇
年

4
　

C
・
G
・
ユ
ン
グ
／
A
・
ヤ
ッ
フ
ェ
編
／
河
合
隼
雄
・
藤
縄

昭
・
出
井
淑
子
訳
『
ユ
ン
グ
自
伝

―
思
い
出
・
夢
・
思
想

2
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年

5
　
河
合
俊
雄
『
心
理
臨
床
の
理
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、

河
合
俊
雄
「
治
療
空
間
に
お
け
る
第
三
の
身
体
」『
臨
床
心

理
学
事
例
研
究
』
二
二
号
、
一
八
―一
九
頁
、
京
都
大
学
教

育
学
部
心
理
教
育
相
談
室
、
一
九
九
五
年

本
稿
は
改
稿
さ
れ
て
、『
新
潮
』
二
〇
一
四
年
三
月
号
、
二
七
七
―

二
八
六
頁
に
掲
載
さ
れ
た
。
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は
じ
め
に

身
心
変
容
の
経
験
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
旅
を
忘
れ

る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
な
に
し
ろ
旅
は
、
五
感
で
も
っ
て

受
け
と
め
る
新
し
さ
の
お
か
げ
で
、
身
心
の
変
容
を
迫
り
も

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
探
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
足

場
を
、
芭
蕉
の
『
奥
の
細
道
』
に
求
め
た
い
と
思
う
。

芭
蕉
（
一
六
四
四
︲
九
四
）
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く

一
七
世
紀
の
人
で
あ
る
。
晩
年
の
作
『
奥
の
細
道
』
は
一
七

世
紀
も
末
に
し
る
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
同
時
代
の
世
界
の

中
に
『
奥
の
細
道
』
を
置
い
て
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
く
る
。
と
り
わ
け
一
七
世
紀
西
洋
の
二
つ
の
著
作

と
比
べ
て
み
た
と
き
、
そ
う
思
わ
れ
る
の
だ
。
二
つ
の
著
作

と
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
一
五
六
一
︲
一
六
二
六
）

の
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』（
一
六
二
七
年
）
と
バ
ル

タ
サ
ー
ル
・
グ
ラ
シ
ア
ン
（
一
六
〇
一
︲
五
八
）
の
『
ク
リ
テ

ィ
コ
ン
』（
一
六
五
一
︲
五
七
年
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
つ
の
著
作
が
、
い
ず
れ
も
旅
物
語
で
あ
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
の
あ
り
よ
う
が
、

極
端
な
ま
で
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
異
な
り
を
考
え
あ
わ

せ
る
こ
と
で
、
旅
を
考
察
す
る
一
助
に
し
た
い
と
思
う
の
だ
。

ち
な
み
に
、
哲
学
者
ベ
ー
コ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
グ

ラ
シ
ア
ン
に
せ
よ
、
芭
蕉
に
せ
よ
、
大
変
な
思
想
家
で
あ
っ

た
こ
と
も
、
考
慮
し
な
い
わ
け
に
い
く
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
三

つ
の
旅
物
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
を
実
践
し
た
も
の
と
も

見
な
し
う
る
の
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
共
通
点
は
、
そ
れ
く

ら
い
に
し
て
、
相
違
点
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
し
よ
う
。

1
遠
心
的
／
求
心
的

ま
ず
、
遠
心
的
か
求
心
的
か
の
違
い
が
、
目
に
つ
く
。
刊

行
年
に
そ
っ
て
、
検
討
し
て
み
よ
う
。『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ス
』
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
、
遠
心
的
で
あ
る
。
こ

の
旅
物
語
は
、
ペ
ル
ー
か
ら
日
本
に
向
か
う
途
中
で
、
ベ
ン

サ
レ
ム
、
す
な
わ
ち
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
に
漂
着
す

る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ー
コ
ン

の
母
国
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も

遠
ざ
か
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。
遠
心
的
と
見
な
す
次
第
だ
。

『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
に
つ
い
て
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の

物
語
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』

と
違
い
、
全
三
部
か
ら
な
る
長
篇
で
あ
る
。
こ
こ
で
詳
細
に

た
ど
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
主
人
公
ク
リ

テ
ィ
ロ
の
旅
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
要
約
で
き
よ
う
。

ク
リ
テ
ィ
ロ
は
、
イ
ン
ド
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地
ゴ
ア
か
ら

ス
ペ
イ
ン
に
向
か
う
途
中
で
、
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
に
漂
着

し
、
そ
こ
で
野
生
児
ア
ン
ド
レ
ニ
オ
に
助
け
ら
れ
、
以
後
、
二

人
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
経
て
イ
タ
リ
ア
へ

と
旅
を
つ
づ
け
、
ロ
ー
マ
経
由
で
、
不
死
の
島
に
到
達
す
る

と
い
う
設
定
だ
。
ス
ペ
イ
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
だ
っ
た
グ
ラ

シ
ア
ン
に
と
っ
て
、
イ
ン
ド
か
ら
ロ
ー
マ
へ
と
た
ど
ら
れ
る

旅
は
、
求
心
的
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
永
遠
の
都
ロ
ー
マ

は
、
イ
エ
ズ
ス
会
本
部
の
あ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
か
ら
だ
。

で
は
、
そ
れ
ら
二
つ
の
旅
物
語
に
比
し
て
『
奥
の
細
道
』

は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
芭
蕉
の
居
住
地
、
江
戸
か
ら
遠
ざ
か

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

旅
と
身
心
変
容
―
芭
蕉
と
と
も
に篠

原
資
明

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
教
授
／
美
学
・
ま
ぶ
さ
び
瞑
想
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る
旅
だ
っ
た
と
い
う
点
で
、
や
は
り
、
遠
心
的
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
い
。
お
ま
け
に
、
京
の
都
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
遠
ざ
か

る
旅
と
い
う
の
は
、
芭
蕉
に
と
っ
て
、
は
じ
め
て
の
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
外
へ
の
旅
を
語

る
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
に
比
べ
る
と
、
国
内
の

旅
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
遠
心
性
の
度
合
い
は
低
い
。

し
た
が
っ
て
、
遠
心
的
か
求
心
的
か
に
よ
り
三
つ
の
旅
物

語
を
図
式
的
に
配
す
な
ら
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

遠
心
的
←
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
―
『
奥
の
細
道
』

―
『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
→
求
心
的

2
旅
の
虚
実

今
度
は
、
旅
の
虚
実
と
い
う
点
か
ら
見
て
み
よ
う
。『
ニ
ュ

ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
は
、
そ
も
そ
も
が
架
空
の
国
の
物

語
で
あ
る
。
船
出
し
た
と
い
う
ペ
ル
ー
も
太
平
洋
も
実
在
す

る
と
は
い
え
、
明
ら
か
に
、
重
心
は
ベ
ン
サ
レ
ム
と
い
う
架

空
の
国
に
あ
る
以
上
、
虚
実
と
い
う
点
で
は
、
虚
の
度
合
い

が
圧
倒
的
と
い
っ
て
よ
い
。

『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
は
、
地
理
上
に
実
在
す
る
場
所
を
経
由

す
る
。
し
か
し
、
最
終
地
の
不
死
の
島
は
架
空
の
場
所
で
あ

る
上
、
作
品
全
体
に
わ
た
り
随
所
に
幻
想
的
な
場
面
設
定
が

ま
じ
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
虚
の
部
分
も
無
視
は
で
き
な
い
。

『
奥
の
細
道
』
の
旅
が
た
ど
る
の
は
、
最
初
か
ら
終
わ
り
ま

で
、
実
在
す
る
場
所
で
あ
る
。
実
際
の
旅
に
も
と
づ
く
以
上
、

当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
随
行
者
の
曾

良
が
し
る
し
た
日
記
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、

土
地
土
地
で
の
滞
在
日
数
や
旅
の
難
渋
ぶ
り
な
ど
、
実
際
の

旅
の
あ
り
よ
う
か
ら
は
異
な
る
部
分
も
目
に
つ
く
。
や
は
り

『
奥
の
細
道
』
と
い
う
作
品
へ
と
仕
上
げ
る
段
階
で
、
相
当
の

脚
色
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
疑
い
な
い
の
だ
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
三
つ
の
旅
物
語
を
虚
実
の
度
合
い
で

図
式
的
に
示
せ
ば
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

虚
←
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
―
『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』

―
『
奥
の
細
道
』
→
実

3
到
着
地
と
プ
ロ
セ
ス

相
違
点
を
あ
ぶ
り
出
す
、
さ
ら
な
る
基
準
と
し
て
、
旅
の

到
着
地
な
い
し
は
最
終
地
点
と
プ
ロ
セ
ス
と
の
、
ど
ち
ら
に

重
心
が
置
か
れ
る
か
も
、
ぜ
ひ
と
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
る
ま

い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
基
準
か
ら
す
る
と
、『
ニ
ュ
ー
・
ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
と
『
奥
の
細
道
』
と
は
、
正
反
対
と
い
っ

て
も
よ
い
ほ
ど
の
異
な
り
を
見
せ
る
か
ら
だ
。

『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
に
お
い
て
、
プ
ロ
セ
ス
は
、

ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
に
等
し
い
。
重
要
な
の
は
、
一

種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の

あ
り
よ
う
を
記
述
す
る
こ
と
で
あ
る
。
到
着
地
の
ほ
う
が
、
そ

こ
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
よ
り
、
は
る
か
に
大
き
な
意
味
を
も

つ
と
い
う
ゆ
え
ん
だ
。

こ
れ
に
対
し
、『
奥
の
細
道
』
に
お
い
て
、
最
終
地
の
大
垣

は
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
比
し
て
圧
倒
的
に

重
要
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
意
味
を
も
た
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
む
し
ろ
、
旅
の
プ
ロ
セ
ス
に

比
べ
て
、
圧
倒
的
に
重
要
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
お
ま
け

に
、
こ
の
旅
物
語
は
、
伊
勢
へ
の
さ
ら
な
る
旅
を
匂
わ
せ
て

終
わ
る
の
で
あ
る
。
大
垣
と
い
う
最
終
地
も
ま
た
、
あ
く
ま

で
旅
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
環
と
い
う
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
踏
み
し
め
て
い
く
旅
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
大
き

な
意
味
を
も
つ
の
だ
。

で
は
『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
プ
ロ
セ

ス
も
最
終
地
点
も
重
視
す
る
独
特
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
せ
て
い

る
。
不
死
の
島
と
い
う
到
達
地
は
、
も
ち
ろ
ん
重
要
で
は
あ

ろ
う
。
そ
の
島
の
「
永
遠
の
館
」
こ
そ
が
、
ク
リ
テ
ィ
ロ
と

ア
ン
ド
レ
ニ
オ
と
い
う
二
人
の
旅
人
が
た
ど
っ
て
き
た
プ
ロ

セ
ス
を
意
味
あ
る
も
の
と
す
る
か
ら
だ
。
こ
の
世
の
永
遠
と

い
え
る
名
声
に
値
す
る
者
だ
け
が
、
そ
の
「
永
遠
の
館
」
に

入
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
二
人
が
そ
れ
だ

け
の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
場
面
だ
。
と

い
う
の
も
、
そ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
危

機
の
あ
れ
こ
れ
が
、
要
約
的
な
か
た
ち
で
な
が
ら
、
再
度
示

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
到
達
地
は
、
プ
ロ
セ
ス

を
振
り
返
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
到
達
地
と
し
て
の
意
味
を

も
つ
わ
け
だ
。

し
た
が
っ
て
、
到
達
地
と
プ
ロ
セ
ス
と
の
ど
ち
ら
に
重
心

が
置
か
れ
る
か
に
よ
り
、
三
つ
の
旅
物
語
を
配
す
れ
ば
、
左

記
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

到
達
地
←
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
―
『
ク
リ
テ
ィ

コ
ン
』
―
『
奥
の
細
道
』
→
プ
ロ
セ
ス

4
死
者
の
影
の
有
無

も
う
ひ
と
つ
見
落
と
せ
な
い
の
は
、
死
者
の
影
の
有
無
と

い
う
点
で
あ
る
。『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
を
ひ
も
と

い
て
も
、
そ
こ
に
死
者
の
影
ら
し
い
も
の
は
見
い
だ
し
が
た

い
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
新
し
い
発
明
発
見
に
よ
っ
て
顕
揚
さ

れ
る
死
者
た
ち
だ
。
事
実
、『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』

の
最
後
近
く
で
は
、
そ
う
い
っ
た
発
明
発
見
者
た
ち
の
像
が

展
示
さ
れ
て
い
る
長
大
な
回
廊
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
で
は
、「
永
遠
の
館
」
に
入
る
こ
と
を
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許
さ
れ
た
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
永
遠
の
名
声
に
値
す
る
者
た

ち
は
、
そ
の
大
半
が
死
者
た
ち
で
あ
ろ
う
か
ら
、
あ
る
意
味

で
、『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
の
顕
揚
さ
れ
る
死
者
た

ち
に
匹
敵
す
る
存
在
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
い
わ

ば
も
っ
と
切
実
な
意
味
で
の
死
者
の
影
が
、
そ
こ
に
は
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ク
リ
テ
ィ
ロ
が
ゴ
ヤ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と

旅
立
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
恋
人
の
フ
ェ
リ
シ
ン
ダ

か
ら
来
る
よ
う
に
と
誘
わ
れ
た
か
ら
だ
っ
た
が
、『
ク
リ
テ
ィ

コ
ン
』
第
一
部
第
一
二
章
で
、
ア
ン
ド
レ
ニ
オ
が
フ
ェ
リ
シ

ン
ダ
と
の
あ
い
だ
の
子
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
か
し
、

第
三
部
第
九
章
ま
で
く
る
と
、
そ
の
フ
ェ
リ
シ
ン
ダ
が
天
国

に
召
さ
れ
た
と
知
る
に
い
た
る
の
だ
。

『
奥
の
細
道
』
は
と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
そ
の
元
に
な
る
旅

が
行
わ
れ
た
一
六
八
九
年
が
、
芭
蕉
に
と
っ
て
特
別
な
存
在

だ
っ
た
西
行
没
後
五
百
年
の
前
年
に
当
た
る
年
だ
っ
た
こ
と

か
ら
も
う
か
が
え
る
と
お
り
、
そ
の
旅
は
、
西
行
を
は
じ
め

と
す
る
い
に
し
え
の
歌
人
た
ち
の
歌
枕
を
た
ず
ね
る
旅
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
源
義
経
な
ど
、
非

業
の
死
を
遂
げ
た
武
将
た
ち
を
た
ず
ね
る
旅
で
も
あ
っ
た
の

だ
。
お
ま
け
に
、『
奥
の
細
道
』
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
か
わ

い
が
っ
て
い
た
甥
の
桃
印
の
死
も
ま
た
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
死
者
の
影

が
濃
厚
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
死
者
の
影
の
有
無
に
よ
り
、
三
つ
の

旅
物
語
を
配
す
れ
ば
、
左
記
の
と
お
り
だ
。

（
死
者
の
影
）
有
←
『
奥
の
細
道
』
―
『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
―

『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
→
無

5
芸
術
哲
学
と
の
関
係

こ
の
よ
う
に
相
違
点
を
あ
ぶ
り
出
し
た
上
で
、
最
初
に
示

唆
し
た
共
通
点
の
ひ
と
つ
に
立
ち
も
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ

れ
は
各
著
者
の
思
想
、
わ
け
て
も
芸
術
哲
学
と
の
関
係
で
あ

る
。ベ

ー
コ
ン
は
、
人
間
の
知
性
を
記
憶
と
想
像
力
と
理
性
の

三
つ
に
分
け
、
想
像
力
の
活
動
を
詩
に
割
り
ふ
っ
た
。
こ
の

考
え
方
は
、
一
八
世
紀
の
百
科
全
書
派
を
と
お
し
て
、
想
像

力
を
、
詩
だ
け
で
な
く
、
芸
術
全
般
の
担
い
手
と
す
る
考
え

へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
。
い
わ
ば
近
代
美
学
の
王
道
を
な
す

考
え
方
だ
。

た
だ
、
ベ
ー
コ
ン
に
よ
れ
ば
、「
詩
は
事
物
の
表
れ
を
精
神

の
欲
求
に
従
わ
せ
る
」（『
学
問
の
進
歩
』
一
六
〇
五
年
）
と
い
う
。

す
な
わ
ち
想
像
力
と
は
、
あ
く
ま
で
精
神
の
欲
求
に
従
っ
て

こ
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』

は
、
ベ
ー
コ
ン
自
身
、
自
ら
の
精
神
の
欲
求
に
従
う
か
た
ち

で
、
想
像
力
を
駆
使
し
て
、
も
の
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
そ
の
欲
求
の
一
端
は
、
ベ
ン
サ
レ
ム
が
、
あ
く

ま
で
キ
リ
ス
ト
教
国
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も

う
か
が
え
よ
う
。
ベ
ー
コ
ン
の
生
き
た
時
代
は
、
国
王
で
い

う
と
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
女
王
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
の
時
代

で
あ
る
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
父
ヘ
ン
リ
ー
八
世
は
、
自
ら
の
離

婚
を
認
め
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
絶
縁
し
、
イ
ギ
リ
ス
国

教
会
を
作
り
あ
げ
た
王
だ
っ
た
。
以
後
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス

ト
教
内
部
の
争
い
が
、
国
情
を
不
安
定
に
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
事
実
、『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
の
著
者
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
は
、

ヘ
ン
リ
ー
八
世
に
反
対
し
た
咎
で
処
刑
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ー

コ
ン
自
身
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
不
興
を
買
い
も
し
た
し
、
晩
年

に
は
、
大
法
官
の
地
位
か
ら
転
落
し
、
幽
閉
の
の
ち
隠
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
に

描
き
だ
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
国
ベ
ン
サ
レ
ム
の
穏
や
か
な
国

情
に
は
、
明
ら
か
に
、
ベ
ー
コ
ン
の
精
神
の
欲
求
が
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

グ
ラ
シ
ア
ン
に
お
い
て
、
ベ
ー
コ
ン
に
と
っ
て
の
想
像
力

に
相
当
す
る
の
は
、
才
知
（ingenio

）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を

確
認
す
る
前
に
、
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
人
、
フ
ア
ン
・
ウ

ア
ル
テ
に
よ
る
『
諸
学
の
た
め
の
才
知
の
検
討
』（
一
五
七
五

年
）
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
こ
の
書
物
は
、
す

で
に
一
五
九
四
年
に
は
英
訳
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ベ
ー
コ
ン

も
参
照
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ウ
ア
ル
テ
の
書
名
か
ら
推
測

さ
れ
る
と
お
り
、
一
六
世
紀
に
は
、
人
間
知
性
は
才
知
と
も

呼
ば
れ
て
い
た
。
才
知
と
は
、
人
間
知
性
全
般
を
名
ざ
す
も

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
世
紀
に
な
る
と
、
グ

ラ
シ
ア
ン
の
才
知
論
を
見
れ
ば
わ
か
る
と
お
り
、
才
知
は
美

を
め
ざ
す
能
力
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
細
か
い
経
緯
は
抜
き
に

し
て
大
ま
か
に
い
う
な
ら
ば
、
美
的
な
能
力
を
名
ざ
す
言
葉

と
し
て
、
想
像
力
と
才
知
と
が
競
合
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

才
知
と
は
、
大
ま
か
に
い
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
性
を

作
り
出
し
、
洗
練
さ
せ
る
能
力
で
あ
る
。
グ
ラ
シ
ア
ン
は
、
そ

の
著
『
鋭
戯
そ
し
て
才
知
の
術
』（
一
六
四
八
年
）
に
お
い
て
、

才
知
と
鋭
戯
（agudeza

）
の
精
緻
な
分
析
と
分
類
を
試
み
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
、『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
に
適
用
さ
れ
た
と

お
ぼ
し
き
二
種
の
鋭
戯
に
と
ど
め
よ
う
。
ち
な
み
に
鋭
戯
と

は
、
方
法
的
に
磨
き
あ
げ
ら
れ
る
鋭
さ
の
こ
と
で
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
大
技
巧
の
鋭
戯
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
要
す

る
に
、
大
が
か
り
な
技
巧
を
凝
ら
し
て
複
雑
に
織
り
あ
げ
る

の
に
用
い
ら
れ
る
鋭
戯
で
あ
る
。『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
の
よ
う

な
大
が
か
り
で
技
巧
的
な
作
品
に
は
、
必
須
と
い
っ
て
よ
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
い
わ
ば
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
駆
使
さ
れ
る

名
辞
の
鋭
戯
で
あ
る
。
わ
か
り
や
す
い
例
を
挙
げ
れ
ば
、
タ

イ
ト
ル
の
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
（C

riticón

）、
主
人
公
の
ク
リ
テ
ィ
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ロ
（C

ritilo

）、
一
章
、
二
章
と
い
う
と
き
の
章
の
名
前
と
し

て
使
わ
れ
る
ク
リ
ー
シ
（crisi

）
と
い
う
、
三
つ
の
言
葉
の
関

係
性
を
作
り
あ
げ
る
の
に
用
い
ら
れ
る
も
の
だ
。
ク
リ
テ
ィ

コ
ン
と
は
、
大
批
評
家
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
、
ク
リ
ー
シ

と
は
危
機
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
主
人
公
の
ク
リ
テ
ィ
ロ
は
、

各
章
ご
と
に
危
機
を
乗
り
き
っ
て
い
く
こ
と
で
、
大
批
評
家

と
し
て
成
長
し
て
い
く
と
い
う
含
意
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

ベ
ー
コ
ン
に
と
っ
て
の
想
像
力
、
グ
ラ
シ
ア
ン
に
と
っ
て

の
才
知
、
そ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
を
芭
蕉
に
探
れ
ば
、
や

は
り
風
雅
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
『
笈
の

小
文
』
か
ら
、
つ
ぎ
の
く
だ
り
を
引
く
。

西
行
の
和
歌
に
お
け
る
、
宗
祇
の
連
歌
に
お
け
る
、
雪
舟

の
絵
に
お
け
る
、
利
休
の
茶
に
お
け
る
、
其そ

の

貫
道
す
る
物

は
一い

つ

な
り
。
し
か
も
風
雅
に
お
け
る
も
の
、
造
化
に
随し

た
が
い

て
四し

い

時じ

を
友
と
す
。

こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
風
雅
と
は
、
自
然
を
友
と

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
も
、
こ
こ
に
い
う
自
然
と
は
、
静

的
な
不
変
の
自
然
で
は
な
く
、
季
節
と
と
も
に
変
化
す
る
自

然
な
の
で
あ
る
。
い
や
、
そ
れ
だ
け
で
は
い
い
足
り
な
い
。
な

ぜ
な
ら
芭
蕉
は
、『
三
冊
子
』
に
あ
る
「
千
変
万
化
す
る
物
は

自
然
の
理
也
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
変
化

こ
そ
が
自
然
の
本
質
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。
同
じ
く
『
三

冊
子
』
に
「
乾
坤
の
変
は
風
雅
の
た
ね
な
り
」
と
あ
る
の
を

考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
、
芭
蕉
に
と
っ
て
風
雅
と
は
、
変
化
す

な
わ
ち
自
然
に
根
ざ
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
変
化
し
な
い
自
分
が
、
変
化
す
る
自

然
を
相
手
に
す
る
と
こ
ろ
に
、
風
雅
が
存
す
る
と
考
え
る
な

ら
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
ろ
う
。「
無
常
の
観
、
な
ほ
亡
師
の
心

な
り
」
と
『
三
冊
子
』
に
伝
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
う
か
が
え
る

の
は
、
自
分
も
自
然
も
と
も
に
無
常
で
生
成
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
自
然
を
友
と
す
る
と
は
、
わ
れ
も
無
常
、
自
然
も
無

常
と
の
思
い
で
、
自
然
と
生
成
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
ほ
か

な
る
ま
い
。
旅
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
自
然

と
の
共
生
成
を
生
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。『
奥
の
細
道
』
は
、
風

雅
を
実
践
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

6
い
ま
か
つ
て
間
の
立
場
か
ら

そ
も
そ
も
旅
に
は
、
新
し
さ
の
体
験
が
つ
き
ま
と
う
。
そ

の
よ
う
な
体
験
あ
っ
て
こ
そ
の
旅
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ベ
ー

コ
ン
に
せ
よ
、
グ
ラ
シ
ア
ン
に
せ
よ
、
芭
蕉
に
せ
よ
、
三
者

そ
れ
ぞ
れ
に
旅
物
語
を
し
る
し
た
こ
と
の
根
底
に
、
新
し
さ

の
称
揚
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
モ
ダ
ン
の
語

源
に
当
た
る
ラ
テ
ン
語
のm

odernus

に
は
「
新
し
い
」
と
い

う
意
味
が
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
新
し
さ
の
称
揚
は
、
モ

ダ
ン
の
根
幹
を
な
す
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
表
れ
る
か
だ
ろ
う
。

ベ
ー
コ
ン
は
、
そ
の
『
ノ
ヴ
ム
・
オ
ル
ガ
ヌ
ム
』
か
ら
も

読
み
と
れ
る
と
お
り
、
世
界
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た

印
刷
術
と
火
薬
と
羅
針
盤
と
が
、
い
ず
れ
も
旧
来
の
ス
コ
ラ

学
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
創
り
だ
さ
れ
た
こ

と
を
重
視
し
て
い
た
。
ベ
ー
コ
ン
的
モ
ダ
ン
と
は
、
世
界
を

よ
い
方
向
へ
と
変
え
る
は
ず
の
効
果
的
な
発
明
・
発
見
を
求

め
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
。『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ

ィ
ス
』
の
叙
述
が
、
そ
の
た
め
の
研
究
組
織
の
あ
り
よ
う
に

さ
か
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

新
し
さ
の
称
揚
と
い
う
点
で
は
、
グ
ラ
シ
ア
ン
も
負
け
て

は
い
な
い
。『
ク
リ
テ
ィ
コ
ン
』
の
第
一
部
第
三
章
で
は
、「
新

し
さ
は
…〔
中
略
〕…
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
の
幸
福
」
で
あ
り
、

「
第
一
級
の
人
間
の
唯
一
の
特
権
」
で
あ
る
と
し
る
す
ほ
ど
だ
。

こ
の
よ
う
に
極
端
な
ま
で
に
新
し
さ
を
評
価
す
る
一
方
で
、
グ

ラ
シ
ア
ン
は
古
い
も
の
を
忘
れ
さ
ろ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
古
代
の
き
わ
め
て
広
や
か
な
劇
場
」

は
「
幸
福
な
記
憶
」
と
し
て
現
前
す
る
と
い
う
の
だ
（『
分
別

あ
る
者
』
一
六
四
六
年
）。
幸
福
な
記
憶
が
現
前
す
れ
ば
、
人
は
、

そ
れ
を
な
つ
か
し
む
だ
ろ
う
。
新
し
さ
を
評
価
す
る
一
方
で
、

な
つ
か
し
む
。
こ
う
い
っ
た
タ
イ
プ
を
、
新
し
み
つ
つ
な
つ

か
し
む
、
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
新
し
む
と
い
う
こ
と
は
、
古
い
も
の
と

の
関
連
で
し
か
語
り
え
な
い
。
い
い
か
え
る
な
ら
、
い
ま
の

新
し
さ
と
は
、
か
つ
て
と
の
関
係
で
は
じ
め
て
い
え
る
こ
と

だ
。
す
な
わ
ち
、
新
し
み
は
、
い
ま
か
つ
て
間
の
あ
り
よ
う

に
即
し
て
感
取
さ
れ
る
。
こ
の
か
つ
て
が
、
幸
福
な
過
去
で

あ
る
な
ら
、
い
ま
か
つ
て
間
は
、
新
し
み
つ
つ
な
つ
か
し
む
、

と
い
う
か
た
ち
で
感
取
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
か
つ
て
は
、
幸
福
な
も
の
と
し
て
、
な
つ
か
し

ま
れ
る
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
思
い
だ
し
た
く
な
い
ほ
ど

厭
わ
し
い
か
つ
て
も
、
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
か
つ
て

に
対
す
る
感
取
の
あ
り
よ
う
を
、
こ
こ
で
は
単
純
化
し
て
悔

し
む
と
呼
ん
で
お
く
。
悔
し
ま
れ
る
過
去
に
対
し
て
は
、
人

は
往
々
に
し
て
別
様
の
過
去
を
作
り
だ
す
。
ベ
ー
コ
ン
は
、
す

で
に
触
れ
た
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
あ
り
よ
う
に
象
徴
さ
れ
る

政
治
的
状
況
を
悔
し
む
ほ
か
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ニ
ュ
ー
・

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
い
う
、
別
様
の
過
去
か
ら
展
開
し
た
キ

リ
ス
ト
教
国
を
創
案
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ベ
ー
コ
ン
的

モ
ダ
ン
の
背
景
に
、
そ
の
よ
う
な
新
し
み
つ
つ
悔
し
む
と
い

う
、
い
ま
か
つ
て
間
の
あ
り
よ
う
を
見
た
く
も
な
る
わ
け
だ
。

で
は
『
奥
の
細
道
』
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
旅
物
語

で
の
芭
蕉
の
姿
に
、
西
行
の
一
種
の
コ
ス
プ
レ
を
見
る
研
究

も
あ
る
く
ら
い
、
こ
の
旅
は
、
西
行
を
深
く
意
識
し
た
も
の

だ
っ
た
。
は
る
か
に
慕
う
大
先
達
の
古
跡
を
た
ず
ね
る
旅
、
そ

こ
に
な
つ
か
し
む
と
い
う
感
取
の
あ
り
よ
う
を
見
る
の
は
、
た

や
す
い
。
ま
た
、
源
氏
方
の
非
業
の
死
を
遂
げ
た
武
将
た
ち
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の
跡
を
た
ず
ね
る
と
き
、
彼
ら
の
悔
し
む
思
い
を
共
有
す
る

芭
蕉
も
い
る
。
し
か
し
、
西
行
に
せ
よ
、
武
将
た
ち
に
せ
よ
、

い
ず
れ
に
せ
よ
亡
き
人
々
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
悔

し
む
に
せ
よ
、
な
つ
か
し
む
に
せ
よ
、
亡
き
人
を
さ
び
し
む

と
い
う
深
い
情
趣
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

芭
蕉
は
、「
新
し
み
は
俳
諧
の
花
也
」（『
三
冊
子
』）
と
い
う

言
葉
か
ら
も
う
か
が
え
る
と
お
り
、
新
し
さ
を
称
揚
す
る
面

を
も
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
無
常
観
を
宗
と
し
て
い
た

か
ら
、
さ
び
し
む
と
い
う
感
取
の
あ
り
よ
う
は
、
い
に
し
え

の
亡
き
人
に
の
み
向
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
わ
が
身
も
、

自
然
も
、
た
え
ず
新
し
み
つ
つ
さ
び
し
ま
れ
る
ほ
か
な
い
無

常
な
あ
り
よ
う
を
示
す
。
ベ
ー
コ
ン
的
モ
ダ
ン
と
も
、
グ
ラ

シ
ア
ン
的
モ
ダ
ン
と
も
区
別
さ
れ
る
、
芭
蕉
的
モ
ダ
ン
を
風

雅
モ
ダ
ン
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
、
新
し
み
つ
つ
さ
び
し

む
と
い
う
、
い
ま
か
つ
て
間
の
深
い
感
取
の
あ
り
よ
う
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

7
風
雅
モ
ダ
ン
と
現
代

『
奥
の
細
道
』
の
旅
は
、
の
ち
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
と

つ
の
範
と
す
べ
き
旅
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
蕪
村
、
子

規
、
山
頭
火
な
ど
、
著
名
な
俳
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
人
た
ち
が
、
そ
の
旅
を
な
ぞ
る
か
の
よ
う
な
旅
を
こ
こ
ろ

ざ
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
ぞ
り
か
え
す
だ
け
の
旅
で

は
、
さ
き
に
一
七
世
紀
の
旅
物
語
の
比
較
を
通
じ
て
特
徴
づ

け
た
『
奥
の
細
道
』
な
ら
で
は
の
旅
の
特
性
も
、
か
え
っ
て

薄
め
ら
れ
か
ね
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
世
紀
以
降
に
、
芭

蕉
的
な
旅
を
独
自
に
推
し
進
め
た
者
と
し
て
、
種
田
山
頭
火

（
一
八
八
二
︲
一
九
四
〇
）
と
河
原
温
の
二
人
に
、
簡
単
な
が
ら

触
れ
て
お
こ
う
。

山
頭
火
は
曹
洞
禅
を
修
し
、
芭
蕉
は
臨
済
禅
を
修
し
て
い

た
。
い
わ
ば
、
と
も
に
禅
僧
で
あ
る
。
そ
の
山
頭
火
に
、
禅

と
旅
を
語
っ
た
文
章
が
あ
る
。
少
し
長
い
が
、
つ
ぎ
に
引
く
。

禅
門
に
「
歩
々
到
着
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は

一
歩
一
歩
が
そ
の
ま
ま
到
着
で
あ
り
、
一
歩
は
一
歩
の
脱

落
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
寸
坐
れ
ば
一
寸
の
仏
と

い
う
語
句
と
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

私
は
歩
い
た
、
歩
き
つ
づ
け
た
、
歩
き
た
か
っ
た
か
ら
、

い
や
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
い
や
い
や
歩

か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
歩
い
た
の
で
あ
る
、
歩

き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
き
の
う
も
歩
い
た
、
き
ょ

う
も
歩
い
た
、
あ
す
も
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
さ

っ
て
も
ま
た
。
―

木
の
芽
草
の
芽
歩
き
つ
づ
け
る

は
て
も
な
い
旅
の
つ
く
つ
く
ぼ
う
し

け
ふ
は
け
ふ
の
道
の
た
ん
ぽ
ぽ
さ
い
た

　
　
　
□

ど
う
し
よ
う
も
な
い
ワ
タ
シ
が
歩
い
て
を
る

　
　
　
　
　
　
　（
山
頭
火「
歩
々
到
着
」、『
春
菜
』層
雲
二

百
五
十
号
記
念
集
、一
九
三
二
年
五
月
）

歩
々
到
着
と
は
、
プ
ロ
セ
ス
重
視
タ
イ
プ
の
究
極
の
あ
り

よ
う
を
さ
す
言
葉
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
旅
が
、

自
然
を
友
と
す
る
旅
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
添
え
ら
れ
た

俳
句
か
ら
も
読
み
と
ら
れ
る
。
芭
蕉
的
に
い
え
ば
、
ま
さ
に

風
雅
を
実
践
す
る
旅
の
姿
だ
。

し
か
し
、
さ
ら
に
芭
蕉
的
な
旅
を
推
し
進
め
た
人
と
し
て
、

ぜ
ひ
と
も
河
原
温
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
と
い
っ
て
も
、
河

原
温
が
芭
蕉
に
触
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も

俳
人
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ
え
て
ジ
ャ
ン
ル
分
け
す
れ

ば
、
美
術
家
な
い
し
は
画
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
河
原
温
に
触
れ
る
の
は
、『
奥
の
細
道
』
の

冒
頭
に
語
ら
れ
る
言
葉
に
よ
る
。「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し

て
、
行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
」
と
始
ま
る
冒
頭
の
く

だ
り
は
、
ま
さ
に
時
間
そ
の
も
の
が
旅
で
あ
り
、
自
分
も
ま

た
そ
の
旅
に
参
入
し
た
い
と
い
う
思
想
の
表
明
に
ほ
か
な
ら

な
い
が
、
河
原
温
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
や
り
方
で
、
そ
の

思
想
を
実
践
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
ま
ず
は
、
時

間
そ
の
も
の
に
ね
ら
い
を
さ
だ
め
た
か
の
よ
う
な
、
河
原
温

の
仕
事
を
、
一
瞥
し
て
み
よ
う
。

《
百
万
年
︲
過
去
》
と
《
百
万
年
︲
未
来
》
と
い
え
ば
、
河

原
温
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
は
、
い
く

つ
か
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
と
も
聞
く
が
、
い
ち
ば
ん
最

近
見
た
も
の
で
い
う
と
、《
百
万
年
︲
過
去
》
で
は
、

9
9
8
0
3
1
B
C
か
ら
1
9
6
9
A
D
ま
で
の
西
暦
が
、

《
百
万
年
︲
未
来
》
で
は
、
1
9
8
1
A
D
か
ら

1
0
0
1
9
8
0
A
D
ま
で
の
西
暦
が
、
数
字
を
タ
イ
プ
さ

れ
、
バ
イ
ン
ダ
ー
に
綴
じ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
一
〇

巻
で
計
二
〇
〇
〇
頁
、
あ
わ
せ
て
二
〇
巻
四
〇
〇
〇
頁
に
及

ぶ
。
白
地
に
黒
と
い
う
刻
印
ス
タ
イ
ル
と
い
い
、
ま
た
、
基

本
的
に
ほ
と
ん
ど
の
頁
が
閉
じ
ら
れ
た
ま
ま
と
い
う
あ
り
方

と
い
い
、
こ
こ
で
は
、
時
間
を
示
す
記
号
は
、
ま
さ
に
闇
の

中
に
あ
る
。

国
立
国
際
美
術
館
の
河
原
温
展
（
一
九
八
一
年
）
に
出
さ
れ

た
も
の
で
も
、
豊
田
市
美
術
館
の
河
原
温
展
（
二
〇
〇
五
年
）

に
出
さ
れ
た
も
の
で
も
、《
百
万
年
︲
過
去
》
の
最
初
の
頁
に

は
、「
生
き
て
死
ん
だ
す
べ
て
の
者
た
ち
の
た
め
に
」、《
百
万

年
︲
未
来
》
の
最
初
の
頁
に
は
、「
最
後
の
ひ
と
り
の
た
め

に
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
で
タ
イ
プ
さ
れ
て
い
た
。
黒
い
バ

イ
ン
ダ
ー
の
中
に
並
ぶ
黒
い
数
字
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
亡

く
な
っ
た
無
数
の
人
々
、
こ
れ
か
ら
亡
く
な
る
は
ず
の
無
数

の
人
々
へ
の
喪
の
書
物
と
も
思
わ
れ
て
く
る
。
い
や
す
で
に
、

同
じ
年
の
も
と
に
亡
く
な
っ
た
人
で
さ
え
、
数
知
れ
ま
い
。
そ
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れ
を
思
え
ば
、《
百
万
年
︲
過
去
》
と
《
百
万
年
︲
未
来
》
は
、

無
常
観
の
書
物
、
さ
び
し
む
書
物
と
さ
え
い
え
る
ほ
ど
だ
。

そ
の
一
方
で
、
河
原
温
は
、
対
極
に
位
置
す
る
か
に
見
え

る
シ
リ
ー
ズ
を
つ
づ
け
て
い
る
。《Today

》
シ
リ
ー
ズ
だ
。

︿
日
付
絵
画
﹀
と
も
通
称
さ
れ
る
。
制
作
日
と
同
じ
日
付
を
描

き
つ
づ
け
る
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
九
六
六
年
に
開
始
さ

れ
た
。
日
本
は
別
と
し
て
、
基
本
的
に
滞
在
地
と
同
じ
表
記

法
で
し
る
さ
れ
る
日
付
は
、
す
べ
て
白
で
あ
る
。
ア
ン
・
ロ

リ
マ
ー
に
よ
る
と
、
河
原
温
は
、︿
日
付
絵
画
﹀
の
白
文
字
と

背
景
と
の
あ
い
だ
で
、
昼
の
光
と
夜
の
闇
と
の
対
比
を
ね
ら

っ
た
と
い
う
（
河
原
温
展
カ
タ
ロ
グ
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
、
一
九
八
五

年
）。
確
か
に
、
例
外
は
あ
る
に
せ
よ
、
背
景
の
色
調
も
、
基

本
的
に
暗
め
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
居
を
定
め
る
一
九
六
四
年
、
し
た
が
っ
て
《Today
》
シ
リ

ー
ズ
開
始
以
前
に
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
《
百
年
間
の
日
曜
日
》

を
制
作
し
た
こ
と
だ
。
日
曜
日
（Sunday

）
と
は
、
文
字
ど
お

り
、
太
陽
の
日
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
よ
け
い
に

︿
日
付
絵
画
﹀
の
白
い
日
付
は
、
夜
が
明
け
そ
め
る
太
陽
の
輝

き
と
映
る
は
ず
だ
。

︿
日
付
絵
画
﹀
の
制
作
時
期
は
、《
百
万
年
︲
過
去
》
と
《
百

万
年
︲
未
来
》
の
年
と
一
部
重
複
す
る
。
喪
の
書
物
の
た
だ

な
か
で
開
始
さ
れ
、
い
ず
れ
は
そ
こ
に
し
る
さ
れ
た
い
ず
れ

か
の
年
に
没
し
さ
る
は
ず
の
︿
日
付
絵
画
﹀
は
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
い
や
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
日
そ
の
日
の
確

か
な
生
成
を
し
る
す
。
絵
の
サ
イ
ズ
や
色
を
変
化
さ
せ
る
配

慮
の
こ
と
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
期
せ
ず
し
て
と
い
う
べ
き

だ
ろ
う
か
、
日
付
文
字
の
風
景
は
、
二
つ
と
な
い
、
そ
の
日

か
ぎ
り
の
形
な
の
だ
。

︿
日
付
絵
画
﹀
ほ
ど
、
完
璧
な
ま
で
に
太
陽
を
友
と
す
る
芸

術
実
践
は
、
あ
る
ま
い
。
な
に
し
ろ
、
太
陽
が
昇
り
そ
め
る

と
ほ
ぼ
同
時
に
描
き
は
じ
め
ら
れ
、
日
付
が
変
わ
る
前
に
、
筆

が
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
一
日
と
い
う
、
い
わ
ば
太
陽
の
生

死
の
時
間
に
捧
げ
ら
れ
る
作
業
だ
。
し
か
も
、
す
で
に
触
れ

た
と
お
り
、
当
の
日
付
は
、
旅
先
と
同
じ
表
記
法
で
し
る
さ

れ
る
か
ら
、
ま
さ
に
文
字
ど
お
り
に
旅
の
刻
印
を
帯
び
る
。
こ

の
よ
う
に
、
太
陽
を
友
と
し
て
一
日
一
日
を
新
し
み
つ
つ
さ

び
し
む
。
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、
過
去
と
未
来
の
膨
大
な

喪
の
書
物
が
控
え
て
い
る
の
だ
。

お
わ
り
に

旅
と
、
ひ
と
言
で
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
が
あ
る
。
身

心
変
容
を
迫
る
旅
と
は
、
ま
さ
に
芭
蕉
的
な
旅
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
旅
を
実
践
す
る
の
は
、
な
か
な
か
に
む

ず
か
し
い
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ベ
ー
コ
ン
的
モ

ダ
ン
と
グ
ラ
シ
ア
ン
的
モ
ダ
ン
の
進
行
す
る
た
だ
中
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
旅
の
あ
り
よ
う
に
即
し

て
い
え
ば
、
到
達
地
に
着
く
た
め
だ
け
の
旅
と
、
新
し
み
つ

つ
な
つ
か
し
む
旅
で
あ
る
。
前
者
は
、
究
極
的
に
は
速
度
を

競
う
旅
に
帰
着
し
よ
う
し
、
後
者
は
、
写
真
を
撮
る
た
め
だ

け
の
旅
、
思
い
出
作
り
の
旅
に
帰
着
し
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
速
度
を
は
な
か
ら
否
定
す
る
わ
け
に
も
い
か

な
い
し
、
思
い
出
作
り
を
全
否
定
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
な
に
か
大
切
な
も
の
が
抜
け
お

ち
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
、
芭
蕉
的
な
旅
を
手

が
か
り
に
、
風
雅
モ
ダ
ン
と
い
う
行
き
方
、
新
し
み
つ
つ
さ

び
し
む
方
向
で
、
考
え
な
お
し
て
み
た
く
思
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
河
原
温
に
触
れ
た
の
は
、
ま
ぶ
さ
び
行
と
の
関

連
に
よ
る
。
ま
ぶ
さ
び
行
と
は
、
光
の
滝
を
受
け
る
ポ
ー
ズ

を
し
、「
ま
ぶ
し
さ
の
、
さ
び
し
さ
に
、
ふ
り
そ
そ
ぐ
」
と
い

う
詩
を
唱
え
、
光
の
滝
を
思
い
え
が
く
、
と
い
う
身
口
意
の

三
密
行
を
基
本
と
す
る
行
の
形
態
で
あ
る
。「
ま
ぶ
さ
び
」
と

は
、「
ま
ぶ
し
さ
」
と
「
さ
び
し
さ
」
と
を
足
し
合
わ
せ
た
造

語
で
あ
る
。
ま
ぶ
さ
び
行
は
、
空
海
を
思
う
中
で
自
ら
創
案

し
た
行
で
あ
っ
た
が
、
遅
ま
き
な
が
ら
気
づ
き
は
じ
め
た
の

は
、「
ま
ぶ
さ
び
」
と
は
、
大
日
如
来
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
だ
。
太
陽
を
仏
身
化
し
た
存
在
で
あ
る
大
日
如
来
と
は
、

ま
さ
に
太
陽
が
こ
の
世
の
無
常
な
る
あ
れ
こ
れ
に
、
自
ら
新

し
み
つ
つ
さ
び
し
む
と
い
う
あ
り
方
で
、
光
そ
そ
ぐ
こ
と
そ

の
こ
と
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
う
思
い
い
た

っ
た
の
は
、
旅
先
の
こ
こ
そ
こ
で
、
ま
ぶ
さ
び
行
を
重
ね
た

結
果
だ
っ
た
。
河
原
温
は
、
自
ら
の
作
業
に
つ
い
て
基
本
的

に
コ
メ
ン
ト
を
し
な
い
作
家
な
の
で
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
、
知
る
よ
し
も
な
い
の
だ
が
、
彼
の
作
業
も
ま
た
、
大

日
如
来
を
身
心
で
も
っ
て
受
け
と
め
る
行
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
な
ら
な
い
の
だ
。
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は
じ
め
に

身
体
技
法
の
概
念
を
創
造
し
た
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
に
よ

れ
ば
、
こ
の
概
念
は
、
生
理
学
・
心
理
学
・
社
会
学
の
三
領

域
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
全
体
的
事
実
を
捉
え
て
い
る

［M
auss, 1968=1979

］。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
身
体
技

法
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
か
ら
く
、
身
体
と
こ
こ
ろ
を
と
も

に
変
化
せ
し
め
る
技
法
、
す
な
わ
ち
、
身
心
変
容
技
法
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
身
体
と
こ
こ
ろ
の
変

化
と
、
社
会
と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
モ
ー
ス

の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
固
有
の
身
体
技

法
が
あ
る
な
ら
ば
、
社
会
の
成
員
に
な
る
こ
と
は
、
そ
の
社

会
に
伝
承
さ
れ
た
身
体
技
法
を
習
得
す
る
こ
と
と
不
可
分
で

あ
る
。
こ
の
と
き
、
身
体
技
法
の
習
得
と
は
、
社
会
の
求
め

に
応
じ
て
、
身
体
と
こ
こ
ろ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
に
な
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
身
体
技
法
と
は
、
社
会
的
順

応
技
法
に
等
し
い
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
身
体
技
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
本
当
に
、
社

会
的
順
応
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
、
宗
教
的

超
越
性
や
普
遍
的
人
間
性
を
志
向
す
る
身
心
変
容
技
法
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
習
得
を
社
会
的
順
応
と
し
て
捉
え
き
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
他
方
で
、
こ
う
し
た

超
越
性
や
普
遍
性
を
求
め
る
人
々
を
、
固
有
性
を
帯
び
た
社

会
的
存
在
と
し
て
経
験
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も

確
か
で
あ
る
。
超
越
性
と
経
験
性
、
普
遍
性
と
固
有
性
は
、

身
心
変
容
技
法
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

本
稿
は
、
奈
良
県
吉
野
（
写
真
１
）
の
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん

修
験
本
宗
総

本
山
金
峯
山
寺
で
実
践
さ
れ
て
い
る
修
験
道
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
。
本

稿
の
ベ
ー
ス
と
な
る
調
査
は
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
五
日

の
日
帰
り
の
体
験
修
行
と
、
同
六
月
一
日
か
ら
二
日
に
か
け

て
行
わ
れ
た
一
泊
二
日
の
体
験
修
行
の
参
与
観
察
で
あ
る
。

調
査
期
間
は
延
べ
三
日
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
身
心
変
容
技
法

ひ
い
て
は
身
体
技
法
一
般
を
、
社
会
的
順
応
の
た
め
の
技
法

に
還
元
し
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
に
対
し
て
重
要
な
示

唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

1
順
応
対
象
と
し
て
の
修
行
者
集
団

修
験
道
と
は
、
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
に
、
神
道
・
仏
教
・

道
教
・
陰
陽
道
な
ど
が
混
淆
し
た
民
俗
宗
教
で
あ
る
が
、
そ

の
第
一
の
特
徴
は
実
践
性
に
あ
る
。
修
行
者
み
ず
か
ら
が
深

山
幽
谷
に
分
け
入
り
、
験
を
修
め
る
道
こ
そ
が
修
験
道
な
の

で
あ
る
［
総
本
山
金
峯
山
寺
、
二
〇
一
〇
、
六
一
︲
六
三
頁
］。
た

だ
し
、
修
行
者
は
一
人
で
山
に
入
る
わ
け
で
は
な
い
。
組
織

さ
れ
た
修
行
者
集
団
の
一
員
と
し
て
山
に
入
り
、
集
団
の
定

め
る
方
法
に
従
っ
て
験
を
修
め
る
の
で
あ
る
［
宮
家
、
二
〇
〇

一
、
二
七
︲
二
八
頁
］。
し
た
が
っ
て
、
修
験
道
の
実
践
と
は
、

不
可
避
に
、
集
団
へ
の
順
応
と
い
う
一
面
を
持
つ
。

金
峯
山
の
修
行
者
の
多
く
は
講こ

う

と
呼
ば
れ
る
在
家
の
修
行

者
の
組
織
に
所
属
し
て
い
る
が
、
私
が
参
加
し
た
の
は
、
特

定
の
講
で
は
な
く
、
金
峯
山
寺
の
主
催
す
る
修
行
体
験
で
あ

る
た
め
、
私
は
金
峯
山
寺
の
定
め
る
規
範
に
従
う
こ
と
に
な

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学
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慮
の
技
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と
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っ
た
。

金
峯
山
寺
修
験
道
の
規
範
の
片
鱗
を
最
初
に
う
か
が
っ
た

の
は
、
金
峯
山
寺
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
大
峯
山
修
行

の
紹
介
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w.kinpusen.or.jp/exer/syousai.htm

）

を
見
た
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
一
般
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
三
種
類
の
入
山
修
行
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。（
た
だ

し
、
ル
ビ
は
引
用
者
が
付
し
た
。
以
下
同
様
。）

•
大
峯
修
行
体
験

•
蓮れ

ん

華げ

奉ほ
う

献け
ん

入に
ゅ

峯う
ぶ

•
大
峯
奥お

く

駈が
け

行ぎ
ょ
う

こ
れ
ら
の
う
ち
、
も
っ
と
も
初
心
者
向
け
の
も
の
が
大
峯

修
行
体
験
で
あ
り
、
も
っ
と
も
経
験
を
積
ん
だ
修
行
者
向
け

が
大
峯
奥
駈
行
で
あ
る
。
だ
が
、
大
峯
修
行
体
験
と
い
え
ど

も
、
日
常
生
活
に
は
見
ら
れ
な
い
生
活
全
般
に
わ
た
る
規
範

が
要
求
さ
れ
る
。

・
時
間
と
ペ
ー
ス
の
規
範

い
ず
れ
の
入
山
修
行
も
、
行
程
全
体
の
集
合
と
解
散
の
み

な
ら
ず
、
日
ご
と
の
起
床
と
就
寝
か
ら
、
行
程
中
の
要
所
に

お
け
る
到
着
と
出
発
ま
で
、
精
確
に
時
刻
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
六
月
に
五
泊
六
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る

大
峯
奥
駈
行
で
は
、
朝
の
二
時
半
起
床
、
三
時
半
出
発
で
、
七

月
に
二
泊
三
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
蓮
華
奉
献
入
峯
も
、

三
時
起
床
、
四
時
出
発
で
あ
る
。
六
月
と
八
月
に
一
泊
二
日

で
行
わ
れ
る
初
心
者
向
け
の
大
峯
修
行
体
験
も
、
四
時
半
起

床
、
五
時
出
発
で
あ
る
た
め
、
相
当
な
厳
し
さ
で
あ
る
。
起

床
と
出
発
と
同
様
に
、
要
所
ご
と
の
到
着
と
出
発
の
時
刻
、
食

事
や
就
寝
の
時
刻
も
設
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
時
間
の
規
範
は
、
そ
の
ま
ま
歩
く
ペ
ー
ス
の
規

範
で
も
あ
る
。
大
峯
奥
駈
行
と
蓮
華
奉
献
入
峯
で
は
、
金
峯

山
寺
蔵
王
堂
（
写
真
２
）
を
出
発
し
て
か
ら
、
そ
の
ま
ま
十
時

間
に
わ
た
っ
て
山
上
个
岳
を
登
る
行
程
に
な
っ
て
い
た
。
一

泊
二
日
の
大
峯
修
行
体
験
で
は
、
蔵
王
堂
か
ら
は
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
出
発
し
、
途
中
か
ら
徒
歩
で
山
上
个
岳
を
登
る
が
、
そ

れ
で
も
か
な
り
の
距
離
を
制
限
時
間
内
に
歩
く
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
五
月
と
十
月
に
開
催
さ

れ
る
日
帰
り
修
行
で
さ
え
も
、
参
加
の
た
め
の
条
件
と
し
て

「
健
脚
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
た
。

・
個
別
修
行
の
規
範

い
ず
れ
の
入
山
修
行
も
、
行
場
や
祠
な
ど
の
要
所
ご
と
に
、

「
山さ

ん

上じ
ょ
う

个
岳
表お

も
て
・
裏う

ら

行ぎ
ょ

場う
ば

修
行
」「
大だ

い

護ご

摩ま

供く

参
列
」「
勤ご

ん

行ぎ
ょ
う」

な
ど
の
修
行
を
行
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
一
泊
二
日
の
大

峯
修
行
体
験
に
も
、「
表
行
場
（
鐘か
ね

掛か
け

・
西
の
覗
き
等
）
を
修

行
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。（
こ
う
し
た
行
程
中
の
個
別
の
修
行

を
、
行
程
全
体
を
指
す
入
山
修
行
と
区
別
す
る
た
め
に
、「
個
別
修

行
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。）
こ
れ
ら
の
個
別
修
行
の
内
実
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
限
り
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い

ず
れ
も
、
身
体
お
よ
び
精
神
に
対
す
る
厳
格
な
規
範
に
も
と

づ
く
実
践
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

・
服
装
の
規
範

い
ず
れ
の
入
山
修
行
も
、
服
装
に
関
す
る
規
範
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
厳
し
い
の
は
大
峯
奥
駈
行
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

行
者
装
束
（
白
衣
に
山や
ま

袴ば
か
ま、
引ひ
っ
敷し
き
、
結ゆ
い
袈げ

裟さ

、
最い
ら
多た

角か

念ね
ん
珠じ
ゅ
、
螺か
い

緒の
お
、
金
剛
杖
、
手
甲
脚
絆
、
班は
ん

蓋が
い
、
白
地
下
足
袋
）
な
お
、
一

般
参
加
の
方
は
行
者
装
束
で
な
く
て
も
、
登
山
に
適
し
た

服
装
で
可
、（
但
し
、
足
下
は
白
の
地
下
足
袋
）

蓮
華
奉
献
入
峯
お
よ
び
一
泊
二
日
の
大
峯
修
行
体
験
で
は
、

行
者
装
束
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、「
登
山
に
適
し
た
服
装 

（
但
し
、
足
下
は
白
の
地
下
足
袋
を
揃
え
て
く
だ
さ
い
。
吉
野
山
車
田

商
店
で
も
販
売
）」
と
の
記
載
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
日
帰
り

の
大
峯
修
行
体
験
で
は
、「
登
山
に
適
し
た
服
装
」
と
の
み
記

載
が
あ
る
。

・
性
別
の
規
範

大
峯
奥
駈
行
と
蓮
華
奉
献
入
峯
、
お
よ
び
六
月
と
八
月
に

行
わ
れ
る
一
泊
二
日
の
大
峯
修
行
体
験
は
、
男
性
の
み
の
募

集
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
入
山
修
行
の
コ
ー
ス
が
、
山

上
蔵
王
堂
の
あ
る
山
上
个
岳
を
含
む
、
大
峯
山
頂
付
近
の
女

人
禁
制
の
聖
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
五
月
と

写真１　吉野の山並みと吉野川
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十
月
に
行
わ
れ
る
日
帰
り
の
大
峯
修
行
体
験
、
お
よ
び
、
九

月
に
行
わ
れ
る
一
泊
二
日
の
大
峯
修
行
体
験
は
、「
女
性
の
た

め
の
体
験
修
行
（
男
性
参
加
歓
迎
）」
と
銘
打
た
れ
て
お
り
、
女

人
禁
制
の
聖
域
に
は
入
ら
な
い
行
程
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
入
山
修
行
は
い
ず
れ
も
、

各
種
の
厳
格
な
規
範
に
従
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
修
験
道
実
践
の
参
与
観
察
を
行
う
べ
く
入
山
修

行
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
私
に
と
っ
て
の
第
一
の
関
心

事
は
、
課
さ
れ
る
規
範
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
で
あ

っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
規
範
は
、
私
が
そ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
大
学
生
の
と
き
に
、
友
人
と
年
に
数
回
、
楽
し
み

の
た
め
に
登
山
を
し
て
い
た
。
御
嶽
山
や
北
岳
な
ど
、
三
千

メ
ー
ト
ル
級
の
山
に
も
登
っ
た
が
、
計
画
の
段
階
か
ら
、
登

山
地
図
に
「
健
脚
向
け
」
と
記
載
の
あ
る
ル
ー
ト
は
で
き
る

だ
け
避
け
て
、
所
要
時
間
目
安
以
上
の
時
間
を
見
積
っ
て
い

た
。
不
測
の
事
態
に
備
え
て
余
分
の
防
寒
衣
と
水
そ
し
て
非

常
食
は
携
帯
し
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
動
き
や
す
い
服
を

着
て
、
履
き
な
れ
た
登
山
靴
を
履
き
、
い
つ
で
も
休
み
た
い

と
き
に
休
み
、
水
を
飲
み
た
い
と
き
に
飲
む
と
い
う
、
気
ま

ま
な
登
山
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
行
程
途
中
で
個
別
修
行

を
行
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
御
嶽
山
に
登
っ
た
と
き
、
白
装

束
に
身
を
包
み
、「
六
根
清
浄
」
と
唱
え
な
が
ら
列
を
な
し
て

進
む
、
多
く
は
高
齢
の
修
行
者
た
ち
と
た
び
た
び
す
れ
違
っ

た
が
、
そ
の
た
び
に
、
若
く
気
ま
ま
な
私
た
ち
は
あ
る
種
の

引
け
目
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
由
気
ま
ま
な
登
山
を
二
十
代
の
頃
に
経
験
し

て
か
ら
は
、
登
山
と
呼
べ
る
も
の
を
ほ
と
ん
ど
経
験
し
て
い

な
い
四
十
歳
目
前
の
私
に
と
っ
て
、
入
山
修
行
で
課
さ
れ
る

規
範
は
い
か
に
も
厳
し
く
、
遵
守
で
き
る
か
お
ぼ
つ
か
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
五
月
二
十
五
日
に
行

わ
れ
る
日
帰
り
の
大
峯
修
行
体
験
と
、
六
月
一
日
か
ら
二
日

に
か
け
て
行
わ
れ
る
一
泊
二
日
の
大
峯
修
行
体
験
に
参
加
す

る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
入
山
修
行
の
規
範
は
、
大
峯
奥

駈
行
と
蓮
華
奉
献
入
峯
ほ
ど
に
は
厳
し
く
な
い
と
は
い
え
、
私

に
は
か
な
り
き
つ
そ
う
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
一
泊
二
日

の
入
山
修
行
は
、
朝
四
時
半
に
起
き
る
な
り
、
地
下
足
袋
を

履
い
て
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
登
山
し
つ
つ
、
随
所
で
個
別
修
行
を

行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
思
う
と
、
気
が
重
く
な
り
そ
う

で
あ
っ
た
が
、
な
る
よ
う
に
な
る
と
、
あ
ま
り
考
え
な
い
よ

う
に
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
な
が
ら
参
加
す
べ
き

入
山
修
行
を
決
定
す
る
時
点
で
は
、
修
行
と
は
、
第
一
に
、
日

常
生
活
に
は
見
ら
れ
な
い
、
金
峯
山
寺
の
修
行
者
集
団
に
固

有
の
規
範
を
受
け
入
れ
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ

の
と
き
、
修
行
者
集
団
は
私
が
順
応
す
べ
き
対
象
と
し
て
、
つ

ま
り
、
私
が
み
ず
か
ら
を
一
方
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
適

合
す
べ
き
不
変
の
基
準
と
し
て
、
現
象
す
る
。
私
は
、
こ
の

順
応
が
う
ま
く
い
く
か
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
修
行
に
臨
ん

だ
わ
け
で
あ
る
。

2
身
体
の
相
互
性

修
行
者
集
団
に
順
応
す
る
つ
も
り
で
修
行
に
臨
ん
だ
私
で

あ
っ
た
が
、
実
際
に
修
行
が
始
ま
る
と
、
集
団
へ
の
順
応
と

し
て
は
捉
え
き
れ
な
い
複
雑
な
事
態
が
見
え
て
き
た
。
最
初

に
、
五
月
二
十
五
日
の
日
帰
り
の
入
山
修
行
で
私
が
経
験
し

た
、
手
拭
い
の
巻
き
方
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た

い
。朝

十
時
の
集
合
時
刻
に
間
に
合
う
よ
う
近
鉄
六む

田だ

駅
の
改

札
口
を
出
る
と
、
ニ
コ
ニ
コ
し
た
行
者
装
束
の
男
性
が
迎
え

て
く
れ
た
。
こ
の
人
が
、
今
日
の
修
行
を
先
導
し
て
く
れ
る

先せ
ん

達だ
ち

の
一
人
、
S
さ
ん
で
あ
る
。
五
十
歳
前
後
で
恰
幅
が
よ

く
、
丸
い
銀
縁
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
い
て
、
い
か
に
も
人
が

好
さ
そ
う
だ
っ
た
。
白
い
行
者
装
束
に
か
け
た
結
袈
裟
の
緑

色
の
ぼ
ん
ぼ
り
が
よ
く
映
え
る
。
集
合
場
所
は
、
駅
か
ら
道

路
沿
い
に
二
百
～
三
百
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
「
六

田
の
渡
し
」
と
い
う
場
所
で
、
道
路
わ
き
の
小
さ
な
広
場
に

祠
と
柳
の
木
が
あ
り
、
十
五
人
ぐ
ら
い
の
人
が
集
ま
っ
て
い

た
。
さ
っ
き
と
は
別
の
行
者
装
束
の
眼
鏡
を
か
け
た
男
性
が

受
付
を
し
て
い
る
。
こ
の
人
が
、
今
日
の
修
行
の
も
う
一
人

の
先
達
で
あ
り
、
責
任
者
の
Y
さ
ん
で
あ
る
。
四
十
歳
前
後

で
、
さ
っ
き
の
男
性
よ
り
も
少
し
小
柄
で
、
真
紅
の
ぼ
ん
ぼ

り
の
つ
い
た
結
袈
裟
を
身
に
着
け
て
い
る
。
私
は
参
加
費
を

払
い
、
弁
当
と
お
茶
そ
し
て
手
拭
い
を
受
け
取
り
、
携
帯
用

写真２　金峯山寺蔵王堂
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勤ご
ん
ぎ
ょ
う
ぎ

行
儀
（
般
若
心
経
な
ど
の
書
か
れ
た
小
冊
子
）
を
購
入
し
た
。

手
拭
い
を
渡
す
と
き
、
Y
さ
ん
は
、「
誰
か
に
手
拭
い
の

巻
き
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
。
手
拭

い
を
包
ん
だ
紙
を
解
く
と
、
白
地
に
金
峯
山
寺
の
桜
の
マ
ー

ク
が
茶
色
で
染
め
抜
か
れ
た
手
拭
い
が
あ
っ
た
。
周
囲
を
見

る
と
、
何
人
か
は
す
で
に
、
金
峯
山
寺
の
桜
の
マ
ー
ク
が
ち

ょ
う
ど
額
の
中
央
に
来
る
よ
う
に
手
拭
い
を
鉢
巻
状
に
頭
に

巻
い
て
い
る
。

眼
鏡
を
か
け
て
、
真
面
目
そ
う
な
一
人
の
先
輩
修
行
者
に

手
拭
い
の
巻
き
方
を
教
え
て
も
ら
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

手
す
り
の
上
に
手
拭
い
を
広
げ
て
、
外
側
の
縁
を
中
に
折

り
込
む
よ
う
に
し
て
、
縦
に
四
つ
折
り
に
す
る
。
真
ん
前

に
茶
色
の
帯
と
桜
の
マ
ー
ク
が
来
る
よ
う
に
す
る
。
う
ま

く
で
き
た
と
思
っ
て
安
心
し
て
い
た
ら
、
髭
を
生
や
し
た

先
輩
修
行
者
が
、「
そ
れ
逆
さ
や
で
」
と
教
え
て
く
れ
る
。

雨
が
染
み
な
い
よ
う
に
、
最
後
に
二
つ
折
り
に
し
た
折
り

目
の
あ
い
て
い
る
方
が
上
で
は
な
く
下
を
向
く
よ
う
に
し

た
の
が
い
け
な
か
っ
た
の
だ
。
す
ぐ
に
直
し
て
、「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
言
う
。［
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
五
日
］

手
拭
い
の
最
後
の
折
り
目
が
下
に
来
る
よ
う
に
巻
く
べ
き

と
こ
ろ
を
、
私
は
最
後
の
折
り
目
が
上
に
来
る
よ
う
に
巻
い

て
し
ま
っ
た
た
め
、
五
弁
の
桜
の
花
が
逆
さ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
私
は
意
図
的
に
折
り
目
を
上
に

し
て
い
た
。
折
り
目
を
下
に
し
て
、
横
か
ら
見
る
と
V
字
型

に
な
る
よ
う
に
手
拭
い
を
巻
く
と
、
V
字
の
上
に
開
い
た
部

分
か
ら
雨
が
入
り
込
み
や
す
そ
う
な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。
後

に
な
っ
て
思
え
ば
、
手
拭
い
は
木
綿
製
な
の
で
、
雨
が
降
れ

ば
折
り
目
の
向
き
を
問
わ
ず
水
は
全
体
に
染
み
込
む
は
ず
で

あ
り
、
額
に
巻
い
た
手
拭
い
に
水
が
染
み
た
と
こ
ろ
で
そ
れ

ほ
ど
困
る
と
も
思
え
な
い
。
だ
が
、
手
拭
い
を
巻
い
た
と
き

の
私
は
、
私
な
り
に
工
夫
し
て
、
意
図
的
に
折
り
目
を
上
に

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
他
人
に
花
が
上
下
逆
さ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
、
非
常
に
恥
ず
か
し
か

っ
た
（
写
真
３
）。

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
修
行
者
集
団
の
規
範
に
従
う
こ
と

が
、
自
分
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
規
範

に
従
う
こ
と
を
想
像
す
る
だ
け
な
ら
自
分
一
人
で
も
で
き
る

が
、
身
体
的
実
践
と
し
て
規
範
に
従
う
た
め
に
は
、
自
分
以

外
の
他
者
の
身
体
に
由
来
す
る
視
線
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
、
あ
の
と
き
の
私
が
鏡
を
使
っ
て
自
分
の
姿
を
確
認

し
て
い
た
と
し
て
も
、
花
が
逆
さ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
か
ど
う
か
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
私
は
、
花
に
上
下
の

区
別
が
あ
る
こ
と
な
ど
想
像
だ
に
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
現
象
学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
身
体
が
志
向
性
の
座

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
自
分
の
額
を
自
分
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
ず
、
他
者
の
身
体
と
の
相
互
性
に
お
い
て
の
み
こ

れ
が
見
え
る
こ
と
は
、
人
間
存
在
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
る

と
い
え
る
。

髭
を
生
や
し
た
先
輩
修
行
者
の
お
か
げ
で
、
私
は
正
し
く

手
拭
い
を
巻
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
私
に
深
い
印
象

を
残
し
た
の
は
、
正
し
い
手
拭
い
の
巻
き
方
が
で
き
て
い
る

状
態
で
は
な
い
。
一
度
身
に
着
け
て
し
ま
え
ば
、
手
拭
い
も

花
の
マ
ー
ク
も
自
分
に
は
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
心
に
残

っ
た
の
は
、
む
し
ろ
、
正
し
い
巻
き
方
が
で
き
る
ま
で
の
他

の
修
行
者
と
の
や
り
と
り
で
あ
っ
た
。
最
初
に
先
達
の
Y
さ

ん
に
、
巻
き
方
を
誰
か
に
聞
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
こ
と
、
誰

に
聞
く
か
迷
っ
て
か
ら
、
眼
鏡
を
か
け
た
先
輩
修
行
者
に
聞

い
た
こ
と
、
目
の
前
で
折
り
方
を
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
、
別
の
先
輩
修
行
者
に
上
下
逆
さ
ま
に
巻
い

て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
恥
ず
か
し
か
っ
た
こ
と
。
こ
う

し
た
短
い
や
り
と
り
の
鮮
明
な
印
象
に
比
べ
れ
ば
、
私
が
手

拭
い
を
正
し
く
巻
け
て
い
る
状
態
は
、
時
間
的
に
は
長
い
も

の
の
、
あ
た
か
も
空
気
の
よ
う
で
、
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
残
っ

て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
手
拭
い
の
正
し
い
巻
き
方
の
規
範
は
、
そ

れ
に
従
う
こ
と
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
め

ぐ
る
修
行
者
ど
う
し
の
や
り
と
り
と
し
て
現
象
す
る
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
を
経
て
、
私
は
、
客
観
的
に
見
れ

ば
手
拭
い
の
正
し
い
巻
き
方
の
規
範
に
従
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
規
範
に
従
っ
た
と
い
う
結
果
だ
け
に
着
目
し
て
、
手

拭
い
を
め
ぐ
る
私
の
経
験
を
修
行
者
集
団
へ
の
順
応
と
し
て

捉
え
る
こ
と
は
、
い
か
に
も
舌
足
ら
ず
だ
ろ
う
。「
朱
に
交
わ

れ
ば
赤
く
な
る
」
の
諺
の
ご
と
く
、
あ
た
か
も
、
修
行
者
集

団
の
全
員
が
均
質
な
風
呂
の
水
に
浸
か
っ
て
い
て
、
後
か
ら

来
た
私
も
た
ん
に
同
じ
水
に
浸
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
か
の
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
目
的
論
的
な
捉
え
方
の
も
と
で
は
、

私
自
身
の
身
体
と
、
私
と
は
視
点
の
異
な
る
他
者
の
身
体
と

の
相
互
的
な
や
り
と
り
が
も
た
ら
し
た
私
の
修
行
経
験
の
重

要
な
部
分
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

写真３ 　六田の渡しにて。手拭いを正
しく巻き直したあとの筆者。
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3
勤
行
に
お
け
る
配
慮

修
行
者
集
団
の
規
範
に
従
う
こ
と
が
、
他
者
の
身
体
と
の

相
互
性
の
な
か
で
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
こ
と
は
、
手
拭
い

の
巻
き
方
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
入
山
修
行
の
随

所
で
、
私
は
先
達
や
他
の
修
行
者
と
身
体
的
リ
ズ
ム
を
合
わ

せ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
リ
ズ
ム
の

同
調
と
い
う
規
範
は
、
他
者
の
身
体
と
の
相
互
的
な
や
り
と

り
な
し
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
ま
ず
は
、
勤
行
の
声
の
同

調
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

勤
行
と
は
、
祠
や
お
堂
の
前
で
声
を
唱
和
さ
せ
て
経
典
や

真
言
を
唱
え
る
こ
と
で
あ
る
。
日
帰
り
の
入
山
修
行
で
は
、
参

加
者
全
員
が
前
述
の
よ
う
に
受
付
を
済
ま
せ
、
手
拭
い
を
巻

い
て
か
ら
、
Y
さ
ん
に
よ
る
挨
拶
に
続
い
て
第
一
回
目
の
勤

行
が
六
田
の
渡
し
の
祠
の
前
で
行
わ
れ
た
。
祠
に
向
か
っ
て

先
達
二
人
が
立
ち
、
そ
の
後
ろ
に
複
数
回
の
参
加
経
験
の
あ

る
参
加
者
が
立
つ
。
私
は
初
参
加
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り

前
の
ほ
う
に
立
ち
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
。（
こ
の
日

は
二
十
二
名
の
参
加
が
あ
り
、
う
ち
十
名
が
女
性
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
全
体
の
な
か
で
、
約
半
数
が
初
参
加
の
新
客
だ
っ
た
。）

最
初
に
、
二
人
の
先
達
た
ち
と
前
の
方
に
立
っ
て
い
る
数

人
の
参
加
者
た
ち
が
、
指
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
空
に
描
い
た

り
、
指
を
鳴
ら
し
た
り
、
数
珠
を
揉
ん
だ
り
、
短
い
文
句
を

唱
え
た
り
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
Y
さ
ん
の
先
導
で
、
全
員
が

唱
和
し
た
勤
行
が
始
ま
る
。
こ
の
と
き
唱
え
た
の
は
般
若
心

経
だ
っ
た
。
読
経
の
間
中
、
二
人
の
先
達
た
ち
は
右
手
に
も

っ
た
錫
杖
に
つ
い
た
金
輪
を
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
と
リ
ズ
ム
よ
く

鳴
ら
し
て
音
頭
を
と
る
。
私
は
、
勤
行
儀
を
目
で
追
い
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
調
子
を
合
わ
せ
て
読
経
し
た
。
読
経
が
終

わ
る
と
、
先
達
た
ち
と
前
方
に
立
っ
て
い
る
数
人
の
修
行
者

た
ち
が
、
再
び
手
の
し
ぐ
さ
を
し
た
り
何
か
を
唱
え
た
り
し

た
。
こ
の
よ
う
な
勤
行
が
、
行
程
の
途
中
で
祠
や
お
堂
（
写

真
４
）、
石
像
や
石
碑
が
あ
る
た
び
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
一

日
の
行
程
を
終
え
た
あ
と
、
蔵
王
堂
の
蔵
王
権
現
の
前
で
最

後
に
行
わ
れ
た
。
勤
行
の
た
び
に
必
ず
唱
え
ら
れ
る
の
は
般

若
心
経
で
、
そ
れ
に
加
え
て
、
念
仏
や
真
言
が
唱
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

日
帰
り
の
入
山
修
行
に
お
け
る
勤
行
で
は
、
声
を
周
囲
に

調
和
さ
せ
て
く
だ
さ
い
、
と
は
っ
き
り
と
は
言
わ
れ
な
か
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
、
自
分
の
声
を
周
囲
に
合
わ

せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
、
自
分
が
過
去
に
般

若
心
経
を
読
ん
だ
さ
い
に
、
い
つ
も
そ
の
よ
う
に
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
私
の
実
家
で
は
、
夕
食
前
に
仏
壇
の
前
で
般

若
心
経
を
読
む
習
慣
が
あ
っ
た
ほ
か
、
過
去
に
何
度
か
経
験

し
た
法
事
で
も
よ
く
般
若
心
経
を
読
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た

経
験
か
ら
、
読
経
と
い
う
の
は
勝
手
に
読
み
進
め
る
の
で
は

な
く
、
周
囲
に
合
わ
せ
る
と
い
う
身
体
的
な
構
え
が
で
き
て

い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
入
山
修
行
の
勤
行
の

さ
い
も
、
私
は
最
初
か
ら
大
き
な
声
で
読
む
の
で
は
な
く
、
小

さ
め
の
声
で
唱
え
な
が
ら
周
囲
の
声
を
よ
く
聞
い
て
、
言
葉

や
リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
で
か
ら
、
少
し
ず
つ
声
を
大
き
く
し
て

い
っ
た
。
第
二
の
理
由
は
、
私
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
、
周
囲
の
参
加
者
た
ち
も
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
わ
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

六
月
一
日
と
二
日
に
行
わ
れ
た
一
泊
二
日
の
入
山
修
行
で

は
、
先
達
は
、
前
回
と
同
じ
く
責
任
者
の
Y
さ
ん
と
S
さ
ん
、

そ
れ
に
加
え
て
、
五
十
歳
前
後
の
少
々
い
か
め
し
い
感
じ
の

男
性
の
F
さ
ん
の
三
人
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
先
達
を
含
め

て
三
十
五
名
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
新
客
は
二
十
七
名
で
あ

っ
た
。
参
加
人
数
も
、
新
客
の
割
合
も
過
去
最
多
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
参
加
者
は
男
性
の
み
で
、
危
険
な
山
道
も
歩
き
、

要
所
で
行
う
個
別
修
行
も
危
険
な
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
、
全

体
的
に
前
回
よ
り
も
厳
し
い
雰
囲
気
で
修
行
が
進
め
ら
れ
た
。

前
回
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
先
達
が
修
行
者
を
叱
責
す
る
場

面
も
見
ら
れ
た
。

初
日
に
、
午
後
四
時
半
に
蔵
王
堂
の
近
く
に
あ
る
東
南
院

で
集
合
し
て
、
受
付
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
東
南
院
護
摩
堂
で

最
初
の
勤
行
を
行
っ
た
。
参
加
人
数
が
多
い
た
め
、
堂
内
に

全
員
が
か
な
り
詰
め
て
正
座
す
る
。
最
前
列
に
座
っ
た
Y
さ

ん
が
、
五
月
の
入
山
修
行
の
と
き
と
同
様
に
、
手
で
独
特
の

し
ぐ
さ
を
し
て
、
何
か
を
唱
え
て
か
ら
、
勤
行
が
始
ま
る
。
私

は
、
前
回
と
同
様
に
、
自
分
の
声
を
周
囲
に
合
わ
せ
よ
う
と

し
た
が
難
し
か
っ
た
。
狭
い
空
間
で
大
人
数
が
読
経
し
て
い

る
た
め
に
声
が
こ
も
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
新
客
の
割
合

が
多
か
っ
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ

に
加
え
て
、
ま
ち
ま
ち
の
リ
ズ
ム
で
読
経
す
る
、
突
出
し
て

大
き
な
声
が
い
く
つ
か
聞
こ
え
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
声
を
聞
く
に
つ
け
、
私
は
、
自
分
の
リ
ズ
ム
が
間
違
っ
て

い
た
場
合
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し
、
ま
た
、
他
の
参
加
者

に
も
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
を
お
そ
れ
、
声
を
大
き
く

し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
読
経
が
終
わ
る
と
、
Y
さ

ん
が
挨
拶
を
し
て
か
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
先
達
が
お
唱
え
し
て
い
る
こ

と
を
よ
く
聞
く
こ
と
で
す
。
よ
く
聞
い
て
、
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
自
分
勝
手
に
読
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。［
フ
ィ
ー

ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
］ 

こ
の
あ
と
、
し
ば
ら
く
勤
行
が
続
く
が
、
以
前
よ
り
も
周

囲
に
配
慮
し
て
声
を
出
す
人
が
増
え
た
よ
う
で
、
自
分
の
声

を
周
囲
に
合
わ
せ
や
す
く
な
っ
た
。
翌
日
早
朝
に
入
山
し
て

か
ら
も
、
お
堂
や
祠
な
ど
の
要
所
ご
と
に
勤
行
を
行
い
、
前

回
と
同
じ
く
、
蔵
王
堂
に
帰
っ
て
最
後
の
勤
行
を
行
っ
た
。

Y
さ
ん
は
、
声
を
先
達
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
明
示
的
な
規

範
と
し
て
示
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
は
、
抽
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象
的
な
規
範
を
身
体
的
に
実
行
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の

規
範
は
、
抽
象
的
な
命
題
と
し
て
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
は
意

味
を
な
さ
ず
、
具
体
的
な
身
体
的
リ
ズ
ム
を
伴
っ
て
提
示
さ

れ
た
と
き
に
の
み
従
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
身
体
的
リ
ズ
ム
は
、
Y
さ
ん
一
人
の
も
の
で
も
、

S
さ
ん
と
F
さ
ん
を
含
め
た
三
人
の
先
達
の
も
の
で
も
な
く
、

参
加
者
た
ち
全
員
の
身
体
の
相
互
的
な
や
り
と
り
の
な
か
で

作
り
出
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
最
前
列

の
中
央
に
座
っ
て
い
た
参
加
者
た
ち
は
先
達
の
身
体
的
リ
ズ

ム
を
間
近
に
感
じ
て
、
こ
れ
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
を
含
め
た
大
多
数
の
参
加
者
に

知
覚
で
き
た
の
は
、
周
囲
を
取
り
巻
く
複
数
の
身
体
的
リ
ズ

ム
が
混
ざ
り
合
っ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

リ
ズ
ム
に
は
、
他
の
リ
ズ
ム
と
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
突
出
し
て
聞
き
取
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
な
か
か
ら
先
達
に
由
来
す
る
も
の
だ
け
を
聞
き
分
け
て
こ

れ
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
私

は
自
分
を
取
り
囲
む
主
流
の
声
に
合
わ
せ
、
主
流
か
ら
外
れ

た
声
に
は
合
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
つ
つ
も
、
先
達
の
声
を
聞

き
分
け
て
こ
れ
に
合
わ
せ
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
る
。

身
体
的
リ
ズ
ム
の
同
調
を
心
が
け
つ
つ
勤
行
の
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
、
私
は
、
般
若
心
経
の
後
半
部
分
の
リ
ズ
ム
が
、
自

分
の
知
っ
て
い
る
も
の
と
は
異
な
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ

の
違
い
に
は
っ
き
り
気
付
い
た
の
は
、
日
帰
り
の
修
行
に
お

い
て
で
あ
る
。
最
後
の
蔵
王
堂
で
の
勤
行
か
ら
数
え
て
三
つ

目
の
、
雨
師
観
音
前
で
勤
行
を
し
た
頃
に
は
、
違
い
の
ひ
と

つ
が
具
体
的
に
わ
か
っ
て
き
た
。
最
後
の
「
ボ
ジ
ソ
ワ
カ
」

の
最
初
の
「
ボ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
、「
ボ
ー
ジ
ソ
ワ

カ
」
と
読
ん
で
い
た
の
だ
。
一
泊
二
日
の
入
山
修
行
に
お
い

て
は
、
さ
ら
に
細
か
い
違
い
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。「
ゼ

ダ
イ
ジ
ン
シ
ュ
」
の
「
ジ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
が
つ
い
て
、「
ゼ

ダ
イ
ジ
ー
ン
シ
ュ
」
と
延
ば
す
。
同
様
に
「
ゼ
ダ
イ
ミ
ョ
ー

ウ
シ
ュ
」「
ゼ
ム
ジ
ョ
ー
ウ
シ
ュ
」「
ゼ
ム
ト
ウ
ド
ー
ウ
シ
ュ
」

と
延
び
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
最
後
の
「
ボ
ー
ジ
ソ
ワ
カ
」

に
つ
な
が
る
と
、
全
体
と
し
て
お
さ
ま
り
が
よ
い
感
じ
が
す

る
。
そ
の
よ
う
に
読
む
と
、
自
分
自
身
の
身
体
的
リ
ズ
ム
に

乗
る
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
般
若
心
経
の
独
特
の
読
み
方
は
、
抽
象
的

な
規
範
と
し
て
で
は
な
く
、
同
調
す
べ
き
身
体
的
リ
ズ
ム
と

し
て
提
示
さ
れ
、
し
か
も
、
こ
の
リ
ズ
ム
の
源
は
、
先
達
の

身
体
と
他
の
参
加
者
の
身
体
の
み
な
ら
ず
、
私
自
身
の
身
体

に
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
身
体
の
発
す
る
リ

ズ
ム
の
う
ち
、
突
出
し
て
外
れ
て
い
な
い
も
の
が
相
互
に
共

鳴
し
同
調
し
あ
う
こ
と
で
、
私
の
同
調
す
べ
き
リ
ズ
ム
と
し

て
現
象
す
る
の
で
あ
る
。

4
掛
け
念
仏
に
お
け
る
配
慮

勤
行
に
お
い
て
身
体
的
リ
ズ
ム
を
同
調
さ
せ
る
た
め
に
は
、

第
一
に
、
他
者
の
身
体
が
発
す
る
リ
ズ
ム
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
最
初
か
ら
大
き
な
声
を
出
し
て
い
て

は
、
自
分
の
身
体
的
リ
ズ
ム
を
他
者
に
押
し
付
け
る
こ
と
は

で
き
て
も
、
他
者
に
同
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
他
者
に
対
す
る
配
慮
が
欠
け
た
状
態
を
、
Y
さ

ん
は
、
端
的
に
「
自
分
勝
手
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
Y

さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
強
い
言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、

他
者
に
対
す
る
配
慮
が
、
勤
行
の
み
な
ら
ず
、
修
験
道
修
行

の
全
体
に
か
か
わ
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

他
者
に
対
す
る
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
も
う
ひ
と
つ
の
場
面
と

し
て
、
修
行
者
た
ち
が
列
を
な
し
て
歩
く
と
き
の
状
況
を
紹

介
し
た
い
。

入
山
修
行
の
時
間
の
大
部
分
は
、
列
を
な
し
て
歩
く
こ
と

に
費
や
さ
れ
る
。
そ
の
さ
い
、「
掛
け
念
仏
」
と
呼
ば
れ
る
、

独
特
の
文
句
を
唱
え
な
が
ら
歩
く
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

Y
さ
ん
は
、
日
帰
り
の
入
山
修
行
の
最
初
の
挨
拶
で
、
掛
け

念
仏
の
方
法
を
説
明
し
た
。
先
達
が
「
さ
ー
ん
げ
、
さ
ん
げ

（
懺
悔
、
懺
悔
）」
と
唱
え
た
ら
、
こ
れ
を
同
じ
調
子
で
繰
り
返

し
、
次
に
先
達
が
「
ろ
っ
こ
ー
ん
し
ょ
ー
う
じ
ょ
う
（
六
根

清
浄
）」
と
唱
え
た
ら
、
こ
れ
も
同
じ
調
子
で
繰
り
返
す
の
で

あ
る
。
Y
さ
ん
は
、
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
で
大
き
な
声
を
出

す
よ
う
に
念
を
押
し
て
、
そ
の
場
で
何
度
か
全
員
で
練
習
し

た
。掛

け
念
仏
は
、
歩
い
て
い
る
間
中
ず
っ
と
唱
え
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
急
な
上
り
坂
や
長
い
上
り
坂
等
で
唱
え
ら
れ

る
。
最
初
に
唱
え
た
の
は
、
歩
き
出
し
て
十
五
分
ほ
ど
経
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
六
田
の
渡
し
を
出
発
し
て
吉
野
川
に
か
か

る
橋
を
渡
り
、
役
行
者
の
像
の
前
で
勤
行
を
し
て
、
民
家
の

写真４　役行者を祀った祠
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間
を
通
り
抜
け
る
比
較
的
平
坦
な
道
に
つ
づ
き
短
く
急
な
上

り
坂
を
上
っ
た
。
上
り
坂
の
最
後
は
階
段
状
に
な
っ
て
お
り
、

息
を
切
ら
し
て
い
る
人
も
い
た
。
上
り
き
る
と
、
今
度
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
車
道
の
長
い
上
り
坂
が
続
く
。
ほ
ど
な
く
し

て
、
Y
さ
ん
が
「
さ
ー
ん
げ
、
さ
ん
げ
」
と
掛
け
念
仏
の
口

火
を
切
り
、
み
な
が
復
唱
す
る
。
そ
の
後
も
、
急
な
上
り
坂

が
あ
る
た
び
に
、
掛
け
念
仏
が
唱
え
ら
れ
る
。

私
は
、
は
じ
め
は
う
ま
く
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
が
、
十
回
ぐ
ら
い
唱
え
る
う
ち
に
大
き
な
声
を
出
せ
る
よ

う
に
な
る
。
声
を
出
す
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
と
、
歩

く
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
の
分
減
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、
不

思
議
な
こ
と
に
、
声
を
出
し
た
ほ
う
が
、
出
さ
な
い
よ
り
も

楽
に
歩
け
る
感
じ
が
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で

声
を
出
す
こ
と
で
、
よ
り
深
く
安
定
し
た
呼
吸
が
促
さ
れ
る

こ
と
は
想
像
で
き
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
あ
ま
り
疲
れ
な
い

の
が
不
思
議
で
あ
っ
た
。

蔵
王
堂
に
帰
り
着
く
前
の
最
後
の
勤
行
を
水
分
神
社
で
行

っ
て
か
ら
の
帰
り
の
下
り
坂
で
、
先
達
の
S
さ
ん
が
掛
け
念

仏
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
を
し
て
く
れ
た
。
最
初
に
声
を
出

す
先
達
の
数
は
少
な
く
、
こ
れ
に
応
え
て
声
を
出
す
修
行
者

の
数
は
多
い
た
め
、
一
見
す
る
と
、
先
達
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど

疲
れ
そ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
実
際
は
逆
で
、
大
勢
の
修

行
者
に
後
ろ
か
ら
押
し
て
も
ら
え
る
た
め
、
先
達
の
ほ
う
が

よ
ほ
ど
楽
だ
と
い
う
。

泊
り
が
け
の
入
山
修
行
の
初
日
の
晩
に
行
わ
れ
た
結
団
式

で
、
金
峯
山
寺
副
住
職
の
Y
さ
ん
（
先
達
の
Y
さ
ん
と
は
別

人
）
の
講
話
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
っ
た
。

み
な
さ
ん
が
明
日
山
に
入
る
と
き
、
掛
け
念
仏
と
い
う
も

の
を
す
る
は
ず
で
す
。
あ
れ
は
、
先
達
が
み
な
さ
ん
の
た

め
に
一
所
懸
命
に
声
を
掛
け
る
の
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん

も
そ
れ
に
応
え
て
一
所
懸
命
に
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
す
る
と
、
自
分
ひ
と
り
で
登
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
、

全
員
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
後
ろ
の
人
か
ら
押
さ
れ
、
ま

た
、
前
の
人
に
引
か
れ
る
よ
う
に
、
ど
ん
ど
ん
前
に
進
ん

で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。［
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
一

三
年
六
月
一
日
］

も
ち
ろ
ん
、
S
さ
ん
も
Y
さ
ん
も
、
身
体
が
物
理
的
に
押

さ
れ
た
り
引
か
れ
た
り
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
あ
た
か
も
後
ろ
か
ら
押
さ
れ
、
前
か
ら
引
か
れ
る
よ
う

に
感
じ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
入
山
修
行
の
当
時
は
、
掛
け
念
仏
を
唱
え
る
と
楽

に
歩
け
る
感
覚
は
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
そ
う
感
じ
る
の
か
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
身
体
の
相
互
性
と
い
う
観
点
か

ら
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
掛
け
念
仏
の
効
果
は
、
他
者
の
身

体
に
対
す
る
配
慮
を
介
し
て
、
自
己
の
身
心
全
体
の
構
え
の

変
化
を
も
た
ら
す
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

掛
け
念
仏
は
、
多
く
の
場
合
、
姿
の
見
え
な
い
他
者
の
声

と
し
て
現
象
す
る
。
細
い
山
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
列
の
は

る
か
前
方
な
い
し
後
方
か
ら
、「
さ
ー
ん
げ
、
さ
ん
げ
」
と
声

だ
け
が
聞
こ
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
声
を
聞
い
た
者
は
、
自

分
も
「
さ
ー
ん
げ
、
さ
ん
げ
」
と
声
を
出
す
が
、
そ
の
さ
い
、

声
の
主
に
向
け
た
応
答
と
し
て
声
を
出
す
の
で
あ
る
。
声
が

す
る
方
向
に
あ
る
は
ず
の
見
え
な
い
他
者
の
身
体
に
向
け
て
、

こ
ち
ら
に
聞
こ
え
た
の
と
同
じ
よ
う
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
大

き
な
声
で
応
え
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
者
の
身

体
に
配
慮
し
つ
つ
応
答
す
る
こ
と
は
、
た
ん
に
、
他
者
の
声

に
匹
敵
す
る
だ
け
の
大
声
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
他
者
が
こ
ち
ら
に
向
け
て
声
を
出
す
さ
い
に

取
っ
た
は
ず
の
身
心
の
構
え
そ
の
も
の
を
配
慮
し
て
、
そ
れ

に
見
合
う
だ
け
の
構
え
を
こ
ち
ら
も
取
る
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
身
心
全
体
に
わ
た
る
構
え
の
配
慮
を
介
し
て

こ
そ
、
た
ん
に
他
者
の
声
に
負
け
な
い
大
声
を
出
す
こ
と
の

み
な
ら
ず
、
他
者
の
気
力
に
負
け
な
い
気
力
を
振
り
絞
り
、
他

者
の
ペ
ー
ス
に
負
け
な
い
ペ
ー
ス
で
歩
く
こ
と
が
可
能
に
な

る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
結
果
と
し
て
、
他
者
の
身

体
的
リ
ズ
ム
と
の
同
調
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す

る
の
が
他
者
へ
の
配
慮
な
の
で
あ
る
。

5
隊
列
編
成
に
お
け
る
配
慮

姿
の
見
え
る
他
者
に
対
し
て
は
、
よ
り
細
や
か
で
具
体
的

な
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
端
は
、
隊
列
の
組
み
方
に
見

ら
れ
る
。
山
道
は
細
い
た
め
、
一
列
縦
隊
を
な
し
て
歩
く
が
、

そ
の
順
番
は
最
初
に
入
山
す
る
さ
い
に
決
め
ら
れ
、
こ
れ
を

原
則
と
し
て
入
山
修
行
の
間
中
維
持
す
る
。
日
帰
り
の
入
山

修
行
で
は
、
Y
さ
ん
の
指
示
の
も
と
、
先
頭
は
S
さ
ん
、
そ

の
す
ぐ
後
ろ
を
新
客
、
そ
の
後
ろ
を
参
加
経
験
者
が
歩
い
た
。

私
は
、
ち
ょ
う
ど
隊
列
の
中
央
あ
た
り
に
並
び
、
Y
さ
ん
が

私
の
す
ぐ
前
に
来
た
。
S
さ
ん
が
先
頭
な
の
は
、
隊
列
を
先

導
し
、
道
を
知
ら
な
い
可
能
性
の
あ
る
新
客
が
迷
う
の
を
防

ぐ
た
め
で
あ
り
、
新
客
が
経
験
者
の
前
を
歩
く
の
は
、
長
距

離
を
歩
き
慣
れ
て
い
な
い
可
能
性
の
あ
る
新
客
が
経
験
者
に

引
き
離
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
、
Y
さ
ん
が
中
央
に
位
置
す
る
こ
と
で
、
全
体

に
目
を
配
り
、
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
に
、
隊
列
に
お
け
る
身
体
配
置
そ
の
も
の
が
、
知
識

の
ほ
ど
も
体
力
の
ほ
ど
も
知
れ
な
い
新
客
、
す
な
わ
ち
、
他

者
と
し
て
の
新
客
の
身
体
に
配
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

目
配
り
を
可
能
に
す
る
身
体
配
置
と
い
う
概
念
は
、
一
見

し
て
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
の
い
う
規
律
＝
訓
練
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
身
体
を
管
理
す
る
主
体
を
形
成
す
る
た
め
の
装

置
で
あ
る
か
に
見
え
る
［Foucault, 1975=1977

］。
し
か
し
、
フ

ー
コ
ー
の
い
う
監
視
の
視
線
は
身
体
性
を
持
た
な
い
抽
象
的
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な
視
線
と
し
て
身
体
の
表
面
に
注
が
れ
る
の
に
対
し
、
先
達

の
目
配
り
は
、
そ
れ
自
体
が
身
体
的
リ
ズ
ム
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
で
、
他
者
の
身
体
的
リ
ズ
ム
と
相
互
干
渉
す
る
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
監
視
の
視
線
が
、
身
体
を
見
ら
れ
て
い

る
と
い
う
自
意
識
を
も
た
ら
し
、
そ
の
精
神
を
「
身
体
の
牢

獄
」
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
の
と
は
対
照
的
に
、
先
達
の
配

慮
は
、
身
体
的
リ
ズ
ム
の
変
化
と
し
て
の
身
心
全
体
の
変
化

を
も
た
ら
す
。
だ
が
、
こ
の
変
化
は
先
達
と
新
客
の
二
つ
の

身
体
的
リ
ズ
ム
の
相
互
干
渉
の
結
果
で
あ
る
か
ら
、
先
達
の

身
体
的
リ
ズ
ム
も
同
時
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
い
。

日
帰
り
の
入
山
修
行
で
歩
き
始
め
て
間
も
な
い
頃
、
民
家

の
間
の
道
を
通
り
抜
け
る
と
、
急
な
上
り
坂
に
さ
し
か
か
っ

た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
舗
装
に
滑
り
止
め
の
溝
が
刻
ん
で
あ

る
こ
と
が
、
傾
斜
の
度
合
い
を
物
語
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

途
切
れ
る
と
、
そ
の
後
の
土
の
道
は
階
段
状
に
な
っ
て
い
た
。

私
は
階
段
を
上
る
さ
い
、
一
人
の
女
性
の
脇
を
通
り
過
ぎ
た
。

彼
女
は
私
の
前
を
歩
い
て
い
た
新
客
の
一
人
で
、
は
あ
は
あ

と
息
を
切
ら
せ
て
、
脇
に
よ
け
て
休
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ
た
車
道
に
出
て
休
憩
し
て
い
る
さ

い
に
、
彼
女
が
Y
さ
ん
と
一
緒
に
追
い
つ
い
た
。
し
ば
ら
く

休
ん
で
か
ら
、
Y
さ
ん
は
彼
女
に
、
先
頭
の
S
さ
ん
の
す
ぐ

後
ろ
を
歩
く
よ
う
に
言
い
、
再
出
発
し
た
。
こ
の
隊
列
の
変

更
は
、
そ
の
女
性
と
S
さ
ん
の
双
方
の
歩
く
ペ
ー
ス
に
影
響

す
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
女
性
は
、
S
さ
ん
に
引
き
離
さ
れ

な
い
よ
う
に
努
力
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
S
さ
ん
の
方
も
、

そ
の
女
性
を
引
き
離
さ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
だ
ろ
う
。
隊

列
の
変
更
は
、
こ
う
し
た
相
互
の
配
慮
に
よ
る
、
身
体
的
リ

ズ
ム
の
双
方
向
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
日
の
午
後
、
身
体
的
リ
ズ
ム
の
相
互
干
渉
が
よ
り
鮮

明
に
な
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
雨
師
観
音
で
の
勤
行
の
の
ち
、

と
り
わ
け
長
い
上
り
坂
が
続
い
た
と
き
、
Y
さ
ん
は
、
か
の

女
性
の
息
が
上
が
り
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
て
、
S

さ
ん
の
腰
に
つ
け
た
螺か

い
の
お緒

（
行
者
装
束
の
一
部
を
な
す
、
腰
に
巻

く
編
ん
だ
ロ
ー
プ
）
に
つ
か
ま
っ
て
登
る
よ
う
に
、
と
言
っ
た
。

彼
女
は
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
し
た
が
、
Y
さ
ん
は
、「
S
さ

ん
の
こ
と
を
牛
だ
と
思
っ
て
い
い
で
す
か
ら
」
と
言
っ
て
皆

を
笑
わ
せ
て
か
ら
、「
遠
慮
し
な
く
て
い
い
で
す
、
こ
れ
が

S
さ
ん
の
修
行
で
す
」
と
言
っ
た
。
彼
女
は
、
言
わ
れ
た
と

お
り
に
S
さ
ん
に
引
っ
張
ら
れ
て
登
っ
て
い
っ
た
。
螺
緒
と

い
う
物
理
的
な
媒
体
に
よ
っ
て
、
S
さ
ん
と
彼
女
の
身
体
的

リ
ズ
ム
は
相
互
干
渉
し
、
S
さ
ん
の
も
の
で
も
彼
女
の
も
の

で
も
な
い
、
新
し
い
ペ
ー
ス
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
客
に
対
す
る
配
慮
が
先
達
に
と
っ
て
修
行
の

本
質
を
な
す
要
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
上
り
坂
の

途
中
に
あ
る
首
塚
で
勤
行
を
し
た
あ
と
の
Y
さ
ん
の
講
話
か

ら
う
か
が
え
る
。

こ
の
体
験
修
行
は
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
、
ま
た
行
き

た
い
な
、
と
思
っ
て
い
た
だ
こ
う
、
と
い
う
気
持
ち
で
、
で

き
る
だ
け
ニ
コ
ニ
コ
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
の

道
は
大
峯
山
に
入
る
手
前
の
道
で
、
峯
入
り
す
る
と
き
は
、

私
も
S
先
達
も
、
眉
間
に
線
が
二
、
三
本
よ
け
い
に
入
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
み
な
さ
ん
を
お
連
れ
し
て
と
も

に
修
行
し
、
無
事
に
帰
り
着
く
の
が
私
た
ち
の
修
行
だ
か

ら
で
す
。
蔵
王
権
現
さ
ま
も
同
じ
で
す
。
本
地
仏
は
、
釈

迦
菩
薩
、
観
音
菩
薩
、
千
手
観
音
と
い
う
、
こ
の
上
な
く

や
さ
し
い
三
人
の
仏
様
で
す
が
、
蔵
王
権
現
さ
ま
は
怒
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
度
し
難
い
衆
生
を
救
う
た
め
に
、
み

な
さ
ん
を
お
導
き
に
な
る
た
め
に
叱
っ
て
い
る
の
で
す
。

［
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
五
日
］

こ
こ
で
は
、
先
達
に
よ
る
新
客
に
対
す
る
配
慮
が
、
蔵
王

権
現
に
よ
る
衆
生
に
対
す
る
配
慮
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

蔵
王
権
現
と
は
、
修
験
道
の
開
祖
で
あ
る
役
行
者
が
衆
生
を

救
う
た
め
に
祈
り
出
し
た
と
さ
れ
る
、
金
峯
山
寺
の
本
尊
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
他
者
に
対
す
る
配
慮
は
修
験

道
そ
の
も
の
の
本
質
を
な
す
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。お

わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
金
峯
山
寺
修
験
道
に
お
け
る
修
行
者
集
団
の

規
範
に
従
う
こ
と
は
、
他
者
の
身
体
的
リ
ズ
ム
と
構
え
に
対

す
る
相
互
的
な
配
慮
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ

の
配
慮
が
修
行
そ
の
も
の
の
本
質
に
か
か
わ
る
こ
と
を
示
し

て
き
た
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
他
者
と
は
、
真
の

他
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
先
達
も
経
験
者
も
新
客
も
、

日
本
文
化
を
共
有
す
る
日
本
語
の
話
者
と
い
う
点
で
共
通
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
体
験
修
行
と
い
う
一
時
的
な
も
の
で
あ

る
に
せ
よ
、
同
じ
修
行
者
集
団
に
属
し
て
い
る
た
め
、
修
験

道
に
対
す
る
関
心
を
持
ち
、
先
達
の
権
威
を
認
め
る
点
で
も

共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
共
通
の
社
会
的
基
盤
を
持
つ
た

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
で
あ
る
は
ず
の
個
人

ど
う
し
の
配
慮
を
、
他
者
に
対
す
る
配
慮
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
同
じ
修
行
者

集
団
に
属
し
て
い
る
個
人
ど
う
し
で
も
、
修
行
に
お
い
て
予

定
調
和
的
に
同
調
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
が
手
拭
い
を
逆

さ
に
巻
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
恥
ず
か
し
か
っ
た
の

は
、
私
の
額
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
私
と
は
全
く
異

な
る
身
体
的
視
点
を
持
つ
他
者
に
、
身
体
的
存
在
と
し
て
の

自
分
の
限
界
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
勤
行
に

お
い
て
も
、
自
分
の
声
を
周
囲
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
ま

ず
周
囲
の
声
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
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は
、
周
囲
に
い
る
の
が
自
分
と
は
身
体
的
リ
ズ
ム
の
異
な
る

他
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
歩
く
さ
い
の
掛
け
念
仏
に
も
隊
列
編

成
に
も
、
身
体
的
リ
ズ
ム
や
構
え
は
も
と
よ
り
、
山
に
必
要

な
知
識
も
体
力
も
未
知
数
の
新
客
、
つ
ま
り
、
他
者
と
し
て

の
新
客
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
修
行
者

は
、
社
会
的
に
は
同
一
の
修
行
者
集
団
に
属
し
て
い
て
も
、
身

体
的
に
は
、
視
点
・
知
識
・
体
力
・
リ
ズ
ム
・
構
え
が
異
な

る
他
者
ど
う
し
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
他
者
に
対

す
る
配
慮
と
い
う
修
行
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

修
行
者
集
団
の
内
部
に
お
け
る
配
慮
が
、
他
者
に
対
す
る

配
慮
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
は
、
蔵
王
堂
に
帰
り
着
く
前
の

最
後
の
勤
行
を
水
分
神
社
で
終
え
た
あ
と
の
Y
さ
ん
の
講
話

に
う
か
が
え
る
。

こ
こ
に
集
ま
っ
た
方
は
、
実
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
初
対

面
で
す
。
よ
く
、
初
対
面
で
こ
ん
な
こ
と
が
よ
く
で
き
ま

す
ね
、
と
人
に
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
、
仏
様
の
ご
縁
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
無
事
に
最
後
の
勤
行
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
無
事
で
何
も
な
い
こ
と
が
う

れ
し
い
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
も
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

［
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
十
五
日
］

体
験
修
行
の
参
加
者
は
、
多
く
が
初
対
面
ど
う
し
で
は
あ

る
も
の
の
、
み
な
、
先
達
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
集
団
の

一
員
と
し
て
修
行
す
る
つ
も
り
で
参
加
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
達
と
し
て
こ
れ
ら
の
参
加
者
を

率
い
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
先
達
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
が
、
修
行
者
集
団
の
一
員
と
し
て
の
参
加
者
に

対
す
る
、
社
会
的
次
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
分
と
は
異
な
る
視
点
・
知
識
・
体
力
・

リ
ズ
ム
・
構
え
を
備
え
た
身
体
的
存
在
と
し
て
の
参
加
者
に

対
す
る
、
身
体
的
次
元
に
お
け
る
配
慮
が
あ
っ
て
こ
そ
、
参

加
者
と
と
も
に
山
道
を
歩
き
、
勤
行
や
個
別
修
行
を
行
い
、
無

事
に
帰
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
こ
と
が
、
先
達
の
み

な
ら
ず
一
人
ひ
と
り
の
参
加
者
に
対
し
て
も
言
え
る
こ
と
を
、

私
は
目
の
当
た
り
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
修
験
道
の
身
心
変
容
技
法
の
修
得
と
は
、

修
行
者
集
団
へ
の
順
応
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
冒
頭
の

問
い
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
た

し
か
に
、
修
験
道
の
修
行
者
集
団
に
は
、
手
拭
い
の
巻
き
方

か
ら
声
の
出
し
方
、
隊
列
の
組
み
方
に
至
る
ま
で
、
い
く
つ

も
の
固
有
の
規
範
が
あ
り
、
修
行
者
は
こ
れ
ら
に
従
う
こ
と

を
求
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
規
範
に
従
う
こ
と
は
、
他

者
の
身
体
的
リ
ズ
ム
と
構
え
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
の
み
可

能
で
あ
る
。
Y
さ
ん
が
話
し
た
よ
う
に
、
他
者
へ
の
配
慮
が

修
験
道
修
行
の
本
質
を
な
す
な
ら
ば
、
修
験
道
の
身
心
変
容

技
法
と
は
、
他
者
の
身
体
的
リ
ズ
ム
と
構
え
に
対
す
る
配
慮

を
通
し
て
、
自
己
の
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
技
法
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
技
法
は
、
金
峯
山
寺
修
験
道
の
修
行
者

集
団
に
固
有
の
規
範
に
従
う
こ
と
で
習
得
さ
れ
る
が
、
他
方

で
、
社
会
的
次
元
の
共
通
性
に
は
還
元
さ
れ
な
い
、
身
体
的

な
リ
ズ
ム
と
構
え
の
次
元
に
お
け
る
他
者
に
対
す
る
配
慮
を

契
機
と
し
て
い
る
点
で
普
遍
的
で
あ
る
。
配
慮
の
技
法
と
し

て
の
修
験
道
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
普
遍
性
と
固
有
性
を
併

せ
持
っ
た
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
宗
教
的
超
越
性
と
経
験
性
は
ど
の
よ
う
に
調

停
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
Y
さ
ん
が
、
先
達
に
よ
る
新
客

の
配
慮
を
、
蔵
王
権
現
に
よ
る
衆
生
の
救
済
に
擬
す
と
き
、
ま

た
、
入
山
修
行
の
無
事
を
仏
様
の
ご
縁
の
お
蔭
と
位
置
付
け

る
と
き
、
蔵
王
権
現
と
仏
様
は
、
救
済
の
技
法
と
し
て
の
修

験
道
を
体
得
し
体
現
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
超
越
性
の
問
題
に
立
ち
入
る
に
は
、
先
に
、「
西
の
覗

き
」
で
有
名
な
山
上
个
岳
表
行
場
・
裏
行
場
の
個
別
修
行
に

お
け
る
私
の
経
験
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
今
後

の
課
題
と
し
、
本
稿
は
、
大
峯
修
験
道
が
他
者
の
身
体
的
リ

ズ
ム
と
構
え
に
対
す
る
配
慮
の
身
心
変
容
技
法
で
あ
る
と
い

う
結
論
を
も
っ
て
む
す
び
と
し
た
い
。

謝
辞

本
稿
の
た
め
の
調
査
に
あ
た
り
、
修
験
本
宗
総
本
山
金
峯
山
寺
の

Y
副
住
職
、
Y
先
達
お
よ
び
S
先
達
そ
し
て
F
先
達
な
ら
び
に

大
峯
修
行
体
験
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。
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1
「
緒
論
」の
概
要

1-

1　

精
神
と
物
質
、直
観
と
知
性

ベ
ル
ク
ソ
ン
（H

enri Bergson, 1859-1941

）
自
身
の
論
文
集

『
思
想
と
動
く
も
の1

』（La pensée et le m
ouvant, 1934, 

以
下

PM
.

と
略
記
、
数
字
は
訳
書
の
頁
数
）
に
収
録
さ
れ
た
「
緒
論

（Introduction

）」
は
、
彼
が
自
ら
の
哲
学
的
思
索
の
展
開
を
回

顧
し
な
が
ら
、
各
主
題
に
関
す
る
論
考
の
要
点
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
考
察
に
も
き
わ
め
て
有
益
で

あ
る
の
で
、
概
要
を
ざ
っ
と
辿
っ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
冒
頭
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
言
う
、「
哲
学
に
最
も
欠
け
て

い
た
も
の
は
正
確
さ
で
あ
る
」（PM

.9

）
と
。
哲
学
的
体
系
は

現
実
に
対
し
て
は
大
き
す
ぎ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
哲
学
者

た
ち
は
時
間
を
空
間
と
同
列
に
置
き
、
継
起
を
並
置
に
置
き

換
え
る
。
そ
れ
は
知
性
の
目
的
が
「
事
物
に
対
す
る
我
々
の

行
動
を
準
備
し
導
く
こ
と
」（PM

.14

）
に
あ
っ
て
、
知
性
の

働
き
が
「
運
動
に
お
い
て
も
変
化
に
お
い
て
も
持
続
を
隠
す

こ
と
」
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
時
間
を

指
示
す
る
用
語
は
空
間
の
言
葉
か
ら
借
用
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
た
と
え
ば
心
理
学
で
は
連
合
主
義
が
意
識
の
持
続
を
空

間
的
時
間
に
お
け
る
並
置
に
置
き
換
え
、
哲
学
で
は
カ
ン
ト

主
義
が
、
知
性
が
実
生
活
に
必
要
な
諸
習
慣
を
身
に
つ
け
た

こ
と
に
由
来
す
る
認
識
の
相
対
性
を
主
張
す
る
に
及
ん
だ
。

言
い
換
え
れ
ば
、
幾
多
の
擬
似
問
題
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
哲
学
的
思
潮
の
一
般
傾
向
に
抗
し
て
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
ま
っ
た
く
純
粋
な
内
的
持
続
を
再
発
見
す
る
に
至
る
。

「
運
動
に
は
動
き
を
、
変
化
に
は
流
動
性
を
、
時
間
に
は
持
続

を
回
復
さ
せ
よ
う
。
解
決
不
能
な
︿
大
問
題
﹀
な
ど
は
抜
け

殻
と
と
も
に
消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
…〔
中
略
〕…
形

而
上
学
は
か
く
し
て
経
験
そ
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
持

続
は
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
、
絶
え
間
な
い
創
造
と
し
て
、
新

し
い
も
の
の
不
断
の
噴
出
と
し
て
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
」

（PM
.17

）。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
再
発
見
し
た
の
は
、
純
粋
持
続
で

あ
る
。
新
し
い
も
の
が
不
断
に
噴
出
し
、
進
化
が
創
造
的
で

あ
る
よ
う
な
持
続
で
あ
る
。
哲
学
の
任
務
は
、
こ
の
「
直
接

的
で
何
も
の
を
も
介
在
さ
せ
な
い
自
己
観
察
の
一
般
的
諸
条

件
を
定
立
す
る
こ
と
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
潜
在
的
な

可
能
性
か
ら
の
選
択
と
見
る
よ
う
な
「
自
由
の
問
題
」
は
、

「
持
続
を
延
長
と
混
同
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
擬
似
問
題
」

（PM
.29

）
な
の
で
あ
っ
て
、
心
の
諸
状
態
に
置
き
換
え
ら
れ

た
言
葉
の
外
皮
は
、
空
間
的
な
本
性
を
持
ち
、
社
会
的
な
効

用
を
有
す
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
空
間
性
と
社
会
性
が
原
因
で

認
識
の
相
対
性
が
帰
結
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
哲
学
の
不
正
確

さ
は
、
あ
る
事
物
を
あ
ま
り
に
も
広
漠
た
る
類
概
念
に
含
ま

せ
る
こ
と
に
起
因
す
る
が
、
そ
の
間
に
介
在
す
る
ヴ
ェ
ー
ル

を
取
り
去
れ
ば
、「
実
在
と
の
直
接
的
接
触
に
参
入
す
る
」

（PM
.31

）
の
だ
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
見
る
。「
も
し
最
初
に
既

成
諸
観
念
を
斥
け
、
現
実
の
直
接
的
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
を
獲
得
し
、

し
か
る
後
に
こ
の
実
在
を
そ
の
分
節
を
考
慮
し
な
が
ら
細
分

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
密
教
的
解
釈
試
論

第
二
部
❖
身
心
変
容
の
ワ
ザ
学

棚
次
正
和

京
都
府
立
医
科
大
学
大
学
院
教
授
／
宗
教
哲
学
・
祈
り
研
究
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し
て
行
く
な
ら
ば
、
そ
の
時
こ
そ
、
自
己
の
考
え
を
表
明
す

る
た
め
に
形
成
す
べ
き
新
し
い
諸
概
念
は
対
象
の
寸
法
に
正

確
に
合
わ
せ
て
裁
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（PM

.32

）。

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
方
法
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
直
観

（intuition
）」
で
あ
る
。
こ
の
直
観
は
、
必
ず
し
も
知
的
思
考

と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。「
現
実
の
さ
ま
ざ
ま
な
波
動
を

追
究
す
る
よ
う
な
、
真
に
直
観
的
な
形
而
上
学
」
は
、「
も
は

や
事
物
の
全
体
を
一
挙
に
捉
え
る
こ
と
こ
そ
し
な
い
が
、
一

つ
一
つ
の
事
物
に
対
し
て
、
正
確
に
そ
れ
だ
け
に
当
て
は
ま

る
よ
う
な
説
明
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
」（PM

.36

）。
直
観
は
、

何
よ
り
も
ま
ず
内
面
的
持
続
に
向
か
う
。「
こ
の
直
観
は
、
並

置
な
ら
ざ
る
継
起
を
、
内
面
的
成
長
を
、
未
来
を
蚕
食
す
る

現
在
内
へ
の
過
去
の
不
断
の
伸
長
を
把
握
す
る
」（PM

.36

）。

そ
れ
は
空
間
や
言
語
の
プ
リ
ズ
ム
を
介
さ
な
い
「
精
神
に
よ

る
精
神
の
直
接
的
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
（la vision directe de l

ʼesprit par 

l

ʼesprit

）」（PM
.36

）
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
直
観
は
「
直
接

的
意
識
で
あ
り
、
見
ら
れ
る
対
象
と
分
か
ち
が
た
い
ヴ
ィ
ジ

オ
ン
で
あ
り
、
接
触
で
あ
り
合
一
で
さ
え
あ
る
認
識
」（PM

.37

）

で
あ
る
。

こ
の
直
観
の
対
象
は
、
も
ち
ろ
ん
特
定
領
域
に
限
定
さ
れ

な
い
。
そ
れ
は
「
譲
歩
し
て
は
抵
抗
し
、
屈
服
し
て
は
ま
た

勢
力
を
盛
り
返
す
無
意
識
の
辺
縁
に
迫
る
拡
大
さ
れ
た
意
識

（conscience élargie

）」（PM
.37

）
に
対
し
て
も
、
ま
た
共
感
や

反
感
な
ど
自
他
の
心
理
的
浸
透
現
象
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に

個
人
意
識
を
超
え
て
「
意
識
一
般
（la conscience en général

）」

や
「
生
命
的
な
る
も
の
（le vital

）」
や
有
機
化
作
用
の
彼
方
に

あ
る
「
無
機
物
（la m

atière inorganisée

）」
に
対
し
て
さ
え
及

ぶ
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、「
直
観
の
固
有
の
領
域

は
精
神
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
直
観
は
事
物
の
中
に
、
物
質
的

事
物
の
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
精
神
性
（spiritualité

）

を
分
有
す
る
点
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
」（PM

.38

）
の
で
あ

る
。
直
観
の
対
象
領
域
は
、
個
人
の
内
的
意
識
や
無
意
識（
拡

大
さ
れ
た
意
識
）、
ま
た
他
者
の
意
識
・
無
意
識
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
は
生
物
（
有
機
物
）
や
無
生
物
（
無
機
物
）
に
ま
で
拡

大
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
我
々
の

意
識
は
、
い
く
ら
純
化
し
て
も
、
人
間
的
な
る
も
の
を
混
え

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
直
観
の
努
力
は
、
事
実
上
は
さ
ま
ざ
ま

な
高
さ
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

既
述
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
直
観
的
に
考

え
る
と
は
、
持
続
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
で
あ
る
（penser 

intuitivem
ent est penser en durée

）」（PM
.40

）。
言
い
換
え
れ
ば
、

直
観
は
運
動
か
ら
出
発
し
、
運
動
を
実
在
そ
の
も
の
と
し
て

認
知
す
る
。
不
動
性
と
は
、
精
神
が
動
き
に
対
し
て
撮
っ
た

ス
ナ
ッ
プ
写
真
に
す
ぎ
な
い
。「
直
観
は
持
続
す
な
わ
ち
生
長

に
注
目
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
予
見
不
可
能
な
新

し
い
も
の
の
不
断
の
連
続
性
を
観
取
す
る
。
直
観
は
、
精
神

が
自
身
の
有
す
る
よ
り
以
上
の
も
の
を
自
身
か
ら
引
き
出
す

こ
と
、
精
神
性
と
は
正
に
そ
の
こ
と
に
存
す
る
こ
と
、
ま
た

実
在
に
は
精
神
が
染
み
込
ん
で
い
て
創
造
で
あ
る
こ
と
、
な

ど
を
見
て
い
る
し
知
っ
て
も
い
る
」（PM

.40

）
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
直
観
は
苦
し
い
も
の
で
、
長
続
き
は
し
な
い
。

思
惟
は
い
つ
も
言
語
を
利
用
す
る
の
で
あ
る
が
、「
直
観
も
思

惟
と
同
様
に
、
最
後
に
は
諸
概
念
（des concepts

）
の
中
に
宿

る
こ
と
に
な
る
」（PM

.40

）。

と
こ
ろ
で
、
概
念
は
知
的
な
起
源
ゆ
え
に
、
精
神
に
と
っ

て
は
直
ち
に
明
晰
で
あ
る
が
、
直
観
か
ら
生
じ
た
観
念
は
、
最

初
は
不
明
瞭
な
も
の
で
あ
る
。
根
本
的
に
新
し
く
絶
対
的
に

単
純
な
観
念
は
、
最
初
は
不
可
解
で
あ
り
、
長
く
時
間
を
か

け
ね
ば
体
認
さ
れ
え
な
い
。
既
往
の
も
の
で
新
し
い
も
の
を

再
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明

晰
性
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
既
往
の
要
素

で
新
し
い
も
の
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
概
念
の
明
晰
性
と
、

直
観
に
由
来
す
る
た
め
感
得
に
時
間
を
要
す
る
観
念
の
明
晰

性
で
あ
る
。

1-

2　

形
而
上
学
と
実
証
科
学

以
上
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン

は
次
の
結
論
に
到
達
す
る
。「
か
よ
う
な
わ
け
で
、
私
は
形
而

上
学
に
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
対
象
す
な
わ
ち
精
神
を
指
定
し
、

一
つ
の
特
殊
な
方
法
す
な
わ
ち
何
よ
り
も
直
観
を
指
定
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
私
は
形
而
上
学
を
科
学
か
ら
明
確
に
区
別
す

る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
、
私
は
両
者
に
等
し
い
価
値
を

帰
す
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
両
者
は
い
ず
れ
も
実
在
の
根
底

に
触
れ
う
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
私
は
、
哲
学
者
が
主
張

し
科
学
者
が
受
容
す
る
主
張
、
認
識
の
相
対
性
お
よ
び
絶
対

者
に
到
達
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
と
い
う
主
張
を
拒
絶
す
る
」

（PM
.43

） 。

実
証
科
学
は
感
覚
に
よ
る
観
察
に
訴
え
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
素
材
の
仕
上
げ
を
抽
象
し
一
般
化
す
る
能
力
に
、
判
断
と

推
論
に
、
要
す
る
に
知
性
（intelligence

）
に
委
ね
る
。
そ
れ

が
得
意
と
す
る
の
は
惰
性
的
物
質
の
領
域
で
あ
り
、
生
命
現

象
を
扱
う
際
で
も
物
理
化
学
的
な
も
の
に
専
念
す
る
の
が
常

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
対
象
が
精
神
と
な
る
と
き
、
実
証

科
学
の
困
惑
は
途
方
も
な
く
大
き
な
も
の
と
な
る
。
そ
こ
に

は
常
に
隠
喩
的
な
も
の
が
潜
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
知
性
は
仕
方
な
く
、
精
神
的
な
も
の
を
物
質
的
な
も
の

に
置
換
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
理
解
し
よ
う
と

す
る
。
こ
う
し
た
知
性
の
働
き
に
関
し
て
銘
記
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
知
性
の
役
割
が
「
道
具
を
製
作
す
る

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
周
囲
の
諸
物
体
に
対
す
る
行
動
を
導
く

こ
と
」（PM

.44

）
に
あ
り
、
科
学
は
こ
の
知
性
の
働
き
を
は

る
か
遠
く
に
ま
で
押
し
進
め
た
が
、
そ
の
方
向
は
変
え
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
科
学
が
目
指
し
た
の
は
、
人
間

を
物
質
の
支
配
者
た
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
次

の
最
も
蓋
然
的
な
仮
説
も
導
き
出
さ
れ
る
。「
知
性
が
物
質
を

利
用
す
る
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
疑
い
も
な
く
、
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知
性
の
構
造
の
範
と
さ
れ
た
の
は
物
質
の
構
造
な
の
で
あ
る
」

（PM
.45

）。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
知
性
が
精
神
を
対
象
と
す

る
と
き
、
物
質
の
あ
る
表
面
的
動
揺
は
精
神
の
中
に
到
来
し

て
表
面
的
に
感
覚
と
し
て
表
象
さ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
精
神
は

物
体
に
働
き
か
け
る
た
め
に
次
第
に
物
質
の
方
へ
下
降
し
て

空
間
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
物
体
の
物
理
学
を
真
似
た

「
精
神
の
物
理
学
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
従
え
ば
、
科
学
に
対
す
る
形
而
上

学
は
、
精
神
を
自
ら
の
側
に
保
留
し
、
外
界
認
識
に
お
い
て

前
進
す
る
よ
り
も
は
る
か
に
困
難
な
自
己
認
識
に
お
い
て
前

進
す
る
こ
と
を
自
ら
の
課
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
自
然
的
傾
向
に
逆
ら
っ
て
、
精
神
を
そ
れ
が
弛
緩
す

る
空
間
か
ら
、
つ
ま
り
物
質
の
上
に
身
を
置
く
た
め
に
備
え

る
物
質
性
か
ら
解
放
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

精
神
に
よ
る
精
神
の
直
接
ヴ
ィ
ジ
オ
ン
が
直
観
の
主
要
な

働
き
だ
と
し
て
も
、「
直
観
は
知
性
に
よ
っ
て
し
か
伝
え
ら
れ

な
い
。
直
観
は
観
念
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
自

ら
を
伝
達
す
る
た
め
に
は
直
観
は
観
念
に
跨
が
ら
ね
ば
な
ら

な
い
」（PM

.49-50

）。
こ
う
し
て
、
直
観
は
最
も
具
体
的
な
諸

観
念
、
つ
ま
り
さ
ま
ざ
ま
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
取
り
巻
か
れ
た

諸
観
念
に
訴
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
示
唆
す
る
だ
け
に

す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
我
々
に
直
接
的
ヴ
ィ

ジ
オ
ン
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
形
而
上
学
と
科
学
の
間
に

方
法
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
、
価
値
の
相
違
を

認
め
る
も
の
で
は
な
く
、
科
学
は
物
質
に
、
ま
た
形
而
上
学

は
精
神
に
向
か
い
、
い
ず
れ
も
実
在
に
到
達
す
る
の
だ
と
考

え
て
い
る
。「
精
神
と
物
質
と
は
触
れ
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
形
而
上
学
と
科
学
は
共
通
面
に
わ
た
っ
て
互
い
に
自

ら
を
試
し
う
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
接
触
は
豊
か
な
結
果
を

生
み
出
す
も
と
に
な
り
う
る
」（PM

.52

）
の
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
予
想
す
る
よ
う
に
、
経
験
的
な
形
而

上
学
の
確
立
は
、
困
難
を
極
め
る
で
あ
ろ
う
。
内
的
経
験
に

厳
密
に
適
合
す
る
言
語
な
ど
存
在
し
な
い
以
上
、
我
々
は
イ

マ
ー
ジ
ュ
を
伴
っ
た
概
念
に
立
ち
戻
っ
て
、
そ
の
概
念
を
拡

大
し
、
柔
軟
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
験
の
地
平
に
お
い
て

は
、
解
決
は
不
完
全
で
あ
り
、
結
論
は
暫
定
的
で
あ
ろ
う
が
、

「
こ
う
し
た
形
而
上
学
が
到
達
す
る
蓋
然
性
は
し
だ
い
に
増
大

し
、
つ
い
に
は
確
実
性
に
匹
敵
す
る
も
の
と
な
り
う
る
」

（PM
.54

）
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
魂
は
身
体
な
き
後
も

存
続
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、「
意
識
的
生
の
一
つ

の
小
部
分
の
み
が
脳
に
制
約
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
確
定
す
る

な
ら
ば
、
脳
の
消
滅
後
も
た
ぶ
ん
意
識
的
生
が
存
続
す
る
、
と

い
う
結
論
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
」（PM

.54

）。

1-

3　
一
般
観
念
と「
生
へ
の
注
意
」

そ
れ
に
し
て
も
、
哲
学
的
思
索
が
言
語
、
と
り
わ
け
一
般

観
念
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
不
可
避
な
こ
と

で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
一
般
観
念
の
背
後
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
一
般
性
を
考
え
る
能
力
ま
た
は
知
覚
す
る
能
力
が
存
在
す

る
。
こ
う
し
た
能
力
が
持
つ
生
命
的
意
義
を
看
過
す
べ
き
で

は
な
い
。
生
物
に
と
っ
て
は
生
き
る
こ
と

0

0

0

0

0

が
第
一
で
あ
り
、
そ

れ
ら
の
諸
機
能
（
記
憶
、
思
惟
、
知
覚
、
一
般
化
作
用
な
ど
）
は
、

有
用
で
あ
る
か
ら
こ
そ
現
に
あ
る
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
観
念
の
問
題
は
、
生
命
の
基
本
的

欲
求
に
起
源
を
持
つ
の
で
あ
る
。
生
物
は
そ
の
環
境
に
お
い

て
、
き
わ
め
て
多
様
な
物
質
や
対
象
物
の
中
か
ら
、
己
れ
の

諸
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
諸
部
分
ま
た
は
諸
要
素
を
収

集
す
る
。
自
分
に
利
害
の
あ
る
特
徴
を
分
離
し
て
、
共
通
特

性
へ
と
統
括
す
る
。
そ
の
種
の
抽
象
化
作
用
と
一
般
化
作
用

は
、
思
惟
さ
れ
る
の
で
は
な
く
体
験
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

我
々
の
反
省
的
な
一
般
観
念
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
万
物

相
異
（
無
意
味
な
一
般
化
作
用
）
と
万
物
相
似
（
無
用
な
一
般
化

作
用
）
と
い
う
両
極
の
間
に
、
多
種
多
様
な
無
数
の
性
向
・

習
慣
・
態
度
・
運
動
の
複
合
が
生
じ
る
。
我
々
が
知
覚
と
称

し
て
い
る
類
似
性
は
、
何
よ
り
も
事
物
や
状
態
に
共
通
な
特

性
で
あ
っ
て
、
身
体
に
同
じ
反
応
を
起
こ
さ
せ
、
同
じ
態
度

を
取
ら
せ
、
ま
た
同
じ
運
動
を
始
め
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
利

害
の
あ
る
諸
作
用
に
対
す
る
身
体
の
反
応
が
同
一
で
あ
る
こ

と
が
、
諸
作
用
に
跳
ね
返
っ
て
類
似
性
を
出
現
さ
せ
る
の
で

あ
る
。

一
般
観
念
は
、
三
種
に
分
類
さ
れ
う
る
。
第
一
は
、
生
命

の
働
き
を
目
的
論
的
用
語
（
…
…
を
す
る
た
め
で
あ
る
か
の
如
く

に
）
で
述
べ
る
際
の
よ
う
な
「
生
物
学
的
本
質
の
も
の
」
で

あ
る
。
第
二
に
、
有
機
物
か
ら
無
機
物
に
移
る
と
き
、
生
命

的
な
も
の
に
見
出
さ
れ
た
類
似
性
は
、
幾
何
学
的
な
も
の
の

内
で
は
同
一
性
へ
と
転
ず
る
。
惰
性
的
な
物
質
界
に
見
出
さ

れ
る
類
や
要
素
的
一
般
性
は
、
同
一
的
な
も
の
の
反
復
で
あ

り
、
同
じ
振
動
数
と
し
て
現
れ
る
。「
現
実
的
知
覚
と
は
潜
在

的
行
動
が
己
を
御
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
情
報
で
あ
り
、

我
々
の
持
続
の
一
瞬
の
内
に
、
そ
れ
よ
り
遥
か
に
緊
張
度
の

少
な
い
も
の
の
持
続
の
内
に
行
な
わ
れ
る
何
千
、
何
百
万
、
何

兆
と
い
う
事
象
を
凝
縮
し
た
も
の
で
あ
る
」（PM

.70

）。
こ
の

緊
張
の
差
異
が
、
物
理
的
決
定
論
と
人
間
の
自
由
と
の
差
を

測
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
両
者
の
二
元
性
と
共
存
を
説

明
す
る
も
の
と
な
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
数
多
く
の
異
な
っ

た
放
送
局
が
数
多
く
の
異
な
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
同
時
に
放

送
す
る
と
い
う
比
喩
を
持
ち
出
し
て
、
物
質
的
知
覚
と
は
「
別

の
選
択
に
対
応
す
る
別
の
世
界
が
同
じ
場
所
と
同
じ
時
間
の

内
に
存
在
し
て
も
何
ら
差
し
支
え
は
な
い
」（PM

.71

）
と
言

う
。
第
三
に
、
人
間
の
思
索
と
行
動
が
創
り
出
し
た
一
般
観

念
が
あ
る
。
人
間
は
本
質
的
に
工
作
人
（hom

o faber

）
で
あ

っ
て
、
知
性
は
「
無
数
の
道
具
を
発
明
し
組
み
立
て
る
能
力
」

と
言
え
、
人
間
社
会
は
、
利
害
や
行
動
の
諸
欲
求
に
基
づ
い

て
多
数
の
一
般
観
念
を
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。「
存
在
の
起

源
」
の
問
題
や
「
絶
対
的
無
秩
序
」
の
可
能
性
を
措
定
す
る
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よ
う
な
解
決
不
能
の
問
題
は
、
行
動
能
力
が
損
な
わ
れ
、
意

志
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
幻
影
的
問
題
で
あ
っ
て
、

「
我
々
が
意
志
を
拡
張
す
る
に
つ
れ
て
、
意
志
の
中
に
思
惟
を

没
入
さ
せ
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
ま
た
事
物
を
産
出
す
る
努
力
と

の
共
感
を
深
め
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
仰
々
し
い
問
題
は

後
退
し
、
縮
小
さ
れ
、
消
失
す
る
」（PM

.71

）。「
無
秩
序
」

や
「
無
」
は
、
我
々
の
関
心
を
ひ
か
な
い
事
物
や
秩
序
の
現

前
を
指
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
こ
で
言
い
表
さ
れ
て
い
る

の
は
、
単
に
我
々
の
失
望
に
他
な
ら
な
い
。

上
述
し
た
よ
う
な
錯
覚
を
除
去
し
て
、
人
間
精
神
が
科
学

と
形
而
上
学
に
よ
っ
て
絶
対
的
な
る
も
の
の
認
識
を
回
復
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
的
企
図
で
あ
っ
た
。

「
私
は
、
哲
学
の
正
確
度
を
高
め
て
よ
り
特
殊
な
る
諸
問
題
を

も
解
決
せ
し
め
る
べ
き
こ
と
、
哲
学
を
実
証
科
学
の
補
助
者

た
ら
し
め
、
必
要
と
あ
ら
ば
改
革
者
た
ら
し
め
る
べ
き
こ
と

を
提
唱
し
た
」（PM

.78

）
の
で
あ
る
。
知
覚
も
思
考
も
言
語

も
、
一
切
の
個
人
的
ま
た
は
社
会
的
活
動
は
、
協
力
し
て
不

変
不
動
と
見
な
し
う
る
諸
対
象
の
前
に
我
々
を
置
く
の
で
あ

る
が
、
か
く
も
強
固
な
傾
向
性
を
い
か
に
し
て
克
服
す
る
の

だ
ろ
う
か
。「
緒
論
」
の
中
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
自
問
自
答
を

繰
り
返
し
つ
つ
、
己
の
足
元
を
慎
重
に
確
認
す
る
よ
う
に
考

察
を
進
め
る
。

2
『
物
質
と
記
憶
』が
描
き
出
す

イ
マ
ー
ジ
ュ一
元
論

と
こ
ろ
で
、
著
書
『
物
質
と
記
憶2

』（M
atière et mémoire, 1896, 

以
下M

M
.

と
略
記
、
数
字
は
訳
書
の
頁
数
）
の
中
で
ベ
ル
ク
ソ
ン

が
提
起
し
た
の
は
、
心
理
と
生
理
の
関
係
、
心
身
の
相
互
作

用
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
記
憶
の
大
脳
局
在
問
題
に
凝

縮
さ
れ
、
最
終
的
に
は
言
葉
の
記
憶
（
失
語
症
）
の
問
題
に
帰

着
し
た
。
そ
こ
で
彼
が
導
か
れ
た
結
論
は
、「
身
体
の
役
割
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
が
楽
譜
に
対
し
て
行
な
う
よ
う
に

精
神
の
生
を
演
じ
る
こ
と
で
あ
り
、
精
神
の
生
の
動
的
分
節

を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
る
。
脳
の
機
能
は
思
惟
す
る
こ
と
に

存
す
る
の
で
は
な
く
、
思
惟
が
夢
の
中
に
没
す
る
の
を
妨
げ

る
こ
と
に
存
す
る
。
脳
は
生
へ
の
注
意

0

0

0

0

0

（attention à la vie

）
の

器
官
で
あ
る
」（PM

.88

）
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
と

き
初
め
て
、「
純
粋
な
状
態
で
の
内
的
経
験
は
、
持
続
す
る

0

0

0

0

（durer

）
こ
と
、
し
た
が
っ
て
不
壊
の
過
去
を
現
在
の
内
に
不

断
に
伸
長
す
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
『
実
体
』
を
与
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
記
憶
が
ど
こ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
を
求
め

る
労
を
省
く
ば
か
り
か
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
を
禁
じ
て
も

い
た
の
だ
、
と
気
付
い
た
」（PM

.88

）
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は

述
懐
し
て
い
る
。

『
物
質
と
記
憶
』
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
天
才
的
な
着
想
と
思
考

力
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
主
著
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
疑

う
人
は
、
誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
著
作
の
議
論
を
仔
細

に
辿
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
こ
で
は
心
身
問
題
が
精
神
と
物

質
の
接
合
点
で
あ
る
記
憶
力
、
と
く
に
言
葉
の
聴
覚
的
記
憶

力
の
問
題
と
し
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
ベ
ル
ク
ソ
ン

は
、
存
在
す
る
も
の
は
一
切
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
規
定
す

る
。
眼
前
に
開
か
れ
る
多
彩
な
形
像
も
、
意
識
に
浮
か
ぶ
多

様
な
心
像
も
、
す
べ
て
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

れ
は
観
念
論
者
が
表
象
と
呼
ぶ
も
の
以
上
だ
が
、
実
在
論
者

が
事
物
と
呼
ぶ
も
の
以
下
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、「
事
物

と
表
象
の
中
間
的
存
在
」（M

M
.5

）
で
あ
る
。
観
念
論
が
物

質
を
精
神
の
内
部
に
移
し
、
実
在
論
が
事
物
を
認
識
主
観
の

外
に
お
く
の
に
対
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
物
質
的
対
象
を
そ

れ
自
体
で
存
在
し
、
し
か
も
我
々
が
認
め
る
ま
ま
の
精
彩
あ

る
姿
を
し
て
い
る
と
す
る
。
彼
は
二
つ
の
極
論
を
捨
て
て
、
む

し
ろ
常
識
的
な
観
点
に
立
つ
の
で
あ
る
。
存
在
す
る
も
の
は

一
切
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
り
、
自
然
法
則
に
従
っ
て
常
に
互
い

に
作
用
を
受
け
た
だ
け
反
作
用
を
返
し
合
っ
て
い
る
。
受
け

た
作
用
と
返
さ
れ
る
反
作
用
の
間
に
は
恒
常
の
因
果
関
係
が

働
い
て
お
り
、
自
由
が
侵
入
す
る
余
地
な
ど
な
い
。
こ
う
し

て
、
宇
宙
の
全
現
象
の
相
互
作
用
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
相
互

作
用
と
見
な
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
外
的
知
覚
の
み
な
ら
ず
内
的
感
情
に
よ
っ
て

も
知
ら
れ
る
特
殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
イ

マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
（
つ
ま
り
宇
宙
）
に
お
い
て
、
諸
々
の
イ
マ

ー
ジ
ュ
が
相
互
に
受
け
取
っ
た
作
用
を
必
然
的
な
仕
方
で
返

し
合
っ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
受
け
取
っ
た
作
用
の
返
し
方

を
あ
る
程
度
選
択
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
の
特
殊
な
イ

マ
ー
ジ
ュ
、
そ
れ
が
「
私
の
身
体
（m

on corps

）」
で
あ
る
。
知

覚
の
開
け
、
す
な
わ
ち
「
私
の
身
体
を
取
り
巻
く
諸
対
象
は
、

そ
れ
ら
に
対
す
る
私
の
身
体
の
可
能
的
行
動
を
反
射
し
て
い

る
」（M

M
.23

）
の
で
あ
り
、「
私
の
身
体
」
は
「
行
動
の
中

心
」
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、「
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
を
物

質
（la m

atière

）
と
呼
び
、
そ
の
同
じ
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
或
る
特

殊
な
イ
マ
ー
ジ
ュ
、
す
な
わ
ち
私
の
身
体
の
可
能
的
行
動
へ

と
関
係
づ
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
物
質
の
知
覚
（la 

perception de la m
atière

）」（M
M

.24-25

） と
呼
ん
で
い
る
。
要
す

る
に
、「
物
質
」
と
「
物
質
の
知
覚
」
と
い
う
二
系
列
を
定
立

す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
二
系
列
は
、
科
学
（science

）
と
意
識

（conscience

）
の
二
系
列
に
対
応
し
て
い
る
。「
精
神
と
物
質
」

の
問
題
は
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
論
を
基
礎
に
し
て
さ
し
あ
た
り
「
知

覚
と
物
質
」
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
認
識
の
主
観
性
を
構
成
す
る

記
憶
力
を
ひ
と
ま
ず
括
弧
に
入
れ
、「
純
粋
知
覚
（perception 

pure

）」
の
仮
説
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は
「
現
在
の
内
に
没
入

し
て
あ
ら
ゆ
る
形
の
下
で
の
記
憶
力
を
除
去
し
、
物
質
に
つ

い
て
直
接
的
か
つ
瞬
間
的
直
観
を
獲
得
し
得
る
よ
う
な
知
覚
」

（M
M

.39

）
で
あ
り
、
非
人
格
的
な
知
覚
で
あ
る
。「
物
質
」
と

「
物
質
の
知
覚
」
の
隔
た
り
は
、
現
存
（la présence

）
と
表
象

（la représence

）
の
隔
た
り
で
あ
っ
て
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
表
象
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は
、
実
は
そ
の
現
存
よ
り
も
少
な
い
。「
対
象
を
照
ら
し
出
す

の
で
は
な
く
、
反
対
に
対
象
の
若
干
の
側
面
を
闇
の
中
に
隠

し
、
対
象
そ
の
も
の
の
大
部
分
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
」

（M
M

.41
）に
よ
っ
て
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
表
象
が
成
立
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ま
ず
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
総
体
と
し
て
の
物
質
世
界

全
体
に
権
利
上
は
位
置
し
て
い
て
、
そ
の
現
存
す
る
イ
マ
ー

ジ
ュ
の
減
少
・
喪
失
と
し
て
「
知
覚
」
を
捉
え
返
す
の
で
あ

る
。
知
覚
の
開
け
は
「
可
能
的
行
動
」
を
素
描
す
る
も
の
で
、

「
私
の
身
体
」
は
現
実
的
行
動
の
形
で
物
質
世
界
の
必
然
の
リ

ズ
ム
に
時
間
的
遅
延
を
挿
入
す
る
と
同
時
に
、
可
能
的
行
動

の
形
で
周
囲
の
諸
対
象
を
利
害
関
係
に
応
じ
て
空
間
的
に
階

梯
づ
け
て
い
る
。
　

こ
の
「
純
粋
知
覚
」
の
分
析
を
通
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は

以
下
の
二
つ
の
結
論
に
導
か
れ
る
。
一
つ
は
、
脳
は
た
だ
行

動
の
道
具
で
あ
り
、
表
象
を
生
み
出
す
道
具
で
は
な
い
と
い

う
、
知
覚
に
お
け
る
脳
の
役
割
に
つ
い
て
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
、
純
粋
知
覚
に
お
い
て
我
々
は
外
的
事
物
の
実
在
性
に

触
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
結
論

は
直
接
的
な
検
証
を
許
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
、
検
証
可
能
な
「
記
憶
力
」
の
問
題
に
着
眼
す
る
。
こ

う
し
て
、
純
粋
知
覚
の
理
論
に
二
つ
の
主
観
的
要
素
で
あ
る

「
記
憶
力
」
と
「
感
情
」（
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
現
実
に
内
面
か
ら
知
覚

す
る
こ
と
）
を
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
身
体
に
拡
が
り

0

0

0

が
回
復

さ
れ
、
知
覚
に
持
続

0

0

が
回
復
さ
れ
る
。

イ
マ
ー
ジ
ュ
の
保
存
と
再
認
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
二
種
類
の
形
式
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と

で
あ
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
保
存
に
関
し
て
は
、「
習
得
さ
れ
た

記
憶
」（
過
去
を
身
体
の
運
動
機
構
の
中
に
定
着
す
る
）
と
「
自
発

的
記
憶
」（
一
切
の
出
来
事
を
細
大
漏
ら
さ
ず
記
憶
イ
マ
ー
ジ
ュ
の

形
で
記
録
す
る
）
が
区
別
さ
れ
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
再
認
に
つ
い

て
も
、「
自
動
的
再
認
」（
記
憶
の
介
入
を
ま
た
ず
に
身
体
だ
け
で

行
な
う
）
と
「
注
意
的
再
認
」（
過
去
の
記
憶
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
現
在

の
知
覚
的
運
動
の
中
で
把
握
し
直
す
）
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は

再
認
の
疾
患
に
お
い
て
も
、
知
覚
と
随
伴
運
動
の
絆
の
破
壊

と
、
過
去
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
喚
起
不
能
と
い
う
二
種
類
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
者
で
は
「
自
動
的
注
意
の

感
覚
運
動
機
構
」
が
冒
さ
れ
、
後
者
で
は
「
有
意
的
注
意
の

表
象
機
構
」
が
冒
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
知
覚
さ
れ

た
イ
マ
ー
ジ
ュ
、
感
情
を
帯
び
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
す
べ
て

細
大
漏
ら
さ
ず
に
保
存
さ
れ
る
。
こ
の
記
憶
の
全
体
的
保
存

と
い
う
着
想
は
、「
純
粋
記
憶
（souvenir pur

）」
と
い
う
概
念

に
集
約
さ
れ
る
。
そ
れ
は
物
質
の
一
部
を
な
す
「
純
粋
知
覚
」

の
対
極
に
位
置
す
る
精
神
の
深
奥
に
潜
む
一
種
の
実
体
的
基

盤
で
あ
る
。
こ
の
両
極
に
挟
ま
れ
て
生
を
照
ら
す
有
用
な
記

憶
が
想
起
さ
れ
て
「
運
動
図
式
」
に
嵌
ま
り
込
む
の
と
同
様

に
、
感
覚
的
知
覚
も
「
運
動
図
式
」
に
則
っ
て
身
体
的
運
動

を
準
備
さ
せ
る
「
生
へ
の
注
意
」
が
、
生
物
種
と
し
て
の
人

間
固
有
の
活
動
を
根
底
で
誘
導
し
て
い
る
。

3
三
つ
の
擬
似
問
題

ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
展
開
を
四
つ
の
主
著
に
即
し
て
研
究

領
域
の
観
点
か
ら
辿
る
な
ら
ば
、
個
人
の
内
的
意
識
を
再
発

見
し
た
『
意
識
の
直
接
的
所
与
に
関
す
る
試
論
』（Essai sur les 

données immédiates de la conscience, 1888
）、
個
人
の
心
身
関
係
を
論

じ
た
『
物
質
と
記
憶
』（M

atière et mémoire, 1896

）、
意
識
の
持

続
を
生
の
進
化
運
動
全
体
の
中
で
捉
え
直
し
た
『
創
造
的
進

化
』（L’évolution créatrice, 1907

）、
人
間
の
社
会
論
と
文
明
論
を

扱
っ
た
『
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
』（Les deux sources de la morale 

et de la religion, 1932

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
の
哲
学
的
全
思

索
を
貫
き
な
が
ら
次
第
に
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
根
本
観
念
が
、

持
続
（durée

）
や
緊
張
（tension

）
で
あ
り
、
ま
た
生
の
躍
動

（élan vital

）
や
愛
の
躍
動
（élan d

ʼamour

）
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
は
彼
の
思
索
の
拡
大
と
深
化
に
応
じ
て
そ
の
相
貌
を
多
少

な
り
と
も
変
容
さ
せ
な
が
ら
、
内
実
を
豊
か
に
し
て
き
た
が
、

あ
る
意
味
で
そ
れ
ら
は
同
一
物
の
異
相
と
も
言
え
る
。
そ
の

根
底
を
共
通
に
貫
流
し
て
い
る
の
は
、
内
的
生
命
が
有
す
る

創
造
力
で
あ
る
。
　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
根
本
観
念
に
触
れ
る
前
に
、
そ
も

そ
も
思
考
の
自
然
的
傾
向
を
逆
行
し
て
、
直
観
に
復
帰
せ
ね

ば
な
ら
な
い
が
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
力
説
す
る
よ
う
に
、
最
初

は
至
難
の
業
で
あ
る
。
至
難
で
あ
る
理
由
は
、
我
々
の
思
考

自
体
が
ま
さ
に
そ
の
自
然
的
傾
向
に
支
え
ら
れ
て
遂
行
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。
我
々
が
逢
着
す
る
ア
ポ
リ
ア
―
基
本
的

に
は
行
動
の
た
め
の
観
点
に
立
つ
知
性
を
認
識
の
場
に
持
ち

込
む
こ
と
に
起
因
す
る
錯
誤
に
由
来
す
る
―
の
中
で
も
、と

り
わ
け
彼
が
注
意
を
喚
起
し
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
ア
ポ
リ

ア
、
む
し
ろ
擬
似
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
非
延

長
と
延
長
の
対
立
、
第
二
に
質
と
量
の
対
立
、
そ
し
て
第
三

に
自
由
と
必
然
の
対
立
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
調
停
不
能
に

思
わ
れ
る
二
項
対
立
の
擬
似
問
題
か
ら
脱
出
す
べ
く
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
、
対
立
す
る
二
項
の
い
ず
れ
に
も
還
元
さ
れ
な
い

柔
軟
な
観
念
に
訴
え
た
。
敷
衍
す
れ
ば
、
非
延
長
と
延
長
の

対
立
よ
り
も
「
拡
が
り
」
の
中
に
、
ま
た
質
と
量
の
対
立
よ

り
も
「
緊
張
」
の
中
に
、
そ
し
て
自
由
と
必
然
の
対
立
よ
り

も
「
意
志
の
不
確
定
性
」
の
中
に
、
彼
は
身
を
置
い
た
の
で

あ
る
。
緊
張
（tension

）
が
外
へ
（ex

）
出
て
空
間
性
を
獲
得

す
る
と
、
拡
が
り
（extension

）
と
な
る
。

「
拡
が
り
」
や
「
緊
張
」、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
根
底
に
働

く
「
意
志
」
に
さ
し
あ
た
り
関
係
す
る
の
が
、attention à la 

vie

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
心
身
関
係
、
生
の
進
化
な
ど
を
基

本
的
に
方
向
づ
け
て
い
る
。「
生
へ
の
注
意
」
が
、
全
体
と
し

て
生
の
功
利
性
の
観
点
か
ら
生
物
種
固
有
の
傾
動
を
内
に
孕

ん
で
い
る
こ
と
は
銘
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。「
生
へ
の

注
意
」
と
い
う
場
合
、
そ
の
「
注
意
」
は
、
何
よ
り
も
種
の
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保
存
と
個
体
の
保
存
が
未
分
化
の
生
物
的
様
態
に
傾
斜
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
物
的
様
態
は
、
現
実
に
は
人
間

の
実
存
的
様
態
に
重
な
り
合
っ
て
い
る
。
我
々
が
洞
察
す
べ

き
は
、
こ
の
「
注
意
」
が
外
向
か
ら
内
向
へ
い
か
に
し
て
転

ず
る
か
、
ま
た
外
向
と
内
向
の
間
に
あ
る
隔
絶
を
い
か
に
し

て
架
橋
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

4
密
教
的
解
釈
の
鍵
概
念
と
な
る
も
の

―「
持
続
」と「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」

さ
て
、
本
論
が
目
指
し
て
い
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
密
教

的
解
釈
と
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の
中
に
す
で
に
萌
芽
的
に

含
ま
れ
て
い
る
発
想
や
見
解
に
着
眼
し
て
、
そ
れ
を
よ
り
い

っ
そ
う
明
確
な
形
で
論
述
す
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
哲

学
的
思
索
の
過
程
で
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
考
え
て
い
た
は
ず
の
事

柄
で
、
し
か
も
呟
く
よ
う
に
控
え
目
に
述
べ
た
事
柄
を
彼
の

周
知
の
理
論
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。「
密
教
的
」

と
い
う
表
現
に
は
、
従
来
の
解
釈
が
依
拠
し
て
い
た
暗
黙
の

前
提
を
照
射
し
な
が
ら
、
生
命
の
根
源

0

0

0

0

0

と
存
在
の
全
体

0

0

0

0

0

を
開

顕
す
る
方
向
性
を
確
と
見
据
え
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
密
教
的
解
釈
へ
の
転
回
を
も
た
ら
す
契

機
は
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
鍵
概
念
を

別
角
度
か
ら
眺
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
実
は
そ
れ
こ
そ
、
今
ま
で
頻
繁
に
登
場
し
て
き
た
「
持

続
（durée

）」
と
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
（im

age

）」
の
概
念
に
他
な

ら
な
い
。
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
我
々
は
「
持
続
」
は
「
波

動
（wave

）、
あ
る
い
は
振
動
（vibration

）」
の
観
点
か
ら
、
ま

た
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
は
「
情
報
（inform

ation

）」
の
観
点
か
ら

捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め

に
は
注
意
書
き
を
い
く
つ
か
付
け
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

直
観
的
に
考
え
る
と
は
、
万
物
を
「
持
続
」
の
相
の
下
に

見
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
万
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
持
続
が

あ
り
、
人
類
固
有
の
持
続
の
帯
域
の
上
に
も
下
に
も
多
種
多

様
な
持
続
が
拡
が
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
万
物
に
固
有

の
「
持
続
」
が
あ
る
と
は
、
現
代
科
学
の
認
識
に
引
き
寄
せ

て
理
解
す
れ
ば
、
万
物
に
固
有
の
「
波
動
（
振
動
）」
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
万
物
の
固
有
振
動
数
は
、
そ
れ
ら
を

構
成
す
る
原
子
の
電
磁
波
が
帯
び
た
振
動
数
で
あ
る
。
波
動

と
振
動
の
違
い
は
、
波
動
が
振
動
を
伝
播
す
る
点
に
あ
る
。

振
動
に
は
、
周
知
の
と
お
り
、
振
動
数
（
周
波
数
）・
周
期
・

振
幅
・
波
形
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
A
（
ラ
）
の
音
は
、
四

四
〇
ヘ
ル
ツ
で
あ
る
。
同
じ
A
（
ラ
）
の
音
で
も
、
違
っ
た

楽
器
で
奏
で
る
と
違
っ
た
音
色
に
な
る
の
は
、
波
形
が
異
な

る
た
め
で
あ
る
。
音
の
強
弱
は
、
振
幅
の
大
き
さ
の
違
い
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聴
覚
が
捉
え
る
現
象
の
み
な
ら
ず
、
他

の
す
べ
て
の
感
覚
、
あ
る
い
は
感
情
・
思
考
・
意
志
を
含
む

心
の
現
象
に
対
し
て
も
言
い
う
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
。

「
持
続
」
と
「
波
動
」
の
間
に
は
、
前
者
が
内
的
生
命
の
意

識
的
緊
張
を
表
現
す
る
意
味
合
い
が
強
い
の
に
対
し
て
、
後

者
は
物
質
の
均
質
的
な
同
一
性
を
表
現
す
る
概
念
で
あ
る
と

い
う
違
い
は
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
精
神
現
象
を
表
現
す

る
の
に
物
理
化
学
的
現
象
を
表
現
す
る
用
語
を
使
わ
ざ
る
を

え
な
い
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、「
持
続
」
を
「
波
動
」
に
置
き

換
え
る
こ
と
は
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
生
命

体
（
生
物
）
を
内
的
生
命
力
の
ベ
ク
ト
ル
と
質
料
的
素
材
の
ベ

ク
ト
ル
と
の
和
と
見
な
す
な
ら
ば
、
そ
の
い
ず
れ
に
も
生
命

体
の
固
有
性
が
割
符
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

0

刻
印
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

医
師
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ガ
ー
バ
ー
が
構
想
す
る
「
波
動
医
学3

」 

な
ど
も
、
メ
ン
タ
ル
な
次
元
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
次
元
の
間
に

一
種
の
照
応
関
係
を
想
定
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
息
を
吹

き
込
ま
れ
た
人ひ

と

形が
た

の
よ
う
に
、
生
命
体
の
情
報
は
、
そ
れ
を

構
成
す
る
質
料
的
素
材
に
も
封
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
内
的
生
命
が
有
す
る
「
持
続
」

と
そ
れ
が
身
と
し
て
ま
と
っ
た
物
質
的
素
材
が
持
つ
「
波
動
」

は
、
同
じ
実
体
の
異
相
と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
身
体
の｢

波

動｣

に
お
い
て
さ
え
、
波
動
医
学
が
目
指
す
メ
ン
タ
ル
な
次

元
の
診
察
・
治
療
が
現
実
に
実
施
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
心
（
精

神
）
の
波
動
に
倍
音
的
に
共
鳴
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
以
上
、

我
々
の
「
持
続
＝
波
動
」
説
も
、
解
釈
上
は
許
容
さ
れ
る
に

違
い
な
い
。
こ
の
「
持
続
＝
波
動
」
説
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ

て
、
精
神
と
身
体
の
双
方
を
「
持
続
＝
波
動
」
と
い
う
統
一

的
な
観
点
か
ら
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
ベ

ル
ク
ソ
ン
は
デ
カ
ル
ト
以
来
の
心
身
問
題
の
ア
ポ
リ
ア
―

エ
リ
ザ
ベ
ト
王
女
の
問
い
に
集
約
さ
れ
る
も
の
―
を
空
間

の
函
数
と
見
る
の
で
は
な
く
、
時
間

0

0

の
函
数
と
見
る
こ
と
で

解
決
す
る
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
持
続
（
＝

波
動
）
の
観
点
か
ら
意
識
・
生
命
・
物
質
を
統
一
的
に
把
握

す
る
道
を
切
り
拓
く
こ
と
に
も
通
じ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
も
う
一
つ
の
鍵
概
念
は
、「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
で

あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
言
う
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
き
わ
め
て
多

義
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
物
質
か
ら
、
物
質
の
知
覚
、
記
憶
、
表

象
、
さ
ら
に
は
記
憶
の
収
蔵
庫
た
る
純
粋
記
憶
を
も
含
ん
で

お
り
、
お
そ
ら
く
意
志
の
働
き
さ
え
も
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
と

見
な
す
は
ず
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
物
質
の
必
然
的
な
作
用

か
ら
精
神
の
自
由
な
活
動
ま
で
の
一
切
の
現
象
が
イ
マ
ー
ジ

ュ
な
の
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
観
念
論
者
が
表
象
と
呼

ぶ
も
の
以
上
だ
が
、
実
在
論
者
が
事
物
と
呼
ぶ
も
の
以
下
で

あ
り
、
こ
の
「
事
物
と
表
象
の
中
間
的
存
在
」
が
宇
宙
の
森

羅
万
象
を
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
捉
え
る
イ
マ
ー
ジ
ュ
一
元
論
を
可

能
に
さ
せ
て
い
る
。
宇
宙
の
森
羅
万
象
が
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
相

互
作
用
と
し
て
の
交
響
を
奏
で
て
お
り
、
鉱
物
も
動
植
物
も

人
間
も
す
べ
て
が
他
の
一
切
を
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
認
識
的

に
受
け
取
り
な
が
ら
、
各
々
そ
れ
自
身
が
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
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て
存
在
的
に
も
存
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
仏
教
の
脈
絡
で
は
、

宇
宙
論
的
な
レ
ベ
ル
で
の
「
縁
起
」、
と
り
わ
け
華
厳
の
「
事

事
無
礙
法
界
」
を
想
起
せ
し
め
る
。
表
象
と
事
物
の
間

0

0

0

0

0

0

0

、
換

言
す
れ
ば
精
神
と
物
質
の
間

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
れ
が
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
い
わ

ば
存
在
論
的
身
分
で
あ
る
。

実
は
、
我
々
の
存
在
自
体
が
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
あ
る
こ
と
は
、

言
外
に
象
徴
的
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
我
々
自

身
が
何
ら
か
の
本
体
の
像
（im

ago

）
で
あ
る
こ
と
を
も
示
唆

す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
像
に
関
し
て
は
、
宗
教
伝
統

に
よ
っ
て
神
の
像
（Im

ago D
ei

）、
権
現
、
生
宮
、
化
身
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
原

義
が
真
似
た
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
る
以
上
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
先
在
す
る

本
体
の
摸
像
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
論

述
で
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
基
本

性
格
は
、
ま
さ
に
摸
像
と
し
て
本
体
の
本
質
を
模
写
・
分
有

し
て
い
る
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
認
識
論
的
身
分
に
つ
い
て
は
、
直0

観
と
概
念
の
間

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
と
言
え
る
。
直
観
は
言
語
や
空
間
性

を
媒
介
し
な
い
直
接
的
認
識
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
言
語
化
さ

れ
な
い
限
り
は
、
他
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
直
観
は
概
念
の
内
に
潜
り
込
も
う
と
す
る
が
、
そ
れ

は
け
っ
し
て
容
易
で
は
な
い
。
対
象
の
本
質
を
一
挙
に
全
体

と
し
て
把
捉
す
る
直
観
は
、
他
者
と
共
有
す
る
共
同
主
観
的

な
概
念
内
容
に
取
り
込
ま
れ
難
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
直

観
と
概
念
の
間
に
、
拮
抗
と
相
剋
が
生
じ
る
。
直
観
は
概
念

の
内
に
潜
り
込
も
う
と
し
な
が
ら
、
概
念
化
を
本
質
的
に
拒

む
も
の
を
有
し
て
い
る
。
他
方
、
概
念
の
方
も
、
直
観
の
凝

縮
さ
れ
た
内
容
の
充
溢
を
う
ま
く
取
り
込
む
こ
と
は
で
き
な

い
。「
直
観
な
き
概
念
は
空
虚
で
あ
り
、
概
念
な
き
直
観
は
盲

目
で
あ
る
」
と
述
べ
た
カ
ン
ト
と
は
別
の
意
味
で
、
両
者
の

間
に
健
全
な
対
立
と
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
直
観
と
概
念
の
断
絶
に
架
橋
す
る
も
の
、
あ
る
い

は
概
念
か
ら
直
観
へ
の
跳
躍
に
有
効
な
手
段
と
な
る
も
の
が
、

イ
マ
ー
ジ
ュ
や
象
徴
な
の
で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
が
「
媒
介

的
イ
マ
ー
ジ
ュ
（l

ʼimage m
édiatrice

）」
と
呼
ん
だ
の
は
、
そ

の
よ
う
な
相
対
立
す
る
二
項
を
仲
介
す
る
特
有
の
役
割
を
言

い
当
て
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
の

原
義
は
本
体
を
真
似
た
も
の

0

0

0

0

0

で
あ
り
、
本
体
に
対
し
て
は
摸

像
に
す
ぎ
な
い
が
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
に
訴
え
る
こ
と
は
、
本
体

自
体
に
多
少
な
り
と
も
参
与
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
象
徴
（sym
bole

）
と
は
、
元
来
は
割
符

（sym
bolon

）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
意
味
す
る
も
の
と

意
味
さ
れ
る
も
の
の
関
係
は
、
両
者
が
恣
意
的
に
結
ば
れ
た

記
号
と
は
異
な
り
、
自
然
必
然
的
に
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ

ゆ
え
に
、
象
徴
は
、
物
事
の
表
面
的
な
感
覚
像
を
超
え
て
そ

の
本
質
直
観
へ
と
誘
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
、
存
在
論
的
に
は
精
神

0

0

と
物
質
の
間

0

0

0

0

0

に
、
ま
た
認
識
論
的
に
は
直
観
と
概
念
の
間

0

0

0

0

0

0

0

に

位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

我
々
の
仮
説
は
、
こ
の
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
を
「
情
報
」
と

見
な
す
も
の
で
あ
る
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
知
覚
像
、
感
覚
像
が

典
型
的
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
仕
方
で
可
視
的
可
聴
的
、
要

す
る
に
可
感
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
視
覚
や
聴
覚
等
で
把
捉
で

き
る
「
像
」
と
し
て
、
情
報
の
観
点
か
ら
は
ア
ナ
ロ
グ
情
報

0

0

0

0

0

0

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
現
代
社
会
で
「
情
報
」
と
言
え

ば
、
離
散
量
を
扱
う
デ
ジ
タ
ル
情
報
が
主
流
で
あ
り
、
ア
ナ

ロ
グ
情
報
も
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
変
換
さ
れ
う
る
が
、
標
本
化

と
量
子
化
の
段
階
で
誤
差
が
入
っ
て
元
の
形
を
完
全
に
再
現

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、｢

イ
マ
ー
ジ
ュ｣

を
広
義

0

0

の0

「
情
報
」
と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の

も
、
情
報
（inform

ation

）
が
「in

（
中
に
）
＋form

ation
（
形

を
成
す
こ
と
）」
で
あ
る
以
上
、
心
に
形
（form

）、
つ
ま
り
像

（im
age

）
を
与
え
る
こ
と
が
語
源
的
に
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
情
報
と
は
、
心
の
中
に
像
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、「
持
続
＝
波
動
」
説
と
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
＝

情
報
」
説
を
提
起
す
る
こ
と
は
、『
物
質
と
記
憶
』
で
展
開
さ

れ
た
思
想
を
踏
ま
え
る
限
り
、
許
容
さ
れ
る
解
釈
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
論
究
さ
れ
た
事
柄
は
、
心
身
問
題
へ
の
解
答
、
個
人

の
心
身
関
係
論
で
あ
っ
た
。
次
の
著
作
『
創
造
的
進
化
』
で

は
、
そ
の
心
身
関
係
が
壮
大
な
宇
宙
規
模
で
の
生
の
進
化
運

動
全
体
の
中
に
置
き
直
さ
れ
、
最
後
の
主
著
『
道
徳
と
宗
教

の
二
源
泉
』
で
は
、
道
徳
と
宗
教
の
二
局
面
か
ら
人
間
社
会

と
文
明
が
捉
え
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
連
動
し
て

「
生
へ
の
注
意
」
も
視
角
の
拡
が
り
と
奥
行
き
を
付
与
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
生
の
創
造
的
進
化
運
動
の
奔
流
を
、
ベ
ル
ク

ソ
ン
は
、
上
昇
す
る
実
在
（
生
命
力
）
が
降
下
す
る
実
在
（
物

質
性
）
の
抵
抗
を
貫
い
て
妥
協
形
成
と
し
て
生
物
種
を
産
出

す
る
と
い
う
イ
マ
ー
ジ
ュ
で
捉
え
て
い
た
（
図
１
）。
そ
う
し

た
生
の
進
化
運
動
の
頂
点
に
位
置
す
る
人
類
は
、
存
在
様
態

と
認
識
様
態
の
双
方
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
で
深
刻
な
実
存

的
乖
離
・
分
裂
を
経
験
す
る
事
態
に
至
る
。
存
在
様
態
の
分

裂
と
は
霊
（
精
神
）
と
肉
（
身
体
）
の
対
立
で
あ
り
、
認
識
様

態
の
分
裂
と
は
直
観
と
知
性
の
対
立
を
指
す
。

そ
の
存
在
と
認
識
に
お
け
る
二
重
の
実
存
的
分
裂
に
関
連

す
る
見
解
と
し
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
「
物
質
と
知
性
の
同
時

発
生
（genèse sim

ultanée de la m
atière et de l

ʼintelligence

）」
に
関

す
る
仮
説
を
述
べ
て
い
る
。
真
の
持
続
の
真
の
瞬
間
か
ら
緊

張
を
弛
め
る
と
い
う
内
的
経
験
と
そ
の
観
察
の
考
察
を
通
し

て
、「
し
て
み
る
と
、
一
方
で
は
︿
精
神
性
﹀
の
根
底
に
、
他

方
で
は
、
知
的
な
も
の
を
含
ん
だ
︿
物
質
性
﹀
の
根
底
に
、
そ

れ
ぞ
れ
反
対
の
方
向
を
も
つ
二
つ
の
過
程
が
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
方
向
転
換
に
よ
っ
て
、
一
方

か
ら
他
方
へ
移
れ
る
で
あ
ろ
う
。
…〔
中
略
〕…
た
ん
な
る
中

断
に
よ
っ
て
も
、
一
方
か
ら
他
方
へ
移
れ
る
で
あ
ろ
う
」

（PM
.230

）
と
推
察
す
る
。
つ
ま
り
、「
同
じ
運
動
の
同
じ
転
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換
が
、
精
神
の
理
知
性
と
事
物
の
物
質
性
と
を
同
時
に
創
造

す
る
」（PM

.236

）
と
い
う
壮
大
な
宇
宙
論
的
仮
説
を
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

5
密
教
的
解
釈
へ
の
転
回
―
倒
立
し
た

円
錐
図
形
を
手
が
か
り
に
し
て

と
こ
ろ
で
、「
持
続
＝
波
動
」
説
、
お
よ
び
「
イ
マ
ー
ジ
ュ

＝
情
報
」
説
に
依
拠
す
る
際
に
看
過
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

先
述
し
た
「
生
へ
の
注
意
」
を
制
約
す
る
「
生
の
功
利
性
」

で
あ
る
。
人
間
は
高
尚
な
思
考
世
界
の
み
に
住
ん
で
い
る
の

で
は
な
く
、
軸
足
を
「
こ
こ
で
い
ま
生
き
る
こ
と
」
に
置
い

て
い
る
。
我
々
の
人
生
は
、
生
き
る
こ
と
の
実
利
性
か
ら
離

れ
て
は
成
り
立
た
ず
、
ま
ず
生
き
る
こ
と
が
先
決
で
あ
っ
て
、

思
考
は
そ
の
後
に
来
る
。
こ
の
「
生
の
功
利
性
」
を
力
説
す

る
生
物
学
主
義
的
な
発
想
に
よ
っ
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
は

し
ば
し
ば
批
判
の
声
を
浴
び
る
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
ベ

ル
ク
ソ
ン
の
心
霊
研
究
や
神
秘
主
義
へ
の
強
い
関
心
が
示
す

よ
う
に
、
生
命
の
功
利
性
か
ら
離
れ
て
も
存
在
し
う
る
生
（
存

在
）
の
様
態
も
同
時
に
認
識
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
確
か
に
こ
の
実
存
様
態

と
は
異
な
っ
た
別
の
存
在
様
態
を
想
定
し
て
い
た
。
生
物
種

に
固
有
の
種
の
保
存
に
資
す
る
よ
う
な
「
生
へ
の
注
意
」
を

自
ら
の
内
面
に
向
け
返
す
と
き
、
内
的
持
続
の
絶
え
ざ
る
流

れ
、
自
由
な
不
断
の
創
造
を
再
発
見
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
生
へ
の
注
意
」
は
、
精
神
の
最
も
純
粋
な
内
的
持
続
か
ら
物

質
が
帯
び
た
緩
慢
な
持
続
に
至
る
ま
で
、
原
理
的
に
は
疎
密

さ
ま
ざ
ま
な
、
ど
の
持
続
の
密
度
・
位
相
に
対
し
て
も
向
け

ら
れ
う
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
生
命
は
物
質
的
素

材
の
過
疎
に
応
じ
て
、
精
神
的
生
命
か
ら
物
理
化
学
的
生
命

ま
で
多
様
な
ス
ペ
ク
ト
ル
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し

て
、「
生
の
注
意
」
に
着
眼
す
る
と
き
、
次
第
に
輪
郭
線
を
顕

わ
に
し
て
く
る
の
は
、「
生
」
が
内
蔵
す
る
多
次
元
的
な
重
層

性
と
、「
注
意
」
す
る
主
体
が
有
す
る
多
重
（
少
な
く
と
も
二

重
）
構
造
で
あ
る
。
前
者
は
「
存
在
構
造
（
身
体
性
）」
に
関

わ
り
、
後
者
は
「
二
重
自
己
」
に
関
わ
る
。

「
生
」
の
多
次
元
的
な
重
層
性
と
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う

な
こ
と
で
あ
る
。
我
々
を
貫
い
て
働
く
生
命
力
は
、
次
元
的

に
も
質
料
的
に
も
多
様
な
世
界
と
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
各

世
界
に
お
い
て
可
能
な
限
り
有
効
で
、
各
世
界
に
適
合
す
る

身
体
を
、
構
造
的
自
己
同
一
性
と
機
能
的
恒
常
性
を
保
っ
た

媒
体
と
し
て
ま
と
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
世
界
や
身
体

の
存
在
様
態
は
、
認
識
主
体
の
認
識
様
態
と
不
可
分
な
は
ず

で
あ
る
。
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
と
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
の
間
に
観

取
さ
れ
る
照
応
の
原
理
は
、
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
と
い
う
同
一

次
元
で
の
サ
イ
ズ
の
大
小
に
関
わ
る
と
同
時
に
、
コ
ス
モ
ス

と
い
う
秩
序
宇
宙
の
異
次
元
間
に
わ
た
る
重
層
的
な
包
摂
関

係
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
有
名
な
逆
立
ち
し
た
円
錐
が
平

面
に
接
す
る
図
形
を
借
り
て
、
説
明
を
試
み
て
み
た
い
（
図

２
）。
こ
の
円
錐
は
、
そ
の
内
奥
に
よ
り
微
細
な
円
錐
を
幾
重

に
も
内
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
円
錐
の
先
端
は
固

有
の
平
面
（
次
元
）
に
触
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、

注
意
す
る
主
体
は
、
記
憶
の
収
蔵
庫
（
純
粋
記
憶
）
の
彼
方
・

内
奥
に
生
の
功
利
性
か
ら
離
れ
た
「
目
撃
・
観
照
」
の
次
元

を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
が

利
用
し
た
図
形
は
、
次
頁
の
正
面
図
（
図
３
）
の
よ
う
に
、
円

錐
の
頂
点
が
触
れ
る
平
面
を
複
数
に
増
や
し
、
ま
た
純
粋
記

憶
の
彼
方
・
内
奥
に
そ
も
そ
も
知
覚
や
記
憶
力
を
駆
使
す
る

意
志
の
働
き
―
中
心
か
ら
放
射
さ
れ
た
働
き
―
を
補
完

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
我
々
は
世
界
と
身
体
に
つ
い
て
、
ど
れ
ほ
ど
の
次

元
を
仮
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
存
在
様
態
と
認
識

様
態
と
の
不
可
分
な
つ
な
が
り
を
想
定
す
れ
ば
、
認
識
様
態

（非延長・質・自由）

持続

波動

tension

extension

（延長・量・必然）

イ
マ
ー
ジ
ュ

【持続・波動・イマージュ】

情
報

精神
意識

生命

物質

生
命
体
（
生
物
）

【存在様態】

直観

知性

イ
マ
ー
ジ
ュ

【認識様態】

象
徴

図１　
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の
種
類
に
着
目
し
て
世
界
や
身
体
の
存
在
様
態
を
導
出
す
る

の
が
一
つ
の
有
効
な
方
策
と
思
わ
れ
る
。
五ご

蘊う
ん

と
い
う
仏
教

用
語
を
借
り
て
説
明
す
れ
ば
、
五
蘊
と
は
人
間
存
在
を
構
成

す
る
五
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
色
・
受
・
想
・
行
・
識
で
あ

る
。
一
般
に
色
が
身
体
、
受
・
想
・
行
・
識
が
精
神
作
用
を

指
す
と
言
わ
れ
る4

。
そ
の
説
で
は
、
色
が
存
在
様
態
、
受
・

想
・
行
・
識
が
認
識
様
態
と
な
っ
て
、
分
類
基
準
が
存
在
と

認
識
の
両
面
に
分
岐
す
る
。
し
か
し
、
認
識
様
態
と
存
在
様

態
が
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
前
提
す
れ
ば
、
存
在

様
態
と
し
て
の
色
も
五
根
が
捉
え
る
感
覚
世
界
を
抜
き
に
し

て
は
あ
り
え
な
い
以
上
、
色
は
認
識
様
態
を
も
含
む
も
の
と

捉
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、「
色
（rūpa

）」
の

世
界
、
つ
ま
り
肉
体
の
五
官
で
捉
え
る
感
覚
の
世
界
が
あ
る
。

眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
と
い
う
五
根
が
捉
え
る
五
境
（
五
塵
）

が
開
か
れ
る
。
次
に
「
受
（vedanā

）」
の
世
界
、
事
物
や
事

象
の
気
配
を
感
じ
取
る
感
受
の
世
界
が
あ
る
。
そ
れ
は
感
覚

の
印
象
よ
り
も
主
観
的
だ
が
、
快
・
不
快
（
苦
楽
）
を
感
受
す

る
感
じ
方
で
あ
る
。
第
三
に
「
想
（sam

4jñā

）」
の
世
界
、
す

で
に
経
験
し
た
事
象
を
想
起
・
表
象
し
て
、
喜
怒
哀
楽
を
覚

え
る
感
情
・
想
念
の
世
界
が
あ
る
。
そ
し
て
第
四
の
「
行

（sam

4skāra

）」
は
、
潜
在
的
形
成
力
と
し
て
の
意
志
の
働
き
で

あ
り
、
過
去
の
記
憶
（
感
情
・
象
徴
を
伴
う
）
は
潜
在
意
識
に

眠
り
な
が
ら
、
縁
に
触
れ
て
は
意
識
野
に
現
わ
れ
、
再
び
意

識
下
に
沈
む
こ
と
を
繰
り
返
す
。
最
後
の
「
識
（vijñāna

）」

は
、
事
物
や
事
象
を
了
別
・
識
別
す
る
認
識
の
世
界
で
あ
り
、

概
念
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
（
判
断
）
が
働
く
思
考
の
世
界
で
あ

る
。認

識
様
態
に
応
じ
て
存
在
様
態
が
開
か
れ
、
ま
た
逆
に
存

在
様
態
に
応
じ
て
認
識
様
態
が
規
制
さ
れ
る
と
見
る
と
き
、

い
く
つ
も
の
身
体
が
重
な
り
合
っ
た
多
次
元
的
な
身
体
構
造

と
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
関
わ
っ
て
い
る
多
次
元
的
な
世
界
構

造
が
浮
か
び
上
が
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
五
蘊
説
で

物質（宇宙）

純粋記憶

純粋知覚（物質の知覚）

図２　

純粋記憶

純粋知覚

純粋記憶

•中心

純粋知覚

図３　
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は
、
身
体
は
五
重
の
多
次
元
的
な
重
層
構
造
、
す
な
わ
ち
色

の
身
体
、
受
の
身
体
、
想
の
身
体
、
行
の
身
体
、
そ
し
て
識

の
身
体
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
神
智
学
の
用
語
で
は
、
順
に

物
理
的
身
体
、
エ
ー
テ
ル
体
、
ア
ス
ト
ラ
ル
体
、
メ
ン
タ
ル

体
、
コ
ー
ザ
ル
体
が
ほ
ぼ
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
色
の
身
体
は

比
較
的
堅
固
な
固
体
的
身
体
、
受
の
身
体
は
流
れ
る
液
体
的

身
体
、
想
の
身
体
は
感
情
が
直
接
に
表
出
さ
れ
た
燃
え
る
気

体
的
身
体
、
行
の
身
体
は
無
意
識
の
形
成
力
が
潜
在
的
に
渦

巻
く
無
数
の
可
能
性
が
確
率
的
に
共
存
す
る
身
体
、
そ
し
て

識
の
身
体
は
、
具
体
的
な
観
念
や
抽
象
的
な
概
念
で
構
成
さ

れ
た
身
体
で
あ
る
。「
五
大
は
顕
密
の
二
義
を
具
す5

」
と
見
る

空
海
の
見
解
を
重
視
す
る
と
、
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
五

蘊
は
、
地
・
水
・
火
・
風
・
空
の
五
大
に
関
係
す
る
は
ず
で

あ
る6

（
図
４
）。

密
教
の
身
体
観
は
、
一
般
に
「
五
輪
成
身
観
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
地
輪
・
水
輪
・
火
輪
・
風
輪
・
空
輪
の
五
輪
に
、
身

体
上
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
と
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

円
壇
（
曼
荼
羅
）
を
自
分
の
体
に
当
て
は
め
、「
足
よ
り
臍ほ

ぞ

に

至
る
ま
で
、
大
金
剛
輪
を
成
し
、
こ
れ
よ
り
心む

ね

に
至
る
ま
で
、

ま
さ
に
水
輪
を
思
惟
す
べ
し
、
水
輪
の
上
に
火
輪
あ
り
、
火

輪
の
上
に
風
輪
あ
り7

」
と
説
か
れ
て
い
る
。
大
金
剛
輪
＝
地

輪
（
足
よ
り
臍
下
）・
水
輪
（
臍
上
心
下
）、
火
輪
（
心
上
咽
下
）、

風
輪
（
咽
上
頂
下
）
と
四
大
が
続
き
、「
円
壇
と
は
空
な
り
。
真

言
者
と
は
心
大
な
り8

」
と
言
わ
れ
る
。
五
輪
の
輪
は
、
文
字

ど
お
り
チ
ャ
ク
ラ
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
チ
ャ
ク
ラ
と
印
・
密
言
（
真
言
）
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
、「
ま
さ
に
印
・
密
言
を
も
つ
て
心む

ね

を
印
す
れ
ば
、
鏡
智
を

成
じ
て
速
に
菩
提
心
金
剛
堅
固
の
体
を
う
。
額
を
印
す
れ
ば

ま
さ
に
知
る
べ
し
、
平
等
性
智
を
成
じ
て
速
に
灌
頂
地
の
福

衆
荘
厳
の
身
を
う
。
密
語
を
も
て
口
を
印
す
る
と
き
、
妙
観

察
智
を
成
じ
て
す
な
わ
ち
よ
く
法
輪
を
転
じ
て
仏
の
智
慧
身

を
得
。
密
言
を
誦
じ
て
頂
を
印
す
れ
ば
、
成
所
作
智
を
成
じ

て
仏
の
変
化
身
を
証
し
、
よ
く
難
調
の
者
を
伏
す9

」
と
把
握

さ
れ
て
い
る
。
肉
身
に
お
け
る
上
下
関
係
、
た
と
え
ば
頭
部
・

胸
部
・
腹
部
と
い
う
よ
う
な
上
下
関
係
は
、
多
次
元
的
重
層

的
な
身
体
構
造
に
お
け
る
高
低
関
係
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て

い
る
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
次
元
の
身
体
が
低
次
元

の
身
体
に
反
映
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
低
次
元
に
お
い
て
は

相
対
的
に
高
い
位
置
の
身
体
構
造
と
し
て
顕
わ
れ
る
。
以
上

の
よ
う
な
考
察
を
踏
ま
え
る
限
り
、
微
細
な
高
次
元
か
ら
粗

大
な
低
次
元
へ
と
弛
緩
し
て
拡
が
る
密
教
的
な
五
大
に
よ
る

五
輪
成
身
観
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
密

教
の
五
輪
成
身
観
の
本
義
は
、
む
し
ろ
「
密
の
五
大
」
に
対

す
る
着
眼
に
こ
そ
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

注
意
す
る
主
体
の
二
重
性
の
問
題
と
は
、
い
か
な
る
こ
と

か
。
密
教
が
識
大
（
心
大
）
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
考
察
の

糸
口
に
な
る
。
六
大
と
は
、
上
記
の
五
大
を
「
識
大
」
で
さ

ら
に
統
括
し
た
も
の
で
あ
る
。「
識
大
」
は
、
五
蘊
の
一
つ
で

あ
る
「
識
（vijñāna

）」
を
内
奥
か
ら
統
括
す
る
根
源
的
な
認

識
主
体
と
見
ら
れ
る
。
五
蘊
の
「
識
」
も
六
大
の
「
識
大
」

も
認
識
能
力
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
位
相
が
本
質
的
に
異
な

っ
て
い
る
。「
識
大
」
は
「
識
」
の
さ
ら
に
内
奥
に
あ
っ
て
識

の
働
き
を
統
括
し
、
そ
れ
を
見
て
い
る
根
源
的
主
体
で
あ
る

と
解
し
う
る
。
こ
の
こ
と
は
、
注
意
す
る
主
体
が
二
重
化
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
識
の
働
き
の
典
型
は
「
見
る
」

こ
と
だ
が
、
あ
る
対
象
を
見
る
識
（
認
識
主
体
）
を
見
て
い
る

識
大
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
見
る
自
己
を
見
て

0

0

0

0

0

0

0

い
る
自
己

0

0

0

0

と
い
う
よ
う
に
、
見
る
こ
と
が
自
乗
化
し
て
い
る
。

こ
の
見
る
自
己
（
実
存
的
人
格
的
自
己
、
小
我
）
と
そ
の
見
る
自

己
を
見
て
い
る
自
己
（
真
我
・
大
我
）
と
の
関
係
は
、
通
常
は

必
ず
し
も
明
瞭
に
認
知
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
の
関

係
は
、
役
柄
と
役
者
の
関
係
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

役
柄
を
演
ず
る
役
者
は
、
舞
台
上
の
ド
ラ
マ
に
集
中
す
る
限

り
は
、
役
柄
と
見
境
が
つ
か
ず
、
役
柄
の
内
に
役
者
は
没
入

図４　顕密の五大と五輪成身観

【五大・六大】 【五智】

識大 （法界体性智）

密
の
五
大

空 空の身体 → コーザル体 → （大円鏡智）

風 空 風の身体 →
空輸

メンタル体 → （平等性智）

火 風 空 火の身体 →
風輪

アストラル体 → （妙観察智）

水 火 風 空 水の身体 →
火輪

エーテル体
→ （成所作智）

地 水 火 風 空 地の身体 →
水輪

物理的身体
地輪

顕の五大
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し
て
い
る
。
し
か
し
、
役
柄
は
役
者
に
よ
っ
て
こ
そ
息
を
吹

き
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
二
重
構
造
の
自
己
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
い
う
「
内

的
持
続
」
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
実
存

的
生
、
あ
る
い
は
生
物
的
生
の
主
体
は
人
間
世
界
や
環
境
の

中
で
行
動
し
て
お
り
、
見
る
こ
と
は
行
動
す
る
た
め
に
準
備

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
外
向
的
な
眼
を
自
ら
の
内
に

転
じ
返
す
と
き
、
外
界
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
内
界
の
風
景

が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
内
的
持
続
は
、
過
去
を
背
負
っ
て

未
来
へ
と
前
傾
す
る
現
在
で
あ
り
、
不
断
の
創
造
、
自
由
の

発
現
で
あ
り
、
そ
の
究
極
の
源
泉
は
生
の
躍
動
（
後
に
愛
の
躍

動
）
に
求
め
ら
れ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
円
錐
図
形
は
、
あ
る

意
味
で
そ
れ
自
体
、
自
律
し
た
系
で
あ
る
と
言
え
る
。
円
錐

の
全
体
積
が
頂
点
に
集
め
ら
れ
、
過
去
の
記
憶
を
背
負
っ
て

未
来
を
予
期
し
な
が
ら
前
傾
姿
勢
を
取
る
。
そ
の
「
生
の
功

利
性
」
に
基
づ
い
た
「
生
へ
の
注
意
」
は
、
未
来
の
行
動
・

知
覚
へ
と
緊
張
を
保
つ
こ
と
と
、
過
去
の
記
憶
の
星
雲
へ
弛

緩
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
。
そ
の
緊
張
と
弛
緩
の
絶
え
ざ
る

反
復
は
、
一
種
自
律
系
の
中
で
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
「
生
へ
の
注
意
」
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
内
に
生
の

躍
動
か
ら
の
推
進
力
・
創
造
力
が
働
か
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な

い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
円
錐
の
底
部
（
純
粋
記
憶
）
の
彼
方
・

内
奥
か
ら
生
の
躍
動
を
受
け
取
っ
て
い
る
に
相
違
な
い
。
つ

ま
り
、「
純
粋
記
憶
―
純
粋
知
覚
」
の
自
律
系
は
、
よ
り
い
っ

そ
う
根
源
的
な
生
の
躍
動
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
意
す
る
主
体
の
二
重
構
造
は
、

円
錐
（
実
存
的
自
己
）
と
そ
の
円
錐
の
彼
方
・
内
奥
（
実
存
を

超
え
た
自
己
）
の
関
係
に
な
る
と
い
う
の
が
、
我
々
の
見
解
で

あ
る
。
こ
れ
は
慎
重
な
考
察
を
要
す
る
微
妙
な
問
題
で
あ
る

ゆ
え
、
詳
細
は
他
稿
に
譲
り
た
い
。

最
後
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
が
孕
ん
で
い
る
問
題
点
を
、
行

動
観
と
未
来
予
見
不
可
能
性
の
主
張
の
二
点
に
絞
っ
て
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
観
照
に
対
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
低
い
評
価10

は
、
行
動
的
神
秘
主
義
の
重
視
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
知
る

こ
と
は
行
動
す
る
こ
と
を
伴
う
必
然
性
が
あ
る
と
見
る
。
停

止
よ
り
も
前
進
を
、
静
謐
よ
り
も
歓
喜
を
重
視
す
る
。
そ
れ

は
生
の
功
利
性
に
基
づ
い
て
「
行
動
す
る
た
め
に
見
る
」
の

で
は
な
く
、
ま
た
「
見
る
た
め
に
見
る
」
の
で
も
な
い
、
い

わ
ば
「
見
な
が
ら
行
動
し
、
行
動
し
な
が
ら
見
る
」
よ
う
な

境
位
で
あ
る
。
観
照
に
対
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
低
評
価
の
背

景
に
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
＝
キ
リ
ス
ト
教
固
有
の
行
動
観
が
控
え

て
お
り
、
し
か
も
そ
の
行
動
観
は
肉
体
と
し
て
の
身
体
的
行

動
に
大
き
な
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
重
的
な

身
体
観
に
立
つ
と
き
、
行
為
あ
る
い
は
作
用
は
、
肉
体
と
し

て
の
身
体
的
行
動
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
仏
教
の

行
為
（
業
）
論
が
意
業
を
含
む
よ
う
に
、
心
の
作
用
を
も
含

む
広
義
の
行
為

0

0

0

0

0

を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

未
来
の
予
見
不
可
能
性
の
主
張
は
、
創
造
を
新
し
い
も
の

の
不
断
の
噴
出
と
見
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
持
説
か
ら
導
か
れ
る

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
存
哲
学
者
Ｇ
・
マ
ル
セ
ル
自

身
の
超
心
理
学
的
実
験
に
よ
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
の
反
撃
で
十
万
人
以
上
の
捕
虜
が
出
る
と

い
う
予
言
が
当
た
っ
た
。
そ
の
マ
ル
セ
ル
の
報
告
に
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
は
関
心
を
示
す
一
方
で
、
大
い
に
困
惑
し
た
と
い
う11

。

こ
の
行
為
の
予
見
可
能
性
に
関
す
る
問
題
は
、
自
然
の
因
果

と
自
由
の
因
果
を
区
別
し
た
上
で
、
自
然
の
因
果
の
内
に
、
肉

体
の
行
為
の
み
な
ら
ず
、
心
の
作
用
を
も
広
義
の
行
為
と
し

て
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、
矛
盾
な
く
解
決
で
き
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
一
方
で
自
由
な
創
造
（
自
由
の
因
果
に

よ
る
創
発
）
が
成
立
し
つ
つ
、
他
方
で
過
去
に
お
け
る
行
為

（
仏
教
が
意
業
を
三
業
の
一
つ
と
認
め
た
よ
う
な
広
義
の
行
為
）
の

累
積
は
因
果
的
に
未
来
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

注1
　「
緒
論
」『
ベ
ル
グ
ソ
ン
全
集
7
　
思
想
と
動
く
も
の
』（
矢

内
原
伊
作
訳
、
白
水
社
、
一
九
六
五
年
）。H

EN
R

I 
BERG

SO
N

, Œ
U

VRES , P. U
. F., 1970, pp.1253-1330.  

2
　『
ベ
ル
グ
ソ
ン
全
集
2
　
物
質
と
記
憶
』（
田
島
節
夫
訳
、
白

水
社
、
一
九
六
五
年
）。H

EN
R

I BERG
SO

N
, Œ

U
VRES , 

P. U
. F., 1970, pp.161-379. 

　
　
右
記
の
二
書
と
も
訳
語
を
引
用
し
た
が
、
一
部
私
訳
を
試
み

た
箇
所
も
あ
る
。

3
　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ガ
ー
バ
ー
『
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
デ

ィ
ス
ン

―
い
の
ち
を
癒
す
︿
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
﹀
の
全
体

像
』（
上
野
圭
一
・
真
鍋
太
史
郎
訳
、
日
本
教
文
社
、
二
〇

〇
〇
年
）。

4
　
中
村
元
『
広
説 

佛
教
語
大
辞
典
』(

東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇

年)

、
四
五
四⊖

四
五
五
頁
。

5
　「
声
字
実
相
義
」『
弘
法
大
師
著
作
全
集
　
第
一
巻
』(

勝
又

俊
教
編
修
、
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
六
八
年)

、
六
五
頁
。

6
　
拙
論
「
秘
密
と
開
顕
の
あ
わ
い

│
密
教
が
顕
教
化
す
る
と

き
」『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
一
号

（
二
〇
〇
八
年
）、
一⊖

二
七
頁
。

7
　「
即
身
成
仏
義
」『
弘
法
大
師
著
作
全
集
　
第
一
巻
』、
四
八

頁
。

8
　「
即
身
成
仏
義
」『
弘
法
大
師
著
作
全
集
　
第
一
巻
』、
四
九

頁
。 

9
　「
即
身
成
仏
義
」『
弘
法
大
師
著
作
全
集
　
第
一
巻
』、
五
二

頁
。

10
　『
世
界
の
名
著
64
　
ベ
ル
ク
ソ
ン
』（
澤
瀉
久
敬
責
任
編
集
、

中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）、
四
三
五⊖

四
四
一
頁
。

11
　
拙
論
「
哲
学
的
反
省
と
神
秘
的
経
験
の
間

│
ベ
ル
ク
ソ
ン

と
マ
ル
セ
ル
の
思
索
を
手
が
か
り
に
し
て
」『
身
心
変
容
技

法
研
究
』
第
一
号
（
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
︿
A
﹀

「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学

―
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ

な
ぐ
ワ
ザ
の
総
合
的
研
究
」
年
報
、
二
〇
一
二
年
）、
三
四⊖

三
五
頁
。
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は
じ
め
に

仏
教
瞑
想
と
い
う
実
践
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
い
う

臨
床
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
身
心
変
容
に
関
す
る
科

学
的
な
実
証
デ
ー
タ
に
落
と
し
込
ん
で
ゆ
く
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
。
本
稿
で
は
、
近
年
脳
科
学
研
究
に
お
い
て
急

速
に
デ
ー
タ
が
集
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を

「
注
意
の
向
け
方
に
関
す
る
技
」
と
仮
定
し
て
、
筆
者
が
今
年

度
取
り
組
ん
で
み
た
こ
と
が
ら
を
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
研
究

に
集
約
し
て
ゆ
く
方
向
性
の
下
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

1
脳
波
測
定
の
パイ
ロ
ッ
ト
ス
タ
デ
ィ
か
ら

瞑
想
時
の
脳
活
動
に
つ
い
て

f
M
R
I
を
使
っ
て
研
究
す

る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
齋
木
潤
氏
の
研
究
室
で
集
中
瞑
想
、

洞
察
瞑
想
、
慈
悲
瞑
想
の
三
種
類
の
瞑
想
時
に
お
け
る
脳
波

の
測
定
を
し
た
。
そ
の
解
析
の
方
向
性
な
ど
に
関
す
る
詳
細

は
齋
木
氏
の
報
告
に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
筆
者

が
瞑
想
実
践
者
な
ら
び
に
瞑
想
指
導
者
と
し
て
最
も
検
証
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。集

中
型
（sam

atha

：
止
）
瞑
想
に
お
い
て
は
、
①
唯
一
の
対

象
（
マ
ン
ト
ラ
や
祈
り
の
言
葉
、
仏
・
菩
薩
や
イ
エ
ス
像
な
ど
の
図

像
、
呼
吸
な
ど
）
を
設
定
し
て
、
心
を
繰
り
返
し
そ
の
対
象
に

向
け
て
集
中
さ
せ
る
。
②
心
が
瞑
想
対
象
か
ら
そ
れ
た
こ
と

に
気
づ
い
た
ら
即
座
に
基
本
対
象
に
心
を
向
け
変
え
て
（
連

れ
戻
し
て
）
ゆ
く
。

洞
察
型
（vipassanā

：
観
）
瞑
想
で
は
、
①
呼
吸
を
基
本
対

象
と
し
な
が
ら
も
、
②
心
が
呼
吸
以
外
に
向
か
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
に
最
も
明
晰
に
な
っ
て

い
る
対
象
に
関
し
て
気
づ
き
を
深
め
て
、
ひ
と
段
落
し
て
か

ら
基
本
対
象
で
あ
る
呼
吸
に
戻
っ
て
ゆ
く
。

洞
察
型
瞑
想
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
雑
念
に
気
づ
い
た
時

点
に
お
け
る
対
応
を
筆
者
は
瞑
想
指
導
の
立
場
か
ら
「
気
づ

き
の
作
法
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
三
点
に
ま
と
め
て
説
明

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

1
　
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
、
善
悪
の
価
値
判
断
を
脇

に
お
い
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
確
認
す
る
。
そ
の
際
、「
計
画

し
て
い
た
」「
後
悔
し
て
い
た
」
な
ど
と
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
明
確
化
し
や
す
く
な
る
が
、
習
熟
し
て
く

る
に
つ
れ
て
言
語
化
は
必
要
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
雑
念
に

気
を
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
自
分
を
責
め
て
い
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
ゆ
く
。

2
　
雑
念
に
気
づ
い
た
時
、
そ
の
思
考
や
感
情
に
巻
き
込

ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

た
の
か
を
、「
肩
が
こ
っ
て
い
る
」「
胸
が
痛
い
」
な
ど
と

身
体
の
部
分
を
特
定
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
の
か
を
実
感
す
る
。

3
　
姿
勢
や
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
、
一
息
入
れ
て
か
ら
、
新

鮮
な
気
持
ち
で
ゆ
っ
く
り
と
優
し
く
呼
吸
に
戻
る
。

脳
科
学
的
な
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
研
究
に
お
い
て
は
、
集

中
型
瞑
想
をFocused A

ttention

（FA

）、
洞
察
型
瞑
想
を

O
pen M

onitoring

（O
M

）
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る1

。
同
じ
呼
吸

を
瞑
想
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
F
A
に
な
っ
た
り
O
M
に
な

っ
た
り
す
る
の
は
、
雑
念
に
気
づ
い
た
際
に
気
づ
き
の
作
法

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

研
究
報
告
：
実
践
と
検
証
へ
の
手
探
り

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
文
学
部
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
・
仏
教
瞑
想
研
究
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が
し
っ
か
り
と
実
践
さ
れ
る
か
に
よ
る
。
洞
察
型
瞑
想
を
し

て
い
る
つ
も
り
に
な
っ
て
い
て
も
気
づ
き
の
作
法
が
し
っ
か

り
と
行
わ
れ
て
い
な
い
と
実
際
に
は
集
中
型
瞑
想
に
入
り
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
特
に
ラ
ベ
リ
ン

グ
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
ラ
ベ
リ
ン
グ

≒

洞
察
型
瞑
想
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
と
、
身
体
で
感
じ
る
こ
と
が
無
視
さ
れ
て
、
ラ

ベ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
思
考
や
感
情
を
抑
圧
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
雑
念
に
気
づ
い
た
時
に
自
分
を
責
め
て
し
ま
う
無

意
識
的
攻
撃
性
が
自
他
に
関
わ
る
際
の
ワ
ー
キ
ン
グ
モ
デ
ル

と
し
て
潜
在
化
し
て
し
ま
う
と
、
瞑
想
者
は
自
分
の
感
情
か

ら
隔
離
さ
れ
、
瞑
想
す
る
ほ
ど
に
離
人
症
的
な
冷
た
い
人
生

を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
筆
者
は
こ
の
現
象
を
瞑
想
病
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
て
い
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
で
は
、
必
要

に
応
じ
て
F
A
と
O
M
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
ま
れ
て
ゆ
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。

身
体
で
感
じ
と
る
こ
と
は
感
情
受
容
に
と
っ
て
の
必
須
条

件
で
あ
り
、
感
情
を
身
体
で
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
ト
ラ
ウ
マ
治
療
に
お
け
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
る2

。
E

M
D
R
の
脱
感
作
や
認
知
療
法
の
暴
露
法
な
ど

に
お
い
て
補
助
技
法
と
し
て
の
呼
吸
法
を
装
っ
て
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
が
巧
み
に
と
り
い
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め

で
あ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
深
く
身
に
つ
け
ら
れ
る
と
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
体
験
そ
れ
自
体
が
ト
ラ
ウ
マ
治
癒
へ
の

入
り
口
に
な
る
の
で
あ
る
。

筆
者
が
脳
波
測
定
に
お
い
て
F
A
と
O
M
を
区
別
し
て
実

践
す
る
際
に
は
「
気
づ
き
の
作
法
」
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の

差
別
化
を
図
る
の
で
あ
る
が
、
雑
念
と
し
て
の
思
考
や
感
情

へ
の
気
づ
き
を
深
め
る
時
の
主
観
的
印
象
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。呼

吸
に
対
す
る
明
晰
な
意
識
が
途
絶
え
、
眠
っ
て
は
い

な
い
が
眠
り
に
近
い
よ
う
な
状
態
が
あ
り
、
そ
れ
を
窓
口

に
思
考
や
感
情
を
伴
う
想
念
の
渦
が
発
生
す
る
。
雑
念
に

気
づ
い
た
瞬
間
に
は
、
そ
の
思
考
や
感
情
は
す
で
に
一
瞬

過
去
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
身
体
に
そ
の
余
韻
の
よ
う

な
も
の
が
残
っ
て
い
る
。

以
前
に
有
田
秀
穂
氏
と
の
共
同
研
究
で
瞑
想
時
の
脳
波
測

定
を
し
た
時
に
は
、
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル
分
析
か
ら
O
M
の

明
晰
な
意
識
状
態
は
速
い
α
波
に
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

こ
と
が
推
測
さ
れ
た3

が
、
雑
念
の
発
生
と
気
づ
き
の
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
短
時
間
の
脳
波
変
位
に
関
し
て
は
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
齋
木
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
た
め
に
は

時
間
周
波
数
分
析
が
必
要
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者

が
時
間
周
波
数
分
析
に
よ
っ
て
検
証
し
て
ほ
し
い
の
は
、
雑

念
が
発
生
す
る
過
程
に
お
け
る
θ
波
や
β
波
が
、
そ
の
前
後

の
明
晰
な
意
識
状
態
に
対
応
す
る
速
い
α
波
に
よ
っ
て
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
れ
を
「
α
波
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
現
象
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
平
井
富
雄
氏
の
禅
の
脳
波
研
究4

の
成

果
の
次
の
段
階
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。
　

洞
察
型
瞑
想
に
関
し
て

経
典
で
はvipassanā

の
同

義
語
で
あ
るanupassanā

の
方
が
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
。
ア
ヌ
（
繰
り
返
し
、
対

象
に
従
っ
て
）・
パ
ッ
サ
ナ

ー
（
見
つ
め
る
）
と
い
う
語

が
意
味
す
る
よ
う
に
、
対

象
を
繰
り
返
し
見
つ
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
物
事
の
あ

り
よ
う
が
自
然
に
理
解
さ

れ
て
く
る
こ
と
が
洞
察
瞑

想
の
中
核
と
な
る
。
こ
れ

は
血
液
を
遠
心
分
離
器
に

か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
血

漿
と
細
胞
成
分
と
に
分
か
れ
て
ゆ
く
の
に
似
た
作
用
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
物
事
の
あ
り
よ
う
」
と
は
な
ん
で
あ
る
か
に
関
し

て
は
、「
初
転
法
輪
経
」
に
お
い
て
頻
出
す
る
如
実
智
見

（yathābhūtañān

4adassana

：
あ
り
の
ま
ま
に
智
慧
で
見
つ
め
る
こ
と
）

がvipassanā

と
等
値
さ
れ
、
そ
の
洞
察
内
容
に
関
す
る
定
型

的
な
説
明
と
し
て
無
常
・
苦
・
無
我
の
三
特
相
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
お
け
る
O
M
の
も
た
ら
す
洞
察
力

は
、
ト
ラ
ウ
マ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
含
む
内
的
反
芻
作

用
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
が
常
に
変
化
し
続
け
る
こ
と
（
無
常
）、

自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
た
め
（
無
我
）
に
無
力
感
に

さ
い
な
ま
れ
て
し
ま
う
と
際
限
の
な
い
苦
し
み
（
苦
）
に
思

え
て
し
ま
う
こ
と
の
観
察
を
通
し
て
、
身
体
レ
ベ
ル
で
思
考

や
感
情
の
影
響
を
受
容
し
て
ゆ
く
た
め
の
心
の
器
を
育
成
し

て
く
れ
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
う
つ
病
の
再
発
予
防
に

効
果
を
持
つ5

作
用
機
序
の
中
核
が
こ
こ
に
あ
る
。

2
エ
プ
ス
タ
イ
ン
氏
と
の
対
話
か
ら

筆
者
の
翻
訳
し
た
『
ブ
ッ
ダ
の
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ー
』（
春
秋

社
、
原
題
はThoughts without a thinker

）
の
著
者M

ark Epstein

は

仏
教
瞑
想
と
心
理
療
法
を
革
新
的
に
架
橋
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
精
神
科
医
で
あ
る
。
一
二
月
に
エ
プ
ス
タ
イ
ン
氏

が
来
日
講
演
し
た
際
に
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
二
日
間
対
話

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
講
演
内
容
は
最
新
刊
で
あ
るThe 

trauma of everyday life

を
基
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
お
け
る
観
察
視
点
の
持
つ
意
味
を
ウ
ィ

ニ
コ
ッ
ト
の
「
抱
っ
こ
環
境
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
解

釈
す
る
視
点
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
と
い
う
も
の
は
存

在
せ
ず
、
そ
こ
に
は
母
子
と
い
う
一
組
の
存
在
が
あ
る6

。
乳

瞑想時の主観的印象と脳波との対応予測表

呼吸に対する明晰な意識 速いα波

眠りに近いような状態 θ波、δ波

想念の渦 θ波あるいはβ波

それに気づいた瞬間 速いα波あるいはγ波

身体に残る余韻の確認 速いα波

79

研究報告：実践と検証への手探り



児
は
そ
れ
ほ
ど
に
母
親
の
世
話
と
い
う
外
部
環
境
に
依
存
し

な
け
れ
ば
生
き
て
ゆ
け
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
人
間
存
在

が
そ
れ
ほ
ど
の
絶
対
依
存
的
な
状
態
か
ら
自
立
・
自
律
し
た

個
人
の
状
態
へ
と
身
心
変
容
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
育
児
と
い

う
支
援
環
境
を
必
要
と
す
る
。
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
そ
の
支
援

環
境
を
「
ほ
ど
よ
い
母
親
的
環
境
（good enough m

othering 

environm
ent

）」
と
呼
び
、
そ
の
本
質
が
「
抱
っ
こ
環
境（holding 

environm
ent

）」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
抱
っ
こ
環
境
に
お
い
て
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
声
で

発
す
る
サ
イ
ン
に
応
答
し
て
世
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
笑
顔

へ
の
移
行
が
発
生
す
る
。
泣
い
た
状
態
を
大
人
の
言
語
表
現

で
地
獄
と
言
う
と
す
れ
ば
、
笑
顔
の
状
態
は
天
国
に
相
当
す

る
。
抱
っ
こ
環
境
は
、
応
答
と
い
う
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
乳
児
の
地
獄
的
体
験
が
天
国
的
体
験
へ
と
移
行

す
る
の
を
支
援
す
る
環
境
で
あ
り
、
乳
児
は
こ
う
し
た
環
境

に
支
え
ら
れ
て
地
獄
も
天
国
も
人
生
の
一
部
な
の
だ
と
い
う

統
合
的
な
存
在
の
基
盤
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
抱
っ
こ
環
境
が
赤
ち
ゃ
ん
に
提
供
す
べ
き
要
素
の
本

質
は
、
一
般
的
に
生
後
一
年
く
ら
い
を
境
と
し
て
大
き
く
変

化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
の
一
年
間
で
は
、
乳
児
の
万
能

感
を
満
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
と
信
頼
と
い
う
人
生
の
基

盤
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
課
題
と
な
る
。
そ
の
後
で
は
、
思

う
よ
う
に
な
ら
な
い
不
満
を
少
し
ず
つ
注
入
し
な
が
ら7

現
実

を
受
け
容
れ
て
ゆ
く
試
練
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る

こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
「
錯
覚
か

ら
脱
錯
覚
」
へ
と
い
う
巧
み
な
言
い
回
し
に
よ
っ
て
こ
の
移

行
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
こ
で
錯
覚
と
い
う
の
は
、
我
々
が
日
常
を
生
き
て
ゆ
く

と
き
の
「
自
分
は
死
な
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
無
意
識
的
な

安
心
感
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
安
心
感
は
乳

幼
児
期
の
万
能
感
に
起
源
を
も
ち
、
が
ん
や
難
病
な
ど
で
余

命
が
長
く
な
い
こ
と
を
告
知
さ
れ
た
時
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
一
気
に
崩
れ
去
り
脱
錯
覚
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
キ

ュ
ー
ブ
ラ
ー
・
ロ
ス
の
死
の
受
容
へ
の
五
段
階8

や
ボ
ウ
ル
ビ

ィ
の
喪
失
の
四
段
階9

な
ど
は
、
こ
う
し
た
脱
錯
覚
を
体
験
し

ぬ
い
て
ゆ
く
際
の
心
象
風
景
の
道
の
り
を
記
述
し
た
も
の
で

あ
る
。

離
乳
体
験
や
直
立
歩
行
、
言
語
の
獲
得
な
ど
を
契
機
と
し

て
人
生
最
大
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
身
心
変
容
を
体
験

す
る
生
後
一
年
か
ら
二
年
目
に
お
け
る
抱
っ
こ
環
境
の
重
要

課
題
は
、
乳
幼
児
の
攻
撃
性
を
受
け
と
め
て
サ
バ
イ
バ
ル
し

な
が
ら
対
応
し
続
け
る
こ
と
に
あ
る
。
乳
首
を
嚙
ん
だ
り
つ

ね
っ
た
り
、
叩
い
た
り
蹴
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
拗
ね
た
り
す

る
と
い
う
赤
ち
ゃ
ん
の
多
様
な
攻
撃
性
を
受
け
と
め
る
対
象

と
し
て
わ
が
身
を
差
し
出
し
、「
痛
い
か
ら
優
し
く
し
て
ね
」

「
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
く
て
怒
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ね
」
な
ど

と
会
話
し
な
が
ら
お
互
い
が
ま
た
笑
顔
で
交
流
で
き
る
ま
で

見
捨
て
ず
に
対
応
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
乳
幼
児
は

「
大
切
な
も
の
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

原
初
的
な
不
安
（
罪
悪
感
）
を
思
い
や
り
へ
と
変
容
さ
せ
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
こ
の
プ
ロ
セ

ス
を
「
思
い
や
り
の
起
源
」
と
し
て
描
写
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
思
い
や
り
へ
と
変
容
す
る
機
会
を
失
っ
た
罪
悪

感
は
、
成
長
後
に
抑
う
つ
や
突
発
的
な
攻
撃
性
、
あ
る
い
は

反
社
会
的
な
行
動
と
し
て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
る10

。

こ
う
し
た
乳
幼
児
期
に
お
け
る
適
切
な
「
抱
っ
こ
環
境
」

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
不
具
合
に
つ
い
て
バ
リ
ン

ト
は
「
基
底
欠
損
（basic fault

11
）」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
た
。

そ
れ
は
、
一
種
の
ト
ラ
ウ
マ
と
し
て
成
長
後
の
人
生
に
お
け

る
慢
性
的
な
疎
外
感
や
不
全
感
を
も
た
ら
す
。
エ
プ
ス
タ
イ

ン
は
ス
ト
ロ
ロ
ウ
の
以
下
の
よ
う
な
論
述
を
引
用
し
て
い
る
。

悲
痛
で
あ
っ
た
り
、
恐
怖
を
覚
え
る
よ
う
な
情
動
と
い

う
の
は
、
そ
れ
に
耐
え
た
り
、
そ
れ
を
抑
え
込
ん
だ
り
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
自
ら
に
統
合
し
て
い
く
こ
と
へ
の
助
け
と

し
て
子
ど
も
が
必
要
と
し
て
い
る
。
自
ら
の
情
動
に
対
す

る
周
囲
の
調
律
が
深
刻
に
欠
如
し
て
い
る
と
き
に
、
そ
の

情
動
は
外
傷
的
な
も
の
と
な
る
。
…〔
中
略
〕…
関
係
性
の

観
点
か
ら
す
る
と
、
発
達
上
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
生
じ
る
結

果
の
一
つ
に
、
情
動
状
態
が
そ
の
後
も
ず
っ
と
、
破
壊
的

な
意
味
を
帯
び
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
反
復
的
な
調
律
不
全
の
体
験
を
通
し
て
、
発
達
し

て
い
く
上
で
満
た
さ
れ
る
べ
き
願
望
が
満
た
し
て
も
ら
え

な
い
こ
と
や
、
そ
れ
に
反
応
し
て
起
こ
る
苦
痛
な
感
情
状

態
は
、
自
ら
の
忌
ま
わ
し
い
欠
陥
あ
る
い
は
生
ま
れ
つ
き

の
自
分
の
内
な
る
悪
が
、
形
に
な
っ
た
も
の
だ
と
い
う
無

意
識
レ
ベ
ル
の
確
信
を
抱
い
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る12

。

こ
こ
で
ス
ト
ロ
ロ
ウ
が
調
律
と
言
っ
て
い
る
の
は
ス
タ
ー

ン
の
「
情
動
調
律
（affect attunem

ent

13
）」
の
こ
と
で
あ
り
、
マ

ー
ラ
ー
や
エ
ム
デ
ィ
ら
が
「
感
情
的
応
答
性
（em

otional 

availability

14
）」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
抱
っ
こ
環
境
が

提
供
す
る
こ
う
し
た
調
律
や
応
答
性
こ
そ
が
、
子
育
て
（child 

care

）
の
本
質
で
あ
り
、
看
取
り
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
ケ
ア
に
共
通
す
る
心
の
向
け
方
と
い
う
技
法
の
中
核

で
あ
る
。

エ
プ
ス
タ
イ
ン
は
瞑
想
の
師
匠
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
ゴ
ー

ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
て
「
何
が
起
こ
っ
て
い

る
か
よ
り
も
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
が
重
要
で
あ
る
」
こ

と
を
強
調
し
て
い
た
。
瞑
想
中
の
雑
念
に
対
し
て
、
価
値
判

断
を
脇
に
お
い
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
見
つ
め
受
容
し
て
ゆ
く

こ
と
。
筆
者
が
気
づ
き
の
作
法
を
工
夫
し
た
目
的
も
そ
こ
に

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
ら
の
思
考
や
感
情
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
る
か
と
い
う
無
意
識
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、
対

人
関
係
に
お
け
る
ワ
ー
キ
ン
グ
モ
デ
ル
と
し
て
我
々
の
人
生

を
支
配
し
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
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第
一
節
で
紹
介
し
た
「
α
波
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
現
象
」
と
い

う
仮
説
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
お
け
る
抱
っ
こ
環

境
を
脳
科
学
的
な
視
点
か
ら
検
証
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
自
他
の
状
況
を
明
晰
に
把
握
す
る
こ

と
の
で
き
る
心
の
状
態
で
抱
き
と
め
ら
れ
た
思
考
や
感
情
は
、

大
切
に
さ
れ
る
体
験
を
通
し
て
自
然
に
あ
る
べ
き
姿
に
変
わ

っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

3
精
神
科
診
療
に
お
け
る
陪
席
調
査
か

ら
見
え
て
き
た
も
の

身
心
変
容
を
促
進
す
る
場
と
し
て
の
精
神
科
診
療
に
お
け

る
医
師
の
在
り
方
を
調
査
す
る
た
め
に
、
鹿
児
島
市
の
伊
敷

病
院
で
精
神
科
医
神
田
橋
條
治
氏
の
一
日
に
陪
席
す
る
機
会

を
得
た
。
神
田
橋
氏
の
患
者
に
対
す
る
姿
勢
は
次
の
よ
う
に

見
え
た
。

患
者
の
相
談
役
の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
、
そ
の
時
に
必
要

な
支
援
を
提
供
す
る
。
そ
れ
は
薬
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、

気
功
法
で
あ
っ
た
り
、
西
式
健
康
体
操
で
あ
っ
た
り
、
自
己

回
想
法
で
あ
っ
た
り
す
る
。
薬
を
選
ぶ
際
に
は
O
‒リ
ン
グ

テ
ス
ト
を
用
い
た
り
、
薬
の
袋
を
患
者
に
か
ざ
し
て
透
視
や

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
よ
う
な
仕
方
を
用
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
。
陪
席
す
る
観
察
者
で
あ
る
我
々
に
話
し
か
け
る
形
で
、
患

者
や
家
族
に
微
細
な
誘
導
催
眠
を
か
け
る
と
き
も
あ
る
。
こ

れ
は
医
師
以
外
の
外
部
の
者
に
観
察
さ
れ
る
患
者
の
不
安
を

和
ら
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、
診
療
室
の
場
全
体
を
俯
瞰
す
る

視
点
か
ら
患
者
の
た
め
に
最
大
限
の
支
援
を
提
供
す
る
驚
く

べ
き
技
で
あ
っ
た
。

次
に
、
具
体
的
な
場
面
を
選
ん
で
神
田
橋
氏
の
寄
り
添
い

方
を
描
写
し
て
み
た
い
。

･
ク
ス
リ
の
服
用
に
関
し
て

患
者
に
今
の
医
療
で
は
原
因
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
、
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
薬
や
治
療
法
が
な
い
こ
と
な

ど
を
説
明
し
た
う
え
で
、
最
善
の
も
の
を
一
緒
に
探
し
出
す

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
こ
と
を
話
し
て
い
た
。

患
者
の
何
人
か
は
、「
薬
が
合
わ
な
か
っ
た
」
と
か
、「
途

中
で
や
め
た
」
と
平
気
で
言
っ
て
い
た
。
多
く
の
医
師
は
処

方
し
た
薬
を
患
者
が
指
示
ど
お
り
に
飲
ま
な
か
っ
た
こ
と
を

知
る
と
機
嫌
を
損
ね
て
し
ま
う
。
す
る
と
患
者
は
医
師
の
気

配
を
感
じ
と
っ
て
正
直
に
実
情
を
報
告
し
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
と
こ
ろ
が
神
田
橋
氏
は
、「
そ
れ
は
ね
、
症
状
が
よ
く
な

っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
よ
…
…
」
と
か
、「
そ
う
で
す
か
、

そ
れ
じ
ゃ
○
○
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
か
、
何
事
も
な
く

受
け
答
え
し
な
が
ら
次
の
処
方
を
探
っ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た

や
り
と
り
を
通
し
て
、
患
者
は
自
分
を
信
じ
て
も
ら
っ
て
い

る
感
覚
を
体
験
し
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

薬
の
効
果
の
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
プ
ラ
シ
ー
ボ
効
果
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
薬
も
副
作
用
を
引
き
起
こ
す
。
薬

は
基
本
的
に
毒
物
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
薬
を
飲
む
と
い
う

行
為
の
背
後
に
は
、
医
師
や
治
癒
へ
の
無
意
識
的
な
信
仰
心

の
よ
う
な
も
の
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
分
の

体
験
や
言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
て
同
じ
目
線
で
対
応
し

て
も
ら
う
体
験
は
、
薬
が
効
果
を
発
揮
し
や
す
く
な
る
環
境

を
整
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
た
。

･
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
ほ
め
る

高
校
生
の
娘
さ
ん
と
母
親
の
二
人
連
れ
が
入
室
し
て
き
た
。

神
田
橋
氏
は
娘
さ
ん
に
「
久
し
ぶ
り
だ
ね
」
と
挨
拶
を
し
て
、

楽
し
そ
う
に
会
話
し
な
が
ら
彼
女
の
成
長
ぶ
り
を
ほ
め
て
い

る
。
時
々
母
親
と
も
会
話
す
る
が
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
患

者
さ
ん
な
の
か
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
、「
薬
は
そ
の

ま
ま
で
い
い
で
す
よ
ね
」
と
母
親
に
伝
え
て
、
二
人
を
送
り

出
し
た
。

後
か
ら
そ
の
こ
と
を
質
問
す
る
と
、
母
親
の
方
が
双
極
性

障
害
を
患
っ
て
い
る
の
だ
が
、
理
解
の
あ
る
人
と
出
会
っ
て
、

喧
嘩
し
た
り
山
あ
り
谷
あ
り
だ
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
も
娘
さ

ん
を
授
か
っ
て
、
そ
の
娘
さ
ん
が
カ
ス
ガ
イ
に
な
っ
て
何
と

か
人
生
を
歩
み
続
け
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

母
親
に
は
、
善
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
子
ど
も
に
つ

い
て
の
全
責
任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
が
あ
る
。
娘
さ
ん
の
成
長
ぶ
り
を
手
放
し
で
喜
び
ほ

め
て
も
ら
う
体
験
は
、
そ
の
ま
ま
母
親
の
母
性
へ
の
力
づ
け

に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
母

親
の
母
性
が
癒
さ
れ
る
時
、
彼
女
の
幼
少
期
の
辛
か
っ
た
心

の
傷
も
自
然
に
癒
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
母
親
の
魂
は

無
意
識
的
に
そ
れ
を
求
め
て
、
成
長
し
た
娘
さ
ん
を
見
せ
る

た
め
に
連
れ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

･
現
実
的
な
対
処
法
を
示
す

患
者
が
愛
人
を
求
め
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
の
背
景
に
は

幼
少
期
に
両
親
の
不
和
か
ら
十
分
に
愛
さ
れ
た
実
感
を
持
て

な
か
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
の
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
、
金
魚
運
動

と
回
想
法
を
合
わ
せ
た
暴
露
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
る
。

E
M
D
R
に
お
い
て
は
眼
球
運
動
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、

手
足
を
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
し
て
左
右
に
振
る
運
動
に
よ
っ
て

身
体
に
左
右
交
互
の
刺
激
を
与
え
な
が
ら
意
識
的
に
過
去
を

思
い
出
し
て
記
憶
と
身
体
感
覚
と
の
連
鎖
を
作
り
直
す
再
学

習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
家
族
と
の

時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
説
く
一
方
で
、
愛
人
と
会
う
こ

と
は
否
定
し
な
い
が
バ
イ
ア
グ
ラ
で
腹
上
死
す
る
可
能
性
の

高
い
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
。
こ
れ
は
患
者
が
自
ら
の
行
為

を
自
覚
的
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
人
生
全
体
の
中
で
何
が
大

切
な
の
か
を
自
分
で
見
つ
け
出
し
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
暗
示
を
か
け
た
こ
と
に
相
当
す
る
。

･
家
族
へ
の
自
覚
を
促
す

代
理
受
診
し
た
患
者
の
母
親
に
、
彼
女
が
見
舞
っ
た
後
に

入
院
し
て
い
る
患
者
の
病
状
が
悪
化
す
る
こ
と
、
外
泊
し
た
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く
な
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
れ
が
過
去
の
フ
ラ

ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お

く
。
過
去
に
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
は
一

切
触
れ
ず
、
た
だ
患
者
の
あ
り
よ
う
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
中
心
に
家
族
の
側
に
も
努
力
を
促
す

こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
患
者
は
入
院
し
て
あ
る
程

度
の
改
善
を
体
験
し
た
と
し
て
も
、
退
院
し
て
家
に
戻
る
こ

と
に
よ
っ
て
病
理
を
発
生
さ
せ
た
家
族
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に

再
び
さ
ら
さ
れ
て
再
発
し
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
患

者
の
人
生
全
体
を
俯
瞰
し
て
、
患
者
の
病
理
を
通
し
て
表
現

さ
れ
た
家
族
全
体
の
苦
し
み
に
全
員
で
向
か
い
合
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
誘
導
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

･
そ
の
場
で
の
具
体
的
な
思
い
や
り

閉
鎖
病
棟
の
個
室
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
、
ブ
ラ
ウ
ス
と

ス
カ
ー
ト
の
ま
ま
不
安
そ
う
に
座
り
込
ん
で
居
心
地
悪
そ
う

に
し
て
い
る
患
者
の
前
に
座
っ
て
目
線
を
合
わ
せ
、「
何
か
し

て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
尋
ね
る
。
彼

女
は
、「
着
て
い
る
も
の
が
気
持
ち
悪
い
」
と
答
え
た
。
看
護

師
を
呼
ん
で
、「
着
替
え
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
服

に
は
邪
気
が
た
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
…
…
」
と
依
頼
す
る
。

隣
の
部
屋
を
訪
問
し
て
い
る
間
に
看
護
師
が
着
替
え
を
持
っ

て
き
て
く
れ
て
、
再
び
部
屋
に
戻
る
と
患
者
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー

を
着
て
少
し
落
ち
着
い
て
い
た
。
自
分
の
中
か
ら
出
て
く
る

悪
い
も
の
を
吸
い
こ
ん
だ
服
を
替
え
て
も
ら
う
。
そ
う
し
た

小
さ
な
気
持
ち
良
い
体
験
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
を
大
切
に

し
て
も
ら
い
、
気
に
か
け
て
も
ら
い
、
良
く
な
っ
て
い
け
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
確
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
神
田
橋
氏
と
一
日
を
過
ご
す
中
で
感
心
し
た
の

は
、
患
者
に
対
す
る
注
意
の
向
け
方
と
そ
の
質
が
安
定
し
て

継
続
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
患
者
の
こ
と
が
大
好
き
で
、

疲
れ
を
知
ら
な
い
か
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
も
し
も
守
護
霊

と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
き
っ
と
私
た
ち
に
そ
の
よ

う
に
心
を
向
け
続
け
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

お
わ
り
に

身
心
変
容
に
関
す
る
脳
科
学
的
な
検
証
を
行
っ
て
ゆ
く
に

は
、
個
人
に
お
け
る
実
験
だ
け
で
は
な
く
、
母
子
や
セ
ラ
ピ

ス
ト
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
な
ど
と
い
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
に
な
っ
た

状
態
に
お
け
る
二
者
間
で
の
観
察
や
実
験
が
必
要
に
な
る
。

Stephen M
alloch

のC
om

m
unicative m

usicality

15

と
い
う
概

念
は
、
そ
う
し
た
響
き
合
い
が
人
生
全
体
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
の
萌
芽
的
研
究
と
し
て
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
る
。

来
年
度
は
、
マ
ー
ロ
ッ
ク
や
ス
タ
ー
ン16

な
ど
の
研
究
を
媒

介
と
し
て
、
自
己
意
識
の
成
立
と
身
心
変
容
の
関
連
に
つ
い

て
文
献
と
臨
床
と
を
架
橋
す
る
研
究
を
試
み
て
み
た
い
。
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『
身
心
変
容
技
法
研
究
』
第
一
号
で
は
、
瞑
想
の
問
題
を
注

意
の
働
き
と
関
連
付
け
、
注
意
お
よ
び
瞑
想
の
認
知
神
経
科

学
研
究
を
概
観
し
た
う
え
で
、「
協
調
に
よ
る
制
御
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
を
提
示
し
て
、
瞑
想
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ

た
。
今
回
は
、
瞑
想
の
特
性
を
科
学
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て

具
体
的
に
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
現

在
、
進
行
中
の
瞑
想
時
の
脳
波
測
定
実
験
の
背
景
を
紹
介
し
、

仮
説
を
提
示
す
る
。
実
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
次
回
の
報
告

で
詳
し
く
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
脳

脳
が
数
多
く
の
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
ま
た
、
こ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
等
質
で
ラ
ン
ダ
ム
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
特
性
、
そ
の
構
造
特
性
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
る
機
能
特
性
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
、
機

能
特
性
を
研
究
す
る
複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
は
近
年
急
速

な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
一
昔
前
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
機
能
的
脳
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
も
脳
の

各
部
位
の
活
動
を
独
立
な
も
の
と
み
な
し
て
解
析
す
る
初
期

の
研
究
か
ら
、
部
位
間
の
相
関
に
注
目
を
あ
て
る
方
向
に
シ

フ
ト
し
、
近
年
で
は
、
複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
で
提
案
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
性
（
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
、
ス
モ
ー
ル
ワ
ー

ル
ド
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
造
、
リ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
構
造
な
ど
）
に
着

目
し
た
解
析
も
始
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
認
知
神

経
科
学
研
究
は
、
今
ま
さ
に
、
理
論
研
究
と
実
験
研
究
が
手

を
携
え
て
脳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
特
性
の
理
解
に
向

け
た
新
た
な
段
階
へ
と
進
ん
で
い
く
入
り
口
に
立
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
性
の
う
ち
特
に
脳

活
動
の
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
に
着
目
す
る
。
以
下
で
は
、
ま

ず
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
、
次
い
で
、

脳
活
動
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
と
そ
の
機
能
的
意
義

に
つ
い
て
触
れ
る
。
そ
の
際
、
い
く
つ
か
の
最
近
の
研
究
を

概
観
す
る
。
最
後
に
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
瞑
想
中
の
脳
活

動
に
関
し
て
そ
の
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
に
着
目
し
た
実
験
の

計
画
と
仮
説
を
述
べ
る
。

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
と
は
何
か

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
と
は
あ
る
系
に
お
い
て
そ
の
振
る
舞
い

を
示
す
特
定
の
尺
度
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
す
。
最
も
直

観
的
に
理
解
し
や
す
い
例
は
フ
ラ
ク
タ
ル
で
あ
る
。
コ
ッ
ホ

曲
線
な
ど
の
フ
ラ
ク
タ
ル
図
形
は
「
特
徴
的
な
長
さ
を
持
た

な
い
」
と
い
う
点
に
お
い
て
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
を
持
つ
も

の
の
典
型
例
の
一
つ
で
あ
る
。
数
学
的
に
定
義
さ
れ
た
コ
ッ

ホ
曲
線
の
よ
う
な
フ
ラ
ク
タ
ル
図
形
以
外
に
も
自
然
界
に
あ

る
多
く
の
図
形
、
海
岸
線
、
河
川
の
分
岐
、
葉
脈
な
ど
は
近

瞑
想
は
脳
の
ネットワ
ー
ク
特
性
を
ど
う
変
え
る
の
か

―
脳
波
測
定
に
向
け
て
の
序
論
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似
的
に
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
を
持
ち
、
そ
の
意
味
で
ス
ケ
ー
ル

フ
リ
ー
性
を
持
つ
。

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
は
幾
何
学
図
形
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ

り
一
般
的
な
系
に
も
適
用
さ
れ
る
。
一
般
的
に
は
ス
ケ
ー
ル

フ
リ
ー
性
を
持
つ
系
は
、
そ
の
振
る
舞
い
が
ベ
キ
関
数
で
記

述
さ
れ
る
。
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
に
対
す
る
注
目
を
一
気
に

高
め
た
の
は
、
一
九
九
九
年
のBarabási

とA
lbert

に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
論
文
で
あ
る
（Barabási &

 

A
lbert, 1999

）。
彼
ら
は
現
実
に
存
在
す
る
非
常
に
多
く
の
大

規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
共
著
関
係
、
航
空
路

線
網
な
ど
）
が
ベ
キ
型
の
次
数
分
布
関
数
を
持
つ
と
い
う
共
通

の
性
質
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
次
数
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
各
ノ
ー
ド
が
持
つ
リ
ン
ク
の
数
の
こ
と
で
あ
り
、
ノ

ー
ド
の
リ
ン
ク
数
の
分
布
が
ベ
キ
関
数
に
従
う
と
い
う
意
味

で
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
特
徴
的
な
次
数
を

持
た
な
い
」
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
造
的
特
徴
は
、
次

数
す
な
わ
ち
結
合
数
の
少
な
い
ノ
ー
ド
が
多
数
を
占
め
る
中

で
ご
く
少
数
の
き
わ
め
て
結
合
数
の
多
い
「
ハ
ブ
」
ノ
ー
ド

が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
構
造
特
性
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
例
を
考
え
る
と
わ
か
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
対
す
る
ラ
ン
ダ
ム
な
攻
撃
に
対
し
て
は
非
常
に
頑
健

で
あ
る
と
い
う
機
能
的
特
徴
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
ハ

ブ
ノ
ー
ド
に
対
す
る
選
択
的
な
攻
撃
に
対
し
て
は
脆
弱
で
あ

る
と
い
う
弱
点
も
持
つ
。

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
つ
も
う
一
つ
の
特

徴
と
し
て
系
の
適
応
的
な
振
る
舞
い
を
実
現
で
き
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
一
例
と
し
て
、
感
覚
シ
ス
テ
ム
の
特
性
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
心
理
物
理
学
の
研
究
は
、
物
理
量
と
感

覚
量
の
関
係
は
ベ
キ
関
数
と
し
て
記
述
で
き
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
（Stevens

の
法
則
）。Stevens

の
法
則
は
、
ヒ
ト
の
感

覚
シ
ス
テ
ム
が
広
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
を
持
つ
こ
と
を

含
意
す
る
。
一
方
、
こ
の
特
性
は
、
単
一
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
生

理
学
的
特
性
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
近

年
、C

opelli

ら
の
グ
ル
ー
プ
は
ニ
ュ
ー
ロ
ン
集
団
を
ス
ケ
ー

ル
フ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
組
織
化
す
る
こ
と
でStevens

の
法
則
が
含
意
す
る
広
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
ト
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（K
inouchi &

 C
opelli, 

2006

）。脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に

お
け
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性

脳
も
複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
脳

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
的
結
合
性
、
機
能
的
結
合
性
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
を
持
つ
か
ど
う
か
に

関
し
て
は
若
干
議
論
が
あ
る
。

し
か
し
、
近
年
、
安
静
状
態
M
R
I
デ
ー
タ
を
用
い
て
ボ

ク
セ
ル
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
機
能
的
結
合
性
解
析
に
よ
り
脳

の
機
能
的
結
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
を
持

つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（van den H

euvel, et al., 2008

）。
比

較
的
小
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も
ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
性

は
頑
健
に
示
せ
る
の
に
対
し
て
、
次
数
分
布
を
安
定
し
て
推

定
す
る
た
め
に
は
多
く
の
ノ
ー
ド
を
持
つ
大
規
模
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
少
数
の
脳
領
野
間
の
機
能
的
結

合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
が
観
測
さ
れ
な

い
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
詳
細
な
検

討
が
待
た
れ
る
。

脳
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
別
に
、
脳
活

動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
が

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
脳
活
動
の
時
間
変
化
を
時
系
列
と

し
て
捉
え
そ
の
特
性
を
解
析
す
る
と
、
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
シ
ス
テ
ム
の
時
間

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
の
理
論
的
意

味
を
考
察
し
、
引
き
続
き
、
具
体
的
な
研
究
を
い
く
つ
か
紹

介
す
る
。シ

ス
テ
ム
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は

相
互
作
用
の
様
式
を
反
映
す
る

人
間
の
行
動
は
、
過
去
の
履
歴
に
影
響
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

心
理
実
験
に
お
い
て
、
あ
る
課
題
を
用
い
て
反
応
時
間
測
定

を
一
〇
〇
回
行
っ
た
場
合
、
一
〇
〇
個
の
反
応
時
間
デ
ー
タ

は
独
立
で
は
な
く
、
時
間
相
関
を
持
っ
て
い
る
（
厳
密
に
い
う

と
こ
の
事
実
は
、
多
く
の
標
準
的
な
統
計
解
析
の
前
提
で
あ
るi.i.d

（identically independent distribution

）
に
抵
触
し
て
い
る
。
し
か
し
、

通
常
は
課
題
遂
行
の
順
番
を
ラ
ン
ダ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の

相
関
情
報
を
ノ
イ
ズ
と
み
な
し
て
い
る
）。van O

rden

ら
（van 

O
rden et al., 2003

）
は
単
語
の
命
名
課
題
を
行
い
、
そ
の
反
応

時
間
の
時
系
列
の
変
動
を
分
析
し
た
。
反
応
時
間
時
系
列
を

フ
ー
リ
エ
変
換
し
、
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
求
め
る
と
周

波
数
と
パ
ワ
ー
の
関
係
が
対
数
座
標
で
負
の
傾
き
を
持
つ
こ

と
を
見
出
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
反
応
時
間
時
系
列
が
ホ
ワ

イ
ト
ノ
イ
ズ
の
よ
う
な
相
関
を
持
た
な
い
過
程
で
は
な
く
、
ピ

ン
ク
ノ
イ
ズ
と
し
て
記
述
で
き
る
よ
う
な
時
間
相
関
を
持
っ

た
過
程
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

反
応
時
間
時
系
列
に
お
け
る
時
間
相
関
は
何
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
語
命
名
時
間
の
よ
う
な
単
純
な
課

題
に
お
け
る
反
応
時
間
の
変
動
は
シ
ス
テ
ム
の
背
景
雑
音
を

反
映
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
時
間
相
関
が
見
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
シ
ス
テ
ム
が
相
互
作
用
―
支
配
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
を
持
つ
（interaction-dom

inant dynam
ics

）
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
背
景
雑
音
が
ホ
ワ
イ
ト
ノ
イ
ズ
に

な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
成
分
―
支
配
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク

ス
（com

ponent -dom
inant dynam

ics

）
を
持
つ
。
成
分
―
支
配

的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
持
つ
系
は
、
成
分
同
士
が
加
算
的
な
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相
互
作
用
を
し
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
性
が
強
い
。
現
在
の
認
知
科

学
で
提
唱
さ
れ
る
多
く
の
モ
デ
ル
は
成
分
―
支
配
的
な
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
仮
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
互
作
用

―
支
配
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
は
要
素
間
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

含
む
乗
算
的
な
相
互
作
用
に
基
づ
き
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
自
己
相
似
性
を
持
っ
た
フ
ラ
ク
タ
ル
的
な

振
る
舞
い
を
す
る
。
相
互
作
用
―
支
配
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を

持
つ
系
が
出
力
す
る
時
系
列
は
長
い
レ
ン
ジ
に
わ
た
る
時
間

相
関
を
持
つ
。
こ
う
し
た
時
系
列
は
、
自
己
回
帰
移
動
平
均

モ
デ
ル
（A

R
M

A

モ
デ
ル
）
の
よ
う
な
短
い
レ
ン
ジ
の
相
関
を

仮
定
す
る
モ
デ
ル
と
は
異
な
り
、
長
期
の
時
間
的
影
響
を
仮

定
し
て
お
り
、
時
系
列
解
析
で
言
う
と
長
期
記
憶
過
程
（long 

m
em

ory process

）
で
記
述
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。

van O
rden

ら
の
研
究
以
外
に
も
反
応
時
間
時
系
列
の
相
関

構
造
を
議
論
し
た
も
の
に
、G

ilden

ら
の
研
究
が
あ
る

（Thornton &
 G

ilden, 2005

）。
ま
た
、
最
近
で
は
、
フ
ラ
ク
タ

ル
構
造
を
マ
ル
チ
フ
ラ
ク
タ
ル
分
析
を
用
い
て
拡
張
し
た

Ihlen

とVereijken

の
研
究
も
あ
る
（Ihlen &

 Vereijken, 2010

）。

さ
ら
に
、
反
応
時
間
時
系
列
で
は
な
く
、
眼
球
運
動
の
時
系

列
デ
ー
タ
に
相
関
構
造
分
析
を
適
用
し
た
も
の
も
あ
る

（Stephen &
 M

irm
an, 2010

）。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
反
応
時
間

や
眼
球
運
動
な
ど
の
行
動
指
標
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
と
並
行
し
、
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
分
析
し

た
研
究
も
最
近
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
次
に
、
脳
波
測

定
あ
る
い
は
脳
磁
図
測
定
を
用
い
た
研
究
に
絞
っ
て
、
時
間

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
研
究
を
概
観
す
る
。

脳
波
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の

ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性

Linkenkaer-H
ansen

ら
（Linkenkaer-H

ansen et al., 2001

）
は

脳
波
の
長
範
囲
時
間
相
関
（Long-range tem

poral correlation, 

以

下
L
R
T
C
と
略
）
を
解
析
し
、
ヒ
ト
の
安
静
時
の
脳
活
動
が

数
秒
で
は
な
く
、
分
単
位
の
長
い
時
間
範
囲
で
相
関
を
持
つ

こ
と
、
時
間
相
関
が
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
を
持
つ
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
一
〇
名
の
成
人
男
性
が
、
開
眼
、
あ
る
い
は

閉
眼
で
二
〇
分
間
の
安
静
状
態
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

そ
の
際
の
脳
活
動
を
M
E
G
と
E
E
G
の
同
時
計
測
に
よ

り
測
定
し
た
。
α
波
と
β
波
の
時
間
相
関
を
解
析
し
た
結
果
、

そ
の
振
幅
の
変
動
は
数
千
周
期
に
わ
た
っ
て
相
関
を
持
つ
と

と
も
に
ベ
キ
関
数
の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
則
に
従
う
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
安
静
時
の
脳
波
の
時
間
ダ
イ
ナ

ミ
ク
ス
が
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
持
つ
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。Linkenkaer-H

ansen

ら
は
脳
波
の
ス

ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
が
、
前
述
し
た
行
動
デ
ー
タ
の
ス
ケ
ー
ル

フ
リ
ー
性
の
神
経
相
関
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
理
論
的
に
は
、
脳
活
動
の
自
己
組
織
化
臨
界
性
（self-

organized criticality, 

以
下
S

O
C
と
略
）
を
反
映
し
て
い
る
可
能

性
を
議
論
し
て
い
る
。
S

O
C
と
は
、
系
が
自
発
的
に
平
衡

状
態
と
し
て
の
臨
界
点
に
近
づ
き
、
そ
の
後
の
定
常
状
態
で

臨
界
点
の
近
傍
を
揺
ら
ぎ
続
け
る
性
質
を
指
し
、
代
表
的
な

例
が
「
砂
山
崩
し
」
で
あ
る
（Bak et al., 1988

）。
砂
を
雨
の
よ

う
に
降
ら
せ
る
と
小
さ
な
山
を
形
成
す
る
が
、
傾
斜
が
急
に

な
り
す
ぎ
る
と
崩
れ
て
一
定
の
臨
界
的
な
傾
斜
を
保
と
う
と

し
続
け
る
。
砂
山
以
外
に
も
、
森
林
火
災
、
地
震
、
河
川
の

形
成
な
ど
多
く
の
自
然
現
象
が
S

O
C
を
持
つ
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
（
矢
久
保
、
二
〇
一
三
）。Linkenkaer-H

ansen

ら
の

デ
ー
タ
は
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
も
S

O
C
を
持
つ

こ
と
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

Linkenkaer-H
ansen

ら
は
S

O
C
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
の

持
つ
特
質
と
し
て
新
し
い
状
況
に
対
し
て
瞬
時
に
適
応
で
き

る
柔
軟
性
を
挙
げ
て
い
る
。
上
述
し
た
ヒ
ト
の
感
覚
シ
ス
テ

ム
の
特
性
も
こ
う
し
た
適
応
的
な
柔
軟
性
の
一
例
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
一
般
的
に
は
、
S

O
C
を
備
え
た
脳

と
い
う
複
雑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
外
界
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

攪
乱
に
対
し
て
素
早
く
適
応
的
に
対
処
で
き
る
性
質
を
備
え

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
L
R
T
C
と
い
う
指
標
は
、
脳
の
そ

う
し
た
性
質
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

L
R
T
C
を
用
い
た
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
解

析
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
の
検
討
は
、
そ
の
後
新
し
い

解
析
手
法
を
導
入
し
て
さ
ら
な
る
発
展
が
続
い
て
い
る
。
例

え
ば
、van de Ville

ら
（van de Ville et al., 2010

）
は
、EEG

 
m

icrostate

と
い
う
概
念
を
導
入
し
、m

icrostate

の
時
間
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
解
析
し
て
、
そ
れ
が
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
を
示

す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、Palva

ら
（Palva et al., 2013

）

は
、
L
R
T
C
に
加
え
て
、neuronal avalanches

と
い
う
脳

活
動
の
時
空
間
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
解
析
指
標
も
用
い
て
、

L
R
T
C
とneuronal avalanches

が
高
い
相
関
を
持
ち
、
さ

ら
に
こ
れ
ら
は
行
動
課
題
デ
ー
タ
の
ス
ケ
ー
ル
フ
リ
ー
性
と

よ
く
対
応
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
脳

活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
研
究
は
、
空
間
的
な
ト
ポ
グ

ラ
フ
ィ
も
含
め
た
時
空
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
拡
張
し
な
が
ら

そ
の
特
性
の
解
明
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
を
脳
活
動
の
指
標
と
し
て

用
い
る

こ
の
よ
う
に
、
最
近
の
研
究
で
は
、
主
と
し
て
空
間
解
像

度
も
あ
る
程
度
高
い
M
E
G
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
脳
活
動

の
時
空
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
詳
細
な
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
脳
波
測
定
を
使
っ
た
研
究
を
行

う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
L
R
T
C
を
用
い
た
時
間
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
の
研
究
に
焦
点
を
絞
り
、
そ
の
後
の
展
開
を
概
観
す
る
。

L
R
T
C
は
自
己
組
織
化
臨
界
性
（
S

O
C
）
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
の
研
究
で
は
、

L
R
T
C
が
外
界
か
ら
の
刺
激
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
変
化
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す
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
（Linkenkaer-H

ansen et al., 2004

）。

一
方
、
安
静
状
態
の

f
M
R
I
研
究
の
流
れ
と
同
様
、
安
静

状
態
の
脳
活
動
の
特
性
か
ら
精
神
疾
患
や
脳
の
病
変
な
ど
を

識
別
す
る
可
能
性
の
模
索
が
L
R
T
C
を
用
い
た
研
究
で
も

行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
初
期
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
の
患
者
は
頭
頂
葉
の
α
波
と
前
頭
前
野
の
θ
波
に
お
い

て
、
L
R
T
C
が
弱
ま
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（M

ontez 

et al., 2009

）。
ま
た
、
う
つ
病
の
患
者
で
は
、
θ
波
の
L
R
T
C

が
消
失
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（Linkenkaer-H

ansen 

et al., 2005

）。
さ
ら
に
、
統
合
失
調
症
の
患
者
は
、
統
制
群
と

比
較
し
て
α
波
、
β
波
の
振
幅
に
は
差
が
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、
こ
れ
ら
の
周
波
数
帯
の
L
R
T
C
が
有
意
に
減
弱
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（N

ikulin et al., 2012

）。

こ
の
よ
う
に
L
R
T
C
を
用
い
た
研
究
は
、
脳
活
動
の
時

間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
注
目
し
た
脳
波
研
究
に
お
い
て
、

M
R
I
を
用
い
た
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
D
M
N
）
の
研
究
と
似
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
D
M
N

の
研
究
が
脳
活
動
の
空
間
的
な
相
関
関
係
に
着
目
す
る
の
に

対
し
て
、
L
R
T
C
は
そ
の
時
間
相
関
に
着
目
す
る
点
で
相

補
的
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
一
方
、
瞑
想
時
の
脳
研
究

に
お
い
て
は
、
近
年
D
M
N
に
着
目
し
た
研
究
が
激
増
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
瞑
想
時
の
脳
活
動
を
L
R
T
C
を
用
い

て
研
究
し
た
も
の
は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
L
R
T
C

は
精
神
疾
患
の
よ
う
なtrait

と
し
て
の
脳
の
特
性
の
み
な
ら

ず
、state

と
し
て
の
脳
の
時
間
特
性
も
反
映
す
る
と
考
え
れ

ば
、
瞑
想
時
に
L
R
T
C
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
瞑
想
を
神
経
科
学
的
に
理
解
す

る
う
え
で
重
要
な
課
題
と
言
え
る
。
筆
者
は
現
在
、
井
上
ウ

ィ
マ
ラ
氏
と
共
同
で
、
こ
の
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
研
究
の
進
捗
の
概
要
を
述
べ
、
仮

説
を
提
示
し
た
い
。

瞑
想
時
の
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

―
Ｌ
Ｒ
Ｔ
Ｃ
に
着
目
し
た
解
析

背
景
：
瞑
想
の
認
知
神
経
科
学

現
在
で
は
、
瞑
想
に
関
す
る
認
知
神
経
科
学
研
究
は
数
多

く
行
わ
れ
多
く
の
論
文
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
脳
波
測
定
を

用
い
た
研
究
で
は
、
研
究
に
よ
っ
て
違
い
は
み
ら
れ
る
も
の

の
α
波
、
θ
波
の
パ
ワ
ー
が
瞑
想
時
に
増
大
す
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
（C

ahn &
 Polich, 2006

）。
実
際
に
は
、
瞑
想
の

手
法
に
よ
っ
て
結
果
が
異
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
脳
波
成

分
の
振
幅
を
指
標
と
し
た
研
究
か
ら
は
全
体
を
包
括
す
る
よ

う
な
理
論
的
な
解
釈
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま
た
、
脳
の
シ
ス
テ
ム
特
性
と
い
う
観
点
は
あ
ま
り
明

示
的
で
は
な
く
、
現
象
記
述
的
な
研
究
が
多
い
。

脳
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
特
性
に
着
目
し
た
研
究
は
、
最

近
で
は
む
し
ろ

f
M
R
I
を
用
い
た
脳
機
能
計
測
研
究
の
方

が
盛
ん
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
の
安
静
状
態
M
R
I
を
用
い

た
D
M
N
解
析
を
利
用
し
た
研
究
が
増
え
て
き
て
い
る
。
以

下
で
は
、
本
研
究
の
目
的
と
関
連
が
深
い
も
の
と
し
て
、

Brewer
ら
の
研
究
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

Brewer 

ら
（Brewer et al., 2011

）
は
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

瞑
想
の
一
〇
年
以
上
の
経
験
者
と
、
年
齢
、
性
別
な
ど
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
た
統
制
群
に
対
し
、
三
種
類
の
瞑
想
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
技
法（concentration, loving-kindness, choiceless awareness

）

の
実
施
時
、
お
よ
び
安
静
状
態
で
の
脳
活
動
を

f
M
R
I
に

よ
っ
て
測
定
し
た
。
こ
れ
ら
三
手
法
は
、
一
般
的
にfocused 

attention

（FA

）、
慈
悲
瞑
想
（loving-kindness

）、open 
m

onitoring

（O
M

）
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
対
応
す
る
（Lutz et 

al., 2008

）。
こ
の
研
究
で
は
、
特
に
、
D
M
N
の
活
動
と
、

D
M
N
の
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
機
能
的
結
合
性
に

焦
点
を
当
て
て
分
析
を
行
い
、
瞑
想
時
に
は
統
制
群
と
比
較

し
て
瞑
想
経
験
者
群
は
D
M
N
の
活
動
が
有
意
に
低
下
す
る

こ
と
、
ま
た
、
D
M
N
の
一
部
で
あ
る
後
部
帯
状
皮
質

（PC
C

）
と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
含
ま
れ
る
背
側
前
部

帯
状
皮
質
（dA

C
C

）、
背
外
側
前
頭
前
野
（dlPFC

）
と
の
機

能
的
結
合
性
が
有
意
に
増
加
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
第
一
に
、
瞑
想
の
経
験
者
は
瞑
想
時
にm

ind 
wandering

の
よ
う
な
課
題
非
関
連
思
考
が
低
減
し
て
い
る
こ

と
（
D
M
N
活
動
の
低
下
）、
課
題
非
関
連
思
考
の
低
下
は
、

D
M
N
と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
競
合
の
強
化
に
よ

っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
協
調
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
D
M
N
と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
機
能
的
結
合
性
の
増
加
）
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

Brewer

ら
（Brewer et al., 2011

）
の
研
究
は
、
脳
領
野
間
の

相
関
関
係
を
分
析
す
る
機
能
的
結
合
性
分
析
を
駆
使
す
る
こ

と
で
、
瞑
想
に
よ
っ
て
領
野
間
の
関
係
が
ど
う
変
化
す
る
か

を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
現
在
の
認
知

神
経
科
学
の
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
で
あ
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
性
を
基
盤

と
し
た
研
究
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
ベ
ー
ス

の
研
究
の
意
義
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
本
稿
で
議
論
し

て
き
た
相
互
作
用
―
支
配
的
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
と
い
う
観
点
と

は
整
合
し
な
い
。
L
R
T
C
を
用
い
た
脳
活
動
の
時
間
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
用
い
た
解
析
は
、
脳
は
相
互
作
用
―
支
配
的
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
動
作
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、

個
々
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
挙
動
を
解
析
す
る
の
で
は
な
く
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
間
の
相
互
作
用
の
様
態
の
解
析
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。Brewer

ら
の
研
究
は
、
瞑
想
の
異
な
る
手
法
間
の
比

較
を
行
う
点
、
機
能
的
結
合
性
に
着
目
す
る
点
で
本
研
究
と

多
く
の
関
心
を
共
有
す
る
が
、
本
研
究
は
、
も
う
一
歩
進
め

て
、「
自
己
組
織
化
臨
界
性
（
S

O
C
）」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
全

体
の
特
性
に
着
目
し
て
こ
れ
が
瞑
想
と
い
う
活
動
に
よ
っ
て

い
か
な
る
変
化
を
被
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
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仮
説
：
瞑
想
は
脳
の
自
己
組
織
化
臨
界
性
を
高
め
る

自
己
組
織
化
臨
界
性
（
S

O
C
）
は
シ
ス
テ
ム
の
適
応
的
柔

軟
性
と
関
連
し
、
S

O
C
の
状
態
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
は
新
た

な
状
況
に
対
し
て
瞬
時
に
、
か
つ
柔
軟
に
適
応
で
き
る
こ
と

を
述
べ
た
。
ま
た
、
L
R
T
C
を
用
い
た
解
析
か
ら
精
神
疾

患
や
認
知
症
な
ど
の
脳
の
変
性
疾
患
に
よ
り
、
S

O
C
の
状

態
が
健
常
者
に
比
べ
て
低
下
す
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
疾
患
に
よ
る
脳
の
状
態
の
変
化
は
、
シ
ス

テ
ム
特
性
と
し
て
は
S

O
C
の
低
下
と
い
う
形
で
表
出
す
る
。

こ
の
上
で
、
瞑
想
の
目
的
が
適
応
的
、
柔
軟
な
心
の
状
態
を

獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
瞑
想
に
よ
っ

て
脳
の
S

O
C
状
態
が
高
ま
る
、
と
い
う
仮
説
を
提
示
で
き

る
。
現
在
進
行
中
の
我
々
の
研
究
で
は
、
ま
ず
こ
の
仮
説
を

検
証
し
、
そ
の
上
で
脳
の
S

O
C
状
態
の
変
化
が
瞑
想
の
手

法
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
を
示
す
の
か
、
ま
た
、
瞑
想
の
修

行
の
段
階
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
脳
状
態
の
変
化
の
仕
方
が
異

な
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。

方
法
の
概
略
：
瞑
想
時
の
脳
波
測
定
実
験

実
験
協
力
者
と
し
て
瞑
想
の
修
行
を
一
定
程
度
行
っ
た
経

験
者
に
依
頼
す
る
。
現
時
点
で
は
、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
氏
の
み

デ
ー
タ
収
集
を
終
え
て
い
る
が
、
今
後
、
井
上
氏
と
同
じ
よ

う
な
数
十
年
レ
ベ
ル
の
瞑
想
経
験
を
持
つ
「
達
人
」
レ
ベ
ル

の
瞑
想
者
の
グ
ル
ー
プ
と
、
瞑
想
経
験
千
時
間
程
度
の
「
経

験
者
」
レ
ベ
ル
の
グ
ル
ー
プ
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
経
験
に

よ
る
変
化
も
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

実
験
と
し
て
は
、
一
五
分
間
の
脳
波
測
定
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

五
セ
ッ
シ
ョ
ン
行
う
。
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
最
終
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
安
静
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
閉
眼
で
何
も
せ
ず
、
た
だ
し
眠

っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し
た
状
態
で
脳
波
を
測
定
す
る
。

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
F
A
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
三
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
O
M
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
慈

悲
瞑
想
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

脳
波
測
定
は
電
磁
シ
ー
ル
ド
を
施
し
た
ブ
ー
ス
を
利
用
し
、

ブ
ー
ス
内
に
畳
と
座
布
団
を
用
意
し
て
、
通
常
の
瞑
想
時
に

近
い
状
態
で
測
定
を
行
う
。
脳
波
測
定
用
に
二
九
個
の
電
極

を
装
着
し
、
眼
球
運
動
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
に
眼
電
図
測

定
用
の
電
極
を
四
つ
装
着
す
る
。

脳
波
デ
ー
タ
の
解
析
は
、Linkenkaer-H

ansen

ら
の
方
法

に
準
じ
る
。
L
R
T
C
解
析
で
は
、
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

密
度
（Power spectrum

 density, 

P
S
D
）
と
ト
レ
ン
ド
除
去
変

動
解
析
（detrended fluctuation analysis, 

D
F
A
）
と
い
う
手
法

が
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
P
S
D
は
脳
波
時
系
列
の
振

幅
変
動
を
入
力
と
し
て
こ
の
デ
ー
タ
の
パ
ワ
ー
ス
ペ
ク
ト
ル

をlog-log

座
標
で
表
現
し
た
時
の
傾
き
を
求
め
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
L
R
T
C
の
本
来
の
定
義
に
近
い
指
標

で
あ
る
が
、
実
際
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
は
、
脳
波
時
系
列
の

デ
ー
タ
が
非
定
常
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
バ
イ
ア
ス
が

生
じ
る
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
D
F
A
はPeng

（1995

）
が
開
発
し
た
手
法
で
、
時
系
列
デ
ー
タ
が
非
定
常
で

あ
る
場
合
に
も
適
用
で
き
、
脳
波
デ
ー
タ
の
L
R
T
C
解
析

に
お
い
て
は
最
も
優
れ
た
手
法
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

D
F
A
も
ま
っ
た
く
バ
イ
ア
ス
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

L
R
T
C
に
お
い
て
は
複
数
の
手
法
を
併
用
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
D
F
A
は
L
R
T
C
が
ゼ
ロ
の
時
に
〇
・

五
の
値
を
取
り
、
時
間
相
関
が
強
く
な
る
ほ
ど
そ
の
値
が
増

加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
D
F
A
と
P
S
D

の
間
に
は
、

D
FA

=(1-PSD
)/2

と
い
う
理
論
的
関
係
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
我
々
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
安
静
時
に

比
べ
て
瞑
想
時
に
は
、
D
F
A
の
値
が
高
く
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

前
回
の
報
告
で
は
、「
協
調
に
よ
る
制
御
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
を
提
示
し
た
。
今
回
の
報
告
で
は
、
具
体
的
な
脳
波
測

定
に
よ
る
瞑
想
時
の
脳
活
動
の
研
究
計
画
に
つ
い
て
述
べ
た
。

研
究
計
画
の
中
心
は
、
脳
波
の
時
間
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
、
特
に

L
R
T
C
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
瞑
想
時
の
脳
活
動
が

安
静
時
に
比
べ
て
よ
り
自
己
組
織
化
臨
界
性
（
S

O
C
）
が
高

い
状
態
に
な
る
と
い
う
仮
説
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
協

調
に
よ
る
制
御
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
瞑
想
中
の
D
M
N

と
課
題
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
的
結
合
性
に
関
す
る
先

行
研
究
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
計
画
は
こ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
よ
り
科
学
的
に
洗
練
し
た
も
の
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
S

O
C
を
考
慮
す
る
こ

と
で
、「
協
調
に
よ
る
制
御
」
が
暗
黙
の
裡
に
仮
定
し
て
い
た

モ
ジ
ュ
ー
ル
的
な
シ
ス
テ
ム
観
を
脱
却
し
て
い
る
こ
と
、
も

う
一
つ
は
、
L
R
T
C
解
析
と
い
う
形
で
具
体
的
に
デ
ー
タ

か
ら
仮
説
を
検
証
で
き
る
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
筆
者
の
力
不
足
で
、
今
回
の
報
告
で
は
、
実
験
の
結

果
ま
で
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
次
回
の
報

瞑想時の脳波測定に協力する鎌田東二氏
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告
で
は
、「
瞑
想
は
脳
の
自
己
組
織
化
臨
界
性
を
高
め
る
身
心

変
容
技
法
で
あ
る
」
と
い
う
仮
説
の
妥
当
性
を
実
験
結
果
に

基
づ
い
て
評
価
し
た
い
。
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1
は
じ
め
に

1-

1　
一
人
称
の
体
験
と
三
人
称
の
科
学

二
一
世
紀
に
入
り
、
瞑
想
の
神
経
科
学
的
研
究
が
増
加
し

て
い
る
。
そ
の
源
流
に
は
「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
法
王
と
科
学
者
の

対
話
」
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
対
話
を
主
催

し
て
い
るM

ind &
 Life Institute

（http://w
w

w.m
indandlife.

org

）
に
は
、
瞑
想
が
神
経
可
塑
性
を
促
す
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
新
た
な
瞑
想
の
神
経
科
学
的
研
究
を
切
り
開
い
て
き
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
や
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
低
減
法
を
開
発
し
て
新
た
な
瞑
想
の
効
果
研
究
を

切
り
開
い
て
き
た
ジ
ョ
ン
・
カ
バ
ッ
ト
・
ジ
ン
ら
が
ボ
ー
ド

メ
ン
バ
ー
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
。
彼
ら
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
優
秀
な
研
究
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
孤
独
な
瞑
想

修
行
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
共
通
点
に
は
、

一
人
称
的
な
体
験
を
三
人
称
的
な
科
学
に
結
び
つ
け
て
新
た

な
人
間
観
を
見
い
だ
し
て
い
く
た
め
の
可
能
性
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

最
初
に
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
概
要
と
筆
者
の
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
瞑
想
の
修
行
に
よ
る
身
心
変
容
の
体
験
か
ら
生
じ
た

問
い
に
つ
い
て
論
述
す
る
。
そ
の
後
そ
の
問
い
を
解
明
す
る

た
め
に
実
施
し
た

f
M
R
I
を
用
い
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
テ
ス
ト

に
つ
い
て
論
述
す
る
。

1-

2　
ヴィ
パッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
伝
承

二
五
〇
〇
年
以
上
前
に
ブ
ッ
ダ
が
再
発
見
し
た
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
瞑
想
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
と
伝
わ
り
、
僧
院
の
中
で
指

導
者
か
ら
指
導
者
へ
と
途
切
れ
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て

き
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
、
長
老
の
レ
デ
ィ
・
サ
ヤ
ド
ー
が

農
夫
の
サ
ヤ
・
ウ
・
テ
ッ
ト
を
在
家
出
身
と
し
て
は
初
め
て

の
指
導
者
と
し
て
認
定
し
た
。
サ
ヤ
・
ウ
・
テ
ッ
ト
に
よ
っ

て
始
め
ら
れ
た
在
家
者
の
た
め
の
僧
院
の
外
で
の
一
〇
日
間

コ
ー
ス
は
、
政
府
高
官
の
サ
ヤ
ジ
・
ウ
・
バ
キ
ン
を
経
て
、
イ

ン
ド
系
移
民
で
あ
る
商
人
の
S
・
N
・
ゴ
エ
ン
カ
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
っ
た
。
彼
ら
在
家
出
身
の
指
導
者
に
共
通
し
て

い
た
こ
と
は
、
瞑
想
を
文
化
や
宗
教
の
壁
を
こ
え
た
純
粋
な

技
法
と
し
て
指
導
す
る
こ
と
と
、
瞑
想
を
純
粋
な
技
法
と
し

て
保
つ
た
め
に
一
切
報
酬
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
六
九
年
に
S
・
N
・
ゴ
エ
ン
カ
は
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑

想
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
イ
ン
ド
へ
と
持
ち
帰
り
、
コ
ー
ス
を

開
催
し
た
。
そ
れ
か
ら
五
〇
年
程
度
の
間
に
、
コ
ー
ス
は
約

一
〇
〇
カ
国
二
四
〇
の
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（http://w

w
w.dham

m
a.org

）。
そ
の
背
景
に
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
瞑
想
を
文
化
や
宗
教
の
壁
を
こ
え
た
純
粋
な
技
法

と
し
て
指
導
し
た
こ
と
、
コ
ー
ス
に
関
わ
る
全
関
係
者
が
一

切
報
酬
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
一
九
八
二
年
か
ら

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
活
用
し
た
ア
シ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
に
よ

る
コ
ー
ス
を
開
始
し
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

新
た
な
コ
ー
ス
の
特
徴
は
、
指
導
者
は
S
・
N
・
ゴ
エ
ン
カ

平
静
さ
の
神
経
科
学

―
一
人
称
の
体
験
か
ら
三
人
称
の
科
学
へ

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

藤
野
正
寛

京
都
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
科
四
回
生

89

平静さの神経科学　  一人称の体験から三人称の科学へ－



で
あ
る
が
、
瞑
想
前
に
行
わ
れ
る
短
い
瞑
想
技
法
の
指
導
や
、

一
日
の
終
わ
り
に
あ
る
講
話
（
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
・
心
の
仕
組
み
・

瞑
想
技
法
の
要
約
な
ど
）
が
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ

れ
、
コ
ー
ス
全
体
の
管
理
運
営
・
細
か
い
指
導
・
質
疑
応
答

な
ど
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
が
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
一
九
八
一
年
に
S
・
N
・
ゴ
エ
ン
カ
に
よ
る
初

め
て
の
コ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
日
本
に
は
世
界

で
も
有
数
の
瞑
想
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
イ

ン
ド
で
の
一
〇
日
間
・
二
〇
日
間
・
四
五
日
間
・
六
〇
日
間

コ
ー
ス
に
参
加
し
な
が
ら
継
続
的
な
修
行
を
し
て
い
た
欧
米

人
が
、
イ
ン
ド
ビ
ザ
の
更
新
と
生
活
資
金
の
確
保
の
た
め
に
、

バ
ブ
ル
景
気
に
さ
し
か
か
る
日
本
へ
英
語
教
師
と
し
て
出
稼

ぎ
に
き
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
日

本
で
も
修
行
を
継
続
す
る
た
め
に
、
ま
た
瞑
想
か
ら
得
ら
れ

る
恩
恵
を
日
本
人
と
共
有
す
る
た
め
に
、
一
九
八
九
年
に
京

都
に
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
の
設
立
メ
ン
バ

ー
の
一
部
は
日
本
に
残
り
、
京
都
や
千
葉
の
セ
ン
タ
ー
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
と
な
り
、
他
の
多
く
は
世
界
中
の
セ
ン

タ
ー
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
京

都
と
千
葉
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー
で
月
二
回
程
度

コ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
、
三
〇
代
を
中
心
と
し
た
四
〇
名
程
度

の
男
女
が
毎
回
新
し
い
生
徒
と
し
て
参
加
し
て
い
る
（http://

w
w

w.jp.dham
m

a.org/index.php?id=940&
L=12

）。

1-

3　
一
〇
日
間
コ
ー
ス
の
概
要

コ
ー
ス
の
目
的
は
、
集
中
力
と
洞
察
力
を
高
め
て
心
の
条

件
付
け
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
。
心
が
動
揺
し
て
い
る
と

そ
の
よ
う
な
修
行
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、
コ
ー

ス
期
間
中
は
、
五
戒
（
殺
さ
な
い
・
盗
ま
な
い
・
性
行
為
を
行
わ

な
い
・
噓
を
つ
か
な
い
・
麻
薬
類
を
摂
ら
な
い
）
を
守
り
、
身
体

や
言
葉
に
よ
る
悪
い
行
為
を
慎
む
こ
と
が
重
要
な
前
提
と
な

る
。

生
徒
は
一
〇
日
間
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
と
ど
ま
り
、
外

部
と
の
接
触
を
絶
つ
。
五
戒
を
守
り
、
一
日
二
食
の
菜
食
で

男
女
別
々
に
生
活
し
、
読
み
書
き
・
宗
教
儀
礼
・
他
の
瞑
想

実
践
な
ど
は
禁
止
さ
れ
る
。
ま
た
、
瞑
想
の
技
術
的
な
こ
と

に
つ
い
て
ア
シ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
に
相
談
す
る
こ
と
と
生
活

上
の
問
題
に
つ
い
て
コ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
こ

と
以
外
は
、
沈
黙
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
生
徒
同
士
の

間
で
は
身
振
り
手
振
り
を
含
む
一
切
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
禁
止
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
朝
四
時
か
ら
夜
二
一
時
三

〇
分
ま
で
の
間
に
、
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
一
〇
時
間
程
度
の

瞑
想
を
実
践
す
る
。

最
初
の
三
日
半
は
、
鼻
腔
に
出
入
り
す
る
呼
吸
に
意
識
を

集
中
す
る
こ
と
を
通
し
て
心
を
制
御
す
る
集
中
力
を
高
め
て

い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
思
考
が
静
ま
る
と
と
も
に
身
体
感
覚

に
気
づ
く
力
が
養
わ
れ
、
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
に
入
る
準

備
が
整
う
。

四
日
目
か
ら
、
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
実
践
が
始
ま
る
。

高
ま
っ
た
集
中
力
に
よ
っ
て
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
つ
ま

先
ま
で
順
番
に
意
識
を
動
か
し
な
が
ら
根
気
よ
く
身
体
感
覚

を
観
察
し
て
い
く
。
最
初
の
間
は
部
分
的
な
粗
雑
な
感
覚
に

し
か
気
づ
か
な
い
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
全
身
の
繊
細
な
感

覚
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で

大
切
な
こ
と
は
、
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
や
ど
の
よ
う
な
感
覚

に
気
づ
く
か
で
は
な
く
、
気
づ
い
た
感
覚
を
利
用
し
て
感
覚

が
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
と
い
う
現
実
を
体
験
的
に
洞
察
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
体
験
的
洞
察
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
心
の
状
態
で
あ
る

「
平
静
さ
」
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
修
行
を
根
気
よ
く
続
け
て
い
る
と
、
七
日
目

ぐ
ら
い
に
は
、
集
中
力
と
洞
察
力
も
高
ま
り
、
感
覚
に
気
づ

き
な
が
ら
平
静
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら

に
そ
れ
ら
の
力
が
高
ま
る
と
、
全
身
の
感
覚
に
気
づ
き
な
が

ら
そ
れ
ら
を
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
感
覚
に
反
応
し

続
け
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
条
件
付
け
が
徐
々
に
取
り
除
か

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
一
〇
日
目
ま
で
に
ヴ
ィ

パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
全
容
を
体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

一
〇
日
目
の
朝
に
沈
黙
が
解
か
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
静
か

だ
っ
た
セ
ン
タ
ー
は
一
気
に
賑
や
か
に
な
る
。
生
徒
同
士
で

次
々
と
自
己
紹
介
が
始
ま
り
、
お
互
い
の
体
験
談
で
話
が
盛

り
上
が
る
。
こ
こ
か
ら
は
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
深
い
瞑
想
実

践
は
望
め
な
く
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
セ
ン
タ
ー
内
で
の
修
行
生
活
か
ら
外
の
日
常
生
活
に
戻

る
た
め
の
大
切
な
準
備
と
な
る
。

一
一
日
目
の
朝
に
、
コ
ー
ス
で
学
ん
だ
瞑
想
を
日
常
生
活

に
活
か
す
方
法
が
説
明
さ
れ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
家
に
帰

っ
た
ら
コ
ー
ス
で
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が
勧
め
ら

れ
る
。
そ
し
て
自
分
自
身
で
考
え
て
、こ
の
瞑
想
が
現
実
的
・

論
理
的
・
効
果
的
で
あ
る
と
納
得
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
日

常
生
活
で
の
瞑
想
実
践
が
勧
め
ら
れ
る
。
毎
日
朝
と
晩
に
一

時
間
ず
つ
瞑
想
を
実
践
し
、
日
常
生
活
で
は
で
き
る
だ
け
感

覚
に
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
し
、
感
情
が
乱
れ
る
よ
う
な
と

き
に
は
呼
吸
に
意
識
を
向
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
実
践
を
続
け
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
に
お

い
て
も
、
一
つ
の
感
覚
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
身
の

感
覚
に
気
づ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま

ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
持
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
説
明
の
後
に
コ
ー
ス
が
終
了
す
る
。

1-

4　
コ
ー
ス
に
お
け
る
一
人
称
的
な
体
験
か
ら
生
じ
る
問
い

筆
者
は
現
在
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
を
実
践
し
て
い
る
。

実
践
期
間
は
三
年
間
、
コ
ー
ス
参
加
回
数
は
生
徒
と
し
て
五

回
、
コ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
二
回
、
瞑
想
実
践
時
間
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は
一
〇
〇
〇
時
間
程
度
で
あ
る
。

コ
ー
ス
参
加
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
深
い
体
験
が
生

じ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
体
験
か
ら
多
く
の
生
き
た
問
い
が

生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ら
の

主
観
的
な
体
験
か
ら
生
じ
る
問
い
を
列
挙
し
て
み
る
。

な
ぜ
コ
ー
ス
中
に
夢
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
る
の
か
？

コ
ー
ス
が
開
始
さ
れ
る
と
、
一
日
目
・
二
日
目
あ
た
り
か

ら
多
く
の
夢
を
見
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
非
常
に
多

く
の
生
徒
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
体
験
で
あ
る
。
講
話
の

中
で
は
、
深
い
瞑
想
実
践
に
よ
っ
て
、
心
の
奥
底
に
根
付
い

て
い
た
条
件
付
け
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
た
め
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
瞑
想
時
は
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
条
件

付
け
を
身
体
感
覚
で
捉
え
、
夢
を
見
て
い
る
時
は
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
条
件
付
け
を
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
。

身
体
感
覚
と
夢
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
関
係
が
あ
る
の
か
？

子
ど
も
の
頃
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
よ
っ
て
高
熱

が
で
た
時
に
、
い
つ
も
同
じ
夢
を
見
て
い
た
。
そ
れ
は
真
っ

暗
な
世
界
で
地
球
の
裏
側
ま
で
続
く
よ
う
な
仄
か
に
白
い
幾

何
学
模
様
だ
け
が
延
々
と
拡
が
る
焦
燥
感
あ
ふ
れ
る
夢
で
あ

る
。
最
近
で
は
そ
の
よ
う
な
夢
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
い

た
が
、
深
い
瞑
想
中
に
急
に
こ
の
夢
を
思
い
出
し
た
。
思
い

出
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
夢
が
身
体
感
覚
か
ら
生
じ
て

い
る
も
の
、
あ
る
い
は
身
体
感
覚
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
体
験
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
無
意
識
下
の

身
体
感
覚
が
徐
々
に
意
識
に
の
ぼ
っ
て
く
る
中
で
イ
メ
ー
ジ

や
感
情
や
思
考
が
形
成
さ
れ
、
通
常
は
そ
れ
ら
が
急
に
意
識

に
現
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
た
め
に
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
る

が
、
無
意
識
下
の
身
体
感
覚
の
段
階
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
る
。

な
ぜ
コ
ー
ス
中
に
夢
を
よ
く
覚
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

か
？四

日
目
く
ら
い
か
ら
は
、
一
晩
中
目
を
閉
じ
て
い
る
が
寝

て
い
る
の
か
起
き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
一
晩
中
ぼ
ん
や
り

と
意
識
が
残
っ
て
い
る
の
に
、
翌
朝
に
は
と
て
も
す
っ
き
り

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
た
め
に

夢
も
よ
く
覚
え
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
る
。
講
話
の
中
で

は
、
瞑
想
は
無
意
識
を
意
識
化
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
深
い
瞑
想
修
行
に
よ
っ
て
、
起
き

て
い
る
と
き
の
意
識
が
夢
を
見
て
い
る
時
の
無
意
識
に
ま
で

深
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

な
ぜ
同
じ
身
体
感
覚
が
繰
り
返
し
生
じ
る
の
か
？

参
加
し
た
五
回
の
コ
ー
ス
す
べ
て
で
、
特
定
の
日
の
特
定

の
一
時
間
の
瞑
想
時
に
身
体
の
震
え
・
吐
き
気
・
発
汗
を
と

も
な
う
激
し
い
身
体
感
覚
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
激

し
い
感
覚
で
は
な
く
て
も
、
身
体
に
は
特
定
の
場
所
を
観
察

す
る
た
び
に
現
れ
て
く
る
感
覚
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ

く
。
あ
る
生
徒
か
ら
は
、
背
中
の
一
点
に
意
識
を
向
け
る
た

び
に
咳
き
込
ん
で
し
ま
う
と
い
う
興
味
深
い
話
も
聞
い
た
。

講
話
の
中
で
は
、
身
体
全
体
に
蓄
積
さ
れ
た
条
件
付
け
を
す

べ
て
取
り
除
く
た
め
に
、
順
番
を
き
め
て
頭
の
て
っ
ぺ
ん
か

ら
足
の
つ
ま
先
ま
で
観
察
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
全
身

に
条
件
付
け
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
集
中
力
を
高
め
る
こ
と

で
そ
れ
ら
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
い
る
。

な
ぜ
蚊
に
刺
さ
れ
て
も
腫
れ
な
い
の
か
？

八
日
目
の
深
い
瞑
想
中
に
、
右
腕
を
蚊
に
刺
さ
れ
た
こ
と

を
感
じ
、
目
を
開
け
て
観
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
時
間
感
覚

が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
が
一
〇
秒
だ
っ
た
の
か

二
〇
秒
だ
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
か
な
り

長
い
間
血
を
吸
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
こ
の
時

は
と
て
も
深
い
平
静
さ
が
維
持
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
ら
く
の

間
、
鳥
の
さ
え
ず
り
を
聞
く
よ
う
に
か
ゆ
み
に
気
づ
い
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一
時
間
の
瞑
想
後
、
蚊
に
刺
さ
れ

た
部
分
を
見
た
と
こ
ろ
ま
っ
た
く
腫
れ
た
形
跡
が
な
か
っ
た
。

講
話
で
は
、
条
件
付
け
を
取
り
除
く
た
め
に
は
身
体
感
覚
に

気
づ
く
だ
け
で
は
な
く
、
平
静
で
あ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
体
験
は
条
件
付

け
の
レ
ベ
ル
を
こ
え
る
生
体
的
な
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
た
め
非

常
に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。

な
ぜ
コ
ー
ス
後
に
身
体
の
柔
軟
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の

か
？筆

者
は
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
ア
シ
ュ
ラ
ム
で
一
カ
月
間
ヨ
ガ
修

行
を
続
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
よ
り
も
、
京
都
の
セ

ン
タ
ー
で
一
カ
月
間
瞑
想
修
行
を
続
け
た
時
の
ほ
う
が
、
身

体
の
柔
軟
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。
こ
の
よ
う

な
経
験
は
何
人
か
の
生
徒
の
間
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
講

話
の
中
で
は
、
身
体
と
心
は
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
や
、
瞑

想
は
心
の
条
件
付
け
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。
集
中
力
を
高
め
る
こ
と
で
身
体
的
な
負
荷
を
与
え

な
く
て
も
身
体
の
ど
こ
に
こ
わ
ば
り
が
あ
る
か
に
気
づ
き
、
そ

の
こ
わ
ば
り
を
洞
察
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
平
静
さ
と
と
も
に

観
察
す
る
こ
と
で
、
身
体
と
心
の
条
件
付
け
を
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

以
上
の
よ
う
な
興
味
深
い
体
験
は
あ
げ
て
い
く
と
尽
き
る

こ
と
が
な
い
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
話
を
人
か
ら
聞
く
と
興
味

深
い
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
他
な
ら
ぬ

自
分
自
身
で
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
た
め
に
、
生
き
た
問
い

が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
筆
者
の

修
行
者
と
し
て
の
側
面
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
問
い
で
み
ら
れ

た
現
象
は
、「
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
」
と
「
気
づ
い
た
感
覚
に

平
静
で
あ
る
こ
と
」
の
過
程
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
あ
ら
わ

れ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
体
験
的
に
は
「
感
覚

に
気
づ
く
こ
と
」
と
「
気
づ
い
た
感
覚
に
平
静
で
あ
る
こ
と
」
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は
明
確
に
違
う
も
の
だ
と
も
感
じ
て
い
る
。
筆
者
の
研
究
者

の
レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
ま
だ
太
刀
打
ち
で
き
な
い
よ
う
な
問
い

ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
の
「
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
」
と
「
気

づ
い
た
感
覚
に
平
静
で
あ
る
こ
と
」
が
違
う
と
い
う
体
験
が

今
回
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
テ
ス
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

1-

5　
日
常
生
活
に
お
け
る
一
人
称
的
な
体
験
か
ら
生
じ
る
問
い

コ
ー
ス
参
加
に
よ
る
集
中
的
な
瞑
想
実
践
の
前
後
で
は
身

心
が
大
き
く
変
容
す
る
こ
と
を
感
じ
る
が
、
日
常
生
活
に
戻

る
と
そ
の
変
容
が
急
速
に
元
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
も
感
じ
る
。

ま
た
日
常
生
活
に
お
け
る
一
時
間
の
瞑
想
実
践
の
前
後
で
は

身
心
が
落
ち
着
く
こ
と
は
感
じ
る
が
、
身
心
が
大
き
く
変
容

す
る
こ
と
ま
で
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
。
し
か
し
三
年
前
と
現

在
の
自
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
身
心
が
大
き
く
変
容
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
る

と
、
行
動
の
面
で
は
一
二
年
以
上
続
い
て
い
た
飲
酒
・
喫
煙

を
一
切
し
な
く
な
っ
た
。
ま
た
「
し
ま
っ
た
」「
あ
ー
あ
」
と

い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
独
り
言
が
な
く
な
っ
た
。
心
の
面
で

は
「
近
い
過
去
の
失
敗
が
急
に
蘇
っ
て
き
て
落
ち
込
ん
だ
り

恥
ず
か
し
く
な
る
」「
近
い
将
来
や
遠
い
将
来
を
ど
う
す
る
か

を
何
度
も
考
え
る
」「
時
々
、
細
い
も
の
を
も
っ
た
時
に
そ
れ

が
自
分
の
目
や
耳
に
刺
さ
る
イ
メ
ー
ジ
が
わ
い
て
く
る
」
と

い
っ
た
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
対

し
て
好
奇
心
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
間
関
係
の
面
で

は
、
自
分
の
両
親
を
含
め
周
囲
の
人
に
素
直
な
愛
情
表
現
を

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
な
ど
で
あ
る
。

環
境
や
年
齢
が
変
化
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
以
上
の

よ
う
な
長
期
間
に
わ
た
る
身
心
の
変
容
と
瞑
想
実
践
の
因
果

関
係
を
す
ぐ
さ
ま
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
体
験

的
に
は
、
そ
れ
ら
の
変
容
の
基
盤
に
平
静
さ
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
て
い
る
。
ま
た
日
常
生
活
で
感
じ
て
い
る
そ
れ
ら
の
平

静
さ
と
、
コ
ー
ス
中
に
感
じ
る
深
い
平
静
さ
が
同
種
の
も
の

で
あ
る
こ
と
も
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
感
じ
を
研
究
者

と
し
て
持
ち
続
け
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
で
感
じ
る
平
静
さ

と
瞑
想
実
践
中
に
感
じ
る
深
い
平
静
さ
に
は
因
果
関
係
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
が
生
じ
て
き
た
。

1-

6　
一
人
称
の
体
験
か
ら
三
人
称
の
科
学
へ

「
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
」
と
「
気
づ
い
た
感
覚
に
平
静
で
あ

る
こ
と
」
が
違
う
と
い
う
こ
と
と
、「
コ
ー
ス
中
の
平
静
さ
」

と
「
日
常
生
活
に
お
け
る
平
静
さ
」
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
、
神
経
科
学
的
な
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

f
M
R
I
を
用
い
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
を
実
施
し
た
。
以
下

で
は
、
心
理
学
の
領
域
に
お
い
て
、
瞑
想
が
研
究
さ
れ
て
き

た
背
景
か
ら
始
め
、
実
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
に
対
す

る
考
察
・
結
論
ま
で
を
論
述
す
る
。
な
お
、
以
下
の
論
述
で

は
、
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
心
の
状
態
で

あ
る
「
平
静
さ
」
を
、
心
理
学
の
用
語
で
あ
る
「
脱
中
心
化
」

と
表
現
し
て
い
る
。

2
実
験
序
論

2-

1　

背
景

瞑
想
と
は
、
感
情
の
安
定
や
健
康
等
を
目
的
と
し
た
、
感

情
と
注
意
を
調
整
す
る
た
め
の
技
法
の
一
群
で
あ
る
（Lutz, 

Slagter, D
unne, &

 D
avidson, 2008

）。
瞑
想
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
・
宗
教
を
背
景
と
し
た
多
く
の
種
類
が
あ
る
が
、
本
研
究

は
上
座
部
仏
教
を
源
流
と
す
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を

対
象
と
す
る
。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
は
、
上
座
部
仏

教
系
の
伝
統
的
な
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
や
禅
瞑
想
、
そ
れ

ら
に
基
づ
い
て
在
家
者
の
た
め
に
教
示
法
を
再
編
集
し
た
ゴ

エ
ン
カ
式
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
（H

art, 1987

）、
そ
れ
ら
を

現
代
的
な
心
理
療
法
と
し
て
再
編
集
し
た
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ

ス
ス
ト
レ
ス
低
減
法
（K

abat-Z
inn et al., 1992

）・
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
認
知
療
法
（Teasdale et al., 2000

）
な
ど
の
総
称
で
（
井

上
、
二
〇
一
二
、
越
川
、
二
〇
一
二
）、
今
こ
の
瞬
間
に
次
々
と

生
じ
て
い
る
経
験
に
、
意
図
的
に
判
断
せ
ず
に
、
注
意
を
払

う
こ
と
で
現
れ
る
気
づ
き
を
養
う
た
め
の
瞑
想
で
あ
る（K

abat-

Z
inn., 2003

）。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を
対
象
と
す
る
の
は
、

仏
教
が
神
な
ど
の
超
越
的
実
在
を
立
て
な
い
非
神
論
的
宗
教

で
あ
り
、
す
べ
て
の
現
象
を
人
間
の
経
験
の
次
元
で
扱
う
た

め
に
、
神
経
科
学
と
の
相
性
が
い
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で

あ
る
（
藤
田
、
二
〇
一
二
）。
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
は
、

特
定
の
対
象
に
意
図
的
・
継
続
的
に
注
意
を
集
中
す
る
瞑
想

技
法
で
あ
る
フ
ォ
ー
カ
ス
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
瞑
想
（Focused 

A
ttention M

editation: FA

）
と
、
今
こ
の
瞬
間
に
生
じ
て
い
る

経
験
に
気
づ
き
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
瞑

想
技
法
で
あ
る
オ
ー
プ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
瞑
想
（O

pen 

M
onitoring M

editation: O
M

）
の
二
つ
の
瞑
想
技
法
が
含
ま
れ

て
い
る
（Lutz et al., 2008

）。
以
下
で
は
特
段
の
こ
と
わ
り
が

な
い
場
合
に
は
、
瞑
想
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
を
さ
す

こ
と
と
す
る
。

一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
継
続
的
な
瞑
想
実
践
が
ス
ト
レ
ス

低
減（K

abat-Z
inn et al., 1992

）や
う
つ
再
発
防
止
（Teasdale et al., 

2000

）
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
研
究
を
き
っ
か
け

に
、
瞑
想
に
関
す
る
効
果
研
究
が
増
加
し
て
き
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
研
究
の
対
象
範
囲
が
不
安
障
害
・
薬
物
お
よ
び
ア
ル

コ
ー
ル
乱
用
の
改
善
・
健
康
の
増
進
な
ど
に
拡
が
る
と
と
も

に
（Bowen et al., 2006; G

rossm
an, N

iem
ann, Schm

idt, &
 W

alach, 

2004

）、
子
ど
も
や
囚
人
を
対
象
と
し
た
研
究
も
行
わ
れ
始
め

て
い
る
（Burke, 2010; H

im
elstein, 2010

）。
こ
れ
ら
の
研
究
か

ら
、
瞑
想
実
践
の
効
果
が
瞑
想
を
実
施
し
て
い
な
い
通
常
時

の
行
動
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
、
瞑
想
が
脳
の
活
性
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
（Lutz, G

reischar, R
awlings, R

icard, &
 D

avidson, 
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2004

）
や
脳
の
物
理
的
構
造
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
（Lazar et al., 

2005

）
を
示
し
た
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
瞑
想
の
神
経
基
盤

を
解
明
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
も
増
加
し
始
め
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
瞑
想
が
瞑
想
中
や
通
常
時
の
脳
活
動

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
（Brefczynski-

Lewis, Lutz, Schaefer, Levinson, &
 D

avidson, 2007; Farb et al., 2007; 

Taylor et al., 2011

）。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
機
能
的
磁
気
共
鳴
画

像
法
（functional m

agnetic resonance im
aging: fM

R
I

）
の
解
析

手
法
の
進
歩
に
よ
り
、
瞑
想
が
瞑
想
中
や
通
常
時
の
脳
領
域

間
の
機
能
的
結
合
性
（functional connectivity

）
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
（Brewer et al., 2011; K

ilpatric 

et al., 2011; Taylor et al., 2013

）。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
二
〇
年
間
で
、
瞑
想
実
践
の
効
果
が

通
常
時
の
行
動
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
を
神
経
科

学
的
な
側
面
か
ら
解
明
す
る
た
め
の
研
究
が
揃
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
瞑
想
実
践
の
効
果
の
全
容
を
解
明
す
る
た
め
に

は
、
瞑
想
者
の
瞑
想
中
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
と
通
常
時

の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
を
直
接
比
較
し
た
研
究
や
、
瞑
想

者
の
通
常
時
の
機
能
的
結
合
性
と
通
常
時
の
行
動
指
標
と
を

直
接
比
較
し
た
研
究
を
積
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
現
在
行
わ
れ
て
い
る
多
く
の
瞑
想
実
践
は
、
F
A
と
O
M

を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
が
通
常
時

の
機
能
的
結
合
性
に
与
え
る
効
果
も
明
ら
か
と
な
っ
て
お
ら

ず
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
研
究
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
F
A
と
O
M
を
、
現
在
ま
で
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
具
体
的
な
過
程
・
認
知
心
理
学
的
観
点
・
神

経
心
理
学
的
観
点
か
ら
比
較
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
本

研
究
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

2-

2　

�

フ
ォ
ー
カ
ス
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
瞑
想
と
オ
ー
プ
ン
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
瞑
想

2-

2-

1　

瞑
想
技
法
の
具
体
的
な
過
程

F
A
の
具
体
的
な
過
程
に
は
、（
A
）
意
図
的
に
特
定
の
対

象
に
注
意
を
集
中
し
、（
D
）
他
の
特
定
の
対
象
に
注
意
が
そ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
、（
E
）
そ
れ
た
注
意
を
他
の

特
定
の
対
象
か
ら
引
き
離
し
て
元
の
状
態
に
戻
し
、
再
び

（
A
）
意
図
的
に
特
定
の
対
象
に
注
意
を
集
中
す
る
こ
と
が
含

ま
れ
て
い
る
（Lutz et al., 2008

）（
表
１
）。
こ
こ
で
は
、
思
考
・

感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
の
経
験
か
ら
一
つ
を
選
択
し
て
特
定

の
対
象
と
す
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
経
験
は
背
景
と
な
る
。
そ

の
た
め
特
定
の
対
象
以
外
の
経
験
は
注
意
を
集
中
す
る
対
象

に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
習
熟
に
よ
っ
て
、
少
な
い
努
力
で
他

の
対
象
に
と
ら
わ
れ
ず
に

特
定
の
対
象
に
注
意
を
集

中
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
（Lutz et al., 

2008

）。
一
方
、
O
M
の
具
体
的

な
過
程
に
は
、（
B
）
現
在

生
じ
て
い
る
経
験
に
気
づ

き
（
C
）
判
断
せ
ず
に
あ

り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
、

（
D
）
他
の
特
定
の
対
象
に

注
意
が
そ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
ら
、（
E
）
そ

れ
た
注
意
を
他
の
特
定
の

対
象
か
ら
引
き
離
し
て
元

の
状
態
に
戻
し
、
再
び

（
B
）
現
在
生
じ
て
い
る
経

験
に
気
づ
き
（
C
）
判
断

せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
（Lutz et al., 2008

）（
表
１
）。

こ
こ
で
は
、
F
A
の
よ
う
に
特
定
の
対
象
の
選
択
や
非
選
択

は
行
わ
ず
、
現
在
生
じ
て
い
る
経
験
な
ら
ど
の
よ
う
な
も
の

で
も
た
だ
気
づ
き
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
習
熟
に
よ
っ
て
、
現
在
生
じ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
に
よ
り
豊
か
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

（Lutz et al., 2008

）。

F
A
と
O
M
で
は
、（
D
）
他
の
特
定
の
対
象
に
注
意
が
そ

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
点
と
（
E
）
そ
れ
た
注
意
を
他
の

特
定
の
対
象
か
ら
引
き
離
し
て
元
の
状
態
に
戻
す
点
が
同
じ

で
あ
る
。
一
方
、
F
A
で
は
（
A
）
意
図
的
に
特
定
の
対
象

に
注
意
を
集
中
す
る
の
に
対
し
て
、
O
M
で
は
（
B
）
現
在

生
じ
て
い
る
経
験
に
気
づ
く
点
と
（
C
）
判
断
せ
ず
に
あ
り

の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
違

い
に
関
し
て
、
F
A
で
は
、
背
景
と
な
っ
て
い
る
思
考
・
感

情
・
身
体
感
覚
な
ど
を
抑
制
し
な
が
ら
特
定
の
対
象
に
注
意

を
集
中
す
る
こ
と
で
、
意
識
が
次
々
と
浮
か
ん
で
く
る
思
考
・

感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
に
と
ら
わ
れ
て
定
ま
ら
な
く
な
る
こ

と
を
防
い
で
い
る
。
そ
の
た
め
抑
制
し
て
い
る
思
考
・
感
情
・

身
体
感
覚
な
ど
に
気
づ
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
O
M
で

は
、
思
考
・
感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
を
抑
制
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ら
を
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ

と
で
、
意
識
が
次
々
と
浮
か
ん
で
く
る
思
考
・
感
情
・
身
体

感
覚
な
ど
に
と
ら
わ
れ
て
定
ま
ら
な
く
な
る
こ
と
を
防
い
で

い
る
。
そ
の
た
め
現
在
生
じ
て
い
る
思
考
・
感
情
・
身
体
感

覚
な
ど
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
（Lutz et al., 2008

）。

2-

2-

2　

認
知
心
理
学
か
ら
捉
え
た
瞑
想
技
法
の
過
程

瞑
想
技
法
で
行
わ
れ
て
い
る
過
程
に
は
、
こ
れ
ま
で
認
知

心
理
学
で
研
究
さ
れ
て
き
た
ヒ
ト
の
認
知
プ
ロ
セ
ス
と
多
く

の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Lutz et al., 2008

）。

F
A
で
は
、（
A
）
意
図
的
に
特
定
の
対
象
に
注
意
を
集
中
す

る
こ
と
は
特
定
の
対
象
へ
の
注
意
を
持
続
す
る
「
持
続
的
注

表１　瞑想技法の具体的な過程

瞑想技法の具体的な過程 FA OM

A 意図的に特定の対象に注意を集中する ○ ―
B 現在生じている経験に気づく ― ○
C 判断せずにありのままを受け入れる ○ ○
D 他の特定の対象に注意がそれていることに気づく ○ ○
E それた注意を他の特定の対象から引き離して元の状態に戻る ○ ○

注　Lutz et al., 2008 より作成
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意
」（C

oull, 1998

）
で
あ
り
、（
D
）
他
の
特
定
の
対
象
に
注
意

が
そ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
は
競
合
す
る
課
題
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
葛
藤
を
検
出
し
調
整
す
る
「
コ
ン
フ

リ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」（Botvinick, C

ohen, &
 C

arter, 2004

）

で
あ
り
、（
E
）
そ
れ
た
注
意
を
他
の
特
定
の
対
象
か
ら
引
き

離
し
て
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
中
か

ら
特
定
の
情
報
を
選
び
出
す
「
選
択
的
注
意
」（C

orbetta, &
 

Shulm
an, 2002

）
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Lutz et al., 

2008

）。
こ
の
よ
う
な
F
A
と
認
知
心
理
学
の
共
通
点
か
ら
、

F
A
は
意
図
的
な
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
訓
練
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
O
M
で
は
、
F
A
と
同
様
（
D
）
他
の
特
定
の
対
象

に
注
意
が
そ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
は
コ
ン
フ
リ
ク

ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
あ
り
、（
E
）
そ
れ
た
注
意
を
他
の
特
定

の
対
象
か
ら
引
き
離
し
て
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
選
択
的

注
意
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Lutz et al., 

2008

）。
ま
た
（
B
）
現
在
生
じ
て
い
る
経
験
に
気
づ
き
（
C
）

判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、「
脱
中
心

化
」
を
含
ん
だ
「
メ
タ
認
知
的
気
づ
き
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
脱
中
心
化
と
は
思
考
・
感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
を
真

実
の
自
己
を
反
映
し
た
も
の
と
認
識
す
る
の
で
は
な
く
心
の

中
で
生
じ
た
一
時
的
で
客
観
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
認
識
す

る
状
態
で
あ
り
、
メ
タ
認
知
的
気
づ
き
と
は
脱
中
心
化
の
状

態
で
思
考
・
感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
に
気
づ
く
過
程
の
こ
と

で
あ
る
（Segal, W

illiam
s, &

 Teasdale, 2002; Teasdale et al., 2000

）。

瞑
想
を
う
つ
再
発
予
防
の
た
め
の
認
知
行
動
療
法
と
し
て
活

用
し
た
先
行
研
究
で
は
、
思
考
・
感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
に

と
ら
わ
れ
て
自
己
参
照
的
な
反
す
う
を
繰
り
返
す
こ
と
が
う

つ
の
再
発
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
、
自
己
参
照
的
な
反
す
う

を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
O
M
に
よ
っ
て
脱
中
心
化
を
含

ん
だ
メ
タ
認
知
的
気
づ
き
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
（Segal et al., 2002; Teasdale et al., 2000; Teasdale et al., 

2002

）。

2-

2-

3　

�

神
経
心
理
学
か
ら
捉
え
た
瞑
想
技
法
に
関
連
す

る
脳
領
域

F
A
に
関
連
す
る
脳
領
域
を
調
べ
た
研
究
で
は
、
瞑
想
実

践
者
の
F
A
中
の
脳
活
動
が
測
定
さ
れ
た
（H

asenkam
p, 

W
ilson-M

endenhall, D
uncan, &

 Barsalou, 2012

）。
そ
の
結
果
、

（
A
）
意
図
的
に
特
定
の
対
象
に
注
意
を
集
中
し
て
い
る
と
き

に
は
持
続
的
注
意
と
同
様
に
背
外
側
前
頭
前
野
（dorsolateral 

prefrontal cortex: dlPFC

）
が
、（
D
）
他
の
特
定
の
対
象
に
注

意
が
そ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
コ
ン
フ
リ
ク

ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
同
様
に
前
島
皮
質
（anterior insular cortex: 

A
IC

）
や
背
側
前
部
帯
状
回
（dorsal anterior cingulate cortex: 

dA
C

C

）
が
、（
E
）
そ
れ
た
注
意
を
他
の
特
定
の
対
象
か
ら

引
き
離
し
て
元
の
状
態
に
戻
す
と
き
に
は
選
択
的
注
意
と
同

様
にdlPFC

や
腹
外
側
前
頭
前
野
（ventrolateral prefrontal 

cortex: vlPFC

）
や
外
側
下
頭
頂
小
葉
（lateral inferior parietal 

lobule: lateral IPL

）
が
賦
活
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
F
A
中
の
脳
活
動
と
認
知
心
理
学
の
持
続
的
注
意
・
コ
ン

フ
リ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
選
択
的
注
意
の
脳
活
動
と
の
間

に
は
、
共
通
の
神
経
基
盤
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
O
M
に
関
連
す
る
脳
領
域
を
調
べ
た
研
究
で
は
、

瞑
想
実
践
者
が
思
考
・
感
情
・
身
体
感
覚
な
ど
に
と
ら
わ
れ

て
自
己
参
照
を
繰
り
返
し
て
い
る
時
と
、
そ
れ
ら
に
と
ら
わ

れ
ず
に
現
在
生
じ
て
い
る
経
験
に
気
づ
い
て
い
る
O
M
中
が

比
較
さ
れ
た
（Farb et al., 2007

）。
そ
の
結
果
、
自
己
参
照
時
に

は
内
側
前
頭
前
野
（m

edial prefrontal cortex: m
PFC

）
や
後
帯

状
皮
質
（posterior cingulate cortex: PC

C
）
の
活
性
が
上
昇
し
、

O
M
中
に
は
m
P
F
C
や
P
C
C
の
活
性
が
低
下
す
る
と

と
も
に
右
I
P
L
等
の
活
性
が
上
昇
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
か
ら
、
O
M
と
自
己
参
照
で
は
m
P
F
C
や

P
C
C
で
逆
の
脳
活
動
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

2-

2-

4　

�

神
経
心
理
学
か
ら
捉
え
た
瞑
想
技
法
に
関
連
す

る
機
能
的
結
合
性

機
能
的
結
合
性
と
は
、
独
立
成
分
分
析
法
（independent 

com
ponent analysis: IC

A

）
な
ど
の
解
析
に
よ
っ
て
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
脳
領
域
ご
と
の
経
時
的
変
化
の
間
の
相
関
関

係
の
こ
と
で
あ
る
（M

cKeown et al., 1998

）。
ま
た
安
静
時
に

お
い
て
機
能
的
結
合
性
が
増
加
す
る
脳
領
域
間
で
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（Fox et al., 

2005; R
aichle et al., 2001

）。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て
い

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（default m
ode network: D

M
N

）・
サ
リ
エ
ン
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（salience network: SN

）・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（executive network: EN

）
で
あ
る
。
D
M
N
は
、
m
P
F
C
・

P
C
C
・
I
P
L
・
下
側
頭
回
（inferior tem

poral gyrus: ITG

）

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
脳
領
域
の
多
く
は
内
省
時
や
自

己
参
照
時
な
ど
に
賦
活
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Fox 

et al., 2005; N
orthoff, &

 Berm
pohl, 2004; R

aichle et al., 2001; 

W
hitfield-G

abrieli et al., 2011

）。
S

N
は
A
I

C
・
d
A
C
C

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
脳
領
域
は
コ
ン
フ
リ
ク
ト
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
時
な
ど
に
賦
活
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（Seeley et al., 2007

）。
E
N
は
、
d
l

P
F
C
・
外
側
頭
頂
葉

（lateral parietal cortex

）
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
の
脳
領
域
は

選
択
的
注
意
時
や
持
続
的
注
意
時
な
ど
に
賦
活
す
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
（Seeley et al., 2007

）。

瞑
想
に
関
す
る
機
能
的
結
合
性
を
調
べ
た
研
究
で
は
、
短

期
瞑
想
実
践
者
と
比
較
し
て
長
期
瞑
想
実
践
者
に
お
い
て
、

安
静
時
の
S

N
内
や
E
N
内
の
機
能
的
結
合
性
が
増
加
し

て
い
た
（H

asenkam
p, &

 Barsalou, 2012

）。
こ
の
研
究
か
ら
、
継

続
的
な
瞑
想
実
践
に
よ
っ
て
通
常
時
の
注
意
関
連
脳
領
域
間

の
機
能
的
結
合
性
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
瞑
想
未
実
践
者
と
瞑
想
実
践
者
を
比
較
し
た
研
究
で
は
、

瞑
想
実
践
者
に
お
い
て
安
静
時
の
D
M
N
内
の
m
P
F
C―
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右
I
P
L
間
・
P
C
C―

右
I
P
L
間
・
左
I
P
L―

右

I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
増
加
し
て
い
た
（Taylor et al., 

2013
）。
こ
の
研
究
か
ら
、
継
続
的
な
瞑
想
実
践
に
よ
っ
て
、

通
常
時
の
内
省
・
自
己
参
照
関
連
脳
領
域
間
の
機
能
的
結
合

性
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

研
究
で
は
、
瞑
想
中
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
は
測
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
通
常
時
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
が
F
A

実
践
に
よ
る
も
の
か
O
M
実
践
に
よ
る
も
の
か
も
検
討
さ
れ

て
い
な
い
。

2-

3　

問
題

以
上
の
よ
う
に
、
F
A
と
O
M
で
は
注
意
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
一
部
が
共
通
し
て
い
る
が
、
脱
中
心
化
を
含
ん
だ
メ
タ

認
知
的
気
づ
き
の
部
分
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
具
体
的
な

内
容
や
認
知
心
理
学
の
観
点
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
そ
の
違
い
は
通
常
時
の
D
M
N
内
の
機
能
的
結
合
性

に
現
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
神
経
心
理
学
の
観
点

か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
先
述
の
と
お
り
、
瞑

想
者
の
瞑
想
中
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
と
通
常
時
の
機
能

的
結
合
性
の
変
化
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
は
ま
だ
明
ら
か

で
は
な
い
。
ま
た
F
A
に
よ
る
機
能
的
結
合
性
の
変
化
と

O
M
に
よ
る
機
能
的
結
合
性
の
相
違
点
も
ま
だ
明
ら
か
で
は

な
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、

f
M
R
I
を
使
用
し
て
、

F
A
中
と
O
M
中
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
と
F
A
後
と

O
M
後
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
を
直
接
比
較
す
る
実
験
を

行
っ
た
。
こ
れ
は
、
瞑
想
の
継
続
的
な
実
践
が
通
常
時
に
ま

で
効
果
が
あ
る
こ
と
や
、
脱
中
心
化
を
含
ん
だ
メ
タ
認
知
的

気
づ
き
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
神
経
科
学
的
な
観
点
か
ら
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
一
助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2-

4　

本
研
究
の
仮
説

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
ス
ト
レ
ス
低
減
法
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
認
知
療
法
で
は
一
日
一
回
四
五
分
の
瞑
想
実
践
を
推
奨

し
て
い
る
（K

abat-Z
inn et al., 1992; Teasdale et al., 2000

）。
ま
た

ゴ
エ
ン
カ
式
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
で
は
一
日
二
回
朝
と
夜

に
一
時
間
ず
つ
の
瞑
想
実
践
を
推
奨
し
て
い
る
（H
art, 1987

）。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
瞑
想
実
践
者
に
お
い
て
、
継
続
的
な
瞑

想
実
践
の
効
果
が
通
常
時
の
行
動
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ん
で
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
（H

im
elstein, 2010; 

K
abat-Z

inn et al., 1992; Teasdale et al., 2000

）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
瞑
想
中
に
機
能
的
結
合
性
が
変
化
し
、
そ
の
変
化
が
瞑

想
後
に
も
持
続
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
徐
々

に
そ
の
変
化
が
定
着
し
て
い
く
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
本
研
究
で
は
、
瞑
想
中
と
そ
の
前
後
の
安
静
時
の
機
能

的
結
合
性
を

f
M
R
I
に
よ
っ
て
測
定
し
、
瞑
想
中
に
生
じ

る
機
能
的
結
合
性
の
変
化
が
瞑
想
後
の
安
静
時
に
も
継
続
し

て
い
る
か
検
討
し
た
。

次
に
、
F
A
で
は
（
A
）
意
図
的
に
特
定
の
対
象
に
注
意

を
集
中
す
る
の
に
対
し
て
、
O
M
で
は
（
B
）
現
在
生
じ
て

い
る
経
験
に
気
づ
き
（
C
）
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受

け
入
れ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
脱
中
心
化
を
含
ん

だ
メ
タ
認
知
的
気
づ
き
の
有
無
が
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
と
関
係
の
あ
る
自
己
参
照
に
は

D
M
N
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（Farb et al., 2007; 

W
hitfield-G

abrieli et al., 2011
）。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
F
A
と

比
較
し
て
O
M
で
は
、
瞑
想
中
と
瞑
想
後
に
D
M
N
内
の

機
能
的
結
合
性
に
変
化
が
生
じ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
以
下
に
本
研
究
の
仮
説
を
ま
と
め
て

お
く
。

①
瞑
想
は
、
瞑
想
中
の
機
能
的
結
合
性
を
変
化
さ
せ
る
と

と
も
に
、
そ
の
変
化
は
瞑
想
後
に
も
持
続
す
る
。

②
F
A
と
比
較
し
て
O
M
で
は
、
D
M
N
内
の
機
能
的

結
合
性
を
変
化
さ
せ
る
。

3
実
験
方
法

3-

1　

参
加
者

瞑
想
実
践
者
四
名
（
男
性
三
名
・
女
性
一
名
、
平
均
年
齢30.8

�

3.4

、
右
利
き
）
を
測
定
対
象
と
し
た
。
参
加
者
は
、
本
研
究
の

目
的
か
ら
F
A
と
O
M
を
区
別
し
て
実
施
で
き
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
、
ゴ
エ
ン
カ
式
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
一
〇
日

間
コ
ー
ス
に
二
回
以
上
参
加
し
、
一
年
以
上
継
続
的
に
瞑
想

を
実
践
し
て
い
る
者
を
対
象
と
し
た
（
平
均
コ
ー
ス
参
加
回
数

4.5

�2.6

、
平
均
実
践
時
間637.5

�197.4

、
平
均
実
践
年
数2.2

�1.1

）。

参
加
者
に
対
し
て
、
本
実
験
の
実
施
方
法
お
よ
び
本
実
験

に
よ
り
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
危
険
性
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
同
意
を
得
た
上
で
本
実
験
を
実
施
し
た
。
な
お
本
実

験
は
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
人
間
情
報
・
動
物
実

験
倫
理
委
員
会
で
の
承
認
（
承
認
番
号25-H

-4

）
お
よ
び
京
都

大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
連
携
M
R
I
研
究
施
設

安
全
審
査
委
員
会
で
の
承
認
（
承
認
番
号13-013

）
を
受
け
た

上
で
実
施
し
た
。

3-

2　

装
置

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
有
す
る
三

テ
ス
ラ
の
M
R
I
ス
キ
ャ
ナ
ー（Siem

ens

社
製Verio, G

erm
any

）

を
使
用
し
た
。

3-

3　

実
験
計
画

瞑
想
技
法
の
種
類
と
測
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
参
加
者
内
要

因
と
す
る
二
要
因
計
画
で
あ
っ
た
。
瞑
想
技
法
の
種
類
は
、

F
A
・
O
M
の
二
水
準
で
あ
り
、
測
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
瞑

想
前
安
静
時
・
瞑
想
中
・
瞑
想
後
安
静
時
の
三
水
準
で
あ
っ

た
。
な
お
瞑
想
技
法
の
種
類
の
二
水
準
の
測
定
は
、
参
加
者

ご
と
に
期
間
（
三
日
か
ら
一
四
日
）
を
あ
け
た
別
の
日
に
実
施
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し
、
参
加
者
間
で
カ
ウ
ン
タ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
。

3-

4　

課
題

F
A
と
O
M
に
関
す
る
教
示
は
、Brewer et al.

（2011

）
の

教
示
を
一
部
改
変
し
て
使
用
し
た
。
F
A
は
、
開
眼
で
、
鼻

孔
と
上
唇
の
間
の
三
角
形
の
部
分
で
呼
吸
に
よ
っ
て
生
じ
る

感
覚
に
だ
け
意
識
を
集
中
す
る
よ
う
に
教
示
し
た
。Brewer 

et al.

（2011

）
で
は
集
中
す
る
対
象
を
「
呼
吸
に
よ
っ
て
生
じ

る
感
覚
」
と
し
て
い
た
が
、
本
研
究
で
は
参
加
者
が
日
常
で

実
践
し
て
い
る
瞑
想
技
法
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
集
中
す
る

対
象
を
「
鼻
孔
と
上
唇
の
間
の
三
角
形
の
部
分
で
呼
吸
に
よ

っ
て
生
じ
る
感
覚
」
に
限
定
し
た
。
な
お
本
研
究
の
F
A
は

参
加
者
が
日
常
的
に
実
践
し
て
い
る
瞑
想
技
法
と
比
べ
て
開

眼
し
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
た
。

一
方
O
M
は
、
開
眼
で
、
身
体
中
で
気
づ
い
た
身
体
感
覚

に
意
識
を
向
け
て
判
断
を
せ
ず
に
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ

る
よ
う
に
教
示
し
た
。Brewer et al.

（2011

）
で
は
意
識
を
向

け
る
対
象
を
「
思
考
・
感
情
・
身
体
感
覚
」
と
し
て
い
た
が
、

本
研
究
で
は
参
加
者
が
日
常
で
実
践
し
て
い
る
瞑
想
技
法
に

あ
わ
せ
る
た
め
に
、
意
識
を
向
け
る
対
象
を
「
身
体
感
覚
」

に
限
定
し
た
。
な
お
本
研
究
の
O
M
は
参
加
者
が
日
常
的
に

実
践
し
て
い
る
瞑
想
技
法
と
比
べ
て
開
眼
し
て
い
る
点
と
意

識
を
向
け
る
順
番
が
異
な
っ
て
い
た
。
日
常
的
に
は
、
頭
の

て
っ
ぺ
ん
か
ら
足
の
つ
ま
先
ま
で
意
識
を
向
け
る
順
番
を
決

め
て
、
そ
の
順
番
に
身
体
感
覚
に
意
識
を
向
け
る
が
、
本
研

究
で
はBrewer et al.

（2011

）
に
あ
わ
せ
て
、
身
体
中
ど
こ
で

も
気
づ
い
た
身
体
感
覚
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
と
し
た
。

3-

5　

実
験
手
続
き

本
研
究
の
瞑
想
技
法
と
参
加
者
が
日
常
的
に
実
践
し
て
い

る
瞑
想
技
法
が
一
部
異
な
る
た
め
、
測
定
日
の
一
週
間
前
に

本
研
究
の
瞑
想
技
法
を
教
示
し
た
上
で
、
測
定
日
ま
で
一
日

三
〇
分
間
練
習
を
す
る
こ
と
を
教
示
し
た
。

測
定
日
に
再
度
本
研
究
の
瞑
想
技
法
を
説
明
し
た
。
そ
の

後
、
瞑
想
前
安
静
時
・
瞑
想
中
・
瞑
想
後
安
静
時
の
脳
活
動

を
測
定
し
た
（
図
１
）。
測
定
は
す
べ
て
六
分
で
、
開
眼
し
て

実
施
す
る
よ
う
に
教
示
し
た
。
な
お
本
研
究
で
は
、
瞑
想
の

結
果
変
化
す
る
脳
活
動
を
適
切
に
抽
出
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
瞑
想
前
安

静
時
の
脳
活
動
を
測
定
後
、
防

音
室
で
六
〇
分
間
瞑
想
を
実
施

し
て
か
ら
、
M
R
I
で
瞑
想
中

の
脳
活
動
を
測
定
し
た
。
ま
た

瞑
想
後
安
静
時
の
脳
活
動
の
測

定
で
は
、
瞑
想
を
実
施
し
て
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
瞑
想
中

か
ら
継
続
し
て
い
る
脳
活
動
の

変
化
を
抽
出
す
る
こ
と
が
目
的

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
瞑
想
中

の
脳
活
動
測
定
後
に
M
R
I

か
ら
出
て
身
体
的
な
伸
び
な
ど

を
含
む
休
憩
を
と
る
こ
と
で
瞑

想
実
施
を
確
実
に
と
め
て
か
ら
、

瞑
想
後
安
静
時
の
脳
活
動
を
測

定
し
た
。

瞑
想
後
安
静
時
の
脳
活
動
測

定
後
に
、
測
定
前
一
週
間
の
瞑

想
技
法
の
練
習
実
施
状
況
と
、

防
音
室
で
の
六
〇
分
の
瞑
想
お

よ
び
M
R
I
内
で
の
六
分
の

瞑
想
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
実

施
で
き
た
か
に
関
す
る
質
問
紙

を
実
施
し
た
。
F
A
に
関
す
る

確
認
項
目
は
「
鼻
孔
と
上
唇
の

間
の
三
角
形
の
部
分
に
意
識
を

集
中
で
き
た
」「
鼻
孔
と
上
唇
の

間
の
三
角
形
以
外
の
部
分
に
意

識
が
そ
れ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に

気
づ
け
た
」「
鼻
孔
と
上
唇
の
間

の
三
角
形
以
外
の
部
分
に
意
識

図１　実験手続き

機能画像 構造画像 機能画像 機能画像

瞑想前 移動 瞑想 移動 瞑想中 休憩 瞑想後
×2日

FA日

OM日

安静時 安静時

6分 6分 3分 60分 3分 60分 3分 60分

写真２ 　防音室（瞑想者の間で静かに
座れると好評）

写真１ 　京都大学こころの未来研究センターが所有するMRIスキャ
ナー（Siemens社製Magnetom Verio）
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が
そ
れ
た
時
に
、
す
ぐ
に
三
角
形
の
部
分
に
戻
っ
て
こ
ら
れ

た
」
の
三
項
目
で
あ
り
、
O
M
に
関
す
る
確
認
項
目
は
「
身

体
感
覚
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
」「
気
づ
い
た
身
体
感
覚
に

意
識
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
た
」「
意
識
を
向
け
た
身
体
感
覚

に
対
し
て
平
静
さ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
①
ま
っ
た
く
で
き
な
か
っ
た
、
②
あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た
、
③
で
き
た
、
④
よ
く
で
き
た
、
⑤
と
て
も
よ
く
で

き
た
」
の
五
段
階
評
価
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
瞑
想
後
安
静
時
の
瞑
想
実
施
有
無
に
関
す
る
質
問

紙
も
実
施
し
た
。
確
認
項
目
は
「
直
前
に
実
施
し
て
い
た
瞑

想
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
」
の
一
項
目
で
あ
り
、「
①

や
め
る
こ
と
が
で
き
た
、
②
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
、
③
や

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
の
三
段
階
評
価
で
あ
っ
た
。

3-

6　
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
像

脳
機
能
画
像
と
し
て
、G

radient-Echo Echo-Planer 
Im

aging

（G
E-EPI

）
法
を
用
い
、
E
P
I
脳
画
像
を
撮
像
し

た
。
撮
像
条
件
は
、
全
脳
を
撮
像
範
囲
と
し
、
ス
ラ
イ
ス
数

34slices

、
ス
ラ
イ
ス
厚3.5m

m

、
ス
ラ
イ
ス
間
隔0.0m
m

、
横

断
面
撮
像
、
繰
り
返
し
時
間
（repetition tim

e: TR

）2000m
s

、

エ
コ
ー
時
間
（echo tim

e: TE

）25m
s

、
フ
リ
ッ
プ
角75

°
、
撮

像
面
範
囲
（field of view: FoV

）224m
m

、
撮
像
マ
ト
リ
ク
ス

64

×64

、
ボ
ク
セ
ル
サ
イ
ズ3.5

×3.5

×3.5m
m

3

と
し
た
。

ま
た
脳
構
造
画
像
と
し
て
、M

agnetization Prepared 
A

cquisition by G
radient Echo

（M
PRA

G
E

）
法
を
用
い
、
各

参
加
者
の
T
1
強
調
画
像
を
撮
像
し
た
。
撮
像
条
件
は
、
全

脳
を
撮
像
範
囲
と
し
、
ス
ラ
イ
ス
数208slices

、
ス
ラ
イ
ス
厚

1.0m
m

、ス
ラ
イ
ス
間
隔0.0m

m

、
横
断
面
撮
像
、TR 2250m

s

、

TE 3.51m
s

、
フ
リ
ッ
プ
角9

°
、FoV

 256m
m

、
撮
像
マ
ト
リ

ク
ス256

×256

、
ボ
ク
セ
ル
サ
イ
ズ1.0

×1.0

×1.0m
m

3

と
し

た
。

3-

7　

ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
デ
ー
タ
解
析

3-

7-

1　

デ
ー
タ
の
前
処
理

Statistical Param
etric M

apping 8

（SPM
8; W

ellcom
e D

epartm
ent  

of C
ognitive N

eurology, London, U
L

）
とM

ATLA
B 2013a

（M
athworks Inc., M

A

）を
用
い
て
E
P
I
脳
画
像
デ
ー
タ
の
前

処
理
を
行
っ
た
。
な
お
、
瞑
想
前
安
静
時
・
瞑
想
中
・
瞑
想

後
安
静
時
の
各
一
八
〇
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
E
P
I
脳
画
像
の
う

ち
、
磁
化
が
平
準
状
態
に
達
し
て
お
ら
ず
ア
ー
チ
フ
ァ
ク
ト

を
多
く
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
最
初
の
一
〇
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
E
P
I
脳
画
像
は
解
析
か
ら
除
外
し
た
。

ま
ず
E
P
I
脳
画
像
に
対
し
て
、
撮
像
タ
イ
ミ
ン
グ
補
正

（slice tim
ing adjustm

ent

）
を
行
っ
た
。

次
に
上
記
の
処
理
を
行
っ
た
E
P
I
脳
画
像
に
対
し
て
、

頭
部
の
動
き
の
補
正
（realignm

ent

）
を
行
っ
た
。
補
正
に
は

上
下
・
左
右
・
前
後
の
平
行
移
動
（translation

）
お
よ
び
上
下

軸
・
左
右
軸
・
前
後
軸
の
回
転
（rotation

）
に
よ
る
剛
体
変

換
を
用
い
た
。
な
お
頭
部
の
動
き
が
ボ
ク
セ
ル
サ
イ
ズ
以
上

で
あ
る
参
加
者
は
い
な
か
っ
た
た
め
、
以
降
の
解
析
は
す
べ

て
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
行
っ
た
。

次
に
動
き
の
補
正
処
理
を
行
っ
た
E
P
I
脳
画
像
に
対
し

て
、
脳
形
態
画
像
で
あ
る
T
1
強
調
画
像
へ
の
重
ね
合
わ
せ

（coregistration

）
を
行
っ
た
。
各
参
加
者
の
E
P
I
脳
画
像
の

平
均
画
像
を
作
成
し
、
そ
の
平
均
画
像
を
剛
体
変
換
を
用
い

て
各
参
加
者
の
測
定
日
ご
と
の
T
1
強
調
画
像
に
重
ね
合
わ

せ
た
。

重
ね
合
わ
せ
の
処
理
を
行
っ
た
E
P
I
脳
画
像
に
対
し
て
、

空
間
的
標
準
化
（norm

alization

）
を
行
っ
た
。
通
常
参
加
者

の
脳
の
大
き
さ
や
形
に
は
個
人
差
が
あ
る
た
め
、
各
参
加
者

の
E
P
I
脳
画
像
を
国
際
的
に
定
義
さ
れ
た
標
準
脳
に
合
わ

せ
込
む
た
め
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
標
準
脳
と
し
て

S
P

M
8
付
属
のM

ontreal N
eurological Institute

（M
N

I
）

が
作
成
し
た
T
1
強
調
画
像
を
用
い
た
。

最
後
に
標
準
化
を
行
っ
た
E
P
I
脳
画
像
に
対
し
て
、
ボ

ク
セ
ル
間
で
独
立
し
て
い
る
ノ
イ
ズ
を
減
衰
さ
せ
る
た
め
に
、

上
下
・
左
右
・
前
後
の
三
軸
方
向
に
半
値
幅
八
ミ
リ
の

G
aussian kernel

を
用
い
て
空
間
的
平
滑
化
（sm

oothing

）
を

行
っ
た
。

3-

7-

2　

�

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
経
時
的
に
関
連
す
る
独
立
成
分
の

抽
出

本
研
究
で
は
G
I
F
T
（http://icatb.sourceforge.net/

）
を

用
い
て
、
前
処
理
を
行
っ
た
E
P
I
脳
画
像
に
対
し
て

I
C
A
を
行
い
、
経
時
的
に
独
立
し
た
成
分
を
抽
出
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
情
報
理
論
モ
デ
ル
の
選
択
原
理
の
一
つ

で
あ
る
最
小
記
述
長
原
理
（m

inim
um

 description length

）
を

用
い
て
抽
出
す
る
成
分
数
の
推
定
を
行
い
、
四
三
の
推
定
値

を
得
た
。
次
に
主
成
分
分
析
を
用
い
て
、
参
加
者
ご
と
・
条

件
ご
と
の
デ
ー
タ
容
量
を
低
減
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
統
合
し
た
グ
ル
ー
プ
の
デ
ー
タ
容
量
を
低
減
さ

せ
た
。
最
後
に
イ
ン
フ
ォ
マ
ッ
ク
ス
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い

て
I

C
A
を
行
い
、
参
加
者
ご
と
・
条
件
ご
と
の
E
P
I
脳

画
像
か
ら
グ
ル
ー
プ
に
共
通
す
る
四
三
成
分
を
抽
出
し
た
。

3-

7-

3　

�

Ｄ
Ｍ
Ｎ
成
分
の
同
定

上
記
の
I

C
A
で
得
ら
れ
た
四
三
成
分
と
、G
I
F
T
付
属

のW
FU

 Pickatlas developed at W
ake Forest Pharm

aceuticals 
U

niversity

（http://www.fm
ri.wfubm

c.edu/

）
が
作
成
し
た
D
M
N

マ
ス
ク
と
の
空
間
的
な
相
関
を
比
較
し
、
四
三
成
分
の
う
ち

で
最
も
相
関
の
高
い
成
分
を
D
M
N
成
分
と
し
、
Z
マ
ッ
プ

を
作
成
し
た
。
な
お
D
M
N
マ
ス
ク
に
は
後
頭
頂
葉

（posterior parietal cortex

）・
前
頭
極
（frontal pole

）・
頭
頂
後
頭

接
合
部
（occipitoparietal junction

）・
P
C
C
が
含
ま
れ
て
い

た
。

3-

7-

4　

�

Ｄ
Ｍ
Ｎ
内
の
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
設
定

S
P

M
8
とM

ATLA
B 2013a

を
用
い
て
、
上
記
で
特
定

し
た
D
M
N
成
分
に
関
す
る
参
加
者
ご
と
・
条
件
ご
と
の
時
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系
列
デ
ー
タ
に
対
し
て
t
検
定（p < .01(FW

E), extent threshold 

= 15

）
を
行
い
、
機
能
的
結
合
性
が
有
意
な
脳
領
域
を
求
め
た
。

得
ら
れ
た
脳
領
域
と
先
行
研
究
（Reichle et al., 2001

）
の

D
M
N
の
脳
領
域
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
R
O
I
を
設
定
し

た
。

3-

7-

5　

各
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
時
系
列
デ
ー
タ
の
抽
出

S
P

M
8
とM

arsBaR
（http://m

arsbar.sourceforge.net

）
を

用
い
て
、
上
記
で
設
定
し
た
R
O
I
の
B
O
L
D
信
号
を
抽

出
し
た
。

3-

7-

6　

�

時
系
列
デ
ー
タ
の
処
理

上
記
で
抽
出
し
た
参
加
者
ご
と
・
条
件
ご
と
・
R
O
I
ご

と
の
時
系
列
の
B
O
L
D
信
号
か
ら
、
バ
ン
ド
パ
ス
フ
ィ
ル

タ
に
よ
っ
て
低
周
波
B
O
L
D
信
号
を
抽
出
し
た
。
用
い
た

バ
ン
ド
パ
ス
フ
ィ
ル
タ
は
、
安
静
時
の
脳
活
動
に
関
連
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る0.027H

z―0.073H
z

の
帯
域
で
あ
っ

た
（Bajaj, A

dhikari, &
 D

ham
ala, 2013; Buzsáki, &

 D
raguhn, 2004

）。

3-

7-

7　

�

Ｒ
Ｏ
Ｉ
間
の
機
能
的
結
合
性
に
対
す
る
統
計
的

検
定

上
記
で
抽
出
し
た
低
周
波
B
O
L
D
信
号
を
用
い
て
、
参

加
者
ご
と
・
条
件
ご
と
に
R
O
I
間
の
偏
相
関
係
数
を
算
出

し
、Fisher

の
Z
変
換
に
よ
っ
て
Z
値
を
算
出
し
た
。
次
に

参
加
者
ご
と
の
Z
値
を
用
い
て
、
全
参
加
者
の
条
件
ご
と
の

Z
値
の
平
均
値
を
算
出
し
た
。
最
後
にA

N
O

VA
4

（http://

w
w

w.hju.ac.jp/~kiriki/anova4/

）
を
用
い
て
、
条
件
ご
と
の
Z
値

の
平
均
値
に
対
し
て
分
散
分
析
を
行
っ
た
。

4
実
験
結
果

4-

1　

�

自
己
報
告

一
週
間
一
日
三
〇
分
の
瞑
想
技
法
の
練
習
実
施
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
の
参
加
者
一
名
が
O
M
前
の
一
週
間

に
お
い
て
五
日
間
の
み
の
実
施
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は

七
日
間
の
実
施
状
況
で
あ
っ
た
。
男
性
の
参
加
者
に
口
頭
で

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
O
M
瞑
想
の
実
施
内
容
を
理
解
し
て
い

た
た
め
、
実
験
に
参
加
す
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
判
断
し
た
。

測
定
日
に
瞑
想
を
ど
の
程
度
実
施
で
き
た
か
を
各
三
項
目

の
平
均
点
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
六
〇
分
F
A
瞑
想
（3.4

±

0.5

）・
六
分
F
A
瞑
想
（3.5

±0.6

）・
六
〇
分
O
M
瞑
想
（3.4

±

0.5

）・
六
分
O
M
瞑
想
（3.6

±0.9

）
で
、
各
瞑
想
を
中
程
度
以

上
に
実
施
で
き
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
F
A
の
六
〇

分
瞑
想
と
六
分
瞑
想
の
実
施
程
度
の
差
の
t
検
定
を
し
た
と

こ
ろ
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
（t(3) = 0.26, p = .81

）。
ま

た
O
M
の
六
〇
分
瞑
想
と
六
分
瞑
想
の
実
施
程
度
の
差
の

t
検
定
を
し
た
と
こ
ろ
有
意
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
（t(3) 

= 0.58, p = .60

）。

瞑
想
後
安
静
時
に
瞑
想
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
か
を
一

項
目
の
得
点
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
F
A
瞑
想
後
安
静
時（1.0

±0.0

）・
O
M
瞑
想
後
安
静
時
（1.3

±0.5

）
と
も
に
、
瞑
想
後
安

静
時
に
瞑
想
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

4-

2　

�
Ｄ
Ｍ
Ｎ
内
の
Ｒ
Ｏ
Ｉ
設
定

I
C
A
で
得
ら
れ
た
四
三
成
分
と
G
I
F
T
付
属
の

D
M
N
マ
ス
ク
と
の
空
間
的
な
相
関
を
比
較
し
、
最
も
相
関

の
高
か
っ
た
成
分
を
D
M
N
成
分
と
同
定
し
た
（r = .63

）。

D
M
N
成
分
に
関
す
る
参
加
者
ご
と
・
条
件
ご
と
の
時
系

列
デ
ー
タ
に
対
し
て
t
検
定
（p < .01
（FEW

）, extent threshold 

= 15

）
を
行
い
、
D
M
N
を
構
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
脳

領
域
を
求
め
た
。
得
ら
れ
た
脳
領
域
と
先
行
研
究
（Reichle et 

al., 2001

）
の
D
M
N
の
脳
領
域
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

P
C
C
・
左
I
P
L
・
右
I
P
L
の
三
カ
所
を
R
O
I
と

し
た
（
図
２
お
よ
び
表
２
）。

4-

3　

�

Ｒ
Ｏ
Ｉ
間
の
機
能
的
結
合
性
に
対
す
る
統
計
的
検
定

本
研
究
は
、
瞑
想
前
安
静
時
と
比
較
し
て
瞑
想
中
お
よ
び

瞑
想
後
安
静
時
の
機
能
的
結
合
性
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
と
、

異
な
る
瞑
想
技
法
に
よ
っ
て
瞑
想
中
お
よ
び
瞑
想
後
安
静
時

の
機
能
的
結
合
性
に
差
が
生
じ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
全
参
加
者
の
条
件
ご
と
の
R
O
I

間
の
偏
相
関
係
数
の
平
均
値
に
対
し
て
、
瞑
想
の
種
類
（
二

水
準
： 

F
A
・
O
M
）
と
測
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
（
三
水
準
：
瞑
想

前
安
静
時
・
瞑
想
中
・
瞑
想
後
安
静
時
）
の
参
加
者
内
二
要
因
分

散
分
析
を
行
っ
た
。
条
件
ご
と
の
R
O
I
間
の
偏
相
関
係
数

の
平
均
値
を
図
３
に
示
す
。

そ
の
結
果
、
P
C
C―

右
I
P
L
間
に
お
い
て
、
瞑
想
の

主
効
果
（F(1, 3) = 4.83, p = .12, partial h

2 = .62

）
と
タ
イ
ミ
ン
グ

の
主
効
果
（F(2, 6) = 1.15, p = .38, partial h

2 = .28

）
に
有
意
な
差

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
瞑
想
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
交
互

作
用
は
有
意
で
あ
っ
た
（F(2, 6) = 5.48, p = .04, partial h

2 = .65

）。

下
位
検
定
の
結
果
、
F
A
に
お
い
て
タ
イ
ミ
ン
グ
の
単
純
主

効
果
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
（F(2, 6) = 0.63, p = .57, 

partial h
2 = .17

）。
一
方
、
O
M
に
お
い
て
タ
イ
ミ
ン
グ
の
単
純

図２　ROI（PCC・左IPL・右IPL）のZマップ

表２　ROI（PCC・左IPL・右IPL）のMNI座標

ROI BA x y z

PCC 7 3 -63 38
左IPL 40 -43 -53 41
右IPL 40 45 -60 45

注　BA: Brodmann Area
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主
効
果
は
有
意
で
あ
っ
た
（F(2, 6) = 6.14, p = .04, partial h

2 = .67

）。

多
重
比
較
の
結
果
、
O
M
に
お
い
て
瞑
想
前
安
静
時
よ
り
も

瞑
想
中
に
偏
相
関
係
数
が
高
か
っ
た（p = .01

）。
他
方
瞑
想
中

と
瞑
想
後
安
静
時
の
差
（p = .06

）
と
、
瞑
想
前
安
静
時
と
瞑

想
後
安
静
時
の
差
（p = .33

）
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
O
M
に
お
い
て
瞑
想
中
に
P
C
C―

右

I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
上
昇
し
て
い
た
が
、
こ
の
傾

向
は
瞑
想
後
の
安
静
時
ま
で
は
持
続
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

左
I
P
L―

右
I
P
L
間
に
お
い
て
、
瞑
想
の
主
効
果
は

有
意
傾
向
で
（F(1, 3) = 6.06, p = .10, partial h

2 = .67

）、
タ
イ
ミ
ン

グ
の
主
効
果
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
ず
（F(2, 6) = 3.23, p = .11, 

partial h
2 = .52

）、
瞑
想
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
交
互
作
用
は
有
意
で

あ
っ
た
（F(2, 6) = 17.92, p < .01, partial h

2 = .86

）。
下
位
検
定
の

結
果
、
F
A
に
お
い
て
タ
イ
ミ
ン
グ
の
単
純
主
効
果
に
は
有

意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
（F(2, 6) = 0.47, p = .65, partial h

2 = 

.13

）。
一
方
、
O
M
に
お
い
て
タ
イ
ミ
ン
グ
の
単
純
主
効
果

は
有
意
で
あ
っ
た
（F(2, 6) = 12.59, p = .01, partial h

2 = .81

）。
多

重
比
較
の
結
果
、
O
M
で
瞑
想
前
安
静
時
よ
り
も
瞑
想
中
に

偏
相
関
係
数
が
低
く
（p < .01

）、
瞑
想
後
安
静
時
よ
り
も
瞑
想

中
で
偏
相
関
係
数
が
低
か
っ
た（p = .01

）。
他
方
瞑
想
前
安
静

時
と
瞑
想
後
安
静
時
の
差
に
有
意
な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

（p = .64

）。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
O
M
の
瞑
想
中
に
左
I
P
L

―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
減
少
し
て
い
た
が
、
こ

の
傾
向
は
瞑
想
後
の
安
静
時
ま
で
は
持
続
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

P
C
C―

左
I
P
L
間
に
お
い
て
、
瞑
想
の
主
効
果
（F(1, 

3) = 0.01, p = .95, partial h
2 < .01

）・
タ
イ
ミ
ン
グ
の
主
効
果
（F(2, 

6) = 0.18, p = .84, partial h
2 = .06

）・
瞑
想
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
交
互

作
用
（F(2, 6) = 0.51, p = .63, partial h

2 = .14

）
の
す
べ
て
に
有
意

な
差
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
F
A
中
・

O
M
中
と
も
に
P
C
C―

左
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性

瞑想前 瞑想中 瞑想後

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

PCC - 右 IPL
■FA　■OM

偏
相
関
係
数（
Z
値
）

瞑想前 瞑想中 瞑想後

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

PPC - 左 IPL
■FA　■OM

偏
相
関
係
数（
Z
値
）

瞑想前 瞑想中 瞑想後

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

左 IPL - 右 IPL
■FA　■OM

偏
相
関
係
数（
Z
値
）

OM中の機能的結合性

安静時＜OM中
安静時＞OM中
有意差なし

左 IPL 右 IPL

PCC

注　エラーバーは標準誤差

図３ 　PCC・左IPL・右IPL間の機能的結合性：aはPCC-右IPL間の偏相関係数(Z値)、bは左IPL-右IPL間の偏相
関係数(Z値)、cはPCC-左IPL間の偏相関係数(Z値)を示している。dはOMにおける安静時と瞑想中のROI間
の機能的結合性の強弱を示している。
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に
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
多
重
比
較
の
結
果
に
有
意
差
の
あ
っ
た
O
M
中
の

R
O
I
間
の
機
能
的
結
合
性
の
強
弱
を
ま
と
め
た
も
の
を
図

3
d
に
示
す
。

5
実
験
考
察

5-

1　

�

結
果
の
概
要

自
己
報
告
の
結
果
、
参
加
者
は
六
〇
分
瞑
想
中
と
六
分
瞑

想
中
に
適
切
に
同
程
度
の
F
A
あ
る
い
は
O
M
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
瞑
想
後
安
静
時
に
F
A
あ
る
い
は
O
M
を
実
施

し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
瞑
想

中
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
が
F
A
あ
る
い
は
O
M
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
瞑
想
後
安
静
時
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
が

F
A
中
あ
る
い
は
O
M
中
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
の
持
続

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
O
M
に
お
い
て
瞑
想
前

安
静
時
と
比
較
し
て
、
瞑
想
中
に
P
C
C―

右
I
P
L
間
の

機
能
的
結
合
性
が
上
昇
し
て
い
る
と
と
も
に
、
左
I
P
L―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
減
少
し
て
い
た
。
し
か
し

こ
の
傾
向
は
瞑
想
後
安
静
時
ま
で
は
持
続
し
て
い
な
か
っ
た
。

一
方
、
F
A
に
お
い
て
瞑
想
前
安
静
時
・
瞑
想
中
・
瞑
想
後

安
静
時
を
比
較
し
て
、
D
M
N
内
の
三
つ
の
R
O
I
間
に
お

い
て
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

5-

2　

�

Ｏ
Ｍ
に
関
す
る
Ｒ
Ｏ
Ｉ
間
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化

F
A
と
比
較
し
て
O
M
に
お
い
て
、
瞑
想
前
安
静
時
よ
り

も
瞑
想
中
の
ほ
う
が
P
C
C―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合

性
が
上
昇
し
、
左
I
P
L―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性

が
減
少
し
た
。
D
M
N
内
の
、
因
果
関
係
も
考
慮
し
た
因
果

的
結
合
性
（effective connectivity

）
を
調
べ
た
先
行
研
究
で
は
、

P
C
C
が
m
P
F
C
・
左
I
P
L
・
右
I
P
L
か
ら
の
情

報
を
統
合
し
て
お
り
、
両
I
P
L
は
m
P
F
C
・
P
C
C
を

駆
動
・
制
御
し
て
お
り
、
両
I
P
L
間
に
は
因
果
関
係
が
な

い
と
い
う
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
て
い
る
（D

i, &
 Biswal, in press

）。

本
研
究
の
O
M
に
関
す
る
結
果
を
こ
の
モ
デ
ル
に
当
て
は
め

る
と
、
安
静
時
と
比
較
し
て
瞑
想
中
に
P
C
C―

右
I
P
L

間
の
機
能
的
結
合
性
が
上
昇
し
た
一
方
で
、
P
C
C―

左

I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
に
は
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た

た
め
に
、
左
I
P
L―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
副

次
的
に
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
I
P
L
は
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
感
覚
情
報
を
統
合
し
て
い

る
こ
と
（Ionta et al., 2011; Blanke, 2012

）
や
、
P
C
C
を
駆

動
・
制
御
し
て
い
る
こ
と
（D

i, &
 Biswal, in press

）
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
P
C
C
は
D
M
N
内
の
す
べ
て
の
情
報

を
統
合
し
て
い
る
こ
と
（D

i, &
 Biswal, in press

）
や
、
自
己
参

照
時
に
活
性
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
（Farb et al., 2007; 

W
hitfield-G

abrieli et al., 2011

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
右
I
P
L
で
統
合
さ
れ
た
身
体
感
覚
情
報
が

P
C
C
に
伝
達
さ
れ
た
際
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
自
己
参
照
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
上
で
、
自
己
参
照
時
に
P
C
C―

右
I
P
L
間
の
機
能

的
結
合
性
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
（van Buuren, G

ladwin, 

Z
andbelt, K

ahn, &
 Vink, 2010

）
や
、
自
己
参
照
時
に
P
C
C
の

活
性
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
（Farb et al., 2007; W

hitfield-

G
abrieli et al., 2011

）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か

ら
、
自
己
参
照
時
に
右
I
P
L
か
ら
P
C
C
へ
の
身
体
感

覚
情
報
の
伝
達
が
減
少
し
て
い
る
可
能
性
と
、
P
C
C
に
お

い
て
自
己
参
照
に
関
連
す
る
活
動
が
増
加
す
る
こ
と
で
身
体

感
覚
の
情
報
処
理
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
O
M
中
に
右
I
P
L
の
活
性

が
上
昇
す
る
と
と
も
に
P
C
C
の
活
性
が
低
下
す
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る（Farb et al., 2007

）。
ま
た
本
研
究
で
は
O
M

中
に
P
C
C―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
増
加
す
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
O
M
中

に
右
I
P
L
か
ら
P
C
C
へ
の
身
体
感
覚
情
報
の
伝
達
が

増
加
す
る
可
能
性
と
、
P
C
C
に
お
い
て
自
己
参
照
に
関
連

す
る
活
動
が
低
下
す
る
こ
と
で
身
体
感
覚
の
情
報
処
理
が
円

滑
に
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
可

能
性
を
O
M
に
特
有
の
具
体
的
な
過
程
に
当
て
は
め
る
と
、

O
M
中
は
右
I
P
L
か
ら
伝
達
さ
れ
た
身
体
感
覚
情
報
を
、

P
C
C
で
（
C
）
判
断
せ
ず
に
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る

た
め
に
自
己
参
照
が
生
じ
ず
、
ま
た
P
C
C―

右
I
P
L
間

の
機
能
的
結
合
性
が
増
加
し
て
い
る
た
め
に
P
C
C
で
右

I
P
L
か
ら
伝
達
さ
れ
る
（
B
）
現
在
生
じ
て
い
る
経
験
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
C
）
が
脱
中
心
化

で
あ
り
、（
B
）
が
メ
タ
認
知
的
気
づ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
考

え
る
と
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
脱
中
心
化
を
含
ん
だ
メ
タ
認
知

的
気
づ
き
を
養
う
こ
と
で
自
己
参
照
を
減
少
さ
せ
て
現
在
生

じ
て
い
る
経
験
に
気
づ
き
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
神
経

科
学
的
な
観
点
か
ら
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5-

3　

�

Ｆ
Ａ
に
関
す
る
Ｒ
Ｏ
Ｉ
間
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化

O
M
と
比
較
し
て
F
A
に
お
い
て
、
瞑
想
前
安
静
時
・
瞑

想
中
・
瞑
想
後
安
静
時
の
D
M
N
内
の
R
O
I
間
の
機
能

的
結
合
性
に
有
意
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

F
A
中
の
脳
活
動
お
よ
び
長
期
瞑
想
実
践
者
の
安
静
時
の

機
能
的
結
合
性
を
詳
細
に
調
べ
た
先
行
研
究
で
は
、
F
A
に

関
連
す
る
脳
領
域
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
E
N
・
S

N
が
中
心

で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（H

asenkam
p, &

 Barsalou, 

2012; H
asenkam

p et al., 2012

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
研
究
で
は

D
M
N
を
中
心
に
検
討
し
た
た
め
、
F
A
中
に
R
O
I
間
の

機
能
的
結
合
性
に
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
と

も
整
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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5-

4　

�

瞑
想
中
の
変
化
と
そ
の
持
続
性
に
つ
い
て

本
研
究
で
は
瞑
想
実
践
者
の
O
M
中
の
D
M
N
内
の
機

能
的
結
合
性
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
は
示
さ
れ
た
が
、
そ
の

変
化
が
瞑
想
後
ま
で
持
続
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら

な
か
っ
た
。
本
研
究
で
示
さ
れ
た
O
M
中
の
P
C
C―

右

I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
の
増
加
に
対
し
て
、
自
己
参
照

時
や
う
つ
の
患
者
で
は
P
C
C―

右
I
P
L
間
の
機
能
的
結

合
性
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（van Buuren 

et al., 2010; Z
hu et al., 2012

）。
ま
た
継
続
的
な
瞑
想
実
践
が
自

己
参
照
的
な
反
す
う
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
う
つ
の
再
発
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（Teasdale 

et al., 2000

）。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
O
M
実
践
に
よ

っ
て
こ
の
機
能
的
結
合
性
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
う
つ
の
再

発
予
防
に
効
果
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
O
M
中

の
D
M
N
内
の
機
能
的
結
合
性
の
変
化
が
瞑
想
後
ま
で
持
続

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
一

回
の
O
M
実
施
に
よ
る
変
化
の
定
着
度
合
い
が
小
さ
く
、
継

続
的
な
瞑
想
実
践
が
重
要
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

5-

5　

�

本
研
究
の
問
題
点

一
つ
め
に
、
本
研
究
で
は
四
人
の
参
加
者
で
実
験
を
実
施

し
、
O
M
中
の
機
能
的
結
合
性
が
有
意
に
変
化
し
て
い
る
と

い
う
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
結
果
の
信
頼
性

を
高
め
る
た
め
や
こ
の
変
化
が
持
続
し
て
い
る
可
能
性
を
確

認
す
る
た
め
に
は
、
参
加
者
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た

そ
の
際
に
瞑
想
実
践
時
間
の
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
で
、
継
続

的
な
瞑
想
実
践
と
機
能
的
結
合
性
の
関
係
を
よ
り
明
確
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
め
に
、
本
研
究
で
は
F
A
と
O
M
に
関
連
す
る
脳
活

動
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に
瞑
想
実
践
者
に
よ
る
被
験

者
内
要
因
の
実
験
を
行
い
、
対
照
群
は
設
け
な
か
っ
た
。
し

か
し
瞑
想
実
践
者
の
安
静
時
の
機
能
的
結
合
性
が
す
で
に
変

化
し
て
い
る
可
能
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
瞑
想
未
実
践
者

の
安
静
時
も
測
定
す
る
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。

三
つ
め
に
、
本
研
究
で
は
I

C
A
で
抽
出
し
た
四
三
成
分

の
う
ち
一
成
分
の
み
を
D
M
N
と
同
定
し
、
そ
の
成
分
に
お

い
て
四
人
の
参
加
者
全
員
に
共
通
す
る
領
域
を
R
O
I
と
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
m
P
F
C
は
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
D
M
N
と
瞑
想
と
の
関
係
の
全
体
像
を
把
握
す
る

た
め
に
は
m
P
F
C
も
含
め
た
分
析
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
複
数
成
分
を
D
M
N
と
同
定
す
る
な
ど
の
新
た
な
方
法

を
検
討
す
る
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
本
研
究
で
は
機
能
的
結
合
性
の
変
化
に
注
目
し

て
研
究
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
変
化
と
行
動
指
標
の
比
較

は
行
わ
な
か
っ
た
。
機
能
的
結
合
性
の
変
化
が
通
常
時
の
行

動
レ
ベ
ル
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
を
確
認
す
る
方
法

と
し
て
、
参
加
者
の
特
性
を
質
問
紙
に
よ
っ
て
測
定
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
論
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
今
回
の

実
験
後
に
参
加
者
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
態
度
の
特
性
を

測
定
す
る
日
本
語
版Five Facet M

indfulness Q
uestionnaire

（FFM
Q

; Sugiura, Sato, Ito, &
 M

urakam
i, 2012

）
に
回
答
し
て
も

ら
っ
た
。
本
研
究
で
は
参
加
者
が
四
名
で
あ
り
分
析
の
妥
当

性
か
ら
結
果
は
記
載
し
て
い
な
い
。
し
か
し
今
後
参
加
者
を

増
や
す
際
に
日
本
語
版
F
F

M
Q
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
瞑

想
実
践
の
度
合
い
と
機
能
的
結
合
性
の
変
化
の
度
合
い
と
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
な
態
度
の
特
性
の
度
合
い
を
比
較
し
、
継

続
的
な
瞑
想
実
践
の
効
果
が
通
常
時
の
行
動
レ
ベ
ル
に
ま
で

及
ん
で
い
る
こ
と
を
機
能
的
結
合
性
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に

し
た
い
。

6
実
験
結
論

本
研
究
で
は
、
瞑
想
は
瞑
想
中
の
機
能
的
結
合
性
を
変
化

さ
せ
る
と
と
も
に
そ
の
変
化
は
瞑
想
後
に
も
持
続
す
る
と
い

う
仮
説
と
、
F
A
と
比
較
し
て
O
M
は
D
M
N
内
の
機
能

的
結
合
性
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
て
実
験
を
実

施
し
た
。

そ
の
結
果
、
F
A
中
と
比
較
し
て
O
M
中
に
P
C
C―

右

I
P
L
間
の
機
能
的
結
合
性
が
増
加
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
は
、
O
M
中
は
脱
中
心
化
を
含
ん
だ
メ
タ
認
知
的

気
づ
き
が
高
ま
る
こ
と
で
自
己
参
照
を
減
少
さ
せ
て
現
在
生

じ
て
い
る
経
験
に
気
づ
き
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
神
経

科
学
的
な
観
点
か
ら
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
本
研
究
で
は
こ
れ
ら
の
瞑
想
中
の
機
能
的
結
合
性
の

変
化
が
瞑
想
後
安
静
時
ま
で
持
続
し
て
い
る
こ
と
は
示
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
一
回
の
瞑
想
実
践
に
よ
る
変
化

の
定
着
度
合
い
が
小
さ
く
、
継
続
的
な
瞑
想
実
践
が
大
切
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

7
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
筆
者
の
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
の
修
行
か
ら

生
ま
れ
た
直
感
的
な
問
い
を
、
心
理
学
の
観
点
か
ら
検
討
し

直
す
こ
と
で
仮
説
へ
と
導
き
、
神
経
心
理
学
の
手
法
で
検
証

す
る
過
程
を
論
述
し
た
。
こ
の
よ
う
な
一
人
称
の
体
験
を
三

人
称
の
科
学
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
仏
教
瞑

想
が
す
べ
て
の
現
象
を
人
間
の
経
験
の
次
元
で
扱
っ
て
い
る

た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
瞑
想
が
語
る
言
葉
を
自
分
の

体
験
と
し
て
理
解
で
き
、
そ
の
体
験
を
周
囲
の
修
行
者
と
も

共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
研
究
者
と
し
て
の
大
き
な
原
動

力
と
な
っ
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
体
験
や
知
見
を
修
行
者
の

間
だ
け
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
研
究
者
の
間
で

も
共
有
し
て
い
く
こ
と
で
、
仏
教
瞑
想
か
ら
よ
り
多
く
の
知

見
を
見
い
だ
し
、
新
た
な
人
間
観
を
創
り
あ
げ
て
い
き
た
い
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と
考
え
て
い
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
欧
米
で

は
、
一
人
称
の
体
験
が
三
人
称
の
科
学
を
超
え
て
社
会
へ
と

浸
透
し
始
め
、
そ
の
領
域
は
企
業
で
の
福
利
厚
生
・
学
校
教

育
で
の
応
用
・
刑
務
所
で
の
更
正
な
ど
へ
と
拡
が
っ
て
い
る
。

今
後
日
本
で
も
、
一
人
称
の
体
験
を
三
人
称
の
科
学
へ
と
結

び
つ
け
る
修
行
者
で
も
あ
り
研
究
者
で
も
あ
る
人
々
が
増
え

る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
人
々
と
と
も
に
体

験
か
ら
見
い
だ
さ
れ
た
多
く
の
知
見
を
社
会
へ
と
浸
透
さ
せ

て
い
く
こ
と
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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1
脳
の
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｃ
Ｅ
Ｎ
、Ｄ
Ｍ
Ｎ
、

Ｓ
Ｎ
）―
構
成
と
機
能
と
相
互
作
用

最
近
、
高
次
の
認
知
機
能
や
機
能
障
害
を
理
解
す
る
上
で

特
に
重
要
な
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
、
お
よ
び
そ
れ
ら

の
間
の
相
互
作
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

第
一
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
中
央
実
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（C
EN

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
背
側
前
頭
皮
質
（D

LPFC

）
と
後

部
頭
頂
皮
質
（PPC

）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
楔
前
部
／
後
部
頭
頂
皮
質
（PC

／PC
C

）、
前
頭
前
野
内
側
面
（m

PFC

）、
側
頭
葉
内
側
面

（M
TL

）、
お
よ
び
角
回
（A
G

）
を
含
む
左
右
の
下
頭
頂
小
葉

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
デ
フ
ォ
ル
ト
モ
ー
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（D
M

N

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
D
M
N
は
側
頭
極
（TP

）
も

含
む
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
m
P
F
C
、
P
C
／

P
C
C
や
A
G
は
D
M
N
の
な
か
で
も
特
に
核
領
域
と
言

わ
れ
て
い
る
。Buckner

ら
（2008

）
に
よ
れ
ば
、
自
分
の
将

来
を
想
像
し
た
り
、
他
者
の
視
点
を
想
像
し
た
り
、
自
伝
的

記
憶
検
索
を
含
む
内
的
要
因
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
課
題
に
携

わ
っ
て
い
る
と
き
に
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
強
く
活
動
す

る
。
一
方
、
外
部
情
報
を
処
理
す
る
た
め
に
外
的
要
因
へ
注

意
を
払
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
D
M
N
は
抑
制
さ
れ
る
。

M
T
L
は
心
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
な
す
記
憶
検

索
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
m
P
F
C
は
自
己
関
連
の

心
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
P
C
C
な
ど
に
情
報
を
送
る
。

Buckner

ら
（2008
）
は
こ
れ
ら
の
事
実
に
基
づ
い
て
、
D
M
N

は
過
去
の
経
験
を
使
用
し
て
将
来
に
対
す
る
計
画
を
行
っ
て

お
り
、
外
部
情
報
を
受
け
入
れ
な
い
瞬
間
を
最
大
限
利
用
す

る
こ
と
で
将
来
に
備
え
る
と
い
う
適
応
的
役
割
を
持
っ
て
い

る
の
だ
と
議
論
し
た
。
さ
ら
に
P
C
は
頭
頂
葉
外
側
部
と
呼

応
し
て
、
運
動
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
情
報
を
精
緻
化
す
る
機

能
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
実
際
に
運
動
す
る
と
き
よ
り

も
、
運
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
き
の
方
が
強
く
活
動
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
腕
の
動
作
や
指
の
動
作
に
つ

い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
三
は
顕
著
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（SN

）
で
あ
り
、
背
側
前

帯
状
皮
質
（dA

C
C

）、
前
頭
島
皮
質
／
前
島 （FIC

/A
I

）、
扁

桃
体
、
お
よ
び
黒
質
／
腹
側
被
蓋
野
（SuN

/V
TA

）
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
内
受
容
感
覚
や
自
律
神
経
情
報
、
情
動

情
報
を
検
出
し
た
り
、
統
合
あ
る
い
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
し

た
り
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
三
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
い

え
ば
、
ま
ず
S

N
を
構
成
す
る
A
I
は
、
外
界
に
注
意
を
向

け
る
C
E
N
と
内
的
自
己
参
照
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
D
M
N
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
切
り
替
え
に
関
与
す
る
ハ
ブ
領
域
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
S

N
は
予
測
と
の
誤
差
信
号
に
よ
っ

て
情
報
の
顕
著
性
を
検
出
し
、
D
M
N
の
情
報
処
理
か
ら

C
E
N
へ
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
界

の
顕
著
な
刺
激
に
対
す
る
適
切
な
反
応
を
生
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

2
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行

す
る
た
め
に
重
要
な
三
つ
の
シ
ス
テ
ム

乾
（
二
〇
一
二
）
は
、like-m

e

シ
ス
テ
ム
、different-from

-
m

e

シ
ス
テ
ム
、
予
測
と
自
己
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
い

第
三
部
❖
身
心
変
容
の
科
学

催
眠
と
瞑
想
の
脳
内
機
構（
そ
の
１
）

乾
　
敏
郎

京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
教
授
／
認
知
神
経
科
学
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う
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
遂

行
す
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
の
う
ち

like-m
e

シ
ス
テ
ム
と
い
う
の
は
、
自
己
と
他
者
を
同
一
視
す

る
こ
と
で
、
他
者
の
動
作
を
観
察
し
な
が
ら
他
者
の
行
為
の

意
図
を
理
解
し
た
り
、
感
情
を
共
感
的
に
推
測
し
た
り
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
他
者
の
心
を
読
め

る
の
は
、
部
分
的
に
はlike-m

e

シ
ス
テ
ム
の
働
き
に
よ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
は
よ
り
複
雑
な

文
脈
、
た
と
え
ば
他
者
が
自
分
と
は
異
な
る
知
識
や
信
念
を

持
っ
て
い
る
条
件
の
も
と
で
も
、
他
者
の
行
為
の
意
図
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
がdifferent-

from
-m

e

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か

に
す
べ
く
、
心
の
理
論
課
題
と
称
す
る
課
題
が
実
に
た
く
さ

ん
考
案
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
課
題
の
多
く
は
、like-m

e

シ
ス
テ
ム
が
働
く
条
件
と
は

異
な
る
重
要
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
典
型
的
な
心
の
理
論

課
題
と
し
て
、
特
に
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
誤
信
念
課
題
で
あ

る
。
こ
の
課
題
は
四
コ
マ
の
静
止
画
（
漫
画
）
を
用
い
て
、
最

後
の
コ
マ
に
描
か
れ
た
主
人
公
の
心
の
状
態
を
推
測
さ
せ
、
言

語
的
に
答
え
て
も
ら
う
形
式
を
と
る
。
こ
れ
は
静
止
画
を
用

い
て
い
る
と
い
う
点
で
、
多
く
の
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
実

験
状
況
と
は
異
な
る
。
ま
た
誤
信
念
課
題
で
は
、
漫
画
の
主

人
公
は
課
題
に
関
す
る
あ
る
特
定
の
情
報
を
知
ら
な
い
と
い

う
前
提
の
も
と
で
推
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
自

分
は
漫
画
で
描
か
れ
た
状
況
の
一
部
始
終
を
知
っ
て
い
る
が
、

漫
画
の
主
人
公
は
そ
れ
と
は
異
な
る
心
的
状
態
に
あ
る
の
を

理
解
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
自
己
と
他
者
を
同
一

視
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
こ

の
よ
う
な
誤
信
念
課
題
は
、
健
常
児
の
場
合
、
三
歳
以
上
で

な
い
と
解
け
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
自
閉
症
児
で
は
、
さ
ら

に
上
の
年
齢
に
な
ら
な
い
と
正
解
で
き
な
い
。
四
コ
マ
漫
画

で
は
描
か
れ
た
場
面
や
行
為
が
時
間
的
に
連
続
し
て
お
ら
ず
、

離
散
的
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
時
間
的
に
離
れ
た
状
況
の
系

列
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
の
流
れ
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
う
え
で
、
最
後
に
主
人
公
が
と
っ
た
行
為
を
説
明
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
多
く
の
論
文
が
こ
の
課
題
中
の

脳
活
動
を
調
べ
て
お
り
、
心
の
理
論
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
呼
ば

れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
同
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
脳
領
域
群
に
対
し
て
心

の
理
論
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
名
前
を
使
用
し
な
い
。
こ
れ

に
は
い
く
つ
か
理
由
は
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
特
に
一
つ

だ
け
述
べ
て
お
く
。
そ
れ
は
、
D
M
N
を
構
成
す
る
脳
領
域

と
、
心
の
理
論
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
脳
領
域
が
共
通

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
D
M
N
は
実
験
協
力
者
が
課
題
を

行
わ
な
い
と
き
、
つ
ま
り
認
知
的
な
負
荷
が
課
さ
れ
て
い
な

い
と
き
に
活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
外
部
か
ら
提
示
さ
れ

た
刺
激
を
処
理
し
た
り
、
何
ら
か
の
課
題
を
遂
行
し
た
り
す

る
最
中
に
は
活
動
が
低
下
す
る
。
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
実
験
協
力
者
は
M
R
I
装
置
の
中
で
何
も
考
え
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
先
述
の
と
お
り
、
D
M
N
は
m
P
F
C
、

P
C
C
、
P
C
、
脳
梁
膨
大
部
、
両
側
の
下
頭
頂
小
葉
、
お

よ
び
M
T
L
、
T
P
か
ら
構
成
さ
れ
、
な
か
で
も
特
に

m
P
F
C
、
お
よ
び
頭
頂
葉
内
側
部
（
P
C
、
P
C
C
、
脳
梁

膨
大
部
）
を
核
領
域
と
す
る
（
両
側
の
下
頭
頂
小
葉
も
核
領
域
に

入
れ
る
こ
と
も
あ
る
）。
一
方
、
心
の
理
論
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

m
P
F
C
、
側
頭
頭
頂
接
合
部
（TPJ

）、
P
C
お
よ
び
T
P

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
両
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
多
く
の
部
分
が
共
通
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
部
位

か
ら
構
成
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
をdifferent-from

-m
e

シ
ス

テ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
他
者
の

行
為
の
意
図
や
そ
の
理
由
を
行
為
系
列
か
ら
推
論
す
る
た
め

に
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
推
論
は
一
般
的
に

帰
納
的
推
論
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
誤
信
念
課

題
の
よ
う
な
心
の
理
論
課
題
に
お
い
て
は
、
問
題
解
決
を
す

る
た
め
に
必
要
な
記
憶
情
報
を
引
き
出
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
帰
納
的
推
論
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
自
閉

症
で
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
含
ま
れ
る
領
域
間
の
結
合

低
下
が
み
ら
れ
る
（
た
と
え
ばA

ssaf et al., 2010

）。
ま
た

m
P
F
C
の
構
造
異
常
（
白
質
体
積
の
減
少
）
な
ら
び
に

T
P
J
の
機
能
異
常
も
自
閉
症
の
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
扁

桃
体
と
m
P
F
C
と
の
間
の
結
合
低
下
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

3
催
眠
に
よ
る
脳
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

変
化

3-

1　
こ
れ
ま
で
に
提
案
さ
れ
た
催
眠
の
基
本
仮
説

催
眠
に
よ
る
効
果
は
前
頭
前
野
と
後
部
領
域
の
間
の
離
断

（disconnection

）
あ
る
い
は
分
離
（decoupling

）
に
よ
っ
て
生

ず
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た（H

ilgard, 1974

）。
ま
た
催
眠
は
、
前

頭
前
野
の
前
部
お
よ
び
前
帯
状
皮
質
（A

C
C

）
に
よ
っ
て
媒

介
さ
れ
る
実
行
制
御
系
に
よ
っ
て
、
能
動
的
な
抑
制
ま
た
は

離
断
を
伴
う
心
的
過
程
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
（Egner et al., 

2005

）。

3-

2　

離
断
と
抑
制

C
ojan

ら
（2009

）
は
、
三
つ
の
条
件
下
でgo-nogo

課
題

を
行
わ
せ
、
そ
の
際
の
脳
活
動
を

f
M
R
I
で
記
録
し
た
。

こ
の
三
つ
の
条
件
と
い
う
の
は
、
正
常
な
状
態
、
催
眠
に
よ

る
左
手
の
麻
痺
、
お
よ
び
み
せ
か
け
の
麻
痺
で
あ
る
。
彼
ら

の
結
果
に
よ
れ
ば
、
催
眠
麻
痺
（hypnotic paralysis

）
は
能
動

的
か
つ
随
意
的
な
運
動
抑
制
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
自
己
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
注
意
制
御
に
含
ま
れ
る
脳
領
域
で
選
択
的
な

活
動
変
調
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
右
一

次
運
動
野
は
、
正
常
な
状
態
で
は
右
D
L
P
F
C
お
よ
び
左

小
脳
と
機
能
的
に
結
合
し
て
い
た
が
、
催
眠
時
に
は
こ
れ
ら
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の
領
域
と
の
結
合
は
低
下
し
、
代
わ
り
に
右
A
G
と
左
P
C

に
よ
り
強
く
結
合
し
て
い
た
。
左
手
の
催
眠
に
よ
る
麻
痺
に

も
か
か
わ
ら
ず
右
運
動
野
で
は
準
備
電
位
が
み
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
運
動
意
図
は
維
持
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
通
常
、
心
像
や
自
己
意
識
を
媒
介
す
る
と
さ
れ
て
い
る

P
C
に
お
い
て
も
、
催
眠
時
に
は
随
伴
的
な
活
動
増
加
が
み

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
A
G
や
P
C
と
い
っ
た
領
域
は
、

D
M
N
を
構
成
す
る
一
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
催
眠
で
麻

痺
し
た
手
を
動
か
そ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
通
常
と
は
異
な

る
自
己
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
過
程
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
こ
れ
は
離
断
と
同
時
に
新
た
な
再
設
定
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、D

eeley

ら
（2013

）
は
、
(i)
催
眠
条

件
、
(ii)
麻
痺
条
件
下
で
、
高
い
催
眠
被
暗
示
性
（hypnotic 

suggestibility

）
を
も
つ
八
人
の
健
常
な
被
験
者
で
左
右
の
上
肢

運
動
実
験
を
行
っ
た
。
催
眠
条
件
で
は
、
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ

ン
と
イ
メ
ー
ジ
生
成
の
暗
示
が
与
え
ら
れ
た
。
麻
痺
条
件
で

は
、
左
の
上
肢
麻
痺
暗
示
の
後
、
運
動
を
試
み
る
こ
と
が
教

示
さ
れ
た
。
麻
痺
条
件
を
催
眠
条
件
と
比
較
す
る
と
、
一
次

運
動
野
や
運
動
前
野
、
補
足
運
動
野
と
結
合
を
持
つ
A
C
C

の
強
い
活
動
が
み
ら
れ
た
。
A
C
C
は
こ
れ
ま
で
、
コ
ン
フ

リ
ク
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
反
応
抑
制
や
反
応
選
択
に
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
A
C
C
の
活
動
ピ
ー
ク

の
座
標
か
ら
、
彼
ら
は
A
C
C
（BA

24

）
が
運
動
反
応
の
無

意
識
的
、
意
図
的
な
抑
制
に
関
係
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。

M
üller

ら
（2012

）
は
、
催
眠
ト
ラ
ン
ス
の
間
、
指
の
反
復

運
動
を
想
像
さ
せ
る
か
実
際
に
実
行
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。

そ
の
結
果
、
視
床
は
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
行
時
に
は

活
動
せ
ず
、
運
動
イ
メ
ー
ジ
生
成
の
間
だ
け
活
性
化
さ
れ
た
。

ま
た
、
上
前
頭
皮
質
と
A
C
C
は
運
動
イ
メ
ー
ジ
生
成
に
比

べ
て
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
強
く
関
係
し
た
活
動
が
み
ら

れ
た
が
、
視
床
は
運
動
イ
メ
ー
ジ
の
間
だ
け
活
性
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
。M

üller

ら
（2013

）
は
、
催
眠
ト
ラ
ン
ス
が
視
床

の
ゲ
ー
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
変
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動

イ
メ
ー
ジ
に
関
わ
る
運
動
制
御
回
路
が
増
強
さ
れ
る
と
い
う

概
念
を
提
案
し
て
い
る
。

D
em

ertzi

ら
（2011

）
は
、
通
常
の
覚
醒
時
、
お
よ
び
催
眠

時
に
お
い
て
静
止
状
態

f
M
R
I
を
計
測
し
、
そ
の
デ
ー
タ

に
対
し
て
独
立
成
分
分
析
（IC

A

）
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の

統
制
条
件
と
し
て
は
、
自
伝
的
心
像
を
作
ら
せ
る
条
件
が
採

用
さ
れ
た
。
催
眠
状
態
を
統
制
条
件
と
比
較
す
る
と
、
催
眠

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
静
止
状
態

f
M
R
I
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
変
調
に
よ
っ
て
、「
外
因
性
」
の
処
理
に
関
わ
る
外
側
前
頭

頭
頂
皮
質
の
結
合
強
度
が
減
少
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は

感
覚
的
な
気
づ
き
の
低
下
を
反
映
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
同
じ
比
較
で
は
、
右
中
前
頭
回
と
両
側
の
A
G
を
含
む

D
M
N
の
一
部
で
機
能
的
結
合
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。
し
か

し
逆
に
、
脳
梁
膨
大
後
部
皮
質
や
P
C
C
と
両
側
の
海
馬
傍

回
の
機
能
的
結
合
は
減
少
し
て
い
た
。
こ
れ
は
自
己
の
気
づ

き
の
変
化
や
催
眠
後
健
忘
症
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

3-

3　

前
頭
葉
の
働
き

R
aij

ら
（2009

）
は
、
一
四
人
の
暗
示
に
か
か
り
や
す
い
被

験
者
に
催
眠
暗
示
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
痛
み
（suggestion-

induced pain

）
の
神
経
基
盤
を

f
M
R
I
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
催
眠
暗
示
の
間
の
右

D
L
P
F
C
の
活
性
化
の
強
さ
が
、
暗
示
に
よ
っ
て
誘
発
さ

れ
た
痛
み
の
主
観
的
な
強
さ
、
お
よ
び
二
次
体
性
感
覚
皮
質

の
活
性
化
の
強
さ
と
相
関
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し

た
が
っ
て
、
右
D
L
P
F
C
は
暗
示
に
特
有
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

領
域
に
お
け
る
機
能
的
な
調
節
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。C

raw
ford

ら
（1993

）
は
、
催
眠
に
よ
る
無
痛

（hypnotic analgesia

）
を
経
験
し
て
い
る
被
験
者
に
お
い
て
、
両

側
の
前
頭
葉
の
前
部
お
よ
び
体
性
感
覚
野
が
賦
活
さ
れ
る
こ

と
を
示
し
た
。
こ
れ
は
前
頭
葉
の
活
動
増
加
が
抑
制
処
理
に

関
係
し
て
い
る
事
実
と
整
合
し
て
い
る
。
し
か
し
頭
頂
葉
の

活
動
の
増
加
を
考
慮
す
る
と
、
被
験
者
が
痛
み
の
減
少
を
経

験
し
た
一
方
で
、
痛
み
刺
激
を
受
け
て
い
る
身
体
部
位
に
対

す
る
注
意
を
反
映
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

4
瞑
想
に
よ
る
脳
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

変
化

4-

1　

機
能
的
結
合
度

Jang

ら
（2011

）
は
、
瞑
想
実
践
者
は
皮
質
正
中
構
造
に
お

け
る
機
能
的
な
結
合
度
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
仮
説
を
立
て
て
、
瞑
想
実
践
者
を
対
象
に
し
て

f
M
R
I

ス
キ
ャ
ン
を
行
い
、
安
静
時
に
お
け
る
D
M
N
に
つ
い
て
調

べ
た
。
瞑
想
実
践
者
は
統
制
群
と
比
べ
、
m
P
F
C
を
シ
ー

ド
領
域
と
し
た
と
き
に
D
M
N
に
お
い
て
高
い
機
能
的
結
合

が
み
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
は
、
瞑
想
が
実
践
さ
れ
て
い
な
い

と
き
で
も
内
的
注
意
に
関
連
し
た
領
域
に
お
け
る
機
能
的
変

化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、Brewer

ら
（2011

）
に
よ
る
と
、
瞑
想
の
熟
練
者
の

場
合
は
瞑
想
法
の
違
い
に
よ
ら
ず
、
m
P
F
C
お
よ
び

P
C
C
の
活
動
が
低
下
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
安
静

時
で
も
瞑
想
時
で
も
、
P
C
C
、
A
C
C
、
お
よ
び

D
L
P
F
C
の
間
に
強
い
結
合
が
見
出
さ
れ
た
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
に
よ
っ
て
情
緒
的
安
定
性
が
強

く
な
る
が
、
こ
れ
は
D
M
N
の
一
部
で
あ
る
m
P
F
C
の

活
動
低
下
と
関
連
し
て
い
る
。Taylor

ら
（2013

）
に
よ
れ
ば
、

瞑
想
の
熟
練
者
で
は
初
心
者
と
比
較
し
て
、
自
己
言
及
プ
ロ

セ
ス
お
よ
び
情
緒
的
評
価
に
関
連
す
る
D
M
N
領
域
間
で
機

能
的
結
合
の
低
下
が
確
認
さ
れ
た
が
、
一
方
で
特
定
の
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D
M
N
領
域
（
m
P
F
C
お
よ
び
右
内
側
頭
頂
葉
な
ど
）
の
間
で

は
機
能
的
結
合
が
増
加
し
て
い
た
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
背

内
側
前
頭
前
皮
質
（D

M
PFC

, BA
10

）
と
他
の
二
つ
の
D
M
N

領
域
（
左
下
頭
頂
小
葉
［BA

39

］、
腹
内
側
前
頭
前
皮
質
［V

M
PFC

, 

BA
10

］）、
な
ら
び
に
V
M
P
F
C
（BA

10

）
と
右
下
側
頭
皮

質
（BA

21

）
の
間
の
機
能
的
結
合
は
、
熟
練
者
の
ほ
う
が
初

心
者
よ
り
も
低
下
し
て
い
た
。
左
下
頭
頂
小
葉
（BA

39

）
と

P
C
／
P
C
C
（BA

31
）
の
間
に
も
、
熟
練
者
に
お
い
て
初

心
者
よ
り
も
弱
い
機
能
的
結
合
が
見
出
さ
れ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
他
の
三
つ
の
D
M
N
領
域
（D

M
PFC

［BA
10

］、
左

下
頭
頂
小
葉
［BA

39

］、
P
C
／
P
C
C
［BA

31

］）
の
間
の
機

能
的
結
合
は
、
熟
練
者
の
ほ
う
が
初
心
者
よ
り
も
強
い
と
い

う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、「
現
在
の
瞬
間
」

を
意
識
さ
せ
る
瞑
想
を
通
じ
て
D
M
N
の
コ
ア
領
域
間
で
機

能
的
結
合
度
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

4-

2　

活
動
度

Farb

ら
（2007

）
は
、

f
M
R
I
を
用
い
て
、
マ
イ
ン
ド

フ
ル
ネ
ス
コ
ー
ス
新
規
参
加
者
と
八
週
間
コ
ー
ス
を
修
了
し

た
実
践
者
を
対
象
に
、
持
続
的
な
特
徴
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ

ー
カ
ス
：N

F

）
と
瞬
間
の
経
験
（
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
シ
ャ
ル
・
フ

ォ
ー
カ
ス
：EF

）
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
八
週
間
コ
ー
ス

修
了
経
験
者
の
場
合
、
E
F
に
対
し
て
m
P
F
C
お
よ
び
左

背
側
扁
桃
体
の
活
動
低
下
が
著
し
く
、
一
方
で
外
側
前
頭
前

野
や
島
、
二
次
体
性
感
覚
野
、
下
頭
頂
小
葉
と
い
っ
た
内
臓

や
身
体
に
関
わ
る
領
域
を
含
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
が

確
認
で
き
た
。Brewer

ら
（2011

）
で
も
、
m
P
F
C
お
よ
び

後
部
帯
状
皮
質
の
活
動
低
下
は
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

Taylor

ら
（2011

）
に
よ
れ
ば
、
D
M
N
に
含
ま
れ
る
帯
状
皮

質
の
活
動
は
瞑
想
に
よ
っ
て
低
下
し
、
こ
れ
は
情
緒
的
プ
ロ

セ
ス
の
反
応
変
化
に
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
熟
練
者
の
方

が
瞑
想
時
に
D
L
P
F
C
お
よ
び
A
C
C
の
活
性
化
が
持

続
的
で
よ
り
安
定
し
て
い
た
、
と
い
う
報
告
も
あ
る
（Short 

et al., 2010

）。

5
統
一
理
論
を
目
指
し
て

最
近
、
認
知
神
経
科
学
の
分
野
で
は
自
己
主
体
感
と
自
己

所
有
感
な
ら
び
に
自
己
存
在
感
の
神
経
基
盤
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
機
能
に
対
す
る
計
算
論
的
な

枠
組
み
も
示
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
報
告
し
て
き
た
よ
う
に
、

催
眠
に
お
い
て
は
自
己
主
体
感
が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
意

図
的
運
動
と
同
時
に
生
成
さ
れ
る
感
覚
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

予
測
信
号
が
頭
頂
葉
に
伝
達
さ
れ
る
の
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る

た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
頭
頂
葉
に
は
予
測
信
号
と
実
際
の
感

覚
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
比
較
器
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

自
己
存
在
感
は
、
主
と
し
て
島
と
前
帯
状
皮
質
の
働
き
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
島
の
前
部
（A

I

）
は
、
内

受
容
感
覚
の
予
測
信
号
と
自
律
神
経
系
か
ら
の
求
心
性
信
号

の
比
較
器
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
予
測
誤
差
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
生
成
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
般
に

不
安
障
害
の
患
者
は
、
情
動
処
理
の
間
、
A
I
の
活
動
が
増

加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
内
受

容
信
号
を
予
測
す
る
信
号
が
A
I
に
お
い
て
十
分
抑
制
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
生
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
対
照
的
に

解
離
性
障
害
の
場
合
に
は
、
予
測
信
号
自
体
が
不
正
確
で

S
N
比
が
低
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
島
皮
質
お
よ
び

帯
状
回
は
、
情
動
、
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
、
感
覚
、
認
知
の
機

能
に
関
与
し
て
い
る
。
A
I
が
帯
状
皮
質
膝
前
部
（pA

C
C

）

お
よ
び
中
帯
状
皮
質
前
部
（aM

C
C

）
と
共
に
形
成
す
る
シ
ス

テ
ム
は
内
受
容
お
よ
び
情
動
に
関
す
る
情
報
を
統
括
し
て
お

り
、
身
体
の
主
観
的
な
表
現
を
作
り
出
す
。
一
方
、
島
皮
質

全
体
（
前
・
中
・
後
）
と
中
帯
状
皮
質
後
部
（pM

C
C

）
か
ら

成
る
シ
ス
テ
ム
は
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
反
応
選
択
、
お

よ
び
身
体
の
定
位
と
関
連
し
て
い
る
。

瞑
想
状
態
で
内
面
に
注
意
を
向
け
て
い
る
と
き
、
A
I
は

帯
状
皮
質
膝
前
部
（pA

C
C

）
お
よ
び
中
帯
状
皮
質
前
部

（aM
C

C

）
と
結
合
し
、
一
方
で
外
部
に
注
意
を
向
け
て
い
る

と
き
や
動
い
て
い
る
と
き
は
、
島
皮
質
全
体
（
前
・
中
・
後
）

と
中
帯
状
皮
質
後
部
（pM

C
C

）
が
活
性
化
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
自
己
存
在
感
や
自
己
主
体
感
、
自
己
所

有
感
な
ど
の
神
経
基
盤
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
お
り
、
す

で
に
述
べ
た
催
眠
や
瞑
想
の
神
経
活
動
と
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
人
間
心
理
の
基
本
構
造
を
理
論
化
で
き
る
も
の
と
し

て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
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は
じ
め
に

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
民
族
の
基
層
文
化
と
し
て
、
思

想
、
音
楽
、
美
術
、
舞
踊
、
演
劇
、
服
飾
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

領
域
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
仏
教
や
儒
教
、
キ
リ
ス
ト

教
な
ど
の
外
来
文
化
と
混
合
・
融
合
し
、
現
代
韓
国
人
の
信

仰
や
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
の
存
在
は
人
々
に
と
っ
て
と
て
も
身
近
な
も

の
で
あ
る
。
筆
者
も
幼
少
の
頃
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
い
ろ
い
ろ

な
儀
式
を
す
る
様
子
や
、
包
丁
な
ど
を
手
に
持
っ
て
振
り
回

し
な
が
ら
踊
る
姿
を
何
度
も
見
た
。
銅
鑼
・
杖
鼓
・
ピ
リ
に

よ
っ
て
奏
で
ら
れ
る
巫
楽
の
音
を
聞
く
と
、
な
ん
と
な
く
恐

ろ
し
い
思
い
が
し
た
こ
と
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
現
在
も

国
家
的
・
社
会
的
に
重
要
な
イ
シ
ュ
ー
や
、
不
慮
の
事
故
の

犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
シ
ャ
ー
マ
ン
に

よ
る
慰
霊
祭
の
「
ク
ッ1

」
が
行
わ
れ
る2

。

し
か
し
歴
史
的
に
は
シ
ャ
ー
マ
ン
の
社
会
的
地
位
は
低
く
、

学
術
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
近
代
以
降
と
い
え
る
。
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
学

問
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
外
国
人
研
究
者

の
影
響
な
ど
が
大
き
い
。

本
稿
で
は
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
的
な
点
を
概

説
し
た
あ
と
、
巫
堂
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
が
降
神
・
接
神
の
過
程

で
、
身
心
変
容
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
段
や
方
法
を
用
い

る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の

定
義
と
特
徴

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
専
門
的
な
ト
ラ
ン
ス
・
ポ

ゼ
ッ
シ
ョ
ン
の
技
能
を
持
っ
て
い
る
巫
堂
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
が

超
自
然
界
と
接
触
し
、
そ
の
超
越
的
な
力
に
よ
っ
て
、
吉
凶

禍
福
な
ど
人
間
の
日
常
生
活
に
必
要
な
す
べ
て
の
欲
求
を
満

た
そ
う
と
す
る
伝
統
的
な
韓
国
の
自
然
宗
教
的
現
象
で
あ
る

と
い
う3

。
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
満
州
・

中
国
を
経
て
朝
鮮
に
入
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
大
き
く
捉
え

れ
ば
沖
縄
・
九
州
や
、
東
北
・
北
海
道
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
も
同
じ
系
統
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
細
か
い
と
こ
ろ

で
は
こ
れ
ら
と
い
く
ら
か
異
な
る
韓
国
独
自
の
特
徴
も
あ
る

と
さ
れ
る
。

韓
国
で
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
複
数
の
用
語
が

あ
る
。
た
と
え
ば
薩
満
（sham

an

の
漢
訳
）・
巫
俗
・
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
・
巫
俗
信
仰
・
民
間
信
仰
・
巫
教
・
巫
な
ど
で
あ

る
。
巫
俗
・
巫
俗
信
仰
な
ど
は
シ
ャ
ー
マ
ン
を
中
心
と
す
る

風
俗
や
信
仰
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
ま
た
巫
教
は
巫
堂

を
中
心
と
す
る
宗
教
で
あ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、
そ
し
て
巫

は
巫
俗
と
巫
教
を
統
合
し
た
意
味
か
ら
付
け
ら
れ
た
。
特
に

近
年
は
、
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
宗
教
と
み
な
す
べ
き
だ

と
い
う
意
見
が
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
信
仰
の
対
象

と
し
て
先
霊
と
祖
上
が
存
在
し
、
宗
教
的
司
祭
と
し
て
巫
堂

韓
国
の
シ
ャ
ーマニズム
と
身
心
変
容
技
法

第
四
部
❖
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ャ
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マ
ニ
ズ
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と
身
心
変
容
技
法
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淑

目
白
大
学
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教
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／
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化
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類
学
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国
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ー
マ
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ズ
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研
究
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が
、
信
徒
と
し
て
ダ
ン
ゴ
ル4

が
存
在
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い

う
。
儀
礼
場
所
と
し
て
の
神
堂
・
ク
ッ
堂
の
存
在
も
注
目
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴

と
も
な
っ
て
い
る
。

韓
国
の
代
表
的
な
民
間
信
仰
で
あ
る
巫
俗
信
仰
を
、
最
初

に
学
問
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は
、
一
九
〇
〇

年
代
初
期
に
朝
鮮
で
宣
教
活
動
を
し
て
い
た
西
洋
人
宣
教
師

た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
基
本
的
に
韓
国
土
着
の
風
俗
や
信

仰
を
未
開
で
低
級
な
迷
信
と
み
な
し
て
い
た
が
、
巫
俗
信
仰

を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
概
念
で
捉
え
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
ト
ラ
ン
ス
状
態
に
入
っ
て
神
託
を
す
る
巫
堂
を

中
心
と
し
て
、
パ
ン
ス
ま
で
も
含
め
て
広
い
意
味
で
の
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ

っ
た5

。
パ
ン
ス
と
は
盲
覡
の
こ
と
で
、
巫
経6

を
口
伝
で
暗
誦

す
る
こ
と
に
よ
り
、
厄
払
い
・
除
災
招
福
す
る
宗
教
的
な
呪

術
師
で
あ
り
、
主
と
し
て
中
部
地
方
に
存
在
し
て
い
る
（
現

在
は
忠
清
道
を
中
心
に
見
ら
れ
る
）。
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
は
、
そ

の
後
の
植
民
地
時
代
の
日
本
人
研
究
者
で
あ
る
秋
葉
隆
や
朝

鮮
人
研
究
者
の
孫
晋
泰
な
ど
に
も
踏
襲
さ
れ
、
今
日
の
多
く

の
研
究
者
た
ち
に
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。

次
に
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

最
も
大
き
な
特
徴
は
、
巫
堂
が
憑
依
現
象
よ
り
は
エ
ク
ス
タ

シ
ー
や
降
神
を
通
じ
て
司
祭
・
ト
師
・
医
巫
・
霊
媒
な
ど
の

役
割
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
符
籍7

を
も

っ
て
厄
払
い
や
除
災
を
す
る
。
巫
堂
が
ク
ッ
に
お
い
て
神
と

接
触
す
る
現
象
を
朝
鮮
語
で
「
シ
ン
ネ
リ
ム
（
神
が
降
り
る
）」、

「
シ
ン
ト
ッ
リ
ム
（
神
が
入
る
）」
と
い
い
、
漢
字
語
で
「
降

神
」
と
い
う
。
天
神
、
日
月
星
辰
な
ど
の
神
は
神
格
が
高
く
、

霊
力
も
強
い
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
神
が
ク
ッ
の
場
に
現
れ
る

た
め
に
は
実
際
高
い
と
こ
ろ
か
ら
「
降
り
て
く
る
」
と
理
解

さ
れ
る
。
ま
た
死
霊
も
空
中
を
さ
す
ら
っ
て
い
る
た
め
、
降

り
て
き
た
神
が
巫
堂
の
体
に
入
り
、
は
じ
め
て
コ
ン
ス
（
神

託
、
あ
る
い
は
死
霊
の
言
葉
と
し
て
巫
堂
が
伝
え
る
こ
と
）
が
可
能

に
な
る
の
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
地
域
的
な
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
現
在
の
ソ
ウ
ル
も
、
従
来
巫
の
種
類
に
よ
っ
て
「
縄

張
り
」
が
あ
り
、
市
内
を
流
れ
る
漢
江
の
北
側
地
域
は
降
神

巫
、
南
側
地
域
は
世
襲
巫
を
多
く
輩
出
し
た
。
世
襲
巫
は
家

業
と
し
て
祖
先
か
ら
代
々
受
け
継
が
れ
、
結
婚
も
世
襲
巫
の

家
系
同
士
で
す
る
。
全
国
的
に
見
た
分
布
地
域
と
し
て
は
主

と
し
て
漢
江
以
南
と
太
白
山
脈
の
東
側
の
地
域
、
お
よ
び
済

州
島
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
は
交
通
の
発
達
や
社
会
の
変

化
に
よ
り
、
そ
の
種
の
「
縄
張
り
」
も
か
な
り
少
な
く
な
り
、

降
神
巫
の
シ
ャ
ー
マ
ン
た
ち
は
活
動
で
き
る
と
こ
ろ
な
ら
ど

こ
で
も
出
向
い
た
り
転
居
し
た
り
す
る
の
で
、
こ
う
し
た
地

域
的
特
徴
は
か
な
り
薄
れ
て
き
て
い
る8

。

三
つ
め
の
特
徴
と
し
て
、
巫
病
・
跳
舞
・
神
託
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
を
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
基
本

要
件
で
あ
る
と
み
な
す
研
究
者
も
い
る9

。
こ
の
う
ち
巫
病
は
、

特
に
降
神
巫
の
巫
堂
が
必
ず
経
験
す
る
病
気
で
あ
る
。
長
年

患
っ
た
の
ち
に
そ
れ
を
治
療
す
る
儀
式
（
降
神
ク
ッ
）
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
認
め
ら
れ
る

（
第
2
節
で
詳
述
）。

そ
し
て
降
神
巫
に
は
独
特
の
踊
り
が
あ
る
。
最
初
は
と
て

も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
体
を
前
後
左
右
に
揺
ら
す
よ
う
に
動

か
す
が
、
神
が
か
り
が
進
む
と
、
か
な
り
激
し
く
小
刻
み
に

肩
を
上
下
さ
せ
る
。
狭
い
空
間
で
飛
び
跳
ね
る
よ
う
な
激
し

い
動
き
で
あ
る
（
第
4
節
で
詳
述
）。
降
神
す
る
と
コ
ン
ス
（
神

託
）
を
す
る
が
、
こ
れ
は
一
人
称
で
語
ら
れ
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。

2
巫
堂
の
種
類
と
巫
神
の
種
類

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
シ
ャ
ー
マ
ン
す
な
わ
ち
巫

堂
の
存
在
が
非
常
に
大
き
い
。
巫
堂
の
種
類
と
し
て
は
、
降

神
巫
と
世
襲
巫
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
降
神

巫
と
は
あ
る
日
突
然
神
が
か
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ン
に
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
世
襲
巫
と
は
親
か
ら
子
ど
も
へ
、
あ
る
い
は
結

婚
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
男
系
と
は
か
ぎ

ら
ず
、
舅
や
姑
が
巫
堂
で
、
嫁
が
あ
と
を
継
ぐ
と
い
う
場
合

も
し
ば
し
ば
あ
る
。

最
近
は
学
習
巫
と
い
っ
て
、
親
縁
関
係
に
は
な
い
が
、
巫

堂
の
仕
事
を
手
伝
う
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
術
法
・
技
法
を
身

に
つ
け
、
巫
堂
と
し
て
独
立
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
増
え
て

き
て
い
る
。
筆
者
が
二
〇
一
三
年
九
月
に
調
査
を
行
っ
た
時
、

ソ
ウ
ル
の
仁
王
山
に
あ
る
国
師
堂10

の
建
物
の
外
壁
に
、
ク
ッ

の
技
法
を
学
び
た
い
人
を
募
集
す
る
「
ソ
ウ
ル
ク
ッ
伝
授
所
」

の
広
告
が
貼
っ
て
あ
る
の
を
確
認
し
た
。
そ
こ
に
は
、
希
望

す
る
人
に
対
し
、
巫
儀
を
執
り
行
う
の
に
必
要
な
踊
り
、
歌
、

祭
儀
全
般
に
関
す
る
知
識
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
、
現
役
の
巫
堂

が
伝
授
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
た
。

巫
堂
に
は
男
性
と
女
性
が
お
り
、
伝
統
的
に
は
女
巫
の
方

が
よ
り
霊
力
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
人
数
で
い
え
ば
女
巫

が
男
巫
よ
り
多
い11

。
男
性
は
巫
楽
の
演
奏
者
と
し
て
女
巫
に

仕
え
る
こ
と
も
多
い
。
ま
た
世
襲
巫
や
学
習
巫
よ
り
は
降
神

巫
の
方
（
特
に
降
神
巫
の
中
で
も
降
神
し
た
ば
か
り
の
時
期
）
が

霊
力
が
高
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
巫
堂
や
占

い
師
の
看
板
に
は
「
処
女
菩
薩
」「
ア
ギ
（
初
経
を
迎
え
て
い
な

い
年
ご
ろ
を
指
す
。
そ
の
巫
堂
が
降
神
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
）」
を
名
乗
る
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
巫
堂
の
中
に

は
、
生
巫
と
熟
巫
が
お
り
、
生
巫
は
ま
だ
霊
験
（
以
下
に
述
べ

る
巫
堂
と
し
て
の
要
件
の
い
ず
れ
か
）
の
足
り
な
い
者
を
指
し12

、
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医
者
で
た
と
え
る
と
「
や
ぶ
医
者
」
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
熟
巫
と
い
う
の
は
経
験
が
あ
り
、

霊
験
も
高
く
、
病
気
を
治
す
の
も
厄
払
い
を
す
る
の
も
う
ま

い
者
を
指
し
て
い
る
。
典
型
的
か
つ
理
想
的
な
巫
堂
に
な
る

た
め
の
条
件
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
巫
病

と
い
う
独
特
の
病
気
を
患
う
こ
と
。
そ
し
て
自
身
の
家
に
神

を
祭
っ
て
い
る
空
間
、
つ
ま
り
神
堂
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
、
韓
国
語
で
ク
ッ
と
呼
ば
れ
て
い
る

巫
儀
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
初
め

て
巫
堂
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る13

。

三
つ
の
要
件
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
、
ま
ず
巫
病
の
特
徴

と
し
て
は
、
身
心
病
弱
で
消
化
不
良
、
喉
が
つ
か
え
て
呼
吸

が
で
き
な
い
と
い
う
症
状
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
偏
頭
痛
、
精

神
疾
患
、
幻
視
・
幻
聴
・
幻
覚
・
悪
夢
な
ど
の
症
例
、
ひ
ど

い
不
眠
症
な
ど
の
症
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る14

。
巫
病
は
、
病

院
で
検
査
や
治
療
を
し
て
も
原
因
が
わ
か
ら
ず
治
療
も
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
か
し
た
ら
降
神
の
兆

し
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
、
有
名
な
降
神
巫
に
頼
ん
で
「
入

巫
祭
ク
ッ
」
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
き
れ
い
に
治
っ
た
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
霊
力
の
高
い
降
神
巫
に
治
療
し
て

も
ら
っ
た
と
し
て
も
、
自
分
が
巫
堂
と
し
て
仕
事
を
続
け
な

い
限
り
、
病
気
が
再
発
し
て
苦
し
む
こ
と
に
な
る
と
い
う15

。

次
に
神
堂
に
つ
い
て
。
神
堂
と
は
、
巫
堂
に
憑
い
て
い
る

神
を
あ
が
め
る
空
間
で
あ
る
。
神
堂
の
内
部
は
、
寺
院
の
雰

囲
気
に
よ
く
似
て
お
り
、
仏
壇
に
似
た
飾
り
が
あ
る
。
そ
の

ほ
か
鏡
、
ろ
う
そ
く
、
燭
台
や
香
炉
は
必
須
ア
イ
テ
ム
で
あ

る
。
特
に
重
要
な
の
が
毎
朝
、
浄
寒
水
（
玉
水
・
清
水
）
と
い

う
清
い
水
を
捧
げ
る
儀
式
と
、
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
す
儀
式

で
あ
る
（
第
4
節
で
詳
述
）。
場
合
に
よ
っ
て
は
酒
、
ご
飯
、
汁

物
、
果
物
な
ど
も
捧
げ
、
神
に
礼
を
表
す
。

最
後
に
巫
儀
に
つ
い
て
。
巫
儀
と
し
て
は
決
ま
っ
た
巫
服

（
神
服
）
を
着
て
扇
と
鉄
の
鈴
を
両
手
に
持
ち
、
決
ま
っ
た
巫

楽
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
巫
歌
（
神
歌
）
を

唱
っ
た
り
す
る
。
こ
の
巫
歌
（
た
と
え
ば
「
バ
リ
公
主
神
話
」）

が
韓
国
文
献
神
話
の
原
型
に
当
た
る
と
さ
れ
、
従
来
研
究
の

対
象
に
な
っ
て
き
た16

。

巫
俗
的
な
儀
礼
（
ク
ッ
）
は
現
代
で
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
需
要
も
高
い
。
全
国
の
巫
堂
の
組
織
で
あ
る
大
韓

敬
神
連
合
会
に
加
入
し
て
い
る
巫
堂
の
数
だ
け
で
も
約
三
十

万
人
と
さ
れ
る17

。
こ
れ
に
加
入
し
て
い
な
い
巫
堂
や
、
易
術

人
と
呼
ば
れ
る
占
い
を
主
な
生
業
と
す
る
者
ま
で
入
れ
る
と
、

正
確
な
数
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
約
五
十
万
人
と
も
い
わ

れ
る
。
現
在
韓
国
の
人
口
が
約
五
千
万
人
な
の
で
、
約
一
パ

ー
セ
ン
ト
が
巫
堂
や
易
術
人
で
あ
る
計
算
に
な
る
。
興
味
深

い
こ
と
に
は
、
北
朝
鮮
に
も
巫
堂
が
存
在
し
、
占
卜
や
問
卜

を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
脱
北
者
た
ち
の
証
言

に
よ
る
と
、
脱
北
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
を
巫
堂
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
成
功
す
る
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
巫
病
に
か

か
っ
た
人
が
脱
北
後
、
韓
国
に
来
て
か
ら
降
神
ク
ッ
を
し
、
巫

堂
に
な
っ
た
例
が
あ
る18

。
た
だ
し
北
朝
鮮
の
巫
堂
は
巫
儀
は

行
わ
な
い
と
い
い
、
信
仰
の
様
態
は
韓
国
と
は
多
少
異
な
る

よ
う
で
あ
る
。

巫
俗
的
な
儀
式
を
行
う
目
的
は
、
い
ま
現
在
、
生
き
て
い

る
人
間
の
利
益
と
安
寧
の
た
め
で
あ
る
。
た
と
え
ば
死
霊
祭

の
場
合
は
、
死
ん
だ
人
の
魂
が
あ
の
世
へ
行
か
ず
に
こ
の
世

に
残
っ
て
い
る
と
、
生
き
て
い
る
人
に
不
幸
な
こ
と
、
病
気

や
災
い
が
起
こ
る
の
で
、
死
者
の
魂
を
慰
め
あ
の
世
へ
送
る

た
め
に
行
う
。
こ
の
目
的
は
、
仏
教
に
お
け
る
四
十
九
日
斎

に
よ
く
似
て
い
る
。
死
霊
祭
で
は
ま
ず
神
を
招
き
入
れ
て
、
巫

堂
が
踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
で
楽
し
ま
せ
る
。
最
後

に
は
神
を
元
の
場
所
へ
送
り
返
す
が
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は

そ
の
場
の
守
護
神
と
し
て
と
ど
ま
ら
せ
る
意
味
を
持
つ
と
解

釈
す
る
者
も
い
る19

。

3
ク
ッ
の
種
類
と
目
的
お
よ
び
特
徴

ク
ッ
の
種
類
は
多
種
多
様
で
、
す
べ
て
説
明
す
る
の
は
難

し
い
が
、
主
催
者
（
ク
ッ
を
依
頼
す
る
人
・
団
体
）
に
即
し
て
大

別
す
る
と
三
種
類
に
な
る
。
ま
ず
、
個
人
レ
ベ
ル
で
行
う
ク

ッ
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
庭
の
安
寧
と
幸
福
を
祈
り
、
お
金
が

た
く
さ
ん
稼
げ
る
よ
う
、
子
ど
も
が
出
世
で
き
る
よ
う
願
う

「
家
宅
ク
ッ
」
と
、
死
者
が
出
た
場
合
の
「
死
霊
祭
ク
ッ
」
に

分
け
ら
れ
る
。

次
に
村
落
や
地
域
社
会
で
行
う
ク
ッ
で
、
海
辺
で
は
「
豊

漁
祭
」、
農
村
で
は
「
豊
穣
祭
」、
干
ば
つ
な
ど
の
時
に
行
う

「
祈
雨
祭
」
な
ど
で
あ
る
。

世襲巫の神堂の内部（韓国・蔚山にて。2013年8月）
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三
つ
め
は
降
神
巫
だ
け
が
行
う
「
降
神
ク
ッ
」
で
あ
る
。
巫

堂
に
な
る
た
め
の
「
入
巫
祭
」
と
、
巫
堂
に
な
っ
て
か
ら
春
、

秋
に
定
期
的
に
自
分
に
憑
い
て
い
る
神
の
た
め
に
行
う
神
ク

ッ
と
し
て
の
「
進
爵
」
が
あ
る
（
第
4
節
で
詳
述
）。

次
に
、
こ
れ
は
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
特
徴
で
も
あ

る
が
、
巫
堂
は
依
頼
者
一
人
一
人
の
悩
み
や
状
況
に
合
わ
せ

て
ク
ッ
を
行
う
の
で
、
ク
ッ
の
種
類
や
目
的
は
依
頼
者
の
数

だ
け
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。
巫
堂
は
依
頼
者
の
悩

み
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
を
解
決
し
て
く
れ
そ
う
な
神
を
招
き

入
れ
、
仲
介
役
と
し
て
そ
の
神
と
対
話
を
す
る
。
依
頼
者
は

神
の
代
弁
者
と
し
て
変
身
し
て
い
る
巫
堂
に
、
そ
の
場
で
自

分
の
悩
み
を
い
ろ
い
ろ
と
打
ち
明
け
る
。
す
る
と
、
巫
堂
は

依
頼
者
と
対
話
す
る
か
た
ち
で
、
具
体
的
に
問
題
の
原
因
や

解
決
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
。

儀
式
に
登
場
す
る
神
、
あ
る
い
は
巫
堂
が
通
常
崇
め
て
い

る
神
、
あ
る
い
は
民
間
で
一
般
的
に
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て

い
る
神
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
自
然
神
系
統
と
人
神
系
統

に
分
け
ら
れ
る
。
人
間
の
生
活
に
関
わ
る
す
べ
て
の
場
所
に

神
が
宿
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
便
所
神
、
竈
に
宿
る
竈
王
神
、

井
戸
神
、
味
噌
甕
神
も
い
る
。
巫
神
の
最
高
神
と
し
て
は
天

神
が
あ
り
、
そ
の
次
に
上
層
神
と
し
て
日
月
星
神
・
帝
釈
神
・

七
星
神
が
あ
る
。
ま
た
中
層
神
と
し
て
地
上
の
山
神
・
龍

神
・
地
神
、
下
層
神
と
し
て
乞
食
神
・
下
卒
・
雑
鬼
な
ど
が

あ
る20

。
た
だ
し
、
ク
ッ
に
登
場
す
る
神
は
、
人
間
に
と
っ
て

必
ず
し
も
畏
怖
の
対
象
で
も
な
け
れ
ば
絶
対
的
で
超
越
的
な

存
在
で
も
な
い
。
神
は
人
間
次
第
で
変
え
ら
れ
る
曖
昧
な
存

在
で
あ
り
、
ク
ッ
を
行
う
こ
と
で
神
の
属
性
ま
で
変
え
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る21

。

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が

懇
願
す
れ
ば
神
の
方
が
合
わ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
時
代
や
地

域
、
社
会
の
変
化
に
し
た
が
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
神
が
登
場

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
儒
教
、
道
教
、
仏
教
の
神
も
い
れ
ば
、

近
代
以
降
は
キ
リ
ス
ト
教
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し

て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
や
聖
母
マ
リ
ア
を
守
護
神
と
し
て

崇
め
て
い
る
巫
堂
が
実
際
に
い
る
。
伝
統
的
に
は
、
高
麗
時

代
の
有
名
な
武
人
崔
瑩
将
軍
を
守
護
神
と
し
て
い
る
巫
堂
の

数
が
多
い
。
武
人
と
し
て
強
か
っ
た
た
め
、
問
題
解
決
能
力

が
一
番
高
い
と
さ
れ
、
一
般
家
庭
で
も
こ
の
神
の
絵
を
飾
り
、

悪
い
も
の
が
家
に
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
祈
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
ほ
か
変
わ
っ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
悲
劇
的
な
最
期

を
遂
げ
た
朴
正
煕
元
大
統
領
を
守
護
神
と
し
て
い
る
巫
堂
も

い
る
。
韓
国
で
は
、
こ
の
世
に
恨
み
を
残
し
て
死
ん
だ
人
に

は
何
か
を
解
決
で
き
る
強
い
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
将
軍
を
守
護
神
と
し

て
い
る
巫
堂
も
い
る
。
か
つ
て
朝
鮮
戦
争
の
時
代
に
、
韓
国

が
危
機
に
瀕
し
た
と
き
救
世
主
の
よ
う
に
現
れ
て
北
朝
鮮
軍

を
撃
退
し
て
く
れ
た
た
め
、
と
り
わ
け
力
強
く
あ
り
が
た
い

存
在
と
し
て
神
格
を
得
た
と
さ
れ
て
い
る22

。

4
巫
堂
の
身
心
変
容
技
法

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
巫
堂
は
神
の
降
臨

を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
具
や
技
法
を
用
い
て
通

常
の
人
間
か
ら
神
の
代
弁
者
へ
と
変
容
を
遂
げ
る
。
特
に
降

神
巫
の
場
合
は
、
降
神
ク
ッ
を
行
っ
た
段
階
で
す
で
に
通
常

の
人
間
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
一

般
的
に
は
巫
堂
は
ク
ッ
の
中
で
降
神
を
表
現
す
る
際
に
、
身

心
の
変
容
が
起
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
節
で
は
主
に
ソ
ウ
ル
地
域
の
降
神
巫
の
身
心
変
容
技
法

を
取
り
上
げ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
身
心
変
容
が
と
り

わ
け
降
神
巫
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
、
ソ
ウ
ル
地
域
が
降
神
巫

圏
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
韓
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中

心
と
し
て
巫
儀
の
需
要
が
最
も
多
い
こ
と
で
あ
る
。

身
心
変
容
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
は
、
巫
服
や
巫

儀
に
用
い
る
道
具
な
ど
「
ア
イ
テ
ム
の
力
」
と
、
巫
舞
・
巫

歌
・
空
唱
の
よ
う
な
独
特
な
身
体
表
現
、
そ
し
て
自
ら
の
霊

力
を
高
め
降
神
や
接
神
が
よ
く
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

「
自
己
浄
化
」
の
努
力
の
三
つ
が
あ
る
。
本
節
で
は
こ
の
三
つ

に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

4-

1　
アイ
テ
ム
の
力

巫
服
の
ほ
か
、
霊
力
の
あ
る
神
の
姿
を
描
い
た
巫
神
図
や
、

音
の
出
る
巫
具
、
た
と
え
ば
鉄
で
つ
く
ら
れ
た
鈴
、
扇
、
刀
、

鉈
、
三
枝
槍
、
銅
鑼
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
神
堂
に
供
え
る
浄

寒
水
（
玉
水
・
清
水
）、
ろ
う
そ
く
、
燭
台
、
香
炉
な
ど
が
あ

る
。①

巫
服

ク
ッ
は
一
日
で
終
わ
ら
ず
に
三
日
三
晩
続
い
た
り
、
一
週

間
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
少
な
く

と
も
十
二
着
以
上
の
巫
服
が
披
露
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
ほ
と

ん
ど
は
、
朝
鮮
王
朝
時
代
の
官
僚
の
服
や
、
勇
敢
な
将
軍
た

ち
が
着
て
い
た
服
、
あ
る
い
は
高
僧
の
服
か
ら
借
用
し
て
き

た
も
の
で
、
非
常
に
カ
ラ
フ
ル
で
派
手
で
あ
る
。
こ
の
巫
服

に
着
替
え
る
こ
と
で
ク
ッ
に
登
場
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
神
格
を

表
し
、ク
ッ
の
雰
囲
気
作
り
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
こ

の
よ
う
に
巫
服
が
神
格
を
表
す
こ
と
か
ら
神
服
と
も
い
い
、
巫

堂
が
さ
ま
ざ
ま
な
巫
服
を
着
る
こ
と
に
よ
っ
て
降
神
の
呪
術

的
な
力
が
増
す
と
信
じ
ら
れ
て
い
る23

。
さ
ら
に
一
般
人
も
巫

服
を
着
て
踊
る
と
幸
せ
な
気
分
に
な
り
、
降
神
す
る
こ
と
も

あ
る
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
巫
服
を
着
た
時
の
特
別
な
感
覚
を

巫
感
ま
た
は
舞
観
と
も
言
う24

。

一
方
、
巫
堂
が
着
る
服
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
人
の
服
も

ク
ッ
の
儀
式
で
、
神
を
降
臨
さ
せ
る
時
や
死
者
の
魂
を
呼
び

戻
す
（
あ
る
い
は
極
楽
へ
往
生
さ
せ
る
）
際
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
。
た
と
え
ば
一
六
四
〇
年
ご
ろ
記
さ
れ
た
『
天
倪
録
』
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の
記
事
に
よ
れ
ば
、
宋
公
と
い
う
官
吏
が
死
ん
だ
友
の
魂
を

呼
び
戻
し
て
ほ
し
い
と
女
巫
に
頼
ん
だ
ら
、
そ
の
た
め
に
は

宋
公
自
身
の
服
が
一
着
必
要
だ
と
言
わ
れ
、
半
信
半
疑
で
渡

し
た
と
こ
ろ
、
女
巫
が
そ
の
服
を
着
て
友
の
魂
を
呼
び
戻
し

た
と
い
う25

。
現
在
で
も
死
霊
祭
ク
ッ
な
ど
に
お
い
て
死
者
が

生
前
着
用
し
て
い
た
衣
服
は
、
巫
堂
の
降
神
・
接
神
つ
ま
り

身
心
変
容
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。

②
巫
神
図

巫
神
図
は
、
巫
堂
自
身
の
守
護
神
、
つ
ま
り
そ
の
巫
堂
に

憑
い
て
い
る
神
の
肖
像
画
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
巫
堂
の

霊
力
の
根
源
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る26

。
巫
神
図
は
、
本
来
は

巫
堂
が
降
神
ク
ッ
の
最
中
に
降
神
状
態
で
観
た
神
の
形
状
を
、

降
神
ク
ッ
の
後
に
、
民
間
の
画
家
に
頼
ん
で
描
い
た
も
の
で

あ
る
が27

、
近
年
は
既
製
品
を
用
具
店
か
ら
購
入
し
て
飾
る
場

合
も
あ
る
。
巫
堂
の
守
護
神
は
普
通
最
初
の
降
神
の
時
に
決

ま
る
と
さ
れ
る
が
、
一
人
の
巫
堂
が
守
護
神
を
複
数
持
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る28

。

特
徴
的
な
の
は
守
護
神
で
あ
る
巫
神
の
姿
が
、
人
間
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
龍
神
の
場
合
、

龍
そ
の
も
の
の
形
で
は
な
く
、
威
厳
あ
る
老
人
が
龍
に
乗
っ

て
雲
の
上
を
飛
ん
で
い
る
か
、
海
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
姿

が
描
か
れ
る
。
日
月
神
の
場
合
も
、
老
人
の
左
右
の
肩
の
上

に
太
陽
と
月
が
昇
っ
て
い
る
構
図
で
表
現
さ
れ
る29

。
巫
神
図

と
し
て
よ
く
見
か
け
る
山
神
の
場
合
も
、
白
髪
の
老
人
の
足

元
に
虎
が
伏
せ
て
い
る
姿
と
し
て
表
現
さ
れ
る
（
図
版
参
照
）。

巫
儀
は
こ
の
巫
神
図
が
飾
ら
れ
て
い
る
神
壇
の
前
で
行
う
。

巫
儀
の
規
模
が
大
き
い
場
合
は
神
壇

が
あ
る
部
屋
の
戸
を
開
け
て
縁
側
で

行
う
か
、
庭
の
方
で
行
う
こ
と
も
あ

る
。③

浄
寒
水
（
玉
水
・
清
水
）

巫
堂
は
自
身
の
守
護
神
が
宿
っ
て

い
る
神
聖
な
空
間
と
し
て
の
神
堂
を
、

毎
日
朝
晩
、
浄
寒
水
と
ろ
う
そ
く
の

火
で
清
め
る
。
本
来
は
井
戸
水
を
汲

ん
だ
も
の
を
浄
寒
水
と
し
て
捧
げ
神

に
礼
を
表
し
て
い
た
が
、
最
近
は
水

道
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
も
多
い30

。

水
は
洪
水
が
世
の
中
す
べ
て
を
押
し

流
す
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る31

。
ろ
う

そ
く
の
火
は
、
世
の
中
す
べ
て
を
燃

や
し
消
去
す
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い

る32

。
神
堂
を
清
め
る
こ
と
に
よ
り
、

守
護
神
の
機
嫌
が
よ
く
な
り
、
巫
堂

自
身
は
冴
え
た
精
神
状
態
に
な
っ
て

予
知
能
力
や
霊
力
を
よ
り
強
く
発
揮

で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

④
鉄
の
鈴

「
巫
堂
の
根
幹
は
扇
と
鈴
」
で
あ
る

「山神図」（金泰坤編『韓国の巫神図』悦話堂、1989年より）
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と
言
わ
れ
る
ほ
ど
重
要
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る33

。
巫
儀
の
最
初

に
神
を
呼
び
寄
せ
る
時
に
は
、
必
ず
鉄
の
鈴
を
左
手
に
持
っ

て
揺
ら
す
。
そ
う
し
な
い
と
神
が
来
て
く
れ
な
い
と
い
う
。
巫

具
に
は
地
域
差
が
あ
る
が
、
ク
ッ
の
行
わ
れ
る
頻
度
が
最
も

高
い
ソ
ウ
ル
地
域
で
は
、
鉄
の
鈴
が
七
個
付
い
て
い
る
「
七

星
鈴
」
を
用
い
る
。
三
つ
の
鈴
は
男
性
を
象
徴
し
、
四
つ
は

女
性
を
象
徴
し
て
い
る34

。
最
近
は
東
西
南
北
を
象
徴
す
る
十

字
架
型
の
枝
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
鈴
が
付
い
て
い
る
物
を

使
用
す
る
と
い
う35

。
鈴
の
中
に
小
さ
い
銅
の
玉
が
入
っ
て
い

て
揺
ら
す
と
音
が
出
る
が
、
そ
の
音
は
遠
く
ま
で
響
く
。
満

州
地
域
の
シ
ャ
ー
マ
ン
も
神
に
神
祀
を
捧
げ
る
時
に
同
様
の

金
鈴
を
使
用
し
て
お
り
、
両
者
は
同
じ
根
源
の
儀
礼
で
あ
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る36

。
鈴
の
使
い
方
と
し
て
は
、
左
手
に
鈴

を
持
っ
て
胸
の
高
さ
く
ら
い
で
鳴
ら
し
な
が
ら
神
の
来
臨
を

請
う
。
ま
た
神
の
言
葉
を
伝
え
る
コ
ン
ス
で
も
使
わ
れ
る
。

巫
堂
が
コ
ン
ス
を
す
る
時
は
、
鈴
を
胸
の
高
さ
く
ら
い
で
揺

ら
し
な
が
ら
精
神
を
集
中
さ
せ
る37

。
コ
ン
ス
の
長
さ
は
短
い

セ
リ
フ
の
よ
う
に
区
切
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
一
区
切
り
ご

と
に
鈴
を
鳴
ら
し
て
、
ク
ッ
に
集
ま
っ
て
い
る
人
々
の
注
意

を
喚
起
す
る
役
割
も
あ
る38

。

⑤
扇

ク
ッ
で
使
う
扇
は
骨
が
五
十
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
五
十
竹

扇
と
も
呼
ば
れ
る
。
最
近
は
作
り
が
簡
素
に
な
り
二
十
二
、

二
十
四
、
二
十
七
本
程
度
に
減
っ
た
と
い
う
。
ソ
ウ
ル
地
域

の
ク
ッ
で
は
、
二
種
類
の
扇
が
使
わ
れ
る
。
白
色
の
素
扇
と

花
扇
（
ま
た
の
名
を
三
仏
帝
釈
扇
）
で
あ
る
。
素
扇
は
素
饌
が

供
え
ら
れ
る
仏
師
（
釈
尊
）、
七
星
、
帝
釈
の
コ
リ39

で
使
わ
れ
、

花
扇
は
そ
れ
以
外
の
コ
リ
で
使
わ
れ
る
。
花
扇
に
は
三
仏
の

像
が
あ
る
が
、
極
楽
を
象
徴
す
る
阿
弥
陀
仏
が
中
央
に
、
そ

の
左
に
は
観
世
音
菩
薩
、
右
に
は
大
勢
至
菩
薩
が
描
か
れ
て

い
る40

。
巫
堂
が
ク
ッ
を
行
う
時
、
三
仏
の
描
か
れ
て
い
る
扇

を
持
っ
て
降
神
を
請
願
す
る
の
は
、
巫
俗
と
仏
教
が
混
合
さ

れ
た
証
拠
で
あ
る
と
い
う41

。
最
近
は
、
三
仏
の
像
の
左
右
に

塔
、
松
の
木
、
日
月
、
雲
、
蓮
花
、
虹
な
ど
が
描
か
れ
て
い

る
も
の
を
使
用
す
る
。
日
月
、
雲
な
ど
は
神
格
が
高
い
神
を
、

松
の
木
は
神
の
根
本
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う42

。
ク
ッ
の
冒

頭
で
扇
を
広
げ
て
神
の
来
臨
を
請
い
、
扇
で
供
え
物
の
上
を

一
回
撫
で
、
ク
ッ
の
コ
リ
を
終
わ
ら
せ
る
時
も
供
え
物
の
上

を
一
回
撫
で
る
。
前
者
は
扇
に
降
臨
し
た
神
が
供
え
物
や
お

香
を
食
べ
る
こ
と
を
意
味
し
、
後
者
は
神
が
立
ち
去
る
こ
と

を
意
味
す
る
と
い
う43

。
さ
ら
に
ソ
ウ
ル
地
域
の
死
霊
祭
ク
ッ

で
は
、
巫
歌
の
主
人
公
で
あ
り
巫
祖
神
の
神
格
を
持
つ
バ
リ

公
主
を
招
き
入
れ
た
巫
堂
が
、
扇
に
描
か
れ
た
絵
を
内
側
に

し
て
広
げ
、
自
分
の
顔
に
当
て
左
に
一
回
転
し
た
後
、
絵
の

面
を
外
側
に
し
て
胸
の
高
さ
で
広
げ
て
一
回
転
す
る
。
そ
の

後
、
扇
を
畳
ん
で
左
腕
を
撫
で
、
右
肩
に
掛
け
、
半
歩
退
い

て
前
へ
進
む
。
こ
れ
は
死
者
の
魂
を
扇
に
包
む
こ
と
を
象
徴

し
て
い
る
が
、
絵
を
内
側
に
す
る
の
は
、
魂
が
巫
堂
の
方
へ

来
る
こ
と
を
願
う
意
味
で
、
外
側
に
す
る
の
は
、
魂
が
降
臨

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
降
臨
し
た
死
者
の
魂
を
肩
に
迎
え

入
れ
、
半
歩
退
く
こ
と
で
、
そ
の
魂
が
バ
リ
公
主
の
後
を
し

っ
か
り
つ
い
て
く
る
よ
う
に
さ
せ
る44

。

こ
の
よ
う
に
ク
ッ
の
冒
頭
や
死
霊
祭
ク
ッ
で
、
こ
の
扇
を

右
手
に
持
っ
て
使
う
の
は
、
三
仏
と
高
い
神
格
の
力
を
借
り

る
こ
と
で
、
巫
堂
の
身
心
変
容
す
な
わ
ち
降
神
を
実
現
し
や

す
く
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
扇
と
鈴
は
巫
堂
の
入
巫
儀
礼
に
お
い
て
も
重
要
な
ア

イ
テ
ム
で
あ
る
。
巫
堂
に
な
る
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
た
人
々

は
自
ら
を
「
扇
と
鈴
を
持
つ
人
」
と
表
現
す
る
。
隠
さ
れ
て

い
る
扇
と
鈴
を
見
つ
け
出
す
か
、
夢
の
中
で
「
扇
と
鈴
を
手

に
持
つ
」
こ
と
を
予
言
さ
れ
た
こ
と
で
、
巫
堂
に
な
っ
た
事

例
が
報
告
さ
れ
て
い
る45

。

⑥
刃
物

巫
堂
が
よ
く
用
い
る
も
の
と
し
て
刃
物
が
あ
る
。
巫
堂
は

霊
力
や
降
神
の
証
と
し
て
、
刀
を
持
っ
て
自
分
の
霊
力
を
披

露
す
る
こ
と
が
あ
る
。
自
分
の
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
刃
を
あ
て
る
が
、
血
が
出
た
り
け
が
を
す
る
こ
と
は
め
っ

た
に
な
い
。
筆
者
は
か
つ
て
斫

し
ゃ
く

刀と
う

（
押
し
切
り
の
こ
と
）
の
上

を
素
足
で
歩
く
巫
堂
の
姿
を
見
た
こ
と
が
あ
る46

。
ま
た
刃
物

に
は
悪
い
も
の
を
撃
退
す
る
力
が
あ
り
、
ク
ッ
で
悩
み
や
病

気
を
抱
え
て
い
る
人
に
包
丁
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
で
、
悪
い

も
の
が
逃
げ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る47

。
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独
特
な
身
体
表
現

①
巫
舞

巫
舞
は
、
巫
堂
が
自
ら
の
意
識
を
徐
々
に
高
め
て
い
く
た

め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
最
初
は
巫
楽
の
「
挙
床
長
短48

」

に
合
わ
せ
て
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
体
を
前
後
左
右
に
揺
ら
し

て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
動
き
が
早
く
小
刻
み
に
な
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
踵
を
上
げ
な
が
ら
跳
ぶ
よ
う
に
体
を
上
下
さ
せ
る
。

こ
の
種
の
跳
舞
は
降
神
巫
で
あ
れ
ば
誰
で
も
踊
る
も
の
で
あ

る
。
ソ
ウ
ル
地
域
の
ク
ッ
の
基
本
と
な
る
跳
舞
は
「
三
進
三

退
」
と
い
い
、
右
足
を
左
に
、
左
足
を
右
に
互
い
違
い
に
踏

み
な
が
ら
三
角
形
を
描
き
な
が
ら
踊
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ク
ッ

の
コ
リ
は
「
挙
床
長
短
」
に
合
わ
せ
て
こ
の
踊
り
か
ら
始
め

る
。
片
足
を
一
回
踏
み
出
し
て
か
ら
も
う
一
方
の
片
足
は
踏

む
の
で
は
な
く
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
す
る
。
途
中
、
円
を
描

く
よ
う
に
回
っ
た
り
も
す
る
。
腕
の
振
り
方
は
主
に
上
着
の

袖
口
を
両
手
で
握
り
互
い
違
い
に
上
下
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う

な
踊
り
は
コ
ン
ス
直
前
に
な
る
と
、
速
い
長
短
に
合
わ
せ
て

膝
を
少
し
ず
つ
動
か
し
な
が
ら
踵
の
み
を
上
げ
る
。
こ
の
動

き
が
さ
ら
に
速
く
激
し
く
な
り
、
巫
楽
が
最
高
潮
に
達
す
る

と
、
全
身
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
高
く
跳
び
は
ね
る
。
こ
の
よ

う
な
踊
り
は
神
を
楽
し
ま
せ
る
意
味
を
持
ち
、
娯
神
舞
と
も

呼
ば
れ
る
。
活
発
で
威
風
堂
々
と
し
た
様
を
表
す
動
作
が
多

い
。
踊
り
の
動
作
が
大
き
く
い
く
ら
か
威
圧
的
な
の
は
、
ソ
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ウ
ル
地
域
ク
ッ
の
主
宰
者
が
降
神
巫
だ
か
ら
で
、
降
神
巫
の

踊
り
は
世
襲
巫
の
踊
り
に
比
べ
て
芸
術
性
が
低
い
と
評
価
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る49

。

ク
ッ
の
一
部
始
終
は
ク
ッ
の
観
客
に
見
ら
れ
て
い
る50

。
も

と
も
と
ク
ッ
と
い
う
儀
式
は
、
集
ま
っ
た
人
々
が
巫
堂
の
接

神
の
過
程
を
見
守
り
、
儀
式
の
最
後
に
は
祭
壇
に
供
え
た
食

べ
物
を
分
か
ち
合
っ
て
一
緒
に
飲
食
し
、
踊
っ
て
歌
っ
て
楽

し
む
と
い
う
流
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
巫
堂
の
役
割
は
そ

の
場
に
来
て
い
る
人
々
の
感
情
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
り
、

現
代
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
に
、
上
手
に

歌
い
踊
り
人
々
の
心
を
つ
か
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巫
堂
自
身
が
興
奮
し
降
神
し
や
す
い
状

態
に
な
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
効
果
的
な
巫
楽
に
よ
っ
て
、

巫
堂
が
神
が
か
り
し
や
す
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

②
巫
歌

巫
堂
が
神
と
接
触
す
る
た
め
に
は
、
神
を
ク
ッ
の
場
に
呼

び
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
常
に
成
功
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
定
形
化
さ
れ
た
巫
歌

を
ベ
ー
ス
に
、
神
の
意
を
巫
歌
に
反
映
し
て
コ
ン
ス
を
す
る

と
い
う51

。
神
を
呼
び
入
れ
る
力
を
持
つ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

の
が
巫
歌
で
あ
る
。
巫
歌
は
ク
ッ
に
お
い
て
、
死
者
の
魂
や

生
き
て
い
る
人
間
の
安
寧
と
幸
福
の
た
め
、
巫
堂
に
よ
っ
て

唱
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
一
つ
の
ク
ッ
の
中
で
も
趣
旨
や
内

容
の
異
な
る
複
数
の
巫
歌
が
唱
わ
れ
る
が
、
お
よ
そ
十
系
統

あ
る
巫
歌
を
大
別
す
る
と
三
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
は
、
特
定
の
神
話
的
人
物
を
主
人
公
と
し
、
起
承
転
結
の

説
話
的
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
叙
事
的
類
型
の
巫
歌
で
あ
る
。

「
バ
リ
公
主
神
話
」
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
第
二
は
、
民
謡
、

俗
歌
か
ら
歌
詞
を
借
用
し
た
叙
情
的
類
型
の
巫
歌
で
あ
る
。

第
三
は
、
神
統
が
羅
列
さ
れ
天
地
生
成
に
関
す
る
叙
述
が
あ

り
、
人
間
の
望
み
を
神
に
伝
え
、
神
の
意
を
人
間
に
伝
え
る

内
容
陳
述
型
の
巫
歌
で
あ
る52

。
こ
れ
ら
の
巫
歌
は
、
た
と
え

ば
同
じ
「
バ
リ
公
主
神
話
」
で
も
地
域
に
よ
っ
て
唱
わ
れ
る

内
容
の
細
部
が
異
な
り
、
題
名
や
登
場
人
物
の
名
前
も
統
一

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
同
じ
地
域
で
も
、
こ
れ
を
伝
承
す
る

巫
堂
に
よ
っ
て
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
そ
の
内
容
に
変

化
が
生
じ
る
。
巫
歌
は
世
態
を
敏
感
に
反
映
し
、
常
に
時
代

と
と
も
に
変
貌
を
繰
り
返
し
て
き
た
た
め
、
内
容
的
に
古
い

要
素
と
新
し
い
要
素
が
混
在
し
て
い
る53

。
巫
堂
が
神
母
（
降

神
ク
ッ
を
し
て
く
れ
た
巫
堂
）
の
助
手
を
し
な
が
ら
複
数
の
巫

歌
を
覚
え
、
ク
ッ
を
一
人
で
主
宰
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
に
、
最
低
十
年
く
ら
い
の
期
間
が
必
要
だ
と
さ

れ
る54

。
③
空
唱

降
神
の
前
触
れ
、
つ
ま
り
合
図
の
よ
う
な
も
の
で
、
巫
堂

に
神
が
降
臨
し
、
巫
堂
が
神
の
声
を
発
す
る
こ
と
の
証
と
さ

れ
て
い
る
。
口
笛
に
似
た
よ
う
な
、
腹
部
の
深
い
と
こ
ろ
か

ら
息
を
吐
き
出
す
よ
う
な
、
い
く
ら
か
不
気
味
な
音
で
、
神

託
の
前
に
は
必
ず
こ
の
音
を
出
す
。
そ
の
あ
と
に
、
巫
堂
が

急
に
人
格
が
変
わ
っ
た
よ
う
な
別
人
の
声
で
話
し
出
す
。
巫

堂
が
神
の
声
を
代
弁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
空
唱
」
は
女
性

の
シ
ャ
ー
マ
ン
が
よ
く
用
い
る
と
さ
れ
、
ク
ッ
以
外
に
も
占

い
の
時
な
ど
に
同
様
に
降
神
の
前
触
れ
と
な
る
。

4-

3　
「
自
己
浄
化
」の
努
力

巫
堂
は
自
分
の
霊
力
を
高
め
、
降
神
を
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
春
、
秋
に
定
期
的
に
自
分
に
憑
い
て
い
る
神
を
崇
め

る
「
神
ク
ッ
」
を
行
う
。
こ
れ
を
「
進
爵55

」
と
い
う
。
進
爵

は
本
来
季
節
の
い
い
時
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
莫
大
な
経

費
と
労
力
が
か
か
る
た
め
、
最
近
は
三
年
に
一
回
、
五
年
に

一
回
し
か
行
わ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
た
だ
し
経
済
的
に
余

裕
が
あ
る
巫
堂
は
毎
年
行
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う56

。

定
期
的
に
行
う
神
ク
ッ
（
進
爵
）
の
ほ
か
に
、
自
己
浄
化
の

た
め
の
日
常
的
な
修
練
も
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
毎
日
朝

晩
、
浄
寒
水
を
自
分
に
憑
い
て
い
る
神
に
捧
げ
て
お
祈
り
を

す
る
が
、
巫
堂
自
身
の
幸
せ
を
祈
っ
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ

る
。
も
し
自
分
の
幸
せ
を
願
え
ば
神
が
怒
っ
て
自
分
か
ら
去

っ
て
い
く
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
巫
堂
の
役
割
は
世
の
人
々

の
幸
せ
を
祈
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
巫
堂
が
神
に
祈
る
内
容

も
そ
の
範
囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
定
期
的
に
深
い
山
の
中
や
海
辺
へ
行
っ
て
徹
夜
で
祈

禱
を
す
る
。
自
然
の
中
で
自
分
を
浄
化
し
、
修
練
す
る
た
め

で
あ
り
、
こ
れ
を
続
け
な
い
と
霊
力
が
失
わ
れ
、
自
分
自
身

も
病
気
に
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
日
常
を
離
れ
一
心
に

祈
る
こ
と
で
あ
る
種
の
カ
タ
ル
シ
ス
を
感
じ
る
の
で
、
町
へ

戻
っ
て
か
ら
さ
ら
に
力
強
く
仕
事
が
で
き
る
と
証
言
す
る
巫

堂
が
多
い
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
巫

堂
の
存
在
は
非
常
に
大
き
く
、
巫
堂
が
降
神
・
接
神
の
過
程

で
身
心
変
容
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
や
方

法
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
現
世
を
生
き
る
人
々
の
要
求

に
合
わ
せ
る
こ
と
で
生
き
残
っ
て
き
た
側
面
が
あ
る
。
た
と

え
ば
今
日
の
高
学
歴
社
会
を
反
映
し
、
大
学
受
験
前
に
ど
の

大
学
・
ど
の
学
科
に
出
願
す
れ
ば
よ
い
か
を
巫
堂
や
易
術
家

に
尋
ね
る
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
選
挙
の
時
期
に

な
る
と
、
国
会
議
員
か
ら
地
方
議
会
議
員
ま
で
、
当
選
の
た

め
の
祈
願
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
請
う
。
現
在
の
朴
槿
恵
大
統
領

も
、
大
統
領
選
挙
前
に
一
億
五
千
万
ウ
ォ
ン
（
約
千
五
百
万

円
）
の
巨
費
を
投
じ
て
ク
ッ
を
依
頼
し
た
と
い
う
報
道
が
あ

っ
た
く
ら
い
で
あ
る57

。
神
に
縋
る
心
が
強
い
こ
と
が
、
現
代

韓
国
人
の
特
徴
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
巫
堂
は
そ
の
よ
う
な
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人
々
に
応
え
る
社
会
的
使
命
を
担
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
巫
堂
は
自
己
の
霊
力
を
高
め
る
た
め
、
日
々

怠
る
こ
と
な
く
自
己
浄
化
・
自
己
陶
冶
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が
、
巫
堂
の
存
在
意
義
や
存
在
価
値
を

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

非
日
常
の
空
間
で
あ
る
ク
ッ
の
中
で
見
ら
れ
る
身
体
表
現

は
、
そ
の
性
格
上
文
字
で
表
す
こ
と
が
難
し
く
、
実
際
の
ク

ッ
に
参
加
す
る
こ
と
で
初
め
て
共
有
で
き
る
感
覚
な
ど
が
多

い
。
今
日
、
韓
国
各
地
域
で
日
常
的
に
行
わ
れ
る
ク
ッ
は
動

画
サ
イ
ト
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
日
本
人

研
究
者
に
は
ま
ず
こ
れ
ら
を
見
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た

い
。
ま
た
、
本
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
は
大
き
く
見
れ
ば
沖
縄
・
九
州
や
、
東
北
・
北
海
道
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
同
系
統
で
あ
る
と
さ
れ
る
た
め
、
身
心

変
容
技
法
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
て
比
較
研
究
を
進
め
る

こ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
今
後
こ
の
点
を
視
野
に
入

れ
て
引
き
続
き
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

注1
　
巫
堂
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
が
行
う
神
祀
の
総
称
を
ク
ッ
と
い
う
。

ク
ッ
と
は
朝
鮮
語
で
良
く
な
い
こ
と
や
苦
労
が
多
い
こ
と
を

指
す
。
巫
堂
が
行
う
神
祀
の
目
的
が
凶
事
や
災
害
を
防
ぎ
取

り
払
う
こ
と
に
あ
る
た
め
こ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
と
さ

れ
る
。
李
能
和
『
朝
鮮
巫
俗
考
』（
東
文
選
、
一
九
九
一
年
。

初
出
：『
啓
明
』
第
十
九
号
、
啓
明
倶
楽
部
、
一
九
二
七
年
）

四
四
頁
下
段
。

2
　
た
と
え
ば
二
〇
〇
九
年
一
月
二
十
日
に
ソ
ウ
ル
の
龍
山
地
区

の
再
開
発
を
め
ぐ
り
、
撤
去
予
定
地
の
建
物
内
で
籠
城
し
て

い
た
人
々
が
、
警
察
の
強
硬
鎮
圧
の
際
に
発
生
し
た
火
災
で

死
亡
し
た
（
龍
山
惨
事
）。
悲
劇
的
な
事
件
に
よ
っ
て
命
を

落
と
し
た
人
々
の
た
め
、
そ
の
約
二
カ
月
後
の
三
月
二
十
一

日
に
、
黄
海
道
地
域
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
キ
ム
・
メ
ム
ル
万
神

に
よ
る
死
霊
祭
ク
ッ
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
現

代
の
韓
国
で
は
、
社
会
的
弱
者
や
、
公
共
施
設
に
お
け
る
不

慮
の
事
故
の
犠
牲
者
等
の
た
め
、
死
霊
祭
ク
ッ
が
し
ば
し
ば

行
わ
れ
る
。

3
　
金
泰
坤
「
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
定
義
」
韓
国
民
俗
学
会

編
『
巫
俗
信
仰
』（
韓
国
民
俗
学
学
術
叢
書
四
）
二
〇
〇
八

年
、
一
八
三
頁
。

4
　
ダ
ン
ゴ
ル
と
は
主
に
ソ
ウ
ル
地
域
に
お
い
て
、
特
定
の
巫
堂

の
信
者
で
あ
る
人
々
の
こ
と
を
い
う
（
ダ
ン
グ
ル
と
も
称
す

る
）。
全
羅
道
一
帯
で
は
世
襲
巫
の
こ
と
を
ダ
ン
ゴ
ル
ネ
と

い
う
。

5
　H

. G
. U

nderwood, The Call of Korea , Flem
ing H

. Revell, 
N

ew York, 1908

やC
. A

. C
lark, Shamanism

: Religion of O
ld 

Korea , Flem
ing H

. Revell, N
ew York, 1932

な
ど
。

6
　
巫
経
は
、
簡
単
で
粗
雑
な
呪
文
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
が
、

宇
宙
の
理
を
構
造
化
し
た
五
行
や
、
仏
教
の
真
言
を
取
り
入

れ
た
も
の
、
呪
術
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
辟
兵
や
占
星
の

原
理
を
取
り
入
れ
た
も
の
も
あ
る
。
安
サ
ン
ギ
ョ
ン
『
座
ク

ッ

―
巫
経
』
民
俗
苑
、
二
〇
〇
九
年
、
二
一
頁
。

7
　
道
教
・
仏
教
・
民
間
信
仰
な
ど
で
、
禍
を
防
ぎ
悪
鬼
を
追
い

払
う
た
め
に
、
紙
に
朱
書
き
で
字
や
絵
を
描
い
て
身
に
付
け

る
か
、
ま
た
は
家
の
中
に
貼
っ
て
お
く
物
。

8
　
車
オ
ク
ス
ン
『
韓
国
人
の
宗
教
経
験

―
巫
教
』
瑞
光
社
、

一
九
九
七
年
、
一
八
頁
。
崔
ジ
ュ
ン
シ
ク
『
巫
教

―
権
力

に
追
い
や
ら
れ
た
韓
国
人
の
根
本
信
仰
』
図
書
出
版
モ
シ
ヌ

ン
サ
ラ
ム
ト
ル
、
二
〇
一
二
年
、
二
一
頁
。
チ
ョ
・
チ
ョ
ン

ホ
『
韓
国
文
化
と
教
育
の
原
形
を
探
し
て
い
く
巫
俗
現
地
調

査
方
法
と
研
究
事
例
』（
韓
国
巫
俗
学
会
学
術
叢
書
五
）
民

俗
苑
、
二
〇
〇
二
年
、
一
二
二
頁
。

9
　
崔
吉
城
『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
弘
文
堂
、
一
九
八
四

年
、
二
〇
頁
。

10
　
国
師
堂
と
は
朝
鮮
王
朝
を
建
て
た
太
祖
李
成
桂
が
都
を
現
在

の
ソ
ウ
ル
に
定
め
た
後
、
北
岳
山
と
南
山
の
頂
上
（
現
在
の

八
閣
亭
が
あ
る
と
こ
ろ
）
に
都
の
守
護
神
社
と
し
て
造
っ
た

祠
堂
で
あ
る
。
し
か
し
、
植
民
地
時
代
に
朝
鮮
総
督
府
が
南

山
の
麓
に
朝
鮮
神
宮
を
建
て
る
た
め
、
一
九
二
五
年
ご
ろ
現

在
の
仁
王
山
の
中
腹
に
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。
移
転
地
と
し
て

仁
王
山
が
選
ば
れ
た
の
は
、
太
祖
と
太
祖
の
師
匠
で
あ
っ
た

無
学
大
師
が
か
つ
て
祈
禱
を
し
た
場
所
だ
か
ら
だ
と
い
う
。

11
　
朝
鮮
語
で
女
巫
を
巫
堂
、
万
神
、
巫
と
い
う
。
巫
と
い
う
言

葉
は
女
巫
、
男
巫
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
男
巫

を
指
す
言
葉
と
し
て
覡
と
い
う
字
が
使
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
時
代
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
（
前
掲
『
朝
鮮
巫
俗
考
』
一
―二
頁
）。
こ
の
こ
と

か
ら
巫
の
世
界
は
女
巫
中
心
で
あ
る
と
言
え
る
。

12
　
崔
吉
城
『
韓
国
巫
俗
の
研
究
』
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
七
八

年
、
一
四
―一
五
頁
。 

13
　
同
右
、
一
四
頁
。 

14
　
金
仁
会
『
韓
国
巫
俗
思
想
研
究
』
集
文
堂
、
一
九
八
七
年
、

一
九
八
―一
九
九
頁
。

15
　
前
掲
『
韓
国
人
の
宗
教
経
験

―
巫
教
』（
三
三
―一
〇
一

頁
）
で
は
、
十
四
名
の
降
神
巫
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
巫

病
・
降
神
ク
ッ
に
関
す
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

16
　
筆
者
も
神
話
研
究
の
資
料
と
し
て
巫
歌
に
注
目
し
、『
朝
鮮

の
口
伝
神
話

―
「
バ
リ
公
主
神
話
」
集
』（
和
泉
書
院
、
一

九
九
八
年
）
お
よ
び
『
朝
鮮
神
話
の
源
流

―
「
バ
リ
公
主

神
話
」
と
「
ダ
ン
ク
ン
神
話
」
を
巡
っ
て
』（
春
風
社
、
二

〇
一
二
年
）
を
発
表
し
た
。

17
　
大
韓
敬
神
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。U

R
L:http://

w
w

w.kyungsin.co.kr/

（
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
三
日
参

照
）。

18
　
前
掲
『
巫
教

―
権
力
に
追
い
や
ら
れ
た
韓
国
人
の
根
本
信

仰
』、
一
三
七
―一
三
八
頁
。

19
　
崔
ジ
ュ
ン
シ
ク
に
よ
る
と
、
ク
ッ
の
儀
式
は
「
不
浄
コ
リ
ク

ッ
」
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
不
浄
な
も
の
、
雑
神
や
悪
神

な
ど
を
追
い
払
い
、
そ
の
場
を
浄
化
し
た
あ
と
、
正
神
、
大

神
を
降
臨
さ
せ
る
た
め
に
、
巫
堂
が
巫
歌
を
唱
い
な
が
ら
酒

を
撒
く
。
無
事
ク
ッ
全
体
が
終
わ
っ
た
後
、
巫
堂
は
杖
鼓
を

叩
き
、
唱
い
な
が
ら
追
い
払
っ
た
雑
神
や
悪
神
を
呼
び
戻
し
、

機
嫌
を
取
り
も
っ
て
そ
の
場
に
と
ど
ま
ら
せ
る
と
い
う
。
前

掲
『
巫
教

―
権
力
に
追
い
や
ら
れ
た
韓
国
人
の
根
本
信

仰
』、
五
五
―五
七
頁
。

20
　
金
泰
坤
「
巫
神
図
と
巫
俗
思
考
」
金
泰
坤
編
『
韓
国
の
巫
神

図
』
悦
和
堂
、
一
九
八
九
年
、
三
二
頁
。

21
　
前
掲
『
朝
鮮
の
口
伝
神
話

―
「
バ
リ
公
主
神
話
」
集
』、
一

五
―一
六
頁
。

22
　
前
掲
『
巫
教

―
権
力
に
追
い
や
ら
れ
た
韓
国
人
の
根
本
信

仰
』、
七
七
―七
九
頁
。

23
　
前
掲
『
韓
国
巫
俗
の
研
究
』、
一
七
頁
。
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24
　
趙
興
胤
『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版

部
、
一
九
九
九
年
、
一
一
〇
―一
一
一
頁
。

25
　
前
掲
『
朝
鮮
巫
俗
考
』、
三
五
頁
上
段
。

26
　
前
掲
「
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
定
義
」、
一
七
〇
頁
。

27
　
前
掲
「
巫
神
図
と
巫
俗
思
考
」、
二
九
頁
。

28
　
前
掲
「
韓
国
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
定
義
」、
一
七
〇
頁
。

29
　
崔
ウ
ン
シ
ク
「
占
卜
信
仰
に
表
れ
た
民
間
信
仰
の
形
態
と
原

理
」
金
泰
坤
ほ
か
『
韓
国
文
化
の
原
本
思
考
』
民
俗
苑
、
一

九
九
七
年
、
三
〇
五
頁
。

30
　
空
間
浄
化
や
厄
払
い
の
た
め
の
儀
式
な
ど
で
は
、
水
の
代
わ

り
に
酒
（
主
と
し
て
焼
酎
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
理
由
は
、
酒
は
水
と
同
類
で
あ
り
な
が
ら
、
揮
発
性
を
持

つ
た
め
濡
れ
た
り
汚
れ
た
り
し
な
い
利
点
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

31
　
孫
晋
泰
『
朝
鮮
民
族
説
話
の
研
究
』
乙
酉
文
化
社
、
一
九
四

七
年
、
八
頁
。

32
　
金
泰
坤
「
韓
国
巫
歌
の
原
形
」『
口
碑
文
学
』
三
、
韓
国
精

神
文
化
研
究
院
、
一
九
八
〇
年
、
六
七
頁
。

33
　
李
明
淑
「
ソ
ウ
ル
地
域
巫
具
の
神
話
・
儀
礼
的
機
能
研
究
：

扇
・
鈴
・
大
臣
刀
を
中
心
に
」
韓
国
巫
俗
学
会
編
『
巫
具
の

理
解
』
民
俗
苑
、
二
〇
一
一
年
、
三
五
頁
。

34
　
趙
興
胤
『
韓
国
の
巫
』
正
音
社
、
一
九
八
三
年
、
八
〇
頁
。

35
　
前
掲
「
ソ
ウ
ル
地
域
巫
具
の
神
話
・
儀
礼
的
機
能
研
究
：

扇
・
鈴
・
大
臣
刀
を
中
心
に
」
三
七
頁
。

36
　
前
掲
『
朝
鮮
巫
俗
考
』、
四
一
頁
下
段
―四
二
頁
上
段
。

37
　
前
掲
「
ソ
ウ
ル
地
域
巫
具
の
神
話
・
儀
礼
的
機
能
研
究
：

扇
・
鈴
・
大
臣
刀
を
中
心
に
」、
四
五
頁
。

38
　
同
右
、
四
七
頁
。

39
　
ク
ッ
を
構
成
す
る
単
位
を
コ
リ
（
巨
里
）
と
い
い
、
そ
れ
ぞ

れ
迎
え
入
れ
る
神
が
異
な
っ
て
い
る
。
通
常
は
十
二
コ
リ
、

あ
る
い
は
二
十
四
コ
リ
で
一
つ
の
ク
ッ
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
『
朝
鮮
の
口
伝
神
話

―
「
バ
リ
公
主
神
話
」
集
』、
一

九
頁
。

40
　
前
掲
『
朝
鮮
巫
俗
考
』、
四
一
頁
下
段
。

41
　
同
右
、
四
二
頁
上
段
。

42
　
前
掲
「
ソ
ウ
ル
地
域
巫
具
の
神
話
・
儀
礼
的
機
能
研
究
：

扇
・
鈴
・
大
臣
刀
を
中
心
に
」、
三
七
頁
。

43
　
同
右
、
四
五
頁
。

44
　
同
右
、
五
三
頁
。

45
　
同
右
、
三
八
―四
二
頁
。

46
　
西
海
岸
ペ
ヨ
ン
シ
ン
ク
ッ
・
大
同
ク
ッ
の
芸
能
保
有
者
金
錦

花
巫
堂
の
巫
儀
を
見
た
。
金
錦
花
氏
は
重
要
無
形
文
化
財
第

八
二
号
に
認
定
さ
れ
て
い
る
（
日
本
の
人
間
国
宝
に
相
当
）。

47
　
前
掲
『
韓
国
文
化
と
教
育
の
原
形
を
探
し
て
い
く
巫
俗
現
地

調
査
方
法
と
研
究
事
例
』、
七
四
頁
。

48
　
朝
鮮
王
朝
時
代
の
宮
中
音
楽
「
挙
床
楽
」
に
由
来
す
る
音
楽

で
あ
る
。「
挙
床
楽
」
は
宴
席
で
、
食
べ
物
を
床
（
食
べ
物

を
並
べ
る
台
）
に
載
せ
る
時
に
演
奏
さ
れ
て
い
た
。
巫
儀
で

は
神
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
祭
壇
に
供
え
物
を

す
る
時
に
使
わ
れ
る
。
遅
い
リ
ズ
ム
か
ら
始
ま
り
、
だ
ん
だ

ん
速
い
リ
ズ
ム
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
国
立
民
俗
博
物
館
編

『
韓
国
民
俗
信
仰
事
典
：
巫
俗
信
仰
編
１
』
国
立
民
俗
博
物

館
、
二
〇
〇
九
年
、
四
五
頁
。

49
　
韓
国
巫
俗
学
会
『
人
間
と
神
霊
を
繫
ぐ
象
徴
、
巫
具

―
ソ

ウ
ル
市
・
京
畿
道
・
江
原
道
』
民
俗
苑
、
二
〇
一
二
年
、
一

二
頁
。

50
　
た
だ
し
ク
ッ
の
一
番
最
後
の
コ
リ
は
、
ク
ッ
が
始
ま
る
前
に

追
い
出
し
た
雑
鬼
な
ど
の
低
級
な
神
を
呼
び
戻
し
、
機
嫌
を

直
し
て
や
る
た
め
に
、
巫
堂
が
観
客
を
帰
し
た
あ
と
一
人
で

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

51
　
前
掲
『
韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』、
三
三
頁
。

52
　
金
泰
坤
『
韓
国
巫
俗
研
究
』
集
文
堂
、
一
九
八
九
年
、
三
三

四
―三
三
六
頁
。

53
　
前
掲
『
朝
鮮
の
口
伝
神
話

―
「
バ
リ
公
主
神
話
」
集
』、
一

六
頁
。

54
　
前
掲
『
巫
教

―
権
力
に
追
い
や
ら
れ
た
韓
国
人
の
根
本
信

仰
』、
三
八
―三
九
頁
。

55
　
進
爵
は
朝
鮮
王
朝
時
代
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
。
巫
堂
が
自

分
の
守
護
神
で
あ
る
神
に
杯
を
捧
げ
、
感
謝
の
意
を
こ
め
て

儀
礼
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

56
　
一
回
の
進
爵
の
費
用
は
約
五
百
万
か
ら
六
百
万
ウ
ォ
ン
で
あ

る
（
前
掲
『
韓
国
文
化
と
教
育
の
原
形
を
探
し
て
い
く
巫
俗

現
地
調
査
方
法
と
研
究
事
例
』、
九
六
頁
）。
こ
れ
は
韓
国
都

市
部
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
月
収
の
二
カ
月
分
以
上
に
相

当
す
る
金
額
で
あ
る
。

57
　『
東
亜
日
報
』
電
子
版
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
十
二
日
。

U
R

L:http://news.donga.com
/3/all/20121212/51538863/2

（
二
〇
一
四
年
二
月
二
十
三
日
参
照
。）
た
だ
し
朴
槿
恵
大
統

領
側
は
こ
の
報
道
の
内
容
を
否
定
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

モ
ン
ゴ
ル
人
は
シ
ャ
ー
マ
ン
に
あ
た
る
人
物
の
こ
と
を
概

し
て
ブ
ォ
と
呼
ぶ
。
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
根

源
的
に
北
方
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
ア
ル
タ
イ
系
諸
民
族
の
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
属
す
る
が
、
長
い
歴
史
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま

な
宗
教
、
特
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
接
触
や
受
容
に
よ
り
変

化
し
て
き
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
モ

ン
ゴ
ル
人
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
独
自
性
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
な
か
で
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
ホ
ル
チ
ン
地
方
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ホ
ル
チ
ン
地
方
の
ブ
ォ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
自
然
召
命
に
よ

っ
て
選
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
が
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
生

き
残
っ
て
い
る
主
な
儀
礼
に
は
悪
霊
払
い
、
動
物
供
犠
、
憑

依
儀
礼
、
難
関
儀
礼
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
連
の
儀
礼

実
践
の
過
程
で
、
ブ
ォ
は
通
常
と
は
異
な
る
多
様
で
奇
異
な

身
心
変
容
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ォ
の
伝
統
で

は
、
そ
う
し
た
身
心
変
容
こ
そ
が
ブ
ォ
自
身
の
個
性
と
力
を

特
徴
づ
け
る
要
因
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

儀
礼
実
践
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
身
心
変
容
の
捉
え
方

に
つ
い
て
は
、
演
戯
・
ト
リ
ッ
ク
・
催
眠
術
・
呪
術
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
典
型
的
な
儀
礼
実
践
か
ら
ブ
ォ
の
身
心
変
容
の

特
徴
を
見
出
し
、
そ
の
よ
う
な
身
心
変
容
が
引
き
起
こ
さ
れ

る
原
因
に
つ
い
て
考
え
る
。

1
憑
依
儀
礼
―
奇
異
な
力

ブ
ォ
の
身
心
変
容
を
考
え
る
上
で
、
憑
依
儀
礼
は
焦
点
と

な
る
。
憑
依
儀
礼
の
な
か
で
守
護
霊
が
儀
礼
の
場
に
登
場
し
、

ブ
ォ
の
身
心
を
通
し
て
そ
の
実
体
を
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
て
い

る
。
憑
依
儀
礼
は
、
ブ
ォ
に
よ
る
「
守
護
霊
の
招
き
、
守
護

霊
へ
の
変
容
と
守
護
霊
と
し
て
の
振
る
舞
い
、
守
護
霊
の
見

送
り
」
と
い
う
順
序
で
構
成
さ
れ
る
。「
守
護
霊
へ
の
変
容
と

守
護
霊
と
し
て
の
振
る
舞
い
」
に
お
い
て
、
ブ
ォ
は
多
様
な

身
心
変
容
を
表
現
す
る
。

1-

1　

意
識
な
き
身
体

ブ
ォ
は
儀
礼
の
は
じ
め
に
両
手
を
合
わ
せ
て
直
立
す
る
が
、

太
鼓
の
音
と
歌
と
と
も
に
全
身
が
震
え
た
り
、
揺
れ
た
り
、
回

っ
た
り
す
る
。
守
護
霊
に
よ
っ
て
身
体
の
動
き
が
異
な
り
、
仏

教
の
影
響
を
受
け
た
守
護
霊
の
場
合
は
「
釈
迦
の
手
印
」
と

い
わ
れ
る
手
印
を
結
び
、
そ
の
手
印
を
全
身
の
三
〇
六
個
の

関
節
に
当
て
な
が
ら
踊
る
。
ま
た
、
動
き
や
踊
り
方
に
守
護

霊
の
生
前
の
身
体
的
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
。

憑
依
の
際
の
霊
の
通
路
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
パ
タ

ー
ン
が
あ
る
。「
守
護
霊
が
入
っ
て
く
る
瞬
間
と
ほ
ぼ
同
時
に
、

自
分
の
霊
が
一
時
的
に
身
体
を
抜
け
出
す
」。「
も
し
自
分
の

霊
が
身
体
か
ら
抜
け
出
な
け
れ
ば
、
守
護
霊
が
自
分
の
身
体

に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
」。「
も
し
自
分
の
霊
が
出

て
い
っ
た
の
に
守
護
霊
が
す
ぐ
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
時
間

が
経
つ
と
入
り
に
く
く
な
り
、
自
分
が
苦
し
く
な
る
」。「
自

分
の
霊
は
頭
の
上
か
ら
出
入
り
し
、
そ
れ
と
同
時
に
守
護
霊

は
脇
の
下
か
ら
出
入
り
す
る
」。「
自
分
の
霊
は
喉
か
ら
出
て

い
き
脇
の
下
か
ら
戻
っ
て
く
る
が
、
反
対
に
守
護
霊
は
脇
の

第
四
部
❖
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技
法

モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
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マ
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―
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っ
て
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下
か
ら
入
り
、
喉
か
ら
出
て
い
く
」
な
ど
で
あ
る
。

守
護
霊
が
入
っ
て
く
る
際
の
感
覚
も
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
が
、
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
膝

の
あ
た
り
か
ら
涼
し
げ
な
風
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
る
、
め

ま
い
や
吐
き
気
を
感
じ
る
、
し
ゃ
っ
く
り
や
あ
く
び
を
す
る
、

な
ど
で
あ
る
。
守
護
霊
が
入
っ
て
き
た
そ
の
瞬
間
に
突
然
意

識
を
失
い
、
霊
が
出
て
い
く
ま
で
の
間
の
こ
と
は
ま
っ
た
く

覚
え
て
い
な
い
と
い
う
ブ
ォ
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
守
護
霊

が
入
っ
て
き
て
、
ブ
ォ
の
身
体
に
滞
在
し
て
い
る
間
は
、
ブ

ォ
の
身
体
は
「
意
識
な
き
」
状
態
に
あ
り
、
す
べ
て
の
振
る

舞
い
は
守
護
霊
に
よ
る
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

憑
依
状
態
に
入
る
と
、
ブ
ォ
は
オ
ン
ド
ル
の
上
に
飛
び
あ

が
る
よ
う
に
座
る
。
座
り
方
は
、
両
足
を
組
む
、
片
足
を
組

む
、
両
足
を
下
ろ
す
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
手
は
膝
の

上
に
乗
せ
た
り
、
髭
を
撫
で
る
し
ぐ
さ
を
み
せ
た
り
す
る
。
ま

た
、
ず
っ
と
身
体
を
震
わ
せ
る
ブ
ォ
も
い
る
。
憑
依
中
の
目

の
状
態
に
は
白
目
が
多
く
、
稀
な
が
ら
目
を
閉
じ
る
ブ
ォ
も

い
る
。
ち
な
み
に
、
憑
依
中
の
目
の
状
態
は
守
護
霊
が
息
を

引
き
取
る
際
の
状
態
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
話
が
あ
る
。

言
葉
遣
い
が
守
護
霊
の
生
前
の
言
葉
遣
い
で
あ
る
と
さ
れ
、

感
情
表
現
が
非
常
に
激
し
い
。
声
が
い
つ
も
と
異
な
り
、
呼

吸
が
荒
く
な
る
。
言
葉
の
表
現
が
詩
的
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
あ

る
。
ま
た
、
儀
礼
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
歌
だ
け
で
表
現
す

る
ブ
ォ
も
い
る
（
守
護
霊
が
伝
説
の
「
白
鳶
」
の
霊
で
あ
る
か
ら

と
い
う
）。
さ
ら
に
、
憑
依
状
態
に
入
っ
た
ブ
ォ
は
、
守
護
霊

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
「
奇
異
な
力
」
を
発
揮
す
る
。

守
護
霊
の
出
て
い
く
パ
タ
ー
ン
は
、
半
開
き
の
ド
ア
に
向

か
っ
て
飛
び
跳
ね
る
、
仰
向
き
に
倒
れ
て
手
足
を
伸
ば
す
、
自

分
で
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
身
体
を
震
わ
せ
倒
れ
る
、
座
っ
た

ま
ま
急
に
痙
攣
し
た
よ
う
に
仰
向
き
に
倒
れ
る
、
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
。

守
護
霊
が
出
て
い
っ
た
あ
と
、
力
が
抜
け
た
よ
う
な
状
態

に
な
り
、
吐
き
気
が
し
た
り
苦
し
く
な
っ
た
り
、
あ
く
び
し

た
り
眠
く
な
っ
た
り
、
呼
吸
が
深
く
な
り
歯
ぎ
し
り
し
た
り

す
る
な
ど
の
状
態
に
な
る
。
憑
依
後
の
身
体
の
苦
し
み
は
、
守

護
霊
の
感
情
表
現
の
激
し
さ
や
身
体
の
な
か
に
留
ま
っ
た
時

間
の
長
さ
に
よ
る
と
い
う
。
し
ば
ら
く
す
る
と
落
ち
着
き
、
他

の
仲
間
の
儀
礼
に
協
力
者
と
し
て
参
加
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
憑
依
状
態
に
お
け
る
ブ
ォ
の
身
心
表
現
に

は
共
通
点
も
あ
れ
ば
個
人
差
も
あ
る
。
ま
た
同
じ
ブ
ォ
で
も
、

そ
の
日
に
よ
っ
て
表
現
が
多
少
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
ブ
ォ
は
一
瞬
に
し
て
意
識
を
失
い
、
守
護
霊
の
身
心
へ
と

変
容
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
守

護
霊
へ
の
身
心
変
容
を
通
し
て
こ
そ
、
ブ
ォ
は
「
奇
異
な
力
」

を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

1-

2　

異
常
な
飲
食

①
火
を
食
す

儀
礼
の
際
に
、
ま
ず
祭
壇
の
上
の
盃
に
度
数
の
高
い
酒
を

注
ぎ
、
火
を
点
け
て
置
い
て
お
く
こ
と
が
決
ま
り
で
あ
る
。
憑

依
状
態
に
入
っ
た
ブ
ォ
は
、
燃
え
て
い
る
酒
を
頭
の
上
か
ら

注
ぎ
火
を
被
る
、
燃
え
て
い
る
酒
を
掌
に
注
ぎ
火
で
関
節
や

全
身
を
撫
で
る
な
ど
の
動
作
を
す
る
。
さ
ら
に
、
火
を
食
す

ブ
ォ
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
火
を
食
す
行
為
に
は
い
く

つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
燃
え
て
い
る
酒
を

口
に
入
れ
て
火
を
飲
み
込
む
、
線
香
や
煙
草
に
火
を
点
け
て

火
を
食
べ
る
、
燃
え
て
い
る
炭
を
口
に
入
れ
て
火
を
咬
む
な

ど
で
あ
る
。
憑
依
儀
礼
を
現
場
で
観
察
し
た
者
と
し
て
言
え

る
こ
と
は
、
そ
こ
に
は
た
し
か
に
「
火
」
が
あ
り
、「
火
を
食

す
」
行
為
が
あ
っ
た
。

②
磁
器
を
嚙
み
砕
き
、
生
の
血
を
飲
む

憑
依
す
る
た
び
に
ひ
た
す
ら
磁
器
の
盃
を
嚙
み
砕
き
、
時
々

そ
の
破
片
を
飲
み
込
む
ブ
ォ
も
い
る
。
儀
礼
の
あ
と
、
特
に

怪
我
も
な
け
れ
ば
胃
腸
の
異
常
も
な
く
、
か
え
っ
て
身
心
状

態
が
元
気
に
な
る
と
い
う
。
か
つ
て
は
憑
依
状
態
の
な
か
で

針
を
飲
み
込
む
ブ
ォ
も
い
た
と
い
う
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
あ
い
だ
で
は
、
生
血

生
肉
は
必
ず
火
を
通
さ
な
け
れ
ば
食
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
食
習
慣
が
あ
る
。
し
か
し
憑
依
状
態
の
な
か
で
は
、
供
犠

儀
礼
で
用
い
た
羊
の
生
の
血
を
好
ん
で
飲
む
場
合
が
あ
る
。

③
酒
と
煙
草
の
嗜
好

ふ
だ
ん
ま
っ
た
く
飲
酒
・
喫
煙
し
な
い
の
に
憑
依
中
は
異

常
な
ほ
ど
す
る
ブ
ォ
も
い
る
。
し
か
も
、
酒
は
純
度
の
高
い

も
の
で
、
煙
草
は
葉
巻
の
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
（
守
護

霊
と
な
る
祖
先
ブ
ォ
が
生
き
て
い
た
時
代
に
は
、
強
い
酒
と
葉
巻
の

煙
草
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
）。
ま
た
、
守
護
霊
が

身
体
か
ら
出
て
い
く
際
に
、
必
ず
酒
を
飲
み
空
の
盃
を
投
げ

捨
て
る
と
い
う
習
性
が
あ
る
。
酒
は
ブ
ォ
の
病
気
治
し
に
よ

く
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
憑
依
中
に
酒
を
口
に
入
れ
て
霧
の

よ
う
に
吹
き
か
け
る
ブ
ォ
も
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
身
心
変
容
の
特
徴
を
見
て
み
る
と
、
用
い

る
火
・
磁
気
・
生
血
・
酒
・
煙
草
な
ど
は
、
ど
れ
も
触
覚
や

味
覚
的
に
刺
激
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
酒
と

煙
草
に
関
し
て
は
、
憑
依
状
態
の
な
か
で
の
み
嗜
好
す
る
と

い
う
意
味
で
は
超
常
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
普
通
の
人
で
も

酒
や
煙
草
を
嗜
好
す
る
人
が
い
る
こ
と
や
亡
き
ブ
ォ
の
霊
も

生
前
に
そ
れ
ら
を
嗜
好
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
を
考
慮

す
る
と
理
解
不
能
で
も
な
い
。
問
題
は
、
な
ぜ
火
と
磁
気
と

生
血
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ブ
ォ
の
俗
語
に
は
、「
火
の
中
に
入
ら
ず
し
て
火
を
制
す
こ

と
は
で
き
ぬ
」
と
あ
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
特

有
の
専
業
呪
術
と
し
て
「
火
の
統
御
」
と
「
呪
的
飛
翔
」
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
憑
依
中
に
「
火
を
食
す
」
と
い
う
行
為

は
、
守
護
霊
と
さ
れ
る
祖
先
ブ
ォ
が
す
で
に
「
火
の
統
御
」

に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
の
徴
で
あ
ろ
う
か
。

119

モンゴル・シャーマニズムの諸相　  ブォの身心変容をめぐって－



ホ
ル
チ
ン
で
は
、
鶏
に
磁
器
や
ガ
ラ
ス
の
破
片
を
食
べ
さ

せ
る
と
い
う
「
生
活
の
知
恵
」
が
あ
る
。
ま
た
、
供
犠
儀
礼

で
は
神
々
や
祖
先
ブ
ォ
の
霊
に
対
し
、
儀
礼
に
用
い
た
動
物

の
生
の
「
臓
器
」
な
ど
を
供
え
る
伝
統
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
白
い
装
束
の
女
の
霊
」
が
鳥
の
霊
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

憑
依
し
て
く
る
と
動
物
の
生
の
心
臓
や
燃
え
る
炭
を
食
べ
た

り
す
る
と
い
う
話
も
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「
鳥
の
霊
」
が
火
と
も
生
の
血
と
も
、
そ

し
て
（
鳥
の
習
性
か
ら
す
る
と
）
磁
器
と
も
関
連
す
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
シ
ベ
リ
ア
の
あ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
語

り
で
は
、「
そ
の
と
き
霊
が
、
天
に
も
届
く
ほ
ど
の
高
い
カ
ラ

マ
ツ
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
〔
…
…
〕
気
が
つ
く

と
湖
の
鳥
た
ち
と
と
も
に
空
へ
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
た

〔
…
…
〕
枝
が
落
ち
て
く
る
の
が
見
え
、
私
は
翼
で
そ
れ
を
受

け
止
め
た
の
だ
」。
こ
こ
で
は
、
た
し
か
に
象
徴
的
な
飛
翔
の

み
な
ら
ず
、「
翼
」
と
い
う
鳥
と
し
て
の
具
体
的
な
「
身
体
部

位
」
も
感
じ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

1-

3　

秘
密
の
言
語

憑
依
中
、
突
然
ふ
だ
ん
と
異
な
る
言
語
で
語
り
は
じ
め
る

ブ
ォ
が
い
る
。
こ
の
現
象
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
見
方
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
補
助
霊
と
な
る
動
物
（
蛇
の
精
霊
と
さ
れ
る
ロ

ス
な
ど
）
の
言
語
の
可
能
性
、
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
守
護
霊

が
仏
教
圏
（
チ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
）
の
言
語
で
話
し
て
い
る
可
能

性
、
多
数
の
言
語
を
話
せ
る
霊
や
他
の
民
族
の
霊
が
入
っ
て

き
て
話
し
て
い
る
可
能
性
、「
天
の
言
葉
（
テ
ン
グ
リ
・
イ
ン
・

ヘ
レ
）」
で
あ
る
可
能
性
な
ど
で
あ
る
。

憑
依
儀
礼
の
現
場
で
は
、
一
人
の
ブ
ォ
が
「
異
な
る
言
語
」

で
語
り
出
す
と
、
近
く
に
い
た
も
う
一
人
の
ブ
ォ
が
突
然
同

じ
言
語
で
対
話
し
は
じ
め
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、「
異
な
る

言
語
」
を
使
っ
て
「
詩
」
を
詠
む
ブ
ォ
も
い
る
。
同
じ
ブ
ォ

に
何
人
も
の
霊
が
憑
い
て
い
る
場
合
は
、「
異
な
る
言
語
」
で

語
っ
た
霊
が
出
て
行
っ
た
あ
と
に
、
他
の
霊
が
す
れ
違
い
で

入
っ
て
き
て
前
の
霊
が
話
し
た
「
異
な
る
言
語
」
の
意
味
を

通
訳
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

「
異
な
る
言
語
」
は
、
ブ
ォ
に
限
ら
ず
多
く
の
民
族
や
地
域

に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
こ
の
よ
う
な
現

象
を
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
の
な
か
で
「
秘
密
の
言
語
」
と

し
て
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。「
未
来
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
そ
の

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
、
精
霊
た
ち
や
動
物
た
ち
と

交
信
す
る
た
め
の
秘
密
の
言
語
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
ま
た
、
未
来
の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
「
こ
の
秘
密
の
言
語
を

そ
の
師
匠
か
ら
か
、
も
し
く
は
自
分
自
身
の
努
力
―
つ
ま

り
精
霊
た
ち
か
ら
直
接
に
―
に
よ
っ
て
習
得
す
る
」。「
こ

の
秘
密
の
言
語
は
実
際
に
動
物
言
語
か
、
動
物
の
啼
き
声
に

由
来
す
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
」
な
ど
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
神
話
時
代
に
は
、
部
族
の
一
人
ひ
と
り
が
動
物

に
か
え
る
こ
と
が
で
き
た
」、
し
か
し
「
今
日
で
は
神
話
的
祖

先
と
の
密
接
な
関
係
は
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
け
の
特
権
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
祖
先
は
動

物
的
だ
っ
た
。
シ
ャ
ー
マ
ン
が
動
物
の
言
葉
を
習
得
す
る
と

い
う
こ
と
は
再
び
祖
先
た
ち
の
太
初
の
状
態
に
入
る
た
め
な

の
で
あ
る
。

2
「
九
つ
の
難
関
」「
解
体
葬
儀
」

ブ
ォ
の
身
心
変
容
技
法
の
超
常
的
な
側
面
は
ホ
ル
チ
ン
・

ブ
ォ
の
伝
統
に
お
け
る
「
難
関
儀
礼
」
や
「
解
体
葬
儀
」
か

ら
も
う
か
が
え
る
。

2-

1　

難
関
儀
礼

ブ
ォ
は
難
関
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
一
人
前
の
ブ

ォ
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。「
難
関
儀
礼
」

の
難
関
に
は
、
主
に
「
二
つ
の
難
関
」
と
「
九
つ
の
難
関
」

と
が
あ
り
、「
九
つ
の
難
関
」
の
厳
し
い
試
練
を
越
え
た
ブ
ォ

は
稀
で
、
い
ま
は
「
二
つ
の
難
関
」
を
越
え
る
だ
け
で
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
二
つ
の
難
関
」
は
比
較
的
簡

単
な
火
と
刃
物
の
難
関
（
真
っ
赤
に
熱
し
た
鏝こ
て
を
嚙
む
、
真
っ
赤

に
熱
し
た
犁す
き
の
上
を
踏
む
、
刀
の
刃
を
踏
む
な
ど
）
で
あ
る
（
写
真

１
、
写
真
２
）。
そ
れ
に
対
し
「
九
つ
の
難
関
」
は
、
三
週
間

に
も
わ
た
る
複
雑
か
つ
危
険
な
儀
礼
で
、
近
隣
や
遠
方
か
ら

人
々
が
集
ま
り
支
援
す
る
。
九
つ
の
難
関
と
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
る
。

①
子
宮
（
サ
バ
ン
）
の
難
関
：
二
本
の
棒
の
先
端
を
二
人
で

持
ち
あ
げ
な
が
ら
、
棒
の
間
に
身
体
を
九
回
回
転
さ
せ
る
。

②
針
の
難
関
：
針
や
釘
の
先
端
を
上
向
き
に
し
密
に
並
べ

て
、
そ
の
上
を
裸
足
で
九
回
歩
く
か
、
転
が
る
。

③
鉄
鏝
の
難
関
：
灼
熱
し
た
鉄
鏝
を
九
回
嚙
む
か
、
舐
め

る
。④

犁
の
難
関
：
真
っ
赤
に
熱
し
た
犁
の
上
を
、
油
を
塗
っ

た
足
で
九
回
踏
む
。

⑤
火
の
難
関
：
燃
え
上
が
る
九
つ
の
火
（
木
や
柴
）
を
、
そ

の
火
が
消
え
る
ま
で
裸
足
で
踏
む
。

⑥
銅
銭
の
難
関
：
九
つ
の
鍋
に
油
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
そ

の
中
に
素
手
を
入
れ
て
入
っ
て
い
る
銅
銭
を
取
り
出
す
。

⑦
縄
の
難
関
：
九
本
の
縄
を
身
体
に
巻
き
、
呪
文
の
力
に

よ
っ
て
そ
れ
を
解
く
（
九
回
行
な
う
）。

⑧
潜
り
の
難
関
：
刃
物
を
つ
け
た
輪
を
作
り
、
そ
こ
を
九

回
潜
り
ぬ
け
る
。

⑨
刀
の
梯
子
の
難
関
：
刀
の
刃
を
上
向
き
に
し
て
、
九
段

の
梯
子
を
作
り
、
裸
足
で
そ
の
上
を
上
る
。

「
九
つ
の
難
関
」
を
越
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
師
匠
の
力
と

秘
密
呪
文
の
力
が
非
常
に
重
要
視
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、「
九
つ
の
難
関
」
を
越
え
る
際
に
は
必
ず
鳥
の
霊
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
最
後
の
難
関
の
「
刀
の
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梯
子
」
の
最
上
段
に
あ
が
っ
た
ら
、
師
匠
が
山
羊
の
生
の
心

臓
を
皿
に
入
れ
て
差
し
出
す
。
弟
子
は
そ
れ
を
一
五
セ
ン
チ

ほ
ど
の
距
離
か
ら
吸
い
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
と

き
、
呪
文
の
力
を
身
に
つ
け
た
強
い
弟
子
だ
け
が
鳥
の
霊
を

身
体
に
憑
依
さ
せ
、
皿
の
中
の
も
の
を
吸
い
込
む
こ
と
が
で

き
る
。
も
し
吸
い
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、
九
つ
の

難
関
を
越
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
九
つ
の
難
関
」
を
越
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
ら
、
ま
わ
り

か
ら
「
親
指
に
は
薬
が
あ
る
、
世
の
中
の
人
々
を
助
け
て
く

だ
さ
い
。
人
差
指
に
は
呪
が
あ
る
、
苦
悩
や
敵
を
追
い
払
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
福
さ
れ
る
。
こ
の
儀
礼
は
、
ブ
ォ
の
力

の
レ
ベ
ル
を
評
価
す
る
儀
礼
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
し

か
し
実
際
は
「
九
つ
の
難
関
」
と
い
う
試
練
自
体
が
大
切
な

修
行
の
一
環
で
あ
り
、
危
険
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
お
け
る

身
心
変
容
の
技
法
で
あ
る
。「
九
つ
の
難
関
」
を
越
え
て
こ
そ

高
い
次
元
の
神
霊
た
ち
と
交
信
で
き
る
と
い
う
ブ
ォ
の
話
か

ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
難
関
に
挑
戦
し
て
は
じ
め

て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
「
力
」
が
あ
る
の
で
あ

る
。

2-

2　

解
体
葬
儀

葬
制
は
死
生
観
を
表
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ォ
の
身

心
変
容
の
極
み
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
ォ
の
伝
統
的

な
葬
制
は
、
ス
ル
レ
フ
と
呼
ば
れ
る
解
体
葬
儀
と
、
ボ
ム
ボ

ラ
フ
と
呼
ば
れ
る
土
葬
葬
儀
の
二
種
類
あ
る
。
一
般
的
に
、

前
者
は
仏
教
の
影
響
を
受
け
ず
昔
な
が
ら
の
伝
統
を
保
つ
ブ

ォ
の
葬
儀
で
、
後
者
は
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
ブ
ォ
の
葬
儀

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
い

ま
は
解
体
葬
儀
を
行
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

解
体
葬
儀
と
は
、
あ
る
ブ
ォ
が
息
を
引
き
取
る
寸
前
に
、
こ

の
ブ
ォ
の
依
頼
を
受
け
た
継
承
者
と
な
る
弟
子
が
経
験
あ
る

ブ
ォ
に
同
行
し
て
も
ら
い
、
師
匠
ブ
ォ
の
身
体
を
解
体
す
る

と
い
う
葬
儀
で
あ
る
。
ま
ず
胸
を
切
開
し
て
か
ら
四
肢
や
頭

部
や
胴
体
を
切
断
し
、「
ブ
ォ
の
樹
」
と
呼
ば
れ
る
特
定
の
樹

の
枝
に
掛
け
て
お
く
。
ま
た
、
身
体
を
解
体
せ
ず
木
棺
に
入

れ
て
樹
に
掛
け
て
お
く
か
、
山
や
丘
に
さ
ら
し
て
お
く
と
い

う
方
法
も
あ
る
。

葬
儀
を
終
え
た
ら
、
継
承
者
と
な
る
弟
子
が
師
匠
の
霊
を

「
生
き
返
ら
せ
る
」
儀
礼
を
行
な
う
。
供
犠
を
捧
げ
、
師
匠
を

模か
た
ど

っ
た
人
形
や
肖
像
を
作
り
、
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
そ
れ
を

「
生
き
返
ら
せ
る
」。
そ
し
て
、
そ
の
人
形
や
肖
像
を
祭
壇
に

置
い
て
大
切
に
祭
る
こ
と
に
よ
っ
て
師
匠
ブ
ォ
の
霊
が
弟
子

の
守
護
霊
と
な
る
と
い
う
。

ホ
ル
チ
ン
地
方
で
は
、
ブ
ォ
が
亡
く
な
る
直
前
に
自
分
の

使
っ
て
い
た
補
助
霊
の
人
形
を
飲
み
込
む
と
い
う
話
も
伝
わ

っ
て
い
る
。
飲
み
込
ん
だ
補
助
霊
の
人
形
が
ブ
ォ
の
心
臓
の

と
こ
ろ
に
留
ま
る
と
、
当
ブ
ォ
の
使
っ
て
い
た
剣
で
そ
れ
を

取
り
出
し
、
未
来
の
後
継
者
の
た
め
に
保
存
し
て
お
く
と
い

う
。
ブ
ォ
が
望
ん
で
解
体
葬
儀
を
選
ぶ
目
的
は
、
未
来
の
後

継
者
に
そ
の
強
い
霊
的
力
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。

エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
る
と
、「
夢
想
、
疾
病
、
な
い
し
イ
ニ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
は
、
そ
の
中
心
要
素
は
つ
ね
に
同
一
で
あ

る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
方
（
解
体
、
深
く
傷

つ
け
る
こ
と
、
腹
部
切
開
な
ど
）
で
執
行
さ
れ
る
身
体
の
解
剖
を

伴
う
、
候
補
者
の
死
と
象
徴
的
蘇
生
で
あ
る
」。
ブ
ォ
の
遺
体

を
解
体
す
る
と
い
う
行
為
は
、「
死
」
と
「
再
生
」
と
い
う
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
「
極
端
的

な
」
表
現
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
間
に
、
ブ
ォ
は
さ
ま
ざ
ま

な
苦
難
や
試
練
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
そ
こ
に
は
「
生
き
て
い
る
」
が
ゆ
え
の
限
界
が
あ
っ

た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
ブ
ォ
に
と
っ
て
、
解
体
葬
儀
は

「
象
徴
的
な
死
」
か
ら
の
「
象
徴
的
な
再
生
」
と
い
う
よ
り
も

む
し
ろ
、「
実
際
の
死
」
か
ら
の
「
実
際
の
再
生
」
を
図
っ
た

写真２ 　「難関儀礼」テストの風景（2007年秋、儀礼の現場にて、筆者撮
影）。赤く熱した犁を油を塗った裸足で踏む弟子ブォ。

写真１ 　「難関儀礼」テストの風景（2007年秋、儀礼の現場にて、筆者撮
影）。赤く熱した鏝を嚙む弟子ブォ。
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「
究
極
的
な
」
身
心
変
容
の
儀
礼
な
の
で
あ
る
。

3
雪
白
山
の
鳥
―
ブ
ォ
の
源

そ
し
て
、
亡
く
な
っ
た
ブ
ォ
の
霊
は
ど
こ
へ
と
向
か
う
の

で
あ
ろ
う
か
。

「
父
な
る
天
、
母
な
る
地
」、
モ
ン
ゴ
ル
人
な
ら
誰
も
が
知

っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
の
祖
先
は
「
天

神
（
テ
ン
グ
リ
）
に
よ
っ
て
」
生
ま
れ
、
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン

自
身
も
「
永
久
の
天
（
ム
ン
ケ
・
テ
ン
グ
リ
）
の
力
に
よ
っ
て
」

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
ハ
ー
ン
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時

の
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
に
「
天
の
意
思
」
を
言
葉
で
伝
え
て

い
た
の
は
、
フ
ヘ
チ
ュ
・
テ
ン
グ
リ
（
ま
た
は
テ
ブ
・
テ
ン
グ

リ
）
と
い
う
名
の
ブ
ォ
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
（『
元

朝
秘
史
』）。
フ
ヘ
チ
ュ
・
テ
ン
グ
リ
が
「
真
冬
の
氷
川
の
上
に

裸
で
坐
る
と
、
そ
の
身
体
の
熱
に
氷
川
が
溶
け
湯
気
が
立
っ

て
い
た
」
と
い
う
話
も
あ
れ
ば
、
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
祖
先

ホ
ブ
グ
タ
イ
・
ブ
ォ
は
フ
ヘ
チ
ュ
・
テ
ン
グ
リ
の
後
裔
の
弟

子
で
あ
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
る
。

天
（
テ
ン
グ
リ
）
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
最

高
の
崇
拝
対
象
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
ホ
ル
チ
ン
地
方
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
、
天
は
す
べ
て
を
創
造
し
支
配
す
る

力
と
し
て
の
天
と
、
人
格
化
し
個
性
化
し
た
神
と
し
て
の
天

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
影
響

を
受
け
、
天
と
仏
を
並
べ
て
崇
拝
す
る
と
い
う
現
象
も
見
ら

れ
る
が
、
し
か
し
ブ
ォ
の
話
に
よ
る
と
、
天
と
仏
は
形
式
の

上
で
は
並
ん
で
い
る
が
、
ブ
ォ
の
最
高
の
崇
拝
対
象
は
天
で

あ
る
と
い
う
。

天
の
ほ
か
、
ブ
ォ
の
崇
拝
対
象
と
し
て
山
水
の
主
（
エ
ジ

ェ
ド
・
神
霊
）
が
あ
る
。
山
（
丘
）
の
主
た
ち
は
白
髪
白
髭
で

白
装
束
の
白
い
老
人
（
チ
ャ
ガ
ン
・
エ
ブ
ゲ
ン
）
の
姿
で
あ
ら

わ
れ
、
水
（
川
、
湖
）
の
主
た
ち
は
蛇
の
姿
で
あ
ら
わ
れ
る
場

合
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
チ
ン
地
方
で
は
、
土
地

や
水
の
主
は
ロ
ス
と
呼
ば
れ
、
ロ
ス
の
力
を
得
た
ブ
ォ
は
と

り
わ
け
骨
接
ぎ
の
技
術
に
優
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
山
水
の

主
た
ち
に
は
地
方
性
が
あ
り
、
シ
ャ
ン
シ
の
樹
と
呼
ば
れ
る

神
木
は
そ
の
依
り
代
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ォ
の
考
え
方
で
は
、
地
上
に
住
ま
う
人
間
と
天
の
あ
い

だ
の
空
間
に
は
、
家
畜
の
神
や
子
守
り
の
神
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
神
々
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
と
地
を
結
ぶ
聖
な

る
山
が
あ
り
、
そ
の
名
は
「
雪
白
山
」（
チ
ャ
ス
・
チ
ャ
ガ
ン
・

オ
ー
ラ
）
と
い
う
。
雪
白
山
こ
そ
、
亡
く
な
っ
た
ブ
ォ
の
霊
が

向
か
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
金
の
住
処
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ド
ー
ル
グ
（
兜
）
と
呼
ば
れ
る
ブ
ォ
の
冠
に
は
雪
白

山
の
風
景
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。

山
の
頂
に
檀
の
樹
が
あ
り
、
そ
の
樹
の
上
に
鳥
が
憩
っ
て

い
る
（
そ
の
鳥
は
鷹
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
明
白
で
は
な
い
）。
鳥

は
樹
の
上
に
巣
を
作
り
、
同
時
に
樹
を
守
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
山
の
守
護
霊
は
ホ
ル
チ
ン
・
ブ
ォ
の
祖
先
ホ
ブ
グ

タ
イ
・
ブ
ォ
の
霊
で
あ
る
。
し
か
も
、
ブ
ォ
の
考
え
で
は
、
雪

白
山
は
外
モ
ン
ゴ
ル
に
実
在
す
る
山
な
の
で
あ
る
。

ホ
ル
チ
ン
に
伝
わ
る
「
ホ
ブ
グ
タ
イ
・
ブ
ォ
の
伝
説
」
に

よ
る
と
、
ホ
ブ
グ
タ
イ
が
ミ
ロ
ク
仏
と
闘
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
際
に
ホ
ブ
グ
タ
イ
は
「
三
つ
の
宝
」
を
も
っ
て
い
た
。
ひ

と
つ
は
赤
い
色
の
太
鼓
で
、
こ
れ
は
彼
の
馬
で
あ
っ
た
。
ひ

と
つ
は
エ
プ
ロ
ン
で
、
こ
れ
は
彼
の
天
上
ま
で
飛
ん
で
い
く

翼
で
あ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
銅
鏡
で
、
こ
れ
は
彼
の
お
守

り
で
あ
っ
た
。
仏
と
の
力
競
べ
の
結
果
、
ホ
ブ
グ
タ
イ
は
雪

白
山
に
逃
げ
る
と
、
仏
の
金こ

ん

剛ご
う

杵し
ょ

に
あ
て
ら
れ
檀
の
樹
の
上

に
落
ち
、
仏
に
順
応
し
た
と
い
う
。

ホ
ブ
グ
タ
イ
は
雪
白
山
の
一
本
の
聖
な
る
檀
の
樹
の
上
に

住
み
、
洞
窟
の
な
か
で
方
術
を
学
ん
だ
あ
と
山
を
降
り
た
。
洞

窟
を
出
た
と
こ
ろ
で
一
人
の
女
の
人
に
遇
っ
た
。
彼
女
の
髪

写真４ 　老ブォ（S氏）の遺
影（2007年秋ブォの
自宅にて、筆者撮影）。
鳥に似せた装束をま
とい、太鼓を叩きなが
ら儀礼を行なう。

写真３ 　女性ブォ（T氏）の写真（2007年秋ブォの自宅にて、筆者撮
影）。ドールグ（兜）と呼ばれる冠に伝説の雪白山の風景が象
徴的に描かれている。
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の
毛
に
は
鳥
が
巣
を
つ
く
っ
て
二
個
の
卵
を
産
ん
で
お
り
、
耳

の
中
に
は
二
巣
の
蜂
が
住
ん
で
い
る
の
が
み
え
た
。
ホ
ブ
グ

タ
イ
が
、「
お
ま
え
は
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
」
と
聞
く

と
、
女
の
人
は
、「
私
は
こ
こ
で
機
会
を
待
っ
て
い
て
、
も
う

一
八
年
間
に
も
な
る
」
と
答
え
た
。

ホ
ブ
グ
タ
イ
は
女
の
人
の
話
を
聞
い
て
感
動
し
、「
お
れ
が

山
を
降
り
る
際
に
師
匠
か
ら
も
ら
っ
た
白
い
ハ
ン
カ
チ
に
は
、

五
つ
の
鳶
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鳶
が
描
か
れ
て
い
る
白

い
ハ
ン
カ
チ
と
お
ま
え
の
髪
の
毛
の
卵
と
耳
の
蜂
の
巣
と
を

交
換
し
て
よ
い
か
」
と
言
っ
た
。
女
の
人
は
喜
ん
で
交
換
し
、

ハ
ン
カ
チ
を
も
ら
っ
て
い
っ
た
。
ホ
ブ
グ
タ
イ
が
卵
と
蜂
蜜

を
食
べ
る
と
、
再
び
太
鼓
に
乗
っ
て
天
に
昇
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
女
の
人
は
鳶
の
描
か
れ
た
白
い
ハ
ン
カ
チ
を
手
に

入
れ
て
か
ら
は
、「
ア
ン
ダ
イ
」
の
歌
い
手
に
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ホ
ブ
グ
タ
イ
と
女
の
人
と
の
交
換
を
、「
最
初

の
シ
ャ
ー
マ
ン
は
鷲
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
い
う
伝
説
と
連
想

し
て
み
る
と
、
ブ
ォ
の
祖
先
と
鳥
と
の
神
秘
的
関
係
が
う
か

が
え
る
。

そ
し
て
、
鳥
に
似
せ
た
装
束
を
身
に
ま
と
う
ブ
ォ
が
「
憑

依
儀
礼
」
の
な
か
で
「
鳥
」
の
よ
う
な
「
奇
異
な
力
」
を
発

揮
し
（
写
真
４
）、
ま
た
「
難
関
儀
礼
」
の
な
か
で
鳥
の
霊
を

呼
び
寄
せ
そ
の
力
を
借
り
、
さ
ら
に
「
解
体
葬
儀
」
を
経
て

「
鳥
と
な
っ
て
」
ブ
ォ
の
霊
が
集
ま
る
雪
白
山
へ
と
飛
ん
で
ゆ

く
こ
と
が
ブ
ォ
の
実
践
を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
よ
う
。

む
す
び

モ
ン
ゴ
ル
・
シ
ャ
ー
マ
ン
＝
ブ
ォ
は
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
を

実
践
し
な
が
ら
、
自
ら
の
文
脈
の
な
か
で
身
体
と
神
霊
、
現

実
と
神
話
の
世
界
を
同
一
化
し
、
そ
の
な
か
で
シ
ャ
ー
マ
ン

と
し
て
の
身
心
変
容
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン

（
ブ
ォ
）
の
身
心
変
容
の
特
徴
か
ら
そ
の
超
常
的
な
感
覚
が
う

か
が
え
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
身
心
変
容
は
シ
ャ
ー
マ
ン
た
る

存
在
と
し
て
の
身
分
や
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
の
条
件
と
な

り
う
る
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
身
心
変
容
を
成
し
遂
げ
て

こ
そ
病
気
や
不
幸
か
ら
脱
出
し
生
き
延
び
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
ま
さ
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
身
心
変
容
技
法
は
命
を
か

け
た
生
き
る
た
め
の
技
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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は
じ
め
に

宗
教
心
理
学
の
小
野
泰
博
は
、
福
岡
県
在
住
の
民
間
宗
教

者
に
関
す
る
論
考
の
冒
頭
部
分
で
、
北
九
州
地
域
の
宗
教
文

化
に
つ
い
て
新
語
正
宗1

・
光
明
教
会
・
善
隣
会
と
い
っ
た
北

九
州
出
自
の
新
宗
教
教
団
の
実
例
を
挙
げ
た
う
え
で
「
大
集

団
で
は
な
い
が
中
規
模
の
こ
れ
ら
教
団
が
生
ま
れ
て
く
る
素

地
が
ど
こ
か
北
九
州
に
は
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
」

と
述
懐
し
て
い
る2

。

筆
者
は
九
四
年
か
ら
、
小
野
が
取
り
上
げ
た
北
九
州
な
ら

び
に
中
九
州
地
域
を
中
心
に
継
続
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
っ
て
い
る
。
後
付
け
の
学
的
目
的
は
い
く
つ
か
挙
げ
ら

れ
る
が
、
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
筆
者
が
当
該
地
域
に
こ
だ
わ

っ
て
調
査
を
続
け
て
い
る
の
は
、
こ
の
北
九
州
・
中
九
州
地

域
で
活
躍
す
る
数
多
く
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教
者
が
繰
り
広

げ
る
宗
教
実
践
の
、
質
・
量
と
も
に
含
ん
だ
「
豊
か
さ
」
に
、

筆
者
が
翻
弄
さ
れ
続
け
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
宗
教

心
理
学
の
泰
斗
で
あ
る
小
野
が
「
素
地
」
と
く
く
っ
た
も
の

と
、
筆
者
が
「
豊
か
さ
」
と
感
じ
る
も
の
に
は
あ
る
程
度
の

近
し
さ
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
、
抽
象
度
が
高
い
が
ゆ
え
に

成
立
す
る
こ
の
確
信
は
、「
豊
か
さ
」
の
海
に
飲
ま
れ
続
け
て

い
れ
ば
、
い
つ
か
泳
ぎ
方
を
覚
え
、
さ
ら
に
は
海
底
へ
と
到

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
夢
想
し
な
が
ら
、

や
は
り
今
日
も
「
豊
か
さ
」
の
海
に
揉
ま
れ
続
け
て
喘
い
で

い
る
筆
者
に
若
干
の
勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

本
稿
の
流
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
ま
ず
は
じ

め
に
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
な
か
で
出
逢
っ
た
二
人

の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
特
質
を
持
つ
民
間
宗
教
者
を
紹
介
す
る
。

ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
提
示
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
治

病
・
除
災
儀
礼
に
焦
点
を
移
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
の
た
だ

中
に
お
い
て
何
が
行
わ
れ
何
が
語
ら
れ
て
い
る
の
か
。
筆
者

自
身
が
依
頼
者
と
な
っ
て
儀
礼
に
参
加
し
た
体
験
を
も
と
に
、

詳
細
な
記
述
を
目
指
す
。
後
述
す
る
が
、
二
人
の
シ
ャ
ー
マ

ン
的
宗
教
者
は
表
面
的
な
実
践
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
カ
テ
ゴ
リ

ー
分
け
す
る
な
ら
ば
、
か
た
や
仏
教
の
色
彩
の
強
い
「
伝
統

的
」
民
間
宗
教
者
で
あ
り
、
か
た
や
「
伝
統
宗
教
」
か
ら
距

離
を
取
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ3

」
的
色
合
い
を
持

っ
た
民
間
宗
教
者
と
い
う
く
く
り
が
可
能
と
な
る
。
両
者
の

実
践
の
か
た
ち
は
た
し
か
に
大
き
く
様
相
を
異
に
す
る
面
も

あ
る
が
、
む
し
ろ
積
極
的
に
共
通
項
を
見
出
す
こ
と
で
当
該

地
域
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
関
連
す
る
宗
教
文
化
の

一
面
を
素
描
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

な
お
本
稿
に
お
い
て
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
」
の
語
は
、
佐
々
木
宏
幹
に
よ
る
定
義
、「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
と
は
、
通
常
ト
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
異
常
心
理
状
態
に
お
い

て
、
超
自
然
的
存
在
（
神
、
精
霊
、
死
霊
な
ど
）
と
直
接
接
触
・

交
流
し
、
こ
の
過
程
で
予
言
、
託
宣
、
卜
占
、
治
病
行
為
な

ど
の
役
割
を
は
た
す
人
物
（
シ
ャ
ー
マ
ン
）
を
中
心
と
す
る
呪

術
―
宗
教
的
形
態4

」
に
な
ら
っ
て
用
い
ら
れ
る
。

今
回
事
例
と
し
て
紹
介
す
る
二
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教

者
に
よ
る
治
病
・
除
災
の
儀
礼
は
、
仮
に
こ
の
儀
礼
の
現
場

を
は
た
か
ら
覗
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
こ

に
「
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
超
自
然
的
存
在
と
の
直
接
接
触
・

交
流
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
た
だ
ち
に
了
解
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
儀
礼
の
さ
な
か
に
シ
ャ
ー
マ
ン
的

第
四
部
❖
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技
法

「
癒
し
の
わ
ざ
」の
現
場
か
ら

―
治
病
・
除
災
儀
礼
か
ら
た
ど
る
九
州
の「
行
者
文
化
」

加
藤
之
晴

駒
澤
大
学
総
合
教
育
研
究
部
非
常
勤
講
師
／
宗
教
学
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
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宗
教
者
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
や
彼
ら
の
所
作
を
慎
重
に
ト

レ
ー
ス
し
て
い
け
ば
、
シ
ャ
ー
マ
ン
（
的
宗
教
者
）
が
い
ま
、

こ
こ
で
超
自
然
的
存
在
の
姿
を
見
、
声
を
聞
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
こ
が
「
超
自
然
的
存
在
と
の
直
接
接

触
・
交
流
」
の
場
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
そ
う
し
た
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
現
場
に
依
頼
者
と
し
て
筆
者
自
身
が
関
わ
っ
た
事

例
を
紹
介
す
る
。
こ
こ
に
は
筆
者
の
研
究
領
域
と
「
身
心
変

容
技
法
研
究
会
」
の
関
心
領
域
と
の
接
続
を
目
指
し
て
、
自

身
の
主
体
的
体
験
を
も
考
察
要
素
に
織
り
込
ん
で
み
よ
う
と

い
う
当
初
の
目
論
見
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
に
多
大
な
関
心
を
持
ち
、
そ
の
実
践
に
少
な
か
ら
ず
も
共

感
的
な
理
解
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
少
な
く
と
も
自
覚
の
う

え
で
は
お
よ
そ
シ
ャ
ー
マ
ン
的
感
性
が
豊
か
と
は
い
え
な
い

筆
者
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教
者
に
よ
る
「
癒
し
の
場
」
で

あ
る
治
病
・
除
災
儀
礼
の
現
場
に
お
い
て
、
本
稿
で
の
考
察

要
素
と
し
て
俎
上
に
載
せ
得
る
だ
け
の
「
身
心
変
容
」
体
験

を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
素
直
に

白
状
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

1
二
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教
者
に
よ
る

治
病・除
災
儀
礼
の
実
際

本
章
で
は
二
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
を
提
示
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
病
・
除
災
儀
礼
の

様
子
を
紹
介
す
る
。

1-

1　

S
：
男
性
：
八
代
市

一
人
目
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教
者
、
S
が
活
躍
し
て
い
る

場
所
は
熊
本
県
八
代
市
。
熊
本
県
中
南
部
に
位
置
す
る
人
口

約
十
三
万
人
（
二
〇
一
三
年
現
在
）
の
地
方
都
市
で
あ
る
。

S
は
一
九
四
六
年
生
ま
れ
の
男
性
で
あ
る
。
高
校
ま
で
を

八
代
で
過
ご
し
、
東
京
電
機
大
学
へ
の
進
学
を
機
に
上
京
。

大
学
卒
業
後
も
関
東
で
自
動
車
設
計
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

た
が
、
七
一
年
に
八
代
に
戻
り
大
手
の
電
気
店
に
就
職
、
後

に
独
立
し
て
電
気
店
を
構
え
る
。
八
四
年
に
結
婚
。
人
生
の

転
機
は
そ
こ
か
ら
二
年
後
に
訪
れ
る
。
八
六
年
七
月
に
S
は

突
如
髄
膜
脳
炎
に
罹
り
長
期
の
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

重
い
脳
障
害
と
言
語
障
害
が
起
こ
り
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ

う
。
こ
の
病
床
に
お
い
て
S
は
神
秘
的
体
験
を
す
る
。
夢
の

中
で
僧
形
の
人
物
か
ら
「
一
切
衆
生
を
救
え
」
と
命
ぜ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

退
院
後
、
S
は
親
戚
か
ら
佐
賀
県
基
山
を
本
山
と
す
る
光

明
念
仏
身
語
聖
宗
の
行
者
を
紹
介
さ
れ
る
。
そ
の
行
者
の
も

と
で
霊
場
参
り
や
滝
行
な
ど
修
行
に
没
頭
す
る
日
々
が
続
く
。

八
七
年
頃
か
ら
評
判
を
聞
き
つ
け
て
、
治
病
・
卜
占
を
目
的

と
し
た
依
頼
者
が
自
宅
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
数
は

徐
々
に
増
え
て
い
く
。

九
四
年
、
八
代
市
郊
外
に
敷
地
面
積
約
五
百
坪
の
堂
宇（
S

院
）
を
構
え
る
。
S
自
身
は
同
時
期
に
光
明
念
仏
身
語
聖
宗

か
ら
離
脱
。
〇
七
年
、
単
立
の
宗
教
法
人
と
し
て
S
院
は
熊

本
県
か
ら
認
証
を
受
け
る
。

S
は
、
個
々
人
が
平
和
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

自
分
の
よ
う
な
宗
教
者
任
せ
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体

的
に
「
先
祖
供
養
」
に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
唱
え

る
。
S
は
こ
の
こ
と
を
「
腐
っ
た
食
べ
物
に
ハ
エ
が
た
か
っ

て
い
る
」
状
況
に
た
と
え
て
説
明
す
る
。「
腐
っ
た
食
べ
物
に

ハ
エ
が
た
か
っ
て
い
る
。
人
は
何
よ
り
は
じ
め
に
ハ
エ
に
目

が
行
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
の
ハ
エ
を
追
い
払
う
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
宗
教
者
の
も
と
を
訪
れ
る
が
、
仮
に
宗
教
者
が
ハ

エ
を
追
い
払
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
早
晩
ま
た
ハ
エ

は
や
っ
て
く
る
。
ハ
エ
が
嫌
だ
っ
た
ら
、
大
も
と
の
『
腐
っ

た
食
べ
物
』
を
取
り
除
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は

自
分
自
身
の
手
で
な
け
れ
ば
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

だ
か
ら
私
は
自
分
自
身
の
手
で
『
腐
っ
た
食
べ
物
』
を
取
り

除
く
方
法
を
提
示
し
て
い
る
の
だ
」
と
。

S
院
が
提
示
す
る
「
行
（
S
院
で
は
「
修
行
」
で
は
な
く
「
行
」

と
い
う
言
い
方
を
す
る
）」（
滝
行
や
読
経
・
軽
度
の
断
食
な
ど
）
こ

そ
が
「
腐
っ
た
食
べ
物
」
を
取
り
除
く
方
法
で
あ
り
、
主
体

的
な
先
祖
供
養
の
方
法
な
の
だ
と
い
う
の
が
S
の
主
張
で
あ

る
。つ

ま
り
一
見
し
て
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
を
行
う
個
人
に
効
験
を

も
た
ら
す
た
め
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
が
ち
な
「
行
」
は
、
じ

つ
は
ひ
た
す
ら
に
先
祖
供
養
を
目
指
す
た
め
の
行
為
で
あ
り
、

自
身
が
「
行
」
を
重
ね
た
結
果
そ
の
人
の
物
心
含
め
た
生
活

が
豊
か
で
穏
や
か
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
先
祖
が
供

シャーマン的宗教者SとMの居住地
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養
さ
れ
た
結
果
が
子
孫
で
あ
る
自
分
自
身
に
及
ん
だ
末
の
も

の
な
の
だ
、
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
。 

こ
れ
は
見
方
を
変

え
れ
ば
、
現
在
の
自
分
が
被
っ
て
い
る
不
幸
や
災
厄
は
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
特
定
の
先
祖
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
（
こ
の
特
定

先
祖
と
個
人
と
の
関
わ
り
が
、
当
該
個
人
に
不
幸
・
災
厄
を
も
た
ら

し
て
い
る
と
判
断
し
た
と
き
、
S
は
こ
の
関
わ
り
の
様
子
を
「
霊

障
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
す
る
）
に
起
因
す
る
と
い
う
こ
と
に
も

な
る5

。
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ふ
つ
う
の
人
間
は
自
身

と
特
定
の
先
祖
と
の
関
係
性
の
様
子
を
把
握
す
る
術
を
持
た

な
い
（
S
の
た
と
え
話
に
沿
っ
て
表
現
す
る
な
ら
ば
「
ど
の
食
べ
物

が
ど
の
よ
う
に
腐
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
）。
同
時
に
「
行
」
を
通
し
て
の
先
祖
供
養
の
功
徳
が

ど
の
よ
う
な
形
で
ど
の
程
度
先
祖
に
届
い
て
い
る
の
か
を
知

る
術
も
持
た
な
い
。
そ
し
て
何
よ
り
、
毎
日
「
行
」
を
積
ん

で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
日
々
の
な
か
で
突
発
的
に
降
り
か
か

る
さ
ま
ざ
ま
な
災
厄
に
、
心
細
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
ろ

う
。こ

う
し
た
S
院
の
依
頼
者
・
信
者
が
持
つ
苦
悩
・
不
安
に

対
し
て
、
教
主
で
あ
る
S
が
自
身
の
力
能
を
発
揮
し
て
応
答

す
る
の
が
以
下
に
詳
細
を
記
す
「
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
」
の
儀

礼
で
あ
る
。

1-

2　

S
に
よ
る
治
病
・
除
災
儀
礼（
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
）の
実
際

S
に
よ
る
治
病
・
除
災
儀
礼
（
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
）
は
上
述

の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
執
行
さ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
た
め

に
、
い
わ
ゆ
る
「
一
見
さ
ん
」
の
依
頼
者
に
向
け
て
執
行
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
原
則
的
に
は
S
の
宗
教
的
理
念
に
共
感

し
「
行
」
を
実
践
し
て
い
る
依
頼
者
・
信
者
が
S
に
「
シ
ン

タ
イ
バ
ラ
イ
」
を
乞
う
た
場
合
に
の
み
こ
の
儀
礼
は
執
行
さ

れ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
今
回
紹
介
す
る
事
例
に
お
い
て
依
頼

者
と
し
て
登
場
す
る
の
は
筆
者
自
身
で
あ
る
。
蛇
足
と
も
思

わ
れ
る
が
付
言
し
て
お
く
と
、

筆
者
自
身
は
S
院
の
信
者

で
は
な
く
、
一
介
の
研
究
者

と
し
て
S
院
に
関
わ
っ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
S
院
が
提

示
す
る
種
々
の
「
行
」
を
実

践
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

し
か
し
、
S
お
よ
び
S
院
と

の
一
〇
年
以
上
に
及
ぶ
継
続

的
な
関
係
を
鑑
み
て
、
S
は

筆
者
を
当
該
儀
礼
を
施
す
に

充
分
な
要
件
を
備
え
て
い
る

と
判
断
し
て
く
れ
た
。

な
お
本
来
「
シ
ン
タ
イ
バ

ラ
イ
」
は
、
S
と
依
頼
者
の

二
人
だ
け
の
空
間
で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
他
の
人
間

は
そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
も

聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
今
回
は
S
の
特
別
な
計
ら
い
に
よ

っ
て
、
そ
の
様
子
の
一
部
を
写
真
掲
載
す
る
こ
と
を
許
さ
れ

た
。
撮
影
は
、
副
院
主
で
あ
る
S
の
長
男
に
よ
る
。

以
下
は
二
〇
一
三
年
七
月
の
記
録
で
あ
る
。
場
所
は
S
院

本
堂
。
本
尊
で
あ
る
救
世
観
世
音
菩
薩
に
向
か
っ
て
礼
拝
の

後
、
短
く
刈
り
込
ん
だ
頭
に
袈
裟
を
ま
と
っ
た
僧
形
の
S
は

「
観
音
様
の
灰
（
本
尊
に
供
し
た
線
香
の
灰
）」
を
筆
者
の
額
と

首
に
擦
り
つ
け
る
。
S
は
筆
者
の
背
後
に
回
り
、
九
字
を
切

る
（
写
真
１
）。
S
は
両
手
で
筆
者
の
頭
を
抱
え
る
よ
う
に
持

ち
、
息
を
吹
き
か
け
る
の
に
続
い
て
「
南
無
大
慈
大
悲
救
世

観
世
音
菩
薩
」
と
唱
え
る
。「
私
の
手
に
霊
障
が
ず
う
ん
と
上

が
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
S
。
そ
の
後
S
は
数
珠
を
持
っ

た
両
手
で
筆
者
の
肩
・
背
中
を
さ
す
る
。
霊
障
は
ま
ず
は
じ

め
は
両
肩
か
ら
入
っ
て
く
る
。
そ
し
て
先
祖
に
訴
え
た
い
こ

と
が
あ
る
と
き
に
は
、
霊
障
は
肩
か
ら
腰
に
移
っ
て
、
具
体

的
に
腰
痛
な
ど
の
症
状
が
出
る
の
だ
と
い
う
。
既
婚
者
の
場

合
は
、
右
肩
に
は
自
身
の
も
と
も
と
の
家
の
先
祖
、
左
肩
に

は
配
偶
者
の
家
の
先
祖
が
霊
障
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
。
筆

者
（
既
婚
）
は
右
の
肩
に
霊
障
が
あ
る
と
の
こ
と
。
ま
た
長
男

で
も
あ
る
筆
者
に
は
、
頻
繁
に
実
家
に
帰
っ
て
先
祖
供
養
を

す
る
こ
と
を
先
祖
が
期
待
し
て
い
る
と
S
は
い
う
。

い
わ
ゆ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
的
な
手
技
（
首
・
肩
・
腰
の
「
ツ
ボ
」

と
一
般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
両
手
で
揉
む
）
を
交
え
な
が

ら
「
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
」
は
進
行
す
る
。
S
は
経
文
を
唱
え

な
が
ら
握
り
こ
ぶ
し
を
作
っ
た
両
手
で
背
中
を
叩
い
て
い
く
。

こ
の
行
為
に
よ
っ
て
「
お
経
が
身
体
に
入
っ
て
い
く
」
と
い

う
。
続
い
て
S
は
筆
者
に
、
本
尊
を
見
つ
め
つ
つ
正
座
の
ま

ま
両
手
を
挙
げ
、
上
半
身
を
倒
す
と
同
時
に
深
く
息
を
吐
く 写真２

写真１
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よ
う
に
命
じ
た
。
霊
障
を
吐
き
出
し
、「
観
音
様
の
力
」
を
吸

い
込
む
た
め
だ
と
い
う
（
写
真
２
）。「
加
藤
家
の
先
祖
が
多
く

縋
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
体
調
不
良
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
心
配
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
S
。
シ

ン
タ
イ
バ
ラ
イ
を
受
け
る
に
先
だ
っ
て
、
筆
者
は
全
体
的
な

体
調
の
不
良
と
右
肩
に
起
き
る
原
因
不
明
の
痛
み
を
S
に
伝

え
て
い
た
。
右
肩
の
痛
み
は
「
先
祖
に
よ
る
霊
障
」
が
原
因

の
大
半
で
あ
る
が
、
身
体
的
な
加
齢
（
五
十
肩
）
も
作
用
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

再
び
S
は
筆
者
の
背
後
に
回
っ
て
九
字
を
切
る
。
そ
し
て

右
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を
使
っ
て
筆
者
の
背
中
を
な
ぞ
る

（
聖
観
音
の
種
子
で
あ
る
梵
字
を
描
い
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
）。

そ
の
の
ち
右
手
の
平
を
筆
者
の
背
中
に
押
し
つ
け
る
よ
う
な

所
作
で
「
観
音
様
の
力
を
注
入
」
す
る
。
最
後
に
「
南
無
大

慈
大
悲
救
世
観
世
音
菩
薩
」
を
唱
え
て
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
は

終
了
。
こ
の
間
約
二
五
分
で
あ
っ
た
。

1-

3　

M
：
女
性
：
小
値
賀
島

次
に
紹
介
す
る
M
は
一
九
四
五
年
生
ま
れ
の
女
性
。
三
人

の
子
供
が
い
る
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
。
九
九
年

に
福
岡
か
ら
夫
と
二
人
で
小
値
賀
島
に
移
住
し
た
。
小
値
賀

島
は
五
島
列
島
北
方
の
島
で
、
行
政
単
位
と
し
て
は
周
辺
の

野
崎
島
・
斑
島
・
六
島
な
ど
の
小
島
を
含
ん
で
長
崎
県
北
松

浦
郡
小
値
賀
町
と
な
る
。
人
口
は
約
二
千
七
百
人
（
二
〇
一
三

年
現
在
）。
日
本
の
離
島
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
漁

業
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
島
で
あ
る
。
考
古
学
的
に
は

縄
文
・
弥
生
期
の
墳
墓
な
ど
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
有
名
な
島
で
も
あ
る
。
隣
接
し
た
野
崎
島
（
現
在
は
ほ
ぼ
無

人
島
）
は
か
つ
て
キ
リ
シ
タ
ン
が
身
を
寄
せ
た
場
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
野
崎
島
を
含
む
隣
接
し
た
島
々
に
は
ポ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ル
（
甌
穴
）
や
「
王
位
石
」
と
呼
ば
れ
る
ド
ル
メ
ン

を
思
わ
せ
る
巨
石
群
な
ど
が
あ
り
、
現
在
そ
れ
ら
は
「
離
島

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
的
文
脈
で
雑
誌
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

M
が
小
値
賀
島
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。
九
九
年
の
移
住
に
先
立
つ
数
年
前
に
、

土
木
工
事
を
生
業
と
す
る
夫
が
小
値
賀
島
で
出
稼
ぎ
の
工
事

作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
M
は
夫
の
見
舞
い
に
小

値
賀
島
を
訪
れ
る
。
同
島
東
岸
の
地
ノ
神
島
神
社6

に
参
拝
し

た
際
に
、
地
ノ
神
島
神
社
と
対
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る

野
崎
島
の
沖
ノ
神
島
神
社
（
本
殿
の
背
後
に
は
前
述
の
王
位
石
が

そ
び
え
る
）
か
ら
強
烈
な
光
が
放
た
れ
、
そ
の
光
は
M
を
貫

く
。
直
後
に
M
は
龍
神
か
ら
「
海
の
力
を
お
前
に
や
ろ
う
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
る
。
こ
の
出
来
事
が
も
と
で
、
こ

の
小
値
賀
島
に
「
導
か
れ
て
い
る
」
と
感
じ
た
M
は
、
九
九

年
四
月
福
岡
の
都
市
部
か
ら
小
値
賀
島
へ
と
移
住
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
M
は
夫
の
仕
事
の
都
合
で
二
〇
一
〇
年
に
小

値
賀
島
を
離
れ
た
。
現
在
は
北
松
浦
郡
田
平
町
に
居
を
構
え

て
い
る
。

M
は
幼
少
の
頃
か
ら
霊
感
が
強
く
、「
生
霊
」「
死
霊
」「
キ

ツ
ネ
」
と
い
っ
た
霊
的
存
在
を
目
撃
し
た
り
、
人
の
死
を
予

言
し
て
周
囲
の
人
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
日
常
的
に
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
の
一
方
で
二
〇
代
前
半
ま
で
は
身
体
が
弱

く
、
床
に
伏
し
て
い
る
こ
と
の
多
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

あ
る
と
き
M
は
知
人
か
ら
「
真
言
仏
教
系
の
行
者
」
を
紹

介
さ
れ
る
。
行
者
は
彼
女
の
不
調
の
原
因
は
霊
障
で
あ
る
と

断
じ
、
霊
障
解
消
の
た
め
の
儀
礼
を
行
う
と
や
が
て
M
の
体

調
は
快
復
に
向
う
。
こ
の
体
験
を
機
に
M
は
真
言
系
仏
教
行

者
と
し
て
修
行
を
始
め
る
。
さ
ら
に
そ
の
数
年
後
、
M
は
愛

媛
県
の
石
鎚
山
に
お
い
て
、
修
行
中
の
神
道
系
の
行
者
と
出

逢
う
。
そ
し
て
こ
の
行
者
の
も
と
で
今
度
は
「
神
道
の
方
向
」

か
ら
の
修
行
を
は
じ
め
る
。

こ
れ
ら
「
神
仏
両
方
の
修
行
の
期
間
」
を
経
て
、
M
は

「
拝
み
屋
」
と
し
て
福
岡
市
内
で
活
動
を
は
じ
め
る
。「
拝
み

屋
」
業
の
さ
な
か
の
九
八
年
に
M
は
レ
イ
キ
と
呼
ば
れ
る
、

日
本
人
臼
井
甕
男
が
生
み
出
し
、
海
外
と
く
に
ア
メ
リ
カ
で

大
き
く
発
展
し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
技
法
に
出
逢
う
。
レ
イ
キ

は
い
わ
ゆ
る
「
手
当
療
法
」
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
、
日
本
で
は
複
数
の
団
体
が
こ
の
技
法
の
振
興
に
努
め
て

い
る
。
M
は
そ
う
し
た
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
るV

O
RTEX

が

主
催
す
る
講
習
に
参
加
し
、
レ
イ
キ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得

し
た7

。「
拝
み
屋
」
か
ら
一
転
「
ヒ
ー
ラ
ー
」
と
し
て
福
岡
で

短
期
間
活
動
し
た
の
ち
に
、
前
述
の
い
き
さ
つ
で
M
は
小
値

賀
島
に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

小
値
賀
島
で
の
M
は
特
定
の
信
者
集
団
を
擁
す
る
こ
と
も

な
く
、
堂
宇
の
よ
う
な
宗
教
施
設
も
持
た
な
か
っ
た
。
行
者

と
し
て
神
仏
と
身
近
に
接
し
て
き
た
経
験
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
宅
に
は
神
仏
を
祀
る
祭
壇
す
ら
な
か
っ
た
。
福

岡
在
住
時
の
あ
る
と
き
に
「
神
仏
は
祀
る
も
の
で
は
な
い
。
自

分
の
心
の
な
か
に
い
る
も
の
な
の
だ
」
と
い
う
実
感
が
強
烈

に
込
み
上
げ
て
き
て
、
自
宅
に
あ
っ
た
神
仏
の
祭
壇
を
自
ら

破
壊
し
た
の
だ
と
い
う
。

1-

4　

M
に
よ
る
治
病
・
除
災
儀
礼
の
実
際

こ
こ
で
紹
介
す
る
M
の
事
例
は
、
S
の
事
例
と
は
違
っ
て
、

十
年
近
い
昔
の
出
来
事
で
あ
る
。
当
時
の
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ノ
ー
ト
を
手
が
か
り
に
再
現
す
る
。
突
発
的
な
状
況
下
で

の
儀
礼
な
の
で
、
そ
の
場
で
カ
メ
ラ
な
ど
で
記
録
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
こ
こ
で
写
真
を
用
い
て
そ
の
状

況
を
説
明
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

S
の
場
合
と
同
じ
く
こ
こ
で
依
頼
者
的
立
場
に
立
つ
の
は

筆
者
自
身
だ
が
、
こ
の
治
病
・
除
災
儀
礼
は
か
な
り
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
状
況
か
ら
始
ま
っ
た
。
筆
者
が
、
小
値
賀
島
に
移

住
し
て
き
て
間
も
な
い
M
と
初
め
て
出
逢
っ
た
次
の
日
の
こ

と
で
あ
る
。
筆
者
は
M
宅
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
た
。

小
一
時
間
ほ
ど
過
ぎ
た
頃
に
、
M
は
ふ
と
話
を
止
め
て
筆
者
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の
右
肩
の
上
あ
た
り
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。「
あ
な
た
の
横
に

若
い
男
の
人
の
姿
が
見
え
る
け
れ
ど
、
誰
だ
ろ
う
ね
」
と
M

は
呟
く
。
し
ば
し
の
沈
黙
の
あ
と
、「
こ
れ
、
あ
ん
た
だ
わ
」

と
M
。
筆
者
の
「
魂
」
が
身
体
か
ら
抜
け
出
て
離
れ
て
い
き

そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
も
し
「
魂
」
が
身
体
か

ら
完
全
に
離
れ
て
抜
け
出
て
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
死
を
意
味
す
る
と
い
う
。
す
な
わ

ち
筆
者
自
身
の
自
覚
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
、
こ
の
と
き
の

筆
者
に
は
生
命
の
危
機
が
迫
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
す
ぐ
に
対
処
を
し
な
く
て
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
M

は
筆
者
に
、
今
の
自
分
の
状
態
を
可
能
な
限
り
鮮
明
か
つ
詳

細
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
命
じ
た
。
つ
ま
り
自
分
の
身
体
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
右
上
に
半
分
く
ら
い
ず
れ
て
自
分
の
魂

が
あ
る
と
い
う
、
こ
の
状
態
を
強
く
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に

と
い
う
の
で
あ
る
。

い
ま
自
分
が
生
命
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
な
ど
と
い
う

自
覚
は
な
か
っ
た
が
、
好
奇
心
と
恐
怖
が
交
錯
す
る
複
雑
な

心
情
の
も
と
、
筆
者
は
M
の
指
示
に
従
っ
て
イ
メ
ー
ジ
化
を

試
み
た
。
次
い
で
M
か
ら
深
い
呼
吸
を
す
る
た
び
に
少
し
ず

つ
身
体
と
「
魂
」
が
接
近
し
、
や
が
て
寸
分
狂
わ
ず
一
体
化

す
る
様
を
想
念
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
出
た
。
当
時
自
律

訓
練
法
を
独
習
し
て
い
た
筆
者
は
、
そ
の
経
験
を
応
用
す
る

か
の
よ
う
に
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
に
集
中
し
た
。

筆
者
が
深
呼
吸
と
と
も
に
イ
メ
ー
ジ
化
を
試
み
て
い
る
あ

い
だ
、
M
は
自
ら
の
両
手
を
、
横
た
わ
る
筆
者
の
頭
部
か
ら

足
下
へ
と
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
所
作
を
繰
り
返
し

て
い
た
。

数
十
分
の
時
間
が
経
過
し
、
身
体
と
魂
が
合
致
し
た
様
子

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
旨
を
M
に
伝
え
る
と
、
M

は
筆
者
の
上
半
身
を
起
こ
し
、
背
後
に
回
っ
て
筆
者
の
額
と

後
頭
部
に
手
を
当
て
数
回
深
呼
吸
を
し
た
。
さ
ら
に
M
は
両

手
を
筆
者
の
両
肩
に
移
し
、
自
分
の
膝
を
筆
者
の
背
中
に
当

て
、
両
肩
を
持
っ
て
背
中
を
中
心
に
「
谷
折
り
」
す
る
よ
う

な
所
作
―
武
道
家
が
気
を
失
っ
た
人
を
正
気
に
戻
す
と
き

に
行
う
よ
う
な
―
で
「
え
い
っ
」
と
声
を
か
け
た
。

こ
の
一
連
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
「
魂
」
は
無
事
身
体
へ
と

戻
り
、
危
機
的
状
況
は
回
避
さ
れ
た
、
と
M
は
説
明
し
た
。

な
ぜ
筆
者
の
身
体
と
「
魂
」
が
分
離
す
る
憂
き
目
に
遭
っ
た

の
か
と
い
っ
た
、
M
の
災
因
論
を
導
き
出
す
よ
す
が
と
な
る

よ
う
な
具
体
的
な
発
言
は
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
聞
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

以
下
、
M
の
治
病
・
除
災
儀
礼
に
つ
い
て
補
足
的
説
明
を

行
う
。
後
に
M
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
事
例
の

よ
う
に
「
自
身
の
魂
が
身
体
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
」
と
い
う

状
況
の
人
物
に
「
魂
を
身
体
に
戻
す
」
た
め
の
儀
礼
行
為
（
当

人
は
そ
れ
を
「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
と
呼
ぶ
）
を
施
す
よ
う
な
こ
と
は

ご
く
ご
く
ま
れ
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
問
題
（
多
く
は
身
体
的

な
不
調
）
を
抱
え
て
M
の
も
と
を
訪
れ
る
人
々
の
ほ
と
ん
ど

は
「
霊
障
を
か
ぶ
っ
て
い
る
」
状
態
に
あ
る
の
だ
と
い
う
。

M
は
そ
の
霊
障
を
追
い
出
し
、「
心
に
光
を
満
た
す
」
た

め
に
、「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
基

本
的
な
対
応
の
か
た
ち
は
上
記
事
例
と
よ
く
似
た
も
の
で
あ

る
よ
う
だ
。
す
な
わ
ち
、
①
依
頼
者
に
、
自
分
の
身
体
内
の

特
定
部
位
（
場
所
は
M
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
）
に
黒
い
影
（
霊

障
）
が
あ
る
こ
と
を
強
く
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
②
依
頼
者
に
、

深
い
深
呼
吸
を
繰
り
返
さ
せ
る
。
息
を
吐
く
た
び
に
足
下
か

ら
そ
の
黒
い
影
が
少
し
ず
つ
排
出
さ
れ
て
い
く
様
子
を
強
く

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
③
依
頼
者
が
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
て
い

る
あ
い
だ
、
M
は
依
頼
者
の
身
体
か
ら
数
セ
ン
チ
離
れ
た
と

こ
ろ
に
手
の
ひ
ら
を
置
き
、
依
頼
者
の
行
為
を
支
援
す
る
た

め
の
「
パ
ワ
ー
」
を
送
る
。
④
黒
い
影
が
身
体
内
か
ら
排
出

さ
れ
き
っ
た
こ
と
を
依
頼
者
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
な
ら
ば
、
M
は
「
心
が
常
に
光
で
満
た
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
」、
依
頼
者
に
「
光
」
を
注
入
す
る
（
背
後
か
ら
依
頼
者
の

額
に
手
を
当
て
て
深
呼
吸
す
る
、
と
い
う
所
作
を
通
し
て
な
さ
れ
る
）。

M
も
S
と
同
様
に
「
霊
障
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
M

の
い
う
「
霊
障
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

M
に
よ
る
と
、「
先
祖
が
祟
る
わ
け
が
な
い
け
れ
ど
、
あ
の

世
と
こ
の
世
で
は
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
違
う
の
で
、
あ
の

世
の
人
が
こ
の
世
の
人
に
『
が
ん
ば
っ
て
』
と
声
を
か
け
て

も
こ
の
世
の
人
に
は
そ
れ
が
重
た
す
ぎ
る
」
の
だ
と
い
う
。
M

は
そ
う
し
た
「
先
祖
が
声
を
か
け
て
い
る
」
状
態
を
「
霊
障

を
被
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
M
は
ま
た
、「
霊
障
が
そ

の
人
の
気
の
流
れ
を
滞
ら
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
の

人
の
苦
し
み
の
原
因
だ
が
、
そ
の
苦
し
み
を
解
消
さ
せ
る
に

は
何
よ
り
も
本
人
の
『
治
り
た
い
』
と
い
う
強
い
意
志
が
必

要
な
の
だ
」
と
し
て
、
依
頼
者
自
身
が
己
れ
の
苦
し
み
を
主

体
的
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
態
度
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

「
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
の
現
場
に
あ
っ
て
、
M
自
身
の
行
為
は

あ
く
ま
で
も
依
頼
者
自
身
が
治
ろ
う
と
思
っ
て
自
分
の
身
体

に
働
き
か
け
て
い
る
こ
と
の
手
伝
い
に
過
ぎ
な
い
の
だ
、
と

M
は
語
る
。「
た
と
え
私
が
あ
な
た
の
身
体
を
治
し
た
と
し

て
も
、
あ
な
た
が
そ
の
道
理
を
わ
か
ら
な
い
の
な
ら
、
ま
た

同
じ
こ
と
を
や
っ
て
身
体
を
壊
す
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
に

『
ま
た
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
M
の
処
に
行
け
ば
い
い
』
と

い
う
よ
う
な
姿
勢
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
治
ら
な
い
」
と

M
は
訴
え
る
。

2
両
者
の
治
病・除
災
儀
礼
か
ら
み
え
る

相
違
点・共
通
点

冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
二
人
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教

者
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
治
病
・
除
災
儀
礼
は
、
か
た
や
僧

形
の
男
性
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
、
本
尊
へ
の
礼
拝
・
経

文
の
読
誦
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
た
仏
教
的
色
彩
の
強
い
儀
礼

で
あ
り
、
か
た
や
普
段
着
の
女
性
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
、
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特
定
宗
教
の
色
彩
の
見
ら
れ
な
い
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
」
的
治

病
儀
礼
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
）
で
あ
る
と
対
比
的
に
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

ひ
と
た
び
儀
礼
の
内
容
に
目
を
投
じ
、
儀
礼
中
の
依
頼
者

と
宗
教
者
と
の
関
係
性
に
注
目
し
て
み
る
と
、
S
の
シ
ン
タ

イ
バ
ラ
イ
に
お
い
て
は
、
依
頼
者
は
S
の
ほ
ぼ
な
す
が
ま
ま

に
身
体
を
動
か
す
の
み
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
自
身
の
努
力

に
よ
っ
て
心
や
身
体
の
状
態
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な

こ
と
は
要
求
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
M
の
儀
礼
に
お
い

て
は
依
頼
者
自
身
に
よ
る
「
治
り
た
い
と
い
う
意
志
」
が
強

く
求
め
ら
れ
、
実
際
の
儀
礼
の
流
れ
の
な
か
で
は
、
依
頼
者

自
身
が
病
的
状
態
か
ら
健
康
状
態
へ
と
自
己
イ
メ
ー
ジ
を
変

化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
儀
礼
の
中
心
事
と
し
て
強
力
に
要
請

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
対
比
の
図
式
か
ら
は
、
S
の
儀
礼
に
は

い
わ
ゆ
る
「
伝
統
的
・
保
守
的
」
治
病
・
除
災
儀
礼
の
イ
メ

ー
ジ
が
、
対
す
る
M
の
儀
礼
に
は
、
自
立
し
主
体
的
に
行
動

す
る
個
人
を
是
と
す
る
西
洋
近
代
の
人
間
観
に
基
づ
く
（
＝

ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
的
で
あ
り
脱
「
伝
統
的
」
な
）
治
病
・
除
災
儀
礼

の
イ
メ
ー
ジ
が
付
与
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
一
方
で
両
者
の
儀
礼
の
現
場
に
共
通
点
を
見
出
そ
う

と
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
双
方
を
眺
め
て
み
る
と
、
思
い
の

ほ
か
類
似
・
共
通
の
念
を
抱
か
せ
る
要
素
が
多
い
こ
と
に
気

が
付
く
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
双
方
と
も
が
「
霊
障
」
と
い

う
言
葉
を
使
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
が
示
す

内
容
自
体
も
高
い
近
似
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
双
方
の

「
霊
障
」
に
対
す
る
説
明
の
言
辞
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。そ

し
て
そ
の
「
霊
障
」
は
、
依
頼
者
自
身
が
深
く
息
を
吐

く
こ
と
に
よ
っ
て
体
内
か
ら
排
出
さ
れ
、
超
自
然
的
な
「
良

き
力
」（
S
：
観
音
様
の
力
、
M
：「
光
」）
を
依
頼
者
の
身
体
に

注
入
す
る
こ
と
で
完
了
す
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
両
者
に

お
い
て
ほ
ぼ
同
一
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
近
似
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
両
者
の
儀
礼
を
比
較
す
る
と
、（
筆

者
が
依
頼
者
と
な
っ
た
M
の
事
例
は
例
外
的
で
あ
る
と
し
た
ら
）
災

因
論
（
災
因
と
災
厄
解
消
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
に
は
近
似
点
が
多
い

も
の
の
、
儀
礼
の
遂
行
に
お
い
て
依
頼
者
の
主
体
性
が
関
与

す
る
度
合
い
に
か
ん
し
て
は
明
確
な
相
違
が
う
か
が
え
る
、
と

い
っ
た
結
論
が
導
き
出
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
S
院
が
熱
心
な
信
者
に
提
供
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
宗
教
実
践
の
内
容
と
、
S
が
考
え
る
そ
の
意
義
を
再

確
認
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
宗
教
実
践
の
ひ
と
つ
と
し
て
シ

ン
タ
イ
バ
ラ
イ
を
位
置
づ
け
て
み
る
と
、
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ

自
体
は
儀
礼
中
の
依
頼
者
に
問
題
解
決
に
向
け
て
の
主
体
的

な
姿
勢
を
強
要
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
シ
ン
タ
イ

バ
ラ
イ
を
内
包
す
る
S
院
の
宗
教
実
践
そ
の
も
の
は
、
信
者

に
問
題
解
決
へ
の
主
体
的
取
り
組
み
を
強
く
求
め
る
種
類
の

も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
は
、
信
者

個
々
人
の
「
行
」
を
通
し
た
主
体
的
な
「
先
祖
供
養
」
の
営

み
が
、
先
祖
に
ど
れ
だ
け
ど
の
よ
う
に
届
い
て
い
る
の
か
を
、

S
の
シ
ャ
ー
マ
ン
的
力
能
を
通
し
て
把
握
す
る
イ
ン
ジ
ケ
ー

タ
的
役
割
も
担
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
（
1-

1
）。
S
院
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
、
積
極
的
に
「
行
」
を
実

践
し
て
い
る
信
者
ほ
ど
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ
に
先
祖
供
養
イ
ン

ジ
ケ
ー
タ
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
風
が
あ
る
、
と

い
う
筆
者
の
実
感
は
、
長
年
S
院
の
信
者
た
ち
か
ら
話
を
聞

い
て
い
る
な
か
で
培
っ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
S
院
の
宗
教
実
践
の
文
脈
か
ら
シ
ン
タ
イ
バ
ラ
イ

と
呼
ば
れ
る
治
病
・
祓
除
儀
礼
の
み
を
切
り
取
っ
て
、
そ
こ

で
の
依
頼
者
の
儀
礼
へ
の
関
与
の
様
態
を
み
て
い
っ
た
と
き

に
は
、
依
頼
者
に
求
め
ら
れ
る
態
度
に
お
い
て
受
動
的
（
S

の
儀
礼
）：
主
体
的
（
M
の
儀
礼
）
と
い
う
対
照
性
が
成
立
す
る

け
れ
ど
も
、
教
団
化
が
な
さ
れ
、
教
義
面
で
も
あ
る
程
度
体

系
的
な
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
る
S
院
に
お
い
て
は
、
S
院

の
宗
教
実
践
全
体
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の
中
で
の
シ
ン

タ
イ
バ
ラ
イ
の
役
割
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

か
よ
う
な
問
題
意
識
を
抱
え
て
二
人
の
発
言
を
追
っ
て
み

る
と
、
S
が
「
腐
っ
た
食
べ
物
に
ハ
エ
が
た
か
っ
て
い
る
」

と
い
う
た
と
え
話
を
用
い
て
語
る
も
の
と
、
M
が
「『
ま
た

具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
M
の
処
に
行
け
ば
い
い
』
と
い
う
よ

う
な
姿
勢
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
治
ら
な
い
」
と
い
う
言

葉
か
ら
、
双
方
の
宗
教
実
践
が
提
供
し
て
い
る
の
は
、
問
題

解
決
へ
の
依
頼
者
・
信
者
の
主
体
的
・
能
動
的
な
関
与
を
大

前
提
と
し
た
救
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の

で
は
な
い
か
。

3
九
州
の「
行
者
文
化
」を
担
う

身
語
正
系
教
団

前
章
で
は
、
S
と
M
双
方
の
治
病
・
除
災
儀
礼
の
様
態
を

観
察
す
る
こ
と
で
、
両
者
の
救
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
、
問
題

解
決
に
あ
た
っ
て
依
頼
者
・
信
者
の
主
体
的
・
能
動
的
な
関

与
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
強
い
類
似
性
・
共
通

性
が
見
出
せ
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
章
は
こ
の
両
者
に
共
通

し
て
見
出
せ
る
救
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
は
た
し
て
ど
こ
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
提
示
す
る
と
こ

ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
こ
で
筆
者
は
S
と
M
が
と
も
に
シ
ャ
ー
マ
ン
的
宗
教
者

と
し
て
の
道
を
歩
み
出
す
契
機
と
し
て
「
知
人
（
親
戚
）
か
ら

行
者
を
紹
介
さ
れ
た
」
経
験
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
は
た
し
て
こ
こ
で
語
ら
れ
る
「
行
者
」
と
は
一
体
ど

の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。

「
行
者
」
と
は
、
語
義
的
に
は
ま
さ
し
く
「
修
行
を
行
う

者
」
で
あ
り
、
往
々
に
し
て
そ
の
修
行
は
仏
道
修
行
を
前
提

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
広
く
日
本
全
土
を
見
回
し
た
と
き

に
は
、「
行
者
」
の
語
で
山
岳
修
験
の
徒
を
あ
ら
わ
す
状
況
が

少
な
く
な
い
。
な
ら
ば
S
と
M
、
二
人
を
宗
教
者
の
世
界
へ
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と
導
い
た
「
行
者
」
も
修
験
の
徒
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
M

の
語
る
「
密
教
系
の
行
者
」
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
の

か
、
そ
の
姿
を
正
確
に
描
き
出
す
術
は
持
た
な
い
が
、
S
を

宗
教
者
の
世
界
へ
と
導
い
た
「
行
者
」
が
修
験
の
徒
で
な
い

こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

佐
賀
県
基
山
は
九
州
中
北
部
の
人
た
ち
か
ら
は
「
修
行
の

山
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
九
州
の
「
修
行
の
山
」
と
い

え
ば
全
国
的
に
は
英ひ

こ
さ
ん

彦
山
が
有
名
で
あ
る
が
、
基
山
は
英
彦

山
に
代
表
さ
れ
る
修
験
の
要
地
と
さ
れ
る
山
々
と
は
大
き
く

異
な
っ
た
容
貌
を
具
え
て
い
る
。
英
彦
山
の
標
高
が
一
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
そ
の
急
峻
さ
が
行
場
と
し
て
の
厳
し

さ
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
の
に
対
し
、
基
山
の
標
高
は
四
〇

四
メ
ー
ト
ル
。
古
代
に
は
山
城
（
基き

肄い

城
）
が
築
か
れ
て
い
た

ほ
ど
の
ゆ
る
や
か
な
地
形
の
山
で
あ
り
、
本
州
の
人
が
「
修

行
の
山
」
と
い
う
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
険
し
さ
・

厳
し
さ
を
そ
の
山
の
姿
か
ら
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か

し
現
代
の
九
州
中
部
・
北
部
で
活
躍
す
る
行
者
的
宗
教
者
の

多
く
に
と
っ
て
こ
の
基
山
は
間
違
い
な
く
重
要
な
「
修
行
の

山
」
な
の
で
あ
る
。

基
山
の
中
腹
に
は
、
二
つ
の
仏
教
系
新
宗
教
の
総
本
山
が

あ
る
。
中
山
身
語
正
宗
の
瀧
光
徳
寺
と
光
明
念
仏
身
語
聖
宗

の
本
福
寺
。

対
馬
路
人
は
「
九
州
の
筑
後
地
方
を
中
心
に
広
が
る
新
後

生
な
い
し
内
信
心
と
呼
ば
れ
る
秘
密
念
仏
集
団
の
宗
教
文
化

を
背
景
に
誕
生
し
た
教
団
並
び
に
寺
院
群
の
う
ち
、
木
原
（
八

坂
）
覚
恵
（
松
太
郎
）
の
教
え
の
系
統
を
引
く
も
の
、
影
響
を

受
け
た
も
の
」
を
「
身
語
正
系
教
団
」
と
い
う
名
称
で
捉
え

て
い
る
。
対
馬
は
身
語
正
系
教
団
の
宗
教
伝
統
に
お
け
る
基

本
要
素
と
し
て
「
経
文
と
し
て
の
『
御
座
文
』、『
お
慈
悲
』

に
よ
る
指
導
、
入
信
式
と
し
て
の
『
御
成
就
』、
不
動
明
王
の

信
仰
、
滝
行
の
重
視
な
ど
」
を
挙
げ
て
い
る8

。
こ
れ
ら
の
中

で
、
人
々
が
身
語
正
系
行
者
を
求
め
る
最
大
の
要
素
と
い
え

ば
「
お
慈
悲
」
で
あ
る
。「
お
慈
悲
」
の
空
間
で
は
、
行
者
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
力
能
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
。

「
お
慈
悲
」
は
多
く
の
場
合
、
経
文
の
読
誦
か
ら
始
ま
る
。
や

が
て
経
文
の
読
誦
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
文
字
に
節
を

つ
け
て
ゆ
っ
く
り
と
朗
唱
す
る
「
長
念
仏
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
に
切
り
替
わ
る
。
依
頼
者
は
行
者
の
口
か
ら
長
念
仏
が
聞

こ
え
て
き
た
ら
、
両
手
を
前
に
伸
ば
し
、
頭
を
畳
に
擦
り
つ

け
る
ほ
ど
に
下
げ
た
体
勢
で
、「
お
慈
悲
」
に
備
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
し
か
る
後
に
行
者
の
口
か
ら
は
超
自
然
的
存
在

（
神
・
仏
・
死
者
）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
放
た
れ
る
。

身
語
正
系
教
団
の
う
ち
最
も
大
手
で
歴
史
も
古
い
中
山
身

語
正
宗
と
光
明
念
仏
身
語
聖
宗
の
本
山
の
あ
る
場
所
が
こ
の

基
山
で
あ
る
。
行
者
的
宗
教
者
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
基

山
に
注
目
す
べ
き
理
由
は
、
こ
の
山
に
あ
る
二
つ
の
本
山
寺

院
が
、
九
州
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
的
仏
教
者
つ
ま
り
行
者

た
ち
を
生
み
出
す
、
あ
る
種
の
養
成
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

実
数
と
し
て
明
示
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
十
数
年
に

わ
た
り
当
該
地
域
で
調
査
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
筆
者
は

こ
の
基
山
の
二
つ
の
教
団
、
中
山
身
語
正
宗
と
光
明
念
仏
身

語
聖
宗
に
所
属
し
て
修
行
を
始
め
、
や
が
て
僧
階
を
取
得
し
、

そ
の
う
え
で
行
者
つ
ま
り
シ
ャ
ー
マ
ン
的
力
能
を
持
っ
た
仏

教
者
と
し
て
依
頼
者
・
信
者
集
団
を
擁
す
る
と
い
っ
た
プ
ロ

セ
ス
を
踏
ん
だ
人
物
が
、
現
在
の
九
州
地
域
で
は
数
多
く
活

躍
し
て
い
る
と
の
実
感
を
持
っ
て
い
る9

。
彼
・
彼
女
ら
の
多

く
は
、
自
身
の
身
体
的
・
精
神
的
危
機
を
行
者
が
救
っ
て
く

れ
た
と
い
う
体
験
を
機
に
、
自
身
も
行
者
の
道
を
志
す
、
と

い
っ
た
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
る
。
本
稿
事
例
の
S
も
、
ま
さ

に
そ
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
行
者
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
S
の
事
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
基

山
で
の
厳
し
い
行
（
主
に
滝
行
）
を
重
ね
る
こ
と
で
、
超
越
的

な
力
能
を
身
に
つ
け
た
身
語
正
系
宗
教
者
（
行
者
）
が
悩
み
苦

し
む
人
々
に
与
え
る
処
方
箋
の
、
最
も
基
本
に
あ
る
の
が

「
行
」
で
あ
る
。
行
者
は
人
々
が
自
身
の
問
題
解
決
の
た
め
に

「
行
」
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
力
能
を
も
っ

て
後
援
を
す
る
。
そ
れ
が
「
お
慈
悲
」
の
主
た
る
役
割
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
実
際
の
と
こ
ろ
行
者
の
も
と
を

訪
れ
る
人
々
の
大
半
は
行
の
実
践
に
手
を
染
め
る
こ
と
な
く

「
お
慈
悲
」
の
み
を
求
め
て
帰
っ
て
い
く
。
だ
が
中
に
は
深
刻

な
苦
悩
を
抱
え
て
行
者
の
も
と
を
訪
れ
る
者
も
い
る
。
彼
ら

の
中
に
は
行
者
の
提
示
す
る
、
け
し
て
安
楽
で
は
な
い
救
済

策
、「
行
」
の
実
践
を
受
け
入
れ
そ
れ
に
邁
進
す
る
。
彼
ら
の

中
に
は
自
ら
行
者
と
な
っ
て
人
々
を
救
済
す
る
道
を
選
ぶ
者

も
出
て
く
る
。
若
き
S
は
そ
う
し
た
人
の
ひ
と
り
だ
っ
た
の

だ
。
行
者
再
生
産
の
シ
ス
テ
ム
は
か
く
の
如
く
稼
働
し
つ
づ

け
る
。

九
州
中
北
部
の
郊
外
地
域
を
自
動
車
で
移
動
し
て
い
る
と
、

寺
院
と
も
一
般
家
屋
と
も
つ
か
な
い
、
本
州
の
人
間
に
と
っ

て
は
何
と
も
不
思
議
な
佇
ま
い
の
建
物
を
見
か
け
る
こ
と
が

た
び
た
び
あ
る
。
そ
う
し
た
建
物
の
多
く
は
、
ま
る
で
子
供

の
水
遊
び
場
の
よ
う
な
小
さ
な
滝
場
を
設
け
て
い
る
。
多
く

の
場
合
そ
れ
ら
は
基
山
の
二
つ
の
教
団
の
ど
ち
ら
か
か
あ
る

い
は
そ
の
派
生
教
団
で
修
行
を
積
ん
だ
人
物
、
す
な
わ
ち
行

者
が
建
て
た
寺
院
で
あ
る
。
○
○
寺
な
い
し
は
○
○
院
と
い

う
名
前
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
そ
う
し
た
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
は

既
成
仏
教
寺
院
の
よ
う
な
檀
家
組
織
を
持
た
な
い
。
そ
の
た

め
葬
式
を
執
り
行
う
ケ
ー
ス
は
一
般
的
で
は
な
い
。
彼
ら
の

宗
教
活
動
の
主
た
る
も
の
は
、
寺
院
を
訪
れ
る
依
頼
者
一
人

ひ
と
り
の
苦
悩
を
、
修
行
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
シ
ャ
ー
マ
ン

的
力
能
を
用
い
て
解
決
へ
と
導
く
こ
と
に
あ
る
。

身
語
正
系
教
団
の
寺
院
は
、
自
分
た
ち
が
属
す
る
教
団
名

を
一
般
の
人
（
そ
こ
に
依
頼
者
と
し
て
や
っ
て
く
る
人
で
す
ら
）

か
ら
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い
節
が
あ
る
。
身
語
正
系
教

団
か
ら
生
ま
れ
た
行
者
た
ち
が
こ
と
さ
ら
声
高
に
自
ら
の
行
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者
と
し
て
の
出
自
や
教
団
名
称
を
叫
ば
な
い
こ
と
も
そ
の
要

因
と
し
て
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、「
し
ん
ご
し
ょ
う
」
と
い
う

音
の
響
き
や
、
実
際
の
行
者
た
ち
の
佇
ま
い
や
儀
礼
の
様
子

か
ら
、
身
語
正
系
教
団
出
身
の
行
者
お
よ
び
行
者
の
い
る
寺

院
は
、
真
言
系
、
な
い
し
は
真
言
宗
に
属
す
る
も
の
と
し
て

了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
、
筆
者
は
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
実
感
し
て
い
る
。
M
が
い
う

「
真
言
系
の
行
者
」
も
、
基
山
に
出
自
を
持
つ
身
語
正
系
教
団

の
行
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

彼
ら
の
多
く
は
、
男
性
の
場
合
は
剃
髪
あ
る
い
は
短
髪
で
、

袈
裟
姿
で
儀
礼
を
執
り
行
う
。
女
性
の
行
者
が
多
い
の
も
身

語
正
系
寺
院
の
特
徴
だ
と
い
え
る
。
彼
女
た
ち
は
僧
侶
と
い

え
ど
剃
髪
は
し
て
い
な
い
。
一
般
的
な
女
性
の
髪
型
に
袈
裟

姿
と
い
う
い
で
た
ち
で
儀
礼
に
臨
む
。
彼
・
彼
女
た
ち
は
、
あ

る
人
か
ら
は
「
お
坊
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た
あ
る
人
か
ら

は
「
拝
み
屋
・
祈
禱
師
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
あ
る

人
は
彼
・
彼
女
た
ち
を
「
行
者
」
と
呼
ぶ
。

九
州
地
域
の
民
間
宗
教
者
研
究
に
は
実
に
豊
富
な
蓄
積
が

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
語
正
系
宗
教
者
（
行
者
）
の
実

態
に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
ご
く
わ
ず
か

し
か
な
い
。
そ
れ
は
修
験
道
と
は
異
な
る
「
行
者
」
た
ち
が

持
つ
様
態
の
多
面
性
が
、
彼
・
彼
女
ら
を
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ

に
持
っ
て
い
る
宗
教
者
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
「
藪
の
中
」
に
放
り

込
ん
で
し
ま
っ
て
き
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
。

民
俗
宗
教
研
究
の
領
域
で
は
、
山
岳
修
験
に
限
定
さ
れ
な

い
広
い
意
味
で
の
「
行
者
」
が
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

日
本
の
民
衆
か
ら
大
き
な
支
持
を
得
て
き
た
と
い
う
実
態
と
、

そ
れ
に
反
し
た
よ
う
に
「
行
者
」
の
研
究
は
け
っ
し
て
豊
か

で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
て
、
将
来
に
わ
た
る
「
行

者
」
研
究
の
重
要
性
を
叫
ぶ
声
が
上
が
っ
て
い
る10

。

無
論
筆
者
も
そ
の
声
を
上
げ
る
側
に
立
っ
て
い
る
の
だ
が
、

今
回
の
事
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
お
よ
そ
「
行
者
」
研
究

に
お
い
て
は
、
九
州
の
民
俗
宗
教
世
界
は
怖
ろ
し
い
ほ
ど
の

沃
野
で
あ
り
、
謎
の
深
海
生
物
が
う
よ
う
よ
と
泳
ぎ
回
る
深

く
て
暗
い
豊
饒
の
海
で
も
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
の
よ
う
に
人

間
性
の
奥
深
く
に
ダ
イ
ブ
す
る
よ
う
な
ワ
ザ
を
持
た
な
い
カ

ナ
ヅ
チ
の
筆
者
は
、
豊
饒
の
海
に
飛
び
込
ん
で
も
、
け
っ
き

ょ
く
の
と
こ
ろ
木
っ
端
に
捕
ま
っ
て
バ
タ
足
す
る
く
ら
い
の

こ
と
し
か
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
世
の
中

は
広
い
。
バ
タ
足
研
究
者
が
見
続
け
る
風
景
に
、
心
の
襞
を

三
ミ
リ
く
ら
い
逆
な
で
さ
れ
る
奇
特
な
人
だ
っ
て
き
っ
と
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
今
後
も
引
き

続
き
九
州
行
者
文
化
の
海
に
身
を
投
じ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

謝
辞

今
回
本
稿
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ
て
、
み
ず
か
ら
が
執
り
行
う
治

病
・
除
災
儀
礼
に
つ
い
て
紙
面
に
お
い
て
公
表
す
る
こ
と
を
許
可

し
て
く
だ
さ
っ
た
S
さ
ん
と
M
さ
ん
、
な
ら
び
に
お
二
人
を
信

奉
す
る
依
頼
者
・
信
者
の
方
々
に
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

注1
　
北
九
州
に
小
野
の
記
述
ど
お
り
の
教
団
は
存
在
し
な
い
が
、

佐
賀
県
基
山
に
本
山
を
構
え
る
中
山
身
語
正
宗
な
い
し
は
光

明
念
仏
身
語
聖
宗
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

2
　
小
野
泰
博
「
霊
能
カ
リ
ス
マ
の
一
形
態

―
そ
の
川
流
し
供

養
に
つ
い
て
」
櫻
井
徳
太
郎
編
著
『
日
本
宗
教
の
正
統
と
異

端
』
弘
文
堂
、
一
九
八
八
年
。

3
　
宗
教
学
の
島
薗
進
は
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
」
に
つ
い
て
「
一
九

七
〇
年
頃
以
降
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は
じ
め
と
し
て
先
進

各
国
で
発
展
し
た
宗
教
的
な
い
し
霊
性
（
霊
や
魂
な
ど
に
関

わ
る
が
特
定
の
宗
教
に
は
く
み
し
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
）
的
自
己
変
容
運
動
」
と
定
め
、
そ
れ
ら
の
共
通
点
と
し

て
、
自
己
の
心
を
探
究
し
、
白
己
変
容
に
よ
っ
て
霊
性
を
高

め
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
方
法
に
は
主
な
も

の
と
し
て
、
瞑
想
や
呼
吸
法
、
心
理
療
法
的
な
ゲ
ー
ム
や
会

話
、
身
体
位
法
（
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク
）、
歌
や
踊
り
や
儀
礼
的

な
所
作
な
ど
が
あ
る
と
し
た
（
島
薗
進
「
項
目
：
ニ
ュ
ー
エ

イ
ジ N

ew
 Age

」
佐
々
木
宏
幹
・
宮
田
登
・
山
折
哲
雄
監

修
『
日
本
民
俗
宗
教
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
、

四
四
二
頁
）。
本
稿
で
は
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
」
の
語
を
、
こ

の
島
薗
の
解
説
に
依
拠
し
て
使
用
す
る
。

4
　
佐
々
木
宏
幹
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

―
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
憑

霊
の
文
化
』
中
公
新
書
、
一
九
八
〇
年
、
四
一
頁
。

5
　
例
外
的
に
生
霊
な
ど
が
原
因
に
措
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

6
　「
神
島
神
社
は
本
来
前
方
湾
を
挟
ん
で
本
島
に
あ
る
地
の
神

島
神
社
と
、
そ
の
対
岸
野
崎
島
に
あ
る
沖
の
神
島
神
社
の
二

社
を
あ
わ
せ
て
一
社
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
本
島
の
本
宮

（
辺
津
宮
）
と
沖
津
宮
の
関
係
で
あ
る
。
主
祭
神
は
神
島
大

明
神
（
鴨
分
一
速
王
命
）
で
、
志
自
岐
大
明
神
（
十
城
別
王

命
）
と
七
郎
大
明
神
（
七
郎
氏
廣
王
）
を
併
祭
す
る
」。
小

値
賀
町
教
育
委
員
会
『
小
値
賀
町
歴
史
・
文
化
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
』、
一
二
頁
。

7
　
島
薗
進
は
「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
の
周
辺
」
の
諸
集
団
・
諸
現
象

の
ひ
と
つ
と
し
て
レ
イ
キ
を
挙
げ
て
い
る
。
島
薗
進
『
精
神

世
界
の
ゆ
く
え
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
、
三
六
頁
。

8
　
対
馬
路
人
「
身
語
正
系
」
井
上
順
孝
・
孝
本
貢
・
対
馬
路

人
・
中
牧
弘
允
・
西
山
茂
編
著
『
新
宗
教
事
典
』
弘
文
堂
、

一
九
九
〇
年
、
九
〇
―九
二
頁
。

9
　
九
州
に
身
語
正
系
教
団
の
寺
院
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
な
の
だ
が
、
そ
の
実
数
を
知
る
こ
と
は
簡
単
で

は
な
い
。
宗
教
法
人
の
認
証
を
受
け
て
い
る
寺
院
も
あ
る
し

そ
う
で
な
い
寺
院
も
あ
る
。
法
人
認
証
も
単
立
寺
院
と
し
て

認
証
さ
れ
て
い
る
寺
院
も
あ
る
し
被
包
括
の
宗
教
法
人
と
し

て
認
証
を
受
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
既
成
仏
教
の
寺
院
で

は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
な
い
が
、
建
物
は
あ
っ
て
も
な
ん
ら
か

の
理
由
で
「
今
は
や
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
態
の
寺
院
も

散
見
さ
れ
る
。
正
確
な
実
数
を
知
る
た
め
に
は
現
場
に
足
を

運
ん
で
カ
ウ
ン
ト
す
る
よ
り
他
は
な
い
だ
ろ
う
。

10
　
長
谷
部
八
朗
「
日
本
仏
教
と
行
者

―
『
行
者
仏
教
』
の
世

界
」『
宗
教
研
究
』
三
三
三
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇

二
年
。
こ
の
論
考
が
そ
う
し
た
声
の
嚆
矢
と
い
え
る
。
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挨
拶
文

鎌
田
東
二

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
で
進
め
て

い
る
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
―
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ
ワ

ザ
の
総
合
的
研
究
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

日
時
　
九
月
二
五
日
（
水
）
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

場
所
　
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館
三
階
大
会
議
室

企
画
趣
旨
説
明
　
鎌
田
東
二
（
科
研
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」
研
究
代
表
者
）
一
三
時
～

一
三
時
一
〇
分

基
調
講
演
　
張
明
亮
老
師
（
峨が

眉び

丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
十
四
代
伝
人
・
中
医
師
・
北
京
黄
亭
中
医

薬
研
究
院
院
長
・
山
西
大
学
体
育
学
院
客
員
教
授
・
中
国
国
家
体
育
総
局
健
身
気
功
協
会
常
任
委
員
）
一
三

時
一
〇
分
～
一
五
時

テ
ー
マ
「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
気
功
と
武
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
研
究
」

休
憩
　
一
五
時
～
一
五
時
二
〇
分

指
定
討
論
者

濱
野
清
志
（
京
都
文
教
大
学
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
気
功
家
）
一
五
時
二
〇
分
～
一
五
時
五
〇
分

倉
島
哲
（
関
西
学
院
大
学
准
教
授
／
身
体
論
・
中
国
拳
法
）
一
五
時
五
〇
分
～
一
六
時
一
〇
分

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ワ
ザ
学
共
同
研
究
員
／
文
化
人
類

学
、
モ
ン
ゴ
ル
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）
一
六
時
一
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

総
合
討
論
一
六
時
三
〇
分
～
一
七
時
三
〇
分

通
訳
　
山
元
啓
子

司
会
　
鎌
田
東
二

最
初
に
、
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
た
背
景
と
企
画
趣
旨
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
本
科
研
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
背
景
と
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

二
〇
世
紀
末
、
二
一
世
紀
は
「
心
の
世
紀
」
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
現
実
に

第
四
部
❖
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
身
心
変
容
技
法

科
研「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
気
功
の
講
義
と
実
修
」

張
明
亮

峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
十
四
代
伝
人
・
中
医
師
・
北
京
黄
亭
中
医
薬
研
究
院
院
長
・

山
西
大
学
体
育
学
院
客
員
教
授
・
中
国
国
家
体
育
総
局
健
身
気
功
協
会
常
任
委
員

ほ
か
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は
、
二
〇
一
三
年
現
在
、
未
来
社
会
へ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
描
け
ず
、「
心
の
荒
廃
」
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震

災
後
に
お
い
て
は
、「
心
」
の
み
な
ら
ず
「
身
体
の
荒
廃
」
も
深
刻
な
事
態
を
迎
え
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
下
に
お
い
て
、「
身
心
の
荒
廃
」
か
ら

抜
け
出
て
い
く
た
め
の
宗
教
的
リ
ソ
ー
ス
な
い
し
ワ
ザ
（
技
術
と
知
恵
）
と
し
て
、「
身
心
変
容

技
法
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
神
秘
思
想
に
お
け
る
観
想
、
仏
教
に
お
け
る
止
観
や
禅
や
密
教
の
瞑
想
、
修
験

道
の
奥
駆
け
や
峰
入
り
、
滝
行
、
合
気
道
や
気
功
や
太
極
拳
な
ど
の
各
種
武
道
・
芸
道
等
々
、
さ

ま
ざ
ま
な
「
身
心
変
容
技
法
」
の
諸
相
（
特
色
）
と
構
造
（
文
法
）
と
可
能
性
（
応
用
性
）
を
、
文

献
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
・
実
験
研
究
・
臨
床
研
究
の
手
法
に
よ
り
総
合
的
に
解
明
し
、
現

代
を
生
き
る
個
人
が
自
分
に
合
っ
た
ワ
ザ
を
見
出
し
、
活
力
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら
リ
ア
ル
な

社
会
的
現
実
を
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
に
資
す
る
研
究
成
果
を
社
会
発
信
し
た
い
と
考
え
た
の

で
す
。

一
九
九
八
年
（
平
成
一
〇
）、
年
間
自
殺
者
数
は
前
年
の
二
四
、
三
九
一
人
か
ら
一
挙
に
三
二
、

八
六
三
人
と
増
え
、
そ
の
後
も
年
間
三
万
人
を
下
回
ら
ず
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
は
「
心
の

荒
廃
」
が
国
会
で
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
自
殺
者
数
は
現
代
社
会
の
不
安
定
さ
と
現
代
人
の
心
の

苦
悩
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
近
代
意
識
が
浸
透
し
、
か
つ
て
個
人
を
支
え
て
く
れ
た

共
同
体
が
崩
壊
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
個
々
人
が
依
拠
で
き
る
一
つ
の
実
体
は
自
ら
の
身

体
で
す
。
そ
の
身
体
の
客
観
性
と
主
観
性
、
物
質
性
と
精
神
性
あ
る
い
は
霊
性
、
す
な
わ
ち
身

心
間
の
縫
合
こ
そ
が
心
の
荒
廃
問
題
を
解
く
カ
ギ
で
あ
る
と
と
ら
え
、
宗
教
的
伝
統
や
芸
道
や

武
道
に
伝
わ
る
「
身
心
変
容
技
法
」
に
着
目
し
て
、
そ
の
共
通
構
造
と
現
代
的
意
義
を
学
際
的

に
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
当
初
よ
り
、
身
心
問
題
へ
の
理
論
的
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
り
つ
つ
も
、
実
践
応
用
論
的
な
志
向
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
主

観
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
の
体
験
領
域
を
扱
う
宗
教
研
究
者
お
よ
び
宗
教
者
（
修
行
者
）
と
、
客
観
的

な
方
法
で
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
脳
神
経
科
学
・
認
知

科
学
の
研
究
者
を
包
含
し
た
学
際
的
な
研
究
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
挑
戦
的
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

研
究
代
表
者
の
鎌
田
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
よ
り
四
年
間
、
科
研
「
モ
ノ
学
の
構
築
―
も

の
の
あ
は
れ
か
ら
貫
流
す
る
日
本
文
明
の
モ
ノ
的
創
造
力
と
感
覚
価
値
を
検
証
す
る
」（
課
題
番

号
一
八
三
二
〇
〇
二
一
）
を
実
施
し
、
日
本
文
明
を
作
り
上
げ
て
き
た
想
像
力
～
創
造
力
の
基
底

を
な
す
「
モ
ノ
」
認
識
を
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
と
も
に
、
原
理
的
か

つ
事
例
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
研
究
誌
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』（
通
算
七
号
）、
鎌
田

東
二
編
『
モ
ノ
学
の
冒
険
』（
創
元
社
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
）、
同
編
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
論
』

（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）
や
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会
に
て
社
会
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
次

の
段
階
と
し
て
、「
物
・
者
・
霊
」
の
三
層
の
意
味
世
界
を
包
含
す
る
日
本
人
の
「
モ
ノ
」
観
や

感
覚
価
値
論
を
よ
り
具
体
的
な
身
体
技
法
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、「
心
と
体
と
モ
ノ
を
つ
な
ぐ

ワ
ザ
」
と
し
て
の
「
身
心
変
容
技
法
」、
つ
ま
り
身
心
問
題
の
本
質
構
造
と
応
用
事
例
を
明
ら
か

に
し
、
身
心
理
論
に
基
づ
く
よ
り
実
践
的
な
応
用
可
能
性
を
開
く
こ
と
を
企
図
し
て
い
ま
す
。

鎌
田
は
か
つ
て
宗
教
的
身
体
論
と
し
て
、『
身
体
の
宇
宙
誌
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
四

年
）
を
上
梓
し
て
い
ま
す
が
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究

や
文
献
思
想
研
究
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
最
新
の
臨
床
心
理
学
や
精
神
医
学
の
臨

床
研
究
や
認
知
科
学
や
脳
神
経
科
学
の
実
験
研
究
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
身
体
と

心
と
の
相
互
的
な
関
わ
り
を
ワ
ザ
や
モ
ノ
を
媒
介
と
し
つ
つ
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
し

て
「
心
の
荒
廃
の
時
代
」
を
突
破
す
る
理
論
と
実
践
を
提
示
し
て
い
き
た
い
と
期
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
問
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
の
は
次
の
よ
う
な
課
題
で
す
。

（
一
）「
身
心
変
容
技
法
」
の
概
念
規
定
（
定
義
）
と
そ
の
諸
相
（
個
性
的
表
現
）
の
解
明
（
主
に
文

献
思
想
研
究
）

「
身
心
変
容
技
法
」
の
個
別
事
例
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
共
通
す
る
構
造
や
文
法
を

取
り
出
し
、
そ
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
二
）
異
な
る
「
身
心
変
容
技
法
」
間
の
構
造
的
比
較

A
　
禅
や
密
教
や
気
功
や
神
道
行
法
等
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
の
神
経
基
盤
の
探
求
（
実

験
研
究
）

瞑
想
を
中
心
と
す
る
「
身
心
変
容
技
法
」
に
関
す
る
認
知
神
経
科
学
的
な
研
究
は
、
瞑
想
に

よ
る
注
意
機
能
の
向
上
や
そ
れ
に
伴
う
脳
活
動
の
変
化
を
報
告
し
て
い
る
が
、
体
系
的
な
理
解

に
は
ほ
ど
遠
い
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
主
に
東
ア
ジ
ア
に
発
達
し
た
禅
・
密
教
・
神
道
行
法
・

気
功
と
い
う
、
異
な
る
思
想
的
背
景
や
瞑
想
や
精
神
統
一
（
鎮
魂
）
の
方
法
論
を
も
つ
四
つ
の

「
身
心
変
容
技
法
」
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
神
経
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
。

B
　「
身
心
変
容
技
法
」
の
質
的
調
査
（
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
・
臨
床
研
究
）

瞑
想
や
鎮
魂
や
気
功
や
精
神
統
一
な
ど
の
「
身
心
変
容
技
法
」
の
修
行
者
に
参
与
観
察
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
心
理
テ
ス
ト
を
行
い
、
動
機
・
効
果
・
価
値
付
け
な
ど
の
自
己
認
識
や
内
感
を

確
認
し
、
実
験
デ
ー
タ
と
突
き
合
わ
せ
る
。
こ
れ
ま
で
、
宗
教
的
行
法
や
瞑
想
な
ど
に
よ
っ
て

「
意
識
変
容
／
変
性
意
識
状
態
（A

SC
: A

ltered States of C
onsciousness

）」
や
「
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
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ナ
ル
な
意
識
の
地
平
の
開
け
」
が
起
こ
る
と
報
告
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
高
次
の
意
識

や
精
神
の
獲
得
過
程
の
質
的
研
究
を
試
み
、
社
会
と
他
界
ま
た
モ
ノ
と
魂
が
交
錯
す
る
生
き
方

は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
く
る
か
等
、
共
同
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
焦
点
を
当
て
つ
つ
考
察
す
る
。

（
三
）
人
間
の
「
声
」
と
「
意
識
変
容
体
験
」
の
解
明
と
、「
身
心
変
容
技
法
」
を
日
常
生
活
に

つ
な
げ
て
い
く
回
路
の
探
究

古
来
、
人
間
の
「
声
」
を
使
っ
た
瞑
想
法
が
諸
宗
教
の
伝
統
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
。
日

本
仏
教
に
お
け
る
声
明
、
真
言
、
題
目
、
念
仏
な
ど
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教

の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
讃
歌
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
ズ
ィ
ク
ル
（
神
名
「
ア
ッ
ラ
ー
」
の
連
呼
）
な
ど
も
「
声

（
念
唱
）」
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

「
身
心
変
容
技
法
」
は
宗
教
的
伝
統
と
リ
ソ
ー
ス
に
蓄
え
ら
れ
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
り
、
そ

の
「
身
体
知
」
を
科
学
的
に
解
明
す
る
と
同
時
に
、
哲
学
・
思
想
史
的
に
位
置
付
け
直
す
と
こ

ろ
に
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
身
体
知
」
の
総
合
的
研
究
が
、
二

一
世
紀
の
「
心
の
平
安
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
際
に
実
践
的
か
つ
具
体
的
な
示
唆
を
与
え
、
人

間
関
係
の
改
善
や
健
康
回
復
に
も
寄
与
し
、
個
性
と
自
由
を
担
保
し
た
心
直
し
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
身
体
を
用
い
て
心
を
制
御
し
た
り
、
あ
る
意
識

状
態
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
の
解
放
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
「
身
心
変
容
技
法
」
を
文
献

思
想
研
究
・
実
験
研
究
・
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
・
臨
床
研
究
の
研
究
方
法
に
よ
り
実
証
科
学
的
（
実

験
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
臨
床
）
に
分
析
す
る
と
同
時
に
、
哲
学
・
思
想
史
的
反
省
を
加
え
て
、
よ
り

融
合
的
・
総
合
的
な
研
究
成
果
と
し
て
世
に
問
う
も
の
で
す
。
不
安
や
恐
怖
や
悲
哀
や
怒
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
負
の
感
情
」
を
受
け
止
め
、
見
つ
め
、
昇
華
し
た
り
解
放
し
た
り
す
る
「
身

心
変
容
技
法
」
の
諸
ワ
ザ
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
混
迷
す
る
現
代
を
「
身
の
丈
」
に
合
っ
た
生

の
ヒ
ン
ト
を
社
会
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
は
、
随
時
本
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://waza-sophia.la.coocan.jp/

や
研
究
年
報
誌
『
身
心
変

容
技
法
研
究
』（
第
一
号
を
二
〇
一
二
年
三
月
、
第
二
号
を
二
〇
一
三
年
三
月
に
刊
行
、
全
頁
を
H
P
内

で
P
D
F
公
開
）
に
公
開
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
書
籍
な
ど
を
通
し
て
社
会

発
信
な
い
し
社
会
還
元
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
れ
ら
の
成
果
発
表
も
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
く
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
昨
日
、
九
月

二
四
日
に
は
、
第
一
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
を
開
催
し
、
本
日
の
基
調
講
演
者
の
張
明
亮

老
師
に
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主

と
し
て
研
究
者
対
象
の
半
公
開
的
な
少
人

数
規
模
の
研
究
会
で
し
た
が
、
定
員
三
〇

名
の
と
こ
ろ
、
四
〇
名
を
超
え
る
参
加
者

を
見
、
研
究
会
後
の
懇
親
会
も
一
七
名
の

参
加
で
議
論
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

昨
日
は
、
張
老
師
に
、「
中
国
峨
眉
丹
道

医
薬
養
生
学
派
の
身
心
変
容
技
法
研
究
に

つ
い
て
」
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
講
義
は
、「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
」
を
、

峨
眉
山
・
丹
道
・
医
薬
・
養
生
学
・
学
派

の
諸
点
か
ら
き
わ
め
て
明
晰
か
つ
体
系
的

に
説
明
す
る
も
の
で
、
本
日
の
基
調
講
演

も
そ
れ
と
重
な
る
と
こ
ろ
、
ま
た
昨
日
の

講
義
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
展
開
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
昨
日
の
質
疑
応
答
の

際
の
答
え
も
、
実
に
明
晰
で
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
、「
身
心
変
容
技
法
」
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
丹
道
」
に
あ
り
ま
す
。
本
日
の
張

老
師
の
基
調
講
演
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
丹
道
」
に
は
、
外
丹
（
錬
金
術
）

と
内
丹
（
導
引
・
吐
納
・
存
思
）
の
二
種
が
あ
り
、
本
科
研
テ
ー
マ
の
「
身
心
変
容
技
法
」
か
ら

す
る
と
、︿
身
体
の
中
の
『
気
』
の
変
化
を
修
練
す
る
﹀「
内
丹
」
が
焦
点
と
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
「
内
丹
」
の
法
と
し
て
の
「
気
功
」
に
つ
い
て
、
張
老
師
よ
り
存
分
に
語
っ
て
い
た
だ

き
、
臨
床
心
理
学
・
社
会
学
・
文
化
人
類
学
の
学
問
的
見
地
か
ら
指
定
討
論
を
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」
と
し
て
総
合
討
議
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
時
間
不
足
で
、
議
論
を
ど
こ
ま
で
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

心
配
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
今
回
の
問
題
提
起
を
機
に
、
継
続
的
に
こ
の
問
題
を
探
究

し
、
討
議
し
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
次
の
機
会
に
、
改
め
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
社
会
発
信
し
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
明
日
、
九
月
二
六
日
は
、
こ
の
二
日
間
の
講
義
や
講
演
や
討
議
を
踏
ま
え
て
、
参
加

者
と
実
修
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
身
心
変
容
技
法
」
体
験
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
会
場
の
関
係
も
あ
り
、
参
加
者
を
人
数
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
こ 基調講演をする張明亮老師と通訳の山元啓子さん
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れ
か
ら
の
参
加
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
気
功
実
修
」
や
「
気
功
文
化
」
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
窓
口
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
み
ず
か
ら
体
験
を
深

め
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
四
時
間
余
り
の
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
日
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

最
後
ま
で
ご
堪
能
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

二
〇
一
三
年
九
月
二
五
日

科
研
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
　
鎌
田
東
二
拝

基
調
講
演

峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
気

功
と
武
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技

法
研
究

張
明
亮

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

私
が
講
演
す
る
前
に
み
な
さ
ん
に
私
の
峨
眉
功
法
の
表
演
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ん
に
、
ま
ず
気
功
の
功
法
が
全
体
と
し
て
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

気
功
は
武
術
と
違
っ
て
、
ま
っ
た
く
攻
撃
の
目
的
が
あ
り
ま
せ
ん
。
気
功
は
舞
踏
と
違
っ
て
、

表
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る

の
か
。
そ
れ
は
今
日
、
私
が
み
な
さ
ま
に
お
話
し
す
る
テ
ー
マ
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

一
言
で
気
功
と
は
何
か
と
語
る
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
外
部
に
対
す
る
目
的
も
持
た
な
い
、
自

分
自
身
の
心
と
身
体
の
鍛
錬
法
と
言
え
ま
す
。
外
へ
向
か
っ
て
の
目
的
は
何
も
持
た
な
い
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
先
ほ
ど
行
い
ま
し
た
の
も
、
み
な
さ
ん
に
表
演
し
て
ご
覧
に
い
れ
た
と
い
う
の
で
は
な

く
、
一
度
、
自
分
自
身
で
煉
功
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
が
先
ほ
ど
し
ま
し
た
功
法
「
峨

眉
法
済
功
」
に
つ
い
て
、
い
ま
出
版
を
準
備
し
て
い
る
中
国
語
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
は
「
心
身

の
舞
」（
踊
り
）
と
い
う
名
前
を
付
け
ま
し
た
。
こ
の
煉
功
を
通
し
て
、
で
き
る
だ
け
心
と
体
を

融
合
、
統
一
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
気
功
は
何
千
年
も
の
歴
史
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
人
々
が
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て
ず
っ
と
修
練
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

で
は
、
気
功
と
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
か
。
何
が
気
功
で
あ
る
か
。
私
は
峨
眉
の
養

生
学
派
の
紹
介
を
通
し
て
、
中
医
学
、
気
功
、
養
生
学
の
体
系
を
み
な
さ
ま
に
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
自
身
が
ど
の
よ
う
に
し
て
学
ん
で
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
み
な

さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
学
び
ま
し
た
流
派
の
正
確
な
名
前
は
「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
」
と
い
い
ま
す
。
峨
眉

と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
峨
眉
丹
道
医
薬

養
生
学
、
こ
の
流
派
が
は
た
し
て
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
れ
て
い
る
方

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
こ
の
流
派
の
名
前
か
ら
み
な
さ
ま
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
峨
眉
」
―
丹
道
医
薬
の
伝
統
を
育
て
た
環
境

「
峨
」
は
高
い
、「
眉
」
は
美
し
い
、
で
す
か
ら
、
高
く
て
美
し
い
と
い
う
の
が
「
峨
眉
」
の

意
味
で
す
。
中
国
の
四
川
省
に
あ
る
峨
眉
山
は
、
高
く
て
美
し
い
の
で
峨
眉
と
い
う
名
前
が
付

い
た
の
で
す
。
峨
眉
山
は
気
功
、
養
生
学
、
武
術
、
仏
教
、
道
教
に
お
い
て
、
み
な
と
て
も
大

事
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

中
国
の
民
間
に
お
い
て
も
峨
眉
山
は
神
仙
の
住
む
場
所
で
あ
る
と
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
峨
眉

に
住
ん
で
い
た
多
く
の
仙
人
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
映
画
『
蜀
山
伝
』（
日
本

語
タ
イ
ト
ル
『
天
上
の
剣
』）
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
中
国
語
で
は
蜀
は
四
川
と
い
う
意
味
で

す
。
蜀
山
と
い
う
の
は
峨
眉
山
の
こ
と
で
す
。

中
国
に
は
「
峨
眉
多
剣
俠
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
峨
眉
に
は
剣
を
練
習
す

る
俠
客
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

剣
に
は
、
も
の
と
し
て
の
目
に
見
え
る
剣

か
ら
、
気
の
剣
、「
気
剣
」
ま
で
あ
り
ま
す

が
、
と
く
に
こ
の
物
語
の
中
で
多
く
描
か

れ
て
い
る
の
が
こ
の
「
気
剣
」
で
す
。
こ

の
映
画
に
出
て
く
る
剣
は
空
中
を
飛
び
交

い
ま
す
。
そ
れ
は
「
気
の
剣
」
を
表
し
て

い
る
の
で
す
が
、
観
る
人
が
分
か
る
よ
う

張明亮老師の表演
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に
、
鉄
の
剣
が
飛
び
交
っ
て
い
る
よ
う
に
表
現
し

て
い
る
の
で
す
。
仏
教
、
道
教
の
中
で
は
、
剣
は

特
別
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
煩
悩
を
切
る
鋭
い
剣
、

剣
は
知
恵
を
代
表
し
ま
す
。

峨
眉
山
は
道
教
で
は
た
い
へ
ん
大
事
な
場
所
で

す
。
道
教
の
中
で
三
十
六
洞
天
と
い
う
修
行
に
適

し
た
場
所
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
峨
眉
山

は
第
七
洞
天
に
当
た
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
多
く

の
仙
人
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
修
行
し
た
の
で
す
。

道
教
で
は
修
行
に
適
し
た
所
を
三
十
六
洞
天
、
七

十
二
福
地
と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す
。
道
教
の
観

点
か
ら
峨
眉
山
を
理
解
す
る
と
、
こ
の
第
七
番
目

の
洞
天
で
す
。
い
ま
私
た
ち
は
環
境
や
環
境
養
生

と
い
う
も
の
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

伝
統
的
な
道
教
の
修
行
に
お
い
て
、
環
境
は
修
行
の
一
部
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
的
な
道
教
の
修
行
の
中
に
、
四
つ
の
必
ず
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
「
法
」、
修
行
方
法
が
あ
る
こ
と
。
次
に
「
侶
」。
修
行
す
る
に
は
一
人
で
は

な
く
て
、
必
ず
伴
侶
が
要
る
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
先
生
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
ま

た
仲
間
で
あ
っ
て
い
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
伴
侶
の
中
で
い
ち
ば
ん
理
想
的
な
の
は
先
生
で
す
。

で
す
か
ら
、
先
生
が
伴
侶
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
「
道
侶
」
と
い
い
ま
す
。
ず
っ
と
先
生
に
つ
い
て

修
行
で
き
る
と
い
う
の
が
も
っ
と
も
理
想
的
な
の
で
、
そ
の
先
生
を
道
侶
と
呼
び
ま
す
。
で
す

か
ら
、
修
行
と
い
う
の
は
一
人
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

三
つ
め
は
「
財
」
で
す
。
お
金
は
修
行
を
す
る
上
で
は
必
要
条
件
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
お

金
は
、
修
行
す
る
に
当
た
っ
て
、
明
日
の
食
べ
物
を
心
配
し
な
い
で
す
む
と
い
う
意
味
で
の
財

で
す
。
伝
統
的
な
養
生
学
の
中
で
は
、
お
金
、
財
は
修
行
の
た
め
の
手
段
、
準
備
、
道
具
に
過

ぎ
ず
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
生
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
三
つ
め
の
条
件
で
す
。

最
後
の
条
件
は
地
で
す
。
い
ま
の
言
葉
で
言
え
ば
環
境
と
い
う
こ
と
で
す
。
環
境
に
は
大
き

な
環
境
、
小
さ
な
環
境
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
、
昔
の
人
は
い
い
環
境
を
探
し
て
、
そ
し
て

見
つ
か
っ
た
所
を
「
洞
天
」
と
い
う
ふ
う
に
呼
び
ま
し
た
。
こ
の
洞
天
は
、
山
の
洞
と
い
う
意

味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
洞
」
と
い
う
の
は
、
は
っ
き
り
と
物
事
が
理
解
で
き
る
場
と
い

う
意
味
で
す
。
で
す
か
ら
洞
天
は
、
こ
こ
で
天
に
通
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
す
。
道

教
の
中
で
は
三
十
六
の
い
い
場
所
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
三
十
六
洞
天
と
い
い
ま
す
。
も
し
こ

の
よ
う
な
場
所
で
修
行
す
る
条
件
、
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
と
て
も
高
い
効
果
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
も
そ
う
い
う
い
い
場
所
に
行
っ
て
修
行
さ

れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
な
か
な
か
こ
う
い
う
条
件
の
所
で
修
行
で
き
な
い
の
で
、「
洞
天
」
よ
り
小
さ
な
概

念
を
持
つ
「
福
地
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
七
十
二
の
福
地
が
あ
り
ま
す
。
洞
天
は
少
な
い
で
す

が
、
福
地
は
洞
天
よ
り
多
い
の
で
、
そ
こ
に
行
っ
て
修
行
を
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
江
蘇
省
の
茅
山
は
七
十
二
福
地
の
中
の
第
一
番
目
の
福
地
と
い
わ
れ
、
道
教
の
三
山
の
一

つ
で
あ
り
、
道
教
の
古
代
で
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
流
派
で
す
。
し
か
し
、
七
十
二
福

地
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
で
修
行
す
る
こ
と
も
、
や
は
り
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
さ
ら
に
小
さ

な
概
念
と
し
て
道
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
場
と
い
う
の
は
私
た
ち
が
修
行
す
る
住
ま
い
、
住

ん
で
い
る
所
に
修
行
で
き
る
環
境
を
整
え
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
実
際
に
は
一
人
一
人

に
道
場
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
、
あ
な
た
の
身
体
が
道
場
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

現
在
言
わ
れ
る
環
境
は
、
古
代
か
ら
道
教
で
は
四
つ
の
修
行
の
条
件
、「
法
、
侶
、
財
、
地
」

の
一
つ
「
地
」
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

仏
教
に
お
い
て
は
、
中
国
に
は
仏
教
四
大
名
山
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
文
殊
菩
薩
の
道
場
と

言
わ
れ
る
山
西
省
の
五
台
山
。
私
の
故
郷
で
す
。
二
番
目
は
四
川
省
の
峨
眉
山
で
、
普
賢
菩
薩

の
道
場
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
学
ん
で
い
る
功
法
の
発
祥
地
で
す
。
普
陀
山
は
浙
江
省
に

あ
り
、
観
音
菩
薩
の
道
場
で
す
。
九
華
山
は
安
徽
省
に
あ
り
、
地
蔵
菩
薩
の
道
場
で
す
。
こ
の

よ
う
に
峨
眉
山
は
中
国
の
仏
教
の
四
大
名
山
の
一
つ
で
す
。

と
く
に
唐
の
時
代
か
ら
峨
眉
山
で
は
仏
教
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
峨
眉
山
に
行

く
と
、
仏
教
関
連
の
も
の
も
目
に
し
ま
す
。
峨
眉
山
の
う
し
ろ
の
山
に
は
道
教
の
も
の
も
見
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
峨
眉
山
の
寺
院
の
名
前
か
ら
道
教
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き

ま
す
。

た
と
え
ば
、
伏
虎
寺
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
道
教
の
修
行
に
お
い
て
「
降
龍
伏
虎
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
仏
教
の
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
も
、
名
前
は
典

型
的
な
道
教
の
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
峨
眉
山
の
山
頂
を
金
頂
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
は
道
教
の
名
前
で
す
。
山
頂
を
金
頂
と
呼
ぶ
の
は
中
国
で
は
た
っ
た
二
つ
で
、
一
つ

が
峨
眉
山
、
も
う
一
つ
は
武
当
山
で
す
。
武
当
山
と
い
う
の
は
純
粋
に
道
教
の
山
で
す
。

仏
教
、
道
教
の
寺
院
の
建
築
と
い
う
観
点
で
考
え
る
と
、
仏
教
の
寺
院
は
、
山
の
い
ち
ば
ん

高
い
所
に
は
普
通
は
あ
ま
り
建
て
ま
せ
ん
。
仏
教
寺
院
は
ほ
と
ん
ど
が
麓
か
中
腹
ぐ
ら
い
に
建

て
ま
す
。
道
教
の
宮
観
は
だ
い
た
い
山
の
い
ち
ば
ん
高
い
所
に
つ
く
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
古
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い
仏
教
、
道
教
の
建
築
物
を
調
べ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
そ
う
い
う
法
則
に
気
づ
か
れ
る
と
思
い

ま
す
。

一
つ
例
外
が
あ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
多
く
の
お
寺
は
山
頂
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
な
観

点
か
ら
言
う
の
で
は
な
く
て
、
仏
教
の
専
門
的
な
内
容
か
ら
い
う
と
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
中
国

仏
教
や
イ
ン
ド
の
仏
教
の
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
実
は
道
教
と
も
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
曼
荼
羅
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
陰
陽
、
八
卦

の
図
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
の
例
で
す
。
私
自
身
が
中
医
師
な
の
で
、
多
く
は
医
学
的
な

観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
チ
ベ
ッ
ト
医
学
に
関
し
て
も
少
し
勉
強
し
て
い
ま
す
の
で
理
解
が

あ
り
ま
す
。
チ
ベ
ッ
ト
の
医
学
は
、
具
体
的
な
医
学
的
応
用
や
骨
組
は
中
医
学
が
基
本
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
中
医
学
の
脈
診
は
寸
・
関
・
尺
を
用
い
ま
す
が
、
チ
ベ
ッ
ト
医
学
で
も

同
じ
名
前
を
使
っ
て
い
ま
す
。

武
術
、
気
功
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
中
国
で
も
っ
と
も
有
名
な
流
派
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
少

林
は
仏
教
で
す
。
武
当
は
道
教
に
属
し
ま
す
。
峨
眉
は
仏
道
合
一
で
す
。

で
す
か
ら
、
峨
眉
山
は
、
道
教
の
洞
天
で
も
あ
り
、
仏
教
の
聖
地
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
中
国
の
歴
史
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
場
所
は
そ
ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
武
術
、
気
功

に
関
し
て
も
、
峨
眉
山
は
こ
の
よ
う
な
独
自
の
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

峨
眉
派
は
何
代
も
の
伝
承
を
経
て
多
く
の
人
、
方
法
に
よ
っ
て
今
日
に
伝
わ
る
の
で
す
が
、
峨

眉
の
こ
と
は
よ
く
耳
に
し
て
も
、
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
峨
眉
を
学
ん
だ
こ
と
も
な
い
と
い
う

状
況
が
あ
っ
た
の
で
す
。
峨
眉
は
、
少
林
、
武
当
と
並
ん
で
有
名
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
少
林
、

武
当
闖
天
下
、
峨
眉
功
夫
不
出
門
（
少
林
、
武
当
は
天
下
に
道
を
切
り
開
い
た
が
、
峨
眉
は
自
分
の
と

こ
ろ
か
ら
一
歩
も
出
な
い
）」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
ほ
ど
で
、
峨
眉
と
い
う
名
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
人
は
多
い
の
で
す
が
、
峨
眉
の
功
法
を
見
た
り
、
そ
れ
を
習
っ
て
で
き
る
人
は
少
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
た
だ
保
守
的
だ
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
は
、
学
術
的
に
言
え
ば
、
峨
眉
は
非
常
に
大
き
な
体
系
を
持
つ
も
の
で
す
。
こ
の
あ
と
、
ま

た
少
し
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
理
、
環
境
、
そ
れ
か
ら
峨
眉
派
が
発
展
し
て
き
た
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
別
の
角
度
か
ら
見
た
峨
眉
の
理
解
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

峨
眉
山
そ
の
も
の
が
天
然
の
植
物
園
で
す
。
四
川
は
中
国
の
西
南
に
位
置
し
ま
す
。
現
代
の

科
学
者
は
、
北
緯
三
〇
度
の
あ
た
り
が
も
っ
と
も
植
物
・
動
物
、
と
く
に
植
物
が
生
存
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
生
命
帯
（life zone

）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
峨
眉
山

も
こ
の
あ
た
り
に
位
置
し
ま
す
。
中
医
学
で
も
使
う
本
物
の
生
薬
、
そ
の
材
料
も
ほ
と
ん
ど
が
、

貴
州
、
雲
南
、
四
川
で
採
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
条
件
、
神
仙
の
住
む
場
所
、
道
教
、
仏
教
、
武
術
、
気
功
、
そ
し
て
植
物
・
自

然
界
。
こ
の
一
つ
一
つ
は
互
い
に
無
関
係
に
見
え
る
の
で
す
が
、
し
か
し
こ
れ
が
そ
の
後
、
峨

眉
の
体
系
が
つ
く
ら
れ
る
土
壌
と
な
っ
た
の
で
す
。
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
の
体
系
に
は
、
こ

れ
ら
の
こ
と
が
基
礎
に
あ
る
の
で
す
。

「
丹
道
医
薬
」に
つ
い
て
―
外
丹
・
医
薬
、内
丹
・
気
功

外
丹
と
内
丹

丹
道
に
は
外
丹
、
内
丹
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。
外
丹
で
あ
れ
内
丹
で
あ
れ
、
自
然
の
大
道
を

遵
守
し
、
道
を
離
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
丹
道
と
言
い
ま
す
。
道タ

オ

と
い
う
の
は
自

然
界
の
法
則
性
、
方
向
で
す
。

こ
れ
が
昔
の
「
道
」
と
い
う
字
で
す
。

こ
の
四
つ
、
ま
わ
り
に
あ
る
の
は
十
字
路
で
す
。
真
ん
中
に
「
首
」
と
い
う
字
、
こ
れ
は
頭

と
い
う
意
味
で
、
人
を
表
し
て
い
ま
す
。
人
が
十
字
路
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
之
」
と
い

う
字
で
す
。
之
は
方
向
、
動
く
と
い
う
意
味
で
す
。
上
下
左
右
に
動
く
の
で
す
か
ら
、
道
と
い

う
の
は
方
向
、
規
則
性
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま
す
。

で
す
か
ら
、
道
を
得
、
道
を
証あ

か

す
前
に
、
修
道
、
す
な
わ
ち
道
を
修
め
な
く
て
は
い
け
な
い
。

修
道
す
る
前
に
、
道
を
悟
る
、
道
を
知
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
道
と
は
何
か
を
知
ら
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
知
道
（
道
を
知
る
）、
そ
し
て
悟
道
（
道
を
悟
る
）、
修
道
（
道
を
修
ず

る
）、
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
証
道
（
道
を
証
す
）、
す
な
わ
ち
得
道
（
道
を
得
る
）
と
い
う
ふ
う
に

進
む
の
で
す
。

こ
れ
が
古
い
「
丹
」
と
い
う
字
で
す
。

こ
の
丹
の
下
の
部
分
は
、
火
を
起
こ
す
炉
で
す
。
上
の
部
分
は
鼎か

な
え
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ

の
横
棒
は
地
面
で
す
。
そ
し
て
大
事
な
の
は
、
こ
の
真
ん
中
に
あ
る
も
の
、
丹
と
い
う
の
は
こ

の
小
さ
な
部
分
で
す
。
最
終
的
に
得
る
こ
と
の
で
き
る
結
晶
で
す
。
丹
と
は
、
実
は
こ
の
真
ん

中
の
点
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
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道
教
で
は
、
古
代
は
外
丹
を
錬
る
こ
と
を
多
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。
外
丹
と
い
う
の
は
今
の

言
葉
で
言
え
ば
古
代
の
化
学
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
薬
の
加
工
で
あ
っ
た
り
、
金
属
の

製
錬
で
あ
っ
た
り
、
そ
う
い
う
古
代
の
化
学
で
す
。
こ
こ
で
補
っ
て
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
錬

金
術
、
鉱
物
を
製
錬
す
る
技
術
は
外
丹
の
中
の
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
た

と
え
ば
、
広
い
意
味
で
言
え
ば
、
食
べ
物
を
ど
の
よ
う
に
し
て
調
理
す
る
か
、
煮
た
り
、
焼
い

た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
も
外
丹
に
含
ま
れ
る
の
で
す
。
中
医
学
の
中
で
は
食
べ
物
と
薬
は
本
質

的
な
違
い
が
な
い
と
考
え
ま
す
か
ら
、
食
物
の
加
工
、
薬
物
の
加
工
は
す
べ
て
外
丹
に
含
ま
れ

ま
す
。

外
丹
は
最
初
の
こ
ろ
は
鉛
や
水
銀
、
朱
砂
（
辰
砂
）
な
ど
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
丹
と

い
う
字
が
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
丹
に
は
赤
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
中
国
語
で
は
「
丹
心
」
と
言
い
ま
す

が
、
赤
心
と
同
じ
で
、
丹
は
赤
で
す
。
ま
た
、
仙
鶴
、
頭
頂
が
赤
い
鶴
を
丹
頂
鶴
と
呼
び
ま
す
。

で
す
か
ら
丹
に
は
赤
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

中
医
学
の
中
医
薬
剤
の
主
な
形
（
剤
形
）
に
は
、「
丸
、
散
、
膏
、
丹
、
湯
」
が
あ
り
ま
す
。
丸

薬
、
散
薬
、
散
と
い
う
の
は
粉
末
で
す
。
膏
薬
は
煮
詰
め
て
粘
着
性
の
あ
る
液
体
、
湯
薬
は
煎

じ
て
つ
く
る
薬
で
す
。
こ
の
中
で
区
別
し
に
く
い
の
が
「
丸
」
と
「
丹
」
で
す
。
多
く
の
中
医

師
も
、
何
が
丸
で
何
が
丹
か
を
は
っ
き
り
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
こ
の
よ
う
な
分
析
の
仕
方
は
、
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
丹
と
関
係
す
る
も
の
、
た
と

え
ば
、「
丹
田
と
は
何
か
」
を
理
解
す
る
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
丹
を
理
解
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
「
丹
田
、
丹
田
」
と
言
っ
て
も
、
い
っ
た
い
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
多
く
の
人
は
丸
い
薬
は
丸
薬
で
あ
り
、
丹
薬
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
二
つ
に
は
本
質
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
丸
薬
は
元
々
の
薬
材
を
挽
い
て
粉
に
し
た
も
の
を
、

水
や
蜂
蜜
で
賦
形
剤
に
し
、
丸
く
し
た
も
の
が
丸
薬
で
す
。
で
す
か
ら
、
丸
薬
は
特
別
な
加
工

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
料
を
粉
に
し
て
用
い
て
い
る
の
で
す
。

丹
薬
と
は
必
ず
変
化
の
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
別
な
加
工
を
経
て
得
ら
れ
る

も
の
で
す
。
よ
く
見
ら
れ
る
の
は
火
で
焼
く
。
焼
い
て
炭
に
ま
で
し
て
し
ま
う
。
炭
に
ま
で
し

て
し
ま
う
と
、
も
と
も
と
の
原
料
で
あ
っ
た
薬
と
は
、
成
分
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

す
。
特
別
な
加
工
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
薬
を
変
化
さ
せ
て
、
変
化
さ
せ
た
あ
と
の
薬
を
得
る

の
で
す
。
丹
と
は
化
学
反
応
を
経
た
も
の
、
必
ず
変
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

丸
と
丹
の
区
別
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
丹
に
は
変
化
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
煉
丹
」
と
言
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
変
化
す
る
こ
と
で
す
。
た
だ
単
に
温
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
は
、
ま
た
あ
と
で
お
話
し
し
ま
す
。

中
国
で
も
っ
と
も
有
名
な
錬
丹
術
の
書
に
『
周

し
ゅ
う

易え
き

参さ
ん

同ど
う

契か
い

』
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
丹
経
と
い
い
ま
す
。
丹
経
王
と
い
う
言
葉
さ
え
あ
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
『
周
易
参
同
契
』

の
頭
に
「
周
易
」
と
い
う
言
葉
が
付
い
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
『
易
経
』
を
研
究
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、『
易
経
』
を
一
言
で
要
約
す
る

と
、
変
化
を
研
究
す
る
「
経
」
で
あ
る
。
そ
し
て
『
周
易
参
同
契
』、
こ
の
丹
経
は
、「
易
」、
す

な
わ
ち
変
化
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
丹
の
も
っ
と
も
大
事
な
概
念
は
、

変
化
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
内
丹
は
気
功
だ
ろ
う
か
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
道
教
で
い
う
内
丹

と
、
私
た
ち
の
気
功
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。
い
ま
、
丹
の
字
の
持
つ
意
味
が
理
解
で
き
た
の
で
、

気
功
と
い
う
言
葉
も
理
解
し
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
的
な
気
功
と
い
う
概
念
に

は
多
く
の
要
素
が
含
ま
れ
ま
す
が
、
内
丹
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

現
在
、
中
医
学
や
気
功
の
多
く
の
概
念
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
起

こ
り
、
ひ
い
て
は
少
し
混
乱
も
起
き
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
基
本
的
な
概
念
が
し
っ
か
り
と
押

さ
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
、
私
が
「
丹

道
」
を
説
明
す
る
と
き
に
は
、「
丹
」
と
は
何
か
、「
道
・
タ
オ
」
と
は
何
か
、
も
っ
と
も
基
本

的
な
概
念
を
し
っ
か
り
と
説
明
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
内
丹
で
す
。「
丹
」
は
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
変
化
で
す
。「
内
」
と
い
う
の
は

体
の
中
で
す
か
ら
、
体
の
中
の
変
化
。
で
は
、
中
の
何
の
変
化
か
。
そ
れ
は
気
で
す
。
で
す
か

ら
、
も
う
少
し
狭
い
観
点
か
ら
言
え
ば
、
内
丹
と
い
う
の
は
高
級
な
気
功
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

気
が
あ
っ
て
こ
そ
、
丹
に
言
及
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
丹
と
は
気
の
変
化
の
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
、
気
が
な
け
れ
ば
丹
と
言
っ
て
も
意
味
は
な
い
の
で
す
。

あ
ま
り
ふ
さ
わ
し
く
な
い
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
例
を
挙
げ
ま
す
。
気
功
を
お
金
も
う

け
に
例
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
内
丹
と
は
ど
の
よ
う
に
運
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
運
用
し

よ
う
に
も
、
も
し
お
金
が
な
け
れ
ば
運
用
も
何
も
で
き
な
い
わ
け
で
、
お
金
が
あ
っ
て
こ
そ
の

理
財
で
す
。
で
す
か
ら
気
が
あ
っ
て
こ
そ
の
内
丹
で
、
気
が
な
け
れ
ば
内
丹
と
言
っ
て
も
何
も

語
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の
人
は
内
丹
を
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
想
像
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
わ
け
で
す
。
気
が
な
い
の
で
す
か
ら
。

気
功

そ
れ
で
は
気
功
と
い
う
言
葉
に
戻
り
ま
す
。
気
功
と
い
う
言
葉
は
一
九
五
〇
年
代
に
流
行
し
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始
め
ま
し
た
。
気
功
と
い
う
言
葉
が
い
い
か
悪
い
か
は
、
な
か
な
か
は
っ
き
り
と
は
言
え
な
い

の
で
す
が
、
ま
ず
気
功
と
い
う
言
葉
の
よ
く
な
い
と
こ
ろ
を
お
話
し
し
ま
す
。
最
終
的
に
は
い

い
と
こ
ろ
も
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

気
功
と
い
う
言
葉
が
流
行
し
始
め
る
と
、「
気
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
人
は
目
に
見
え
な
い
、

触
る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ま
す
。
気
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ

こ
で
い
ろ
ん
な
誤
解
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

あ
る
動
き
を
し
た
と
し
ま
す
。
気
と
い
う
も
の
の
体
感
が
な
い
と
き
に
、
そ
の
動
き
を
気
功

と
言
っ
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
人
が
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
天
か
ら
気
が
体
の
中
に
入
っ

て
き
た
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
も
気
功
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
に
ち
、
気
功
も
含
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
言
葉
の
理
解
に
問
題
が
あ
る
か
ら
だ
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。
内
丹
は
、
広
い
意
味
で
私
た
ち
が
言
っ
て
い
る
気
功
に
当
た
り
ま
す
。
実
際
に
は
、
こ

の
内
丹
と
気
功
を
比
較
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
「
気
功
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、

古
代
で
は
統
一
し
た
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

古
代
で
は
も
っ
と
具
体
的
に
分
類
し
て
考
え
ま
し
た
。
い
ま
は
気
功
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

お
き
ま
す
が
、
気
功
と
は
、
豊
か
な
体
系
を
持
ち
、
き
め
細
か
い
内
容
を
持
っ
た
訓
練
シ
ス
テ

ム
で
す
。
技
術
、
理
論
、
方
法
も
あ
り
ま
す
。
方
法
が
違
え
ば
名
前
も
違
い
、
そ
の
効
果
も
違

っ
て
き
ま
す
。

「
気
功
」
と
い
う
言
葉
を
理
解
す
る
た
め
に
、
古
代
で
は
ど
う
呼
ん
で
い
た
か
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

導
引

そ
の
中
の
一
つ
は
、「
導
引
」
で
す
。「
導
引
」
は
お
も
に
身
体
の
屈
伸
を
行
う
、
身
体
の
動

き
を
使
う
も
の
で
す
。
屈
伸
し
た
り
、
緊
張
さ
せ
た
り
、
緩
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

の
流
れ
に
影
響
を
与
え
る
、
ま
た
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
導
引
と

い
う
概
念
で
す
。
導
引
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
導
引
の
気
功
と
は
簡
単
な
も
の
で
す
。

古
代
の
人
は
「
屈
伸
の
方
法
を
知
る
、
こ
れ
を
導
引
と
謂
う
」
と
定
義
し
ま
し
た
。
そ
し
て

「
可
以
難
老
矣
」、「
な
か
な
か
老
い
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
作
を
す
る
方
法
を
古

代
で
は
導
引
と
言
い
、
こ
れ
が
一
番
目
の
代
表
的
な
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
を
私
は
好
き
で
、
よ

く
使
っ
て
い
ま
す
。「
二
十
四
節
気
導
引
術
」
と
、
こ
こ
に
も
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
導
引
と
い
う
言
葉
の
範
囲
が
広
が
っ
て
、
意
念
や
呼
吸
も
、
動
作
も
、
み
な

導
引
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
別
に
外
国
人
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
人
、
私
た

ち
自
身
も
あ
る
と
き
は
気
功
と
言
っ
た
り
、
あ
る
と
き
は
導
引
と
言
っ
た
り
し
て
、
混
乱
が
生

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
つ
の
小
さ
な
動
作
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

片
手
を
挙
げ
ま
す
。
左
右
ど
ち
ら
で
も
い
い
で
す
。
い
ま
か
ら
手
の
屈
伸
、
鬆
緊
の
練
習
を

し
ま
す
。
中
指
は
動
か
さ
な
い
。
ほ
か
の
四
指
を
で
き
る
だ
け
開
く
。
力
を
入
れ
て
開
く
。
開

い
た
あ
と
で
、
つ
か
む
よ
う
に
力
を
入
れ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
力
を
入
れ
て
。
し
っ
か
り
と
つ

か
む
。
指
を
ぐ
っ
と
握
る
。
そ
れ
が
緊
張
で
す
。

そ
の
あ
と
で
、
も
う
一
方
の
手
で
手
首
を
つ
か
み
ま
す
。
し
っ
か
り
と
つ
か
む
。
こ
れ
も
緊

張
で
す
。
そ
っ
と
手
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。
手
に
は
血
色
が
な
く
て
白
く
な
っ
て
い
ま
す
。
手

を
下
に
下
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
も
う
一
方
の
手
を
緩
め
て
く
だ
さ
い
。
手
の
ひ
ら
を
見
て
く
だ

さ
い
。
血
液
が
サ
ッ
と
流
れ
て
い
く
の
を
自
分
で
感
じ
る
こ
と
も
、
目
で
そ
れ
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

い
ま
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
先
ほ
ど
言
っ
た
屈
伸
、
鬆
緊
が
、
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
あ
と
で
ま
た
繰
り
返
し
練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
方
法
が
、
す
な
わ
ち
導
引
で
す
。
動
作
の
あ
る
気
功
の
練
習
、
動
く
練
習
の
あ
る
も
の

は
、
す
べ
て
こ
の
原
則
に
の
っ
と
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
を
換
え
て
言
う
な
ら
ば
、
動
き
の
な
い

気
功
は
あ
る
か
。
あ
り
ま
せ
ん
。
座
っ
て
い
て
も
、
座
禅
を
し
て
い
て
も
、
動
作
は
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
気
功
の
練
習
の
中
に
は
必
ず
、
こ
の
導
引
と
い
う
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

導
引
と
は
誘
導
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
気
血
の
流
れ
を
誘
導
す
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
い

ま
や
っ
て
み
た
ら
手
が
熱
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
左
右
の
手
の
温
度
が
違
っ
た
と
思
い

ま
す
。
気
血
の
巡
り
が
旺
盛
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
導
引
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る

と
、
気
功
と
は
、
こ
の
よ
う
に
簡
単
な
も
の

で
す
。
そ
し
て
、
と
て
も
効
果
が
あ
る
の
で

す
。他

の
ど
の
活
血
（
気
血
の
巡
り
を
よ
く
す
る
）

の
薬
を
飲
ん
で
も
、
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な

効
果
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
普
段
か
ら
手
足

が
冷
た
い
人
や
、
血
液
循
環
が
良
く
な
い
人

は
、
こ
の
よ
う
な
動
作
を
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
必
ず
効
果
が
あ
り
ま
す
。
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
曲
げ
る
、
伸
ば
す
、
緩
め

動作も交えながら
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る
、
緊
張
さ
せ
る
、
こ
の
四
つ
す
べ
て
が
あ
る
も
の
、
こ
れ
が
導
引
で
す
。

吐
納

も
う
一
つ
、
古
代
の
気
功
の
名
前
に
「
吐
納
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
吐
」
は
吐
く
息

で
、「
納
」
は
吸
う
息
で
す
。
普
通
の
呼
吸
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
呼
吸
は
自
分
で
意
識
し
な
く
て

も
自
動
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
吐
納
は
意
識
を
使
っ
て
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
呼
吸
法
は
み
な
さ
ん
が
日
常
使
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も
寒
い
と
き
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
。
呼
吸
で
考
え
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
、
吐
か

な
い
で
、
吸
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
手
が
と
て
も
冷
た
い
と
き
、
手
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う

に
「
は
あ
っ
」
と
や
り
ま
す
。
手
を
出
し
て
、「
は
あ
っ
」
と
息
を
吹
き
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

熱
い
で
す
ね
。
手
を
や
け
ど
し
た
と
き
、
誰
も
「
は
あ
っ
」
と
は
し
ま
せ
ん
。
み
な
「
ふ
う
っ
」

と
し
ま
す
。
吹
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
冷
た
い
で
す
ね
。
で
す
か
ら
呼
吸
吐
納
も
人
間
の
本
能

な
の
で
す
。
誰
で
も
使
っ
て
い
ま
す
。

昔
の
人
が
こ
の
よ
う
に
そ
の
規
則
性
に
気
が
つ
い
て
ま
と
め
、
そ
れ
を
ふ
だ
ん
か
ら
主
体
的

に
練
習
し
た
も
の
が
吐
納
の
気
功
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六ろ

く

字じ

訣け
つ

や
、
峨
眉
の
中
に
も
た

く
さ
ん
の
吐
納
の
練
習
方
法
が
あ
り
ま
す
。

呼
吸
の
気
功
は
誰
で
も
で
き
、
実
は
毎
日
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

自
分
自
身
で
は
気
が
付
い
て
い
な
い
状
態
で
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
主
体
的
に
、
そ
れ
を
強
化
し

て
練
習
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
医
学
、
気
功
の
理
論
で
は
、
人
の
血
液
が
流
れ
る
の
は
、
気
に
よ
っ
て
押
し
流
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
た
と
え
ば
、
亡
く
な
っ
た
方
の
血
液
は
も
う
流
れ
な
い
。
出
血
し
て
血
が
外

に
出
て
し
ま
っ
た
場
合
、
血
は
冷
た
く
な
っ
て
凝
固
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
中
医
学
で

は
、
気
が
血
液
を
押
し
流
す
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
呼
吸
は
気
を
巡
ら
す
動
力
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。『
黄
帝
内
経
』
の
中
に
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
一
回
の
吸
気
で
気
が
三
寸

動
き
、
呼
気
で
三
寸
動
く
、
一
呼
吸
で
六
寸
動
く
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
肺
が
呼
吸
を
司
り
ま

す
。
中
医
学
で
は
肺
が
体
全
体
の
気
を
管
理
す
る
と
言
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
肺
の
練
習
、
呼

吸
の
練
習
は
、
実
は
気
の
練
習
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
昔
は
、
吐
納
の
こ
と
を
行ぎ

ょ

気う
き

と
呼

び
ま
し
た
。

で
す
か
ら
呼
吸
と
気
は
直
接
関
係
し
て
い
ま
す
。
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
、
吸
っ
た
り
吐
い
た

り
と
切
れ
目
な
く
、
不
断
に
呼
吸
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
気
も
切
れ
目
な
く
巡
り
、
血
液

も
切
れ
目
な
く
巡
っ
て
い
く
の
で
す
。
中
国
語
で
は
、
人
の
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

「
断
気
」
と
言
い
ま
す
。
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
気
が
も
う
巡
ら
な
い
状
態
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

吐
納
に
つ
い
て
、
古
代
の
人
が
「
明
吐
納
之
道
者
、
謂
之
行
気
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
こ

の
吐
納
が
理
解
で
き
て
マ
ス
タ
ー
で
き
れ
ば
、「
行
気
」
で
き
る
、
す
な
わ
ち
気
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
足
以
延
年
壽
矣
」
十
分
に
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
気
功
の
原
初
の
意
味
は
、
た
だ
吐
納
の
練
習
を
指
し
て
い

た
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
気
功
は
す
な
わ
ち
吐
納
の
練
習
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

気
功
と
い
う
言
葉
は
実
は
古
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
概

念
は
含
ん
で
い
な
く
て
、
吐
納
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
ま
し
た
。
呼
吸
と
気
の
関
係
は
非
常

に
密
接
な
わ
け
で
す
か
ら
、
呼
吸
を
吸
っ
た
り
吐
い
た
り
す
る
練
習
を
す
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ

て
気
も
巡
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
呼
吸
の
練
習
、
呼
吸
の
功
夫
は
気
の
練
習
、
す
な
わ
ち
気
功

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
狭
い
意
味
の
気
功
、
も
し
く
は
気
功
の
も
と
も
と
の
本
来

の
意
味
は
、
呼
吸
の
練
習
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
呼
吸
を
使
わ
な
い
練
習
が
気
功

に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
し
て
も
し
な
く
て
も
呼
吸
と
い
う
も
の
は
存
在
し

ま
す
。
気
功
の
練
習
を
す
る
中
で
、
必
ず
呼
吸
に
も
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
伝
統
的
な
道
教
で

は
、
呼
吸
と
は
心
と
身
体
の
深
い
と
こ
ろ
に
入
っ
て
い
く
入
り
口
だ
と
言
い
ま
す
。

そ
の
後
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
す
べ
て
の
練
習
を
気
功
と
い
う
言
葉
で
ま
と
め
て
し
ま
い
、

逆
に
人
々
は
、
気
功
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
気
に
あ
る
の
か
、
も
し
く
は
他
の
も
の
な
の
か
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

存
思

三
つ
め
に
よ
く
用
い
る
言
葉
に
、「
存
思
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
存
在
の
「
存
」、
思
考

の
「
思
」、
存
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に
置
い
て
お
く
、
集
め
て
お
く
と
い
う
意
味
で
す
。
思
と
は

意
念
で
意
識
で
す
。
で
す
か
ら
存
思
と
は
、
意
念
を
あ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
代
表
的
な
、
道
教
で
よ
く
使
う
経
典
と
し
て
『
黄
庭
経
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
主

に
こ
の
存
思
と
い
う
方
法
を
用
い
ま
す
。

と
く
に
臓
腑
に
関
す
る
深
い
理
解
に
お
い
て
は
、
こ
の
『
黄
庭
経
』
は
非
常
に
重
要
な
内
容

を
持
ち
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
言
葉
に
、「
五
臓
六
腑
皆
有
神
」（
五
臓
六
腑
の
す
べ
て
に
神
が
存
在

す
る
）
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
五
臓
六
腑
、
髪
、
歯
、
目
、
ど
こ
に
で
も
神
は
存
在
す
る
と

言
う
の
で
す
。

こ
こ
に
は
心
理
学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
専
門
家
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

中
医
学
で
は
心
理
と
身
体
を
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
た
と
え
ば
爪
も
指
先
も
、
も
の
を
考

え
る
と
と
ら
え
ま
す
。
と
く
に
丹
道
中
医
学
で
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ま
す
。
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『
黄
庭
経
』
の
中
で
は
、
あ
る
概
念
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
い
う
と
、
目
の
神
の
名
前
は

何
々
で
、
ど
ん
な
容
姿
で
あ
る
か
も
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
練
功
を
す
る
と
き
、
目

の
神
の
名
前
を
呼
び
、
そ
の
姿
を
想
像
し
、
意
識
を
集
中
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
、
代

表
的
な
概
念
で
「
存
思
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
、
気
功
の
中
で
、
よ
く
使
う
「
意
守
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
意

守
と
存
思
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
専
門
的
に
こ
れ
を
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
存
思
と
い

う
言
葉
の
方
が
よ
り
正
し
い
と
言
え
ま
す
。
意
守
は
存
思
の
中
の
一
つ
の
方
法
に
し
か
過
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
た
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意
念
を
ど
の
よ
う
に
練
習
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
仏
教
、
道
教
、
気
功
の
意
念
の
練
習
で

あ
っ
て
も
、
一
つ
の
共
通
の
目
標
が
あ
る
。
そ
れ
は
何
も
思
わ
な
い
こ
と
、「
静
」
で
す
。
何
も

思
わ
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
思
い
を
少
な
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
思
い
を
少
な
く

す
る
と
い
う
こ
と
も
、
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
よ
け
い
な
こ
と
を
考
え
な
い
よ
う

に
す
る
。
こ
れ
が
練
習
の
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

私
た
ち
は
今
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
観
察
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
聞

き
な
が
ら
、
た
ぶ
ん
、
ほ
か
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
意
念
の
練
習
に
な

り
ま
す
。

現
在
の
気
功
の
概
念
は
、
こ
の
「
導
引
」「
吐
納
」「
存
思
」
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
含
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
言
葉
が
あ
り
ま
す
か
、
そ
れ
は
多
か
れ
少
な
か
れ
今
言
っ
た
三
つ
の
概
念
に
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
主
に
身
体
を
使
っ
た
練
習
を
「
導
引
」、「
吐
納
」
を
使

っ
て
の
「
行
気
」、
私
た
ち
が
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
気
功
で
す
。
そ
し
て
意
念
の
練
習
を
主
に

行
う
こ
と
を
「
存
思
」
と
い
い
ま
す
、
こ
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
ほ
か
の
言
葉
も
、
こ
の
三
つ
の
中
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
み
な
さ
ん
が
気
功
に
は
身
体
、
呼
吸
、
意
念
の
練
習
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
調
身
、
調

息
、
調
心
、
三
調
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
気
功
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、

「
気
」
と
い
う
も
の
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い
、
範
囲
が
狭
く
な
り
、
一
部
分
の
内
容
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
気
功
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
欠
点
は
、
多
く
の
人
に
誤
解
を
与
え
や
す
い

こ
と
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
入
れ
て
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

気
功
と
い
う
言
葉

気
功
と
い
う
言
葉
に
は
い
い
面
も
あ
り
ま
す
。
以
前
は
統
一
し
た
名
前
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
ま
は
こ
の
気
功
と
い
う
言
葉
が
専
門
用
語
と
し
て
世
界
中
に
広
ま
っ
て

い
ま
す
。

一
九
五
〇
年
代
、
気
功
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
と
き
、
多
く
の
人
は
こ
の
気
功
と
い
う
言

葉
を
使
う
こ
と
に
反
対
し
ま
し
た
。
私
の
先
生
の
先
生
、
周
潜
川
も
反
対
し
た
一
人
で
し
た
。
私

自
身
も
専
門
的
な
立
場
で
考
え
る
と
、
こ
の
気
功
と
い
う
言
葉
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
一
〇
年
余
り
、
世
界
の
い
ろ
ん
な
所
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
気
功

と
い
う
言
葉
は
す
で
に
世
界
的
に
専
門
的
な
言
葉
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
こ
の
言
葉
を
ま
た
変
え
よ
う
と
す
る
と
、
さ
ら
に
混
乱
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
気
功
と
い
う
言
葉
は
広
く
伝
わ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
語
ら
れ
る
の
で
、
気
功
と
い

う
言
葉
は
、
も
う
専
門
用
語
と
し
て
み
な
さ
ん
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
気
功
と
い
う
言

葉
を
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
、
よ
り
深
く
研
究
し
、
定
義
を
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

気
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
と
き
に
、
誤
解
が
起
き
ま
す
。
気
功
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
大

事
な
の
は
気
だ
と
考
え
、
気
を
煉
ず
る
の
だ
と
思
い
、
一
生
懸
命
煉
功
す
る
の
で
す
が
、
長
年

や
っ
て
い
て
も
、
気
が
わ
か
ら
な
い
。

で
は
気
功
と
は
、
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。
私
は
元
々
の
意
味
を
紹
介
し
て
、
気
功
に
対

す
る
誤
解
を
解
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
に
言
い
ま
し
た
が
、
気
功
を
一
言
で
言
う
な

ら
ば
、
外
的
な
目
的
を
ま
っ
た
く
持
た
な
い
自
分
自
身
の
身
体
と
心
の
鍛
錬
方
法
で
す
。
気
功

の
気
は
目
的
に
到
達
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
目
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
私
の
考
え
方
で
す
。

何
度
も
繰
り
返
し
言
い
ま
し
た
が
、
も
し
気
を
練
習
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
し
ま
っ
た
な

ら
、
私
は
自
分
自
身
で
、
そ
の
気
を
い
っ
ぱ
い
持
ち
た
い
、
宇
宙
の
気
が
欲
し
い
と
。
最
終
的

な
結
果
と
し
て
、
ど
う
な
る
か
。
気
は
な
い
の
で
す
。

そ
れ
は
昔
の
人
が
言
っ
て
い
ま
す
。
煉
功
の
も
っ
と
も
大
事
な
方
法
は
た
っ
た
一
つ
。「
静せ

い

」

と
い
う
こ
と
で
す
。
真
気
と
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
か
。
そ
れ
は
虚
無
の
中
か
ら
来
る
と
い
う
の

で
す
。
心
が
安
静
に
な
っ
て
何
も
考
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
真
気
と
い
う
も
の

が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

『
黄
帝
内
経
』
の
中
に
も
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
恬
淡
虚
無
、
真
気
従
之
」
と
。

「
気
、
気
、
気
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
が
安
静
に
な
っ

て
い
な
い
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
、
煉
功
を
す
る
上
で
大
事
な
こ
と
は
静
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
気
で
は
な
い
で

す
。
こ
の
気
の
練
習
を
通
し
て
静
の
状
態
に
入
る
能
力
を
高
め
、
自
分
自
身
の
心
と
身
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
を
養
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
心
身
を
合
一
さ
せ
る
と
い
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う
こ
と
に
お
い
て
気
功
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
の
言
葉
を
も
う
一
度
、
繰
り
返
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
気
を
煉
ず
る
と
い
う
こ
と
は
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
手
段
で
す
。
心
と
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
能

力
を
培
う
手
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
心
と
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
能
力
が
得
る
こ

と
が
で
き
た
と
き
に
心
身
合
一
が
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
気
功
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
と
聞
い
た
と
き
、
た
く
さ
ん
の
方
が
手
を
挙
げ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
の
で
、
内
丹
か
ら
気
功
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

内
丹
と
気
功
の
違
い
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
内
丹
と
は
レ
ベ
ル
の
高
い
高
級
な
気
功
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
気
を
得
て
か
ら
の
練
習
方
法
で
、
気
を
変
化
さ
せ
る
方
法
で
す
。
こ
れ
が
内

丹
の
意
味
で
す
。
内
丹
の
中
の
「
丹
」
と
は
気
の
特
殊
な
存
在
形
態
で
す
。

ま
ず
中
医
学
、
気
功
に
お
け
る
気
と
い
う
も
の
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

気
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
の
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
気
は
温

か
い
。
こ
れ
は
気
の
特
徴
で
す
。
も
し
気
が
多
け
れ
ば
、
温
か
い
と
い
う
状
態
で
は
な
く
て
熱

く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
多
く
な
る
と
、
熱
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
中
医
学
や
気
功
で
は
「
火
」
と
呼

ぶ
状
態
に
な
り
ま
す
。
走
火
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
走
火
と
は
、
気
が
行
く
道
を
間
違

え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
気
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

気
は
運
動
す
る
も
の
で
あ
る
、
気
の
特
徴
と
し
て
運
動
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
気

が
と
て
も
多
い
と
き
に
は
静
か
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
動
い
て
し
ま
う
。
最
終

的
に
は
、
屋
根
の
上
と
か
高
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
歌
い
だ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
洋
服
を
脱
ぎ
捨

て
て
、
あ
ち
こ
ち
走
り
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
は
中
医
学
の
中
で
は
「
気
が
亢
盛
」、
多
過
ぎ
る
と
言
い
ま
す
。
そ
の
時
は
気
を
流
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
、
瀉し

や

さ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
気
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
い
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。

で
も
、
中
医
学
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
気
と
は
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
で
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
い
う
の
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
い
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
考
え
る
と
、

そ
こ
に
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
内
丹
は
気
を
変
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
違
っ
た
保
存
方

法
に
変
化
さ
せ
る
わ
け
で
す
。

お
金
に
例
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
理
論
的
に
は
お
金
は
多
い
ほ
ど
い
い
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
そ

う
思
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
、
う
ち
の
中
も
、
か
ば
ん
の
中
も
、
車
の
中
も
全

部
お
金
だ
っ
た
ら
、
と
て
も
危
険
で
す
。
こ
の
現
金
を
何
と
か
し
て
変
化
さ
せ
る
方
法
を
講
じ

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
銀
行
カ
ー
ド
に
す
る
か
、
ほ
か
に
投
資
を
す
る
か
。
内
丹
と
は
、
こ

の
投
資
、
も
し
く
は
理
財
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
初
歩
的
な
気
功
の
練
習
の
過
程
は
、
お
金
を
稼

い
で
い
る
段
階
で
す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
内
丹
と
は
レ
ベ
ル
の
高
い
気
功
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
内
丹
、
気
功
と
い
う
の
は
人
体
の
生
命
科
学
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
丹
道
と
は
外

丹
と
内
丹
の
両
方
を
含
み
、
後
に
道
教
の
中
で
は
一
つ
の
学
問
の
よ
う
に
、
丹
道
学
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
係
す
る
文
献
を
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

丹
道
中
医
（
丹
道
医
薬
）

丹
道
学
と
医
薬
学
を
結
合
さ
せ
た
も
の
を
、
私
は
丹
道
中
医
、
ま
た
は
丹
道
医
薬
と
し
て
提

唱
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
省
略
し
て
、
道
医
で
は
な
く
丹
医
と
呼
び
ま
す
。

道
医
と
呼
ぶ
と
、
道
士
は
医
学
が
で
き
る
と
誤
解
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
丹
医
と
い
う

ふ
う
に
呼
ん
で
い
ま
す
。
峨
眉
派
の
中
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
多
く
の
文
献
の
中
に
は
、「
丹
医

何
々
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
丹
の
中
に
は
先
ほ
ど
も
話
し
た
よ
う
に
、
内
丹
、
外
丹
が

含
ま
れ
ま
す
。
練
功
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
実
力
だ
け
で
な
く
、
医
学
的
な
技
術
も
含
み
ま
す
。

中
医
学
で
は
、
気
功
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
中
医
学
も
よ
く
理
解
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。『
黄

帝
内
経
』
の
第
一
篇
は
、
ま
ず
気
功
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
方
法
と
し
て
は

「
精
神
内
守
」、「
恬
淡
虚
無
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
す
べ
て
方
法
で
す
。

そ
う
す
る
と
、「
真
気
従
之
」、
真
気
が
自
然
の
法
則
に
沿
っ
て
い
く
、
そ
し
て
最
後
の
目
的

は
「
病
安
従
来
」
に
到
達
す
る
こ
と
で
す
。
病
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
、
病
は
来
な
い
と
言
っ

て
い
る
の
で
す
。『
黄
帝
内
経
』
と
い
う
の
は
中
医
学
の
も
っ
と
も
大
事
な
基
礎
と
な
る
経
典
で

す
が
、
そ
の
第
一
篇
に
、
気
功
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
く
に
中
医
学
で
は
内
景
を
重
視
し
ま
す
。
内
景
と
は
生
き
て
い
る
人
の
体
の
中
の
細
か
い

変
化
と
い
う
こ
と
で
す
。
必
ず
生
き
て
い
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
、
亡
く
な
っ
た
人
の
中
に
は

内
景
は
な
い
で
す
。
生
き
て
い
る
人
間
の
体
の
中
の
変
化
を
研
究
す
る
も
っ
と
も
直
接
的
な
方

法
と
し
て
、
気
功
が
あ
り
ま
す
。

明
の
時
代
の
有
名
な
医
師
、
李り

時じ

珍ち
ん

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
研
究
し
て
最
終
的
に
行
き
着

い
た
結
論
で
は
、
人
体
の
内
部
の
変
化
を
も
っ
と
も
理
解
し
て
い
る
の
は
、
医
師
で
は
な
く
て

道
士
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
道
士
と
い
う
の
は
毎
日
煉
功
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
気
の

変
化
、
気
血
の
巡
り
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
李

時
珍
は
、「
内
景
遂
道
、
惟
反
観
者
能
照
察
之
」
と
言
い
、
人
体
の
中
の
状
態
は
、
こ
の
よ
う
な
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反
観
内
視
の
方
法
で
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
理
解
で
き
る
と
言
っ
て
い
ま

す
。で

す
か
ら
内
丹
は
、
医
師
と
し
て
必
ず
習
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ま
ず
自
分
自
身
を
理
解
し
、
自
分
自
身
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相

手
の
こ
と
を
推
し
測
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
人
が
怒
っ
た
と
し
ま
す
。
怒
っ
た
原
因
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
怒
っ
た
後
の

反
応
は
心
拍
が
速
く
な
っ
た
り
、
耳
ま
で
赤
く
な
る
ほ
ど
顔
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
り
、
気
持
ち

が
む
し
ゃ
く
し
ゃ
す
る
と
い
っ
た
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
も
の
で
す
。
中
医
学
に
お
い
て
は
、
怒

る
と
肝
の
気
が
昇
る
と
考
え
、
ま
た
心
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
、
心
拍
が
上
が
り
、
む
し
ゃ

く
し
ゃ
す
る
の
で
す
。

肝
の
気
は
、
昇
を
つ
か
さ
ど
り
ま
す
か
ら
、
気
が
頭
に
昇
る
。
で
す
か
ら
中
国
で
は
た
い
へ

ん
怒
っ
た
状
態
を
「
怒
髪
衝
冠
」、
髪
が
立
っ
て
帽
子
を
持
ち
上
げ
る
と
言
い
ま
す
。

で
す
か
ら
長
期
間
の
内
景
の
修
練
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
医
学
の
理
解
も
高
ま
り
ま
す
。

中
医
学
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
本
を
読
め
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
必
ず
身
を
も
っ
て
実

践
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
理
解
し
、
そ
こ
か
ら
相
手
を
推
し
量
り
ま
す
。
経

絡
、
ツ
ボ
な
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

『
傷
寒
論
』
に
書
い
て
あ
る
、
病
が
伝
染
し
て
い
く
様
子
、
変
化
の
仕
方
、
時
間
な
ど
も
こ
の

よ
う
な
方
法
で
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。
峨
眉
の
口
訣
の
中
に
こ
う
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

口
訣
と
い
う
の
は
自
分
た
ち
の
門
派
の
中
で
伝
え
る
も
の
で
す
か
ら
、
少
し
厳
し
い
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
不
明
内
景
説
総
痴
　
盲
者
説
色
一
嘆
中
」、
内
景
が
分
か
ら
な
い
人
に
中

医
学
の
話
を
し
て
も
、
そ
れ
は
痴
人
に
話
す
よ
う
な
も
の
で
理
解
さ
れ
ず
、
ま
た
生
ま
れ
つ
き

目
の
見
え
な
い
人
に
色
を
説
明
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
白
が
ど
ん
な
に
き
れ
い
で
、
赤
が
ど
ん

な
に
き
れ
い
だ
と
い
っ
て
も
理
解
さ
れ
な
い
の
と
同
じ
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
丹
道
中
医
で
は

医
師
は
外
丹
、
す
な
わ
ち
医
薬
の
技
術
を
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
さ
ら
に
も
っ
と
大

事
な
こ
と
は
内
丹
で
、
内
丹
の
方
法
を
用
い
自
分
自
身
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
峨
眉

丹
道
医
薬
ま
で
話
し
ま
し
た
。

「
養
生
」―
葛
洪
の『
抱
朴
子
』よ
り

「
養
生
」
と
は
、
と
て
も
大
き
な
体
系
を
持
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。
医
薬
は
、
こ
の
養
生
の
中

の
一
部
分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
の
は
、
と
て
も
有
名
な
道
教
の

道
士
で
あ
り
、
医
学
、
養
生
学
、
気
功
を
修
め
た
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
言
葉
で
す
。

ま
ず
一
つ
め
と
し
て
「
嗇
神
」。
こ
れ
は
精
神
、
意
識
を
惜
し
ん
で
、
な
る
べ
く
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
、
意
識
を
で
き
る
だ
け
節
約
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
養

生
の
十
大
内
容
の
一
つ
で
、
あ
ま
り
多
く
を
思
い
わ
ず
ら
わ
な
い
こ
と
、
考
え
な
い
こ
と
。

二
に
「
愛
気
」。
気
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
。
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
こ
と
。
し
ゃ
べ
る

と
い
う
こ
と
は
気
を
消
耗
す
る
こ
と
で
す
。
や
た
ら
と
無
駄
に
動
き
回
る
と
い
う
こ
と
も
し
な

い
。
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
養
気
（
気
を
養
う
）
を
す
る
の
で
す
。
こ
れ
が
愛
気
で
す
。

三
に
「
養
形
」。
体
を
保
養
す
る
、
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
動
と
静
、
両
方
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

四
に
「
導
引
」。
導
引
は
先
ほ
ど
み
な
さ
ん
に
お
話
し
し
ま
し
た
。

五
に
「
言
語
」。
こ
の
中
に
は
心
理
的
な
問
題
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
ゃ
べ
り
す
ぎ
な
い
、

い
い
加
減
な
こ
と
を
言
わ
な
い
、
よ
く
な
い
こ
と
を
言
わ
な
い
、
心
の
平
静
さ
に
影
響
を
与
え

る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

六
に
「
飲
食
」。
古
代
で
は
、
飲
食
の
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
人
は
、
医
者
と
同
じ
よ
う
に
考

え
ら
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
い
る
人
の
こ
と
を

「
食
医
」
と
呼
び
ま
し
た
。
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
食
物
と
薬
物
は
実
は
同
源
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
と
て
も
大
事
な
内
容
で
、
一
項
目
と
し
て
取
り
出
し
て
語
ら
れ

て
い
ま
す
。

七
に
「
房
中
」。
こ
れ
は
現
代
で
言
う
性
生
活
衛
生
で
す
。
心
理
的
な
も
の
、
生
理
的
な
も
の

と
両
方
を
含
み
ま
す
。

八
は
「
反
俗
」。
こ
れ
は
逆
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
向
こ
う
を
向
い
て
い
る
と

き
に
、
ち
ょ
っ
と
振
り
返
っ
て
み
る
。

昨
日
鎌
田
先
生
と
話
を
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
話
の
中
に
、
養
生
の
秘
訣
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ま
み
な
さ
ん
に
言
っ
て
も
い
い
で
す
か
。
鎌
田
先
生
は
毎
日
、
逆
立
ち
を
し
て
い
る
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
反
の
方
法
で
す
。
私
た
ち
は
ず
っ
と
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
。
私
た
ち
は
練
功
を
す
る
時
に
何
と
か
し
て
反
の
方
法
を
使
お
う
と
し
ま
す
。
私

た
ち
は
い
つ
も
外
を
見
て
い
ま
す
が
、
煉
功
を
す
る
と
き
に
は
目
を
閉
じ
て
内
を
見
る
よ
う
に

し
ま
す
。

武
当
派
の
も
っ
と
も
有
名
な
道
士
に
張
三
豊
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
彼
が
言
っ
た
言
葉
で
、

「
順
則
凡
、
逆
則
仙
、
只
在
其
間
顚
倒
顚
」、「
順
」
に
行
く
と
「
凡
」
に
な
る
。
要
す
る
に
、
み

ん
な
が
や
る
よ
う
に
や
っ
て
い
け
ば
凡
人
に
な
る
け
ど
、
そ
れ
を
逆
に
や
れ
ば
「
仙
」、
仙
人
に

な
る
と
。
ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
こ
と
を
ひ
っ
く
り
返
せ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
理
的
に
も
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心
理
的
に
も
、
も
し
く
は
哲
学
的
な
観
点
か
ら
も
、
こ
の
言
葉
は
応
用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
あ
な
た
が
い
つ
も
前
に
前
に
進
ん
で
い
る
と
き
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
振
り
返
っ
た

う
し
ろ
が
も
っ
と
も
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
違
っ
た
観
点
、
違
っ
た
方
向
で
考
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

九
は
「
医
薬
」。
こ
こ
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
。

最
後
は
「
禁
忌
」。
ど
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
い
い
、
ど
う
い
う
こ
と
は
や
っ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
の
事
柄
を
す
べ
て
総
合
し
た
も
の
が
本
当
の
意
味
で
の
養
生
で
す
。
養
生
に
は
こ
の
よ

う
な
た
く
さ
ん
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
て
、
健
康
な
生
活
を
送
る
方
法
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
気

功
は
養
生
の
中
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
峨
眉
」「
丹
道
・
医
薬
」「
養
生
」
と
い
う
、
そ
の
言
葉
を
一
つ
一
つ
説
明
し
ま
し
た
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
が
分
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
峨
眉
は
こ
の
よ
う
に
非
常
に
大
き
な
体
系
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
の
で
す
。

峨
眉
派
の
伝
統
―
初
代
か
ら
第
十
二
代
ま
で

峨
眉
派
の
創
始
者
は
南
宋
末
の
白
雲
禅
師
で
す
。
軍
隊
を
率
い
た
人
で
と
く
に
剣
術
に
優
れ

て
い
て
「
天
下
第
一
剣
」
で
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
南
宋
が
だ
ん
だ
ん
と
衰
え
て
い
っ
た
と
き

に
彼
は
出
家
し
て
道
士
に
な
り
ま
し
た
。
江
蘇
省
の
茅
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
茅

山
派
は
中
国
の
道
教
の
三
大
流
派
の
一
つ
で
、
大
事
な
経
典
は
『
黄
庭
経
』
で
す
。

も
と
も
と
彼
は
軍
人
で
し
た
か
ら
武
術
に
優
れ
、
医
学
を
勉
強
し
、
道
教
で
長
年
修
行
し
た

わ
け
で
す
か
ら
、
彼
の
造
詣
は
非
常
に
深
か
っ
た
の
で
す
。

白
雲
禅
師
に
こ
う
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
何
年
か
前
に
中
国
の
仏
教
学
界
の
あ
る
人
が
書
い

て
い
ま
し
た
。
彼
は
あ
る
と
き
、
あ
る
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
彼
に
、「
あ
な
た
は
剣

の
第
一
人
者
で
は
な
い
。
本
当
の
第
一
人
者
は
峨
眉
山
に
い
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
後

彼
は
剣
を
持
っ
て
、
峨
眉
山
に
行
き
ま
し
た
。
誰
の
剣
が
い
ち
ば
ん
優
れ
て
い
る
か
知
り
た
か

っ
た
の
で
す
。
峨
眉
山
に
着
い
て
一
人
の
禅
師
に
会
い
ま
し
た
。
こ
の
禅
師
は
「
あ
な
た
の
剣

は
す
ご
い
」
と
言
い
ま
し
た
。「
で
も
、
そ
の
剣
を
用
い
て
、
あ
な
た
の
煩
悩
を
切
る
こ
と
が
で

き
る
か
」
と
聞
き
ま
し
た
。
白
雲
禅
師
は
何
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
く
考

え
た
後
、
彼
は
峨
眉
山
で
出
家
し
て
僧
侶
に
な
っ
た
の
で
す
。
峨
眉
派
は
、
そ
の
白
雲
禅
師
を

創
始
者
に
も
つ
の
で
、
道
教
的
な
内
容
と
仏
教
的
な
内
容
と
の
両
方
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
の

で
す
。

私
の
習
っ
た
こ
の
峨
眉
派
は
、
仏
教
の
中
で
も
禅
宗
に
属
し
、
禅
宗
の
中
で
も
臨
済
宗
に
属

し
、
そ
の
臨
済
宗
の
中
の
峨
眉
臨
済
宗
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
私
は
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
と
言
う
の
か
。
そ
れ
は
学
術
的
な
観
点
か
ら
、
こ

う
い
う
名
前
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
座
禅
を
す
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
し
か

し
峨
眉
は
ど
こ
に
属
す
る
の
か
と
聞
か
れ
た
場
合
に
は
、
仏
教
で
禅
宗
の
臨
済
宗
で
あ
る
と
答

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
の
こ
の
流
派
の
伝
承
者
と
、
い
ま
の
峨
眉
山
に
い
る
出
家
し
た
人
た
ち
の
字
輩
（
同

世
代
の
名
前
に
同
じ
一
文
字
を
用
い
る
）
は
対
応
し
て
い
ま
す
。
白
雲
禅
師
か
ら
峨
眉
山
で
代
々
伝

承
さ
れ
て
い
き
、
第
十
一
代
、
永
厳
法
師
ま
で
伝
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
永
厳
法
師
は
、
仏
教
界

で
知
る
人
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
彼
自
身
の
研
究
、
実
践
は
非
常
に
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
峨
眉
の
学
術
的
な
体
系
を
実
証
し
ま
す
。
こ
の
方
は
チ
ベ
ッ
ト
密
教

を
系
統
的
に
研
究
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
修
行
方
法
や
医
学
に
少
し
理
解
が
あ

る
の
も
、
実
は
こ
の
先
生
の
研
究
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
一
九
二
八
年
、
歩
い
て
四

川
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
時
代
は
車
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト

に
伝
わ
る
仏
教
を
系
統
的
に
研
究
し
、
峨
眉
の
修
練
方
法
と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。
峨
眉
の

丹
医
、
チ
ベ
ッ
ト
医
学
の
比
較
も
行
い
ま
し
た
。
彼
は
密
行
高
僧
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
が
、
な

ぜ
、
密
行
と
言
う
の
か
。
そ
れ
は
当
時
、
彼
が
チ
ベ
ッ
ト
に
行
っ
た
と
き
、
そ
の
後
中
国
仏
教

学
会
副
会
長
に
な
る
能
海
法
師
と
い
う
人
と
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
何
年
も
生
活

を
共
に
し
ま
し
た
が
、
能
海
法
師
は
永
厳
法
師
に
功
夫
（
鍛
錬
の
蓄
積
）
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
何
年
も
し
て
か
ら
、
能
海
法
師
は
弟
子
か
ら
そ
の
話
を
聞
き
、
永
厳
法

師
が
秘
密
裏
に
修
行
を
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
密
行

修
行
と
い
う
言
葉
を
用
い
ま
す
。
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
の
中
に
は
、
中
医
学
と
チ
ベ
ッ
ト
医

学
の
比
較
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
修
行
方
法
と
道
教
の
気
功
練
習
の
比
較
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
後
、
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
た
め
の
多
く
貴
重
な
資
料
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
、
永
厳
法
師
が
伝
え
た
人
に
「
鎮
健
居
士
」
が
い
ま
す
。
第
十
二
代
の
周
潜

川
先
生
で
す
。「
鎮
健
」
は
周
先
生
の
法
号
で
す
。
彼
の
中
国
の
気
功
界
へ
の
影
響
は
非
常
に
大

き
く
、
と
く
に
『
峨
眉
十
二
荘
』、
こ
れ
は
日
本
語
版
も
あ
り
ま
す
。
簡
単
な
紹
介
で
は
あ
り
ま

す
が
、
系
統
的
に
気
功
の
功
法
を
五
〇
年
代
に
公
開
し
紹
介
し
た
の
は
こ
の
流
派
だ
け
で
し
た
。

彼
の
出
し
た
書
籍
は
今
日
に
至
っ
て
も
、
ネ
ッ
ト
で
非
常
に
高
額
で
売
買
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
は
数
元
だ
っ
た
も
の
が
、
何
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
大
革
命
の
こ
ろ
に
周
潛
川
先
生
は
獄
死
さ
れ
ま
し
た
。
八
〇
年
代
に
流
行
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
気
功
は
、
彼
の
書
籍
を
学
び
、
そ
れ
を
基
に
し
て
変
化
さ
せ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
あ
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り
ま
す
。
近
代
の
気
功
で
は
形
神
荘
、
智
能
気
功
、
鶴
翔
荘
な
ど
が
峨
眉
十
二
荘
の
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。

峨
眉
派
、
と
く
に
周
潛
川
先
生
は
中
国
気
功
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
も
っ
と
も

重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
『
峨
眉
十
二
荘
』
の
よ
う
に
体
系
的
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま

で
に
非
常
に
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
周
潛
川
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
ほ

ん
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
そ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

わ
が
師
―
峨
眉
派
の
伝
承
を
受
け
と
る

こ
れ
か
ら
、
私
の
何
人
か
の
先
生
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

徐
一
貫
先
生
、
こ
の
方
は
私
に
と
っ
て
も
っ
と
も
大
事
な
先
生
で
、
今
年
の
二
月
二
十
一
日

に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
百
歳
で
し
た
。
第
十
二
代
伝
人
の
周
潛
川
先
生
と
徐
一
貫
先
生

は
、
と
て
も
い
い
友
人
で
も
あ
り
、
ま
た
徐
先
生
は
周
先
生
に
学
び
ま
し
た
。
十
年
前
に
日
本

の
気
功
の
学
習
者
た
ち
は
私
と
い
っ
し
ょ
に
彼
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
自
身
も
隠
れ

て
修
行
し
た
方
で
し
た
。
徐
先
生
の
気
功
の
研
究
、
実
践
は
た
い
へ
ん
深
い
も
の
で
し
た
が
、
気

功
界
で
は
誰
も
知
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
気
功
師
で
は
な
く
、
省
の
幹
部
役
人
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
彼
自
身
が
病
に
罹
り
、
そ
れ
を
周
先
生
に
治
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
知
り
合
い
、
そ
の
後
、
周
先
生
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
読
書
人
の
家
柄

だ
っ
た
の
で
、
文
章
を
書
く
能
力
が
高
く
、
医
学
も
学
ば
れ
ま
し
た
。
学
ん
で
い
く
過
程
で
、
ご

自
身
も
文
章
を
書
く
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
、
書
く
こ
と
が
得
意
だ
っ
た
の
で
、
峨
眉
に
関
し
て

も
た
く
さ
ん
の
内
容
を
書
き
記
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
私
の
も
と
に
徐
先
生
が
書
い
た
ノ
ー
ト
が

何
十
冊
も
あ
り
、
何
百
万
字
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。次

は
私
の
中
医
学
の
先
生
、
楊
凱
先

生
で
す
。
こ
の
方
も
一
昨
年
、
亡
く
な

り
ま
し
た
。
周
潛
川
先
生
の
二
人
の
研

究
生
の
う
ち
の
一
人
で
す
。
ず
っ
と
臨

床
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

彼
自
身
も
中
医
を
家
業
と
す
る
家
に
生

ま
れ
、
彼
自
身
は
第
五
代
で
し
た
。
そ

の
後
、
周
潛
川
先
生
に
も
学
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
医
薬
、
外
丹
の
内
容
の

ほ
と
ん
ど
を
周
潛
川
先
生
か
ら
習
っ
て
い
ま
す
。
中
医
学
の
臨
床
の
分
野
に
お
い
て
、
私
に
と

っ
て
も
っ
と
も
大
事
な
先
生
で
す
。
こ
の
方
は
ず
っ
と
臨
床
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
写
真
は
、
病
院
で
最
後
に
お
会
い
し
た
と
き
い
っ
し
ょ
に
撮
っ
た
写
真
で
す
。

も
う
一
人
の
先
生
は
李
国
章
先
生
で
す
。
こ
の
方
も
周
潛
川
先
生
の
研
究
生
で
す
。
周
潛
川

先
生
に
は
、
こ
の
お
二
人
し
か
研
究
生
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
七
十
九
歳
で
す
。
一
週
間

に
五
日
間
、
半
日
で
す
が
、
ま
だ
患
者
を
診
て
、
山
西
省
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
周
潛
川

先
生
は
山
西
中
医
研
究
所
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
李
国
章
先
生
は
、
そ
こ
の
副
所

長
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
峨
眉
の
丹
薬
、
外
丹
の
分
野
を
、
こ
の
李
先
生
と
楊
凱
先
生

が
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
二
人
と
も
医
師
で
あ
り
、
大
事
な
弟
子
で
し
た
の
で
、
彼
ら
が
周
潛
川

か
ら
外
丹
の
分
野
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

周
潛
川
先
生
は
文
化
大
革
命
の
直
前
に
投
獄
さ
れ
て
、
一
九
七
一
年
に
獄
死
さ
れ
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
こ
の
お
二
人
も
、
文
革
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
残
す
こ
と
が
で
き
た
、
保

存
す
る
こ
と
が
で
き
た
資
料
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
命
懸
け
で
そ
れ
を
守
っ

た
の
で
す
。

も
う
一
人
の
周
巣
父
先
生
は
、
周
潛
川
先
生
の
六
番
目
の
お
子
さ
ん
で
す
。
た
ぶ
ん
六
十
七

歳
ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の
先
生
よ
り
も
、
か
な
り
若
い
で
す
。
周
潛
川
先
生
が
投
獄

さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
の
方
は
ま
だ
幼
か
っ
た
の
で
す
。

李
正
修
先
生
、
こ
の
方
は
峨
眉
の
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
の
啓
蒙
の
師
で
す
。

寂
度
法
師
、
こ
の
方
は
私
の
仏
教
の
先
生
で
す
。
四
川
の
方
で
峨
眉
臨
済
宗
の
方
、
五
台
山

に
お
ら
れ
ま
し
た
。

第
十
一
代
伝
人
の
永
厳
法
師
は
、
寂
度
法
師
の
先
生
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
周
潛
川
先
生
と

彼
は
兄
弟
弟
子
に
あ
た
り
ま
す
。
永
厳
法
師
や
能
海
法
師
と
い
っ
し
ょ
に
こ
の
方
も
チ
ベ
ッ
ト

に
行
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
そ
の
と
き
に
五
人
で
同
行
し
た
の
で
す
。
こ
の
方
は
来
年
、
円
寂
（
亡
く
な
る
）
さ
れ

て
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
九
十
六
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
る
一
年
前
に
み
な
さ
ん
に

「
一
年
後
に
私
は
い
な
く
な
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
か
ら
仏
教
や
道
教

に
伝
わ
る
修
行
は
本
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
方
が
証
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
非

常
に
親
密
な
師
弟
関
係
だ
っ
た
の
で
、
私
は
た
い
へ
ん
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
書
物
の
中
の
高

僧
の
話
で
受
け
る
影
響
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
影
響
の
受
け
方
を
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
て

火
葬
し
ま
し
た
ら
、
仏
舎
利
が
残
り
ま
し
た
の
で
、
舎
利
塔
を
建
て
ま
し
た
。
こ
の
写
真
は
一

九
九
八
年
の
も
の
で
す
。

師
懐
堂
先
生
、
こ
の
方
は
私
の
鍼
灸
の
先
生
で
す
。
中
国
で
、
臨
床
の
治
療
家
と
し
て
と
て
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も
有
名
な
先
生
が
二
人
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
う
ち
の
一
人
で
、
こ
の
方
も

一
昨
年
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
鍼
灸
の
技
術
を
教
え
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
こ
こ
で
も
う
少
し
付
け
加
え
て
お
話
し
し
ま
す
。
一
九
九
五
年
、
私
は
こ
の
方
に

つ
い
て
鍼
灸
を
学
び
始
め
ま
し
た
。
当
時
、
山
西
省
の
衛
生
庁
の
ト
ッ
プ
の
方
が
、
私
を
こ
の

方
の
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
当
時
す
で
に
ご
年
配
だ
っ
た

の
で
、
特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
、
新
し
く
弟
子
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
で
衛
生
庁
の
長
で
あ
る
方
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
て
、
や
っ
と
弟
子
に
な
り
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
彼
の
お
孫
さ
ん
が
私
と
同
世
代
で
す
。

で
す
か
ら
私
は
弟
子
で
は
な
く
孫
弟
子
の
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
特
別
に
最
後
の
内
弟
子
と
し
て
、
私
は
こ
の
先
生
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

師
懐
堂
先
生
は
、
最
初
の
こ
ろ
、
周
潛
川
先
生
と
同
じ
山
西
省
中
医
研
究
所
で
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
周
先
生
よ
り
十
四
、
五
歳
年
下
で
し
た
の
で
、
当
時
、
周
潛
川
先
生
は

非
常
に
有
名
で
し
た
け
ど
、
彼
は
そ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
潛
川
先
生
は
、

普
通
に
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、（
文
革
に
よ
る
）
獄
死
で
し
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
資
料
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

徐
一
貫
先
生
の
あ
れ
だ
け
の
ノ
ー
ト
が
残
っ
た
の
は
、
予
想
外
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
徐

先
生
は
、
省
政
府
の
幹
部
役
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
文
化
大
革
命
の
時
、
巻
き
添
え
に
な
り
、
そ

れ
ら
の
ノ
ー
ト
は
犯
罪
の
証
拠
と
し
て
裁
判
所
に
持
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
裁
判
所
に

押
収
さ
れ
た
が
た
め
に
文
化
大
革
命
で
も
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
そ
の
後
名
誉
回
復
し
た
と

き
に
本
人
に
戻
さ
れ
た
の
で
す
。

私
は
、
そ
れ
を
整
理
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
鍼
灸
の
資
料
が
一
冊
も
な
い
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。
当
時
は
謄
写
版
で
作
っ
て
い
た
の
で
何
冊
か
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
鍼

灸
の
本
は
一
冊
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
大
革
命
の
こ
ろ
に
、
そ
う
い
う
も
の
は
没
収
さ

れ
て
焼
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
は
、
残
念
な
こ
と
に
鍼
灸
の
本
は
残
っ
て
い
な
い

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

師
懐
堂
先
生
と
周
潛
川
先
生
は
行
き
来
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
私
は
師
先
生
に
つ

い
て
学
ん
で
い
る
時
、
お
二
人
に
は
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
、
師
先
生
が
引
越
し
を
す
る
と
い
う
の
で
、
お
宅
に
手
伝
い
に
行
っ
た
と
き
、
偶
然

に
も
一
冊
の
本
が
私
の
目
の
前
に
落
ち
て
き
た
の
で
す
。
見
る
と
、
そ
れ
は
周
潛
川
先
生
の
鍼

灸
の
本
で
し
た
。
そ
こ
で
師
先
生
に
、「
こ
の
本
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
す
か
」
と
聞
き
ま
し

た
。
師
懐
堂
先
生
は
有
名
な
鍼
灸
医
師
で
し
た
か
ら
、
省
の
幹
部
指
導
者
の
病
気
を
治
療
し
ま

し
た
。
周
潛
川
先
生
も
以
前
に
こ
の
幹
部
指
導
者
の
治
療
を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
鍼
灸
の
本

を
そ
の
方
に
贈
っ
た
の
で
し
た
。
こ
の
幹
部
指
導
者
は
師
懐
堂
先
生
に
、「
貴
方
は
、
鍼
灸
の
先

生
だ
か
ら
こ
の
本
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
「
師
懐
堂
先
生
へ
贈
呈
」
と
自
分
の
名
前
も

書
き
添
え
て
、
く
だ
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

文
化
大
革
命
の
こ
ろ
、
周
潛
川
先
生
の
事
件
で
は
、
関
係
者
が
持
っ
て
い
た
資
料
は
す
べ
て

没
収
さ
れ
て
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
師
懐
堂
先
生
は
周
潛
川
先
生
と
は
直
接
関
係
が

な
か
っ
た
た
め
に
、
彼
の
と
こ
ろ
に
は
捜
査
は
入
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
本
の
保
存

が
で
き
た
の
で
す
。

私
は
こ
の
本
を
見
た
時
、
師
懐
堂
先
生
に
「
こ
れ
は
峨
眉
の
鍼
灸
の
本
で
す
よ
ね
」
と
聞
き

ま
し
た
ら
、
師
先
生
は
、
私
が
峨
眉
を
勉
強
し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
な
の
で
、「
こ
れ
は
貴
方
に

あ
げ
ま
す
」
と
言
っ
て
、
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
の
鍼
灸
の
先
生
で
あ
る
師
懐
堂
先
生
は
、
も

と
も
と
は
峨
眉
と
は
関
係
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
今
で
は
関
係
が
で
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
少
し
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
以
上
が
私
の
先
生
で
す
。

峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
の
ま
と
め

身
体
の
調
整
、
気
功
の
修
練
に
お
い
て
も
有
効
な
丹
薬

峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
の
主
な
内
容
と
し
て
気
功
、
飲
食
、
医
薬
三
つ
の
観
点
か
ら
、
も
う

一
度
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
医
学
で
は
薬
と
食
物
と
い
う
の
は
同
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
ら
、
食
べ
物
、
飲
食

も
中
医
師
と
し
て
必
ず
研
究
し
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
で
す
。
外
丹
に
は
飲
食
が
含
ま
れ
、
加

工
処
理
方
法
が
大
事
で
す
。
外
丹
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
薬
を
つ
く
り
出
す
か
、
ど
の
よ
う
に

用
い
る
か
が
重
要
で
す
。
私
が
患
者
を
診
て
処
方
す
る
と
き
に
は
、
同
じ
薬
で
も
い
ろ
い
ろ
な

加
工
処
理
の
方
法
を
考
え
て
用
い
ま
す
が
、
一
般
の
中
医
師
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
を
し
ま

せ
ん
。
多
く
の
国
、
民
族
の
文
化
の
中
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
始
的
な
生
薬
の
応
用
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
何
年
か
よ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
き
ま
す
が
、
彼
ら
に
も
彼
ら
の
自
然
医
学
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
薬
の
用
い
方
は
、
た
と
え
ば
「
こ
の
生
薬
は
肝
臓
に
効
く
、
こ
れ
は
心
臓
に
効
く
」

と
い
う
よ
う
に
一
つ
は
単
味
で
用
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
原
材
料
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が

一
般
的
な
よ
う
で
す
。
中
医
薬
も
最
初
の
こ
ろ
は
そ
の
よ
う
な
扱
い
方
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
後
、
発
達
し
て
成
熟
し
た
と
い
え
る
の
は
、
二
つ
の
理
由
か
ら
で
す
。
そ
の
一
つ
は
、
複
合

的
な
用
い
方
、
多
く
の
薬
を
配
合
し
て
用
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
生
薬
の
処
理
方
法
が
生
ま
れ
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た
こ
と
で
す
。
丹
薬
、
外
丹
で
す
け
れ
ど
も
、
玄
門
四
大
丹
八
十
一
小
丹
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
丹
薬
、
小
さ
な
丹
薬
は
多
く
は
治
療
に
用
い
ま
す
。
大
き
な
丹
薬
は
多
く
は
煉
功
に

用
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
煉
功
し
て
い
く
う
ち
に
幻
覚
が
生
ま
れ
た
り
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
あ
る
先
生

は
、
そ
の
こ
と
に
、
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
正
し
い
の
で
す

が
、
で
も
、
実
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
。
そ
れ
が
実
際
に
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。

道
教
や
峨
眉
の
中
に
は
具
体
的
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
何
を
見
た
の
か
と
聞
き
ま
す
。
た
と

え
ば
、
私
は
よ
く
白
い
光
が
見
え
る
。
白
い
服
を
来
た
観
音
様
を
見
た
と
言
っ
た
ら
、
峨
眉
で

は
、
そ
れ
を
肺
と
関
係
す
る
現
象
だ
と
判
断
し
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
る
薬
を
飲
ま
せ
ま
す
。
そ

う
す
る
と
そ
の
幻
覚
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
「
は
い
、
続
け
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
」
と

言
い
ま
す
。

薬
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
成
功
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
け
ど
も
、
成
功
す
る
こ

と
を
阻
害
す
る
よ
う
な
も
の
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

煉
功
を
し
た
と
き
の
幻
覚
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
理
解
し
に
く
け
れ
ば
、
夢
か
ら
推

測
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
よ
く
同
じ
夢
を
見
る
場
合
、
そ
れ
は
体
が
あ
る
信
号
を
出
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
医
や
丹
医
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
方
法
を
持
っ
て
い
ま
す
。
丹
薬

は
、
治
療
に
使
う
だ
け
で
は
な
く
、
身
体
を
調
整
し
た
り
、
気
功
の
練
習
に
お
い
て
も
有
効
で

あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
を
い
か
に
理
解
す
る
か

丹
道
中
医
学
の
中
に
は
、
現
代
の
中
医
学
と
は
違
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な

か
理
解
で
き
な
い
陰
陽
、
五
行
、
臓
象
な
ど
の
理

論
が
あ
り
ま
す
。
中
医
学
を
専
門
に
勉
強
し
て
い

る
人
に
と
っ
て
も
、
簡
単
に
理
解
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
伝
統
的
な
学
び
方
は
、

学
習
す
る
と
同
時
に
自
分
自
身
の
身
体
を
使
っ
て

体
験
を
す
る
。
精
神
的
な
学
習
と
身
体
的
な
体
験

を
結
合
さ
せ
て
理
解
を
深
め
る
の
で
す
。
人
間
は

心
身
が
融
合
し
た
存
在
で
す
。
思
い
だ
け
で
も
人

は
存
在
し
な
い
し
、
解
剖
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
な

体
の
部
分
だ
け
で
も
、
人
と
し
て
は
存
在
で
き
な

い
。
気
功
の
考
え
方
は
丹
医
の
考
え
方
で
も
あ
り
、
中
医
の
考
え
方
で
も
あ
り
、
養
生
学
の
考

え
方
で
も
あ
り
ま
す
。
心
と
身
体
を
ど
の
よ
う
に
し
て
統
一
さ
せ
る
か
を
考
え
て
い
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
理
論
的
な
も
の
で
例
を
挙
げ
る
と
、
五
行
。
現
在
、
一
般
的
に
は
よ
く
木
火
土

金
水
と
言
い
、
こ
れ
が
五
行
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
行
の
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
小
五
行
で
す
。
宇
宙
の
万
物
を
網
羅
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

例
を
挙
げ
る
と
、
私
た
ち
は
、
赤
は
火
だ
と
い
い
ま
す
。
で
も
、
赤
い
水
は
火
で
す
か
、
水

で
す
か
。
説
明
で
き
な
い
で
す
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
五
行
学
説
は
完
全
で
は
な
い
の
で

す
。
も
う
一
つ
、
大
五
行
と
合
わ
せ
て
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

大
五
行
に
は
陰
陽
や
臓
腑
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
内
丹
、
外
丹
と
い
う
観
点
か
ら

研
究
す
る
の
で
、
理
論
は
完
全
で
、
ま
た
き
め
細
か
い
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
例
を
挙
げ
た
に

す
ぎ
ず
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
内
容
が
あ
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
る
と
き
に
、
私
は
よ
く
こ
う
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。
彼
ら
の
文
化
は
東

洋
文
化
と
は
全
く
違
う
の
で
、
彼
ら
は
「
私
た
ち
は
本
当
に
学
べ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
、
東
洋
文
化
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
く
真
っ
白
な
状
態
な
の
で
、
か

え
っ
て
白
紙
に
は
書
き
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
話
し
ま
す
。
こ
の
何
年
か
彼
ら
を
教
え
る
中

で
、
彼
ら
の
研
究
が
実
は
深
い
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

東
洋
で
は
、
日
本
も
含
み
ま
す
が
、
よ
く
「
私
た
ち
に
は
、
何
千
年
も
の
文
化
が
あ
る
」
と

言
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
千
年
前
は
、
私
た
ち
か
ら
す
る
と
非
常
に
遠
い
と
こ
ろ
で
す
。
遠
い

と
い
う
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
何
千
年
の
文
化
と
言
っ
て
い
て
も
、
実

は
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
国
の
現
状
で

は
、
中
国
人
自
身
が
伝
統
文
化
に
対
し
て
、
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
数
年
間
、
状
況
は
少
し
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
伝
統
文
化
を
学
ぼ
う
と
い
う
風
潮
に

も
な
っ
て
き
て
、
私
も
話
し
て
く
れ
と
い
う
要
請
を
受
け
て
、
時
間
が
で
き
る
と
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
伝
統
文
化
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

中
医
学
、
気
功
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
中
国
人
自
身
も
、
い
ろ
い
ろ
な
誤
解
、
自
己

矛
盾
を
し
て
い
ま
す
。
学
術
に
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
、
そ
れ
を
本

当
に
は
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。

中
医
学
、
気
功
を
学
ぶ
と
き
、
多
く
の
人
は
玄
学
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
陰
陽
五

行
、
臓
腑
内
景
気
化
論
な
ど
、
私
た
ち
と
は
何
も
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
中
医
学

や
気
功
の
理
論
も
す
べ
て
私
た
ち
の
こ
の
身
体
か
ら
直
接
生
ま
れ
た
も
の
な
の
で
す
。

も
っ
と
も
基
本
的
な
概
念
は
、
実
は
ま
さ
し
く
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
た
と
え

ば
、
気
と
は
何
か
。
気
功
と
は
何
か
。
経
絡
と
は
何
か
。
ツ
ボ
と
は
何
か
。
こ
の
概
念
を
依
然
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と
し
て
理
解
し
な
い
で
、
現
代
科
学
を
用
い
て
そ
れ
ら
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ
た
と
し
て
も
、
研

究
の
対
象
を
選
び
間
違
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
い
ま
言
い
ま
し
た
五
行
を
哲
学
的
な
概
念
と
し
て
考
え
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
応
用
で
き
ま
す
。
先
ほ
ど
例
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
五
行
学
で
は
、
説
明
し
き
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
五
行
学
説
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
が
部
分
的

に
学
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
発
展
に
問
題
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
継

承
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

峨
眉
の
体
系
の
中
に
は
、
古
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
、
内

部
で
伝
承
さ
れ
る
口
訣
に
は
、
宋
以
降
の
文
献
は
あ
ま
り
読
む
な
と
は
っ
き
り
書
い
て
あ
り
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
イ
ン
テ
リ
が
、
医
学
の
領
域
に
入
り
込
ん
で
、
い
い
加
減
な
こ
と
を
語
っ
て
い

る
の
で
す
。

儒
学
者
は
、
科
挙
の
試
験
で
状
元
（
ト
ッ
プ
）
に
な
ろ
う
と
し
た
り
、
役
人
の
登
用
試
験
を
受

け
た
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
受
か
ら
な
い
。
彼
ら
は
、
学
問
が
で
き
ま
す
か
ら
、
話
し
た
り
書

い
た
り
が
得
意
で
す
。
そ
し
て
社
会
的
な
影
響
も
大
き
い
。
そ
こ
で
中
医
学
を
解
説
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。
中
医
が
五
行
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
も
五
行
を
使
い
ま
し
た
。
た
だ
彼
ら
に

は
医
学
の
理
解
が
な
い
の
で
、
か
え
っ
て
医
学
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
宋
以
降
に
い
い
も
の
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
れ

が
い
い
か
を
は
っ
き
り
と
認
識
で
き
な
い
の
な
ら
、
そ
れ
以
前
の
文
献
を
参
考
に
し
た
方
が
よ

い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
丹
医
」
は
内
丹
を
用
い
て
外
丹
に
役
立
て
る

中
医
学
の
中
に
内
気
功
推
拿
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
推
拿
と
気
功
と
を
結
合
さ
せ
て
い

ま
す
。
気
功
が
で
き
て
、
ま
た
推
拿
も
で
き
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
本
当
に
理
論
と
方
法

が
融
合
し
た
も
の
で
す
。
い
ま
の
中
医
師
は
診
断
に
は
、
ま
ず
脈
診
。
寸
関
尺
の
脈
を
触
り
ま

す
。
昔
は
弁
証
と
い
っ
て
体
全
体
を
触
り
ま
し
た
。
古
代
に
は
、
そ
う
い
う
診
断
方
法
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
な
く
な
り
ま
し
た
。
峨
眉
の
中
に
は
、
こ
の
方
法
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま

す
。
次
に
望
診
で
す
。
中
医
学
で
は
医
師
が
患
者
を
診
る
こ
と
を
「
看
病
」
と
言
い
ま
す
。
診

断
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
患
者
を
看
る
（
望
る
）
こ
と
が
最
初
で
す
ね
。
望
は
と
て
も
意
味
の
あ

る
良
い
方
法
で
、
外
か
ら
中
を
知
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
鼻
。
鼻
か
ら
体
の
中
の
ど
こ
が
見
え
る
か
と
言
う
と
、
一
般
の
書
物
で
は
肺
と

関
係
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
鼻
が
赤
く
な
っ
た
と
き
は
肺
と
は
関
係
が
な
く
、
大
便

が
乾
燥
し
て
い
る
の
で
す
。
鼻
が
青
い
と
き
は
、
下
痢
、
腹
痛
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
鼻
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
肺
を
見
る
の
で
は
な
く
、
脾
を
見
る
の
で
す
。
鼻
か
ら
、

ど
う
し
て
脾
が
分
か
る
の
か
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
丹
、
内
景
に
よ
っ
て
鼻
と
脾
の
経
絡
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。「
鼻
は
肺
の
竅
で
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。
鼻
の
穴
の
機

能
、
通
っ
て
い
る
か
通
っ
て
い
な
い
か
は
肺
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
鼻
の
形
、
状
態
と
肺
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

望
診
の
と
き
に
は
鼻
は
何
を
代
表
し
て
い
る
か
を
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
か
ら

推
測
し
て
い
き
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
鼻
が
高
く
て
大
き
い
人
は
脾
が
強
い
、
肉
が
好
き
で
消

化
機
能
が
高
い
と
考
え
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
そ
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
、
目
や
耳
や
舌
が
、
体
の
ど
の
部
分
と
関
係
が
あ
る
か
、
ま
た
ど
う
し
て
分
か

る
か
。
そ
れ
は
、
先
ほ
ど
言
っ
た
内
景
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。
自
分
の
実
践
を
通
し
て
、
体

の
中
の
こ
こ
と
こ
こ
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
自
分
で
理
解
し
ま
す
。

中
医
学
の
勉
強
と
は
、
先
生
が
言
っ
た
こ
と
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
理
解
し
暗
記

す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
煉
功
し
、
自
分
自
身
で
体
験
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な

の
で
す
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
が
言
う
「
丹
医
」
の
意
味
で
す
。
内
丹
を
用
い
て
外
丹
に
役
立
て

る
の
で
す
。
こ
れ
が
特
別
な
点
で
す
。

峨
眉
派
が
保
有
す
る
豊
富
な
功
法

峨
眉
の
気
功
で
は
、
気
功
も
武
術
も
こ
こ
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
も
有
名
な
の
が
峨
眉

十
二
荘
、
静
功
、
ま
た
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
功
法
で
す
。

明
日
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
峨
眉
の
五
臓
を
鍛
錬
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

伝
統
的
な
道
教
の
手
印
を
使
っ
た
り
、
呪
を
使
っ
た
り
、
吐
納
を
使
っ
た
り
す
る
方
法
を
用
い

て
五
臓
を
整
え
ま
す
。
自
分
自
身
で
部
分
別
に
練
習
し
て
い
く
方
法
は
、
病
人
の
病
に
応
じ
て

教
え
る
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

峨
眉
派
は
何
百
年
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
、
そ
の
過
程
で
、
ほ
か
の
流
派
と
の
交
流
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ほ
か
の
流
派
の
も
の
も
残
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
少
林
の

易
筋
経
、
青
城
の
二
十
四
節
気
導
引
術
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
導
引
術
は
私
が
整
理
し
、
も
う
み

な
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
方
も
多
く
の
方
が
学
ば
れ
て
い
ま
す
。

『
二
十
四
節
気
導
引
術
』
は
、
中
国
で
は
大
手
の
人
民
衛
生
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
も
う
す
ぐ
こ
の
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
中
国
の
中
央
テ
レ
ビ
で
は
、
節
気
の
そ
の
日
と
翌
日
、
こ
の
二
十
四
節
気
導
引
術
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ま
た
華
山
派
の
睡
功
は
、
い
ま
私
が
整
理
を
し
て
お
り
、
今
後
テ
レ
ビ
で
も
紹
介

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
功
法
は
、
睡
眠
に
関
係
す
る
（
製
品
を
製
造
し
て
い
る
）
企
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業
と
共
に
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

目
的
は
身
体
と
気
、
精
神
の
三
者
を
協
調
さ
せ
る
こ
と

こ
の
よ
う
な
峨
眉
の
学
術
流
派
の
理
解
を
通
し
て
、
伝
統
的
な
気
功
の
方
法
と
目
的
が
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
功
法
の
練
習
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
気
血
を
調
整
す
る

能
力
を
強
く
す
る
、
飲
食
の
調
整
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
の
方
式
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
医
薬
の
方
法
を
用
い
て
身
体
、
心
理
、
気
血
の
偏
り
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。峨

眉
丹
道
医
薬
養
生
学
は
、
気
功
、
飲
食
、
医
薬
の
三
つ
が
統
合
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ

を
用
い
て
身
体
と
気
、
精
神
の
三
者
を
協
調
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の
目
的
は
、
私
た

ち
現
代
人
も
追
い
求
め
て
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
連
す
る
内
容
は
多
く
、
範
囲
も
広
い
の
で
、
ほ
ん
の
一
部
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
た
に
過
ぎ

ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ん
が
中
医
学
や
気
功
の
伝
承
、
峨
眉
派
と
い
う
も
の
に
対
し
て
少
し
で
も

ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
さ
ら
に
交
流
し
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
こ
の
後
、
第
二
部
指
定
討
論
で
濱
野
清
志

さ
ん（
京
都
文
教
大
学
教
授
／
臨
床
心
理
学
・

気
功
家
）、
倉
島
哲
さ
ん
（
関
西
学
院
大
学
准

教
授
／
身
体
論
・
中
国
拳
法
）、
ア
ル
タ
ン
ジ

ョ
ラ
ー
さ
ん
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研

究
セ
ン
タ
ー
ワ
ザ
学
共
同
研
究
員
／
文
化
人

類
学
・
モ
ン
ゴ
ル
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）

の
三
人
の
発
題
が
行
わ
れ
た
が
、
誌
面
の
都

合
で
割
愛
し
た
。

鎌
田
　
私
の
方
で
、
質
問
事
項
の
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

ま
ず
、
濱
野
清
志
さ
ん
は
臨
床
心
理
学

と
い
う
立
場
か
ら
で
す
の
で
、
心
と
体
の

関
係
を
、
日
常
レ
ベ
ル
の
関
係
と
、
も
う

一
つ
、
気
功
な
ど
を
通
し
て
メ
タ
レ
ベ
ル

で
眺
め
て
い
て
、
新
し
い
身
体
と
新
し
い
心
の
状
態
を
ど
う
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い

う
問
題
点
で
し
た
。

倉
島
哲
さ
ん
は
社
会
学
者
で
す
の
で
、
ま
さ
に
気
功
と
社
会
と
の
関
係
を
、
国
家
権
力
と
の

関
係
も
含
め
て
問
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
気
功
が
大
衆
化
し
て
い
く
、
あ
る
い
は
近
代

で
も
開
放
以
降
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
気
功
が
社
会
の
中
に
ど
う
位
置
付
い
て
い
く
の
か
と
い

う
質
問
。
も
う
一
つ
は
近
現
代
、
と
く
に
戦
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
競
技

ス
ポ
ー
ツ
化
と
気
功
の
よ
う
な
内
的
な
修
練
が
ど
う
対
峙
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
点
で
し

た
。文

化
人
類
学
者
の
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
さ
ん
は
、
宗
教
と
気
功
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
わ
れ

ま
し
た
。
修
行
者
が
持
っ
て
い
る
信
仰
、
信
念
、
信
心
、
霊
性
、
あ
る
い
は
道
徳
・
倫
理
、
そ

う
い
う
い
ち
ば
ん
内
的
な
深
い
精
神
的
な
部
分
と
あ
る
種
ス
ト
イ
ッ
ク
な
武
道
と
の
関
係
性
、
ま

た
そ
う
い
う
中
で
技
術
や
能
力
が
伝
承
さ
れ
る
こ
と
の
意
味
と
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
問
わ
れ
ま

し
た
。

応
答
　
張
明
亮

お
答
え
し
て
み
た
い

0

0

0

と
思
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
問
題
に
答
え
る
の
に
、
た
ぶ
ん
そ
れ
ぞ
れ

二
〇
分
か
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
全
部
の
質
問
に
二
〇
分
で
答
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
問
題
の
過
程
は
省
略
し
て
、
結
果
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
自
身
と
他
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
。
道
教
の
方
法
で
は
、
最
終
目
的
は
真
我
、
本
当
の

自
分
に
な
る
こ
と
で
す
。
自
分
自
身
を
通
し
て
他
人
を
理
解
す
る
。
仏
教
で
は
「
無
我
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
を
な
く
し
て
し
ま
っ
て
、
相
手
の
こ
と
を
感
得
す
る
。

こ
れ
は
表
面
的
に
は
、
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
真
我
と
無

我
。
こ
の
無
我
は
、
す
な
わ
ち
真
我
で
す
。
自
分
自
身
を
理
解
す
る
こ
と
は
他
人
を
理
解
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、
他
人
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
自
分
自
身
を
理
解
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。
で
す
か
ら
、
煉
功
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
単
に
自
分
自
身
を
理
解
す
る
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
気
功
は
道
教
と
の
関
係
が
深
い
で
す
か
ら
、
ま
ず
自
分
自
身
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
、

人
を
理
解
す
る
の
で
す
。

太
極
拳
の
変
化
、
近
代
化
に
関
し
て
。
教
授
は
社
会
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は

自
然
医
学
を
研
究
し
て
い
る
者
で
す
の
で
、
私
は
私
の
立
場
か
ら
し
か
語
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

太
極
拳
が
簡
単
に
な
っ
た
簡
化
太
極
拳
。
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
、
太
極
拳
の
作
用
も
変
わ
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っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
前
の
太
極
拳
の
練
習
は
武
術
で
し
た
。
そ
の
武
術
が
、
さ
ら

に
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
き
は
仙
人
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
代
の
社
会
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
武
術
が
ど
ん
な
に
で
き
た
と
し
て
も
、
現
実
的
な
意
義

は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
銃
の
弾
の
方
が
速
い
で
す
よ
ね
。
ど
ん
な
に

速
く
動
い
て
も
弾
の
速
さ
に
は
負
け
て
し
ま
う
。
で
す
か
ら
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
養
生
と
い

う
、
武
術
の
中
に
付
随
し
て
あ
っ
た
も
の
が
む
し
ろ
大
事
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
簡
単
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
、
養
生
と
い
う
効
果
の
部
分
が
残

り
、
攻
撃
の
部
分
が
削
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
衆
に
と
っ
て
は
仙
人
に
な
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
仙
人
の
仙
と
関

係
す
る
部
分
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
簡
化
太
極
拳
は
、
伝
統
的
な
太
極
拳
の
中
の
仙
人
に

な
る
よ
う
な
内
容
と
武
術
的
な
も
の
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
伝
統
的
な
太
極
拳
の
中
で
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
と
か
、
養
生
に
な
る
と
い
う
の

は
、
い
ち
ば
ん
の
核
心
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
こ
に
あ
っ
た
も
の
が
、
か
え
っ
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
す
か
ら
、
動
作
に
お
い
て
高
さ
は
こ
れ
く
ら
い
か
、
ま
た
は

こ
れ
く
ら
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、
武
術
で
は
、
低
け
れ
ば
相
手
か
ら
攻
撃
さ
れ
ま
す
か
ら
、
必
ず
、
こ
の
高
さ
で
な

く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も
低
か
っ
た
ら
相
手
に
攻
撃
さ
れ

て
負
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
学
で
は
な
く
て
、
太
極
拳
を
私
の
観
点
か
ら
考
え

た
ら
、
こ
の
よ
う
に
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
気
功
に
関
し
て
で
す
。
気
功
は
太
極
拳
に
比
べ
て
、
昔
は
さ
ら
に
少
な
い
人
し
か
習
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
仙
人
に
な
る
た
め
に
行
う
か
ら
で
す
。
真
人
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
の
心
と
身
体
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
仙
人
に
な
る

た
め
の
基
本
の
基
本
で
あ
る
わ
け
で
す
。

高
血
圧
の
仙
人
は
い
ま
せ
ん
。
腰
椎
が
突
出
し
て
い
る
よ
う
な
人
は
仙
人
に
は
い
ま
せ
ん
。
仙

人
に
な
る
た
め
の
最
低
の
基
本
的
な
こ
と
は
、
ま
ず
健
康
で
あ
る
こ
と
で
す
。
健
康
だ
っ
た
ら

仙
人
に
な
れ
る
の
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
す
が
、
仙
人
は
健
康
で
な
い
人
は
な
れ
ま
せ

ん
。現

代
の
人
た
ち
が
気
功
を
煉
功
す
る
の
は
、
そ
れ
も
多
く
の
人
た
ち
が
煉
功
を
す
る
の
は
健

康
の
た
め
に
行
う
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
仙
人
の
仙
の
部
分
は
、
今
は
使
わ
な
く
て
も

い
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
深
く
や
り
た
い
と
い
う
人
を
排
除
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
も
、
さ
ら
に
深
い
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
た
め

に
は
必
ず
習
得
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

一
九
四
九
年
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
か
ら
気
功
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
、

だ
い
た
い
一
九
五
六
～
五
八
年
の
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
気
功
は
疾
病
の
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ

の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
病
院
で
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
気
功
」
と
い
う
言
葉
も
、
こ
の
こ
ろ
流
行
し
始
め
ま
し
た
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
、
私
の

先
生
の
先
生
で
あ
る
周
潛
川
先
生
は
、
当
時
の
気
功
の
先
生
で
す
。

で
す
か
ら
、
一
九
五
〇
年
代
の
気
功
は
、
古
代
の
気
功
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
簡
略
化
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
九
五
〇
何
年
か
に
書
か
れ
た
気
功
の
本
を
調
べ
て
み

た
ら
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
非
常
に
薄
い
本
で
す
。
練
習
方
法
も
非
常
に
簡
単
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
気
功
は

二
度
目
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
九
五
〇
年
代
の
第
一
次
の
気
功
の
ブ
ー
ム
は
文

化
大
革
命
の
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
一
九
九
〇
年
代
始
め
、
二
回
目
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
と
き

に
は
大
き
な
変
化
が
起
こ
り
ま
し
た
。
気
功
の
本
が
た
く
さ
ん
出
て
、
し
か
も
厚
く
な
り
ま
し

た
。
気
功
の
先
生
も
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
質
的
な
違
い
も
あ
り
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
人
々
は
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
煉
功
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
力
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
内
容
が
大
げ
さ
に
言
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
気
功
の
あ
る
べ
き
正
常
な
発
展
が
損
な
わ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
ず
っ
と
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

今
日
、
私
は
初
め
に
気
功
に
つ
い
て
、
最
初
、
本
来
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
っ
た
か
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
み
な
さ
ん
に
誤
解
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
な
い
か
ら
、
こ

の
よ
う
に
お
話
し
し
た
わ
け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
気
功
に
は
、
そ
う
い
う
神
秘
的
な
力
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
の
方
々
の

気
功
に
対
す
る
理
解
は
、
も
う
少
し
理
知
的
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
度
、
気
功

と
い
う
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
々
の
気
功
の
練
習
は
、
太
極
拳
と
同
じ
よ
う
な
道
を
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。
二
〇

〇
一
年
、
中
国
の
体
育
総
局
は
気
功
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
整
理
を
し
て
健
身
気

功
の
功
法
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
簡
化
太
極
拳
に
相
当
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
全

国
各
地
に
、
世
界
各
地
に
も
、
そ
れ
を
普
及
し
て
い
ま
す
。
私
は
最
初
か
ら
主
な
メ
ン
バ
ー
の

一
人
と
し
て
こ
の
仕
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
気
功
の
変
化
を
目
の
当
た
り

に
し
て
い
ま
す
。
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観
点
を
変
え
て
い
え
ば
、
簡
略
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
教
授
が
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
人
も
習
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
の
一
般
的
な

健
康
養
生
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
練
習
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
そ
ん
な
に
複
雑
で
あ
る
必
要

は
な
い
わ
け
で
す
。
も
し
さ
ら
に
深
め
た
い
と
思
え
ば
、
自
分
で
も
っ
と
専
門
の
方
法
を
見
つ

け
出
し
て
、
そ
れ
を
練
習
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

簡
化
太
極
拳
の
普
及
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
太
極
拳
が
再
び
見
直
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、
簡
略
化
さ
れ
た
気
功
を
通
し
て
、
将
来
的
に
は
、
伝
統
的
な
体

系
を
持
っ
た
気
功
も
ま
た
復
活
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
簡
略
化
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
そ
れ
の
持
っ
て
い
る
も
の
が
消
し
去
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
ど

う
選
択
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

健
身
気
功
は
、
中
国
で
は
正
式
に
大
衆
の
体
育
の
項
目
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国

の
体
育
の
大
会
で
競
技
会
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
気
功
を
修
練
し
て
い
る
者
で
す
。
私
は
最

初
の
こ
ろ
は
試
合
を
す
る
こ
と
に
反
対
し
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
気
功
を
競
う
の
か
と
思
っ
た

の
で
す
。
で
も
、
い
ま
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
そ
れ
を
競
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
比
べ
た
り
競
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
だ
け
を
評
価
し
、
比
較

で
き
な
い
も
の
は
評
価
し
な
い
の
で
す
。

動
作
の
な
い
功
法
は
な
い
と
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
が
、
そ
の
動
作
を
比
較
す
れ
ば
い

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
誰
の
意
念
が
集
中

し
て
い
る
か
は
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
か
ら
、
そ
れ
は
評
価
し
な
い
の
で
す
。

太
極
拳
が
簡
略
化
さ
れ
た
こ
と
、
健
身

気
功
が
簡
略
化
さ
れ
た
こ
と
を
、
私
自
身

は
い
ま
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
簡
略
化
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
人
が

太
極
拳
を
や
り
、
気
功
を
や
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
、
も

と
も
と
あ
っ
た
伝
統
的
な
気
功
の
認
識
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
多
く
の

人
が
深
く
研
究
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
か
ら
で
す
。

次
は
信
仰
に
関
し
て
で
す
。
伝
統
的
な
気
功
の
考
え
方
と
し
て
、
人
間
は
身
体
と
心
と
気
と

い
う
三
要
素
で
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
の
人
間
の
三
つ
の
要
素
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
分
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
を
分
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
命
は
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
の
三
者
は
お
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
心
は
身
体
に
影
響
し
ま
す
。

身
体
も
同
じ
よ
う
に
心
に
影
響
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
突
然
、
こ
の
教
壇
に
立
た
さ
れ
、
み
ん
な
に
見
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
緊
張
し
ま
す
。

緊
張
す
る
と
い
う
の
は
心
理
的
な
活
動
で
す
。
で
も
、
実
際
に
動
悸
が
激
し
く
な
り
、
呼
吸
も

速
く
な
り
ま
す
。
汗
も
出
て
く
る
。
血
圧
も
上
が
る
。
こ
れ
は
身
体
に
変
化
が
表
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
心
が
体
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

反
対
に
、
身
体
は
心
に
も
、
も
ち
ろ
ん
影
響
す
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
部
分
が
痛

い
、
も
し
く
は
、
こ
こ
に
病
気
が
あ
る
と
、
必
ず
や
心
に
、
情
緒
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
腫
瘍

が
で
き
た
と
し
て
「
私
は
別
に
腫
瘍
が
で
き
た
っ
て
、
関
係
な
い
、
ど
う
っ
て
こ
と
は
な
い
」

と
言
っ
た
と
き
、
す
で
に
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
思
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
で
す
か
ら
、
信
仰
は
身
体
、
気
、
心
に
一
連
の
変
化
を
与
え
ま
す
。「
信
則
霊
」
と
い
う

言
葉
の
と
お
り
、
信
じ
る
と
、
そ
こ
に
作
用
が
生
ま
れ
ま
す
。
反
対
に
、
何
も
な
く
、
何
も
起

こ
ら
な
か
っ
た
ら
、
私
も
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
「
霊
則
信
」、
そ
こ

に
効
果
、
作
用
が
あ
る
こ
と
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
信
じ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
後
の
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

道
徳
の
問
題
で
す
。
中
国
語
の
中
で
は
道
と
徳
は
別
の
概
念
で
す
。「
道
」
と
い
う
も
の
を
も

う
少
し
だ
け
低
い
レ
ベ
ル
で
簡
単
に
考
え
て
み
る
と
、
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
も

う
少
し
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
技
術
で
す
。
気
功
を
煉
功
す
る
者
に
と
っ
て
は
気
功
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
徳
と
い
う
の
は
、
心
の
状
態
や
行
為
で
す
。
道
徳
と
い
う
も
の
を
、
も
う

少
し
普
通
の
言
葉
で
言
え
ば
、
心
と
身
体
と
い
う
こ
と
で
す
。

身
体
が
健
康
で
あ
る
人
は
、
心
が
穏
や
か
に
な
れ
る
。
心
が
健
康
な
人
は
身
体
も
健
康
に
な

る
。
こ
れ
が
、
心
と
身
体
が
お
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
道タ

オ

の
あ
る
人
は
徳
も
得
る
。
徳
の
あ
る
人
は
、
同
じ
よ
う
に
、
タ
オ
の
意
味
も
体
得
し
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
で
も
、
お
互
い
を
代
替
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
タ
オ
は
タ
オ
で
、
徳
は
徳

で
す
。

た
と
え
ば
、
と
て
も
実
力
が
あ
る
人
で
も
、
徳
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
反
対
に
徳
が
あ

る
人
が
、
実
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
徳
の
あ
る
人
が

煉
功
し
た
ら
気
を
感
じ
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
力
の
あ
る
人
は
徳
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
よ

２日目の会場風景
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り
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
道
と
徳
は
い
っ
し
ょ
に
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
道

が
あ
る
と
徳
の
た
め
に
も
な
る
し
、
徳
が
あ
る
と
道
の
た
め
に
も
な
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
道

と
徳
は
別
の
も
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
実
力
を
培
っ
て
、
受
け
取
っ
て
い
く
か
。
も
っ
と
も
大
事
な
の
は

先
生
で
す
。
こ
の
先
生
と
は
広
い
意
味
で
言
う
と
こ
ろ
の
先
生
で
す
。
体
系
的
に
内
容
を
教
え
、

疑
問
に
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
先
生
で
す
。

古
代
の
あ
る
先
生
が
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
本
を
読
ん
で
成
功
し
た
人
は
、
過
去

に
お
い
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
も
い
な
い
。
将
来
も
、
い
な
い
だ
ろ
う
と
。
書
物
に
書
か

れ
て
い
る
知
識
と
は
平
面
的
な
も
の
、
大
衆
向
け
の
も
の
で
、
あ
な
た
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
体
系
が
、
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
す
か
ら
、
多
く
の
こ

と
を
習
い
た
く
と
も
学
べ
な
い
、
習
得
で
き
な
い
の
で
す
。

簡
単
に
、
一
つ
の
例
を
挙
げ
ま
す
。（
手
を
た
た
く
音
）
こ
の
音
は
文
字
を
使
っ
て
、
ど
の
よ

う
に
表
現
す
る
で
し
ょ
う
か
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
は
一
人
一
人
違
う
と
思
い
ま
す
。
い
ま
、
こ
こ

に
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
人
は
あ
る
人
が
書
い
た
本
で
「
ぱ
ぱ
」
と
書
い
て
あ
れ
ば
「
ぱ
ぱ
」
と

繰
り
返
し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
人
が
「
ば
ば
」
と
書
い
た
ら
、
そ
の
人
が
書
い
た
本
で
は
「
ば
ば
」

と
な
る
。
そ
う
し
て
、
た
く
さ
ん
の
記
載
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
音
は
あ
の
音
ひ
と

つ
だ
け
で
す
。
で
も
、
た
く
さ
ん
の
記
載
に
な
っ
て
し
ま
う
。

気
功
に
つ
い
て
話
し
ま
し
ょ
う
。
気
功
の
本
、
気
功
の
功
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
が
百
年
生
き
る
と
し
て
、
生
ま
れ
た
そ
の
日
か
ら
煉
功
す
る
と
し
ま
す
。
毎
日
一
種
類
ず
つ

煉
功
す
る
。
百
年
や
っ
た
と
し
て
も
、
半
分
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
煉
功
す
る
の
が
大
事
な
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
も
の
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

す
。
こ
れ
が
、
私
た
ち
が
言
う
と
こ
ろ
の
伝
承
で
す
。
実
力
を
得
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
伝
承

に
よ
っ
て
得
て
い
る
の
で
す
。
体
系
的
な
訓
練
方
法
で
練
習
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
一
人
の
大
学
生
を
育
て
よ
う
と
い
う
と
き
に
は
幼
稚
園
か
ら
始
め
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
系
統
だ
て
て
学
ぶ
。
気
功
の
先
生
を
養
成
す
る
と
き
も
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
か
な
く
て

は
い
け
な
い
。
段
階
を
踏
ん
で
学
ぶ
。
こ
れ
が
体
系
で
す
。

こ
の
伝
統
的
な
具
体
的
な
方
法
の
中
に
、
夢
の
中
で
伝
え
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
突

然
、
得
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
毎
日
、
夢
を
見
ま
す
け
れ
ど
、
誰
も
私
に
そ
の
方
法
を
授
け
て
は

く
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
あ
の
人
が
私
に
伝
え
て
く
れ
な
い
の
で
は
な
く
て

私
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
が
や
る
べ
き
こ
と
は
い
つ
も

自
分
自
身
の
準
備
を
整
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
の
は
準
備
が
で
き
た
人
に
与
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
夢
で
授
か
る
と
い
う
よ

う
な
伝
承
は
あ
り
ま
す
が
、
死
ぬ
ま
で
に
も
ら
え
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
も
の
で
す
。

ま
ず
、
地
に
足
を
着
け
て
、
一
歩
ず
つ
自
分
で
練
習
し
て
い
っ
た
方
が
い
い
。
こ
れ
が
私
の
考

え
方
で
す
。

コ
メ
ン
ト
　
鎌
田
東
二

三
人
の
質
問
に
対
し
て
、
実
に
的
確
に
明
瞭
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
私
は
司
会
進
行
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
企
画
立
案
も
し
、
こ
の
研
究
会
を
進

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
立
場
か
ら
、
い
ま
の
三
人
の
質
問
と
、
お
答
え
の
一
端
に
つ
い
て
、
ち

ょ
っ
と
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
濱
野
清
志
さ
ん
が
、
気
功
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
一
人
一
人
み
ん
な
が
王
様
に
な

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
非
常
に
印
象
深
く
受
け
取
り
ま
し
た
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
き
の
う
の
研
究
会
で
、
実
は
私
は
、
日
本
の
峨
眉
山
は
比
叡
山
だ
と
話
し
た

ん
で
す
。
比
叡
山
の
天
台
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
知
と
修
練
の
方
法
は
、
峨
眉
気
功
に
も
匹

敵
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
比
叡
山
は
、
実
は
「
王
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、「
山
王
」

と
い
う
の
が
比
叡
山
の
も
う
一
つ
の
名
前
で
す
が
、「
山
王
神
道
」
と
か
「
山
王
一
実
神
道
」
と

い
う
神
道
の
一
流
派
が
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
出
て
き
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
濱
野
さ
ん
の
話
だ
と
、
天
地
人
の
三
つ
に
柱
が
立
っ
た
と
い
う
理
解
で
し
た
。「
山
」

も
、
実
は
三
つ
の
柱
が
経
っ
て
、
そ
れ
を
横
棒
が
大
地
を
つ
な
い
で
い
る
字
の
形
態
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、「
王
」
は
「
山
」
を
水
平
に
し
た
も
の
な
の
で
、
王
と
山
は
基
本
的
に
同
じ
構
造
、

縦
横
違
う
だ
け
、
表
示
が
違
う
だ
け
で
す
。

で
は
そ
こ
に
ど
う
い
う
真
理
が
あ
る
の
か
と
言
っ
た
ら
、「
空
仮
中
」
と
い
う
仏
法
の
真
理
が

そ
の
三
つ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
意
味
づ
け
ら
れ
ま
す
。
三
位
が
一
体
で
あ
る
。
天
台
の

用
語
で
は
、
こ
れ
を
、「
三
諦
即
一
」
と
言
い
ま
す
。

色
即
是
空
の
空
と
仮
と
中
。
こ
の
「
空
仮
中
」
が
一
体
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
「
山
王
」
で
、

「
山
王
」
が
「
一
実
」、
一
つ
の
実
を
持
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
る
と
い
う
「
山
王
一
実
神
道
」
と

い
う
も
の
が
で
き
、
徳
川
家
康
や
家
光
の
ブ
レ
ー
ン
を
務
め
た
天
海
大
僧
正
が
そ
れ
を
最
終
的

に
ま
と
め
て
い
き
ま
し
た
。

比
叡
山
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
の
「
山
王
一
実
神
道
」
の
思
想
の
基
盤
は
天
台
本
覚
思
想
で
す
。
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そ
の
思
想
は
、
自
然
と
一
体
に
な
っ
て
、
ま
さ
に
気
功
的
な
生
活
や
気
功
的
な
世
界
を
ど
う
つ

く
っ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
に
応
え
て
い
く
日
本
版
の
気
功
生
活
の
思
想
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
天
台
本
覚
思
想
を
修
練
と
し
て
実
践
し
よ
う
と
し
た
一
つ
の
行
法
が
千
日
回
峰
行
だ
と
私

は
捉
え
て
い
ま
す
。

千
日
回
峰
行
は
一
日
三
十
キ
ロ
ほ
ど
を
五
百
日
、
残
る
日
々
を
最
大
六
十
キ
ロ
を
比
叡
山
山

中
と
京
都
を
回
る
で
、
ひ
た
す
ら
山
中
や
市
中
を
歩
き
な
が
ら
自
然
の
た
だ
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

仏
菩
薩
を
礼
拝
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
感
謝
し
な
が
ら
生
き
、
不
動
明
王
と
一
体
に
な
っ
て
、

そ
の
験
力
を
人
々
に
分
か
ち
、
分
け
合
う
と
い
う
実
践
で
す
。
こ
の
千
日
回
峰
行
を
確
立
し
て

広
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
一
つ
の
か
た
ち
、
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
コ
メ
ン
ト
も
昨
日
申
し
上
げ
ま
し
た
。
張
老
師
の
峨
眉
派
の
流
派
の
初
代
・
始

祖
の
白
雲
と
い
う
人
が
ち
ょ
う
ど
八
〇
〇
年
前
に
峨
眉
派
を
始
め
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の

八
〇
〇
年
前
と
は
ど
う
い
う
時
代
か
と
い
う
と
、
去
年
二
〇
一
二
年
は
『
古
事
記
』
が
で
き
て

一
三
〇
〇
年
、
法
然
上
人
が
死
ん
で
八
〇
〇
年
、
鴨
長
明
が
無
常
観
を
書
い
た
『
方
丈
記
』
が

で
き
て
八
〇
〇
年
で
し
た
。
そ
し
て
、『
平
家
物
語
』
な
ど
が
で
き
つ
つ
あ
る
時
代
で
し
た
が
、

こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
八
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
、
源
平
の
合
戦
と
い
う
大
戦
争
を
経
て
、
日
本
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
き
そ

う
だ
っ
た
も
の
を
、
も
う
一
回
、
ど
う
や
っ
て
統
一
し
て
い
く
か
と
い
う
大
き
な
社
会
的
激
動

と
政
権
交
代
が
起
こ
っ
て
き
た
時
代
で
す
。

中
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
ろ
、
社
会
変
動
、
政
権
交
代
、
革
命
が
、
起
こ
っ
て
き
た
と
思

う
ん
で
す
ね
。
私
は
峨
眉
気
功
と
い
う
も
の
が
起
こ
っ
て
き
た
時
代
に
非
常
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
中
国
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
い
て
も
、
一
三
世
紀
前
後
は
す
ご
く
重
要
な

変
化
が
起
こ
っ
て
き
た
時
代
で
す
。
近
代
に
な
っ
て
い
く
一
歩
手
前
で
す
け
れ
ど
、
す
ご
く
新

し
い
知
識
や
実
践
形
態
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
時
代
で
す
。
そ
こ
に
白
雲
禅
師
と
い
う
将
軍

だ
っ
た
人
が
峨
眉
気
功
を
や
り
始
め
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
私
は
す
ご
く
意
味
を
感
じ
る
ん
で
す
。

つ
ま
り
、
戦
争
し
て
い
た
時
代
の
人
が
、
戦
争
を
治
め
て
い
く
も
う
一
つ
の
内
的
な
調
和
の
道

と
い
う
も
の
を
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

こ
の
時
代
、
戦
争
に
な
っ
て
、
死
者
が
た
く
さ
ん
出
て
、
自
然
災
害
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
み
た
い
な
も
の
が
い
っ
ぱ
い
起
こ
っ
て
き
た
時
代
に
、
ど
う
い
う
新
し
い
思
想
が
で
き
た
か

と
い
う
と
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
称
名
念
仏
だ
け
で
み
ん
な
救
わ
れ
ま
す
と
か
、「
南
無

妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う
題
目
を
唱
え
る
と
か
、
踊
念
仏
を
し
ま
し
ょ
う
と
か
、
た
だ
、
ひ
た
す

ら
禅
を
し
ま
し
ょ
う
と
か
と
い
う
、「
選
択
と
集
中
」
で
す
。

先
ほ
ど
先
生
は
言
わ
れ
ま
し
た
。
簡
略
化
す
る
こ
と
は
決
し
て
悪
く
な
い
ん
だ
と
。
中
世
に

起
こ
っ
た
こ
と
は
徹
底
的
な
簡
略
化
で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
で
す
。
で
も
、
徹
底
し
た
集
中
で

す
。
も
う
念
仏
だ
け
、
題
目
だ
け
、
禅
だ
け
を
深
め
る
ん
だ
と
。

戦
争
の
時
代
に
千
日
回
峰
行
と
か
を
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
そ
ん
な
時
間
的
余
裕
も
な
け
れ

ば
、
体
力
も
な
い
。
そ
う
い
う
時
代
の
中
で
も
人
々
は
生
き
抜
い
て
、
そ
の
先
へ
、
未
来
へ
命

を
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
な
る
と
、
南
無
阿
弥
陀
仏
で
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
で
、

自
分
た
ち
が
生
き
て
い
く
。

だ
か
ら
、
私
は
簡
略
化
す
る
こ
と
は
決
し
て
悪
く
な
い
け
れ
ど
、
簡
略
化
す
る
中
か
ら
、
ど

う
い
う
深
ま
り
方
を
、
つ
ま
り
選
択
し
た
後
の
集
中
と
い
う
の
か
、
深
化
と
い
う
か
、
深
ま
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
、
い
ま
の
私
た
ち
は
中
世
の
源
平
の
合
戦
な
ん
て
昔
の
話
だ
と
思
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
実
は
京
都
の
人
は
「
前
の
戦
争
」
と
言
っ
た
ら
、
応
仁
の
乱
の
こ
と
を
指
す
と
い

い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
前
の
戦
争
と
言
っ
た
ら
源
平
の
合
戦
と
か
保
元
の
乱
と
か
で
す
。

で
も
、
そ
う
い
う
感
覚
は
実
は
本
当
の
意
味
で
の
歴
史
で
あ
り
物
語
で
あ
っ
て
、
生
き
た
巡

り
、
カ
ル
マ
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
の
が
私
た
ち
の
社
会
と
い
う
か
、
人
の
人
生

に
は
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
う
ま
く
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
受
け
取
り
な
が
ら
、
い
ま
の
社
会

の
中
で
ど
う
い
う
共
同
性
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
他
者
と
ど
う
い
う
共
同

的
な
社
会
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
か
、
い
ま
の
社
会
、
世
界
の
問
題
を
、
ど

う
い
う
解
決
の
方
に
向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
、
英
知
を
応
用
、
活
用
さ
せ
て
い
く
の
か

が
、
今
本
当
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
求
め
に
応
じ
て
、
学
術
的
に
で
き
る
私
た
ち
の
研
究
会
は
、
い
ま
ま
で
の
伝
統
的

な
知
恵
み
た
い
な
も
の
、
技
を
、
も
う
一
回
も
っ
と
大
き
く
広
く
深
く
捉
え
る
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
、
そ
し
て
、
現
代
に
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
ポ
イ
ン
ト
、
指
向
性

が
大
事
な
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
い
ま
、
ま
と
め
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答

藤
守
創
　
私
は
い
ま
パ
リ
大
学
科
学
哲
学
研
究
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
統
合
医
療
に
お
け
る
哲
学

的
な
枠
組
み
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
統
合
医
療
を
進
め
る
上
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
は
、
お
そ
ら
く
気
の
思
想
を
、
ど
の
よ
う
に
科
学
的
な
思
考
の
枠
組
み
と
す
り
合
わ
せ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
点
に
関
し
ま
し
て
、
張
先

生
か
ら
一
言
、
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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張
　
中
国
で
言
う
気
と
は
、
物
質
的
な
も
の
も
哲
学
的
な
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
「
哲
学

的
な
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
物
質
の
気
を
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
が
。
な
ぜ
中
国
人
が
天
人
合
一
と
い
う
こ
と
を
言
う
の
か
。
人
と
天
は
同
じ
で
あ
る
と
考

え
、
心
身
合
一
、
心
と
身
体
を
融
合
さ
せ
る
と
考
え
る
、
そ
の
中
で
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
、
こ

の
気
と
い
う
概
念
で
す
。

中
国
の
伝
統
的
な
気
の
概
念
で
は
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
も
の
は
気
で
で
き
て
い
る
と
考
え

ま
す
。
気
で
で
き
て
い
る
、
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
私
た
ち
人
も
天
も
同
じ
で
あ
る
と
い
う

の
で
す
。
私
は
、
こ
の
机
と
も
同
じ
で
、
あ
な
た
と
も
同
じ
で
あ
る
。
私
た
ち
は
す
べ
て
気
で

構
成
さ
れ
て
い
て
、
本
質
的
に
は
同
じ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
は
、
気
と
は
何
か
。
こ
れ
が
問
題
で
す
。
答
え
る
の
は
難
し
い
で
す
。
物
質
的
な
も
の
も
、

哲
学
的
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
西
洋
で
い
ま
は
や
っ
て
い
る
学
説
を
借
り

て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
複
雑
系
理
論
で
す
。

気
は
、
そ
れ
以
上
簡
単
に
で
き
な
い
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
う
少
し
分
か
り
や
す

く
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
言
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
目
と
は
何
か
。
目
は
と

て
も
複
雑
な
も
の
で
す
。
こ
の
目
と
い
う
器
官
は
体
の
中
で
非
常
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
こ
の
器
官
の
中
で
何
か
が
一
つ
が
欠
け
て

も
だ
め
で
す
。
何
か
一
つ
が
欠
け
た
ら
目
の
機
能
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
。
ち
ょ
っ
と
で
も

多
く
て
も
い
け
な
い
。
少
し
で
も
多
く
な
る
と
目
の
機
能
は
影
響
を
受
け
て
し
ま
う
。
で
す
か

ら
、
目
は
そ
れ
以
上
簡
略
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
複
雑
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

気
は
物
質
だ
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
情
報
だ
と
言
う

人
が
い
ま
す
。
つ
な
ぐ
も
の
、
関
係
付
け
る
も
の
だ
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
客
観
的
に
言
え
ば
、

そ
の
よ
う
な
も
の
は
全
部
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
ら
の
も
の
を
一
つ
に
し
た
ら
気
か

と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。

で
す
か
ら
、
気
を
理
解
す
る
伝
統
的
な
方
法
は
身
を
も
っ
て
体
験
す
る
こ
と
で
す
。
解
剖
し

て
も
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
代
の
科
学
で
は
、
短
い
期
間
で
そ
れ
を
分
析
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

方
法
論
に
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
気
の
概
念
に
は
、
命
や
心
、
感
情
、
身
体
も
含
ま
れ

る
の
で
す
。
い
ま
あ
る
科
学
こ
そ
が
真
理
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
す
べ
て
は
科
学
を
用

い
て
、
気
は
ど
う
い
う
も
の
か
も
科
学
的
に
分
析
し
て
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ

の
世
の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
研
究
で
き
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
も
の
の
根
源
を
知
り
た
い
と
し
ま
す
。
現
代
科
学
で
は
最
終
的
に
は
光
だ
と
言

い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
光
は
あ
な
た
で
す
か
。
そ
の
光
は
私
で
は
な
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
す

べ
て
の
も
の
は
必
ず
分
析
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
愛
。
と
て
も
愛

し
て
い
る
。
と
て
も
と
て
も
愛
し
て
い
る
。「
と
て
も
」
を
ど
う
理
解
し
ま
す
か
。
と
く
に
人
間

に
お
い
て
は
、
感
情
は
非
常
に
複
雑
な
存
在
で
す
。

簡
単
な
も
の
で
、
複
雑
な
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
昔
の
人
は
、
そ
の
概
念
を
「
気
」
と
言
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
と
て
も
科
学
的
な
方
法
だ
と

思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ぼ
か
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
を
さ
ら
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
気
を
分
析
せ
ず
、
た

だ
単
に
目
に
見
え
る
も
の
だ
け
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
生
命
の
全
体
が

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
私
は
科
学
者
で
は
な
い
の
で
科
学
的
な
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

気
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
こ
の
伝
統
的
な
理
解
を
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
長
年
気
功
を
や
っ

て
き
て
い
ま
す
か
ら
、
気
に
関
し
て
体
験
が
あ
り
ま
す
。

私
は
深
く
信
じ
て
い
ま
す
。
気
の
体
験
と
い
う
の
は
、
た
だ
単
な
る
心
理
的
な
も
の
で
は
な

い
。
他
の
科
学
者
、
も
し
く
は
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
関
連
の
あ
る
研
究
者
の
、
私
は
被
験
者

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
現
代
の
人
が
気
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
言
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
科
学
実
験
の
マ
ウ
ス
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う
に
し
か
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

科
学
以
外
に
、
私
た
ち
が
認
識
し
て
い
る
世
界
以
外
に
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
多
く
の
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
科
学
を
信
じ
る
か
、
迷
信
を
持
つ
か
。
も
ち
ろ
ん
科
学
の
方
を
選
び
ま
す
。
科

学
を
信
じ
る
か
、
も
し
く
は
事
実
を
信
じ
る
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
少
し
答
え
る
の
に
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
。

科
学
の
中
で
は
必
ず
再
現
性
が
な
く
て
は
い
け
な
い
と
言
い
ま
す
。
私
は
簡
単
な
例
を
挙
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
人
は
、
記
録
は
そ
の
瞬
間
に
し
か
得
ら

れ
な
い
も
の
で
、
そ
れ
を
も
う
一
度
、
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
を

選
ん
だ
ら
い
い
か
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

気
功
の
気
と
は
、
気
の
法
則
性
、
規
則
性
が
分
か
っ
た
と
き
に
そ
れ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
撫
で
ま
す
。
そ
う
す
る
と
火
花
が
出
る
。
で
も
、
必

ず
、
い
つ
も
、
そ
れ
が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
も
火
花
が
一
回
あ
っ
た
の
で
、
火
花
は
絶

対
出
な
い
と
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
と
・
り
・
あ
・
え
・
ず
」。
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二
〇
一
三
年
九
月
二
六
日

気
功
の
実
修

張
明
亮

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ま
ず
、
感
想
を
言
い
ま
す
。

白
幽
子
の
弟
子
、
白
隠
禅
師
、
両
方
と
も
白
で
す
。
峨
眉
の
祖
師
は
白
雲
禅
師
で
す
。

先
ほ
ど
鎌
田
教
授
が
白
幽
子
と
白
隠
禅
師
の
「
内
観
の
法
」
や
「
軟な

ん

酥そ

（
醍
醐
）
の
法
」
の
話

を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
白
隠
禅
師
は
座
禅
を
し
て
体
を
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
座
禅
を

し
て
も
っ
と
も
犯
し
や
す
い
問
題
点
、
そ
れ
こ
そ
が
白
隠
禅
師
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
す
。
ど
こ

の
病
気
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
肺
で
す
。
五
臓
と
五
色
の
対
応
を
考
え
て
み
る
と
、
肺
と
い

う
の
は
白
で
す
。
説
明
文
を
読
み
ま
す
と
、
肺
に
問
題
が
あ
っ
た
と
分
か
り
ま
し
た
。

座
禅
を
続
け
て
い
る
と
、
呼
吸
の
機
能
は
衰
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
長
く
や
っ
て
い
る
と
、

逆
に
気
を
損
な
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
肺
を
損
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
動
」、
動
く

練
習
を
強
化
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
話
は
当
時
の
達
磨
大
師
の
話
に
少
し
似
て
い
ま
す
。
少
林
寺
の
お
坊
さ
ん
た
ち
が
一
人

一
人
、
毎
日
座
禅
を
し
て
い
て
不
健
康
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
易
筋
経
を
教
え
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
祖
師
の
方
々
の
体
験
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
は
、
後
の
人
た

ち
の
た
め
に
教
訓
を
残
し
て
く
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
動
と
静
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
祖
師
た
ち
が
私
た
ち
に
語
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
白
幽
子
の
史
跡
を
訪
ね
て
、
そ
こ
で
私
は
中
医
学
、
気
功
の
考
え
方
を
再
確
認
し
ま

し
た
。
た
だ
座
る
だ
け
、
も
し
く
は
静
に
な
る
だ
け
で
は
成
功
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
ず
っ
と
静
か
な
、
動
か
な
い
）
石
は
成
功
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た
だ
動
い
て
い
る
だ
け
で
も
成

功
は
し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
毎
日
動
い
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
い
ろ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
成
功
す
る
た
め
に
は
動
と
静
の
両
方
を
結
合
、
融
合
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
。
今
日
の
午
前
中
に
白
幽
子
の
史
跡
を
訪
れ
て
、
こ
の
こ
と
を
も
う
一
度
確

認
し
ま
し
た
。
今
日
の
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

今
日
の
午
後
の
授
業
は
や
は
り
「
秋
」
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。「
白
」
か
ら
始
め
ま
す
。

「
肺
」
か
ら
始
め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
来
る
と
き
に
意
識
的
に
白
の
服
を
用
意
し
て
き
ま
し
た
。

午
後
は
肺
臓
小
煉
形
か
ら
練
習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
の
気
功
や
峨
眉
に
つ
い
て
の
理
解
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
私
は
み
な
さ
ん
全
体
の
こ
と
を
考
え
て
話
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
十
年
間

煉
功
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
ね
。
で
す
か
ら
授
業
は
、
理
論
も
体
験
も
あ
っ
て
、
か
つ
内
容
が
浅
す
ぎ
て
も
い
け

な
い
し
、
深
す
ぎ
て
も
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
こ
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
み

な
さ
ん
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
医
学
に
お
け
る
肺

ま
ず
、
肺
か
ら
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。
中
医
学
で
い
う
肺
と
、
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る

肺
の
共
通
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

中
医
学
の
中
で
は
、
私
た
ち
の
こ
の
複
雑
な
身
体
を
五
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
肝
・
心
・
脾
・
肺
・
腎
、
こ
の
五
つ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
現
代
の
医
学
に
お
け
る
肝
・
心
・

脾
・
肺
・
腎
と
い
う
の
と
は
違
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
耳
が
赤
く
な
っ
た
、
熱
く
な
っ
た
と
し
ま
す
。
中
医
学
で
は
肺
に
熱
を
持
っ
た

と
考
え
ま
す
。
現
代
医
学
で
は
耳
と
肺
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
が
中
医
学
の

肺
と
西
洋
医
学
の
肺
と
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
と
く
に
子
ど
も
は
、
耳
が
赤
く
熱
く
な
る
と
、
肺

も
熱
く
な
り
、
体
温
が
上
が
り
ま
す
。
中
医
学
で
い
う
肺
は
、
耳
も
含
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
耳

の
機
能
、
聴
力
、
そ
れ
は
腎
に
帰
属
し
ま
す
。
腎
の
機
能
が
聴
力
に
現
れ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
歳
を
と
り
ま
す
。
中
医
学
で
は
腎
が
衰
え
て
き
た
と
考
え
ま
す
。
腎
の
機
能
が
衰

え
て
く
る
と
、
聴
力
が
衰
え
て
き
ま
す
。
す
る
と
以
前
は
遠
く
の
こ
と
も
よ
く
聞
こ
え
た
の
だ

け
ど
、
今
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
（
耳
に
手
を
当
て
た
格
好
）
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
中
医
学
の
臓
腑
と
い
う
考
え
方
は
シ
ス
テ
ム
、
一
ま
と
ま
り
と
し
て
と
ら
え
る
の
で

す
。
今
言
っ
た
内
容
が
理
解
で
き
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
も
う
一
つ
、
違
う
角
度
か
ら
お
話

し
し
ま
す
。

私
の
こ
の
体
の
、
部
位
は
ど
こ
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
こ
の
指
（
人
差
し
指
）
を
出

し
ま
す
。
こ
の
指
も
五
臓
と
関
係
が
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
に
力
が
あ
る

か
ど
う
か
は
腎
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
力
が
あ
る
か
な
い
か
は
、
腎
が
司
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
肉
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
脾
が
司
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
の
気
血
が
充

実
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
心
と
肺
と
肝
の
す
べ
て
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
の
指
が
よ
く
動
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く
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
肝
と
関
係
し

て
い
る
。
こ
の
指
の
皮
膚
の
状
態
が

い
い
か
ど
う
か
は
肺
と
関
係
し
て
い

ま
す
。

で
す
か
ら
、
体
の
ど
の
部
位
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
を
す
べ
て
五
臓
に
帰

属
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
す
べ
て
五
臓
と
関
係
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
中
医
学
の
五
臓
と
い

う
考
え
方
で
す
。
で
す
か
ら
、
中
医

学
の
五
臓
の
シ
ス
テ
ム
が
本
当
に
分

か
れ
ば
人
体
全
体
が
分
か
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

長
い
間
中
医
学
を
学
ん
で
い
て
も
、
な
か
な
か
五
臓
が
理
解
で
き
な
い
の
は
、
実
は
人
体
そ

の
も
の
が
も
と
も
と
複
雑
だ
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
臓
腑
の
観
点
か
ら
、
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
と
い
う
こ
と
を
整
理
し
て
考
え
る
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
も
ち
ろ
ん
複
雑
で
す
。
中
医
学
の
五
臓
は
、
た
だ
の
臓
器
で
は
な
く
、
全
身
を

網
羅
し
て
い
ま
す
。
体
の
ど
の
部
位
で
あ
っ
て
も
五
臓
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
ど
の

部
位
の
ど
の
よ
う
な
機
能
で
も
、
五
臓
の
シ
ス
テ
ム
に
帰
属
さ
せ
て
考
え
る
の
で
す
。

中
医
学
の
医
師
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
大
事
な
内
容
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
五
臓
の
シ

ス
テ
ム
、
も
う
一
つ
は
外
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
。
私
た
ち
の
体
に
影
響
を
与
え
る
疾
病
で

す
。
五
臓
の
シ
ス
テ
ム
が
分
か
り
、
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
体
に

不
調
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
何
で
あ
る
か
が
分
か
り
、
私
た
ち
の
身
体
の
ど
こ
に
影
響
し
た
の

か
が
分
か
れ
ば
、
結
論
は
出
る
の
で
す
。

中
医
学
の
鍼
灸
、
推
拿
、
薬
物
、
気
功
、
そ
れ
ら
は
五
臓
が
核
心
と
な
っ
て
い
る
考
え
方
で

す
。
こ
れ
が
中
医
学
の
五
臓
の
考
え
方
で
す
。
簡
単
に
、
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
何
と
な
く
分
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

肺
の
シ
ス
テ
ム
の
三
要
素

肺
の
形

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
肺
に
入
り
ま
す
。
先
ほ
ど
、
体
に
は
五
つ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
言

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
肺
の
シ
ス
テ
ム
に
入
り
ま
す
。
肺
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
は
三
つ
の
要
素

が
あ
り
ま
す
。
三
つ
の
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
「
形
」、
目
に
見
え
る
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
解
剖
学
で
言
う
肺
も
入
っ
て
い
ま
す
。

肺
臓
、
こ
の
臓
器
で
す
。
ま
ず
こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。
は
っ
き
り
分
か
ら
な
く
て

も
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
大
腸
。
大
腸
は
中
医
学
で
は
、
肺
の
シ
ス
テ
ム
に
帰
属
し
ま
す
。
な
ぜ
大
腸
が

肺
の
シ
ス
テ
ム
に
帰
属
す
る
か
。
こ
れ
は
説
明
す
る
と
た
い
へ
ん
複
雑
な
の
で
、
ま
た
別
の
機

会
に
し
ま
す
。
し
か
し
、
中
医
学
の
臨
床
に
お
い
て
は
直
接
用
い
ま
す
。
そ
し
て
有
効
で
す
。

例
を
挙
げ
る
と
、
老
人
性
の
便
秘
は
、
大
便
が
乾
い
た
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
便
が

乾
い
た
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
は
、
何
日
も
排
便
が
な
か
っ
た
た
め
に
乾
い
た
の
で
あ
っ
て
、
も

っ
と
も
主
な
原
因
は
、
腸
の
蠕
動
運
動
の
力
が
弱
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
腸
の
蠕
動
が
ゆ
っ
く

り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
便
意
が
起
き
て
こ
な
い
の
で
す
。

峨
眉
の
医
学
で
は
―
私
自
身
の
臨
床
の
経
験
で
す
が
、
老
人
性
の
便
秘
を
治
す
と
き
に
は
、

白び
ゃ
く

朮じ
ゅ
つを
用
い
ま
す
。
こ
れ
は
気
を
補
う
薬
で
す
。
一
般
的
に
は
便
が
出
な
い
の
だ
か
ら
、「
瀉
」

の
も
の
を
用
い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
、
気
を
補
う
と
い
う
処
方
を
用

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
白
朮
を
三
〇
グ
ラ
ム
か
四
〇
グ
ラ
ム
を
水
か
ら
煎
じ
て
、
お
茶
の
よ
う
に
し
て

飲
み
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
便
が
出
ま
す
。
白
朮
は
、
肺
と
脾
の
気
を
補
う
薬
で
す
。

こ
れ
は
臨
床
で
と
て
も
よ
く
使
い
ま
す
。
い
ま
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん

に
も
こ
の
処
方
を
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
排
便
が
よ
く
な
れ
ば
よ
く
な
る
ほ
ど
、

と
て
も
元
気
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
気
を
補
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
臨
床
に
お
い
て
も
、

大
腸
と
肺
は
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

五
指
の
中
で
は
、
親
指
が
肺
で
す
。
親
指
は
肺
に
帰
属
し
ま
す
。
自
分
の
親
指
を
ち
ょ
っ
と

見
て
く
だ
さ
い
。
肉
が
豊
か
で
充
実
し
て
い
た
ら
、
肺
の
気
が
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

見
た
と
こ
ろ
し
っ
か
り
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
肺
の
機
能
は
少
し
弱
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
充
実
し
て
い
た
ら
ち
ょ
っ
と
押
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
放
し
て
、
元
に
す
ぐ
戻
る
か

ど
う
か
。
す
ぐ
に
戻
っ
た
ら
、
気
は
十
分
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ゆ
っ
く
り
戻
っ
て
く
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
肺
の
気
が
少
し
弱
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

肺
に
病
気
が
あ
る
、
ま
た
は
肺
の
機
能
が
衰
え
て
い
る
と
き
に
は
、
親
指
を
押
え
な
く
て
も
、

は
じ
め
か
ら
ぺ
た
ん
こ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
五
本
の
指
を
全
部
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指

は
気
血
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
親
指
と
肺
の
関
係
は
も
っ
と
も
密
接
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
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功
法
を
説
明
す
る
と
き
に
も
、
こ
の
こ
と
を
ま
た
お
話
し
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
体
全

身
の
皮
膚
、
そ
れ
か
ら
毛
穴
、
こ
れ
は
す
べ
て
肺
に
属
し
ま
す
。
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ

れ
ら
は
す
べ
て
肺
と
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
全
部
足
し
て
い
く
と
、
中
医
学

の
肺
に
な
り
ま
す
。
目
に
見
え
る
肺
で
す
。

中
医
学
の
肺
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
。
肺
臓
だ
と
考
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
れ
は
ほ
ん
の
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
中
国
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
肝
、
心
、
脾
、
肺
、

腎
は
、
絵
に
描
け
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
体
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

一
つ
一
つ
全
部
話
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
必
要
な
と
き
に
補
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ま
話
し
た
こ
と
は
、
比
較
的
理
解
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

肺
の
気

二
つ
め
は
肺
の
気
で
す
。
肺
の
気
と
言
っ
て
も
な
か
な
か
理
解
し
に
く
い
の
で
あ
れ
ば
、
違

う
言
葉
を
使
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
も
の
が
肺
の
「
形
臓
」
で
、
こ
れ
は
「
気

臓
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
呼
吸
、
肺
は
呼
吸
を
司
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
も
っ
と

も
大
事
な
機
能
で
す
。
ご
飯
は
二
日
で
も
三
日
で
も
、
も
っ
と
長
い
間
食
べ
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
け
れ
ど
、
呼
吸
は
な
く
な
っ
た
ら
危
な
い
で
す
ね
。
呼
吸
は
、
人
間
の
命
に
と
っ
て
も
っ

と
も
大
事
な
生
命
特
性
で
す
。

中
医
学
で
は
、
呼
吸
は
体
の
中
の
気
を
巡
ら
せ
る
動
力
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
た
と
え
ば
先

ほ
ど
山
に
登
り
ま
し
た
。
呼
吸
が
速
く
な
り
ま
し
た
。
呼
吸
が
速
く
な
っ
て
く
る
と
全
身
が
熱

く
な
り
ま
す
。
気
の
巡
り
が
速
く
な
り
ま
す
。
気
が
血
液
の
流
れ
を
促
進
さ
せ
、
血
液
の
流
れ

が
速
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
呼
吸
は
、
気
が
巡
る
動
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
、
あ
る
人
が
と
て
も
弱
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
元
気
に
な
り
た
い
、
気
を
補
い
た
い
、
気

を
錬
じ
た
い
と
思
う
時
は
、
呼
吸
の
練
習
を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

同
じ
よ
う
に
老
人
性
の
便
秘
に
対
し
て
も
、
呼
吸
の
練
習
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一

九
五
〇
年
代
に
気
功
の
実
験
を
し
て
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
肺
は
呼
吸
を
司
る
だ
け

で
は
な
く
、
全
身
の
気
を
司
っ
て
い
る
の
で
す
。

肺
は
呼
吸
を
司
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
は
気
を
押
し
動
か
し
て
い
る
。
で
す
か
ら
肺
は
、
呼
吸

を
司
り
、
気
も
司
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
肺
は
、
す
な
わ
ち
気
の
臓
で
あ
り
、
肺
の
機

能
は
気
に
お
い
て
現
れ
ま
す
。
全
身
の
気
に
現
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
気
功
を
練
習
す
る
と
き

に
は
、
肺
は
も
っ
と
も
重
要
な
臓
腑
で
す
。

昨
日
も
話
し
ま
し
た
が
、
狭
い
意
味
で
の
気
功
、
も
し
く
は
気
功
の
最
初
の
定
義
は
呼
吸
の

練
習
で
し
た
。
臓
腑
の
観
点
に
立
っ
て
考
え
れ
ば
、
肺
の
練
習
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

道
教
の
中
に
、
ま
ず
降
龍
、
こ
れ
は
龍
で
す
。
降
龍
と
白
虎
は
道
教
の
中
で
よ
く
使
う
言
葉

で
す
。

龍
は
五
臓
の
中
で
は
肝
で
す
。
虎
は
五
臓
の
中
で
は
肺
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
肺
は
全

身
の
気
を
司
っ
て
、
肝
は
全
身
の
血
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
降
龍
と
伏
虎
を
現
代
の
よ
く
使
う

言
葉
で
言
い
換
え
る
と
、
気
血
を
調
和
さ
せ
る
、
調
節
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
煉

功
は
、
動
功
で
あ
れ
、
静
功
で
あ
れ
、
肝
、
も
し
く
は
肺
か
ら
始
め
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
み
な
さ
ん
は
気
功
や
太
極
拳
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
気
功
、
太

極
拳
の
中
で
よ
く
使
う
含
胸
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
含
胸
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

か
。
多
く
の
人
は
、「
含
胸
抜
背
、
竪
脊
（
背
骨
を
立
て
る
）、
意
守
丹
田
…
…
」
と
、
口
癖
の
よ

う
に
よ
く
言
い
ま
す
。

含
胸
す
る
目
的
は
、
肺
の
呼
吸
に
有
益
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
気
の
流
れ
の
た
め
に
、
よ

り
良
い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
動
功
で
あ
れ
静
功
で
あ
れ
、
こ
の
含
胸
を
大
事
に
し
な
い
功

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
静
功
、
静
坐
。
写
真
を
見
る
だ
け
で
、
す
ぐ
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
こ
の
よ

う
な
姿
勢
で
あ
っ
た
な
ら
、
こ
の
人
は
先
生
に
教
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

含
胸
を
し
て
い
な
い
で
す
ね
。
必
ず
開
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
肩
は
落
と
す
の
で
は
な
く
、

少
し
上
げ
る
の
で
す
。

こ
の
状
態
を
見
て
く
だ
さ
い
、
胸
は
前
、
後
に
開
い
た
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
呼
吸
は
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
神
仏
の
像
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
彼
ら

は
こ
う
い
う
か
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
動
作
の
目
的
は
、
伏
虎
、
肺
を
調
え
、
気
を
調
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
動
功
の
例
を

挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
易
筋
経
の
起
勢
は
両
腕
を
前
に
上
げ
て
い
き
ま
す
。
前
に

上
げ
て
く
る
と
き
に
注
意
点
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
腕
を
挙
げ
る
と
、
こ
こ
（
体
側
）
が
動
い
て
い
き
ま
す
。
横
が
動
く
と
い
う
こ
と
は

肝
に
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
す
。
肝
は
両
側
で
す
。
降
龍
は
、
血
を
調
え
ま
す
。
腕
を
前
に
挙

げ
る
時
、
親
指
は
緩
め
る
の
で
は
な
く
立
て
ま
す
。
親
指
は
ど
こ
に
属
し
ま
す
か
？
　
肺
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
動
作
は
肝
と
肺
の
両
方
を
調
え
て
い
ま
す
。
こ
の
後
に
く
る
動
作
、
易
筋
経

で
は
合
掌
し
ま
す
。
ど
う
で
す
か
、
含
胸
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
か
た
ち
が
違
う
だ
け
で
、
こ

こ
（
胸
）
の
部
分
の
要
求
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
肺
を
煉
じ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

動
功
の
観
点
か
ら
考
え
て
も
、
肝
と
肺
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
く
に
気
の

練
習
に
お
い
て
は
そ
う
で
す
。
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肺
の
神

次
に
肺
と
「
神
臓
」、
心
や
精
神
と
関
係
し
て

い
る
こ
と
に
関
し
て
で
す
が
、
中
医
学
の
中
で

は
肺
は
悲
し
み
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
気
功
や
中
医
学
、
養
生
学
を
長
年

に
わ
た
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

感
情
と
五
臓
に
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
、

私
が
研
究
し
て
会
得
し
た
こ
と
を
、
み
な
さ
ん

に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
私
が

目
に
し
た
ど
の
文
献
の
中
に
も
、
な
ぜ
悲
し
み

が
肺
に
属
し
、
喜
び
が
心
に
属
し
、
怒
り
が
肝

に
属
す
る
か
を
書
か
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
列
挙
は
し
ま

す
が
、
ど
う
し
て
そ
こ
に
入
れ
て
い
く
の
か
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

自
身
の
理
解
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
け
ば
理
解
し
や
す
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
医
学
の
五
臓
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
先
ほ
ど
の
よ
う
に
、
耳
と
肺
と
は
一
見
す
る
と
ま
っ
た

く
関
係
が
な
く
、
悲
し
み
と
肺
は
関
係
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
入
れ
て

い
く
の
か
。
私
は
中
医
学
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
理
論
と
し
て
、
気
の
理
論
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
何
を
語
っ
て
も
、
必
ず
気
の
こ
と
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

気
の
運
動
形
態
は
五
つ
あ
り
ま
す
。「
昇
」「
開
」「
合
」「
降
」、
そ
し
て
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
で
も
な
く
、
こ
れ
で
も
な
く
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
一
つ
、
こ
の
字
は
私
自
身
が
選
ん
だ
字

で
す
。「
蘊ウ

ン

」
で
す
。
こ
の
字
は
、
動
い
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
見
た
限
り
で
は
「
静
」
に
見

え
る
。
動
に
も
見
え
る
し
静
に
も
見
え
ま
す
。

気
に
は
こ
の
五
つ
の
運
動
形
態
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
中
医
学
で
言
う
肝
は
、
主
な
機
能

と
し
て
、
発
生
さ
せ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
し
あ
る
人
が
、
精
神
的
に
弱
く
な
っ
て

き
て
発
憤
で
き
な
い
と
き
、
肝
の
気
が
不
足
し
て
い
る
と
見
な
し
ま
す
。
何
と
か
し
て
、
気
を

立
ち
昇
ら
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
肝
の
気
を
昇
ら
せ
る
手
っ
取
り
早
い
方
法
は
、
怒
ら
せ
る
こ
と

で
す
。
そ
の
人
を
叱
る
の
で
す
。

古
代
の
中
医
学
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
治
療
の
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

現
代
の
観
点
で
言
え
ば
、
心
理
療
法
だ
と
思
い
ま
す
。
中
医
学
に
は
純
粋
な
心
理
療
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
気
の
療
法
だ
と
考
え
ま
す
。
体
の
中
で
動
き
が
あ
る
の
で
す
。
怒
り
を
覚
え

た
と
き
に
は
目
が
か
っ
と
開
き
、
髪
の
毛
も
立
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
気
は
上
に
上
が
っ

て
い
き
ま
す
。

中
医
学
で
は
、
肝
の
気
は
上
に
昇
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
怒
り
も
気
は
昇
る
。
同
じ
で
す
。

で
す
か
ら
、
怒
り
は
肝
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
す
。
実
際
に
は
、
怒
り
は
怒
り
、
肝
は

肝
で
す
。
関
係
が
あ
る
の
は
、
こ
の
運
動
の
形
態
が
似
て
い
る
か
ら
で
す
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
ま
す
。
五
行
の
中
の
「
木
」。
こ
れ
は
上
に
昇
る
力
が
働
き
ま
す
。「
木
」

は
木
材
で
は
な
く
、
命
の
あ
る
木
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
土
（
横
線
を
描
く
）
で
す
。
そ
こ

に
育
っ
て
き
た
も
の
（
縦
棒
を
描
く
）、
そ
れ
は
鉄
や
木
材
で
は
な
く
、
必
ず
根
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
二
つ
の
線
が
付
け
加
え
ら
れ
て
、
根
を
表
し
、「
木
」
と
い
う
字
が
で
き
ま
し
た
。
で
す

か
ら
こ
の
「
木
」
と
い
う
字
は
、
命
の
あ
る
木
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
向
き
に
育
っ
て
い
く
も

の
で
す
。
で
す
か
ら
中
医
学
で
は
、
肝
は
「
木
」
に
属
す
る
と
考
え
ま
す
。
木
は
木
、
肝
は
肝

で
す
が
、
で
も
こ
の
運
動
の
形
態
が
同
じ
だ
か
ら
、
そ
う
考
え
た
の
で
す
。

も
う
一
つ
、
東
で
す
。
昔
の
人
は
太
陽
が
東
か
ら
昇
っ
て
く
る
の
を
見
て
、
東
の
気
は
昇
っ

て
い
く
と
考
え
ま
し
た
。
で
す
か
ら
東
を
肝
と
関
係
づ
け
た
の
で
す
。
で
も
、
東
は
東
、
肝
は

肝
で
す
。

も
う
一
つ
、
た
と
え
ば
龍
。
な
ぜ
肝
は
龍
だ
と
言
う
の
か
。
龍
も
上
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い

き
ま
す
。
水
の
中
に
い
て
昇
っ
て
い
か
な
い
龍
は
、
ま
だ
本
当
の
龍
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
龍

の
特
性
は
昇
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
中
医
学
の
こ
の
五
行
の
シ
ス
テ
ム
、
五
臓
の
シ
ス
テ
ム
は
運
動
形
態
の
同
じ
も

の
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
は
ま
っ
た
く
関
係
が
な
く
て
も
、
こ
の
よ

う
に
し
て
ま
と
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

も
し
み
な
さ
ん
が
、
だ
い
た
い
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
中
医
学
の
、
も
の
を
観
察

し
分
析
す
る
方
法
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
古
代
で
は
こ
ん
な
ふ
う

に
言
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ま
分
析
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
少
し
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
食
べ
る
食
物
の
中
で
、
何
が
肝
に
い
い
か
。
そ
れ
が
分
か
れ
ば
、
中

医
学
の
五
臓
の
考
え
方
が
、
だ
い
た
い
理
解
で
き
た
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に

答
え
て
も
ら
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
恥
ず
か
し
く
て
発
言
が
で
き

な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
。
私
が
言
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
も
や
し
な
ど
芽
の
も
の
、
芽
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
す
。
で
す
か
ら
、
上
に
昇

実修の様子
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る
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
は
、
肝
に
帰
属
さ
せ
ま
す
。
タ
ケ
ノ
コ
、
こ
の
よ
う
な
食

物
は
す
べ
て
肝
に
帰
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
木
や
草
の
成
長
点
、
伸
び
よ
う
と
す
る
そ
の

部
分
、
上
に
向
か
っ
て
伸
び
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
、
そ
れ
は
す
べ
て
肝
に
帰
属
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
理
解
で
き
た
な
ら
ば
、
開
く
、
外
側
に
広
が
っ
て
散
っ
て
い
く
、
真

ん
中
で
動
い
て
い
る
、
戻
っ
て
合
わ
さ
っ
て
く
る
、
下
に
降
り
て
い
く
と
い
う
形
態
か
ら
、
中

医
学
で
は
、
腎
は
水
に
属
す
る
、
水
は
下
に
流
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
推
論
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

も
と
も
と
枝
も
花
も
開
い
て
い
ま
す
が
、
秋
は
そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
閉
じ
て
い
き
ま
す
。
で
す

か
ら
秋
は
合
わ
さ
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
肺
の
機
能
は
気
で
す
か
ら
、
気
を
収
斂
し
ま
す
。
時

間
の
関
係
で
、
こ
の
よ
う
に
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
め
て
聞
い
た
方
は
、
少
し
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
こ
と
が
含
ま
れ
ま
す
か
ら
。

専
門
に
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
方
は
、
違
っ
た
観
点
か
ら
理
解
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
何
か
啓
発
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

神
の
臓
に
つ
い
て
。
肺
の
機
能
は
合
わ
せ
て
下
ろ
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
は
上
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
肺
の
形
の
臓
に
入
る
肺
臓
。
こ
の
肺
臓
は
、
中
医
学
で
は
肺
の
シ

ス
テ
ム
の
中
で
は
一
部
分
で
す
。
中
医
学
の
中
で
は
肺
の
こ
と
を
、
華
蓋
の
臓
と
言
い
ま
す
。

華
蓋
と
は
皇
帝
に
う
し
ろ
か
ら
か
ざ
す
傘
の
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
肺
は
両
側
に
あ
り
、
傘

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
下
を
よ
く
守
っ
て
い
ま
す
。
肺
は
有
形
の
目
に
見
え
る

臓
腑
の
中
で
い
ち
ば
ん
上
に
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
下
を
守
り
、
臓
器
を
育
み
養
っ
て
い
ま
す
。

中
医
学
で
は
、
肺
の
機
能
は
主
に
二
つ
あ
る
と
考
え
ま
す
。
私
は
最
初
に
中
医
学
を
学
ん
だ

と
き
に
は
な
か
な
か
こ
の
こ
と
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
二
つ
が
反
対
の
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
一
つ
の
機
能
は
「
宣
発
」、
四
方
八
方
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
。
も

う
一
つ
の
機
能
は
「
粛
」。
合
わ
さ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
下
ろ
す
。
肺
の
機
能
に
は
「
宣
発
」

と
「
粛
降
」
と
い
う
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
学
ん
だ
こ
ろ
は
、
広
が
っ
て
い
っ
て
、
ま
た
下
り
て
い
く
、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
も
し
肺
を
一
本
の
傘
と
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は

理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
傘
が
開
い
た
状
態
、
そ
う
す
る
と
こ
れ
は
「
宣
発
」
の
機
能
で
す
。

雨
や
太
陽
を
防
ぎ
、
下
を
守
る
わ
け
で
す
。
開
く
目
的
は
、
降
ろ
す
た
め
、
下
の
た
め
に
あ
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
が
肺
の
機
能
で
す
。

煉
功
を
す
る
と
き
、
沈
肩
墜
肘
し
て
、
放
鬆
し
て
と
、
こ
う
い
う
か
た
ち
（
背
中
を
丸
め
る
よ

う
な
姿
勢
）
で
立
つ
の
は
間
違
い
な
の
で
す
。
座
禅
し
て
い
る
と
き
も
「
放
鬆
、
放
鬆
」
と
言
い

な
が
ら
、
こ
う
い
う
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
長
く
こ
の
よ
う
に
し
続
け
る
と
、
肺
に
は

問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
。
呼
吸
に
支
障
を
き
た
す
か
ら
で
す
。
煉
功
の
時
は
逆
に
開
く
こ
と
で

す
。
上
に
上
げ
て
き
ま
す
。
上
に
上
げ
る
ほ
ど
、
下
に
下
ろ
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
話
で
、
だ
い
た
い
中
医
学
の
肺
の
考
え
方
と
い
う
も
の
を
、
理
解
し
て
い
た
だ

け
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。肺

の
小
煉
形
の
功
法
の
練
習

続
け
て
、
肺
の
小
煉
形
の
功
法
の
練
習
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
（
五
行
の
配
当
表
）

は
消
さ
な
い
で
お
き
ま
す
。
自
分
で
練
習
し
た
と
き
に
、
い
ま
言
っ
た
理
論
と
ど
う
い
う
関
係

が
あ
る
か
を
、
み
な
さ
ん
に
も
う
一
度
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

肺
臓
の
小
煉
形
で
は
、
歌
う
と
い
う
方
法
を
用
い
ま
す
。
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

が
呼
吸
法
で
あ
る
こ
と
は
み
な
さ
ん
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
呼

吸
の
練
習
そ
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

峨
眉
の
肺
の
小
煉
形
の
中
に
、
二
つ
の
音
が
あ
り
ま
す
。「SH

A
N

G

」
一
つ
は
、
こ
の
よ
う

に
表
記
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
音
を
表
し
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
は
昨

日
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。
手
を
た
た
い
た
と
き
に
聞
こ
え
る
音
と
同
じ
よ
う
に
、
表
記
し

た
字
は
、
そ
の
音
に
近
い
だ
け
で
す
。
あ
る
方
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。「
中
国
の
発
音
で
や

る
の
か
、
日
本
の
発
音
で
や
る
の
か
」。（
手
を
た
た
く
）、
こ
れ
は
中
国
の
音
で
す
か
、
日
本
の

音
で
す
か
。
音
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
言
語
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

近
似
値
で
す
、
そ
こ
に
限
り
な
く
近
づ
く
の
で
す
。

で
は
標
準
の
音
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
。
自
分
自
身
で
練
習
し
て
い
る
と
、
こ
れ

は
こ
の
よ
う
に
発
声
す
る
の
だ
と
分
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
昔
は
咒
（
ジ
ュ
）
と
言
い
ま
し
た
。

見
て
く
だ
さ
い
、「
咒
」
に
は
二
つ
「
口
」
が
あ
り
ま
す
。「
ど
の
よ
う
に
発
音
す
る
か
、
私
が

教
え
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
私
も
歌
い
、
あ
な
た
も
歌
い
ま
す
、
そ
れ
が
咒
で
す
。

こ
の
下
の
「
几
」
は
人
を
表
し
て
い
ま
す
。「♪

SH
A

N
G

、A
N

G

」
と
、
こ
れ
に
近
づ
け

れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
べ
て
の
咒
は
、
み
ん
な
同
じ
で
す
。
仏
教
、
密
教
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
表
記
の
し
か
た
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
聞
く
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
こ
れ
は
一
つ
の

表
記
方
法
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
の
練
習
も
、
そ
の
感
覚
を
探
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
一
つ
め
の
音
で
す
。（
実
演
）

さ
っ
き
のSH

A
N

G

の
、
う
し
ろ
の
ほ
うA

N
G

。（
実
演
）

こ
れ
が
発
音
で
す
。
発
音
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
、
そ
れ
と
要
求
で
す
ね
。
低
く
、
上
に
昇

る
の
で
は
な
く
下
に
下
り
て
い
き
ま
す
。（
実
演
）

そ
し
て
、
振
動
す
る
。（
実
演
）
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意
識
的
に
や
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
音
そ
の
も
の
に
細
か
な
振
動
が
あ
る
の
で
す
。

三
つ
め
の
特
徴
は
そ
の
結
果
で
す
。
こ
の
よ
う
に
発
音
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
の
音
は
、

浸
透
力
、
貫
い
て
い
く
、
そ
う
い
う
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
相
手
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
自

分
自
身
の
中
に
も
貫
い
て
入
っ
て
い
く
。
こ
の
三
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
め
、
低
く
。
二
つ
め
、
振
動
す
る
。
三
つ
め
、
貫
い
て
い
く
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
発
声
に
お
け
る
三
つ
の
要
求
で
す
。
二
回
歌
っ
て
、
こ
の
感
覚
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

こ
の
感
覚
を
つ
か
み
や
す
く
す
る
簡
単
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
手
を
喉
仏
の
と
こ
ろ
に
置
い

て
く
だ
さ
い
。
簡
単
に
「
あ
」
と
い
う
音
を
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。（
実
演
）

上
に
上
げ
る
こ
と
。（
実
演
）

喉
仏
は
上
に
い
き
ま
す
。（
実
演
）

は
い
。
私
た
ち
は
、
い
ま
か
ら
音
は
上
に
向
け
て
、
喉
仏
は
下
に
し
ま
す
。
手
を
喉
仏
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

喉
を
締
め
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
緩
め
て
。（
実
演
）

こ
の
感
覚
が
つ
か
め
た
ら
、
低
く
、
振
動
し
て
、
貫
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
方
法
で
、
こ
の
音
を
発
声
し
ま
す
。（
実
演
）

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
続
け
て
、
長
く
や
ら
な
く
て
も
五
分
間
で
必

ず
全
身
汗
が
出
て
き
ま
す
。
な
ぜ
汗
が
出
る
か
と
い
う
と
、
気
血
の
巡
り
が
よ
く
な
る
わ
け
で

す
。
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
発
声
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
呼
吸
の
練
習
な
の
で
す
。
気

の
練
習
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
医
学
の
臨
床
で
は
、
声
を
出
す
の
に
突
然
問
題
が
起
き
た
と

き
に
は
肺
の
病
気
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
こ
を
見
て
く
だ
さ
い
。
咽
喉
、
こ
れ
も
肺
に
帰
属
す
る
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
音
の
作
用

で
、
中
国
で
は
声
と
音
は
別
の
も
の
と
考
え
ま
す
。
声
は
原
始
的
な
、
た
と
え
ば
（
手
を
た
た

く
）、
こ
れ
を
声
と
言
い
ま
す
。

音
は
、
声
が
あ
る
リ
ズ
ム
を
も
つ
、
声
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の
が
音
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。（
手
を
た
た
く
）
こ
れ
は
声
で
す
。
い
く
つ
か
の
声
を
、
続
け
て
ま
と
め
た

も
の
が
音
で
す
。
声
の
作
用
と
い
う
の
は
振
動
で
す
。
音
の
作
用
は
心
に
影
響
を
与
え
る
の
で

す
。
あ
る
リ
ズ
ム
を
聞
く
と
、
こ
う
い
う
感
じ
に
な
り
、
違
う
リ
ズ
ム
を
聞
く
と
ま
た
違
う
感

覚
が
生
ま
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
音
は
音
楽
で
す
。
音
楽
、
楽
曲
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
五
臓
の
練

習
の
中
で
は
、
ま
ず
声
に
出
す
。
第
二
ス
テ
ッ
プ
は
、
必
ず
歌
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
こ

に
は
振
動
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
も
う
一
つ
は
意
念
、
神
の
練
習
も
こ
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
あ
る
こ
と
が
完
全
で
あ
る
（
す
べ
て
が
揃
っ
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
で
す
。

肺
の
歌
い
方

肺
の
歌
い
方
を
話
し
ま
す
。
声
の
基
礎
の
基
に
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
私
が
歌
っ
て
み
ま
す
。

（
実
演
）

こ
の
音
を
聞
い
た
と
き
に
、
何
か
「
悲
」
の
感
じ
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
こ
の
音
は

上
か
ら
下
に
下
り
て
き
ま
す
。
戻
っ
て
こ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
運
動
形
態
に
相
対
す
る
の
は

肺
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
感
じ
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
歌
い
方
を
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
声
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
声
プ
ラ
ス
音
で
す
ね
。

ま
ず
第
一
声
、
い
ち
ば
ん
高
い
と
こ
ろ
に
突
き
上
げ
ま
す
。
屋
根
の
上
に
向
け
て
声
を
出
し
ま

す
。（
実
演
）

屋
根
に
ぶ
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
発
声
す
る
と
同
時
に
上
ま
で
行
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
後

の
音
は
。
い
ま
歌
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
私
が
ま
ず
歌
い
ま
す
か
ら
。（
実
演
）

上
ま
で
行
き
ま
し
た
。
続
け
て
傘
で
す
。
上
ま
で
行
っ
た
後
、
四
方
八
方
に
開
い
て
い
く
わ

け
で
す
。
音
が
開
い
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
壁
を
伝
っ
て
下
り
て
く
る
。（
実

演
）こ

の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
と
く
に
こ
の
第
一
声
、
み
な
さ
ん
も
こ
う
い
う
感
じ
が
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
傘
を
ぐ
っ
と
開
く
、
ま
ず
い
ち
ば
ん
高
い
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
屋
根
の
四
方
八
方
に
開
い
て
、
壁
に
沿
っ
て
下
り
て
く
る
、
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
ま

ず
こ
こ
ま
で
持
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
最
終
的
に
戻
し
て
く
る
。

は
い
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
っ
し
ょ
に
繰
り
返
し
て
や
り
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
声
は
上

に
上
げ
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

上
に
行
き
ま
し
た
ね
。
上
に
音
が
行
か
な
か
っ
た
ら
、
立
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
立
っ
た

ら
、
た
ぶ
ん
上
に
行
く
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
屋
根
に
音
を
集
め
ま
す
。
そ
し
て
四
方
に
広
げ
て
い
く
。（
実
演
）

次
は
横
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
上
げ
て
か
ら
広
げ
て
い
く
。（
実
演
）

と
て
も
い
い
で
す
。
私
を
見
な
い
で
、
今
度
は
自
分
で
歌
い
な
が
ら
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
実
演
）

と
て
も
い
い
で
す
。
も
し
気
が
足
り
な
い
と
思
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
練
習
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
気
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。

二
つ
め
のA

N
G

で
す
。（
実
演
）

A
N

G

は
真
ん
中
で
す
。
雨
や
太
陽
の
光
を
ち
ゃ
ん
と
遮
っ
て
い
ま
す
、
真
ん
中
で
す
。
傘

は
閉
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
開
い
た
そ
の
状
態
の
ま
ま
で
す
。
私
が
ま
ず
続
け
て
歌
っ
て
み
ま
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す
。（
実
演
）

傘
を
閉
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
。（
実
演
）

は
い
、
と
て
も
い
い
で
す
。
歌
っ
て
い
る
と
き
に
非
常
に
静
か
に
な
っ
て
い
た
の
が
分
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
入
静
と
い
う
方
法
も
こ
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
呼
吸
の
方
法
も
入
り
、
振

動
の
作
用
も
あ
り
、
心
を
調
え
る
、
そ
う
い
う
方
法
も
こ
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。
考
え
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
音
を
歌
う
と
き
、
手
を
胸
に
当
て
て
く
だ
さ
い
。
や
っ
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

胸
が
う
う
う
と
開
き
ま
し
た
ね
。
開
く
と
呼
吸
が
楽
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
動
作
で
す
。
す

べ
て
の
気
功
の
練
習
に
は
三
つ
（
形
、
気
、
神
）
の
面
が
あ
り
ま
す
。
立
っ
て
い
る
こ
と
も
一
つ

の
動
作
で
す
。
肺
の
小
煉
形
の
動
作
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
手
の
動
作
。
親
指
は
肺
に
属
し
ま
す
。
薬
指
は
肝
で
す
。
親
指
を
薬
指
の
付
け
根
に
当

て
ま
す
。
中
指
に
近
い
側
の
薬
指
の
根
元
に
当
て
ま
す
。
親
指
の
指
先
で
押
し
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
こ
に
細
い
筋
が
あ
っ
て
、
押
す
と
し
び
れ
た
り
、
痛
い
。
そ
こ
に
当
た
っ
た
ら
、
そ

こ
が
正
し
い
位
置
で
す
。
そ
こ
に
軽
く
、
親
指
の
先
を
置
き
ま
す
。

場
所
を
探
す
た
め
に
、
力
を
使
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
軽
く
置
き
ま
す
。
あ

と
の
四
指
は
握
り
ま
す
。
両
手
は
こ
の
よ
う
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
握
固
」
と
言
い
ま
す
。
こ

の
手
の
か
た
ち
は
、
多
く
の
気
功
の
本
に
よ
く
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
ど
こ
に
置
く
か
を
語

っ
て
い
る
も
の
は
と
て
も
少
な
い
で
す
。

私
は
よ
く
言
い
ま
す
。
プ
ロ
と
素
人
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
差
し
か
な
い
。
こ
の
ち
ょ
っ
と

の
違
い
で
す
。
親
指
を
こ
こ
に
置
き
ま
す
。
両
手
は
同
じ
で
す
。
左
手
が
下
、
右
手
が
上
に
な

り
ま
す
。
男
女
同
じ
で
す
。
拳
背
（
甲
の
部
分
）
を
前
に
向
け
ま
す
。
胸
の
前
に
置
き
ま
す
。

両
乳
の
真
ん
中
の
と
こ
ろ
が
膻だ

ん

中ち
ゅ
うで
す
。
左
手
は
膻
中
の
下
、
右
手
は
膻
中
の
上
に
置
き
ま

す
。
肘
を
少
し
前
に
開
き
ま
す
。
こ
れ
が
含
胸
で
す
。
こ
う
や
っ
て
も
（
手
が
腹
部
の
前
）、
こ

う
や
っ
て
も
（
胸
の
前
で
合
掌
）、
站た

ん

樁と
う

で
も
、
こ
の
含
胸
の
か
た
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

姿
勢
で
歌
う
の
で
す
。
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

胸
を
開
き
ま
す
。
舞
台
で
歌
を
歌
う
の
と
同
じ
よ
う
に
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
音
楽
会
で
歌
う

よ
う
に
。
意
念
、
気
、
形
す
べ
て
を
調
え
て
い
る
の
で
す
。
三
回
歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

は
い
、
こ
の
姿
勢
を
と
っ
て
。
姿
勢
が
整
え
ば
、
歌
い
ま
す
。
歌
い
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ

い
、
体
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

け
っ
こ
う
で
す
、
お
座
り
く
だ
さ
い
。
肺
の
小
煉
形
の
体
の
姿
勢
の
要
求
と
い
う
の
は
、
こ

う
い
う
こ
と
で
し
た
。
煉
功
の
姿
勢
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
足
を
組
ん
で
も
い
い
し
、
正
座

を
し
て
も
い
い
し
、
こ
の
よ
う
に
椅
子
に
座
っ
て
も
い
い
。
立
っ
て
も
い
い
、
歩
き
な
が
ら
や

っ
て
も
い
い
。

大
事
な
と
こ
ろ
は
、
体
の
こ
の
部
分
（
軀
幹
）
で
す
。
下
肢
は
、
組
ん
で
も
、
歩
い
て
も
、
椅

子
に
座
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
練
習
す
る
中
で
、
自
分
に
も
っ
と
も
合
っ
た
姿
勢
が

見
つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
時
に
は
、
こ
う
い
う
か
た
ち
が
よ
く
、
ま
た
時
に
は
違
っ
た
形
が
よ

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

動
作
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歌
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
カ

ラ
オ
ケ
を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
昔
は
先
生
が
直
接
伝
え
て
い
ま
し
た
。
実
は
、
私
は
い

ま
で
も
ド
レ
ミ
の
音
符
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
習
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
五
と

書
い
て
あ
る
と
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
の
ソ
だ
と
理
解
す
る
の
で
す
（
中
国
で
は
ド
レ
ミ
を
数
字
で
表
記
す

る
）。
以
前
習
っ
た
と
き
は
、
先
生
が
歌
っ
て
、
そ
れ
に
付
い
て
歌
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
習
い

ま
し
た
。

い
ま
私
た
ち
は
、
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
生
き
て
い
ま
す
の
で
、
録
音
し
た
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
特
別
に
音
楽
家
と
い
っ
し
ょ
に
四
年

の
時
間
を
か
け
て
音
楽
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
こ
う
い
う
楽
器
を
使
っ
て
ほ
し

い
、
と
い
う
こ
と
を
私
の
方
か
ら
申
し
出
ま
し
た
。

私
は
音
楽
や
楽
器
の
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
感
覚
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
す
。

そ
れ
を
伝
え
て
、
そ
の
音
楽
家
と
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
た
の
で
す
。
彼
が
作
曲
し
、
ま
た
演
奏

も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
録
音
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
な
さ
ん
は
練
習

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
病
気
の
方
に
「
こ
れ
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
聞
い
て
、
い
っ
し

ょ
に
歌
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

曲
は
新
し
い
も
の
で
す
が
、
旋
律
は
古
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
歌
い
方

は
古
代
に
す
で
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。
曲
が
で
き
て
リ
ズ
ム
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
沿

っ
て
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
で
な
い
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
。

い
ま
私
た
ち
が
歌
う
と
き
に
は
、SH

A
N

G

とA
N

G

二
つ
で
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
を
九
回

や
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
セ
ッ
ト
。
あ
い
だ
で
呼
吸
を
一
度
整
え
ま
す
。
次
に
、
も

う
一
セ
ッ
ト
。
計
三
セ
ッ
ト
や
り
ま
す
。
こ
の
曲
も
そ
の
よ
う
に
編
集
し
て
あ
り
ま
す
。

歌
う
と
き
に
、
呼
吸
が
荒
く
な
っ
て
き
た
ら
、
や
め
て
聞
い
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
す
。
聞

く
こ
と
も
効
果
が
あ
る
の
で
す
。
振
動
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
歌
う
と
、
気
の
作
用
が

あ
り
、
そ
し
て
旋
律
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
心
に
対
し
て
も
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

ん
な
に
複
雑
な
練
習
で
は
な
い
の
で
す
が
、
中
医
学
の
な
か
の
基
本
的
な
考
え
方
、
形
、
気
、

神
の
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
医
学
の
肺
の
シ
ス
テ
ム
は
複
雑
で
す
。
で
す
か
ら
雲
門
、

中
府
、
そ
し
て
少
商
に
と
、
気
を
巡
ら
せ
て
い
く
肺
の
経
絡
の
練
習
だ
と
理
解
し
な
い
で
く
だ
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さ
い
。

経
絡
は
気
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
肺

の
機
能
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
す
べ
て
の
肺
の
シ
ス
テ
ム
を
、
経
絡
で
代
表
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
形
、
気
、
神
」
こ
れ
を
い
っ
し
ょ
に
し
て
練
習
す
る
べ
き
で
す
。

で
す
か
ら
、
代
表
的
な
古
代
の
功
法
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
に
則
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
、
肺
臓
の
小
煉
形
に
関
し
て
分
析
し
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
咒
の
作
用
は
、
た
だ
単
に
振
動

の
効
果
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
振
動
は
そ
の
中
の
一
つ
の
作
用
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
こ
れ

が
、
肺
臓
の
小
煉
形
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
一
度
、
カ
ラ
オ
ケ
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
三
セ
ッ
ト
や
り
ま
す
。
九
回
で
一
セ

ッ
ト
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
は
、
姿
勢
を
変
え
て
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
初
め
は
座
っ
て
、
二

セ
ッ
ト
め
は
立
っ
て
、
三
セ
ッ
ト
め
は
歩
き
な
が
ら
、
と
変
え
て
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
、
ち
ゃ
ん
と
声
を
出
し
て
、
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。
他
の
人
に
笑
わ
れ
る
と
恐
れ
な

く
て
い
い
で
す
。
人
に
聞
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
自
分
自
身
に
聞
か
せ
る
も
の
だ

か
ら
で
す
。
自
分
の
か
ら
だ
に
聞
か
せ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
恥
ず
か
し
い
の
で
あ
れ
ば
目

を
つ
ぶ
っ
て
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
回
目
は
座
っ
て
、
二
回
目
は
立
っ
て
、
三
回
目
は
歩
き
な
が
ら
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
音

楽
に
合
わ
せ
て
聞
き
な
が
ら
、
つ
い
て
歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ら
け
っ
こ
う
で
す
。
こ
の
会
場
に

自
分
一
人
し
か
い
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
人
の
こ
と
は
気
に
し
な
い
で
。
は

い
、
姿
勢
を
ち
ゃ
ん
と
整
え
て
く
だ
さ
い
。
座
っ
て
く
だ
さ
い
。
軽
く
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

歌
い
な
が
ら
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

練
習
が
終
わ
っ
た
ら
、
手
に
汗
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
か
ら
だ

じ
ゅ
う
に
も
汗
が
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
少
し
汗
ば
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
煉

功
を
し
た
後
、
少
し
熱
く
な
っ
た
状
態
、
こ
れ
は
正
常
で
自
然
な
現
象
で
す
。

ち
ょ
っ
と
汗
ば
む
と
い
う
感
覚
、
古
代
で
は
煉
功
の
感
覚
を
、
今
日
も
こ
の
話
が
出
ま
し
た

け
れ
ど
も
、「
如
飲
醍
醐
」、
醍
醐
を
飲
ん
だ
よ
う
な
感
じ
だ
と
言
い
ま
す
。
醍
醐
と
は
、
お
酒

を
さ
ら
に
濃
縮
さ
せ
、
発
酵
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
に
は
温
か
い
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
煉
功
が
終
わ
っ
た
後
、
温
か
い
感
覚
が
生
ま
れ
る
の
を
、
醍
醐
を
飲
ん
だ
よ
う

な
も
の
、
お
い
し
い
お
酒
を
飲
ん
だ
よ
う
な
感
じ
、
も
し
く
は
醍
醐
灌
頂
と
い
う
ふ
う
な
言
い

方
を
し
ま
す
。
煉
功
の
後
、
二
つ
の
反
応
が
あ
り
ま
す
。
温
度
で
い
え
ば
、
一
つ
は
温
か
く
な

る
、
も
う
一
つ
は
冷
た
く
な
り
ま
す
。
冷
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
寒
露
灌
頂
で
す
。
清
涼
な
感

覚
が
あ
り
ま
す
。
煉
功
の
後
の
反
応
と
し
て
、
こ
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
私
た
ち
の
感
じ
て
い
る
感
覚
で
は
、
全
員
が
少
し
温
か
い
感
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
と

く
に
胸
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ
に
膨
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
無
意
識
で
す
け
れ
ど

も
、
煉
功
を
し
て
い
る
内
に
気
は
こ
こ
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

煉
功
は
三
段
階
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
第
一
段
階
は
準
備
、
第
二
段
階
目
は
練
功
し
、
第
三
番

目
に
必
ず
収
功
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
終
わ
っ
た
後
、
こ
の
よ
う
な
反
応
を
消
し
て
し

ま
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
準
備
と
収
功
は
、
真
ん
中
の
煉
功
よ
り
も
大
事
で
す
。
こ

れ
は
飛
行
機
が
離
陸
し
、
着
陸
す
る
こ
と
に
た
と
え
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
離
陸
、
着
陸
は
、

飛
行
し
て
い
る
と
き
よ
り
も
も
っ
と
複
雑
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
後
、
功
後
導
引
、
収
功
の
方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。
い
ま
は
こ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
（
腕

を
動
か
す
）
何
回
か
や
っ
て
て
、
こ
の
胸
の
感
覚
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
ぐ
ら
い
で
は
消
え

な
け
れ
ば
、
大
き
な
声
で
吐
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
吐
い
て
く
だ
さ
い
、
準
備
。
一
、
二
、
三
、

は
っ
！
（
実
演
）

功
後
導
引

次
に
、
第
三
段
階
と
し
て
、
功
後
導
引
に
入
り
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
必
ず
繰
り
返
し
や

ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
き
の
う
、
導
引
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
導
引
は
伝
統
的
な
功
法

の
中
で
は
、
前
功
が
あ
り
、
正
式
の
功
法
を
練
習
す
る
た
め
に
行
う
準
備
の
導
引
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
単
に
準
備
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の
も
の
が
一
つ
の
功
法
で
も
あ
り
ま
す
。

峨
眉
派
の
功
法
の
中
で
、
ど
の
功
法
に
対
し
て
も
も
っ
と
も
基
本
的
な
、
功
法
を
や
る
前
に
、

功
前
と
い
う
こ
こ
の
部
分
で
す
け
れ
ど
も
、
伸
展
功
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
体
の
す
べ
て
の

部
分
を
開
い
て
、
伸
ば
し
ま
す
。
伸
展
と
い
う
名
前
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
気
功
を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
以
前
、
気

功
は
放

フ
ァ
ン

鬆ソ
ン

（
ほ
う
し
ょ
う
）、
緩
め
て
、
緩
め
て
と
言
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
現

代
で
も
、
気
功
と
い
う
の
は
、
放
鬆
、
緩
め
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

理
論
的
に
は
、
そ
れ
で
も
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
練
習
す
る
と
き
に
、
こ
の
放
鬆

と
い
う
感
覚
は
、
伸
展
よ
り
も
感
じ
取
り
に
く
い
で
す
。

ど
れ
ぐ
ら
い
緩
め
た
状
態
を
放
鬆
と
い
う
の
か
。
そ
れ
は
、
ま
ず
先
生
が
放
鬆
と
い
い
、
そ

し
て
何
年
も
や
っ
て
も
ず
っ
と
放
鬆
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
放
鬆
が
な
か
な
か
分
か
ら
な

い
の
で
す
。
私
た
ち
の
峨
眉
の
功
法
の
中
で
は
、
最
初
の
こ
ろ
は
放
鬆
と
は
い
い
ま
せ
ん
。
伸

展
と
い
い
ま
す
。
大
き
く
体
を
使
う
。
伸
展
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
、
本
当
に
分
か
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
放
鬆
は
で
き
な
い
の
で
す
。
放
鬆
と
い
う
の
は
、
伸
展
の
中
で
行
わ
れ
る
も
の

を
本
当
の
放
鬆
と
い
い
ま
す
。
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た
と
え
ば
、
一
房
の
ブ
ド
ウ
が
あ
る
と
し
ま
す
。
私
は
日
本
に
来
て
二
、
三
日
た
ち
ま
す
け

れ
ど
も
、
私
も
日
本
の
ブ
ド
ウ
を
食
べ
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
は
切
り
取
っ
て
、
皿
の
上
に
乗
せ
ま

す
。
そ
れ
は
、
相
対
的
に
は
放
鬆
し
た
状
態
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を
長
く
置
い
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
上
が
下
を
、
下
が
さ
ら
に
下
を
と

圧
迫
し
て
押
さ
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
早
く
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ブ
ド
ウ
を
吊
る

す
と
、
外
か
ら
見
る
と
緊
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
一
つ
の
ブ
ド
ウ
の
粒

は
押
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
吊
る
し
た
状
態
が
伸
展
し
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
と
き
が
、
ブ
ド
ウ
の
一
粒
一
粒
に
と
っ
て
は
、
放
鬆
し
た
状
態
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
放
鬆
と
い
う
の
は
、
伸
展
し
て
い
る
前
提
の
下
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
例
を
挙
げ
て
証
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

気
功
で
も
太
極
拳
で
も
、
放
鬆
と
い
い
ま
す
。
放
鬆
の
そ
の
前
の
最
初
の
一
言
は
、
虚き

ょ

領れ
い

頂
ち
ょ
う

勁け
い

と
い
い
ま
す
。
も
し
く
は
、
百ひ

ゃ

会く
え

上
頂
。
座
っ
て
い
て
も
立
っ
て
い
て
も
、
先
生
が
言
う
第

一
声
は
、
虚
領
頂
勁
、
百
会
上
頂
で
あ
り
、
そ
の
後
一
連
の
要
求
が
あ
り
、
最
後
に
放
鬆
と
言

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
先
生
自
身
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
な
ぜ
虚
領
頂
勁
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
こ
ろ
は
き
ち
ん
と
虚
領
頂
勁
が
で
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
放
鬆
の
と
き
に
は
姿
勢

が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
前
提
で
す
。
虚
領
頂
勁
の
状
態
は
、
か
ら
だ
を

伸
ば
し
て
伸
展
し
て
い
ま
す
。

百
会
上
頂
と
い
う
の
は
、
上
に
伸
ば
し
て
い
く
状
態
で
す
。
こ
れ
は
人
で
す
。
百
会
は
上
に

上
げ
て
い
き
ま
す
。
私
た
ち
の
重
心
は
下
に
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
真
ん
中
に
あ
る
私
た
ち
の

か
ら
だ
は
、
放
鬆
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
あ
の
放
鬆
し
た
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
伸
展
し
て
い
る
状
態
で
す
。

私
た
ち
が
、
な
ぜ
い
つ
も
伸
展
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
伸

展
と
い
う
の
は
、
正
式
な
功
法
の
前
の
準
備
と
し
て
行
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
す
べ
て
の
功

法
の
基
礎
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
の
す
べ
て
の
気
功
の
授
業
で
は
必
修
科
目
と
し
て

伸
展
功
が
あ
り
ま
す
。
伸
展
が
で
き
て
か
ら
、
そ
の
後
で
放
鬆
に
い
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
か

ら
だ
と
い
う
観
点
で
の
理
解
で
す
。

気
の
観
点
か
ら
い
く
と
、
見
て
く
だ
さ
い
、
こ
の
人
。
も
し
放
鬆
し
て
い
る
状
態
だ
と
す
る

と
、
こ
こ
に
座
っ
て
い
る
、
絵
は
あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
放
鬆
し
て
座
り
ま

す
。
体
と
か
、
臓
部
は
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
気
が
巡
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

阻
害
し
て
い
る
も
の
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
座
る
と
き
も
ち
ゃ
ん
と
座
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
。「
坐
如
鐘
」、
鐘
の
よ
う
に
座
る
。「
站
如
松
」、
松
の
よ
う
に
立
つ
。
そ
れ
は
、
き

ち
ん
と
伸
展
し
た
状
態
で
姿
勢
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

気
功
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
も
う
少
し
深
い
レ
ベ
ル
で
話
を
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
レ
ベ
ル

が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
深
め
て
理
解
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

か
ら
だ
、
も
し
く
は
、
経
絡
を
一
本
の
琴
の
弦
だ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
弦
を
し

っ
か
り
と
張
ら
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
に
大
き
な
力
で
は
じ
い
て
も
音
は
出
ま
せ
ん
。
こ
の
弦
を

し
っ
か
り
張
れ
ば
、
軽
く
は
じ
い
て
も
音
は
出
ま
す
。
こ
の
弦
が
、
あ
な
た
の
経
絡
に
相
当
し

ま
す
。

ま
ず
伸
ば
し
ま
す
、
伸
展
さ
せ
ま
す
。
峨
眉
の
動
作
で
は
、
ま
ず
伸
ば
し
ま
す
。
こ
の
伸
ば

し
た
と
こ
ろ
で
少
し
動
か
し
ま
す
。
経
絡
を
少
し
弾
き
ま
す
。
そ
こ
に
出
る
音
と
い
う
の
が
、
気

に
相
当
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
伸
ば
し
た
状
態
が
前
提
と
な
っ
て
、
こ
の
気
の
動
き
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
少
し
深
い
伸
展
と
い
う
意
味
の
捉
え
方
で
す
。

峨
眉
の
功
法
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
に
、
ゆ
る
ん
で
ユ
ラ
ユ
ラ
し
た
練
習
は
あ
り
ま
せ
ん
。
放

鬆
、
開
い
て
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
い
く
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
曲
げ
る
こ
と
に
反
対
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伸
展
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
直
線
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
、
伸
展
。
こ
の

弦
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
さ
ら
に
張
ろ
う
、
伸
ば
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
で
も
、
こ
の
二
点
は
動

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
、
た
と
え
ば
、
こ
れ
が
私
だ
と
し
ま
す
。
頭
、
足
、
こ
う
い
う
ふ

う
に
し
て
伸
展
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
を
伸
展
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
以
上
、
上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
以
上
、
下
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
二
点
は
動
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
は
、
さ

ら
に
伸
ば
し
た
い
と
き
、
伸
展
し
た
い
と
き
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
う
一
つ
点
を
作
り
ま
す
。
こ
の
弦
を
引
っ
張
り
ま
す
。
こ
の
二
点
は
動
か
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
こ
こ
で
三
方
向
に
力
が
働
き
ま
す
。
こ
の
線
よ
り
も
、
伸
展
し
て
い

る
力
は
強
く
な
り
ま
す
。

こ
の
状
態
は
、
力
が
あ
る
状
態
で
す
か
、
そ
れ
と
も
、
緩
ん
で
い
る
状
態
で
す
か
。
力
が
あ

る
状
態
で
す
。
緩
ん
で
い
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
、
こ
れ
は
弓
で
す
。

昔
の
先
生
も
こ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
そ
れ
で
煉
功
は
直
線
だ
け
で
は
な
く
て
、
円
、
丸
く

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
言
っ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
伸
展
と
い
う
の
は
、
み
な
さ
ん
が
理
解
し
て
い
る
伸
展
を
さ
ら
に
伸
展
さ
せ
た

ら
、
直
線
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
曲
線
を
作
れ
ば
、
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
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れ
が
伝
統
的
な
功
法
の
円
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
線
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
引
っ
張
っ
た
状
態
が

円
で
す
。
円
と
い
う
の
は
、
た
だ
単
に
曲
げ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
放
鬆
し

て
い
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
先
生
は
、
放
鬆
し
て
、
曲
げ
て
曲
線
を
つ
く
っ
て
と

要
求
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
伸
展
し
て
い
る
前
提
が
な
け
れ
ば
、
基
礎
が
な
け
れ

ば
、
こ
の
円
は
な
い
の
で
す
。
こ
の
円
は
、
ば
ね
を
こ
の
よ
う
に
戻
し
て
き
た
状
態
で
、
気
功

で
も
、
太
極
拳
で
も
同
じ
で
、
ど
の
部
分
に
も
力
が
働
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
私
が
言
う
伸
展
は
、
緊
張
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
放
鬆
と
い

う
の
は
伸
展
の
中
で
得
ら
れ
る
、
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
昔

の
人
が
言
っ
た
円
と
い
う
の
は
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
は
、
円
を
曲
線
で
放
鬆

し
た
状
態
と
間
違
っ
て
理
解
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
年
も
何
年
も
練
習
し
て
も

何
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
直
線
を
し
っ
か
り
と
練
習
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ま
ず
、
準
備
だ
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
基
礎
で
す
。
ま
ず
直
線
、
伸
ば
す
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
直
線
の
基
礎
の
上
に
円
の
練
習
を
や
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
功
法
の
前

の
準
備
で
あ
り
、
ま
た
基
礎
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
に
習
っ
た
方
は
知
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
峨
眉
の
基
本
功
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
続
け
て
練
習
し
た
い
と
き
に
は
、
う
ち
に
帰

っ
て
す
ぐ
で
き
る
ぐ
ら
い
簡
単
な
も
の
で
す
。

二
つ
の
直
線
を
作
り
ま
す
。
一
直
線
（
頭
か
ら
足
を
結
ぶ
直
線
）、
こ
こ
に
も
う
一
つ
の
直
線

（
両
腕
を
横
に
上
げ
、
左
右
の
中
指
の
先
を
遠
く
に
の
ば
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
直
線
）
を
作
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
だ
ん
だ
ん
と
、
こ
の
中
に
、
二
つ
の
直
線
が
あ
る
こ

と
が
体
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
膝
を
曲
げ
て
も
、
回
っ
て
も
、
歩
い
て
も
、
ど
の
よ
う

に
し
て
も
こ
の
線
が
保
て
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
が
基
本
の
基
本
で
す
。

先
ほ
ど
、
気
血
が
少
な
く
、
指
を
見
た
と
き
、
指
先
が
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
人
も
、
こ
れ

を
練
習
し
て
い
る
と
、
絶
対
に
改
善
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
っ
と
も
遠
い
と
こ
ろ
を
目
指
し

て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。
長
く
練
習
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
末
梢
の
気
血
の
巡
り
が
よ
く
な
り

ま
す
。

前
功
、
こ
の
前
の
準
備
と
い
う
の
は
、
た
だ
単
な
る
準
備
で
は
な
く
て
、
基
礎
を
や
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
第
二
段
階
は
、
正
功
、
正
式
に
功
法
を
煉
功
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
時

は
目
的
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
目
的
が
肺
で
あ
れ
ば
肺
を
、
肝
で
あ
れ
ば
肝
を
、
気
を
煉
ず

る
の
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
練
習
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
神
を
目
的
と
す
る
な
ら
、
そ
の
た

め
の
功
法
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ
て
功
法
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
に
後
功
、
功
後
導
引
と
い
う
も
の
を
行
い
ま
す
。
正
式
に
練
習
を
し
た
後
は
、
そ
の

練
習
方
法
が
正
し
く
て
も
、
正
し
く
な
く
て
も
、
必
ず
そ
こ
に
は
あ
る
影
響
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

正
し
け
れ
ば
よ
い
効
果
が
、
正
し
く
な
け
れ
ば
よ
く
な
い
影
響
が
あ
り
ま
す
。
煉
功
す
れ
ば
、
必

ず
そ
こ
に
は
何
か
効
果
、
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

功
後
導
引
の
意
味

功
後
導
引
の
意
味
は
、
ま
ず
一
つ
め
、
正
し
い
効
果
を
さ
ら
に
強
め
る
。
た
と
え
ば
、
肺
臓

の
功
後
導
引
の
練
習
方
法
は
、
肺
の
機
能
を
さ
ら
に
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
初
心

者
に
と
っ
て
は
、
正
式
な
功
法
の
と
こ
ろ
で
は
、
感
覚
が
は
っ
き
り
と
は
生
ま
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
功
後
導
引
で
は
、
確
実
に
効
果
が
出
て
き
ま
す
。
直
接
、
そ
の
動
作
を
す
る
の
で
す

か
ら
。
功
後
導
引
は
、
得
ら
れ
た
よ
い
効
果
を
さ
ら
に
強
く
し
ま
す
。
ま
た
負
の
影
響
を
消
す

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

煉
功
し
て
、
な
ぜ
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
が
あ
る
の
か
疑
問
に
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち

の
弁
証
法
を
用
い
て
説
明
す
る
と
、
い
い
効
果
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
悪
い
効
果
が
あ
り

ま
す
。
肺
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
肺
の
機
能
は
よ
く
な
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
相
対
的
に
は
、
ほ
か
の
部
分
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。

肺
臓
の
小
煉
形
を
練
習
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
膨
れ
た
よ
う
な
感
じ
が
起
こ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
練
習
す
る
中
で
、
実
際
に
は
多
く
の
気
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。
胸
は
肺
の
宮
殿
と
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
肺
へ
の
効
果
が
あ
る
わ
け
で
す
。

で
も
、
終
わ
っ
た
後
、
気
を
こ
の
と
こ
ろ
に
と
ど
め
て
お
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
、
こ
れ
を
散
ら
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
気
を
散
ら
さ
な
け
れ
ば
、
一
日
、
二
日
、

一
年
、
二
年
、
時
間
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
上
手
に
な
り
、
実
力
が
付
け
ば
付
く
ほ
ど
、
こ
こ

に
集
ま
っ
て
き
た
気
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
逆
に
肺
を
傷
つ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

白
隠
禅
師
は
「
肺
焦
」
だ
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。「
焦
」
と
い
う
の
は
、
火
で
す
。

「
焦
」
は
、
中
国
で
は
火
が
強
す
ぎ
て
、
焦
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
飯
が
焦
げ
て
し
ま
う
の

は
、
火
が
強
す
ぎ
た
か
ら
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。

私
た
ち
は
三
焦
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
気
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
気
は

温
か
い
も
の
。
温
か
さ
が
多
く
な
れ
ば
、
火
に
な
り
ま
す
。
火
が
多
す
ぎ
れ
ば
焦
げ
て
し
ま
い

ま
す
。「
肺
焦
」
と
い
う
の
は
、
肺
が
焦
げ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
肺
に
集
ま
っ
た
気
が
も

の
す
ご
く
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
も
し
く
は
、
ず
っ
と
長
く
そ
こ
に
気
が
あ
っ
て
、
長
く
そ

こ
に
置
き
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
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私
た
ち
が
気
功
で
よ
く
使
う
言
葉
に
、「
走
火
入
魔
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
走
火
」

と
い
う
の
は
、
気
が
流
れ
る
道
を
誤
っ
た
、
気
が
多
す
ぎ
て
、
そ
の
流
れ
る
道
を
誤
っ
た
。
こ

れ
が
「
走
火
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
入
魔
」
は
、
精
神
的
な
も
の
に
対
し
て
言
っ
て
い
ま
す
。

走
火
は
気
、
入
魔
は
神
に
対
し
て
言
っ
て
お
り
、
別
々
の
こ
と
で
す
。

白
隠
禅
師
は
肺
焦
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
呼
吸
の
調
息
に
問
題
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
。
私
た
ち
の
肺
臓
の
小
煉
形
と
い
う
の
は
、
気
を
肺
の
と
こ
ろ
へ
集
め
て
、
肺
を
煉
じ
ま
す
。

煉
す
る
こ
と
が
終
わ
っ
た
ら
、
そ
こ
に
置
い
て
お
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
長
く
置

い
て
お
く
と
、
火
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
逆
に
、
肺
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
功
後
導
引
は
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
行
い
ま
す
。

正
式
な
肺
臓
の
小
煉
形
の
功
法
と
い
う
の
は
、
気
を
肺
に
集
め
て
、
そ
こ
で
効
果
を
得
て
、
そ

れ
が
終
わ
っ
た
後
、
功
後
導
引
で
そ
の
気
を
散
ら
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
、
功
後
導
引
、

功
前
導
引
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
正
式
な
導
引
よ
り
も
大
事
で
あ
る
と
私
は
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
伝
統
的
な
功
法
の
中
で
は
、
完
全
な
功
法
に
は
、
必
ず
、
功
前
、
功
後
、
そ

れ
か
ら
、
正
功
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

功
後
導
引
に
は
、
導
引
、
按
蹻
術
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
目
を
動
か
し
た
り
、
耳
を
さ

わ
っ
た
り
、
腰
眼
を
さ
す
っ
た
り
、
こ
れ
は
全
部
功
後
導
引
に
含
ま
れ
ま
す
。
き
ち
ん
と
体
系

が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
的
に
な
っ
て
い
て
、
ま
ず
ど
こ
を
動
か
し
、
次
に
ど
こ
を
動
か
す
と
順
番

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
適
当
に
た
だ
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
い
う
、
そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

初
心
者
は
、
ど
こ
を
な
で
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
少
し
実
力
が
つ
い
て
き
た
ら
、
ま
ず
、
先

に
ど
こ
を
や
っ
て
、
そ
の
次
に
ど
こ
を
や
る
と
決
ま
っ
た
や
り
方
で
行
う
と
、
そ
の
意
義
が
違

っ
て
き
ま
す
。
功
後
導
引
も
き
ち
ん
と
体
系
を
持
っ
た
も
の
で
す
。
功
後
導
引
は
安
全
に
着
陸

す
る
こ
と
で
す
。

も
う
少
し
深
い
功
後
導
引
の
内
容
を
話
し
ま
す
。
正
式
な
功
後
導
引
の
練
習
が
終
わ
っ
た
ら
、

ま
ず
、
目
の
練
習
を
し
ま
す
。
中
医
学
の
中
で
、
目
は
も
っ
と
も
複
雑
な
器
官
で
あ
り
、
五
臓

六
腑
の
気
は
す
べ
て
目
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

煉
功
が
深
ま
っ
て
い
く
と
、
全
身
が
放
鬆
し
た
状
態
で
は
な
く
て
、
硬
く
な
っ
て
き
ま
す
。
か

な
り
の
実
力
が
あ
る
と
き
の
話
で
す
。
わ
れ
わ
れ
が
よ
く
言
う
入
定
、
禅
定
、
そ
う
い
う
状
態

に
な
っ
た
と
き
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
放
鬆
の
状
態
で
は
な
く
て
、
緊
張
し
た

状
態
で
す
。
さ
ら
に
、
少
し
硬
く
な
り
ま
す
。
収
功
し
た
い
と
思
っ
て
も
す
ぐ
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
い
つ
で
も
す
ぐ
に
収
功
で
き
る
と
い
う
の
は
そ
れ
ほ
ど
実
力
が
な
い
状
態
で
す
が
、
本
当

に
実
力
が
あ
る
と
き
は
定
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
収
功
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
は
そ

れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
に
は
、
ま
ず
目
を
動
か
し
ま
す
。
目
は
も
っ
と
も
硬
く
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
五

臓
六
腑
の
気
が
目
に
来
て
い
ま
す
。
目
に
は
気
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気
は
動
く
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
目
が
動
く
と
、
五
臓
の
気
も
動
き
、
そ
し
て
、
五
臓
の
気
が
動
く
と
、
か
ら
だ
全
体

が
ゆ
る
ん
で
き
ま
す
。
ま
ず
目
を
動
か
し
て
、
そ
し
て
、
他
の
と
こ
ろ
を
動
か
し
て
、
そ
し
て
、

収
功
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

反
対
か
ら
考
え
る
と
、
目
と
五
臓
六
腑
と
は
関
係
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
も
っ
と
も
静
か

に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
目
で
す
。
座
っ
た
と
し
て
も
目
は
動
い
て
い
ま
す
。
瞼
も
動

き
、
眼
球
も
動
い
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
静
か
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
心
も
平
静
に
な
っ
て
い
な

い
し
、
気
も
落
ち
着
い
て
い
な
い
状
態
で
す
。
お
互
い
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。本

当
の
意
味
で
の
禅
定
は
、
禅
定
と
入
魔
を
な
か
な
か
見
分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
見
分
け
る
方
法
と
し
て
、
目
も
一
つ
の
場
所
で
す
。
入
魔
で
あ
れ
ば
、
体
は
動
い
て
い
な

く
て
も
意
識
は
動
い
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
目
の
玉
が
動
い
て
い
ま
す
。

本
当
に
禅
定
状
態
に
入
る
と
、
気
の
巡
り
は
ゆ
っ
く
り
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
熱
く
な

る
の
で
は
な
く
て
、
逆
に
冷
た
く
な
り
ま
す
。
柔
ら
か
い
の
で
は
な
く
て
、
硬
く
な
り
ま
す
。
気

が
な
い
人
は
硬
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
気
の
巡
り
が
少
な
く
な
れ
ば
か
ら
だ
は
硬
く
な
る
と
い

う
こ
と
が
理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
気
の
巡
り
を
少
な
く
さ
せ
る
の
か
、
昨
日
も
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
丹
の
部
分
は
小

さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
よ
い
の
で
す
か
ら
、
気
を
丹
に
戻
す
の
で
す
。
初
心
者
に
と
っ
て
は
、
練

功
は
準
備
を
し
て
、
正
式
に
煉
功
し
て
、
そ
し
て
収
功
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
て
も
実

力
の
あ
る
人
で
も
同
じ
で
す
。
こ
の
内
容
は
す
べ
て
必
要
で
す
。
こ
れ
が
文
化
の
伝
承
で
あ
り
、

体
系
で
す
。
完
全
に
近
い
体
系
が
あ
る
の
で
す
。
正
の
効
果
を
増
し
、
負
の
影
響
を
消
す
こ
と

が
行
わ
れ
ま
す
。

肺
臓
の
小
煉
形
を
例
に
挙
げ
て
、
こ
の
伝
統
的
な
功
法
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
組
み
立
て
ら
れ

て
い
る
の
か
、
そ
の
理
論
を
み
な
さ
ん
に
簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
。
肺
臓
だ
け
で
は
な
く
、
肝

臓
も
同
じ
で
す
。
峨
眉
派
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
功
法
は
み
ん
な
同
じ
で
す
。
こ
れ
は
基
本
で

も
あ
る
の
で
す
。

肺
の
功
後
導
引
の
練
習
法

具
体
的
な
練
習
方
法
に
入
り
ま
す
。
肺
の
功
後
導
引
を
練
習
し
ま
す
。
肺
臓
の
功
後
導
引
は

二
つ
あ
り
ま
す
。
い
ま
は
そ
ん
な
に
完
成
さ
れ
た
収
功
方
法
を
用
い
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
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す
。
ま
だ
実
力
が
そ
こ
ま
で
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
ま
だ
飛
行
機
で
は
な
く
て
車
で
す
。
で

す
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
だ
け
で
い
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
動
作
は
二
つ
だ
け
で
す
。
座
っ

た
ま
ま
で
け
っ
こ
う
で
す
。（
実
演
）

握
固
の
動
作
が
、
こ
れ
で
終
わ
り
ま
し
た
。
両
腕
を
離
し
て
、
腕
は
自
然
に
両
脇
の
と
こ
ろ

に
降
り
て
き
ま
す
。
こ
の
前
は
、
気
は
こ
こ
（
胸
）
に
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
後
の
状
態
は
、
こ

こ
（
胸
）
を
動
か
す
た
め
に
行
い
ま
す
。

第
一
段
階
と
し
て
、
肘
を
う
し
ろ
に
衝
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
で
す
。
ゆ
っ
く
り
練
習
し
ま
す
。

う
し
ろ
に
肘
を
衝
い
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
自
然
に
胸
が
開
き
ま
す
。
自
然
に
収
腹
、
お

な
か
が
引
っ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
顔
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
こ
で
止
ま
り
ま
す
。
お
な
か
を

引
っ
込
め
て
胸
を
開
く
。
は
い
、
緩
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
後
、
胸
の
前
で
手
を
組
み
ま
す
。
左
右
、
ど
ち
ら
の
手
が
前
に
な
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
両
腕
を
前
に
、
胸
を
内
に
入
れ
て
、
背
中
を
ア
ー
チ
に
し
て
う
し
ろ
に
衝
き
出
す
。
第
一

番
め
の
動
作
で
胸
を
開
き
、
第
二
番
め
の
動
作
で
は
、
胸
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
二

番
目
の
動
作
は
、
胸
を
入
れ
て
、
背
中
の
い
ち
ば
ん
飛
び
出
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
う
し
ろ
に
向

か
っ
て
力
を
働
か
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
緩
め
ま
す
。

も
う
一
度
や
り
ま
す
。
肘
を
う
し
ろ
に
衝
き
ま
す
。
胸
を
広
げ
て
、
お
な
か
を
入
れ
て
、
肘

を
入
れ
ま
す
。
こ
こ
で
止
ま
り
ま
す
。
は
い
、
緩
め
ま
す
。
そ
し
て
、
手
は
前
へ
、
繰
り
返
し

練
習
し
ま
す
。
含
胸
、
抜
背
、
手
は
前
。
緩
め
て
。

も
う
一
度
や
り
ま
す
。
う
し
ろ
、
肩
を
広
げ
、
胸
を
広
げ
て
、
首
を
戻
す
。
止
ま
っ
て
。
こ

こ
で
止
め
て
く
だ
さ
い
。
は
い
、
放
鬆
し
て
緩
め
て
、
こ
こ
で
呼
吸
を
整
え
て
か
ら
次
の
動
作

に
移
り
ま
す
。
前
の
動
作
と
続
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
呼
吸
を
整
え
て
、
そ
れ
か
ら
、
そ

の
次
の
動
作
を
行
う
。
こ
の
よ
う
に
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
ま
ず
胸
の
練
習
を
し
ま
す
。
導
引
と
い
う
の
は
、
体
の
動
作
を
使
う
こ
と
で
す
。
体

の
動
作
を
使
っ
て
、
呼
吸
に
影
響
を
与
え
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
気
に
影
響
を
与
え
て

い
く
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
動
作
を
行
う
と
き
に
は
、
肘
を
う
し
ろ
に
衝
い
て
、
お
腹
を

入
れ
て
、
胸
を
開
い
て
、
止
ま
る
。
自
分
の
呼
吸
を
見
て
く
だ
さ
い
。
呼
吸
が
止
ま
る
、
自
然

に
止
ま
り
ま
す
ね
。
は
い
、
緩
め
て
く
だ
さ
い
。

導
引
の
効
果
が
、
体
、
呼
吸
、
気
に
及
ん
で
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が
、
一
つ
め
の
導
引
方

法
で
す
。
横
に
い
る
人
と
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
お
互
い
に
そ
の
動
作
を
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
き
ち
ん
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
。
一
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
胸
を
開

い
て
、
次
は
胸
を
入
れ
る
こ
と
。
二
、
三
回
目
や
れ
ば
汗
が
出
て
き
ま
す
。（
実
演
）

功
後
導
引
の
二
つ
め
の
練
習
法

二
つ
め
を
話
し
ま
す
。
初
心
者
は
、
正
功
、
正
式
な
煉
功
で
は
、
な
か
な
か
体
感
が
得
ら
れ

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
正
式
な
練
習
方
法
と
い
う
の
は
、
静
か
に
な
っ
て
、
方
法
を
マ
ス
タ

ー
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
功
後
導
引
、
そ
れ
か
ら
、
功
前
導
引
の
準
備
と
い
う
、
こ

の
よ
う
な
導
引
の
練
習
と
い
う
の
は
、
も
っ
と
も
直
接
的
に
効
果
が
現
れ
ま
す
。

一
つ
一
つ
の
臓
腑
の
功
後
導
引
は
、
初
心
者
に
と
っ
て
も
、
練
習
す
れ
ば
す
ぐ
に
効
果
が
得

ら
れ
る
も
の
で
す
。
私
が
臨
床
で
用
い
る
時
も
、
患
者
に
対
し
て
、
こ
の
肺
臓
の
小
煉
形
を
教

え
る
の
で
す
が
、
正
式
な
功
法
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
こ
の
功
後
導
引
の
二
つ
の
動
作
を

練
習
し
て
く
だ
さ
い
と
言
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
あ
な
た
の
練
習
は
、
最
初
の
こ
ろ
は
、
こ
の
功
後
導
引
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ず
っ
と
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
正
式
な
功
法
も
毎
日
練
習
す
る
の
で
す
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
効
果

が
体
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
肺
を
調
え
る
効
果
も
増
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
を
歌
う
（♪

SH
A

N
G

 A
N

G

）
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に
肺
の
病
気
が
治
っ
て
し
ま
う

と
い
う
体
感
は
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
一
定
期
間
の
練
習
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
効
果
を
待
つ
の
で
あ
れ
ば
、
功
後
導
引
の
練
習
を
し
な
が
ら
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
日
こ
の

「♪
SH

A
N

G
 A

N
G

」
を
う
ま
く
歌
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
功
後
導
引
は
マ
ス
タ
ー
し
て

く
だ
さ
い
。

二
人
一
組
に
な
っ
て
、
こ
の
導
引
を
練
習
し
て
、
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

格
好
を
や
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
習
得
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

導
引
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
動
作
を
す
る

こ
と
に
、
私
は
反
対
で
す
。
こ
の
動
作
は
、
ど
こ
を
対
象
に
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
が
し
っ
か
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り
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
昨
日
言
っ
た
よ
う
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
（
手
を
握
っ
た
り

開
い
た
り
す
る
）
す
る
の
は
、
指
を
煉
じ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
作
用
は
目
に
見
え
る
も
の
で
す
。

導
引
は
は
っ
き
り
と
分
か
る
も
の
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
肺
の
一
つ
め
の
功
後
導

引
で
し
た
。（
実
演
）

二
つ
目
の
導
引
を
行
い
ま
す
。
姿
勢
は
そ
の
ま
ま
で
、
肩
の
練
習
を
し
ま
す
。
肩
を
上
へ
、
う

し
ろ
、
下
、
前
。
一
、
二
、
三
、
肩
甲
骨
を
動
か
す
の
で
す
。
今
度
は
こ
ち
ら
側
。
一
、
二
、
三
。

今
度
は
両
方
。
一
、
二
、
三
。
交
互
に
、
一
、
二
、
三
。

何
度
か
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
る
と
、
熱
く
な
っ
て
き
ま
す
。
も
し
、
熱
く
な
ら
な
い
人
が
い

れ
ば
、
こ
こ
が
動
い
て
い
な
い
、
違
う
と
こ
ろ
が
動
い
て
い
る
の
で
す
。
本
当
に
で
き
る
人
は
、

動
作
は
そ
ん
な
に
大
き
く
な
く
て
、
中
は
ち
ゃ
ん
と
動
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
気
功
の
効

果
で
す
。

駆
け
足
を
す
る
と
し
ま
す
。
走
っ
た
ら
汗
が
出
ま
す
。
そ
れ
は
練
習
を
積
ま
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。
誰
で
も
で
き
ま
す
。
座
っ
た
ま
ま
で
汗
を
出
す
の
は
、
煉
功
を
し
な
く
て
は
で
き
な

い
こ
と
で
す
。

気
功
と
は
何
か
、
私
が
ま
と
め
ま
す
か
ら
記
憶
し
て
く
だ
さ
い
。
私
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
言

う
の
で
す
け
れ
ど
も
、「
も
っ
と
も
小
さ
い
力
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
動
作
を
行
う
、
完
成
さ
せ

る
」。
こ
れ
が
気
功
で
す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
動
作
で
す
。
見
て
く
だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
や
り

ま
し
ょ
う
。（
実
演
）

握
固
に
し
て
、
肩
を
上
げ
て
、
う
し
ろ
、
肩
甲
骨
を
ぐ
っ
と
寄
せ
ま
す
。
横
の
人
を
見
て
く

だ
さ
い
。
奥
歯
を
か
み
し
め
て
い
ま
せ
ん
か
。
歯
と
こ
の
動
作
は
関
係
な
い
で
す
。
で
す
か
ら
、

力
を
使
い
す
ぎ
て
い
る
わ
け
で
す
。
背
中
に
力
を
使
っ
て
、
顔
は
緩
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は

練
習
し
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

も
う
一
度
や
り
ま
し
ょ
う
。
上
げ
て
、
歯
は
も
う
力
を
使
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
で
も
、
お

腹
に
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。
お
腹
は
緩
め
て
お
く
の
で
す
。
足
も
緩
め
て
、
肩
甲
骨
だ
け
力
を

使
い
ま
す
。
い
ま
私
が
言
っ
た
こ
と
は
、
も
っ
と
も
小
さ
い
力
で
お
こ
な
う
の
で
す
か
ら
、
こ

こ
に
力
を
使
う
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。「
も
っ
と
も
小
さ
い
力
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
動
作
を

行
う
」。
こ
の
言
葉
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ど
の
功
法
を
や
る
と
き
も
す
べ
て
そ
う
で
す
。

だ
ん
だ
ん
と
そ
の
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
肩
の
動
き
は
、
胸
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
気
功
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
上
肢
の
動
き
の

核
心
と
な
る
部
分
は
、
肩
の
関
節
で
す
。
多
く
の
人
は
肩
が
動
い
て
い
な
く
て
、
腕
だ
け
が
動

い
て
い
ま
す
。
肩
が
動
か
な
け
れ
ば
、
気
血
が
手
に
流
れ
て
行
っ
た
り
、
ま
た
こ
ち
ら
へ
戻
っ

て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
腕
を
一
本
の
木
と
考
え
る
と
、
肩
甲
骨
は
、
そ
の
根
元
に
あ
た
り
ま
す
。
腕
が
木
の
枝

で
、
手
先
が
葉
で
す
。
葉
に
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
葉
に
何
か
し
て
も
だ
め
で
す
。
根

元
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
肩
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

気
功
、
太
極
拳
で
も
っ
と
も
大
事
な
関
節
は
、
肩
の
関
節
と
腰
の
関
節
で
す
。
肩
の
関
節
は

上
肢
、
寛
骨
部
の
関
節
は
下
肢
で
す
。
と
く
に
峨
眉
で
は
、
こ
の
肩
関
節
に
対
し
て
行
う
練
習

が
あ
り
ま
す
。

昨
日
簡
単
な
功
法
を
み
な
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
見
て
い
て
、
格
好

い
い
な
と
思
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
指
を
動
か
す
の
で
は
な
く
、
肩
甲

骨
の
練
習
を
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
腕
を
動
か
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
、
肩
の
関
節
の
練
習
な
の
で
す
。

こ
の
あ
と
二
人
一
組
に
な
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
に
は
、
目
に
は
見
え
な
い
で

す
。
手
で
触
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
う
し
ろ
の
人
が
、
前
の
人
に
、
肩
甲
骨
を
開
い
て
、
入

れ
て
、
開
い
て
、
入
れ
て
、
と
指
示
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
動
き
と
い
う
の
は
、
肩
甲

骨
を
開
い
た
り
、
閉
じ
た
り
、
開
い
た
り
、
閉
じ
た
り
し
て
い
る
動
き
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
分

か
る
と
思
い
ま
す
。

訓
練
が
ふ
だ
ん
足
り
て
い
な
い
人
は
、
歯
に
も
足
に
も
力
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
っ
き

の
動
作
、
こ
の
動
作
も
含
め
て
、
二
人
一
組
に
な
っ
て
、
片
方
が
相
手
の
肩
甲
骨
に
手
を
置
い

て
、
閉
じ
て
、
開
い
て
、
閉
じ
て
、
開
い
て
、
と

動
い
て
い
る
か
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
に
、
外
か
ら
見
る
腕
の
動
き
は
そ

れ
ほ
ど
大
事
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
元

が
動
け
ば
、
根
を
軽
く
動
か
し
た
だ
け
で
も
、
梢

は
動
き
ま
す
。
そ
の
感
覚
も
、
分
か
る
と
思
い

ま
す
。

二
人
一
組
に
な
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
動

作
は
き
ち
ん
と
で
き
な
く
て
も
い
い
で
す
が
、
肩

甲
骨
は
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
が
、
気
功
が
上
手
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
動
作
は
大
き
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る

力
は
小
さ
い
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
覚
え
て
お
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い
て
く
だ
さ
い
、
そ
し
て
、
練
習
し
な
が
ら
、
そ
の
感
覚
を
得
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
初
級
だ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
こ
の
言
葉
は
用
い
続
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
ど
の
レ
ベ
ル
で
も
、
こ
の
言
葉
は
応
用
さ
れ
ま
す
。
今
は
、
も
っ
と
も
基
本
の
と
こ
ろ
か

ら
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
が
こ
う
い
う
方
法
を
習
得
で
き
る
た
め
に
、
先
ほ
ど
も
言

い
ま
し
た
が
、
蛾
眉
の
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
練
習
方
法
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。
た
と

え
、
こ
の
あ
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
複
雑
な
功
法
を
練
習
し
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
が
で
き
れ
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
功
法
を
煉
功
し
て
こ
よ
う
が
、
も
し
く
は
、
太

極
拳
が
で
き
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
練
習
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
も
有
益
だ
と
思
い

ま
す
。

功
法
に
お
い
て
助
け
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
理
論
的
な
こ
と
も
助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
日
、
こ
の
こ
と
（
直
線
と
円
）
を
お
話
し
し
た
と
き
、
太
極
拳
で
は
な
ぜ
よ
く
円
（
丸
く
す
る
）

と
言
う
か
が
、
新
た
に
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

以
前
か
ら
み
な
さ
ん
の
頭
の
中
に
あ
る
円
は
、
こ
の
よ
う
に
曲
げ
て
、
放
鬆
し
た
状
態
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
が
今
日
言
っ
た
円
は
、
も
っ
と
も
大
き
く
伸
展
さ
せ
て
い
る
状
態

で
す
。
も
し
純
粋
に
放
鬆
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
相
手
を
倒
す
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
必
ず
そ
こ
に
は
間
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
直
線
を
練
習
し
ま
す
。
こ
の
二
直
線
で
す
。
は
い
、
立
っ
て
く
だ
さ
い
。（
実
演
）

足
を
肩
幅
に
開
い
て
立
っ
て
く
だ
さ
い
。
顎
を
引
き
ま
す
。
頭
に
、
上
に
引
っ
張
ら
れ
る
力

が
あ
り
ま
す
。
顎
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
頭
の
上
に
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
頭
を
上
に
上
げ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
頭
を
上
に
上
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
体
は
緩
ん
で
い
ま
す
。
顎
を
引
く

と
、
こ
こ
（
首
の
う
し
ろ
）
に
力
が
働
い
て
、
頭
の
上
ま
で
力
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

体
は
一
直
線
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
ま
ず
一
本
の
線
で
す
。

次
に
、
両
手
の
中
指
が
誘
導
し
て
、
横
に
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
肩
の
高
さ
ま
で
上
げ
て
い
き

ま
す
。
指
先
を
遠
く
に
持
っ
て
い
き
ま
す
が
、
胸
や
お
腹
に
力
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
小
さ
な
力
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
動
作
を
行
い
ま
す
。
こ
の
動
作
が
感
じ
取
れ
れ
ば
け

っ
こ
う
で
す
。
は
い
。
緩
め
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
練
習
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
時
間
を
延
ば
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
も
っ
と

も
基
本
の
練
習
方
法
で
す
。
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
と
、
私
が
言
っ
た
伸
展
と
い
う
意
味
が
分
か

っ
て
き
ま
す
。
も
っ
と
も
小
さ
い
力
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
動
作
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

が
体
感
で
き
ま
す
。

こ
の
動
作
を
行
う
と
き
、
か
ら
だ
の
ほ
か
の
ど
こ
か
一
つ
で
も
緊
張
し
て
し
ま
う
と
、
一
本

の
線
で
は
な
く
な
り
ま
す
。
体
の
中
に
、
ほ
か
の
点
が
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
気

の
巡
り
に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
力
の
伝
達
に
影
響
が

あ
る
と
考
え
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
も
っ
と
も
大
き
く
動
く
動
作
、
指
を
伸
ば
し
ま
す
。
伸
ば
し
て
「
一
」

と
い
う
字
に
な
り
ま
す
。

膝
を
緊
張
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
下
腿
部
を
緊
張
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
肩
甲
骨
を
内

に
入
れ
ま
す
。
開
い
て
、
入
れ
て
、
開
い
て
、
入
れ
て
、
開
い
て
、
入
れ
て
、
開
い
て
、
そ
う

す
る
と
、
手
が
熱
く
な
っ
て
き
ま
す
。
中
指
が
誘
導
し
て
、
腕
を
下
に
降
ろ
し
ま
す
。

こ
の
動
作
は
、
先
ほ
ど
言
っ
た
基
礎
の
上
に
動
き
を
加
え
た
も
の
で
す
。
二
人
で
は
な
く
て
、

三
人
、
四
人
で
一
組
に
な
っ
て
、
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
動
作
を
や
る
と
き
に
、
こ
の
部
分
（
中
指
の
指
先
）
は
緩
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
も
っ
と

も
遠
く
に
こ
の
二
点
が
あ
る
か
ら
、
線
が
あ
る
の
で
す
。
中
指
は
少
し
も
緩
め
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
こ
の
二
点
を
遠
く
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
肩
甲
骨
を
内
に
入
れ
ま
す
。

こ
れ
は
一
つ
め
の
要
求
で
す
。
こ
の
肩
甲
骨
を
寄
せ
る
と
き
に
、
も
う
一
人
の
人
が
、
お
腹

の
力
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
、
手
を
軽
く
そ
の
人
の
お
な
か
の
と
こ
ろ
に
当
て
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
と
き
に
、
歯
も
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。も

う
一
人
の
人
は
、
こ
の
ふ
く
ら
は
ぎ
の
と
こ
ろ
を
触
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
い
う

ふ
う
に
上
肢
を
動
か
し
た
ら
、
ふ
く
ら
は
ぎ
に
力
が
入
り
ま
す
か
ら
、
こ
こ
を
緩
め
な
さ
い
と

言
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
、
二
人
、
三
人
、
少
な
く
と
も
三
人
必
要
で
、
練
習
す
る
人
が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
四

人
一
組
で
す
ね
。
一
人
一
人
が
必
ず
こ
の
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
で
練
習
す
る
と
き
に
、
ど
こ
を
注
意
し
な
く
て
は
い
け
な
い

か
が
分
か
り
ま
す
。
こ
う
い
う
動
作
だ
け
を
ひ
た
す
ら
や
っ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は
な

い
の
で
す
。
こ
こ
に
も
力
が
入
っ
て
い
る
、
こ
こ
に
も
力
が
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
こ
こ
は

緩
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
気
を
付
け
て
練
習
す
る
の
で
す
。
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
と
全
体
の

感
覚
と
い
う
も
の
が
養
わ
れ
ま
す
。
気
功
で
は
、
こ
の
全
体
感
、
全
体
の
感
覚
と
い
う
も
の
が

大
事
な
感
覚
で
す
。
こ
れ
は
、
た
だ
単
な
る
哲
学
的
な
考
え
方
で
は
な
く
て
、
気
功
の
方
法
で

す
。
だ
ん
だ
ん
と
そ
れ
が
分
か
っ
て
く
る
と
、
ど
の
よ
う
な
小
さ
な
動
き
で
あ
っ
て
も
、
全
身

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
か
ら
だ
の
ど
の
部
分
に
対
し
て
も
関
係
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
実
力
が
少
し
付
い
て
き
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

も
し
そ
れ
が
体
感
で
き
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
思
い
、
思
惟
的
な
活
動
も
体
の
中
の
い
ろ
い
ろ
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な
部
位
の
気
の
巡
り
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
分
か
れ
ば
進
歩
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
が
分
か
れ
ば
、
さ
ら
に
実
力
が
付
い
て
く
る
と
、
花
が
自
分
自
身
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
分
か
り
ま
す
。
も
し
、
…
…
と
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

も
っ
と
も
基
礎
の
と
こ
ろ
を
今
私
た
ち
は
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
動
作
で
あ
っ
て
も

か
ら
だ
全
身
に
関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
理
論
で
は
な
く
、
煉
功
す
る
中
で
、
そ
れ
を

自
分
で
感
じ
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
感
覚
が
な
け
れ
ば
、
た
だ
単

な
る
知
識
に
す
ぎ
ま
せ
ん
、
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
を
使
っ
て
、
そ
の
理
論
を
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
い
ま
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
こ
ろ
を
動
か
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
も
、

こ
こ
に
も
力
が
入
り
ま
す
が
、
余
分
な
と
こ
ろ
は
力
を
抜
く
こ
と
を
訓
練
し
て
く
だ
さ
い
。

峨
眉
の
「
一
字
勢
」

こ
れ
は
峨
眉
の
「
一
字
勢
」
で
す
。
腕
を
横
に
伸
ば
し
て
い
ま
す
か
ら
、
漢
字
の
「
一
」
と

い
う
字
に
見
え
ま
す
の
で
、
峨
眉
で
は
こ
れ
を
「
一
字
勢
」
と
い
い
ま
す
。「
一
字
樁
」、「
一
字

站
樁
」
と
い
う
言
い
方
も
し
ま
す
。

こ
の
功
法
に
は
伸
展
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
気
血
を
か
ら
だ
の
末
端
に
ま
で
届
け
る
の
で
す
。

気
を
か
ら
だ
の
末
端
に
ま
で
届
け
ら
れ
る
人
が
、
気
を
ま
た
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
が
第
一
段
階
の
練
習
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
取
り
出
し
て
練
習
し
て
い
た
だ
い

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
基
本
の
功
法
と
し
て
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
姿
勢
の
ま

ま
歩
い
て
み
た
り
、
立
っ
た
ま
ま
や
っ
て
み
た
り
、
と
行
え
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

動
作
が
複
雑
に
な
れ
ば
、
こ
の
標
準
を
き
ち
ん
と
取
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
い
ま
私

た
ち
は
、
一
字
の
練
習
を
し
た
だ
け
で
す
。
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
練
習
で
す
が
、
た
ぶ
ん
こ
こ

も
、
こ
こ
も
動
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
複
雑
な
動
作
を
し
た
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
問
題

が
起
き
て
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
厳
格
な
標
準
を
考
え
れ
ば
、
た
っ
た
一
つ
の
動
作
で
も
標
準
を
充
た
し
て

行
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
峨
眉
の
功
法
で
は
、
最
初
か
ら
套
路
の
練
習
を
す
る
こ
と
は
反

対
で
す
。
す
ぐ
に
あ
れ
や
こ
れ
や
の
動
作
を
練
習
し
、
動
作
ば
か
り
を
見
て
い
る
と
、
目
は
ず

っ
と
外
を
見
て
し
ま
い
、
耳
は
外
を
聞
い
て
し
ま
い
、
心
も
外
に
行
っ
て
し
ま
う
。
自
分
の
内

を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
気
功
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
多
く
の
人
は
、
い
ろ
い
ろ
な
功
法
を
練
習
し
た
り
、
長
年
練
習
し
て
も
、
気
感

が
全
然
培
わ
れ
ま
せ
ん
。
今
後
、
ま
た
み
な
さ
ん
が
こ
れ
を
続
け
て
習
う
機
会
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
ほ
か
の
功
法
を
習
う
機
会
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
功
法
は
う
ち
に
帰
っ
て
練

習
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
動
作
を
何
度
も
練
習
し
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん
と

そ
の
感
覚
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
峨
眉
の
要
求
と
し
て
、
ま
ず
動
作
を
大
き
く
行
う
こ
と
。
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
丸
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
丸
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
大
き
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
円
と
い
う
の
は
、
小
さ
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、

大
き
い
も
の
で
す
。
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
が
つ
く
れ
る
わ
け
で
す
。
丸
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
が
空く

う

に
な
り
ま
す
。
大
き
い
、
こ
れ
は
円
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
こ
の
真
ん
中
に
隙
間
が
で
き
ま
す
。
相
対
的
に
空
間
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
空

間
が
で
き
て
く
る
と
、
気
の
巡
り
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ぎ
ゅ
っ
と
締
ま

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
気
の
流
れ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
私
は
伸
展
が
大

事
だ
と
言
う
の
で
す
。

道
教
、
仏
教
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
空
に
な
る
と
、
有ゆ

う

が
生
ま
れ
ま
す
。
気
功
で
い
う
と

こ
ろ
の
有
は
気
の
こ
と
で
す
。
ま
ず
第
一
に
、
大
き
く
す
る
、
そ
し
て
、
丸
く
す
る
、
そ
し
て

空
に
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
有
が
生
ま
れ
ま
す
。

空
に
す
る
の
は
、
有
を
生
む
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
空
と
い
う
の
は
、
真
空
妙

有
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
「
私
は
空
に
な
っ
た
、
放
下
し
た
」
と
言
う
人
が
い
ま
す

峨眉の「一字勢」
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が
、
仏
教
の
方
法
で
は
、
こ
の
よ
う
に
言
う
人
を
蹴
飛
ば
し
ま
す
。
空
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
か
ら
で
す
。
空
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
空
は
有
の
た
め
に
あ
る
と

い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
も
う
少
し
下
ろ
し
て
き
て
、
気
功
と
い
う
こ
と
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
大
き
く
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
空
間
を
大
き
く
す
る
わ
け
で
す
。
空
間
が
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

が
巡
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
も
ら
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

理
論
で
あ
り
、
ま
た
功
法
で
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
な
ぜ
、
虚
領
頂
勁
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
か
、
含
胸
抜
背
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
、
松
の
よ
う
に
立
た
な
く
て
は
い
け

な
い
の
か
。
そ
れ
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
気
の
巡
り
に
対
す
る
準
備
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
一
字
の
練
習
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
も
う
少
し
深
ま
っ
て
く
る
と
、
峨
眉
で
は
、
大
の

練
習
を
し
ま
す
。
外
か
ら
見
て
も
大
で
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
大
と
い
う
の
は
円
に
す
る
た
め

に
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
大
事
な
わ
け
で
す
。

峨
眉
で
は
、
代
表
的
な
功
法
に
峨
眉
十
二
荘
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
十
二
荘
と
い
う
の

は
、
十
二
の
字
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
、
大
の
字
が
あ
り
ま
す
。
動
作
を
ど
の
よ
う
に
や
っ

て
い
る
か
に
注
目
し
て
い
て
は
、
本
当
に
十
二
荘
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
大
と
い
う
功
法
を
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
が
持
つ
意
味
を
理
解
し
て
い
く
の
で

す
。
功
法
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
実
践
を
通
し
て
、
し
っ

か
り
と
本
当
に
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

今
回
こ
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
練
習
す
る
と
き
に
は
、
ず

っ
と
放
鬆
す
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
大
き
く
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
大
き
い
と
い
う
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
心
の
中
で
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

毎
回
煉
功
す
る
前
に
、「
私
は
い
ち
ば
ん
じ
ょ
う
ず
で
あ
る
」
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
大
き

く
な
り
ま
す
。「
あ
っ
、
先
生
が
い
る
」
と
思
え
ば
、
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
煉
功
し
て

い
る
と
き
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
こ
の
言
葉
は
私
が
創
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
仏
教
の
経
典
に
書

い
て
あ
り
ま
す
。
修
行
す
る
と
き
に
は
、
仏
も
存
在
し
ま
せ
ん
。
も
し
仏
が
来
た
と
し
て
も
、
そ

れ
を
切
り
捨
て
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
す
。

初
心
者
に
合
う
功
法
も
あ
り
ま
し
た
し
、
少
し
深
い
哲
学
的
な
理
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
み

な
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
必
要
に
応
じ
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

も
う
一
度
、
今
日
習
っ
た
、
具
体
的
な
方
法
に
戻
り
ま
す
。
肺
臓
の
小
煉
形
、
こ
の
功
前
の

方
法
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
し
た
。
肺
臓
の
小
煉
形
、
そ
し

て
、
功
後
の
二
つ
の
動
作
も
お
伝
え
し
ま
し
た
。
た
っ
た
一
つ
の
臓
腑
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
こ
の
中
に
は
完
全
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
通
し
て
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
肺
臓
の
小
煉
形
で
す
。
こ

の
功
法
を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
続
け
て
練
習
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
の
功
後
導
引
も
自
分
で
や
っ
て
い

た
だ
い
て
け
っ
こ
う
で
す
。
自
分
で
き
ち
ん
と
練
習
し
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。
や
っ

て
み
て
か
ら
、
も
し
問
題
が
あ
れ
ば
、
ま
た
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

先
ほ
ど
言
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
理
論
が
分
か
ら
な
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
こ
の
功

法
を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
回
練
習
し
ま
し
ょ
う
。
座
っ
て
も
、
立

っ
て
も
、
正
座
し
て
も
、
歩
い
て
や
っ
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
好
き
な
よ
う
に
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
変
え
て
練
習
し
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す
。
自
分
で
好
き
な
よ
う
に
や
っ
て
く

だ
さ
い
。
自
分
一
人
し
か
い
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
こ
は
自
分
の
う
ち
だ
と
思

っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
遠
慮
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
始
め
ま
し
ょ
う
。（
実
演
）

手
を
こ
す
っ
て
く
だ
さ
い
。
顔
を
こ
す
っ
て
。
耳
、
首
、
耳
を
引
っ
張
り
ま
す
。
こ
れ
は
肺

実修をする研究会メンバー
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と
関
係
し
ま
す
。
鳴
天
鼓
、
こ
れ
は
腎
で
す
。

軽
く
た
た
き
ま
す
。
頭
を
多
く
た
た
き
ま
す
。
首
の
う
し
ろ
、
腰
、
脚
、
内
側
、
お
腹
、
胸
、

左
腕
の
内
、
外
側
、
右
腕
の
内
側
、
外
側
、
胸
、
背
中
、
内
側
、
お
腹
、
胸
、
左
腕
の
内
側
、
外

側
、
右
腕
の
内
側
、
外
側
、
三
回
目
で
す
。
胸
。
脚
。
最
後
の
最
後
で
す
。
一
、
二
、
三
で
大

き
く
声
を
出
し
ま
す
。（
会
場
発
声
「
一
、
二
、
三
」）

こ
れ
で
安
全
に
着
陸
で
き
ま
し
た
。
毎
回
煉
功
し
た
後
は
、
収
功
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
拍
打
と
い
う
の
は
、
簡
単
で
と
て
も
効
果
的
な
収
功
方
法
で
す
。
大
き
く
声
を
出
す
の
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
以
前
に
は
、
こ
う
い
う
収
功
の
方
法
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
伝
統
的
な
気
功
の
中
に
は
、
こ
う
い
う
方
法
を
と
る
流
派
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

肺
臓
の
小
煉
形
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
関
係
し
た
気
功
の
基
本
的
な
理
論
を
み
な
さ
ん
に
お
伝

え
し
ま
し
た
。
話
し
た
内
容
、
そ
れ
か
ら
関
係
す
る
事
柄
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
自
分
自
身
に
と
っ
て
関
係
し
て
い
る
も
の
、
自
分
自
身
に
有
用
な
も
の
を
選
ん
で
も

ら
っ
た
ら
け
っ
こ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
気
功
の
経
験
も
違
い
、
理
解
力
も
違
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
て
話
し
た
ら
、
雑
に
は
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
多
く
の
内
容
を
こ
の
よ
う
に
し
て

お
伝
え
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

煉
功
は
、
一
歩
一
歩
練
習
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
段
階
を
経
な
が
ら
練
習

し
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。
私
た
ち
が
学
校
に
行
く
の
と
同
じ
で
、
幼
稚
園
か
ら
学

ん
で
、
大
学
生
に
な
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
京
都
の
幼
稚
園
を
終
わ
っ
て
、
東
京
で
ま
た
幼
稚

園
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
幼
稚
園
で
勉
強
し
て
も
、
幼
稚
園
の
レ

ベ
ル
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
多
く
の
人
は
多
く
の
功
法
を
練
習
し
ま
す
が
、
そ

の
後
は
言
わ
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
話
は
こ
こ
ま
で
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
　
鎌
田
東
二

張
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨
日
の
最
後
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う

に
、
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し
て
、
か
ら
だ
を
使
っ
て
自
ら
体
験
し
て
い
く
三
日
間
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
こ
れ
で
す
べ
て
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
身
心
変
容
技
法
研

究
会
は
、
禅
か
ら
、
仏
教
か
ら
、
中
国
の
気
功
、
世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
身
心
変
容
技
法
と
い

う
も
の
を
幅
広
く
学
び
、
か
つ
、
そ
の
中
に
あ
る
問
題
点
を
理
解
し
、
そ
し
て
、
整
理
し
な
が

ら
、
こ
う
い
う
か
ら
だ
を
使
っ
て
心
や
霊
性
と
い
う
も
の
に
関
わ
っ
て
い
く
技
法
、
ワ
ザ
と
い

う
も
の
が
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
、
私
た
ち
の
生
き
て
い
く
活
力
に
な
っ
た
り
、
生
き
て
い
く
と

き
の
支
え
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
と
き
の
一
つ
の
方
法
に
な
っ
た
り
す

る
か
を
吟
味
し
て
い
き
ま
す
。

身
心
変
容
技
法
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
利
点
と
と
も
に
、
偏
差
、
ゆ
が
み
が
起
こ
っ
て
く
る
、
そ

う
い
う
ゆ
が
み
の
問
題
点
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
、
そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
研
究
し
つ
つ
、
こ

の
時
代
の
問
題
点
に
そ
れ
を
応
用
し
、
か
つ
未
来
、
そ
う
い
う
伝
統
的
な
ワ
ザ
が
持
っ
て
い
る

力
、
働
き
と
い
う
も
の
を
も
っ
と
大
き
く
伝
え
て
い
っ
て
、
世
界
中
の
そ
う
い
う
技
法
が
あ
る

と
い
う
こ
と
自
体
が
人
類
の
英
知
の
一
端
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
人
類
の
英
知
を
結

集
し
て
、
今
、
世
界
は
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
い

く
よ
う
な
道
を
探
り
た
い
、
そ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い
う
の
が
今
回
の
研
究
会
の
趣
旨
で
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
の
研
究
会
は
い
ろ
い
ろ
と
机
上
で
や
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

行
っ
た
り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
気
功
の
熟
達
者
を
日
本
に
招
い
て
、
じ
っ
く
り
と
そ

の
研
究
成
果
を
学
び
な
が
ら
、
議
論
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
実
際
体
験
し
て
み
る
と
い
う
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
初
め
て
今
回
、
私

た
ち
も
体
験
し
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
大
切
な

こ
と
は
、
毎
日
行
う
こ
と
で
す
。

私
は
、
多
く
の
こ
と
を
す
る
必
要

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
念
仏

な
ら
念
仏
だ
け
で
も
い
い
と
本
当

に
思
っ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ

れ
は
毎
日
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
し
、
毎
日
し
な
け
れ
ば
本
当
の

力
に
な
っ
て
い
か
な
い
。
毎
日
行

う
こ
と
を
一
つ
き
ち
ん
と
続
け
て
、

や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら

ば
、
い
ろ
い
ろ
な
道
に
通
じ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
。
私
は
ホ
ラ
吹

き
で
す
の
で
、
ホ
ラ
吹
き
を
毎
日

行
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
日
も

最
後
は
や
は
り
ホ
ラ
吹
き
で
閉
め

いつものように法螺貝奉奏にて終了
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た
い
と
思
い
ま
す
。

張
先
生
、
今
回
の
招
待
に
応
え
て
く
だ
さ
り
、
深
く
す
ば
ら
し
い
講
演
と
実
修
を
し
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
練
達

の
通
訳
で
、
気
の
通
っ
た
通
訳
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
山
元
啓
子
さ
ん
、
そ
し
て
、
こ
の
会

を
支
え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
、
三
日
間
熱
心
に
通
い
詰
め
な
が
ら
、
張

先
生
の
熱
演
を
気
を
持
っ
て
、
い
い
気
で
受
け
止
め
て
、
そ
れ
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
み
な
さ
ま
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
ま
す
ま
す
の
道
の
成
就
を
祈
念
し
て
法
螺
貝
を
吹
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
い
つ
も
は
比
叡
山
に
向
か
っ
て
吹
い
て
い
る
の
で
す
が
、
今
日
は
張
先
生
に

向
か
っ
て
捧
げ
ま
し
ょ
う
。（
法
螺
貝
奉
奏
）

鎌
田
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
三
日
間
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第一四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
報
告

二
〇
一
三
年
九
月
二
四
日
　
　
　
　
　 
　（
身
心
変
容
技
法
研
究
会
H
P
掲
載
）

鎌
田
東
二

み
な
さ
ま

本
日
、
中
国
の
気
功
の
老
師
張
明
亮
氏
を
招
い
て
の
第
一
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
定
員
三
〇
名
の
と
こ
ろ
、
四
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
で
、
研
究
会
後
の
「
く
れ

な
い
」
で
の
懇
親
会
も
一
七
名
の
参
加
で
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
三
日
間
に
わ
た
る
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
初
日
の
本
日
は
、
張
老
師
に
、「
中
国
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
身
心
変
容
技
法
研

究
に
つ
い
て
」
発
題
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
、「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
」
を
、
①
峨
眉
山
に
つ
い
て
、
②
丹
道
に
つ
い
て
、
③
医

薬
に
つ
い
て
、
④
養
生
学
に
つ
い
て
、
⑤
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
、
明

晰
か
つ
体
系
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
際
の
答
も
、
理
論
体
系
が
明
確

で
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
と
り
わ
け
、
ポ
イ
ン
ト
は
「
丹
道
」
に
あ
り
ま
し
た
。「
丹

道
」
に
は
、
①
外
丹
―
錬
金
術
、
②
内
丹
―
導
引
・
吐
納
・
存
思
の
三
法
＝
気
功
、
の
二

種
が
あ
り
、
本
科
研
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
身
心
変
容
技
法
」
と
し
て
は
、
②
の
︿
身
体
の
中
の

『
気
』
の
変
化
を
修
練
す
る
﹀「
内
丹
」
が
焦
点
と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
内
丹
」
に
は
三
種
が
あ

り
ま
す
。
①
形
（
か
ら
だ
）
の
修
練
と
し
て
の
導
引
＝
調
身
、
②
気
の
修
練
と
し
て
の
吐
納
＝
調

息
、
③
神
（
精
神
・
心
・
意
念
）
の
修
練
と
し
て
の
存
思
＝
調
神
（
調
心
）、
の
三
種
で
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
本
日
、
張
老
師
が
配
布
し
て
く
れ
た
資
料
「
静
坐
調
身
八
要
」
に
は
、︿
伝
統

的
な
理
論
で
は
「
形
、
気
、
神
」
が
人
体
を
構
成
し
生
命
活
動
を
維
持
す
る
三
大
要
素
で
あ
り
、

そ
の
中
の
「
形
」
は
私
た
ち
が
目
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
身
体
、
組
織
、
器
官
な
ど
を
指
し
、

「
神
」
は
目
に
見
え
な
い
精
神
、
意
識
、
思
惟
活
動
を
い
い
、「
気
」
は
「
形
」
と
「
神
」
を
つ

な
ぐ
紐
や
橋
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。
形
は
、「
気
」
を
通
じ
て
「
神
」
に
影
響
し
、
神
は
、

「
気
」
を
通
じ
て
「
形
」
を
支
配
し
、
気
が
集
ま
っ
て
「
形
」
を
成
し
、
気
を
用
い
て
「
神
」
と

成
す
の
で
あ
る
。
三
者
が
一
つ
の
有
機
的
な
全
体
を
形
成
す
る
。
生
命
は
、
形
、
気
、
神
が
三

位
一
体
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
淮
南
子
』
の
中
に
「
形
者
は
生
の
舎
な
り
。
気

者
は
生
の
充
な
り
。
神
者
は
生
の
制
な
り
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
静

坐
に
お
け
る
調
身
、
調
息
、
調
心
（
神
）
を
、
略
し
て
「
三
調
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
静
坐
を

学
ぶ
上
で
の
三
大
要
素
で
あ
っ
た
。
実
は
「
形
」、「
気
」、「
神
」
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
修
行

方
法
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
調
身
は
、
調
息
、
調
心
の
前
提
で
あ
り
、
静
坐
入
門
の

基
礎
で
あ
る
。
調
息
は
、
実
は
調
気
の
方
法
で
あ
り
、
調
身
と
調
心
の
重
要
な
一
環
で
も
あ
る
。

そ
し
て
調
心
は
、「
三
調
」
の
核
心
部
分
で
あ
り
、
ま
た
調
身
、
調
息
が
目
的
と
す
る
功
法
で
も

あ
る
。﹀
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
基
本
中
の
基
本
概
念
お
よ
び
基
本
構
図
と
い
え
る
も
の
で
し

ょ
う
。
明
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
楽
し
み
で
す
。

わ
た
し
は
、
張
老
師
の
講
演
に
対
し
、
①
時
代
性
―
峨
眉
山
気
功
が
始
ま
っ
た
八
〇
〇
年

前
、
す
な
わ
ち
一
二
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
一
三
世
紀
に
か
け
て
は
、
日
本
も
源
平
の
合
戦
な
ど

が
起
こ
っ
た
激
動
期
で
、
仏
教
シ
ー
ン
で
は
、
法
然
・
親
鸞
に
よ
る
称
名
（
口
称
）
念
仏
、
一
遍

に
よ
る
踊
り
念
仏
、
栄
西
や
道
元
に
よ
る
禅
の
導
入
と
実
践
、
日
蓮
に
よ
る
法
華
信
仰
と
題
目

行
、
神
道
シ
ー
ン
で
は
、
伊
勢
神
道
が
起
こ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
昨
年
二
〇
一
二
年
は
法

然
大
遠
忌
八
〇
〇
年
、
鴨
長
明
『
方
丈
記
』
著
作
八
〇
〇
年
の
節
目
の
年
で
、
こ
の
こ
ろ
『
平

家
物
語
』
も
形
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

②
戦
争
と
身
心
変
容
技
法
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
新
し
く
身
心
変
容
技
法
を
必
要
と
し
て

い
る
時
代
と
は
、
戦
争
と
か
自
然
災
害
・
飢
饉
と
か
疾
病
と
か
が
拡
大
す
る
混
乱
期
で
は
な
い

か
と
い
う
点
。
③
峨
眉
山
に
対
峙
す
る
日
本
の
霊
山
は
比
叡
山
で
、
こ
こ
で
学
ん
だ
法
然
や
親

鸞
や
栄
西
や
道
元
や
日
蓮
が
仏
教
を
イ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
と
同
時
に
、
最
澄
の
弟
子
の
円
仁
、
そ

の
弟
子
の
相
応
か
ら
「
天
台
千
日
回
峰
行
」
と
い
う
日
本
独
自
の
身
心
変
容
技
法
で
あ
る
天
台

の
修
験
道
も
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
こ
の
三
点
を
日
中
対
比
的
に
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。第

二
部
の
質
疑
応
答
で
は
、
永
沢
哲
さ
ん
が
、
①
「
内
丹
」
の
語
の
発
生
お
よ
び
そ
の
起
源
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と
形
成
過
程
に
つ
い
て
、
②
房
中
術
に
つ
い
て
、
③
昇
仙
・
尸
解
仙
伝
承
に
つ
い
て
、
④
「
洞

天
」
お
よ
び
暗
黒
瞑
想
に
つ
い
て
、
⑤
中
国
の
身
体
技
法
や
身
体
文
化
に
対
す
る
イ
ン
ド
の
影

響
に
つ
い
て
、
な
ど
五
つ
の
質
問
を
し
、
そ
れ
に
一
つ
一
つ
具
体
的
か
つ
て
い
ね
い
に
答
え
が

返
さ
れ
、
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
明
日
の
指
定
討
論
者
の
濱
野
清
志
京
都
文
教
大
学
教
授
（
臨
床
心
理
学
）
か
ら
「
内
視

の
普
遍
性
と
特
殊
性
に
つ
い
て
」、
ま
た
、
パ
リ
大
学
の
藤
守
創
さ
ん
か
ら
「
統
合
医
療
に
お
け

る
気
の
思
想
の
明
確
化
の
必
要
と
そ
の
西
洋
医
学
体
系
と
の
相
違
に
つ
い
て
」
質
問
や
意
見
が

あ
り
、
藤
守
さ
ん
へ
の
答
え
は
時
間
切
れ
で
明
日
に
持
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
明

日
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
対
す
る
期
待
が
い
よ
い
よ
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
た
の

し
み
で
す
。

　
　
九
・
二
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
東
二
拝

二
日
目「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教

学
」国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

二
〇
一
三
年
九
月
二
五
日

鎌
田
東
二

み
な
さ
ま

本
日
は
、
昨
日
行
っ
た
「
第
一
四
回
身
心
変
容
技
法
研
究
会
」
を
踏
ま
え
て
、
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
定
員
一
五
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
会
後
の
「
八
起
庵
」
で
の
懇
親
会
は
、
連
日
の
懇
親
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
四
名
の
参

加
で
昨
夜
に
引
き
続
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
名
物
の
お
い
し
い
水
炊
き
を
い
た
だ
き

な
が
ら
。

さ
て
、
本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ほ
ぼ
時
間
通
り
、
以
下
の
よ
う
に
進
行
し
ま
し
た
。

日
時
：
九
月
二
五
日
（
水
）
一
三
時
～
一
七
時
三
〇
分

場
所
：
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館
三
階
大
会
議
室

企
画
趣
旨
説
明
：
鎌
田
東
二
（
科
研
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」
研
究
代
表
者
）
一
三
時
～

一
三
時
一
〇
分

基
調
講
演
：
張
明
亮
老
師
（
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
第
十
四
代
伝
人
・
中
医
師
・
北
京
黄
亭
中
医

薬
研
究
院
院
長
・
山
西
大
学
体
育
学
院
客
員
教
授
・
中
国
国
家
体
育
総
局
健
身
気
功
協
会
常
任
委
員
）
一
三

時
一
〇
分
～
一
五
時

テ
ー
マ
「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
気
功
と
武
道
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
研
究
」

休
憩
：
一
五
時
～
一
五
時
二
〇
分

指
定
討
論
者
：
濱
野
清
志
（
京
都
文
教
大
学
教
授
／
臨
床
心
理
学
・
気
功
家
）
一
五
時
二
〇
分
～

一
五
時
五
〇
分

倉
島
哲
（
関
西
学
院
大
学
准
教
授
／
身
体
論
・
中
国
拳
法
）
一
五
時
五
〇
分
～
一
六
時
一
〇
分

ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
・
ワ
ザ
学
共
同
研
究
員
／
文
化
人
類

　
学
、
モ
ン
ゴ
ル
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
）
一
六
時
一
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

総
合
討
論
一
六
時
三
〇
分
～
一
七
時
三
〇
分

通
訳
：
山
元
啓
子
、
司
会
：
鎌
田
東
二

昨
夜
お
送
り
し
た
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
挨
拶
文
」
に
書
い
た
、
企
画
趣
旨
・
背
景
・
経
緯
・

開
催
目
的
な
ど
の
概
要
を
わ
た
し
が
説
明
し
た
後
、
最
初
に
、
張
明
亮
老
師
の
表
演
が
あ
り
ま

し
た
。

手
違
い
が
あ
り
、
音
楽
が
な
か
な
か
出
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
張
老
師
は
ま
っ
た
く

動
ぜ
ず
、
深
い
集
中
に
入
っ
て
お
の
ず
と
「
気
功
状
態
」
に
突
入
。

途
中
か
ら
音
楽
が
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
、
音
楽
の
な
い
、
無
音
の
状
態
の
張
老
師

の
身
体
と
そ
の
動
き
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
本
日
の
指
定
討
論
者
の
濱
野
清
志
さ
ん
も

ま
っ
た
く
同
じ
感
想
を
述
べ
て
い
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
感
じ
と
っ
た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

基
調
講
演
は
、
昨
日
の
「
中
国
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
の
身
心
変
容
技
法
研
究
に
つ
い
て
」

と
、
同
一
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
同
一
内
容
で
し
た
が
、
い
く
つ
か
、
異
な
る
強
調
点
も
あ
り
ま

し
た
。

「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
」
を
、
①
峨
眉
山
に
つ
い
て
、
②
丹
道
に
つ
い
て
、
③
医
薬
に
つ
い

て
、
④
養
生
学
に
つ
い
て
、
⑤
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
に
つ
い
て
、
明
晰
か
つ
シ
ス
テ
マ
テ

ィ
ッ
ク
に
説
明
し
た
の
は
昨
日
の
研
究
会
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
し
た
が
、
気
功
と
武
術
と
の
違

い
を
強
調
し
た
点
―
気
功
は
攻
撃
の
要
素
も
表
演
の
要
素
も
な
く
、
気
功
と
は
「
外
か
ら
見

え
る
形
を
目
的
と
し
な
い
、
自
分
自
身
の
心
と
体
の
鍛
錬
法
」
で
あ
り
、「
心
と
体
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
養
う
た
め
の
手
段
」、
あ
る
い
は
、「
自
分
自
身
の
気
血
を
調

節
す
る
能
力
を
作
る
こ
と
」
と
強
調
し
た
点
、
ま
た
、
養
生
学
に
お
け
る
「
反
俗
」
の
側
面
を

印
象
深
く
語
っ
た
点
―
「
物
事
を
順
番
通
り
す
れ
ば
凡
人
に
な
る
が
、
そ
れ
を
逆
に
行
え
ば

仙
人
に
な
る
」、
つ
ま
り
、
物
事
を
異
な
っ
た
観
点
や
見
方
か
ら
見
通
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ

る
道
の
辿
り
方
、
生
き
方
、
実
践
を
印
象
的
に
語
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

続
く
指
定
討
論
者
の
濱
野
清
志
京
都
文
教
大
学
教
授
（
臨
床
心
理
学
）
は
、
ま
ず
ご
自
身
の
こ
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の
二
〇
年
ほ
ど
の
気
功
実
修
を
通
し
て
考
え
た
こ
と
、
心
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
（
日
常
的
レ
ベ
ル
の

心
と
、
そ
れ
を
慈
し
み
を
も
っ
て
お
も
し
ろ
く
眺
め
て
い
る
メ
タ
レ
ベ
ル
の
心
）
の
違
い
と
、
か
ら
だ
と

の
二
つ
の
レ
ベ
ル
（
日
常
的
身
体
と
気
功
を
通
し
て
感
受
で
き
る
新
し
い
体
）
に
つ
い
て
述
べ
、
自
分

自
身
の
「
身
体
」
を
「
道
場
」
と
し
て
実
修
し
て
い
く
時
、
自
分
が
天
と
地
の
間
に
立
つ
「
王
」

と
な
る
過
程
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
王
」
と
は
権
力
者
と
か
独
裁
者
と
か

と
い
う
政
治
的
か
つ
支
配
的
な
意
味
で
は
な
く
、
自
分
が
自
分
の
主
人
公
と
し
て
自
足
し
て
い

る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
気
功
を
し
て
い
る
仲
間
の
「
み
ん
な
が
王
さ
ん
や
」
と

い
う
感
覚
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
気
功
が
他
者
を
ど
の
よ
う
に
入
れ
込
ん
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題
で
は
な
い
か
と
説
き
、
家
庭
や
家
族
や
男
女
の
房
中
の
こ
と
も
含
め

て
、
気
功
の
中
で
他
者
性
と
向
か
い
合
う
こ
と
の
あ
り
よ
う
が
問
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
く
倉
島
哲
関
西
学
院
大
学
准
教
授
か
ら
は
、
太
極
拳
が
整
理
さ
れ
簡
単
化
さ
れ
大
衆
化
さ

れ
て
い
く
一
九
五
〇
年
代
の
プ
ロ
セ
ス
に
似
た
気
功
の
大
衆
化
の
過
程
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
問
い
か
け
と
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
化
し
て
い
く
柔
道
な
ど
視
覚
優
位
（
可
視
化
志
向
）
に
な

っ
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
化
の
一
般
社
会
潮
流
に
対
し
て
、
気
功
は
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
い

し
あ
り
よ
う
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

続
く
三
人
目
の
指
定
討
論
者
の
文
化
人
類
学
者
の
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
さ
ん
か
ら
は
、「
修
行

に
お
け
る
信
仰
と
道
と
い
う
問
題
」
と
「
気
功
に
お
け
る
技
術
や
能
力
の
伝
承
の
あ
り
よ
う
」

に
つ
い
て
の
問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

で
は
、
こ
の
三
人
の
問
い
に
対
す
る
張
明
亮
老
師
の
答
え
は
!! 

??

か
く
か
く
云
々
で
あ
っ
た
、
と
簡
潔
に
ま
と
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
、

「
と
・
り
・
あ
・
え
・
ず
」、
保
留
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
の
「
と
り
あ
え
ず
」
と
張
老
師

が
答
え
た
時
に
、
応
答
の
ラ
イ
ブ
と
叡
智
と
ユ
ー
モ
ア
と
言
葉
化
す
る
こ
と
へ
の
中
道
的
ス
タ

ン
ス
を
感
じ
て
、
た
い
へ
ん
共
感
し
た
し
だ
い
で
す
。

わ
た
し
に
と
っ
て
、
今
日
い
ち
ば
ん
の
ヒ
ッ
ト
は
、「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」
な
ど
で
は
な

く
、「
と
・
り
・
あ
・
え
・
ず
」、
で
し
た
。
そ
れ
が
、
企
画
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
の
わ

た
し
が
コ
メ
ン
ト
し
た
、
日
本
式
「
王
」
様
論
と
も
な
り
得
る
「
山
王
一
実
神
道
」
の
「
空
・

仮
・
中
」
の
「
三
諦
即
一
」（
一
種
の
三
位
一
体
）
と
激
し
く
共
鳴
す
る
言
葉
で
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
昨
日
も
コ
メ
ン
ト
し
た
、
一
二
～
一
三
世
紀
問
題
が
、
天
台
本
覚
思
想
や
「
山

王
」
神
道
や
鎌
倉
新
仏
教
や
伊
勢
神
道
や
吉
田
神
道
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
の

「
中
世
的
・
乱
世
的
」
時
代
性
と
、
峨
眉
派
気
功
の
創
始
が
連
動
・
シ
ン
ク
ロ
し
て
い
る
こ
と
の

絶
妙
さ
に
、
こ
の
二
日
間
、
感
じ
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

パ
リ
大
学
の
藤
守
創
さ
ん
か
ら
「
西
洋
医
学
体
系
と
の
関
係
性
の
中
で
の
統
合
医
療
に
お
け

る
気
の
思
想
の
認
識
論
的
存
在
論
的
明
確
化
の
必
要
に
つ
い
て
」
張
老
師
は
ど
う
考
え
る
か
と

い
う
問
い
へ
の
答
え
も
、「
と
・
り
・
あ
・
え
・
ず
」
留
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

と
い
う
わ
け
で
、
明
日
は
、
三
日
目
最
終
日
、
い
よ
い
よ
、
峨
眉
派
丹
道
気
功
の
実
修
・
体

験
学
習
に
突
入
し
ま
す
。
そ
の
前
に
、
東
山
山
中
の
「
仙
人
」
の
住
ま
い
「
白
幽
子
跡
」
に
張

老
師
を
案
内
し
て
き
ま
す
。
白
幽
子
は
、
禅
病
に
な
っ
て
死
に
か
か
っ
て
い
た
若
き
白
隠
禅
師

に
「
気
海
丹
田
の
法
と
軟
酥
の
法
」
を
伝
授
し
た
仙
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
彼
は

白
隠
に
内
観
法
や
瞑
想
法
を
教
え
た
人
物
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
白
雲
禅
師
と
白
幽
子
と
白
隠
禅

師
。
み
ん
な
「
白
」
を
着
た
人
々
で
す
ね
。

白
雲
に
白
幽
白
隠
　
白
拍
子
　
白
雪
姫
も
知
ら
ぬ
白
峰

お
粗
末
！ 

　
　
九
・
二
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
東
二
拝

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
三
日
目
：
張
明
亮

老
師
に
よ
る「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学

派
気
功
の
講
義
と
実
修
」報
告
と
お
礼

二
〇
一
三
年
九
月
二
六
日

鎌
田
東
二

み
な
さ
ま

本
日
、
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
、
有
意
義
か
つ
充
実
し

た
形
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご
報
告
し
ま
す
。

昨
日
は
、
定
員
一
五
〇
名
の
と
こ
ろ
、
ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
て
一
七
〇
名
ほ
ど
の
参
加
、
本
日

の
張
明
亮
老
師
に
よ
る
「
峨
眉
丹
道
医
薬
養
生
学
派
気
功
の
講
義
と
実
修
」
は
定
員
四
〇
名
の

と
こ
ろ
、
ス
タ
ッ
フ
を
入
れ
て
一
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
で
し
た
。

実
は
申
込
者
は
一
三
〇
名
以
上
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
断
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
し
た
。
会

場
の
関
係
で
、
気
功
実
修
の
た
め
、
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
か
ら
。
そ
の
た
め
に
、
希

望
し
て
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
が
い
た
こ
と
は
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
致
し
方

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
本
日
の
講
義
と
実
修
は
「
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
六
十
肩
」

で
苦
し
ん
で
い
る
わ
た
し
に
は
た
い
へ
ん
興
味
深
く
応
用
性
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
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ま
ず
、
講
義
は
、
午
前
中
張
明
亮
老
師
を
案
内
し
た
東
山
山
中
の
大
山
祇
神
社
と
白
幽
子
跡

参
拝
・
見
学
の
印
象
か
ら
。

白
隠
禅
師
が
こ
こ
で
内
観
の
法
で
あ
る
「
気
海
丹
田
の
法
」
や
「
軟
酥
（
醍
醐
）
の
法
」
を
白

幽
子
か
ら
伝
授
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
と
は
た
ら
き
と
今
日
取
り
上
げ
る
功
法
「
峨
眉
五
臓
小
煉

形
」
の
中
で
も
「
肺
臓
小
煉
形
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

白
隠
さ
ん
の
「
白
」
は
陰
陽
五
行
思
想
で
は
、
臓
器
と
し
て
は
「
肺
」
に
該
当
し
、
禅
の
や

り
す
ぎ
に
よ
る
呼
吸
法
か
ら
肺
結
核
に
至
っ
た
経
緯
が
推
測
さ
れ
、
肺
の
シ
ス
テ
ム
が
、
①
形

（
肺
臓
、
大
腸
、
親
指
、
皮
膚
、
毛
穴
、
胸
、
咽
喉
な
ど
）、
②
気
（
呼
吸
、
全
身
之
気
、
経
絡
な
ど
）、
③

神
（
悲
な
ど
）、
の
三
つ
の
位
相
か
ら
解
読
で
き
る
こ
と
を
、
き
わ
め
て
明
確
に
具
体
的
に
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

「
悲
」
が
肺
、「
喜
」
が
心
臓
、「
怒
」
が
肝
臓
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
陰
陽
五
行
思

想
の
考
え
方
は
、
負
の
感
情
研
究
を
し
て
い
る
わ
た
し
に
と
っ
て
は
、
五
臓
と
感
情
と
の
関
係

も
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
肺
の
気
血
の
め
ぐ
り
を
よ
く
し
、
肺
を
強
靭
に
し
て
い
く
功
法
と
し
て
、
歌
＝
咒
の

方
法
を
教
示
し
て
く
れ
た
こ
と
も
「
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
」
と
し
て
と
て
も
と
て
も
興
味
津
々

で
し
た
。 

Shangang

と
い
う
音
の
旋
律
を
九
回
三
セ
ッ
ト
歌
い
、
一
回
目
は
椅
子
に
座
っ
て
、
二
回
目
は
立
っ
て
、

三
回
目
は
歩
き
な
が
ら
歌
っ
た
こ
と
も
実
に
お
も
し
ろ
く
有
益
な
体
験
で
し
た
。

「
神
道
ソ
ン
グ
」
は
、
根
本
的
に
「
足
の
裏
唱
法
」
で
歌
う
の
で
す
が
、
こ
の
肺
を
強
め
る
咒

の
歌
い
方
も
理
に
か
な
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。

そ
れ
以
外
に
も
、
①
「
声
」
と
「
音
」
と
の
違
い
、
②
ゆ
る
め
る
こ
と
で
あ
る
「
放
松
」
が
、

単
な
る
緩
め
で
は
な
く
、「
伸
展
」
と
し
て
あ
る
こ
と
、
③
気
が
強
く
な
っ
て
「
走
火
入
魔
」
に

入
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
そ
し
て
、
禅
定
と
入
魔
を
見
分
け
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
が
、
目

玉
が
動
い
て
い
る
か
ど
う
か
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
話
、
④
そ
し
て
、「
も
っ
と

も
小
さ
な
力
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
動
作
を
完
成
さ
せ
る
」
こ
と
を
い
つ
も
考
え
つ
つ
実
修
・

実
践
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
、
ヒ
ン
ト
や
学
び
や
啓
発

や
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

張
老
師
、
ご
教
示
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

張
氏
の
気
功
の
雄
渾
さ
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
上
記
の
理
論
と
導
引
が

「
伸
展
」
の
四
法
で
あ
る
と
い
う
基
本
に
忠
実
な
実
践
シ
ス
テ
ム
の
合
理
的
な
明
解
さ
を
伴
っ
て

い
ま
し
た
。

会
場
に
、
甲
南
大
学
の
大
学
院
生
や
立
命
館
大
学
の
大
学
院
生
も
来
て
い
ま
し
た
が
、
三
日

間
受
講
し
た
甲
南
大
学
の
院
生
は
、「
今
日
が
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
く
、
本
当
に
た
め
に
な
り
ま

し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
、
一
七
時
四
五
分
に
終
了
し
、
後
片
付
け
を
し
て
、
張
老
師
が
宿
泊
し
て

い
る
京
都
大
学
芝
蘭
会
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
送
別
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
し
ま
し
た
。
三
六
名

の
参
加
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
貸
し
切
り
ま
し
た
。
張
老
師
の
話
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
倉
島
哲

さ
ん
、
ア
ル
タ
ン
ジ
ョ
ラ
ー
さ
ん
、
小
西
賢
吾
さ
ん
、
わ
た
し
も
挨
拶
し
ま
し
た
。

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
一
五
回
く
ら
い
中
国
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
に
行
っ
た
の
は
気
功

家
の
津
村
喬
さ
ん
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
し
た
「
観
気
旅
行
」
の
「
神
秘
学
と
科
学
」
と
い
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
〇
回
ほ
ど
、
毎
年
春
の
観
気
旅
行
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
メ
ン
バ

ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
中
国
四
〇
〇
〇
年
～
五
〇
〇
〇
年
の
文

化
・
文
明
の
厚
み
と
、
気
功
と
い
う
「
身
心
変
容
技
法
」
の
重
要
性
と
、
中
国
知
識
人
の
知
の

底
深
さ
・
奥
深
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
国
は
凄
い
。

一
九
八
九
年
三
月
に
最
初
に
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、「
わ
た
し
た
ち
は
現
代
の
遣
唐
使
で

す
」
と
宣
言
し
た
と
か
（
大
言
壮
語
癖
＝
ホ
ラ
吹
き
癖
が
あ
る
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
わ
い
な
あ

～
と
記
憶
）。

そ
れ
か
ら
約
四
半
世
紀
、
二
五
年
経
っ
て
、
一
巡
り
し
た
日
中
関
係
や
気
功
研
究
や
身
心
変

容
技
法
研
究
の
共
同
作
業
が
必
要
と
さ
れ
、
次
な
る
実
践
に
突
入
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
に
来
て
い
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

今
回
、
張
明
亮
老
師
と
の
出
会
い
は
、
そ
の
意
味
で
、
深
く
、
大
き
く
、
未
来
へ
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

張
明
亮
先
生
、
通
訳
の
山
元
啓
子
さ
ん
、
張
先
生
を
紹
介
し
て
く
れ
た
気
功
家
の
鳥
飼
美
和

子
さ
ん
、
そ
し
て
参
加
し
て
く
れ
た
分
担
研
究
者
・
研
究
協
力
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、
参

加
者
の
皆
々
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
に
意
義
深
く
、
学
び
の
多
い
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
実
修
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
九
・
二
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
東
二
拝
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J
・
S
・
バ
ッ
ハ
は
一
九
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
い
わ
ば
「
発

見
さ
れ
た
」
作
曲
家
で
す
が
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・

ビ
ン
ゲ
ン
も
お
な
じ
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
発
見
さ

れ
た
作
曲
家
で
す
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
作
品
が
見
つ
か

っ
た
の
は
、
一
九
一
三
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
一
九
六

九
年
に
『
歌
曲
集
（Lieder

）』
が
出
版
さ
れ
、
一
九
七
〇
年
に

音
楽
劇
『
徳
た
ち
の
劇
（O

rd Virtutum

）』
が
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
一
九
七
八
年
に
は
幻
視
の
書
『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
音
楽
の
領
域
に
お
い
て
は
、
二
〇

世
紀
後
半
に
な
っ
て
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

作
曲
家
＝
修
道
女
で
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比

較
的
最
近
の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音

楽
と
言
葉
、
と
く
に
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
に
焦
点
を
当
て

て
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
修
道
院

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま

ず
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
（H

ildegard von Bingen

）
は
一
〇
九
八
年

に
ラ
イ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ン
地
域
の
ア
ル
ツ
ァ
イ
近
郊
ベ
ル
マ
ー

ス
ハ
イ
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
川
沿

い
の
町
ケ
ル
ン
の
南
に
マ
イ
ン
ツ
と
い
う
町
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
マ
イ
ン
ツ
近
郊
に
な
り
ま
す
。
ビ
ン
ゲ
ン
と
い
う
町
か
ら

南
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
ベ
ル
マ
ー
ス
ハ
イ
ム
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
そ
の
領
主
の
ヒ
ル
デ
ベ
ル
ト
と
妻
の
メ

ヒ
テ
ィ
ル
デ
の
一
〇
番
目
の
子
で
、
虚
弱
で
病
気
が
ち
で
し

た
が
、
病
床
で
幻
視
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

両
親
は
貴
族
出
の
若
い
女
性
で
ユ
ッ
タ
と
い
う
人
に
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
を
委
ね
て
教
育
を
さ
せ
ま
す
。
そ
の
ユ
ッ
タ
は
、
ク

ロ
イ
ツ
ナ
ハ
近
郊
の
シ
ュ
パ
ン
ハ
イ
ム
の
領
主
の
シ
ュ
テ
フ

ァ
ン
伯
の
娘
で
し
た
。

こ
の
ユ
ッ
タ
が
デ
ィ
ジ
ボ
ー
デ
ン
ベ
ル
ク
修
道
院
に
入
り

ま
す
。
そ
れ
で
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
も
一
緒
に
そ
の
修
道
院
に
入

り
ま
し
た
。
七
歳
か
ら
八
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
で
す
。
そ
の
ユ

ッ
タ
に
教
育
を
受
け
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
文
字
の
教
育

よ
り
も
先
に
音
楽
教
育
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
、
ユ
ッ
タ
が
ダ

ビ
デ
の
歌
『
詩
篇
』
を
指
導
し
、
聖
歌
の
歌
い
方
を
教
え
ま

し
た
。
デ
カ
コ
ル

ド
と
い
う
十
絃
琴

の
弾
き
方
も
教
え

た
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

う
す
る
う
ち

に
一
一
三
六
年
に

ユ
ッ
タ
が
亡
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
が

デ
ィ
ジ
ボ
ー
デ
ン

ベ
ル
ク
修
道
院
の

修
道
女
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
ま
す
。

こ
の
デ
ィ
ジ
ボ
ー

デ
ン
ベ
ル
ク
と
い
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う
修
道
院
が
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
や
活
動
に
関
係
し
て

き
ま
す
の
で
、
少
し
こ
の
修
道
院
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
。

六
四
〇
年
ご
ろ
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
隠
者
の
修
道
僧
デ
ィ

ジ
ボ
ド
ゥ
ス
と
い
う
人
が
布
教
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
を

訪
問
し
、
ナ
ー
エ
川
と
グ
レ
ン
川
の
合
流
点
に
庵
を
建
て
ま

し
た
。
そ
こ
が
デ
ィ
ジ
ボ
ー
デ
ン
ベ
ル
ク
で
す
。
デ
ィ
ジ
ボ

ド
ゥ
ス
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
そ
こ
に
デ
ィ
ジ
ボ
ー
デ
ン
ベ

ル
ク
修
道
院
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
修
道
院
は

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
／
ケ
ル
ト
系
の
修
道
院
な
の
で
す
。
こ
の
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
〇
九
五
年
に
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
ル
ー
タ
ル
ト
が
新
た

に
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
と
し
て
、
こ
の
修
道
院
を
再
組

織
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ク
リ
ュ
ニ
ュ
ー
修
道
会
を
代
表
す
る

北
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
の
ヒ
ル
ザ
ウ
修
道
院
の
影
響
下

に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ク
リ
ュ
ニ
ュ
ー
修
道
院
の

改
革
運
動
の
影
響
を
受
け
て
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
も
か
な
り
さ

わ
や
か
な
新
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
育
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
に
一
一
七
〇
年
ご
ろ
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
創
立
者
の
デ
ィ

ジ
ボ
ド
ゥ
ス
の
伝
記
を
執
筆
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
デ
ィ

ジ
ボ
ー
デ
ン
ベ
ル
ク
修
道
院
は
彼
女
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
修
道
士
た
ち
は
、
五
九
〇
年
ご
ろ
か
ら

大
陸
に
渡
っ
て
い
ま
し
て
、
た
と
え
ば
聖
コ
ル
ン
バ
ヌ
ス
（St. 

Colum
banus

）
は
一
二
人
の
弟
子
と
と
も
に
伝
道
を
行
っ
て
、

各
地
に
修
道
院
を
建
て
ま
し
た
。 

そ
の
弟
子
の
一
人
、
聖
ガ

ル
ス
（St. G

all

）
と
い
う
人
が
ス
イ
ス
に
行
っ
て
、
ア
ル
ボ

ン
と
い
う
土
地
で
亡
く
な
る
わ
け
で
す
が
、
彼
に
ち
な
ん
で

建
て
ら
れ
た
教
会
が
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
修
道
院
と
な
り
ま

す
。
後
で
お
話
し
し
ま
す
け
れ
ど
、
そ
の
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ

ン
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
／
ケ
ル
ト
系
の
修
道
院
で
、
と
く
に
音

楽
の
う
え
で
重
要
で
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
幻
視
体
験

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
幻
視
体
験
に
つ
い
て
は
、
五
歳
ぐ
ら
い

か
ら
始
ま
っ
た
と
も
、
三
歳
ぐ
ら
い
か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と
体
験
し
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
一
一
四
一
年
、
四
二
歳
の
と
き
に
、
そ
の
幻
視
を
公

表
せ
よ
と
命
ず
る
声
を
聞
い
て
、『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
と
い
う

幻
視
の
書
の
執
筆
を
開
始
す
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
口
述
に
よ
っ
て
い
て
、
フ
ォ
ル
マ
ー
ル
修
道
士
と

い
う
人
に
筆
記
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ル
マ
ー
ル
は
文
法

を
修
正
す
る
程
度
に
し
て
、
彼
女
の
や
や
乱
れ
た
ラ
テ
ン
語

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

執
筆
を
開
始
し
た
も
の
の
、
は
た
し
て
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
懸
念
も
あ
っ
た
た
め
、
一
一
四
六
年
に
ク
レ
ル

ヴ
ォ
ー
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
と
い
う
高
位
の
聖
職
者
に
ヒ
ル

デ
ガ
ル
ト
が
書
簡
を
出
し
ま
す
。

ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
は
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
幻
視
を
神
の
恩

寵
と
み
な
し
、「
謙
遜
と
献
身
の
愛
を
持
っ
て
対
処
せ
よ
」
と

い
う
返
事
を
く
れ
ま
す
。
つ
ま
り
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
女
の
幻

視
が
あ
る
程
度
、
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
ま
た
修
道
院

の
方
も
心
配
し
て
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
に
裁
定
を
請
い
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
一
一
四
七
年
か
ら
一
一
四
八
年
に

か
け
て
ト
リ
ー
ア
（
ド
イ
ツ
西
部
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
プ
フ
ァ
ル
ツ
州

の
都
市
）
で
宗
教
会
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
折
に
マ
イ
ン
ツ
大
司

教
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
教
皇
の
エ
ウ
ゲ
ニ
ウ
ス
に
裁
定
を
請
い

ま
す
。
教
皇
の
審
議
の
過
程
で
『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
の
手
稿

の
一
部
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
皆
が
絶

賛
し
、
教
皇
も
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
に
執
筆
続
行
を
許
可
し
た
の

で
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
教
皇
の
お
墨
付
き
を
得
て
、
自
信
を

持
っ
て
書
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

書
い
て
い
る
途
中
に
、
だ
ん
だ
ん
と
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の

評
判
を
聞
い
て
、
貴
族
の
子
女
た
ち
が
、
こ
の
修
道
院
に
集

ま
っ
て
き
て
、
修
道
院
が
手
狭
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

で
彼
女
は
移
住
を
決
意
し
ま
す
。
そ
し
て
近
く
の
ル
ー
ペ
ル

ツ
ベ
ル
ク
と
い
う
土
地
に
女
子
修
道
院
を
新
た
に
創
設
し
て
、

そ
こ
に
一
八
人
の
修
道
女
と
共
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
は
聖
ル
ー
ペ
ル
ト
（Rupert von Bingen

）
の
お
墓
が
あ
る

と
こ
ろ
で
、
そ
の
名
を
と
っ
て
ル
ー
ペ
ル
ツ
ベ
ル
ク
と
名
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
一
五
一
年
に
最
初
の
幻
視
の
書
『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
が

完
成
し
ま
す
。
一
一
四
一
年
か
ら
一
一
五
一
年
、
一
〇
年
ぐ

ら
い
の
年
月
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
何
回
か
説
教

旅
行
に
出
掛
け
た
あ
と
、
一
一
六
五
年
に
、
ビ
ン
ゲ
ン
の
少

し
北
の
ア
イ
ビ
ン
ゲ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
に
第
二
の
修
道
院
を

創
設
し
ま
し
た
。
庶
民
階
級
の
修
道
女
の
た
め
の
修
道
院
で

し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
ル
ー
ペ
ル
ツ
ベ
ル
ク
の
あ
た
り
は
、

『
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
男
』
の
異
聞
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

面
白
い
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

幻
視
の
書
の
挿
絵

幻
視
の
書
『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
の
「
ス
キ
（Sci

）」
は
「
知

れ
」、「
ヴ
ィ
ア
ス
（vias

）」
は
「
道
」
で
、「
道
を
知
れ
」
と

い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
続
い
て
、『
価
値
あ
る
生
の

書
（Liber Vitae M

eritotium

）』（
一
一
五
八
︲
六
三
）、
次
に
『
神

の
御
業
（Liber D

ivinorum O
perum

）』（
一
一
七
〇
︲
七
三
）
と
、
三

つ
の
幻
視
の
書
が
書
か
れ
ま
し
た
。
幻
視
の
こ
と
を
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
は
ヴ
ィ
シ
オ
（visio

）
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
非
常
に
変
わ
っ
た
書
物
で
、
と
く
に
挿
絵
の
特

異
性
が
目
を
引
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
は
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
自

身
が
描
い
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
人
が
手
助

け
し
て
描
い
た
も
の
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
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変
わ
っ
た
絵
が
、
こ
の
幻
視
の
書
の
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
挟
ま
っ
て
い
ま
す
。

図
２
は
彼
女
自
身
を
描
い
た
絵
で
す

が
、
上
方
か
ら
霊
感
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
に
い
る
の

が
フ
ォ
ル
マ
ー
ル
修
道
士
で
す
。
ヒ
ル

デ
ガ
ル
ト
が
口
述
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
フ
ォ
ル
マ
ー
ル

が
助
け
て
い
た
の
が
分
か
り
ま
す
。
彼

女
が
幻
視
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い

た
絵
は
他
に
も
あ
り
ま
し
て
、
い
ず
れ

も
上
か
ら
霊
が
彼
女
の
う
え
に
降
り
注

い
で
い
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

絵
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
か
、
面
白

い
の
で
す
。「
光
輝
く
も
の
」
と
い
う
絵

で
も
上
の
神
か
ら
の
力
が
下
に
垂
れ
下

が
っ
て
き
て
い
て
、
頭
が
隠
れ
て
い
ま

す
が
、
右
に
い
る
人
物
は
ヒ
ル
デ
ガ
ル

ト
自
身
で
す
。
左
側
に
人
物
が
い
て
、

こ
れ
が
全
身
目
だ
ら
け
の
人
物
と
し
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
彼
女
を

育
て
た
修
道
女
ユ
ッ
タ
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

図
３
は
卵
型
の
宇
宙
。
こ
れ
も
非
常

に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
上
方
で

燦
然
と
輝
い
て
い
る
の
が
太
陽
で
す
。

中
央
の
少
し
上
に
あ
る
の
が
月
で
す
。

欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
え
ま
す
。
真

ん
中
に
あ
る
の
が
地
球
で
、
そ
の
回
り

を
数
多
く
の
星
が
取
り
囲
ん
で
い
ま
す
。

草
間
彌
生
の
絵
と
も
似
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
し
ま
す
。

図５　「青いキリスト」（三位一体）

図３　「宇宙」 

図４　「天使の合唱」

図２　「女性幻視者」（『スキヴィアス』より）
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次
は
、
ま
っ
た
く
、
曼
荼
羅
と
も
言
え
る
よ
う
な
円
形
の

絵
で
す
（
図
４
）。
こ
こ
で
思
い
出
す
の
が
、
デ
ィ
ジ
ボ
ー
デ

ン
ベ
ル
ク
の
修
道
院
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
／
ケ
ル
ト
系
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
渦
巻
き
文
様

に
も
似
て
、
天
使
の
顔
が
ぐ
る
り
と
取
り
巻
く
よ
う
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
絵
は
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
自
身
が
描

か
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
彼
女
の
指
示
で
描
か
れ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
彼
女
の
幻
視
が
、
こ
の
よ
う
に
見

え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

次
の
絵
（
図
５
）
で
は
、
ぐ
る
ぐ
る
綱
が
巻
か
れ
て
い
る
ロ

ー
プ
の
円
形
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
影
響

が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
真
ん
中
が

金
色
、
周
り
が
銀
色
の
渦
巻
き
文
様
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
青
い
キ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
絵
で
す
。
こ
こ
に
も
渦

巻
き
文
様
が
出
て
い
ま
す
。

『
神
の
熱
意
』
と
題
さ
れ
た
絵
も
変
わ
っ
て
い
て
、
こ
れ
を

見
た
人
は
、
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
で
は
な
い
か
と
言
っ

て
い
ま
す
。
た
し
か
に
ア
ス
テ
カ
風
の
感
じ
が
し
ま
す
。
な

ぜ
、
こ
ん
な
も
の
を
彼
女
が
見
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
当

時
、
こ
う
い
う
も
の
が
知
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
非
常
に
不
思
議
な
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
著
作

こ
こ
で
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
著
作
を
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

以
下
の
よ
う
に
七
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
　
幻
視
三
部
作

『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
（Liber Scivias

）』（
一
一
四
一
︲
五
一
）

『
価
値
あ
る
生
の
書
（Liber Vitae M

eritotium

）』（
一
一
五
八

︲
六
三
）

『
神
の
御
業
（Liber D

ivinorum O
perum

）』（一
一
七
〇
︲
七
三
）

2
　
自
然
学

『
自
然
学
（Physica

）』

『
病
因
と
治
療
（Causae et Curae

）』

3
　
歌
集

『
天
の
啓
示
に
よ
る
調
和
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
（Symphonia 

H
armoniae Caelestium Revelationum

）』

4
　
道
徳
劇

『
徳
た
ち
の
劇
（O

rdo Virtutum

）』

5
　
神
学
の
書

『
福
音
の
言
説
（Expositio Evangelioeum

）』 

6
　
謎
の
作
品

知
ら
れ
ざ
る
言
葉

知
ら
れ
ざ
る
文
字

7
　
そ
の
他

『
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
の
裁
定
に
つ
い
て
』

『
聖
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
の
象
徴
に
つ
い
て
』

『
聖
ル
ペ
ル
ト
ゥ
ス
伝
』

『
聖
デ
ィ
ジ
ボ
ド
ゥ
ス
伝
』

『
三
八
の
質
問
へ
の
回
答
』

『
書
簡
』

最
初
の
幻
視
三
部
作
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
。

次
に
『
自
然
学
』
を
書
い
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
な
か
に

植
物
や
木
や
動
物
、
魚
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
に
つ
い
て
の
記

述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
病
因
と
治
療
』
と
い
う
本
で
は
栄

養
学
と
か
、
料
理
と
か
、
予
防
医
学
の
知
識
、
薬
草
の
こ
と

な
ど
も
書
い
て
い
て
、
非
常
に
博
学
な
人
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

三
番
目
に
歌
集
で
す
。『
天
の
啓
示
に
よ
る
調
和
の
シ
ン
フ

ォ
ニ
ア
』
を
書
い
て
お
り
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
曲
を
集

め
た
歌
集
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
は
道
徳
劇
。
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

『
徳
た
ち
の
劇
』
で
す
。
そ
し
て
神
学
の
書
と
し
て
『
福
音
の

言
説
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

六
番
目
に
、
こ
れ
が
非
常
に
面
白
い
の
で
す
が
、
謎
の
作

品
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」「
知
ら

れ
ざ
る
文
字
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
後
で
お
話
し
し
ま
す
。

七
番
目
「
そ
の
他
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
聖
人

伝
の
よ
う
な
も
の
が
い
く
つ
か
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
書

簡
集
も
出
て
お
り
ま
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
と
し
て
は
、
聖
歌
が
七
七
曲
あ
り

ま
す
。
ア
ン
テ
ィ
フ
ォ
ナ
、
レ
ス
ポ
ン
ソ
リ
ウ
ム
、
セ
ク
エ

ン
ツ
ィ
ア
、
イ
ム
ヌ
ス
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
、
キ
リ
エ
な
ど
と

い
う
作
品
が
書
か
れ
て
お
り
ま
し
て
、
全
部
で
七
七
曲
残
っ

て
い
ま
す
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
と
は
交
響
曲
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、
イ
ム
ヌ
ス
（hym

n

：
賛
歌
）
に
近
い
よ
う
な
曲
で

す
。
も
う
一
つ
、
ア
レ
ル
ヤ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
『
シ

ン
フ
ォ
ニ
ア
』
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歌
曲
は
デ
ン
デ
ル
モ
ン
ド
写
本
と
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
写

本
の
二
つ
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ン
デ
ル
モ
ン
ド
写
本

は
ベ
ル
ギ
ー
の
ヴ
ィ
ラ
ー
ル
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
シ
ト
ー

派
の
修
道
院
に
残
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー

デ
ン
写
本
は
ド
イ
ツ
中
南
西
部
の
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
に
残

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、『
リ
ー
ゼ
ン
コ
ー
デ
ク
ス
』
と
も
呼
ば

れ
る
大
き
な
写
本
で
す
。
今
日
、
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
の
は
、

前
者
の
デ
ン
デ
ル
モ
ン
ド
写
本
の
方
で
す
。

『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
と
い
う
幻
視
の
書
の
な
か
に
も
歌
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
譜
面
は
な
く
て
、
歌
詞
だ
け
が
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書
か
れ
て
い
ま
す
。
道
徳
劇
『
徳
た
ち
の
劇
』（
一
一
五
一
年

頃
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
初
の
宗
教
劇
な
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す1

。

こ
れ
が
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
全
体
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
な
か
で
注
目
し
た
い
の
が
「
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
（
続
唱
）」

と
い
う
楽
曲
で
す
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
歌
の
中
で
も

新
し
い
タ
イ
プ
の
聖
歌
に
属
し
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
音
楽
の
な
か
に
は
ミ
サ
と
聖
務
日
課

が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
通
常
の
そ
う
し
た
聖
歌
だ
け

で
は
聖
職
者
た
ち
が
満
足
し
な
く
な
っ
て
い
て
、
新
し
い
も

の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
そ
の
と

き
に
、
そ
の
動
き
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
、
先
ほ
ど
も
申
し

ま
し
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
ス
イ
ス
の
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ

ン
修
道
院
で
し
た
。

こ
こ
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
で
、
先
ほ
ど
も
出
て
き
ま
し
た

聖
ガ
ル
ス
と
い
う
人
が
、
そ
こ
で
没
し
た
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
修
道
院
で
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
修
道
院
で
、
や
は
り

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
修
道
士
ト
ゥ
オ
テ

ィ
ー
ロ
が
、
ト
ロ
ー
プ
ス
と
い
う
新
し
い
種
類
の
聖
歌
を
つ

く
り
ま
し
た
。
ト
ロ
ー
プ
ス
と
い
う
の
は
、
す
で
に
あ
る
聖

歌
に
歌
詞
を
加
え
た
り
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
加
え
た
り
、
あ
る

い
は
歌
詞
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
両
方
を
一
つ
の
楽
曲
と
し
て
加
え

た
り
す
る
も
の
を
言
い
ま
す
。
新
し
く
付
け
加
え
ら
れ
た
も

の
を
ト
ロ
ー
プ
ス
と
呼
び
ま
し
た
。

も
う
一
つ
が
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
で
す
。
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア

で
有
名
な
の
が
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
修
道
僧
の
ノ
ト
ケ

ル
で
す
。
ノ
ト
ケ
ル
・
バ
ル
ブ
ル
ス
（N

otker Balbulus

）
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
バ
ル
ブ
ル
ス
と
は
「
ど
も
っ
て
い
る
」

と
い
う
意
味
で
、「
ど
も
り
の
ノ
ト
ケ
ル
」
と
い
う
よ
う
な
意

味
に
な
り
ま
す
。
こ
の
人
が
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
を
た
く
さ
ん

書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
人
で
す
。

新
し
い
聖
歌
、
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
が
、
こ
う
い
う
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
系
の
修
道
院
で
書
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
系
の
修
道
院
に
い
た
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
も
、
お
そ
ら
く
そ

う
し
た
環
境
の
な
か
で
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
に
つ
い
て
知
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す2

。
こ
こ
で
は
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア

に
つ
い
て
、
少
し
お
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
を
と
り
あ
げ
る
か
と
い
う
と
、
形
式
が
明

確
に
決
ま
っ
て
お
り
ま
し
て
、
比
較
が
し
や
す
い
か
ら
で
も

あ
り
ま
す
。

セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
の
形
式
は
フ
レ
ー
ズ
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
く
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。（
A
）
A
B
B
C
C
D
D

…
…
と
二
回
ず
つ
繰
り
返
さ
れ
て
い
っ
て
、
最
後
は
一
回
だ

け
で
終
わ
り
ま
す
。
最
初
の
A
が
一
回
だ
け
で
終
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、（
A
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
A
）

A
B
B
C
C
D
D
と
い
う
ふ
う
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
二
回
ず
つ

繰
り
返
さ
れ
、
た
だ
し
、
二
回
目
に
は
歌
詞
が
変
わ
る
か
た

ち
で
歌
わ
れ
て
い
く
の
が
、
こ
の
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
で
す
。

セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
に
は
た
と
え
ば
、《
過
越
の
犠
牲

（V
ictim

ae Pascali

）》
と
い
う
聖
歌
や
レ
ク
イ
エ
ム
で
使
わ
れ

る
《
怒
り
の
日
（D

ies Irae

）》
と
い
う
有
名
な
聖
歌
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
聞
き
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。《
怒
り
の
日
》は
ト
マ
ス
・
デ
・
チ
ェ
ラ
ー
ノ（Thom

as 

de Celano

）
と
い
う
人
が
つ
く
っ
た
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
音
楽
、
映
画
の
な
か
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
後
に
ト
レ
ン
ト
の
宗
教
会
議
が
行
わ
れ
た
と
き
に
、
セ

ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
は
四
つ
に
絞
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
後
に
一
つ
加
わ
っ
て
五
つ
に
な
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
つ
く
ら
れ
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
（
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
も

つ
く
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
）、
新
し
い
聖
歌
が
多
く
な

り
過
ぎ
た
た
め
に
、
後
に
五
つ
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
わ

け
で
す
。

セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
が
ど
う
し
て
で
き
た
か
を
お
話
し
し
て

お
き
ま
す
。

ア
レ
ル
ヤ
と
い
う
聖
歌
が
あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ヤ
と
い
う

の
は
、「
♪
ア
レ
ル
～
ヤ
」
と
歌
う
と
き
に
、「
♪
ア
～
」
と

「
ア
」
ば
か
り
で
、
ず
っ
と
歌
わ
れ
て
い
く
ん
で
す
。「
ア
」

と
い
う
一
つ
の
音
節
で
、
い
く
つ
も
の
音
符
を
ず
っ
と
歌
っ

て
い
く
の
が
ア
レ
ル
ヤ
で
す
。
こ
う
い
う
歌
い
方
を
メ
リ
ス

マ
的
と
言
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
「
ア
」
ば
か
り
が
ず
っ
と

続
い
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
覚
え
に
く
い
の
で
、
そ
こ
に
言
葉
を

当
て
は
め
て
覚
え
や
す
く
し
た
の
が
『
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
』

と
い
う
聖
歌
で
す
。

ノ
ト
ケ
ル
の
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
《
今
日
は
厳
か
な
日
で
あ

る
（H

aec est sancta solem
pnitas

）》
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
図

６
）。こ

れ
を
見
て
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
一
段
目
が

A
と
い
う
部
分
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
一
回
し
か
、

こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
歌
わ
れ
ま
せ
ん
。
次
の
短
い
段
に
な
り

ま
す
と
、
B
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
B
B
と

な
る
わ
け
で
す
。「
♪
ラ
ド
レ
ラ
、
ド
ド
シ
ソ
」
と
い
う
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
二
回
目
に
は

違
う
歌
詞
で
歌
わ
れ
ま
す
。

三
段
目
に
い
き
ま
し
て
、
こ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
二
回
繰
り

返
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
四
段
目
、
D
が
二
回
繰
り
返
さ
れ
、

次
の
E
も
二
回
繰
り
返
さ
れ
て
、
F
と
G
は
一
回
ず
つ
と

い
う
の
が
、
ノ
ト
ケ
ル
の
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
で
す
。
こ
れ
が
、

だ
い
た
い
基
本
的
な
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
の
形
式
に
な
り
ま
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
で
《
鳩
は
視
た

（Colum
ba aspexit

）》
と
い
う
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

曲
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
形
式
を
見
ま
す
と
、

A
A'
B
B'
C
C'
D
D'
E
と
な
っ
て
い
て
、
二
つ
ず
つ
繰
り

返
さ
れ
る
二
回
目
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
り
は
し
ま
せ
ん

（
図
７
）。
譜
例
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

の
曲
の
最
初
の
節
が
、
A
と
A'
と
な
っ
て
い
る
の
が
お
分
か

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
A
の
部
分
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
、
少
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し
変
化
し
て
A'
と
な
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も

音
域
も
非
常
に
広
い
で
す
。
女
性
の
歌
だ
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
高
い
音
域
に
ま
で
い
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
装
飾
が
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
男
性
た
ち

が
書
い
た
聖
歌
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
逸
脱
が
あ
り
、
自
由

に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

こ
の
曲
は
「
聖
マ
ク
シ
ミ
ン
に
捧
げ
た
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
し
て
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
が
説
教
旅
行
に

行
っ
た
と
き
に
、
ト
リ
ー
ア
と
い
う
と
こ
ろ
の
聖
マ
ク
シ
ミ

ン
修
道
院
を
訪
れ
て
、
そ
の
印
象
を
元
に
書
い
た
曲
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
お
聞
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
♫
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ン
ゲ
ン
：
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア

《
鳩
は
見
た
》）

こ
の
よ
う
な
美
し
い
歌
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

い
ま
現
代
譜
で
見
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
当
時
の
譜

面
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
図
８
）。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
記
譜
法
に
つ
い
て
で
す
が
、
古
い
時
代

の
ネ
ウ
マ
、
た
と
え
ば
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
修
道
院
の
ネ

ウ
マ
と
一
四
世
紀
ド
イ
ツ
の
ゴ
シ
ッ
ク
ネ
ウ
マ
の
記
譜
法
と

の
中
間
形
態
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の

修
道
院
の
ネ
ウ
マ
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
す
（
図
９
）。
も
う

す
こ
し
後
の
ド
イ
ツ
の
記
譜
法
、
ゴ
シ
ッ
ク
ネ
ウ
マ
と
言
わ

れ
て
い
る
記
譜
法
で
は
、
鋲
形
、
蹄
鉄
形
（
ド
イ
ツ
語
で

H
ufnagel

）
の
ネ
ウ
マ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
10
）。
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
の
用
い
た
記
譜
法
は
、
こ
れ
ら
の
中
間
段
階
を
示
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ネ
ウ
マ
記
号
を
比
較
し
た
の
が
次
の
図
で
す
（
図
11
）。
左

の
四
角
い
ネ
ウ
マ
は
標
準
的
な
ネ
ウ
マ
で
、
右
側
に
あ
る
く

に
ゃ
く
に
ゃ
と
し
た
印
、
こ
う
い
う
も
の
を
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

は
使
っ
て
、
音
の
動
き
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
リ
ズ
ム

は
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
音
の
動
き
だ
け
を
歌
詞
の

図８ 　《鳩は視た（Columba aspexit）》
（当時の楽譜）

図９ 　ザンクト・ガレン修道院のネウマ（MS 1664, 
Germany, ca1000）

図６　ノトケルのセクエンツィア図７ 　ヒルデガルトのセクエンツィア《鳩は視た 
（Columba aspexit）》 （Riesencodex 476）
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上
に
付
け
て
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」

「
知
ら
れ
ざ
る
文
字
」

先
ほ
ど
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
著
作

集
の
な
か
に
は
、「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
（lingua ignota

）」「
知

ら
れ
ざ
る
文
字
（litterae ignotae

）」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
に
つ
い
て
は
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
が
教
皇
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ

ス
四
世
宛
て
の
書
簡
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。「
神
は
〔
…
…
〕
こ
の
者
［
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
］
が
奇
蹟
を
幻

視
し
、
知
ら
れ
ざ
る
文
字
を
組
み
立
て
、
知
ら
れ
ざ
る
言
葉

を
生
み
出
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
、
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
自
体
に

お
い
て
調
和
し
て
い
る
旋
律
（
メ
ロ
デ
ィ
ー
）
を
響
か
せ
る
よ

う
に
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
神
の
お
ぼ
し
め
し
で

私
は
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
を
生
み
出
し
、
知
ら
れ
ざ
る
文
字
を

書
い
て
い
る
」。

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説
明
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、M

usim
ia

と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
ラ
テ
ン
語
で
はnuzm

uscata

で
す
が
、
一
種
の
ナ

ツ
メ
グ
の
こ
と
で
す
。M

alskir

は
ラ
テ
ン
語
でdenz

、
歯
の

こ
と
で
す
。
そ
れ
か
らceril
も
し
く
はhogiz

と
い
う
語
は
ラ

テ
ン
語
で
はcerebrum

、
脳
髄
を
意
味
し
ま
す
。A

igonz

も

し
く
はA

ieganz

はangels
の
こ
と
で
天
使
、D

uveliz

は

daem
onium

で
悪
魔
を
意
味
す
る
な
ど
、
全
部
で
一
〇
〇
六

個
の
秘
密
の
言
葉
、
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
が
書
き
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
、
解
剖
学
、
あ
る
い
は
治
療
に
関
す

る
言
葉
、
植
物
学
と
か
、
薬
学
関
係
の
用
語
が
か
な
り
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
を
織
り
込
ん
だ
歌
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
、
ぜ
ひ
お
聴
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
下
線
で
示
し
て
い
る
の
が
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
で

す
。

O
 orzchis

と
い
う
言
葉
は
「
お
お
、
測
り
し
れ
な
い
ほ
ど

大
き
な
」「
非
常
に
大
き
な
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

Ecclesia

は
「
教
会
」
で
す
。caldem

ia

は
「
芳
香
」
の
意
味

で
す
。loifolum

は
「
人
々
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

crizanta

が
「
聖
油
を
塗
ら
れ
」
で
す
。
そ
し
て
最
後
の
行
に

い
き
ま
す
が
、「
そ
な
た
は
光
り
輝
く
宝
石
」。
こ
のchorzta

と
い
う
の
が
「
光
り
輝
く
」
の
意
味
で
す
。
こ
のorzchis

は
、

《O Orzchis Ecclesia》 （献堂式のためのアンティフォナ）

O orzchis Ecclesia, おお、測り知れないほど大きな教会よ

armis divinis precincta 聖なる武器を身につけ

et iacincto ornata, ヒヤシンスに飾られて

tu es caldemia stigmatum loifolum そなたは人々の傷口から流れ出る芳香

et urbs scientiarum そして知の都

O, o, tu es etia crizanta おお、そなたは気高き響きの

in alto sono 聖油を塗られ

et es chorzta gemma. そなたは光り輝く宝石。

図10 　ゴシックネウマ譜　4線蹄鉄（鋲）
形ネウマ（MS 1573, 14世紀ドイツ）

図11　ヒルデガルトが用いたネウマ記号
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オ
ー
ク
の
木
のorschibus

の
変
化
形
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

crizanta

は
「crizia

：
教
会
」
の
変
化
形
で
す
。
い
く
つ
か
知

ら
れ
ざ
る
言
葉
の
変
化
形
が
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
し
て
、
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
を
織
り
込
ん
だ
歌
も
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
譜
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
図
12
）。

こ
れ
は
四
線
ネ
ウ
マ
と
い
う
記
譜
法
で
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
赤
（
太
い
線
）
で
示
し
て
あ
る
の
が
F
の
音
で
す
。
そ

の
二
本
上
に
C
と
書
い
て
あ
っ
て
、
こ
れ
が
ド
の
音
に
な
り

ま
す
。
赤
が
F
、
二
本
上
が
C
と
い
う
こ
と
で
、
だ
い
た
い

の
音
の
動
き
が
、
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
曲
を
、
譜
面
を
追
い
な
が
ら
聴
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
♫
《
お
お
、
測
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
教
会
よ
》〔
献
堂
式
の

た
め
の
ア
ン
テ
ィ
フ
ォ
ナ
〕）

次
に
「
知
ら
れ
ざ
る
文
字
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
は
こ
の
よ
う
な
意
味
不
明
の
知
ら
れ
ざ
る
文
字
も
書

き
残
し
て
い
ま
す
。
上
に
出
て
い
る
の
が
普
通
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
で
、
下
が
知
ら
れ
ざ
る
文
字
。
こ
の
最
後
はet

とest

を
示
し
て
い
ま
す
。
全
部
で
二
三
文
字
あ
り
ま
す
（
図
13
）。

ラ
テ
ン
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
真
似
て
ゴ
シ
ッ
ク
＝
ル

ー
ン
文
字
の
よ
う
な
も
の
に
変
形
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
ギ

リ
シ
ア
語
の
影
響
を
指
摘
す
る
人
も
い
ま
す
。
C
は
テ
ー
ベ

文
字
に
似
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。「
知
ら
れ
ざ
る

文
字
」
が
記
さ
れ
て
い
る
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
著
作
と
し
て
は
、

『
リ
ー
ゼ
ン
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
第
7
集
』（
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー
デ
ン
）、

『
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
・
ラ
テ
ィ
ヌ
ス
』（
プ
ロ
イ
セ
ン
国
立
図
書
館
）、

「
手
稿721

」（
ウ
ィ
ー
ン
国
立
図
書
館
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
い

く
つ
か
の
異
端
審
問
書
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
言
語
学
者

の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
は
プ
ロ
イ
セ
ン
国
立
図
書
館
蔵

の
手
稿
の
「
知
ら
れ
ざ
る
文
字
」
を
調
査
し
て
、「
こ
こ
に
見

ら
れ
る
の
は
、
独
善
的
な
、
ま
る
で
根
拠
の
な
い
捏
造
以
外

の
何
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」「
知
ら
れ
ざ
る
文
字
」
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
、
よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、「
異

言
」、
つ
ま
り
、
宗
教
的
恍
惚
状
態
で
発
せ
ら
れ
る
理
解
不
可

能
な
言
葉
、
あ
る
い
は
グ
ロ
ッ
ソ
ラ
リ
ア
（
舌
が
か
り
）
と
言

わ
れ
て
い
る
舌
言
語
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
の
例
と
し
て
、
も
う
一
つ
、

Korzinthio

を
挙
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ラ
テ

ン
語
でpropheta

、
預
言
者
を
意
味
し
ま
す
。Korzinthio

と

い
う
言
葉
か
ら
連
想
さ
れ
る
の
が
、『
聖
書
』
の
「
コ
リ
ン
ト

信
徒
へ
の
手
紙
」
で
す
。
こ
の
な
か
で
異
言
と
預
言
の
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
パ
ウ
ロ
の
言
葉
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、「
異
言
を
語
る
者
は
、
人
に
向
か
っ
て
で

は
な
く
、
神
に
語
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
預
言
す
る
者
は
、

人
に
向
か
っ
て
語
っ
て
い
る
の
で
、
人
を
つ
く
り
あ
げ
、
励

ま
し
、
慰
め
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
異
言
を
語
る
者
が

自
分
を
つ
く
り
あ
げ
る
の
に
た
い
し
て
、
預
言
す
る
者
は
教

会
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
」
と
。

要
す
る
に
、
パ
ウ
ロ
は
、
異
言
は
バ
ベ
ル
の
言
語
状
態
を

つ
く
る
の
で
世
界
は
無
秩
序
に
陥
っ
て
し
ま
う
、
異
言
は
あ

ま
り
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
が
、
ち
ょ
う
ど
「
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙
」
な

の
で
、
こ
のKorzinthio
が
預
言
者
を
示
す
の
は
、
な
か
な
か

意
味
深
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
の
小
説
『
薔
薇
の
名
前
』
に
は
、
サ

ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ
修
道
士
と
い
う
人
が
出
て
き
て
意
味
不
明
な

言
葉
を
し
ゃ
べ
り
ま
す
。
こ
の
小
説
の
主
人
公
の
少
年
は
、そ

れ
に
つ
い
て
「
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ

る
言
葉
で
あ
り
、
ど
ん
な
言
葉
で
も
な
い
。
バ
ベ
ル
の
言
葉
、

つ
ま
り
、
原
初
の
混
乱
の
言
語
そ
の
も
の
な
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
が
『
完
全
言
語
の
探
求
』
と

図12 　《おお、測り知れないほど大きな教会よ》
（O Orzchis Ecclesiaのネウマ譜）

図13　知られざる文字（litterae ignotae）
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い
う
本
を
書
い
て
い
ま
し
て
、
そ
の
な
か
で
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

の
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
に
も
言
及
し
て
い
ま
す3

。
エ
ー
コ

は
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
を
、
精
神
病
患
者
の

言
葉
や
ト
ラ
ン
ス
状
態
で
表
出
さ
れ
る
言
語
、
グ
ロ
ッ
ソ
ラ

リ
ア
と
同
様
の
言
葉
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
は
、
魔
術
的
な
言

葉
、「
異
言
」
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
の
神

秘
的
な
言
表
の
可
能
性
が
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

実
際
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
か
、
て
ん
か
ん
の
症
状
と
し
て
捉

え
る
精
神
医
学
者
も
い
て
、
日
本
の
精
神
科
の
医
師
の
な
か

に
も
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
こ
と
を
書
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
（
文
献
欄
を
参
照
）。
し
か
し
、
本

当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

幻
視
の
言
語

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
や
「
知
ら
れ
ざ
る
文
字
」
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
幻
視
の
言
語

と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
ら
た
め

て
わ
い
て
き
ま
す
。
彼
女
が
フ
ォ
ル
マ
ー
ル
修
道
士
に
語
っ

た
の
は
、
い
っ
た
い
何
語
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

フ
ォ
ル
マ
ー
ル
修
道
士
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
晩
年
の

秘
書
と
し
て
新
し
い
修
道
士
が
来
ま
す
が
、
そ
の
人
も
間
も

な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
最
後
の
秘
書
が
ヴ
ィ
ペ
ル

ト
と
い
う
修
道
士
で
、
こ
の
人
が
秘
書
に
な
る
二
年
前
に
ヒ

ル
デ
ガ
ル
ト
に
こ
の
よ
う
な
質
問
し
て
い
ま
す
―
「
幻
視

を
ラ
テ
ン
語
で
口
述
筆
記
さ
せ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
ド

イ
ツ
語
で
口
に
し
て
、
ほ
か
の
人
が
そ
れ
を
ラ
テ
ン
語
に
翻

訳
す
る
の
で
す
か
」。
そ
れ
に
対
し
て
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
、
次

の
よ
う
に
答
え
て
い
ま
す
。

私
の
語
る
こ
と
ば
は
、
天
上
か
ら
受
け
た
幻
視
か
ら
し
て

私
が
そ
れ
を
語
る
の
で
す
。
私
が
書
い
て
い
る
こ
と
は
幻

視
の
な
か
で
聴
い
た
り
見
た
り
し
た
こ
と
で
、
自
分
で
聴

い
て
、
聴
い
た
と
お
り
に
粗
雑
な
ラ
テ
ン
語
文
字
で
告
げ

る
こ
と
ば
以
外
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
ば
も
書
き
ま
せ
ん
。
幻

視
の
な
か
の
こ
と
ば
は
人
間
の
口
か
ら
出
る
こ
と
ば
と
は

似
て
も
似
つ
か
ぬ
音
を
発
し
て
、
さ
な
が
ら
閃
く
炎
の
よ

う
で
も
あ
れ
ば
、
純
粋
な
エ
ー
テ
ル
の
な
か
で
動
く
雲
の

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
最
初
、
幻
視
を
見
る
、
あ
る
い
は
聴
く
と
き
に
は
、

ま
だ
言
葉
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を
彼
女
が
、
彼

女
の
知
っ
て
い
る
「
粗
雑
な
ラ
テ
ン
語
」
に
直
し
、
そ
れ
を

フ
ォ
ル
マ
ー
ル
が
直
し
て
、
き
ち
っ
と
伝
え
る
と
い
う
か
た

ち
を
取
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
ず
幻
視
を
人
間
の
言
語
と

は
異
な
る
混
沌
と
し
た
音
と
し
て
聴
き
、
見
、
知
る
。
そ
し

て
そ
れ
を
自
分
の
記
憶
に
蓄
え
て
お
き
、
そ
れ
か
ら
粗
雑
な

ラ
テ
ン
語
で
告
げ
る
の
で
す
。

『
ス
キ
ヴ
ィ
ア
ス
』
の
ラ
テ
ン
語
は
、
通
常
の
ラ
テ
ン
語
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
粗
野
な
ラ
テ
ン
語
で

す
。
し
か
も
、
プ
フ
ァ
ル
ツ
方
言
と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
混
ぜ

た
泥
臭
い
文
体
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ま
で
ヒ
ル

デ
ガ
ル
ト
が
無
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
う
い
う
文
体
の
せ

い
だ
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

彼
女
が
病
気
が
ち
だ
っ
た
こ
と
と
幻
視
が
関
係
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
言
う
人
も
い
ま
す
。「
私
は
幻
視
の
た
め
に
―

そ
れ
を
口
に
出
さ
な
い
で
い
た
の
で
―
重
病
に
罹
っ
て
、
二

度
と
立
ち
上
が
れ
な
い
ほ
ど
ベ
ッ
ド
に
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し

た
」
と
も
言
っ
て
お
り
ま
す
し
、「
や
が
て
神
の
鞭
が
私
を
病

床
に
つ
か
せ
給
う
た
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル

ト
は
子
供
の
頃
か
ら
病
気
が
ち
で
、
大
病
の
時
期
に
は
そ
れ

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
説
教
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
し
、
最

後
の
幻
視
の
書
『
神
の
御
業
』
を
書
い
た
と
き
は
、
ほ
ぼ
恒

常
的
に
病
床
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
彼
女
は
修
道
院
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
治

療
す
る
、
医
者
の
立
場
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
ヒ

ル
デ
ガ
ル
ト
自
身
が
病
人
だ
っ
た
の
で
す
。
幻
視
を
体
験
す

る
と
病
に
倒
れ
て
い
ま
す
。
幻
視
と
病
気
は
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
幻
視
を
語
る
こ
と
、
記
す
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
味

が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
幻
視
を
記
し
、

表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
か
ら
立
ち
直
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
語
り
、
説
教
し
、
あ
る
い
は
書
き
記
す
こ
と

に
よ
っ
て
表
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
病
気
か
ら
治
癒
し
、
救

済
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
幻
視
の
後
に

は
自
分
が
老
女
で
は
な
く
て
、
単
純
な
幼
い
女
の
子
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
」
と
も
言
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
幻
視

を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
女
は
治
癒
さ
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
幻
視
を
語
り
、
記
す
こ
と
に
つ
い
て
、
ず

い
ぶ
ん
書
き
残
し
て
い
ま
す
。
最
初
に
お
見
せ
し
た
絵
（
図

２
）
も
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
面
を
た
く
さ
ん
描
き
残

し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
生
命
の
輪
」
と
い
う
絵
で
は
輪
か
ら

手
が
出
て
い
て
、
巻
き
紙
が
降
り
て
い
ま
す
（
図
14
）。
彼
女

が
書
い
て
い
て
、「
書
い
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
絵
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

手
と
巻
き
紙
が
出
て
い
て
、
彼
女
が
そ
こ
に
い
る
構
図
の
絵

が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
彼
女
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
状
態
で
幻
視
を
見

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
自
分
で
書

き
残
し
て
い
ま
す
。

「
幻
視
を
受
け
た
の
は
、
夢
の
な
か
で
も
、
眠
り
の
う
ち
で

も
、
錯
乱
状
態
の
な
か
で
も
な
く
、
ま
た
身
体
の
目
や
外
的

な
耳
に
よ
る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
受
け
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た
の
で
は
な
く
、
目
覚
め
て
い
な
が
ら
、
純
粋
な
心
と
内
的

な
自
己
の
目
と
耳
で
見
た
の
で
す
。
神
の
お
ぼ
し
め
し
の
ま

ま
に
、
露
わ
な
場
所
で
幻
視
を
受
け
た
の
で
す
」
と
『
ス
キ

ヴ
ィ
ア
ス
』
の
な
か
で
、
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

彼
女
の
幻
視
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
覚
醒
状
態
の
な
か
で
体

験
さ
れ
て
、
意
識
的
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
幻
視
は
狂

気
、
錯
乱
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
は
関
係
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
は
異
言
と
は
別
の
も

の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

用
語
事
典
と
し
て
の

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」

知
ら
れ
ざ
る
言
葉
に
つ
い
て
、
近
年
注
目
す
べ
き
研
究
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
中
世
言
語
の
研
究
者
サ

ラ
・
ヒ
グ
リ
ー
が
『
ビ
ン
ゲ
ン
の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
知
ら
れ

ざ
る
言
葉
（H

ildegard of Bingen’s U
nknown Language

）』（
二
〇
〇
七

年
）
と
い
う
素
晴
ら
し
い
本
を
出
版
し
た
の
で
す
。
こ
の
な

か
で
ヒ
グ
リ
ー
は
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
を
全
部
英
語
に
訳
し
、
ま

た
独
自
の
議
論
を
展
開
し
て
い
ま
す4

。

こ
の
本
で
ヒ
グ
リ
ー
は
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
は
中
世
の
百

科
事
典
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
神
を
は
じ
め
と
す
る
霊
性
か
ら
人
間
の
血
縁
関
係
、
動

物
、
鳥
、
草
木
、
虫
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
全
部
網
羅

し
て
い
る
本
で
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。
そ
こ
に
は
人
間
の
身

体
の
各
部
の
名
称
ま
で
、
そ
し
て
男
女
の
生
殖
器
の
名
前
ま

で
含
ま
れ
て
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
扱
っ
て
い
る
一
種
の

用
語
事
典
な
の
で
す
。

ヒ
グ
リ
ー
は
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
に

は
典
拠
と
し
た
も
の
が
あ
る
と
言
い
、Summarium H

einrici

と

い
う
中
世
の
用
語
事
典
、
も
し
く

は
百
科
事
典
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
世
の
百
科
事
典
に
は
、
さ

ら
に
そ
の
元
に
な
っ
た
ソ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
は
セ
ビ
リ
ア

の
聖
イ
シ
ド
ー
ル
ス
の
『
語
源

（Etymologie

）』
と
い
う
百
科
事
典
で

す
。
全
二
〇
巻
の
大
き
な
も
の
で

す
が
、
こ
れ
は
多
く
の
複
製
本
が

つ
く
ら
れ
、
そ
の
な
か
に
は
ト
リ

ー
ア
で
つ
く
ら
れ
た
写
本
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

の
い
た
場
所
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な

い
こ
の
ト
リ
ー
ア
で
の
写
本
を
ヒ

ル
デ
ガ
ル
ト
は
見
た
可
能
性
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
事
典
は
、
家
族
の
名
前
、
人
間

の
身
体
の
部
分
、
聖
職
者
の
衣
服
な
ど
数
多
く
の
主
題
に
分

け
て
記
述
さ
れ
て
い
て
、「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
と
類
似
し
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
セ
ビ
リ
ア
の
聖
イ
シ
ド
ー
ル
ス
と
い
う

人
は
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
、
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
の
守
護
聖
人
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、『
語
源
』
は
情
報
の
断
片
を
集
め
た
非
常
に
網
羅
的
な

著
作
で
あ
る
の
で
、
現
在
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
的
な
も
の
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
に
と
っ
て
は
守

護
聖
人
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
そ
う
で
す
。

ヒ
グ
リ
ー
が
そ
こ
で
挙
げ
て
い
る
の
が
「
グ
ロ
ッ
ソ
ポ
エ

イ
ア
（G

lossopoeia

5
）」、
す
な
わ
ち
芸
術
的
な
目
的
で
言
語
を

あ
ら
た
に
構
築
す
る
作
業
の
こ
と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
人
工
言
語
の
作
成
サ
イ
ト
が
あ
り
ま
し
て
、
ブ
ラ
ウ
ン

大
学
のC

O
N

LA
N

G

と
い
う
サ
イ
ト
で
す
が
、
世
界
中
の

十
代
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
が
そ

こ
に
参
加
し
て
、
新
し
い
言
語
を
つ
く
ろ
う
と
協
力
し
あ
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
人
工
言
語
を
つ
く
る
歴
史
が

脈
々
と
流
れ
て
い
て
、
現
在
は
、
そ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
や
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
歴
史
の
な
か
に
ヒ

ル
デ
ガ
ル
ト
の
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
人
工
言
語
作
成
の

歴
史
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
ト
マ
ス
・
モ
ア
と
か
、
ジ
ョ
ン
・

デ
ィ
ー
と
か
が
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
は
最
近
で
は
、『
指
輪
物

語
』
の
ト
ー
ル
キ
ン
も
妖
精
言
語
を
い
く
つ
か
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
『
哲
学
探
求
』
で

「
私
的
言
語
（private language

）」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
個
人
的
な
言
語
、
あ
る
い
は
人
工
言
語
の
歴
史
の

な
か
に
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。「
知
ら
れ
ざ
る

言
葉
（lingua ignota

）」
と
は
、
幻
視
三
部
作
で
表
明
さ
れ
た

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
哲
学
の
言
語
的
な
精
髄
を
示
す
も
の
だ
と

図14　幻視を語り、書き記すこと（「生命の輪」『神の御業』）
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ヒ
グ
リ
ー
は
言
っ
て
い
ま
す6

。

音
響
詩
と
し
て
の

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」

こ
の
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
は
さ
ら
に
音
響
的
な
面
か
ら

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
全
体
を

見
て
気
づ
く
の
は
、-z
で
終
わ
る
語
が
非
常
に
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
れ
はA

igonz
（
神
）
に
始
ま
り
、C

auiz

（
コ

オ
ロ
ギ
も
し
く
は
蟬
）
に
終
わ
る
こ
の
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
た
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
用
語
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た-ia

で
終

わ
る
語
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
の
な
か
に
は
接
尾
辞-buz

で
終
わ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
樹
木
を
指
す
も
の

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
も
の

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Scoibuz: 

ク
リ
の
実

Z
aim

zabuz: 

マ
ル
メ
ロ

G
ruzim

buz: 

サ
ク
ラ
ン
ボ

C
ulm

endiabuz: 

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

Sparinicihibuz: 

桃

Z
irunzibuz: 

プ
ラ
ム

ま
た
接
尾
辞-zia

は
体
の
一
部
を
指
す
も
の
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

Sterauinzia: 

ま
ゆ
毛
、
額

G
ruzia: 

食
道

Kolezia: 

喉

Tilzia: 

腹

Z
izia: 

口
ひ
げ

ま
たLuzeia

（
目
）
を
は
じ
めLuzpom

ohia

（
眼
球
）、

Luzcrealz

（
眼
孔
）、Luziliet

（
ま
つ
毛
）
な
ど
、
目
に
関
す
る

各
部
がLuz- 

で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
ラ
テ

ン
語
のlux

が
光
を
意
味
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
関
連
性
が

あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
挙
げ
て
い

ま
せ
ん
が
、
鼻
に
関
す
る
各
部
がnas- 

で
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
、
ド
イ
ツ
語
のN

ase

（
鼻
）
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
意
味
的
な
つ
な
が
り
も

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
が
、
そ
の
結
果
つ
く
ら
れ
た
言
葉

は
、
響
き
と
リ
ズ
ム
を
考
え
た
音
響
的
な
言
語
に
な
っ
て
い

ま
す
。

擬
音
語
の
よ
う
な
言
葉
も
あ
り
ま
す
。Z

inzrinz

と
い
う
語

は
螺
旋
階
段
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
ぐ
る
ぐ
る
回

っ
て
い
る
感
じ
を
模
し
た
よ
う
な
言
葉
で
す
。Z

irinzil

は
礼

拝
堂
を
指
す
言
葉
で
、
そ
れ
じ
た
い
音
響
的
な
こ
の
語
は
、
音

の
鳴
り
響
く
場
所
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
は
一
種

の
音
響
の
サ
ン
プ
ル
集
で
あ
り
、
ま
た
音
響
詩
だ
と
さ
え
言

え
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

フ
ォ
ル
マ
ー
ル
修
道
士
は
一
一
七
三
年
ご
ろ
に
、「
聞
い
た

こ
と
の
な
い
音
楽
の
声
（vox inaudite m

elodie

）、
聞
い
た
こ

と
の
な
い
言
葉
（vox inaudite lingue

）
に
つ
い
て
は
、
ど
こ

に
書
き
ま
し
ょ
う
か
」
と
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
に
手
紙
で
訊
ね

て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
と
き
に
、
こ
れ
は
書
き
残
し
て

お
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。「
聞
い
た
こ
と
の
な
い
声
」
と
言
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
そ
れ
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
と
き
に
「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
を
記
す
こ
と
に

な
り
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
そ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。
つ
ま
り

そ
れ
は
最
終
的
に
は
「
知
ら
れ
た
言
葉
」
に
な
り
ま
し
た
。

「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
は
秘
密
の
言
語
な
ど
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
と
身
体

最
後
に
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
音
楽
観
を
見
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

彼
女
に
と
っ
て
音
楽
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
失

墜
前
の
ア
ダ
ム
の
声
は
天
使
の
声
」
だ
っ
た
と
ヒ
ル
デ
ガ
ル

ト
は
言
っ
て
い
ま
す
。「
そ
れ
か
ら
ア
ダ
ム
は
悪
魔
に
だ
ま
さ

れ
、
無
知
で
不
安
定
に
な
っ
た
。
ア
ダ
ム
の
声
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
預
言
者
た
ち
は
詩
編
や
賛
歌
を
書
き
、
楽
器
を
つ

く
っ
た
。
こ
の
楽
器
を
奏
で
、
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
失
墜
前

の
声
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。（
し
た
が
っ
て
歌
と
音
楽
は

重
要
で
あ
る
）」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

歌
を
歌
う
、
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ダ
ム

の
言
語
、
失
わ
れ
た
ア
ダ
ム
の
声
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

る
、
だ
か
ら
音
楽
を
演
奏
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
ヒ
ル
デ

ガ
ル
ト
は
考
え
て
い
ま
し
た
。『
徳
た
ち
の
劇
』
と
い
う
宗
教

劇
の
な
か
で
悪
魔
は
歌
い
ま
せ
ん
。「
魂
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

だ
」
と
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
述
べ
て
い
て
、
音
楽
を
演
奏
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
魂
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
た
よ
う
で
す
。

晩
年
の
逸
話
と
し
ま
し
て
、
こ
う
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
一
一
七
八
年
、
教
会
破
門
者
が
ル
ー
ペ
ル
ツ
ベ

ル
ク
に
や
っ
て
き
て
、
自
分
が
死
ん
だ
ら
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の

修
道
院
に
埋
葬
し
て
ほ
し
い
と
言
い
残
し
て
死
に
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
彼
を
埋
葬
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
人
は
教
会
破
門
者
だ
っ
た
こ
と
が
後
で
分
か
り
、
マ
イ

ン
ツ
の
高
位
の
聖
職
者
か
ら
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
修
道
院
は
聖

務
を
禁
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
聖
務
を
禁
止
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
、
歌
を
歌
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
歌
が
歌
え
な
い
の
は
非
常
に
不
自
由
だ

と
、
マ
イ
ン
ツ
の
高
位
の
聖
職
者
に
抗
議
の
手
紙
を
送
っ
て
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い
ま
す
。
歌
わ
せ
て
く
れ
、
歌
え
な
い
と
困
る
と
。
そ
れ
か

ら
マ
イ
ン
ツ
ま
で
六
時
間
か
け
て
歩
い
て
行
っ
て
直
訴
ま
で

し
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
聖
務
の
禁
止
が
解
か
れ
た
の
で

す
が
、
マ
イ
ン
ツ
か
ら
戻
っ
て
二
週
間
後
に
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
身
体
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
だ

っ
た
か
を
考
え
ま
す
と
、
彼
女
に
と
っ
て
の
身
体
の
重
要
性

が
見
え
て
き
ま
す
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
に
は
身
体
へ
の
強
い
意

識
が
見
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
」
の
な

か
に
は
身
体
各
部
の
名
称
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
な

か
に
は
男
女
の
生
殖
器
の
名
称
ま
で
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
事
項
に
つ
い
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
書
き
残
そ
う
と
し
た

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
意
味
は
書
き
記
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
い
う
か
、
筆
記
す
る
人
が
憚
っ
て
、
そ
う
い
う
生

殖
器
の
名
称
な
ど
は
書
き
残
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
謎
だ
と

思
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
身
体
に
た
い
し
て
否
定
的
で
は
な
く
、
き
ち
ん

と
捉
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
現
れ
て
い
る
の
で
す
。
当
時
の

聖
職
者
の
な
か
に
は
、
お
そ
ら
く
身
体
と
い
う
も
の
を
忌
み

嫌
う
と
い
う
か
、
身
体
か
ら
目
を
背
け
る
考
え
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
は
そ
れ
を
直
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
病
気
を
含
め
て
身
体
を
意
識

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

身
体
と
い
う
も
の
が
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
に
と
っ
て
は
神
の
言

葉
、
音
を
受
け
止
め
る
器
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幻
視
の
重
み
に
よ
っ
て
こ
の
容
器
は
衰
弱
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
器
は
、
幻
視
を
外
に
出
す
こ
と
、
表
現
す
る
こ
と
、

記
し
、
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
蘇
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ヒ

ル
デ
ガ
ル
ト
に
と
っ
て
の
身
体
は
、
神
の
声
を
受
け
止
め
、
美

し
い
響
き
と
し
て
放
出
す
る
魂
の
容
器
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。

＊
本
稿
は
二
〇
一
三
年
五
月
一
四
日
、
第
一
一
回
身
心
変
容
技
法

研
究
会
（
芸
術
と
身
心
変
容
技
法
）
で
の
口
頭
発
表
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

注1
　『
徳
た
ち
の
劇
』
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
初
の
宗
教
劇 

、
倫
理
劇

と
さ
れ
て
い
る
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
音
楽
劇
。
君
主
、
予
言
者
、

七
人
の
女
性
の
徳
（
謙
遜
、
愛
、
従
順
、
忠
実
、
希
望
、
無

垢
、
慈
悲
）、
幸
福
な
魂
、
不
幸
な
魂
、
悪
魔
が
登
場
す
る
。

2
　『
ニ
ュ
ー
グ
ロ
ー
ブ
世
界
音
楽
大
事
典
』（
講
談
社
）
の
「
続

唱
（
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
）」
の
項
目
に
お
い
て
も
、
信
頼
で

き
る
セ
ク
エ
ン
ツ
ィ
ア
作
曲
家
の
一
人
と
し
て
、
ヒ
ル
デ
ガ

ル
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

3
　

U
・
エ
ー
コ
（
一
九
九
五
）『
完
全
言
語
の
探
究
』
二
三
頁
。

4
　
バ
ー
ゼ
ル
・
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
協
会
が
一
九
八
七
年
に
出
版
し

た
『
知
ら
れ
ざ
る
言
葉
』
に
は
、
試
験
的
な
ド
イ
ツ
語
訳
が

つ
け
ら
れ
た
が
、
不
完
全
な
も
の
で
あ
っ
た
。

5
　

J
・
R
・
R
・
ト
ー
ル
キ
ン
の
造
語
。

6
　H

igley, 2007: 29.
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「
ふ
る
え
」と「
き
こ
え
」

こ
の
世
界
は
、
た
え
ず
ふ
る
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ふ
る
え
は
、
き
く
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ト
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
オ
ト
は
、
ふ
る
え
て
い
る
も
の
を

い
つ
も
、
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
オ
ト
を
目
に
み
え
な
い
も
の
に
む
す
び
つ
け
る

想
像
力
を
、

古
代
人
は
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

オ
ト
が
つ
れ
て
く
る
な
に
か
に
、

じ
っ
と
耳
を
す
ま
し
て
い
た
の
で
す
。

「
ふ
る
え
」
と
「
き
こ
え
」
に
介
在
す
る

古
代
人
た
ち
の
想
像
力
に
近
づ
く
た
め
の
試
み
。

そ
れ
が
、
四
つ
の
サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。

珪
藻
土
か
ら
発
す
る
息
、
植
物
の
電
位
変
化
、

交
流
を
与
え
た
モ
ノ
コ
ー
ド
、
風
を
受
け
る
エ
オ
リ
ア
ン
・

ハ
ー
プ
。

こ
れ
ら
の
か
す
か
な
ふ
る
え
は
、

わ
れ
わ
れ
の
耳
に
よ
っ
て
オ
ト
と
な
り
、

場
の
な
か
で
ヒ
ビ
キ
と
な
り
ま
す
。

「
ふ
る
え
」
を
オ
ト
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

ヒ
ビ
キ
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
は
「
魔
法
の
か
か
っ
た
世
界
」
に

生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
女
性
作
曲
家
、
ポ
ー
リ
ン
・
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス

の
実
践
や
私
自
身
の
体
験
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
に
、
冒
頭
に
掲
げ
た
こ
の
短
い
文
章
は
、
私
自
身
が

制
作
し
た
四
つ
の
サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
ま
と
め
た
『
ふ
え
る

／
き
こ
え
』
と
い
う
図
録
の
序
文
で
す
。
こ
の
数
年
、
金
沢

21
世
紀
美
術
館
を
は
じ
め
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
や
N
T
T

イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（IC

C
）
な
ど

で
い
く
つ
か
の
サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
制
作
の
基
本
的
な
理
念
が
こ
の
短

い
文
章
の
な
か
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ふ
る
え
」
が

生
み
だ
す
音
／
響
き
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
感
知
す
る
わ
れ
わ

れ
の
「
き
こ
え
」
の
あ
い
だ
に
さ
ま
ざ
ま
に
介
在
し
て
い
る

環
境
や
身
体
の
連
鎖
や
関
係
性
こ
そ
が
、
こ
の
よ
う
な
サ
ウ

ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
す
る
ポ
ー
リ
ン
・
オ
リ
ヴ
ェ

ロ
ス
と
の
出
会
い
や
彼
女
と
の
実
践
が
大
き
な
影
響
を
与
え

て
き
ま
し
た
。

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
ま
え
に
、
音
／
響

き
や
聴
こ
え
の
関
係
に
関
し
て
、
古
代
の
慣
習
か
ら
捉
え
直

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
杉
浦
康
平
は
、
そ
の
著
書
『
宇

宙
を
叩
く
』
の
な
か
で
「
音
な
ひ
」
と
よ
ば
れ
る
音
の
慣
習

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
音
な
ひ
」
と
は
、
神
霊
を
呼
び
覚
ま

す
と
き
に
た
て
る
「
小
さ
い
音
」
で
あ
っ
た
り
、「
一
瞬
の

音
」
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
柏
手
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま

た
、
さ
さ
や
く
よ
う
な
か
す
か
な
声
は
、
神
か
ら
発
せ
ら
れ

た
も
の
と
し
て
、
そ
の
声
に
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
神
の
お
告
げ
を
受
け
る
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
小
さ
な
音
」
や
「
さ
さ
や
く
声
」
は
、
発

第
五
部
❖
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と
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容
技
法
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せ
ら
れ
た
所
在
が
特
定
し
づ
ら
く
、
曖
昧
な
存
在
で
す
。
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
代
人
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
音
や
声

を
通
じ
て
超
越
的
な
存
在
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
古
代
漢
字
の
字
形
の
な
か
に
は
っ
き
り
と
読

み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
白
川
静
の
『
常
用
字
解
』
を
ひ

も
と
い
て
み
る
と
、「
音
」
の
項
目
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

音
と
は
神
の｢

音
な
い
（
音
を
立
て
る
こ
と
。
訪
れ
）｣

で
あ

り
、
音
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
神
意
、
神
の
お
告
げ
で
あ
る
。

神
棚
の
両
開
き
の
扉
（
門
）
の
前
の
口
（
さ
い
）
の
中
か
ら
、

夜
ふ
け
に
神
の
訪
れ
の
音
が
す
る
こ
と
を
闇
と
い
い
、
ま

た
暗
と
も
い
う
。

つ
ま
り
、
音
と
は
、
現
実
を
離
れ
て
異
界
と
の
交
信
を
つ

か
さ
ど
る
媒
介
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
視
覚
的
な
認
識
を
越
え

た
想
像
上
の
世
界
へ
と
誘
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
「
音
」
の

項
目
に
言
及
さ
れ
て
い
る
「
闇
」
は
、
異
界
と
の
境
界
を
表

す
「
門
」
の
な
か
に
「
音
」
を
宿
し
た
字
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
闇
に
お
い
て
こ
そ
、「
小
さ

な
音
」
や
「
さ
さ
や
く
声
」
が
人
間
の
耳
に
絶
大
な
る
力
を

も
っ
て
作
用
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
門
」

の
な
か
に
「
耳
」
を
宿
す
字
形
の
「
聞
」
に
関
し
て
、
白
川

静
は
「
古
代
の
人
の
耳
に
は
、
か
す
か
な
音
に
示
さ
れ
る
神

の
声
を
聞
く
働
き
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
闇
」
や
「
聞
」
と
い
う
字
形
か
ら
は
、「
音
」

と
い
う
現
象
と
「
耳
」
と
い
う
知
覚
と
の
関
係
の
な
か
に
、
現

実
世
界
を
越
え
た
異
界
と
い
う
領
域
が
深
く
浸
透
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
な
に
か
が

「
触
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
震
え
」
が
生
じ
、
そ
の
「
ふ
る

え
」
が
耳
に
達
し
て
「
き
こ
え
」
と
い
う
は
た
ら
き
の
な
か

で
「
オ
ト
」
に
転
化
す
る
。
さ
ら
に
、「
オ
ト
」
が
そ
の
場
自

体
を
ふ
る
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ヒ
ビ
キ
」
に
変
容
し
な

が
ら
、
耳
を
取
り
巻
く
身
体
そ
の
も
の
を
包
み
込
ん
で
い
く
。

こ
の
よ
う
な
「
ふ
る
え
」
と
「
き
こ
え
」
の
あ
い
だ
に
、
渦

巻
き
の
よ
う
に
幾
重
に
も
織
り
込
ま
れ
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

の
回
路
。
そ
こ
に
、
杉
浦
康
平
や
白
川
静
が
明
ら
か
に
し
た

「
音
な
い
」
と
い
う
古
代
か
ら
の
音
の
営
み
に
思
い

を
巡
ら
せ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
表
現
が
生
み
だ

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
表
現
は
、
異
界

へ
の
入
口
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
数
年
の
う
ち
に
発
表
し
て
き
た
四
つ
の
サ

ウ
ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
ふ
え
る
」

と
「
き
こ
え
」
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
の
繰
り
返

し
の
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
方

向
の
原
点
の
ひ
と
つ
が
ポ
ー
リ
ン
・
オ
リ
ヴ
ェ
ロ

ス
と
い
う
存
在
で
し
た
。

ソ
ニ
ッ
ク・メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

―「
聴
く
」と
い
う
演
習

「
周
囲
の
環
境
で
起
こ
っ
た
出
来
事
を
耳
が
察
知
し
、
眼
が

そ
の
出
来
事
を
追
う
の
だ
」
と
、
か
つ
て
ポ
ー
リ
ン
・
オ
リ

ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
耳
と
い
う
感
覚
器
官
が
も
つ
重
要
性
に
つ
い

て
語
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
聴
く
と
い
う
行
為
に
こ
だ
わ

り
、
そ
し
て
、
聴
く
こ
と
の
意
味
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
問
い
か

け
る
こ
と
。
こ
の
女
性
作
曲
家
の
広
範
な
表
現
は
、
す
べ
て

聴
く
こ
と
の
実
践
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、

七
〇
年
代
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校

（U
CSD

）
で
教
え
て
い
ま
し
た
が
、
八
〇
年
代
初
め
に
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
り
住
み
、
そ
の
後
、
八
十
歳
を
越
え
た
現

在
で
も
多
彩
で
精
力
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
私
自
身
、

U
C
S
D
の
博
士
課
程
に
一
九
八
二
年
か
ら
留
学
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
実
際
に
彼
女
の
ク
ラ
ス
を
受
講
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
き
ど
き
オ
リ

ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
U
C
S
D
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催

す
る
こ
と
が
あ
り
、
す
ぐ
に
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、

三
回
ほ
ど
来
日
し

て
い
ま
す
。
一
九

八
九
年
の
我
孫
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

一
九
九
二
年
の
東

京
パ
ー
ン
で
の

「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス

ニ
ン
グ
・
バ
ン

ド
」
を
率
い
て
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
そ

し
て
、
二
〇
〇
五

年
の
金
沢
21
世
紀

図１　藤枝守『ふるえ／きこえ』の表紙

図２　ポーリン・オリヴェロス
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美
術
館
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
と
く
に
一

九
九
二
年
と
二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
日
本
で
の
オ
リ
ヴ
ェ
ロ

ス
の
実
践
は
、
私
に
と
っ
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
の
模
様
は
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。七

〇
年
代
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
時
代
に
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
音

を
媒
介
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
瞑
想
の
方
法
を
考
案
し
、『
ソ
ニ

ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
彼
女
の
周
辺
に
集
ま
っ
た
女
性
た
ち
を
中
心
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
自
ら
の
呼

吸
の
リ
ズ
ム
を
意
識
し
な
が
ら
、
他
者
や
周
囲
の
音
に
集
中

す
る
。
そ
し
て
、
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
自
ら
の
意
識
や
身

体
を
観
察
し
な
が
ら
、
他
者
の
存
在
や
周
囲
の
事
象
と
相
互

に
浸
透
し
て
い
く
。『
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
で

は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
が
、
じ
つ
に
詩
的
な
言
葉
で
記
述
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
『
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
冒
頭
に
は
、

「
こ
れ
ら
の
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
は
、

呼
吸
の
循
環
を
観
察
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
よ
う
考
案
さ
れ

て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
き
な
り
「
聴
く
」
と
い

う
行
為
を
始
め
た
り
、
音
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
日
頃

あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と
の
な
い
「
呼
吸
」
と
い
う
循
環
運
動

へ
の
観
察
が
「
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
前
提

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
呼
吸
へ
の
観
察

は
、
自
ら
の
身
体
を
意
識
す
る
た
め
の
導
入
と
な
り
ま
す
。
眼

を
閉
じ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
、
呼
吸
の
間
合
い
を
長
く
し
な

が
ら
、
空
気
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
り
、
出
て
い
く
の
を

静
か
に
観
察
し
て
い
く
と
、
周
囲
の
音
が
だ
ん
だ
ん
と
鮮
明

に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
聴
く
」
と
「
呼
吸
す

る
」
と
い
う
二
つ
の
行
為
が
、
密
接
に
連
動
し
合
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
音
に
対
し
て
の
実
際
の
方
法
と
し
て
、「actively 

m
ake sound

～
音
を
出
す
」「actually im

agine sound

～
実
際

の
音
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
」「listen to present sound

～
今
の
音

を
聴
く
」「rem

em
ber past sound

～
過
去
の
音
を
想
起
す
る
」

の
四
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み

合
わ
せ
、
呼
吸
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
瞑
想
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
い
く
の
で
す
。
た
と
え
ば
、『
ソ
ニ

ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
の
最
初
の
「
飛
ぶ
た
め
の
自

習
」
と
い
う
演
習
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
指
示
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

何
人
で
も
よ
い
が
、
中
心
に
向
か
っ
て
輪
に
な
っ
て
座
る
。

仄
暗
い
青
い
光
で
空
間
を
照
ら
す
。

自
分
の
呼
吸
を
た
だ
観
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

つ
ね
に
客
観
的
で
あ
る
こ
と
。

し
だ
い
に
自
分
の
呼
吸
の
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
す
る
。

そ
し
て
、
徐
々
に
声
に
変
え
て
い
く
。

自
然
に
ま
か
せ
て
あ
な
た
の
声
帯
を
震
動
さ
せ
る
。
そ
の

声
を
非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
強
め
て
い
き
、
自
然
に
全
員
が

静
ま
り
か
え
る
ま
で
、
可
能
な
限
り
長
く
そ
れ
を
続
け
る
。

つ
ね
に
自
身
の
呼
吸
の
サ
イ
ク
ル
を
意
識
す
る
こ
と
。

呼
吸
へ
の
意
識
を
通
し
て
、
自
ら
が
発
し
た
声
を
聴
く
と

い
う
循
環
し
た
関
係
。
こ
の
よ
う
な
関
係
の
な
か
で
、
自
ら

の
声
が
周
囲
か
ら
の
音
や
他
者
の
声
に
重
な
り
な
が
ら
、
そ

れ
ら
が
一
体
と
な
っ
た
「
響
き
」
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
変
容
し
て
い
く
「
響
き
」

に
集
中
し
て
い
く
う
ち
に
、
し
だ
い
に
「
聴
く
」
と
い
う
行

為
が
鋭
敏
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
呼
吸
に
基

づ
く
「
聴
く
」
と
い
う
行
為
は
、
音
楽
を
聴
い
て
い
る
と
き

と
は
異
な
る
時
間
感
覚
を
呼
び
覚
ま
す
よ
う
に
み
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
音
楽
的
な
情
報
を
受
け
取
っ
た
り
、
理
解
す
る
こ

と
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
ら
の
自
発
的
な
意
識
の
な
か
を
通
じ

て
周
囲
で
巻
き
起
こ
る
事
象
の
微
妙
な
変
化
を
自
在
に
探
索

す
る
う
ち
に
、
自
然
に
時
間
が
流
れ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
の
考
案
し
た
「
ソ
ニ
ッ
ク
・

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
音
は
、
も
は
や
音
楽
を

作
る
た
め
の
素
材
で
は
な
く
、
意
識
を
集
中
さ
せ
る
対
象
と

な
る
。
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
音
は
「
注
意

力
の
焦
点
」
で
あ
り
、
こ
の
焦
点
に
集
中
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
内
面
的
な
意
識
を
包
み
込

む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
気
づ
き
」
の
世
界
に
浸
透
で
き
る
の
だ

と
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
説
い
て
い
ま
す
。
音
や
呼
吸
に
フ
ォ
ー

カ
ス
さ
れ
た
「
注
意
」
と
そ
の
注
意
か
ら
広
が
る
内
面
や
環

境
に
向
け
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
「
気
づ
き
」
を
、
オ
リ
ヴ
ェ
ロ

ス
は
、
し
ば
し
ば
、
中
心
に
点
を
置
い
た
円
と
い
う
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
点
と
円
が
相
互
に
干
渉
し
て
い
く
よ
う
な
状
態
を
生
み

だ
す
こ
と
が
「
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
演
習

図３ 　ポーリン・オリヴェロス『ソニック・メディテーション』の
表紙　
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に
お
い
て
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ー
プ・リ
ス
ニ
ン
グ
の
実
践

「
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
践
や
体
験
を
踏

ま
え
て
、
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
さ
ら
な
る
展
開
を
は
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
、「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
な
の
で
す
。

「
聴
き
入
る
」
あ
る
い
は
「
耳
を
澄
ま
す
」
と
訳
し
て
し
ま
う

と
、
な
に
か
こ
の
言
葉
の
真
意
の
一
端
し
か
伝
わ
っ
て
こ
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、「
デ
ィ
ー
プ
」
と
い
う
形
容
詞
が

介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
な

世
界
と
通
じ
る
意
識
を
そ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
ま
で
に
至
る
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
の
即
興
演
奏
や
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

は
、
こ
の
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
教
義
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
そ
の
発
端
と
な
っ
た
の
が
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏

者
の
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
デ
ン
プ
ス
タ
ー
た
ち
と
行
な
っ
た
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
し
た
。
そ
れ
は
、《D

eep 
Listening

》
と
い
う
C
D
（N

ew A
lbion 022

）
と
し
て
リ
リ
ー

ス
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン

州
に
あ
る
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
貯
水
槽
で
行
な
わ
れ
た
そ
う
で

す
。
深
さ
が
十
四
フ
ィ
ー
ト
も
あ
る
こ
の
貯
水
槽
は
、
な
ん

と
残
響
時
間
が
四
十
五
秒
に
も
達
す
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
特
異
な
音
響
空
間
で
は
、
も
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
者
が
、

む
や
み
に
音
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
と
た
ん
に
混
沌
と
し
た

音
の
状
態
に
陥
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
自
ら
が
出
し
た
音
の

残
響
に
耳
を
か
た
む
け
、
そ
し
て
、
相
手
の
音
の
軌
跡
に
細

心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
、次
な
る
音
を
慎
重
に
選
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
、残
響
時
間
が
き
わ
め
て
長
い
貯
水
槽
空
間
そ
の

も
の
が
、聴
く
と
い
う
行
為
を
提
供
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。

こ
の
よ
う
な
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・
バ
ン
ド
」
の

演
奏
に
接
し
て
い
る
と
、
イ
ル
カ
や
こ
う
も
り
が
自
分
の
位

置
や
環
境
の
特
性
を
知
る
た
め
に
行
な
う
エ
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
連
想
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
ら
発
し
た

音
が
対
象
物
に
あ
た
っ
て
、
は
ね
返
っ
て
く
る
音
を
注
意
深

く
聴
き
と
っ
て
い
く
行
為
。
自
分
の
存
在
が
、
ま
さ
に
聴
く

こ
と
に
よ
っ
て
実
感
さ
れ
、
そ
し
て
、
環
境
と
の
関
係
が
聴

覚
的
な
世
界
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。「
デ
ィ
ー

プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
と
は
、
音
を
媒
体
に
自
分
の
意
識
や
感

覚
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
者
や
環
境
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
実
践
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
自
己
と
外
界

と
の
同
化
、
あ
る
い
は
一
体
化
へ
向
け
て
の
教
義
だ
と
い
え

ま
す
。

な
ぜ
、
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」

と
名
付
け
た
の
か
。
つ
ま
り
、「
聴
く
～
リ
ス
ニ
ン
グ
」
と
い

う
日
常
的
な
行
為
を
超
え
る
と
い
う
意
味
合
い
が
「
デ
ィ
ー

プ
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
聴
く
」
と

い
う
行
為
が
慣
習
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
行
為
か
ら
あ
ら
た
な
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が

ら
、
わ
れ
わ
れ
の
身
体
や
環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
と
の
あ

ら
ゆ
る
繫
が
り
を
体
感
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
が
「
デ
ィ
ー

プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
実
践
の
目
的
だ
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
は
、
け
っ

し
て
特
別
な
行
為
で
は
な
い
と
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
み
な
し
て

い
る
。D
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と
い
う
著
作
の

な
か
で
、
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

動
物
た
ち
は
、「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ナ
ー
」
な
ん
で
す
。
あ

な
た
が
鳥
や
昆
虫
、
動
物
た
ち
が
い
る
環
境
に
わ
け
入
っ

た
と
き
、
か
れ
ら
は
、
完
璧
に
あ
な
た
の
こ
と
を
聴
い
て

い
ま
す
よ
。
あ
な
た
は
受
け
取
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
あ
な
た
の
存
在
は
そ
の
環
境
の
生
き
物
に
と
っ
て
、

生
死
を
左
右
す
る
も
の
な
の
で
す
。
リ
ス
ニ
ン
グ
と
は
、
ま

さ
に
生
存
そ
の
も
の
な
ん
で
す
。

ま
さ
に
、
差
し
迫
っ
た
状
況
の
な
か
で
生
き
抜
く
生
き
物

に
と
っ
て
、
鋭
敏
な
聴
覚
こ
そ
が
彼
ら
の
生
を
保
障
す
る
。

「
聴
く
こ
と
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
次
な
る
行
為
を
呼
び
覚
ま
し
、

生
き
る
道
が
た
え
ず
更
新
さ
れ
る
の
で
す
。
お
そ
ら
く
、
か

つ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
よ
う
な
生
き
物
た
ち
と
同
じ
よ

う
な
聴
覚
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
生
死
を
左
右
す
る
聴
覚
能
力
は
、
近
代
的
な

生
活
空
間
の
な
か
で
は
か
な
ら
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
く
な

り
、
そ
の
鋭
敏
さ
も
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
が
提
唱
す
る
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス

ニ
ン
グ
」
は
、
ま
さ
に
「
聴
く
」
と
い
う
行
為
の
復
権
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
身
体
性
が
体
験
を
通
し

て
現
実
に
接
触
す
る
と
い
う
方
向
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

耳
な
し
芳
一の「
耳
」

―
生
死
の
な
か
の
リ
ス
ニ
ン
グ

「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
実
践
を
通
し
て
顕
在
化
す

る
現
実
。
じ
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
も
無
意
識
に
こ
の
よ
う
な
聴

覚
的
な
世
界
に
ふ
れ
て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
暗
闇
の

な
か
で
、
お
の
ず
と
「
聴
く
」
と
い
う
行
為
は
鋭
敏
に
な
り
、

些
細
な
音
に
対
し
て
も
過
敏
に
反
応
し
た
り
、
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
し
ま
す
。
た
し
か
に
、
今
日
の
生

活
空
間
に
お
い
て
、
暗
闇
の
場
を
さ
が
す
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
暗
闇
は
、
危
険
な
場
所
と
み
な
さ
れ
、

夜
と
い
う
時
間
は
「
ひ
か
り
」
を
と
も
な
う
こ
と
に
よ
っ
て

視
覚
に
よ
る
認
識
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

事
象
と
音
が
一
体
化
し
た
暗
闇
の
世
界
。
そ
の
な
か
で

「
聴
く
」
と
い
う
行
為
を
活
性
化
さ
せ
る
意
識
。
こ
の
よ
う
な
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暗
闇
に
お
け
る
聴
覚
的
な
認
識
と
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
た
ち

現
れ
て
く
る
限
り
な
い
想
像
力
を
小
泉
八
雲
が
残
し
た
『
怪

談
』
の
な
か
の
「
耳
な
し
芳
一
」
の
話
に
み
い
だ
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
有
名
な
「
耳
な
し
芳
一
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
芳

一
の
耳
が
亡
霊
に
よ
っ
て
引
き
ち
ぎ
ら
れ
る
場
面
で
す
。
身

体
全
体
に
経
文
が
く
ま
な
く
書
き
込
ま
れ
、
亡
霊
か
ら
は
「
み

え
な
い
存
在
」
と
な
っ
た
芳
一
の
存
在
。
ま
た
、
盲
人
で
あ

る
芳
一
に
と
っ
て
、
当
然
な
が
ら
亡
霊
も
「
み
え
な
い
存
在
」

と
な
る
。
真
夜
中
の
本
堂
と
い
う
暗
闇
の
空
間
の
な
か
で
、こ

の
二
つ
の
「
み
え
な
い
存
在
」
と
な
っ
た
身
体
や
そ
れ
ぞ
れ

の
感
覚
が
複
雑
に
交
錯
し
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

本
堂
の
片
隅
で
じ
っ
と
亡
霊
の
動
き
を
察
知
す
る
芳
一
。

そ
の
「
耳
」
は
、
動
物
た
ち
が
森
の
な
か
で
敵
か
ら
身
を
守

る
た
め
の
鋭
敏
な
能
力
を
備
え
た
も
の
に
変
容
し
て
い
く
。

ま
さ
に
、「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ナ
ー
」
と
な
っ
た
芳
一
は
、
本

堂
と
い
う
閉
じ
ら
れ
た
空
間
の
な
か
で
、
あ
た
か
も
全
身
が

「
耳
」
と
な
る
か
の
よ
う
に
継
起
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
集
中

し
て
い
く
。
そ
の
暗
闇
の
な
か
で
亡
霊
が
目
に
し
た
の
は
、
経

文
が
書
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
芳
一
の
「
耳
」
そ
の
も
の
で
し

た
。
そ
の
「
耳
」
と
は
、
ま
さ
し
く
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ

ン
グ
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

視
覚
的
な
対
象
と
な
っ
た
「
耳
」
と
い
う
感
覚
器
官
。
こ

の
本
堂
で
の
芳
一
と
亡
霊
が
対
面
す
る
場
面
に
お
い
て
、
聴

く
た
め
の
器
官
で
あ
る
芳
一
の
「
耳
」
は
、
目
を
凝
ら
す
亡

霊
に
と
っ
て
は
、
見
る
（
あ
る
い
は
、
見
え
る
）
存
在
と
し
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
聴
く
こ
と
」
と
「
見
る

こ
と
」
が
対
置
さ
れ
た
構
図
の
な
か
で
、
耳
が
引
き
ち
ぎ
ら

れ
る
と
い
う
想
像
を
超
え
る
よ
う
な
苦
痛
が
こ
の
ス
ト
ー
リ

ー
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、

芳
一
が
直
面
し
た
生
死
の
は
ざ
ま
の
な
か
に
描
か
れ
る
「
耳
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
「
耳
な
し
芳
一
」。
そ
れ
は
「
デ
ィ

ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
が
提
起
す
る
「
聴
く
こ
と
」
の
実
感

と
想
像
力
を
十
分
に
喚
起
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
の
マ
ラ
ソ
ン・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

一
九
九
二
年
に
来
日
し
た
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、「
デ
ィ
ー

プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・
バ
ン
ド
」
の
メ
ン
バ
ー
を
率
い
て
東
京

で
二
晩
の
公
演
を
行
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

「
マ
ラ
ソ
ン
・
ソ
ニ
ッ
ク
・
エ
ン
ヴ
ァ
ー
ラ
メ
ン
ト
」
と
い
う

二
日
目
の
公
演
は
、
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
、
私
を

含
め
た
日
本
の
演
奏
家
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
た
ち
が
参
加
し
た

五
時
間
に
も
お
よ
ぶ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
。
公
演
に
先

立
ち
、
か
ん
た
ん
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
、
そ
こ
で
、

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
出
演
者
全
員
に
「
と
に
か
く
聴
き
ま
し

ょ
う
」
と
だ
け
告
げ
て
、
マ
ラ
ソ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

始
ま
っ
た
の
で
す
。

観
客
が
取
り
囲
ん
だ
演
奏
会
場
の
フ
ラ
ッ
ト
な
空
間
の
な

か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
演
者
は
、
思
い
思
い
の
場
所
に
陣
取

る
。
は
じ
め
は
、
や
や
遠
慮
が
ち
に
出
す
音
が
断
続
的
に
続

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
主
張
す
る
か
の
よ
う
な
音

を
発
し
て
い
く
と
、
し
だ
い
に
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
く

る
。
私
自
身
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
必
死
で
操
作
し
て
、
自
分

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
音
の
状
態
は
混
沌
と
な
り
、
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
音
を
聴
き
分
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
、
二
時
間
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、
事
態
が
ゆ

っ
く
り
と
変
化
し
て
く
る
。
混
沌
と
し
た
音
の
状
態
が
、
霧

が
晴
れ
る
か
の
よ
う
に
沈
静
に
向
か
い
だ
し
た
の
で
す
。
周

囲
の
音
が
自
然
に
耳
に
入
り
始
め
、
そ
の
周
囲
の
音
に
呼
応

し
な
が
ら
音
を
出
す
よ
う
に
す
る
と
、
は
じ
め
の
緊
張
が
和

ら
ぎ
、
気
分
が
ず
っ
と
楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ

ら
た
め
て
、
公
演
前
に
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
が
告
げ
た
「
聴
き
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
み
が
え
り
、
五
時
間
と

い
う
長
さ
が
も
つ
真
意
が
実
感
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

だ
れ
か
の
音
が
だ
れ
か
の
音
を
呼
び
起
こ
す
。
あ
る
い
は
、

自
分
の
音
は
、
だ
れ
か
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
だ
れ
か
の
音

を
引
き
継
い
で
い
く
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
音
の
繫
が
り
が

連
鎖
を
生
み
、
響
き
の
波
紋
と
な
っ
て
空
間
全
体
に
広
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
だ
れ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
自
然
に
音
が
流
れ
、
自
分
の
出
す
音
は
自
分
の
内
部

か
ら
発
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
環
境
や
他
者
と
の
関
わ
り

か
ら
生
み
だ
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
実
感
こ
そ
が
、「
デ

ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
・
バ
ン
ド
」
と
の
マ
ラ
ソ
ン
・
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
得
た
最
大
の
収
穫
で
し
た
。
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス

が
説
く
「
聴
く
こ
と
か
ら
始
め
る
」
と
い
う
教
え
。
こ
の
教

え
は
、
そ
の
後
、
私
自
身
の
活
動
に
と
っ
て
大
き
な
指
針
と

な
り
ま
し
た
。

Extrem
e Slow

 W
alk

～
ひ
じ
ょ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く

二
〇
〇
五
年
の
十
一
月
に
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
金
沢
21
世

紀
美
術
館
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
な
う
た

め
に
来
日
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
も
企
画
に
参
加
し
た
「
珪

藻
土
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
最
後
を
飾
る

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
多
孔
質
で
あ
る
珪
藻
土
は
、
空
気
を
内

在
で
き
る
性
格
を
も
ち
、
呼
吸
す
る
物
質
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
珪
藻
土
が
も
つ
特
性
と
呼
吸
に
基
づ
い

た
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
に
よ
る
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の

実
践
を
関
連
づ
け
る
と
い
う
意
図
を
、
こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
も
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
に
、「Extrem

e 
Slow W

alk

～
ひ
じ
ょ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
」
と
い
う
オ
リ
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ヴ
ェ
ロ
ス
の
演
習
が
美
術
館
の
「
シ
ア
タ
ー
21
」
と
い
う
ス

ペ
ー
ス
で
数
十
人
の
参
加
者
と
と
も
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

以
下
に
、
そ
の
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訳
出
し
て
み
ま
す
。

Extrem
e Slow W

alk

～
ひ
じ
ょ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く

［
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
］

可
能
な
か
ぎ
り
ゆ
っ
く
り
と
動
き
な
が
ら
、
ま
ず
、
踵
を

床
に
つ
け
て
踏
み
出
し
な
さ
い
。

そ
の
と
き
、
足
の
外
側
の
縁
に
沿
っ
て
、
小
指
か
ら
親
指

に
向
か
う
よ
う
に
体
重
を
移
動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

体
重
が
十
分
に
そ
の
足
の
う
え
に
か
か
っ
た
ら
、
体
重
を

も
う
片
方
の
足
に
移
し
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
小
さ
な
歩
幅
を
と
る
こ
と

を
勧
め
ま
す
。

肩
の
力
を
抜
き
、
頭
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
、
よ
い
姿
勢
を

維
持
す
る
こ
と
。

呼
吸
を
し
な
さ
い
。

こ
の
演
習
の
目
標
と
は
、
い
か
に
ど
れ
だ
け
ゆ
っ
く
り
と

歩
け
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
と
進
む
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

［
説
明
］

こ
の
演
習
の
目
的
は
、
通
常
の
歩
行
の
パ
タ
ー
ン
や
リ
ズ

ム
に
対
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
そ
の
結
果
、
ひ
じ
ょ
う

に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
な
か
で
体
重
が
前
後
左
右
に
移
行
す

る
に
つ
れ
て
、
身
体
の
な
か
の
微
妙
な
力
が
再
連
結
す
る

こ
と
を
学
ぶ
の
で
す
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
作

の
つ
な
が
り
や
、
あ
る
い
は
、
流
れ
の
体
験
の
な
か
に
浸

透
し
て
い
く
こ
と
を
発
見
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

「
シ
ア
タ
ー
21
」
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
の
よ
う

な
ダ
イ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
歩

く
速
度
を
極
端
に
落
と
す
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
体
験
。

そ
れ
は
、
日
頃
、
自
ら
の
身
体
を
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
と
い
う
の
が
思
い
込
み
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
に
感
じ
ら
れ

る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
歩
く
」
と
い
う
行
為
そ

の
も
の
に
、
さ
ら
に
は
、
身
体
の
細
部
に
わ
た
っ
て
意
識
が

集
中
し
て
い
く
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
後
、
私

と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
な
か
で
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
は
、
こ
の
演

習
を
振
り
返
り
な
が
ら
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
　「Extrem

e Slow W
alk

」
と
い
う
演
習
に

お
い
て
、
全
身
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
力
と
体
重
、
つ
ま

り
重
力
と
の
関
係
に
感
覚
を
向
け
る
と
い
う
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
あ
な
た
の
注
意
が

ゆ
っ
く
り
と
歩
く
と
い
う
、
通
常
は
行
な
わ
な
い
作
業
に

注
が
れ
る
た
め
、
意
識
が
変
容
す
る
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
は
バ
ラ
ン
ス
へ
の
挑
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

演
習
を
行
な
っ
て
い
る
と
き
に
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン

グ
」
の
C
D
を
再
生
し
ま
し
た
。
そ
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

音
楽
は
身
体
の
動
き
を
支
え
て
い
ま
し
た
ね
。
ま
た
、
こ

の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
「
歩
行
」
は
、
身
体
の
動
き
を
ほ
ん

の
少
し
ば
か
り
増
大
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
ま
さ

に
ダ
ン
ス
な
ん
で
す
ね
。
見
た
目
に
も
美
し
い
も
の
で
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
ひ
じ
ょ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き

は
、
注
意
力
と
い
う
も
の
を
解
放
し
た
り
、
ま
た
、
拡
張

す
る
も
の
な
ん
で
す
。

The H
eart C

hant

～
心
の
唱
え

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「Extrem

e Slow W
alk

」
の
ほ
か

に
も
、《The H

eart C
hant

～
心
の
唱
え
》
と
い
う
演
習
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
円
陣
と
な
っ
て
並
ん
で
立
ち
、

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
の
ひ
ら
を
擦
り
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
、

手
の
ひ
ら
に
熱
を
帯
び
た
と
こ
ろ
で
、
右
手
を
自
ら
の
心
臓

が
位
置
す
る
左
胸
に
当
て
、
も
う
片
方
の
手
を
左
隣
に
い
る

人
の
左
側
の
背
中
に
当
て
る
。
す
る
と
、
参
加
者
全
員
の
心

臓
が
自
分
と
隣
り
合
っ
た
人
ど
う
し
の
手
の
な
か
で
繫
が
り

合
う
の
で
す
。

自
分
と
隣
の
人
の
手
の
温
も
り
に
包
ま
れ
た
自
ら
の
心
臓

の
居
場
所
を
意
識
し
な
が
ら
、
今
度
は
、
深
い
呼
吸
の
な
か

か
ら
、
大
き
な
声
に
よ
っ
て
「K

a--

」
と
全
員
で
発
声
し
て

み
る
。
す
る
と
、
そ
の
声
の
響
き
が
円
陣
を
か
た
ち
づ
く
る

人
た
ち
を
包
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
互
い
の
手

に
よ
る
繫
が
り
を
さ
ら
に
実
感
し
な
が
ら
、
自
ら
の
心
臓
が

そ
の
声
に
よ
っ
て
息
づ
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
体
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
こ
の
演
習
に
関
し
て
、
オ
リ
ヴ
ェ

ロ
ス
は
、
私
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
語

っ
て
い
ま
す
。

藤
枝
　
今
回
行
な
っ
た
《The H

eart C
hant

》
に
関
し
て
、

う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
、
こ
の
演
習
と
し
て
の
作
品
は
、

「
9
・
11
」
の
テ
ロ
に
関
わ
っ
て
い
る
と
き
い
た
の
で
す
が
。

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
　
そ
う
な
ん
で
す
。
こ
の
作
品
は
、
実
際

に
は
二
〇
〇
一
年
の
八
月
に
作
り
ま
し
た
。「
9
・
11
」
は

そ
の
直
後
に
起
こ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
テ
ロ
の
後
、《The 

図４ 　《Extreme Slow Walk》の
演習中のオリヴェロス（金沢21
世紀美術館）
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H
eart C

hant

》
は
、
多
く
の
人
々
の
助
け
に
な
っ
た
の
で

す
。
今
で
も
、
デ
ト
ロ
イ
ト
の
大
き
な
美
術
館
で
行
な
っ

た
と
き
の
こ
と
を
よ
く
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
二

百
人
く
ら
い
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
驚
く
べ
き
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
人
々
は
深
く
入
り
込
ん
で
い
き
、
そ
の
な
か

に
六
歳
の
少
女
も
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
後
、
多

く
の
場
所
で
行
な
わ
れ
た
の
で
す
。

藤
枝
　
今
回
の
《The H

eart C
hant

》
の
演
習
で
、
参
加

者
に
「K

a--

」
と
発
声
す
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
ね
。
な

ぜ
、
こ
の
声
音
を
選
ん
だ
の
で
す
か
？

オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
　
母
音
で
あ
る
「A

h--

」
と
発
声
し
て
み

る
と
、
心
臓
に
あ
た
る
部
分
が
響
い
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
れ
に
子
音
を
加
え
て
「K

a--

」
を
発
声
し
て
み

る
と
、
こ
の
母
音
に
広
が
り
を
与
え
な
が
ら
、
明
確
に
区

切
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
よ
く
響
く
の
で
す
。
ま
た
、「K

a-
-

」
と
い
う
声
音
は
、
あ
る
修
養
法
に
と
っ
て
癒
し
の
音
だ

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
、《The H

eart C
hant

》
で

は
、「A

h--

」
を
用
い
て
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、「K

a--

」
の

ほ
う
が
い
い
の
で
、
こ
の
声
音
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

「
生
命
」
の
源
で
あ
り
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
心
臓
に
自
ら
手
を

当
て
る
。
さ
ら
に
隣
に
い
る
他
者
の
心
臓
に
も
手
を
当
て
る
。

こ
の
よ
う
な
互
い
の
「
生
」
の
証
が
繫
が
り
合
う
関
係
の
な

か
で
「K

a--

」
と
発
声
し
て
み
る
と
、
自
ら
の
身
体
と
他
者

の
身
体
が
振
動
し
合
い
、
さ
ら
に
は
共
振
し
て
い
る
の
が
実

感
で
き
ま
す
。
他
者
を
「
声
」
の
存
在
と
し
て
聴
く
だ
け
で

は
な
く
、
振
動
す
る
身
体
と
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
触
れ
る
と

い
う
実
感
を
通
し
て
、
そ
こ
に
一
体
感
が
生
ま
れ
て
く
る
。

個
々
の
身
体
が
手
の
な
か
で
繫
が
り
合
い
、
そ
し
て
、
多
数

の
身
体
が
連
な
っ
て
大
き
な
輪
と
な
り
、
そ
の
人
々
が
つ
く

る
輪
の
な
か
で
唱
え
ら
れ
る
「K

a--

」
と
い
う
「
声
」
は
、
そ

の
輪
の
中
心
に
向
か
っ
て
さ
ら
な
る
共
鳴
の
レ
ベ
ル
を
高
め

て
い
っ
た
の
で
す
。

呼
吸
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
身
体
に
向
き
合

い
、
そ
こ
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き
」
を
通
じ
て
、
他

者
の
存
在
や
周
囲
の
出
来
事
へ
と
広
げ
て
い
く
オ
リ
ヴ
ェ
ロ

ス
の
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
は
、
ま
た
、
生
態
学
的

な
住
処
（
ニ
ッ
チ
）
を
感
知
す
る
方
法
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
生
き
ら
れ
る
場
」
と
し
て
の
環
境
の
な
か
で
、
自
分
は
ど
の

よ
う
に
呼
吸
し
、
そ
の
呼
吸
を
通
し
て
自
分
の
身
体
の
特
性

か
ら
ど
の
よ
う
な
「
声
」
が
生
ま
れ
、
そ
の
「
声
」
が
そ
の

環
境
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
反
響
し
て
い
く
の
か
。
自
ら
の

「
声
」
へ
の
注
意
は
、
そ
の
ま
ま
他
者
の
「
声
」
に
対
し
て
も

同
様
に
向
け
ら
れ
ま
す
。
境
界
線
の
な
い
「
声
」
の
交
じ
り

合
う
場
の
な
か
で
、
同
じ
ニ
ッ
チ
を
共
有
す
る
と
い
う
安
心

感
。
そ
れ
こ
そ
が
、「
生
き
る
」
と
い
う
実
感
で
あ
り
、
そ
の

実
感
を
求
め
る
人
々
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
す
。

急
速
な
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
革
新
に
よ
る
メ
デ

ィ
ア
・
ツ
ー
ル
が
も
た
ら
す
身
体
感
覚
に
依
存
し
な
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
す
る
現
在
、
な
に
げ
な
い
日
常
的

な
行
為
を
少
し
変
容
さ
せ
る
だ
け
の
手
続
き
か
ら
始
ま
る
オ

リ
ヴ
ェ
ロ
ス
の
「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
実
践
は
、
き

わ
め
て
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。
出
来
事
と
し
て
の

身
体
と
い
う
視
点
、
環
境
と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
行
為
、

「
聴
く
こ
と
」
か
ら
み
い
だ
せ
る
対
象
化
さ
れ
な
い
「
な
ま
」

の
現
実
な
ど
、「
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
は
、
身
体
と
環

境
と
の
相
互
性
に
着
目
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
、
わ
れ
わ
れ
の

居
る
場
所
の
深
さ
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
冒
頭
で
紹

介
し
た
私
自
身
の
サ
ウ
ン
ド
・
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
試

み
も
、「
ソ
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
デ
ィ
ー

プ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
」
の
体
験
を
通
じ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

参
考
文
献

杉
浦
康
平
『
宇
宙
を
叩
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―
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鼓
・
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・
ア
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ア
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響
き
』
工
作
舎
、
二
〇
〇
四
年

白
川
静
『
常
用
字
解
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
年

ポ
ー
リ
ン
・
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ス
／
若
尾
裕
・
津
田
広
志
訳
『
ソ
ニ
ッ

ク
・
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

―
音
の
瞑
想
』
新
水
社
、
一
九
九
八

年

Pauline O
liveros, D

eep Listening: A Composer’s Sound Practice , iU
ni-

verse, 2005

藤
枝
守
『
響
き
の
生
態
系

―
デ
ィ
ー
プ
・
リ
ス
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ン
グ
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、
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〇
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年

図５　《Heart Chant》の演習（金沢21世紀美術館）
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は
じ
め
に
―
記
譜
を
考
え
る

こ
の
研
究
会
に
は
身
心
変
容
技
法
と
い
う
言
葉
が
当
て
ら

れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
本
日
、
私
は
美
術
家
／
創
作
者
の

立
場
か
ら
「
記
譜
」
と
い
う
言
葉
を
手
掛
か
り
に
、
美
術
に

お
け
る
複
数
の
感
覚
交
通
、
記
憶
、
知
覚
、
身
体
や
脱
主
体

化
に
関
し
て
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
柿
沼
先
生
が
、
た
く
さ
ん
楽
譜
を
出
さ
れ
る
だ
ろ

う
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
音
楽
の
音
譜

を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
図
１
）。

音
楽
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
す
が
、
音
楽
に
お
い
て
は
、

記
譜
と
い
う
の
は
基
本
的
な
記
録
、
分
析
と
そ
れ
を
伝
え
て

再
生
す
る
と
い
う
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
音
楽
に
お
い
て
記
譜
が
可
能
に
す
る
も

の
は
、
こ
の
図
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
聴
覚
が
苦
手
と

す
る
、
形
態
と
か
構
造
と
か
を
視
覚
的
な
も
の
、
空
間
的
な

も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
そ
れ
が
逆
に
作

曲
方
法
、
そ
れ
自
身
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
で
す
か
ら
、
本
来
作
品
の
記
録
、
分
析
、
伝

達
を
目
的
に
し
た
記
譜
法
と
い
う
も
の
が
、
逆
に
創
作
方
法

を
規
定
し
た
り
、
あ
る
一
定
の
聴
き
方
、
鑑
賞
方
法
を
規
定

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。そ

の
こ
と
に
対
応
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
、
現

代
音
楽
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
コ
ア
と

い
う
言
葉
が
出
て
き
て
、
い
わ
ゆ
る
五
線
譜
以
外
の
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
の
記
譜
法
が
考
案
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
が
先
ほ
ど
述
べ
た
、
記
譜
法
、
記
譜
そ
の

も
の
が
あ
る
規
定
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

図１　楽譜

記
憶
・
知
覚
・
身
体
へ
の
芸
術
的
ア
プ
ロ
ー
チ

―inter-Score
／
行
為
を
誘
発
す
る
装
置
と
し
て
の
記
譜

第
五
部
❖
芸
術
と
身
心
変
容
技
法

高
橋
　
悟

京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
／
構
想
設
計
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写
真
が
人
間
の
知
覚
に

も
た
ら
し
た
も
の

で
は
、
美
術
に
お
い
て
、
音
楽
の
記
譜
に
当
た
る
も
の
は

何
な
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
柿
沼
先
生
は
何
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か
。

柿
沼
　
ま
っ
た
く
違
う
芸
術
で
す
の
で
、
音
楽
は
再
現
芸
術

で
す
の
で
、
記
譜
を
見
て
そ
れ
を
演
奏
す
る
の
で
す
が
、
美

術
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
も
と
に
な
る
も
の
、
先
ほ
ど
翻
訳

し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
う

い
う
も
の
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
…
…
。

高
橋
　
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
は
一
つ
の
答
え
だ
と
は
思
う
の
で

す
が
、
た
と
え
ば
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
考
え
方
な
の
で
す

が
、
美
術
に
お
い
て
記
譜
に
当
た
る
も
の
は
、
解
答
は
多
数

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
一
つ
の
言
い
方
と
し
て
は
写
真
で

あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
写
真
は
美
術
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
、
何

を
可
能
に
し
た
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
。
こ
れ
は
ア
ン

ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
と
い
う
有
名
な
美
術
史
家
の
仕
事
部
屋
（
図

２
）
な
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
異

質
の
素
材
を
一
堂
に
並
べ
る
こ
と
で
、
初
め
て
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
る
と
。
そ
れ
は
様
式
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
写
真
の
関
係
か
ら
、
価
値
が
出
て
き
た
り
と
い
う

よ
う
な
こ
と
で
、
写
真
以
前
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
異
な
っ
た
時
空
間
と
の
関
係
か
ら
、
も
の
を
見
る
こ
と

を
可
能
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
、
あ

る
意
味
で
は
視
覚
が
苦
手
と
す
る
時
間
や
運
動
を
捉
え
る
こ

と
を
、
美
術
の
中
に
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
こ
れ
は
非
常
に
有
名
な
エ
ド
ワ
ー
ド
・
マ
イ
ブ
リ

ッ
ジ
の
高
速
度
撮
影
さ
れ
た
連
続
分
解
写
真
（
図
３
）
で
す
が
、

こ
れ
を
記
譜
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
間
の
知
覚
で
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
の
見
え
方
は
し
て
い

な
い
。
で
は
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
も
の
の
見
え
方
を
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
運
動
の
流
れ
の
中
で
習
慣
化
し

た
も
の
の
見
方
に
お
い
て
、
取
捨
選
択
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

た
と
え
ば
、
途
中
の
不
思
議
な
か
た
ち
で
ウ
マ
が
前
脚
を

上
げ
て
い
る
ポ
ー
ズ
で
す
ね
。
画
家
は
写
真
と
い
う
装
置
を

得
る
前
に
は
、
走
っ
て
い
る
ウ
マ
は
こ
の
よ
う
な
描
き
方
を

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
い
う
の
は
、
実
際
に
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
て
い
る
の
は
、
こ

の
よ
う
な
見
え
方
で
は
な
く
て
、
た
ぶ
ん
、
た
と
え
ば
、
こ

の
前
の
部
分
と
、
こ
の
後
ろ
の
部
分
が
一
緒
に
な
っ
た
よ
う

な
、
あ
る
時
間
差
、
要
す
る
に
、
目
の
運
動
と
い
う
の
は
、
あ

る
部
分
部
分
を
捉
え
て
総
合
し
て
い
る
の
で
、
本
当
に
走
っ

て
い
る
ウ
マ
を
描
こ
う
と
す
る
と
、
た
ぶ
ん
、
前
と
後
ろ
が

一
緒
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
を
描
い
て
、
初
め
て
ち
ょ

っ
と
し
た
運
動
性
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
一
人
の
人
間
の
目
を
通
し
た
知
覚
と
い
う
も

の
に
対
し
て
、
こ
の
分
解
写
真
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
複
数
の
時

間
、
空
間
の
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
単
に

人
間
の
知
覚
を
分
解
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
、
こ
こ
で
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

言
語
の
原
初
的
な
体
験

が
ら
っ
と
ウ
マ
か
ら
イ
ヌ
（
図
４
）
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
が
、
こ
の
写
真
を
見
て
い
た
だ
い
て
何
に
注
目
さ
れ
ま
す 図３　E. J.マイブリッジ「The Horse in Motion」

図２　アンドレ・マルローの仕事部屋
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か
。少

し
文
脈
が
違
う
の
で
す
が
、
夏
目
漱
石
の
『
門
』
と
い

う
有
名
な
小
説
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
の
冒
頭
の
部
分
で
、
縁

側
で
横
に
な
り
な
が
ら
、
宗
助
が
御
米
に
近
来
の
「
近
」
と

い
う
字
は
ど
う
書
く
の
か
と
聞
い
て
、
文
字
と
い
う
の
は
見

れ
ば
見
る
ほ
ど
わ
け
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、
疑
い
だ
す
と

ど
れ
が
正
し
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
、
不

思
議
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
体
を
横
に
し
な
が
ら
半
分

夢
見
状
態
の
中
で
、
な
お
か
つ
、
苦
悩
を
抱
え
た
人
間
が
あ

る
形
態
を
見
だ
す
と
、
全
然
違
う
か
た
ち
の
知
覚
を
始
め
る
、

そ
の
よ
う
な
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
犬
が
来
る
の
で
す
。

鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
犬
」
と
い
う

小
さ
な
文
字
を
巨
大
化
し
て
、
一
つ
の
絵
画
作
品
に
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ
の
作
家
の
も
の
の
見

方
で
す
ね
。
ど
こ
に
注
目
し
て
、
そ
れ
を
も
の
す
ご
く
巨
大

な
も
の
に
し
て
、
自
分
の
家
の
庭
に
置
い
て
眺
め
て
み
る
と
、

ま
わ
り
の
見
え
方
が
ど
う
変
容
し
て
し
ま
う
の
か
。
見
て
い

る
自
分
自
身
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
「
犬
」
と
い
う
字

を
見
て
い
る
と
、
だ
ん
だ
ん
不
思
議
に
「
人
」
と
い
う
の
が

見
え
て
き
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
き
て
、
あ
の

点
が
、
な
ぜ
か
全
然
違
う
意
味
の
、
人
ダ
ッ
シ
ュ
み
た
い
な
、

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
見
方
が
で
き
て
し
ま
う
と
い
う
、
面

白
い
操
作
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

実
は
こ
の
作
品
に
関
連
し
て
、「
犬
と
歩
行
視
」
と
い
う
展

覧
会
を
、
堀
川
御
池
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
ア
ク
ア
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
企
画
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
こ
う
い
う
も
の
で
す

（
図
５
）。「
犬
」
と
い
う
言
葉
を
真
っ
赤
な
織
物
に
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
、
今
度
は
文
字
を
モ
ノ
化
す
る
と
い
う
操
作
で

す
。こ

の
織
物
に
対
応
す
る
形
で
、
京
都
芸
大
学
長
の
建
畠
晢

先
生
の
「
零
度
の
犬
」
と
い
う
詩
が
壁
面
に
投
影
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
部
屋
の
中
央
に
は
「
撞
球
入
門
」
と
い
う
高

速
回
転
す
る
ビ
リ
ヤ
ー
ド
テ
ー
ブ
ル
か
ら
な
る
私
の
作
品
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
関
係
で
す
が
、「
零
度
の
犬
」
と
い
う
の
は
、
意

味
の
内
包
量
が
な
い
イ
ヌ
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ

れ
で
今
回
は
、
ビ
デ
オ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
を
し
て
、

読
ん
で
い
る
間
に
、
だ
ん
だ
ん
文
字
が
ま
ば
ら
に
消
え
て
い

っ
て
、
最
後
に
「
零
度
の
犬
」
と
い
う
言
葉
だ
け
が
点
在
す

る
よ
う
な
構
造
の
映
像
詩
を
作
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
線
的

で
、
リ
ニ
ア
な
時
間
だ
っ
た
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
空
間
的
に

な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
建
畠
先
生
の
作
品
を
読
み
替
え
て
展

示
し
て
あ
り
ま
す
。

中
央
に
添
え
て
あ
る
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
は
、
中
央
が
円
形
テ

ー
ブ
ル
状
に
な
っ
て
い
て
高
速
回
転
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

上
に
回
転
速
度
を
同
期
さ
せ
る
よ
う
に
玉
を
置
く
と
、
一
点

の
場
所
に
玉
は
静
止
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
高
速
回
転

す
る
玉
の
表
面
に
赤
い
イ
ヌ
の
文
字
が
映
っ
て
い
る
と
い
う

仕
掛
け
で
す
。
こ
の
玉
を
目
が
け
て
キ
ュ
ー
を
打
っ
て
も
当

た
ら
な
く
て
、
ま
わ
り
を
そ
れ
て
い
っ
て
、
ま
た
返
っ
て
き

て
と
い
う
、
非
常
に
不
思
議
な
動
き
を
す
る
中
で
、
イ
ヌ
と

ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
が
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

通
常
の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
は
、
最
後
に
玉
が
消
え
て

い
っ
て
な
く
な
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
と
同
様
に

「
零
度
の
犬
」
の
ポ
エ
ム
、
言
葉
自
身
が
消
滅
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
赤
い
織
犬
と
詩
と
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
全
体
の
シ
ス

テ
ム
と
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
論
で
つ

く
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
こ
の
理
解
に
至
る
ま
で
に
い

ろ
い
ろ
な
説
明
が
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
少
し
ず

つ
補
足
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
図
６
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
ヒ
ル
デ
ガ

ル
ト
の
記
譜
の
中
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
、
不
思
議
な
線
の
動

き
が
描
い
て
あ
っ
て
、
実
際
に
言
葉
は
「
ヤ
ッ
」
と
か
、「
ワ

図４　林剛「犬」　1975年図５　「犬と歩行視」展　2013年　京都市立芸術大学アクアギャラリー
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ッ
」
と
か
、「
ウ
ッ
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
「
犬
」
と
い
う
作
品
を
つ
く
っ
た
林
剛

さ
ん
と
い
う
作
家
さ
ん
が
、
長
年
の
画
家
と
し
て
の
も
の
の

見
方
を
も
と
に
し
て
ず
っ
と
風
景
画
を
描
い
て
い
た
の
で
す

が
、
た
だ
風
景
を
写
し
て
い
く
と
い
う
作
業
だ
け
で
は
ど
う

し
て
も
つ
か
み
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。
ど
う
や
っ
た
ら
も

っ
と
リ
ア
ル
な
も
の
が
つ
か
め
る
か
と
考
え
て
い
っ
て
、
ま

ず
、
思
い
き
っ
て
現
場
か
ら
離
れ
て
記
憶
だ
け
で
描
い
て
み

る
。
そ
の
次
は
、
も
っ
と
関
係
性
を
考
え
る
た
め
に
、
目
を

つ
ぶ
っ
て
描
い
て
み
る
と
い
う
よ
う
な
作
業
を
さ
れ
た
。
そ

こ
で
目
で
見
る
と
い
う
行
為
、
描
く
と
い
う
行
為
、
手
首
と

い
う
関
係
の
中
か
ら
、
手
首
だ
け
が
自
立
し
て
、
風
景
を
あ

り
の
ま
ま
に
た
ど
っ
て
い
く
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
A
B
C
D
と
ふ
ら
れ
た
、
あ
る
線
の
動
き
な
の
で

す
ね
。
こ
の
線
の
動
き
に
伴
っ
て
、
矢
印
が
出
て
き
て
、
最

後
に
は
言
葉
が
出
て
く
る
、
そ
の
よ
う
な
一
連
の
実
験
な
の

で
す
。

こ
う
い
う
あ
る
種
の
自
己
の
情
動
的
な
反
応
、
身
体
運
動
、

そ
こ
か
ら
記
号
化
さ
れ
て
、
初
め
て
言
葉
が
出
て
く
る
と
い

う
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
人
類
に
と
っ
て
、
言
語
と
い
う
も

の
の
原
初
的
な
体
験
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
位
置
付
け
で
も

あ
る
の
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

空
間
把
握
の
問
題

次
に
図
７
で
す
。
先
ほ
ど
の
記
号
的
な
、
線
描
的
な
も
の
、

そ
れ
に
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
少
し
似
て
い
る

と
は
思
う
の
で
す
が
。
こ
の
図
は
、
プ
ロ
の
画
家
が
描
か
れ

た
も
の
で
は
な
く
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
病
状

に
位
置
付
け
ら
れ
る
方
に
お
願
い
し
て
、
自
分
が
か
つ
て
住

ん
で
い
た
部
屋
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
中
で
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
動
い
て
い
た
か
を
描
い
て
い
た
だ
い
た
も
の

な
の
で
す
。
か
な
り
途
切
れ
途
切
れ
の
線
で
、
苦
労
し
な
が

ら
描
い
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
ま
ず
玄
関
か
ら
入
っ
た
と

こ
ろ
。
各
所
に
自
分
の
立
ち
位
置
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
、
何

か
言
葉
が
書
か
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
記
号
化
さ
れ
た
矢
印

と
か
が
入
っ
て
き
て
、
そ
こ
に
記
憶
と
い
う
も
の
と
、
場
所

と
い
う
も
の
の
関
係
を
何
と
か
定
着
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
方
は
、
往
々
に
し
て
、
ち
ょ
っ
と
前

の
記
憶
を
忘
れ
る
の
で
す
が
、
相
当
末
期
に
な
ら
な
い
と
、
た

と
え
ば
、
子
ど
も
の
と
き
に
覚
え
た
自
転
車
の
乗
り
方
と
か
、

音
楽
と
か
は
覚
え
て
い
た
り
す
る
の
で
す
ね
。
一
方
で
、
そ

う
い
う
記
憶
が
消
え
て
い
く
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
い
う
病
気

に
な
る
少
し
前
に
、
た
い
が
い
の
人
は
徘
徊
す
る
。
僕
は
そ

の
こ
と
に
か
な
り
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
て
、
空
間
の
中
に

自
分
自
身
を
定
位
で
き
な
く
な
る
。
世
界
と
自
分
の
位
置
付

け
が
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ま
ず
起
こ
っ
て
、
そ
れ

か
ら
、
次
に
時
間
の
中
に
自
分
の
位
置
付
け
が
で
き
な
い
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

で
は
、
そ
の
こ
と
と
記
譜
と
い
う
も
の
が
ど
う
関
係
す
る

か
と
言
う
と
、
伝
統
的
な
記
譜
は
迷
わ
な
い
た
め
の
装
置
、
い

ま
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
記
譜
と
い
う
こ
と
と
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
の
人
の
こ
う
い
う
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
、
関
係
さ

せ
て
考
え
る
こ
と
で
何
が
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
少
し
面
白
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
図
８
は
先
ほ
ど
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
患
者
さ
ん
に
、
自
分
の
家
の
中
で
は
な

く
て
、
自
分
の
家
の
近
辺
の
絵
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
方
は
女
性
で
は
な
く
て
、
男
性
の
方
で
す
。
造
船
所
か

何
か
で
製
造
さ
れ
て
い
た
方
で
、
基
本
的
に
は
会
社
に
行
っ

て
帰
る
だ
け
の
生
活
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自

分
の
家
の
ま
わ
り
と
バ
ス
ま
で
は
オ
ー
ケ
ー
な
の
で
す
が
、
そ

こ
か
ら
先
は
真
っ
白
な
の
で
す
。

も
う
一
人
、
別
の
認
知
症
を
患
っ
て
お
ら
れ
る
女
性
の
方

に
描
い
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
隣
の
人
の
名
前
と
か
、
ど

こ
に
八
百
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
パ
ン
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
薬

屋
が
あ
っ
て
、
パ
ー
マ
屋
が
あ
る
と
い
う
情
報
は
き
ち
っ
と

描
か
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
差
異
は
非
常
に
大
き
い
。
生
活

習
慣
と
記
憶
と
空
間
把
握
が
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
臨
床
的
な
場
で
絵
を
描
い
て
い
た
だ
い
た

り
す
る
こ
と
で
、
諸
々
の
面
白
い
問
題
が
つ
か
め
て
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
始
め
た
の
は
、
米
国
の
ミ
シ
ガ
ン
大

学
に
い
た
と
き
に
、
医
学
部
と
共
同
研
究
、
共
同
事
業
を
や

図６　林剛「習作」　1972年
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っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
と
き
に
運
動
図
式
と
記
憶
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
制
作
や
実
験
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き

気
付
い
た
の
は
、
認
知
症
患
者
の
多
く
の
人
が
、
近
い
過
去

の
記
憶
を
想
起
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
い
こ
ろ
の

記
憶
を
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
に

記
憶
に
順
番
が
あ
る
。
困
難
が
出
て
く
る
前
段
階
と
し
て
は
、

道
に
迷
う
な
ど
、
空
間
把
握
の
問
題
が
出
て
く
る
。

情
動
を
伴
う
記
憶
を
引
き
出
す
装
置

そ
し
て
、
第
三
に
道
具
、
楽
器
な
ど
、
特
定
の
動
作
、
こ

れ
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
特
定
の
動
作
や
住

み
慣
れ
た
環
境
な
ど
が
、
特
定
の
情
動
を
伴
う
記
憶
を
呼
び

覚
ま
す
こ
と
。
こ
れ
ら
三
つ
の
観
点
か
ら
、
人
間
の
行
為
と

運
動
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
情
動
を
伴
っ
た
記
憶
を

引
き
出
す
装
置
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

図
９
は
言
葉
で
は
な
く
て
、
記
憶
の
中
で
、
線
だ
け
で
自

分
の
家
の
中
を
歩
く
と
い
う
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
し
て
も
ら

っ
た
の
で
す
。
ま
ず
こ
れ
を
別
の
身
体
的
な
装
置
の
と
こ
ろ

に
差
し
替
え
る
と
い
う
作
業
を
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
が
図

10
で
す
。
こ
れ
は
京
都
の
近
代
美
術
館
で
行
っ
た
展
示
な
の

で
す
が
、
直
径
が
八
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
も
の
で
、

二
軸
の
モ
ー
タ
ー
で
揺
れ
な
が
ら
回
転
し
て
い
っ
て
、
ド
ア

だ
け
が
立
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
描
い
て
い
た
だ
い
た
ド
ロ

ー
イ
ン
グ
を
投
影
し
て
み
て
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
な
ず
れ
が

起
こ
る
か
を
実
験
し
て
み
た
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
は
、
あ

く
ま
で
歩
行
と
記
憶
の
関
係
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
と
並

行
的
に
進
め
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
先
ほ
ど
申
し

ま
し
た
第
三
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
身
体
行
為
と
記
憶
に
関
わ
る

も
の
で
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
見
に
く
い
で
す
が
、
映
像
を
動
か
し
ま

す
。
こ
れ
は
一
学
期
間
か
け
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
患
者

さ
ん
に
学
生
一
人
が
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
の
話
を
聞

い
て
、
そ
れ
を
も
と
に
記
憶
を
引
き
出
す
補
助
装
置
を
つ
く

る
と
い
う
実
験
の
ビ
デ
オ
で
す
。
単
に
平
面
的
な
も
の
で
は

な
く
て
、
そ
こ
に
水
道
の
栓
を
ひ
ね
る
と
か
、
引
き
出
し
を

引
く
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
行
為
が
、
で
き
る
だ
け
複
雑

に
絡
ま
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な

リ
ク
エ
ス
ト
を
学
生
に
し
た
の
で
す
。
そ
れ
が
こ
れ
で
す
。
こ

れ
は
軸
が
二
つ
あ
っ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
て
、
単
純
な
砂
時
計
の
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
砂
が
反
対

側
に
落
ち
る
と
、
そ
の
患
者
さ
ん
が
昔
や
っ
て
い
た
ド
ラ
ム

が
出
て
く
る
。
反
対
側
に
行
く
と
、
ま
た
別
の
記
憶
の
仕
掛

け
が
出
て
く
る
。
あ
る
部
分
で
は
ど
こ
か
を
開
け
る
と
、
こ

う
い
う
か
た
ち
で
牛
が
出
て
く
る
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
と
き

に
牧
場
で
牛
を
飼
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
人
だ
け
に
関
わ
る
記
憶
が
出

図７　自分の家

図８　自分の家の近辺

図７～図９　あるアルツハイマー病患者の描いた絵

図９　線だけで自分の家の中を歩く

図10 　高橋悟　作品 Trans-Acting／二重軸回転装置　2010年　
京都国立近代美術館
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て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
は
、
ぐ
る
ぐ
る

回
っ
て
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
を
特
定
で
き
な
い
の
で
、
い

つ
も
自
分
の
身
体
を
動
か
し
な
が
ら
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
個
人
の
長
期
記
憶
を
使
っ
て
、
身

体
記
憶
と
短
期
記
憶
の
連
結
の
、
あ
る
種
の
補
助
道
具
の
位

置
付
け
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
芸
術
か
ら
の
記

憶
の
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行
為
を
誘
発
す
る
装
置

た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
芸
術
作
品
で
は
な
く
て
、
あ

る
実
験
装
置
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ま

た
別
の
角
度
か
ら
考
え
て
、
行
為
を
誘
発
す
る
装
置
と
い
う

こ
と
で
、
ア
ー
ト
な
ら
ア
ー
ト
と
い
う
も
の
で
ど
う
い
う
こ

と
が
可
能
か
と
い
う
の
は
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

図
11
は
私
個
人
の
作
品
で
す
が
、
真
ん
中
に
三
つ
の
回
転

ド
ア
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
回
転
ド
ア
な
の
で
す
が
、
一
面

が
ガ
ラ
ス
で
で
き
て
い
て
、
一
面
が
鏡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
天

井
の
三
角
錐
の
か
た
ち
を
し
て
い
る
も
の
は
ア
ク
リ
ル
で
で

き
て
い
て
、
そ
の
中
に
大
量
の
水
が
た
ま
っ
て
い
ま
し
て
、
こ

れ
が
あ
る
種
の
広
角
レ
ン
ズ
の
機
能
を
果
た
し
な
が
ら
、
ビ

デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
そ
の
上
か
ら
投
射
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
床
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。
床
に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ご
覧
に
な
れ

ば
分
か
る
と
思
う
の
で
す
が
、
鏡
文
字
、
左
右
反
対
に
投
影

し
て
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
肉
眼
で
は
な
か
な
か
解
読
で

き
な
い
の
で
す
が
、
回
転
ド
ア
は
鏡
で
す
の
で
、
そ
の
回
転

ド
ア
を
ぐ
る
ぐ
る
と
押
し
続
け
る
と
、
こ
の
物
語
が
読
め
る

と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
巨
大

な
装
置
は
、
あ
る
意
味
で
は
現
実
空
間
に
入
る
た
め
の
も
の

で
は
な
く
て
、
こ
の
床
に
投
影
さ
れ
た
物
語
に
入
る
た
め
の

装
置
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
、
体

を
動
か
す
こ
と
、
回
転
す
る
こ
と
、
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
、

全
体
の
装
置
自
身
を
、
行
為
を
誘
発
す
る
と
い
う
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
記
譜
と
い
う
ふ
う
に
僕
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
認
知
を
誘
発
す
る
装
置

図
12
は
ま
た
違
う
タ
イ
プ
の
も
の
で
す
が
、
非
常
に
巨
大

な
空
間
の
中
に
、
十
字
形
に
黄
色
で
仕
切
っ
た
壁
が
あ
っ
て
、

そ
の
個
々
の
空
間
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
と
か
、
立
体
迷
路
の

空
間
が
あ
っ
て
、
こ
の
回
転
ド
ア
を
押
し
て
入
る
と
、
立
体

迷
路
の
中
に
放
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
中
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
少
し
ず
つ
石
の
よ
う
な
も

の
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
パ
ン
の
表
面
を

は
が
し
て
、
化
石
の
よ
う
に
見
え
る
よ
う
に
し
て
つ
く
っ
た

オ
ブ
ジ
ェ
な
の
で
す
が
、
そ
れ
が
、
あ
る
意
味
で
自
分
の
行

き
先
を
指
示
し
て
く
れ
る
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
て
、
も

の
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
を
た
ど
り
な
が
ら
、
こ
の
鉄
格
子
の

中
を
歩
い
て
い
く
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
有
名
な
話
を
も
と
に
し
て
い
ま

し
て
、
子
ど
も
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
『
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
彼
ら
が
道
に
迷
わ
な
い
た

め
に
森
に
パ
ン
の
く
ず
を
捨
て
な
が
ら
、
後
を
つ
け
て
い
っ

た
と
い
う
話
が
あ
る
。
そ
う
い
う
話
と
美
術
館
の
中
の
森
を

引
っ
掛
け
る
こ
と
で
、
二
重
に
異
な
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
展

開
し
て
い
く
と
い
う
お
話
に
も
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、

意
図
的
に
そ
の
よ
う
な
お
菓
子
で
つ
く
っ
た
案
内
と
、
鉄
で

つ
く
っ
た
迷
路
と
い
う
対
比
で
考
え
た
作
品
で
す
。

次
に
図
13
は
、
先
ほ
ど
お
見
せ
し
た
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
と
ち

図11 　高橋悟　作品 Dumping Sight／Land Scope　1994年　ニュー
ヨーク州立大学美術館（アメリカ）

図12 　「Mother Tongue」（倉智敬子との共同プロジェクト）1999年　マ
ンソン・ウィリアム美術館　ニューヨーク州立大学美術館（アメリカ）
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ょ
っ
と
違
う
の
で
す
が
、
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン

と
い
う
と
こ
ろ
で
展
示
し
た
作
品
で
す
。
こ
れ
は
モ
ー
シ
ョ

ン
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
と
い
う
セ
ン
サ
ー
が
六
個
つ
い
て
い
ま
し

て
、
人
の
動
き
を
関
知
し
て
こ
の
中
の
も
の
が
回
る
と
い
う

仕
掛
け
に
な
っ
て
い
て
、
人
が
右
側
に
回
る
と
、
中
の
円
形

テ
ー
ブ
ル
は
左
に
回
っ
て
、
人
が
左
に
回
る
と
、
反
対
に
右

に
回
る
。
そ
し
て
、
プ
レ
ー
を
続
け
よ
う
と
す
る
と
、
こ
の

ま
わ
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

仕
掛
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
室
内
に
は
窓
が
あ
っ

て
、
こ
こ
か
ら
の
ぞ
く
と
、
中
庭
に
図
14
の
よ
う
な
風
景
が

見
え
ま
す
。
こ
の
風
景
は
、
よ
く
見
て
い
た
だ
い
た
ら
分
か

る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
プ
ー
ル
テ
ー
ブ
ル
の
表
面
と
同

じ
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
自
身
が
巨
大
な
ビ
リ
ヤ

ー
ド
台
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
回
転
ド
ア
の
配
置
は
、
ラ

ッ
ク
と
言
っ
て
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
球
の
配
置
に
な
っ
て
い
ま

し
て
、
人
の
運
動
が
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
運
動
に
な
る
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
こ
で

プ
レ
ー
を
し
て
、
外
を
見
て
初
め
て
分
か
る
こ
と
で
、
上
か

ら
の
離
れ
た
俯
瞰
的
な
視
線
と
、
現
場
の
視
線
の
二
つ
を
結

び
付
け
る
こ
と
が
、
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
で
初
め
て
可
能

に
な
る
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
い
ま
ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
た
だ
け
で
は
分
か
り
に

く
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
も
流
し
て
み
ま
す
。

（
ビ
デ
オ
）

プ
ー
ル
テ
ー
ブ
ル
の
中
に
置
い
て
あ
る
の
が
、
ア
ク
リ
ル

の
塊
で
で
き
た
透
明
な
器
具
で
、
そ
の
中
に
写
真
が
は
め
込

ん
で
あ
り
ま
し
て
、
現
実
の
風
景
と
写
真
の
風
景
が
同
時
に

映
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
先
ほ
ど
子
ど
も

が
動
い
て
い
る
の
が
映
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
透

明
な
回
転
ド
ア
と
、
半
透
明
な
回
転
ド
ア
と
、
ブ
ル
ー
の
鏡

面
で
で
き
た
回
転
ド
ア
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
て
、
中
に
入

る
と
、
非
常
に
複
雑
な
迷
路
の
よ
う
な
空
間
が
開
け
る
の
で

す
が
、
意
図
し
た
の
は
、
こ
こ
は
道
が
あ
っ
て
、
人
が
通
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
人
の
動
き
を
ビ
リ
ヤ
ー

ド
の
球
の
動
き
に
見
立
て
る
と
い
う
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は

人
の
視
線
の
運
動
を
、
こ
の
球
の
動
き
と
対
応
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

歴
史
の
記
憶
反
復
を
身
体
的
に
表
す

次
に
お
見
せ
し
た
い
の
は
、
南
米
チ
リ
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
元
列
車
操
車
場

兼
駅
と
い
う
場
所
が
改
築
さ
れ
て
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
つ

く
り
変
え
ら
れ
た
と
き
に
、
作
品
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
つ
く

っ
た
も
の
で
す
（
図
15
）。
こ
の
作
品
の
構
造
は
、
い
ま
ビ
デ

オ
が
な
い
の
で
分
か
り
に
く
い
と
思
う
の
で
す
が
、
反
対
側

か
ら
見
る
と
山
の
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
裏

に
来
る
と
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
を
登
っ

て
い
っ
て
、
こ
の
中
を
く
ぐ
り
抜
け
た
ら
、
ま
た
回
っ
て
き

て
、
こ
こ
を
登
っ
て
と
い
う
、
8
の
字
型
の
ツ
イ
ス
ト
し
た

か
た
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
、
永
遠
に
繰
り
返
す
よ
う
な
か
た
ち
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
は
「N

O
W

 here/N
o W

here: Vale of Paradise

」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
実
は
チ
リ
に
行

っ
た
と
き
に
、
チ
リ
に
は
九
月
一
一
日
通
り
（9/11 street

）

と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
何
か
お
か
し
い
。
何
で
か
な
と
思
っ

た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
九
月
一
一
日
の

こ
と
で
は
な
く
て
、
一
九
七
三
年
九
月
一
一
日
、
同
じ
火
曜

日
な
の
で
す
が
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
、
チ
リ
で
ア
メ
リ
カ
政
府

の
C
I

A
（
中
央
情
報
局
）
の
指
示
で
、
軍
事
政
権
に
よ
る
ク

ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
の
で
す
。
そ
の
こ
と
に
対
応
さ
せ
た
９
・

図13 　高橋悟「Double Dutch：L to R:」2000年　ザールブリュッケン
芸術センター（ドイツ）

図14 　高橋悟「Double Dutch：L to R:」2000年　ザールブリュッケン
芸術センター（ドイツ）
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11
ス
ト
リ
ー
ト
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
こ
れ
が
二
〇
〇
一
年
九

月
一
一
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
同
時
多
発
テ
ロ
と
の
関
連
か
ら

考
え
る
と
、
非
常
に
不
思
議
な
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
な
と

思
っ
て
、
そ
こ
か
ら
歴
史
の
記
憶
反
復
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
、
ど
う
や
っ
た
ら
身
体
的
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
発
想
か
ら
8
の
字
の
メ
ン
フ
ィ

ス
の
留
置
場
の
か
た
ち
を
つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
歴
史
と
か
記
憶
と
か
場
所
が
、
あ
る
意
味
で
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
経
験
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い
の
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス・ア
ク
シ
ス

こ
こ
ま
で
は
あ
く
ま
で
も
視
覚
と
歩
行
と
か
い
う
関
係
で
、

重
力
の
変
化
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
考
慮
に
入
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
な
の
で
す
が
、
日
本
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
京
都

芸
大
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
し
て
、
J

A
X
A

（
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
）
の
向
井
千
秋
さ
ん
と
か
、
若
田
光

一
さ
ん
と
か
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
も
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
で
地
球
と
い
う
環
境
だ
け
で
は
な
く
て
、
宇
宙
と
い
う

環
境
の
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
ど
う
し
て
も
最
初
に
引

っ
掛
か
っ
て
く
る
の
は
重
力
の
あ
る
な
し
に
な
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
人
間
に
と
っ
て
根
本
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
採
り

入
れ
る
、
採
り
入
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
に

は
、
何
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
三

半
規
管
と
い
う
も
の
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
も
の
の
感
じ
方
が
変
わ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
手
持
ち
で
歩
き
な
が
ら
撮
影
す
る
と
画
面
が
揺
れ

る
の
で
す
が
、
ふ
つ
う
歩
行
し
て
い
る
と
き
は
揺
れ
る
よ
う

な
こ
と
は
何
も
感
じ
な
く
て
、
い
つ
も
補
正
さ
れ
て
い
る
の

で
す
ね
。
何
も
気
持
ち
悪
く
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
ビ
デ
オ
で
本
な
ど
を
読
ん
だ
ら
倒
れ
ま
す
よ
。

で
も
、
実
は
本
を
読
む
と
き
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
目

が
動
い
て
い
る
。
で
も
、
何
も
画
面
が
乱
れ
な
い
の
は
、
三

半
規
管
と
の
関
係
で
、
二
つ
が
助
け
合
っ
て
調
整
し
て
い
る

か
ら
画
面
が
動
か
な
い
と
い
う
話
が
あ
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
三
半
規
管
の
前
庭
機
能
と
い
う
大
事
な
場
所

が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
報

告
だ
と
、
歩
行
す
る
と
き
と
か
、
体
、
首
の
傾
き
と
か
、
極

端
な
場
合
は
自
分
の
頭
の
中
の
脈
拍
だ
け
で
も
、
視
覚
が
び

ょ
ん
び
ょ
ん
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
動
い
て
し
ま
う
と
い
う
報

告
も
さ
れ
て
い
て
、
廊
下
を
歩
い
て
い
て
も
真
っ
す
ぐ
に
感

じ
な
く
て
、
柔
ら
か
い
チ
ュ
ー
ブ
の
上
を
歩
い
て
い
る
よ
う

な
、
不
思
議
な
身
体
経
験
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

図
16
は
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
で
有
名
な
ギ
ブ
ソ
ン
の
図
な
の

で
す
が
、
三
半
規
管
の
関
係
と
知
覚
の
関
係
を
説
明
す
る
た

め
に
行
っ
た
実
験
だ
と
思
い
ま
す
。
左
側
の
図
で
は
部
屋
が

傾
い
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
推
測
し
た

ら
分
か
る
と
思
う
の
で
す
が
、
関
係
と
し
て
は
、
ど
ち
ら
も

同
じ
な
の
で
す
。
右
側
の
人
は
部
屋
の
傾
き
を
ま
っ
た
く
見

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
視
覚
と
三
半
規
管

の
関
係
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
も
う
ち
ょ
っ

と
敷ふ

衍え
ん

す
る
と
、
こ
れ
は
宇
宙
空
間
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な

関
係
で
重
力
と
三
半
規
管
、
視
覚
と
の
関
係
を
見
て
捉
え
る

か
と
い
う
話
な
の
で
す
。
向
井
千
秋
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
中
で
、reference axis

（
参
照
軸
）
と
い
う
言
葉
が
出
て
く

る
の
で
す
が
、
宇
宙
船
内
に
、
た
と
え
ば
浮
遊
し
て
い
る
ブ

ル
ー
な
ら
ブ
ル
ー
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
ブ
ル
ー
の

図15 　高橋悟　作品 「Now here/No Where： Vale of Paradise 」　2006年　チリ・
サンティアゴ（倉智敬子との共同プロジェクト）

図16　
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と
こ
ろ
に
自
分
の
目
線
を
落
と
し
て
、
そ
こ
を
自
分
の
規
定

点
と
す
る
と
決
め
る
と
、
い
き
な
り
空
間
が
成
立
し
て
、
そ

れ
ま
で
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
た
空
間
が
整
理
さ
れ
て
、
構
造
を

持
つ
。
そ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ス
は
何
で
も
よ
い
の

だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
非

常
に
面
白
い
考
え
方
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ス
は
、
た
ぶ
ん
参
照
軸
と
い
う

ふ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
話
を
も
と

に
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
、
こ
の
地
上
で
実
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
実
験
装
置
と
作
品
が
あ
り
ま
す
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス・ア
ク
シ
ス
を

ず
ら
す
装
置

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
直
径
八
メ
ー
ト
ル
の
円
盤
上
に
画
像
を

投
影
し
て
、
そ
れ
で
逆
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ス
と
い

う
も
の
が
成
り
立
た
な
い
よ
う
な
、
混
乱
す
る
よ
う
な
仕
組

み
が
つ
く
っ
て
あ
る
の
で
す
が
、
映
像
は
天
井
か
ら
投
影
さ

れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
あ
の
丸
い
二
つ
の
円
は
動
い
て

い
な
い
の
で
す
が
、
下
の
場
は
動
い
て
い
ま
す
。
そ
の
上
に

設
定
さ
れ
て
い
る
ド
ア
は
回
転
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
何

を
基
準
点
に
取
る
か
に
よ
っ
て
、
自
分
が
動
い
て
い
る
の
か
、

映
像
が
動
い
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
も
の
が
動
い
て
い
る

の
か
と
い
う
の
が
、
次
々
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ス
を

変
え
て
い
か
な
い
限
り
、
非
常
に
混
乱
し
た
空
間
に
な
る
よ

う
に
設
定
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
空
間
と
自
己
と
の

在
り
方
を
言
い
表
す
言
葉
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
た
ぶ

ん
自
己
定
位
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、

こ
の
当
時
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
装
置
は
、
あ
く
ま
で
非
常
に
大
き
な
鉄
で
で
き

た
重
た
い
も
の
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
実
験
的
な
要
素
が
強

く
て
、
生
き
た
環
境
の
中
で
丸
ご
と
人
間
の
経
験
を
捉
え
る

に
は
、
も
う
ち
ょ
っ
と
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
必
要
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
思
い
ま
し
て
、
先
ほ
ど
の
装
置
の
小
型
版
、

直
径
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
も
の
を
制
作
し
て
み
ま
し
た
。
そ

れ
の
前
段
階
が
こ
う
い
う
も
の
で
す
（
図
17
）。

こ
れ
も
や
は
り
二
つ
の
軸
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
場

合
は
、
こ
の
上
に
乗
る
の
で
は
な
く
て
、
見
て
い
る
だ
け
で

自
己
定
位
と
か
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ス
が
ず
れ
て
い

く
よ
う
な
も
の
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
床
に

置
い
て
あ
る
こ
の
装
置
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
見
下

ろ
す
と
い
う
姿
勢
な
の
で
す
が
、
自
分
が
見
て
い
る
と
も
の

は
見
上
げ
る
と
い
う
反
対
の
姿
勢
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、
目

か
ら
得
る
情
報
と
、
三
半
規
管
で
、
首
を
下
げ
る
と
い
う
運

動
が
正
反
対
に
な
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
そ
れ
で
何
か
も
の
す
ご
く
気
持
ち
悪
く
な
っ
て
、
床

が
揺
れ
て
い
る
の
か
、
画
面
が
揺
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

く
な
っ
て
く
る
と
い
う
仕
組
み
の
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ

の
と
き
は
あ
く
ま
で
体
は
揺
ら
さ
ず
に
、
視
覚
情
報
だ
け
を

揺
ら
す
こ
と
で
、
体
を
揺
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
で
き
な
い

か
と
、
そ
う
い
う
試
み
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
屋
外
で
や
っ
て
み
た
の
で
す
が
、
次
に
違
う
場
所

で
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
阪
の
中
之
島
に
中
央

公
会
堂
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
特
別
室

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
は
百
年
以
上
前
の
非
常
に
古
風
な
建

図17 　高橋悟「Now here/No Where-ふろいとといとまき」　2013年　大阪市中之
島、大阪市中央公会堂
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物
で
、
天
井
に
は
日
本
創
世
の
神
の
物
語
を
表
す
よ
う
な
壁

画
が
あ
っ
て
、
左
と
右
に
も
神
様
の
絵
が
描
い
て
あ
る
と
い

う
空
間
な
の
で
す
。
そ
こ
で
も
う
一
度
、
大
地
を
動
か
す
よ

う
な
感
覚
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
な
作
品
を
置
い
た
ら
ど

う
な
る
の
か
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
ビ
デ
オ

が
な
い
の
で
す
が
、
一
見
安
定
し
た
非
常
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー

な
、
左
右
対
称
の
空
間
に
、
表
面
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
処
理
し

て
設
置
し
ま
し
て
、
展
示
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
映
っ
て
い

く
も
の
は
、
見
る
人
の
立
つ
場
所
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
変
わ

っ
て
く
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
近
寄
っ
て
き
て
見
え
る
の
は
、

真
上
に
神
様
が
飛
ん
で
い
る
と
い
う
こ
の
映
像
な
の
で
す
。

そ
の
神
様
が
飛
ん
で
揺
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
の
ぞ
き
込
む

と
自
分
も
一
緒
に
な
っ
て
映
る
。
そ
こ
で
神
様
は
空
か
ら
見

下
ろ
し
て
い
る
、
自
分
の
体
は
足
元
を
見
て
い
る
、
で
も
、
自

分
の
目
線
は
空
を
見
上
げ
て
い
る
と
い
う
何
と
も
不
思
議
な
、

非
常
に
複
雑
な
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
な
身
体
状
況
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
て
、
こ
の
絵
と
、
身
体
図
式
が
崩
壊
す
る
よ
う
な

装
置
の
関
係
が
う
ま
く
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

絵
は
巨
大
な
天
井
画
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
に
し
た
の
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
、
日
が
沈
む
と
き
の
オ
レ
ン
ジ
色
と
い
う

感
じ
を
意
識
し
て
い
た
の
で
、
画
面
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
何

か
本
当
に
日
没
時
の
風
景
み
た
い
な
感
じ
。
自
分
の
顔
も
オ

レ
ン
ジ
色
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
知
覚
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
理
由

で
す
。

先
ほ
ど
の
作
品
と
、
い
ま
お
見
せ
し
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
色

の
作
品
は
、
あ
く
ま
で
視
覚
経
験
の
み
で
身
体
は
揺
ら
さ
な

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
身
体
を
揺
ら

し
て
み
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
別

の
文
脈
で
も
う
一
つ
お
見
せ
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
ゆ
れ
る
茶
会
」

図
18
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
百
年
以
上
前
の
元
小
学
校
を
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
く
り
変
え
た
も
の
な
の
で
す
。
そ
こ
の
一

番
上
の
階
に
明
倫
茶
室
と
い
う
茶
室
が
あ
る
の
で
す
。
こ
こ

で
明
倫
茶
会
と
い
う
、
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
、
哲
学
者
と

か
詩
人
と
か
、
音
楽
家
の
方
が
席
主
に
な
っ
て
、
茶
会
を
開

く
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
二
月
は
京
都
芸
大
の

学
長
で
、
詩
人
の
建
畠
晢
先
生
が
席
主
に
な
る
と
い
う
話
が

あ
っ
て
、
そ
の
し
つ
ら
え
と
企
画
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
タ
イ
ト
ル
を
「
ゆ
れ
る
茶
会
」
と
い
う
こ

と
に
決
め
て
、
先
ほ
ど
の
小
型
の
二
軸
で
揺
れ
る
回
転
装
置

を
改
造
し
て
、
二
人
の
人
間
が
座
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
、
こ
こ
で
茶
会
を
開
く
と
い
う
ふ
う
に
し
ま
し
た
。
上

に
座
っ
て
い
た
だ
く
方
は
哲
学
者
で
あ
る
と
か
、
科
学
者
で

あ
る
と
か
、
お
茶
の
有
名
な
先
生
方
に
座
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
ふ
う
に
し
ま
し
た
。

座
る
方
向
な
の
で
す
が
、
こ
れ
が
け
っ
こ
う
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
で
、
外
向
き
に
背
中
合
わ
せ
に
座
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
床
は
常
に
動
い

て
い
ま
す
。
な
お
か
つ
、
座
る
と
い
う
姿
勢
で
揺
れ
る
円
盤

の
上
に
い
る
の
で
、
立
っ
て
い
る
と
き
よ
り
も
体
の
軸
の
調

整
が
利
か
な
く
て
、
絶
え
ず
揺
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
ね
。
そ
の
中
で
頼
り
に
す
る
も
の
を
ど
こ
に
取
る
か
と
い

う
こ
と
で
、
背
中
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
、
他
人
の
背
中
、
そ

れ
を
自
己
定
位
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
先
ほ
ど
の
向
井
さ
ん
、
若
田
さ
ん
の
話
、
宇

宙
飛
行
士
の
話
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
い
た
ら
い
い
と
思

う
の
で
す
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ス
は
別
に
地
球
で

な
く
て
も
い
い
と
。
こ
の
場
合
は
、
後
ろ
に
い
る
人
の
背
中

が
地
球
だ
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
つ
く
っ
て
み
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
鷲
田
清
一
さ
ん
と
、
日
本
画
家
の
吉

田
さ
ん
か
な
。

実
験
し
て
非
常
に
面
白
か
っ
た
の
は
、
知
覚
に
け
っ
こ
う

変
化
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
も
単
に
聴
覚
と
か
、
視

覚
、
体
性
感
覚
だ
け
で
は
な
く
て
、
味
覚
が
増
幅
さ
れ
る
と

い
う
。
こ
れ
は
一
番
最
初
に
脳
科
学
者
の
京
大
の
精
山
明
敏

先
生
と
、
陶
芸
の
森
野
さ
ん
に
座
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
お
茶
菓
子
を
、
実
は
陶
芸
家
の
森
野
さ
ん
に
は
一
週
間

前
に
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
、
ク
ズ
で
で
き
た
揺
れ
る
お
菓

子
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
僕
た
ち
も
何
回
も
試

食
し
て
、
か
な
り
薄
目
の
味
に
仕
上
げ
た
い
な
と
い
う
こ
と

で
お
話
し
し
て
い
た
の
で
す
。
実
際
に
本
番
に
な
っ
て
食
べ 図18　高橋悟「ゆれる茶会」　2013年　明倫茶会
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る
と
、
こ
れ
は
味
を
変
え
た
の
か
な
と
。
す
ご
く
甘
く
な
っ

て
い
て
、
あ
れ
っ
と
思
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
、
本
当
に

そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
で
、
現
場
で
一
緒
に
森

野
さ
ん
と
揺
れ
て
い
た
脳
科
学
の
精
山
先
生
が
、
苦
い
と
か

甘
い
と
か
い
う
、
う
ま
味
と
い
う
部
位
が
あ
っ
て
、
そ
の
部

位
が
刺
激
さ
れ
て
、
そ
の
よ
う
な
味
覚
、
感
覚
が
増
幅
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

っ
た
。
こ
れ
は
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
、
ち
ょ

っ
と
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
た
ぶ
ん
、
ふ
つ
う
揺
れ
て
い
る

状
態
だ
と
、
人
間
の
首
を
右
に
曲
げ
る
と
目
は
こ
っ
ち
へ
行

く
。
こ
っ
ち
へ
動
く
と
い
つ
も
補
正
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
絶
え
ず
動
揺
し
て
、
変
化
し
て
い
る
状
況
の
中
に

置
か
れ
る
と
、
知
覚
に
補
正
が
利
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の

補
正
が
単
に
そ
の
視
覚
の
部
位
だ
け
で
は
な
く
て
、
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
写
真
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く

い
と
思
う
の
で
、
ビ
デ
オ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
人
は
、
手
前
の
方
が
茶
釜
で
有
名
な
大
西
清
右
衛
門
さ

ん
と
い
う
方
で
す
。
後
ろ
は
そ
の
コ
レ
ク
タ
ー
の
方
で
す
。
だ

い
た
い
茶
会
を
す
る
と
き
に
、
正
客
だ
け
が
あ
そ
こ
に
座
っ

て
い
て
、
後
か
ら
お
客
さ
ん
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
に
、
い
き
な
り
こ
う
い
う
場
面
な
の
で
、
み
ん
な
び

っ
く
り
し
て
、
こ
れ
は
何
だ
と
い
う
感
じ
で
、
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
感
じ
。
こ
れ
は
二
軸
で
回
転
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
す
。
こ
れ
は
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
お
客

さ
ん
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
か
た
ち
で
す
。
ず
っ
と
正
客
の

方
は
回
り
な
が
ら
、
座
禅
を
組
ん
で
い
て
と
い
う
よ
う
な
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
。
最
初
に
揺
れ
る
お

菓
子
、
ク
ズ
で
で
き
た
三
角
形
の
お
菓
子
が
出
て
き
て
、
揺

れ
る
茶
わ
ん
、
安
定
の
悪
い
茶
わ
ん
の
中
に
お
茶
が
出
て
き

て
と
い
う
、
す
べ
て
が
揺
れ
る
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
全
員
が
お
茶

を
飲
み
終
わ
っ
た
段
階
で
、
席
主
で
あ
る
建
畠
先
生
と
僕
が

出
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う

設
定
に
し
て
あ
り
ま
す
。
か
な
り
演
劇
的
な
空
間
で
あ
っ
た

と
思
う
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
一
つ
言
い
忘
れ
た
の
で
す
が
、
記
憶

と
か
、
身
体
組
織
に
関
わ
る
問
題
に
、
僕
は
非
常
に
興
味
が

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
お
茶
の
場
合
は
作
法
と
い
う
言
葉

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
か
な
り
身
体
の
運
動
を
律
し

な
が
ら
、
あ
る
ル
ー
ル
に
従
っ
て
体
を
運
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
を
揺
ら
し
て
み
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う

の
も
、
ち
ょ
っ
と
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
「
揺
れ
菓
子
」
で
、
末
富
と
い
う
お
菓
子
屋
さ
ん

に
注
文
し
て
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
席
の
方
々
、
ゆ

れ
る
席
の
上
か
ら
、
こ
の
「
揺
れ
菓
子
」
を
受
け
取
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
か
な
り
難
し
い
の
で
す
け
れ
ど
も
。

非
感
覚
統
合
と
ア
ー
ト

結
局
、
自
分
が
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
追
求
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
う
ま
く
説

明
す
る
方
法
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
た
と

え
ば
、
こ
う
い
う
画
像
（
図
19
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
京
都

大
学
の
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
あ
る
感
覚
統
合
ル
ー
ム
と

い
う
部
屋
で
す
。
た
ぶ
ん
ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
う
の
で
す
が
、
自
閉
症
と
か
発
達
障
害
の
子
ど
も
が
、
こ

こ
で
い
ろ
い
ろ
と
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
身
体
運
動
を
す
る
、

プ
レ
ー
ル
ー
ム
の
よ
う
な
場
所
な
の
で
す
。
こ
の
子
が
や
っ

て
い
る
の
は
、
ぶ
ら
ん
こ
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
う
い
う
も

の
が
、
最
初
こ
こ
ら
へ
ん
に
散
乱
さ
せ
て
置
い
て
あ
っ
て
、
そ

れ
を
揺
れ
て
、
取
っ
て
、
置
く
と
い
う
作
業
を
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
は
何
を
し
て
い
る
か
と
言
う
と
、
自
閉
症
と
言

わ
れ
る
方
は
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
で
一
概
に
ひ
と
く
く
り
は
で
き

な
い
の
で
す
が
、
多
く
の
人
々
の
場
合
は
、
諸
感
覚
が
統
合

し
に
く
く
て
、
体
の
器
用
さ
が
な
い
と
か
、
文
字
も
た
ど
る

よ
う
に
し
か
読
め
な
く
て
、
ス
キ
ッ
プ
し
て
、
全
体
を
速
読

す
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
知
覚
に
、

あ
る
非
常
に
特
殊
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
矯
正
し
て
あ
げ
る
。
あ
る
い
は
、
修
正
、
あ
る
い
は
社

会
適
合
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
る
よ
う
な
プ
レ
ー
ル
ー
ム

な
の
で
す
。

だ
か
ら
、
あ
る
乗
り
物
だ
と
、
両
足
を
動
か
し
な
が
ら
、
手

も
補
助
し
な
が
ら
、
前
に
進
ん
だ
り
、
後
ろ
に
進
ん
だ
り
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
手
の
感
覚
、
足
の
感
覚
、
バ
ラ
ン
ス
感図19　感覚統合ルーム
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覚
を
自
分
自
身
の
中
に
統
合
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方

で
す
。
で
す
か
ら
、
感
覚
統
合
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
確
か
に
社
会
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
と
、
感
覚
統
合
ル
ー
ム
と
い
う
の
は
、
非
常

に
非
定
型
発
達
の
人
に
と
っ
て
は
よ
い
も
の
だ
と
思
う
の
で

す
が
、
先
ほ
ど
、
柿
沼
先
生
の
と
き
に
病
気
と
表
現
と
い
う

話
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
感
覚
統
合
と
い
う
考

え
方
は
、
あ
く
ま
で
も
非
定
型
発
達
者
を
定
型
に
す
る
た
め

の
装
置
と
い
う
ふ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
発
達
障
害
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
マ
イ
ナ

ス
の
も
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
け

れ
ど
も
、
発
達
障
害
の
お
子
さ
ん
と
か
、
そ
れ
以
外
の
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
の
人
と
か
、
そ
れ
を
病
気
と
捉
え
ず
に
、
そ
れ

を
彼
ら
が
持
っ
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
特
性
と
し
て
注
目
す
る

と
い
う
在
り
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
特

に
発
達
障
害
の
子
と
い
う
の
は
、
描
く
絵
と
か
、
つ
く
っ
て

い
く
粘
土
と
か
、
非
常
に
面
白
い
も
の
な
の
で
す
が
、
そ
れ

は
た
ぶ
ん
感
覚
統
合
ル
ー
ム
が
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
方
向

と
は
、
僕
の
見
方
で
言
う
と
、
ず
い
ぶ
ん
違
う
も
の
な
の
で

す
。だ

か
ら
、
感
覚
統
合
ル
ー
ム
も
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
一
方
で
、
非
感
覚
統
合
ル
ー
ム
み

た
い
な
も
の
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
た
と
え
ば
、
そ
れ

が
ア
ー
ト
な
ら
ア
ー
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
僕
自
身
が
考
え
て

い
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
い
う
面
で
言
う
と
、
た
と
え
ば
、
あ
え
て
柿
沼
先
生

の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の
話
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
自
己
表

現
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
あ
る
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で

き
て
、
病
人
で
あ
り
な
が
ら
医
者
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
位

置
付
け
も
、
一
方
で
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
個
人
個
人
が
持
っ
て
い
る
非
常
に
特
異
な
も
の

を
、
さ
ら
に
特
異
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
方
法
と
し

て
も
、
ア
ー
ト
と
い
う
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
も
、
僕
は
思
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

記
譜
―
脱
主
体
に
よ
る
脱
創
造

い
き
な
り
哲
学
的
な
話
を
持
っ
て
き
て
も
仕
方
が
な
い
の

で
す
が
、
こ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
で
す
が
、
た
ぶ
ん
僕
自

身
に
興
味
が
あ
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
感
覚
が
あ
ら
が
い

な
が
ら
、
た
ま
た
ま
そ
れ
を
統
合
す
る
主
体
と
い
う
の
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
す
が
、
主
体
の
構
築
で
は
な
く
て
、
そ

れ
ら
が
立
ち
代
わ
り
、
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
よ
う
な
、
自
分

が
他
者
、
そ
れ
は
神
で
も
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
い
つ
も

た
ゆ
た
う
よ
う
な
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
れ
が

鑑
賞
す
る
人
も
、
い
ま
ま
で
自
分
が
持
っ
て
い
た
知
覚
経
験

が
組
み
替
え
ら
れ
て
、
自
己
解
体
し
つ
つ
、
脱
主
体
化
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
な
経
験
を
す
る
よ
う
な
装
置
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
が

た
と
え
ば
、
鎌
田
先
生
の
身
心
変
容
と
い
う
言
葉
に
何
か
関

係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
一
方
で
、
向
か

う
方
向
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
一
緒
な
の
か
、
違
う
の
か
と
い

う
の
は
、
い
ま
の
僕
に
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
夏
目
漱
石

の
『
門
』
の
冒
頭
の
中
で
、
近
来
の
「
近
」
が
ど
ん
な
字
か

よ
く
分
か
ら
な
い
と
書
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
実
的
な

場
面
で
の
知
覚
的
対
応
と
、
自
分
の
で
き
る
行
動
が
乖
離
し

て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
現
代
の

中
に
は
、
皆
さ
ん
共
有
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
あ
る

種
の
直
接
行
動
で
き
る
行
為
と
経
験
の
ず
れ
と
い
う
も
の
に

注
目
す
る
こ
と
で
、
予
見
不
可
能
な
創
造
性
と
い
う
、
別
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
従
来
言
っ
て
い
た
よ
う
な
、
あ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
表
現
す
る
と
い
う
よ
う
な
創
造

と
い
う
言
葉
よ
り
は
、
脱
主
体
に
よ
る
脱
創
造
と
い
う
よ
う

な
言
い
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

か
な
り
乱
暴
な
言
い
方
で
記
譜
と
い
う
も
の
を
捉
え
て
い
る

の
で
、
研
究
者
の
柿
沼
先
生
の
立
場
か
ら
し
た
ら
、
ど
こ
が

記
譜
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
椅
子
で
も
何

で
も
記
譜
と
言
え
ば
記
譜
か
と
い
う
話
に
な
る
の
で
す
け
れ

ど
も
。
も
う
少
し
こ
れ
を
さ
ら
に
突
っ
込
ん
で
い
っ
て
、
美

術
だ
け
の
話
で
は
な
く
て
、
ダ
ン
ス
で
あ
る
と
か
、
音
楽
で

あ
る
と
か
、
お
茶
の
作
法
で
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
記
譜
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
で
、
領
域
横
断
的
な
、
あ

る
種
の
別
の
言
い
方
も
提
案
で
き
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。＊ 

本
稿
は
二
〇
一
三
年
五
月
一
四
日
、
第
一
一
回
身
心
変
容
技
法

研
究
会
（
芸
術
と
身
心
変
容
技
法
）
で
の
口
頭
発
表
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
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1
は
じ
め
に
―「
聴
く
」こ
と
か
ら
始
ま
る

「
神
秘
主
義
」
や
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
問
題
を
考
え
る

際
に
、「
聴
く
」
こ
と
は
本
質
的
に
重
要
な
意
味
と
次
元
を
持

っ
て
い
る
。

わ
た
し
が
「
東
洋
と
西
洋
に
お
け
る
神
秘
主
義
の
基
礎
的

問
題
へ
の
試
論
」
と
題
す
る
卒
業
論
文
と
「
神
道
に
お
け
る

宗
教
言
語
の
研
究
」
と
題
す
る
修
士
論
文
の
次
に
本
格
的
に

研
究
論
文
ら
し
い
も
の
を
書
い
た
の
は
、
博
士
課
程
時
代
の

「︿
聞
く
﹀
こ
と
の
宗
教
的
構
え
」
と
「
琴
の
宗
教
的
意
義
に

つ
い
て
」（『
神
道
研
究
集
成
』
第
三
号
︲
第
四
号
、
一
九
七
七
︲
七

八
年
三
月
刊
、
國
學
院
大
學
）
で
あ
っ
た
。

今
に
な
っ
て
思
え
ば
、
本
科
研
の
「
身
心
変
容
技
法
」
と

い
う
テ
ー
マ
へ
の
関
心
も
、
最
初
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
「
神

秘
主
義
」
と
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
一
般

に
、
神
秘
主
義
は
「
神
秘
的
合
一
（unio m

ystica

）」
と
い
う

「
身
心
変
容
」
の
状
態
を
め
ざ
す
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
身
心
の

「
神
秘
的
状
態
」
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
到
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
「
神
秘
的
状
態
」
と
は
い
か

な
る
状
態
な
の
か
、
と
い
う
問
い
が
す
ぐ
さ
ま
浮
か
ん
で
く

る
か
ら
で
あ
る
。
学
生
時
分
か
ら
、
飽
き
る
こ
と
な
く
、
こ

の
よ
う
な
問
題
に
か
か
ず
ら
わ
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
年
季
が
入
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
進
展
が
な
い

と
も
い
え
る
。

だ
が
そ
ん
な
中
で
、
確
か
な
一
歩
も
あ
っ
た
。
具
体
的
に

言
え
ば
、
音
楽
実
践
を
通
し
た
「
身
心
変
容
」
と
「
身
心
変

容
技
法
」
に
対
す
る
理
解
の
深
ま
り
で
あ
っ
た
。

わ
た
し
の
音
楽
へ
の
関
心
と
実
践
は
、
遡
っ
て
言
え
ば
、
高

校
時
代
の
「
詩
」
と
「
歌
」（
一
九
六
八
年
～
）
へ
の
関
心
と

大
学
生
時
代
の
「
龍
笛
」（
一
九
七
一
年
～
）
の
修
習
か
ら
始

ま
る
。
十
七
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
に
突
然
反
吐
を
吐
く

よ
う
に
し
て
「
詩
」
を
書
き
始
め
、「
歌
」
を
歌
い
始
め
た
。

そ
れ
は
自
分
の
内
部
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
よ
り
も
、
外

部
か
ら
到
来
し
て
く
る
異
物
で
あ
っ
た
。
鎌
田
東
二
と
い
う

個
を
撃
ち
破
っ
て
飛
ん
で
く
る
弾
丸
の
よ
う
な
言
葉
と
そ
の

圧
倒
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
た
だ
た
だ
翻
弄
さ
れ
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
の
体
験
が
き
っ
か
け
に
な
っ

て
「
神
秘
主
義
」
や
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
へ
の
関
心
が
生

ま
れ
た
と
思
う
。
ま
た
「
神
秘
体
験
」
と
「
宗
教
言
語
」
へ

の
関
心
も
生
ま
れ
た
。
言
葉
は
ど
こ
か
ら
や
っ
て
く
る
の
か
？

　
歌
は
ど
こ
か
ら
到
来
す
る
の
か
？

龍
笛
と
い
う
雅
楽
の
笛
は
、
そ
の
名
前
こ
そ
す
ば
ら
し
い

が
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
楽
曲
は
わ
た
し
に
は
つ
ま
ら
な
か

っ
た
。
中
国
や
韓
国
か
ら
伝
来
さ
れ
た
儒
教
的
な
礼
楽
と
し

て
の
雅
楽
は
何
よ
り
も
天
地
人
の
調
和
を
求
め
奏
で
る
音
楽

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
ち
は
や
ぶ
る
神
」
の
霊
威
に
翻
弄
さ
れ

て
き
た
わ
た
し
に
と
っ
て
は
か
っ
た
る
く
、
物
足
り
な
か
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
も
っ
と
原
初
の
音
へ
、
始
源
の
響
き
へ
の

希
求
が
起
こ
り
、
長
ら
く
求
め
続
け
た
末
に
、
一
九
九
〇
年

に
初
め
て
石
笛
に
出
会
っ
た
。

芸
術
・
芸
能
と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―
柳
宗
悦
の「
神
秘

主
義
」論
と
岡
本
太
郎
の「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」論
を
中
心
に

第
五
部
❖
芸
術
と
身
心
変
容
技
法

鎌
田
東
二

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
來
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
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石
笛
は
火
の
響
き
を
発
す
る
。
ま
さ
に
火
山
の
爆
発
の
よ

う
な
。
始
祖
鳥
の
雄
叫
び
の
よ
う
な
。
そ
れ
を
奏
し
て
い
る

と
、
わ
た
し
の
身
心
は
ど
こ
ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
高
く
昇
っ

て
ゆ
き
、
仙
骨
か
ら
頭
頂
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
筋
が
つ
っ
走
っ

て
ゆ
く
の
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

こ
れ
だ
け
で
は
体
が
持
た
な
い
！
　
こ
の
直
観
に
よ
っ
て
、

わ
た
し
は
そ
の
火
の
響
き
を
鎮
め
る
こ
と
の
で
き
る
音
を
必

要
と
し
、
そ
れ
を
法
螺
貝
の
中
に
見
出
し
た
。
火
の
垂
直
に

ほ
と
ば
し
る
響
き
で
あ
る
石
笛
、
水
の
水
平
に
た
ゆ
た
う
響

き
で
あ
る
龍
笛
も
し
く
は
横
笛
、
そ
し
て
土
の
丸
く
包
摂
す

る
響
き
で
あ
る
法
螺
貝
。
こ
の
火
・
水
・
土
の
絶
妙
の
均
衡

の
中
に
「
身
心
」
が
あ
る
時
、
保
持
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と

い
う
直
覚
を
得
て
、
以
来
二
十
三
年
余
、
こ
れ
を
わ
が
「
三

種
の
神
器
」
と
し
て
携
行
し
、
毎
朝
奏
す
る
こ
と
を
怠
っ
た

こ
と
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
三
種
古
楽
器
に
よ
っ
て
「
身
心
」
の
均
衡
を

得
た
も
の
の
、
一
九
九
五
年
一
月
に
起
こ
っ
た
阪
神
淡
路
大

震
災
、
三
月
に
起
き
た
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
、
そ
し
て
一
九

九
七
年
に
起
き
た
神
戸
児
童
連
続
殺
傷
事
件
（
酒
鬼
薔
薇
聖
斗

事
件
）
に
よ
っ
て
打
ち
砕
か
れ
た
わ
た
し
は
、
一
九
九
八
年

十
一
月
、
鳥
山
敏
子
の
「
カ
マ
タ
さ
ん
は
歌
わ
な
い
の
？
」

と
い
う
鶴
の
一
声
で
、
そ
の
翌
日
か
ら
「
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
」
と
な
り
、
以
来
十
五
年
余
の
間
に
二
七
〇
曲
以
上
を

作
詞
作
曲
し
て
歌
い
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た1

。

こ
の
わ
が
身
の
「
身
心
変
容
」
を
一
つ
の
実
践
事
例
と
し

つ
つ
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
や
酒
鬼
薔
薇
聖
斗
事
件
が
提
起

し
た
「
負
の
身
心
変
容
技
法
」
の
問
題
を
解
毒
し
、
問
題
点

を
剔
抉
し
、
古
来
の
「
身
心
変
容
技
法
」
を
再
検
証
し
再
編

成
し
て
い
く
道
を
選
ん
だ
。
そ
の
過
程
で
、
藤
枝
守
、
山
田

せ
つ
子
、
喜
納
昌
吉
、
麿
赤
兒
、
細
野
晴
臣
、
金
梅
子
、
河

村
博
重
、
山
田
真
由
美
、
木
村
は
る
み
な
ど
、
何
人
か
の
ダ

ン
サ
ー
や
音
楽
家
た
ち
と
イ
ン
プ
ロ
ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
即
興
）

的
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験
を
持
っ
た
。
そ
こ
か
ら
学
び
え

た
も
の
は
大
き
く
、
深
い2

。

即
興
的
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
相
手
を
見
て

い
る
よ
う
で
は
遅
れ
る
。
見
る
の
で
は
な
く
、「
聴
く
」。
そ

れ
も
、
気
配
の
未
然
の
響
き
を
聴
き
取
っ
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
微
分
的
・
差
分
的
同
起
。

そ
の
「
き
く
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
二
つ
の
漢
字
が

あ
る
。「
聞
」
と
「
聴
」
の
二
字
で
あ
る
。「
聞
」
は
「
耳
が

門
の
中
に
あ
る
」。
と
い
う
こ
と
は
、「
門
」
と
い
う
「
解
釈

枠
組
み
」
を
通
し
て
、
物
事
を
「
聞
き
分
け
る
」
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
聴
」
は
「
耳
が
十
四
の
心
を

持
っ
て
い
る
」。
す
な
わ
ち
、
解
釈
枠
組
み
な
し
で
、
物
事
を

あ
る
が
ま
ま
に
聴
き
容
れ
る
。
痛
・
通
覚
と
と
も
に3

。

そ
の
よ
う
に
あ
え
て
誤
釈
（
語
釈
）
し
た
。
子
ど
も
で
も
な

く
、
大
人
で
も
な
い
、
中
間
者
の
、
メ
デ
ィ
ア
（
霊
媒
・
媒

体
）
的
な
聴
き
方
で
。
そ
う
し
た
聴
き
方
の
「
身
心
変
容
技

法
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
を
開
発
し
よ
う
。
そ

の
「
聴
き
方
」
か
ら
、「
神
秘
主
義
」
や
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
」
に
接
し
て
み
よ
う
。

2
柳
宗
悦
の「
神
秘
主
義
」論

二
〇
一
三
年
六
月
、
わ
た
し
は
一
週
間
の
間
に
、
柳
宗
悦

と
岡
本
太
郎
と
い
う
ま
っ
た
く
異
な
る
思
想
家
・
芸
術
家
に

つ
い
て
講
演
を
依
頼
さ
れ
た4

。
そ
の
準
備
を
し
な
が
ら
、
二

人
の
接
点
を
垣
間
見
、
こ
こ
か
ら
「
身
心
変
容
技
法
」
の
問

題
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
始
め
た
。

以
下
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
に
、
柳
宗
悦
の
「
神
秘

主
義
」
論
と
岡
本
太
郎
の
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
論
を
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

2-

1　

柳
宗
悦
の「
神
秘
道
」

柳
宗
悦
は
、「
神
秘
主
義
」
と
い
う
言
葉
よ
り
も
「
神
秘

道
」
と
い
う
言
葉
を
好
ん
で
使
っ
た
。「
主
義
」
と
「
道
」
と

は
、
柳
の
中
で
注
意
深
く
区
別
さ
れ
て
い
る
。「
神
秘
」
は

「
主
義
」
の
中
に
現
わ
れ
る
こ
と
な
く
、「
道
」
を
通
し
て
立

ち
現
わ
れ
る
。

大
正
八
年
（
一
九
一
七
年
）
に
著
し
た
『
宗
教
と
そ
の
真

理
』
の
中
で
、
柳
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
い
つ
も
神
秘
道
は

神
の
認
識
に
就
て
次
の
四
つ
の
信
念
に
活
き
る
。
第
一
は
無

と
し
て
の
神
性
、
第
二
は
有
と
し
て
の
神
、
第
三
は
神
の
示

現
と
し
て
の
人
の
霊
、
第
四
は
神
と
人
と
の
直
接
な
融
合
、
即

ち
神
性
へ
の
復
帰
で
あ
る
。
真
諦
と
し
て
の
否
定
が
最
も
鋭

く
説
か
れ
る
の
は
第
一
の
思
想
に
於
て
で
あ
る
。
行
為
と
し

て
の
否
定
が
最
も
鮮
か
に
活
き
る
の
は
第
四
の
場
合
で
あ
る5

」。

有
限
な
る
人
間
は
ど
の
よ
う
に
し
て
無
限
の
神
や
神
性
に

直
接
し
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
　
こ
れ
が
古
来
、「
神

秘
道
」
の
最
大
の
問
い
で
あ
り
実
践
で
あ
っ
た
。
柳
に
よ
れ

ば
、
そ
の
問
い
は
、
次
の
よ
う
な
「
神
の
認
識
」
に
よ
っ
て

開
か
れ
、
体
験
さ
れ
る
。

ま
ず
、「
神
」
は
単
に
「
有
」
で
は
な
い
。「
無
と
し
て
の

神
性
」
で
あ
り
、
そ
の
無
限
性
を
「
有
る
」
と
単
純
肯
定
す

る
こ
と
は
「
神
の
認
識
」
と
し
て
は
正
し
い
と
は
い
え
な
い

と
い
う
こ
と
。

で
は
あ
る
が
、
こ
の
根
源
的
な
否
定
性
を
契
機
と
し
て
、
次

に
、「
神
」
が
存
在
と
し
て
姿
を
現
わ
し
始
め
る
。
そ
れ
が
、

「
有
と
し
て
の
神
」
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
の
「
神
」
の
表
象

が
、
唯
一
神
と
か
一
神
教
と
か
三
位
一
体
と
か
多
神
教
と
か

と
い
う
時
の
「
神
」
の
表
象
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

そ
の
「
神
」
は
「
人
」
の
霊
性
を
通
し
て
「
示
現
」
す
る
。

そ
れ
が
、「
神
の
示
現
と
し
て
の
人
の
霊
」
で
あ
る
。「
人
の

霊
」
は
、
し
た
が
っ
て
、
人
性
と
い
う
個
性
（
個
物
性
）
と
神

性
と
い
う
普
遍
性
の
両
極
を
持
つ
。
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そ
の
「
霊
」
と
し
て
の
「
人
」
は
、
そ
の
霊
性
を
通
じ
て

「
神
」
と
直
接
的
な
融
合
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
、

「
神
と
人
と
の
直
接
な
融
合
」
で
あ
る
。

柳
は
こ
の
「
神
秘
道
」
を
「
自
由
宗
教
」（
八
頁
）
と
も
言

い
換
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
教
義
宗
教
で
も
、
教
団
宗
教
で

も
な
い
。
霊
性
に
お
け
る
「
自
由
」
で
あ
り
、
教
義
や
教
団

の
持
つ
有
限
性
か
ら
突
き
抜
け
て
、「
無
と
し
て
の
神
性
」
に

直
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
自
由
宗
教
」
な
の
で
あ
る
。

『
宗
教
と
そ
の
真
理
』
に
は
、「
無
」「
無
為
」「
中
」「
宗
教

的
否
定
」「
無
限
」
な
ど
の
有
限
性
や
束
縛
を
超
え
る
否
定
辞

が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
柳
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
否
定
性
を

抜
き
に
し
て
直
ち
に
「
実
在
」
や
「
神
」
に
赴
く
こ
と
は
で

き
な
い
。「
宗
教
的
時
間
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
の
有
限
性

に
風
穴
を
開
け
る
時
間
の
次
元
を
開
く
。

こ
う
し
て
、
柳
に
は
、
強
烈
な
宗
教
的
普
遍
性
と
「
自
由

宗
教
」
と
い
う
超
宗
教
的
示
現
へ
の
志
向
性
が
見
て
と
れ
る

が
、
彼
が
求
め
て
い
る
の
は
「
究
竟
」
で
あ
り
、
そ
れ
「
自

体
」
で
あ
る
。
そ
れ
を
、「
真
如
」
と
か
「
神
秘
」
と
か
「
即

如
」
と
か
い
ろ
い
ろ
と
言
い
換
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
そ
の
「
究
竟
自
体
」
に
至
る
に
は
「
神
秘
道
」
と
い

う
「
自
由
宗
教
」
し
か
な
い
。
そ
し
て
そ
の
「
自
由
宗
教
」

は
美
醜
を
超
え
る
美
の
回
路
を
開
く
。
そ
れ
が
、
柳
宗
悦
に

お
け
る
「
民
藝
」
の
「
用
の
美
」
と
な
る
も
の
だ
。

「
宗
教
は
い
つ
も
言
葉
を
越
え
る
」（
一
七
頁
）
し
、「
思
惟

以
前
」
の
「
一
切
の
言
語
道
断
」
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、

「
自
然
の
美
」（
二
七
頁
）
が
た
ゆ
た
い
、「
全
て
が
美
に
ゆ
ら

ぐ
」（
二
九
頁
）
の
で
あ
る
。

そ
の
「
美
」
は
「
直
観
」
や
「
啓
示
」
に
お
い
て
、「
即

如
」
と
い
う
「
直
截
な
知
識
」
に
お
い
て
「
理
解
」
さ
れ
る
。

「
直
観
と
か
啓
示
と
か
に
於
て
、
よ
り
鋭
く
即
如
は
理
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
之
は
一
層
直
接
な
知
識
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ

が
『
知
的
愛
』
と
呼
ん
だ
の
は
是
で
あ
ら
う
。
愛
が
深
い
理

解
で
あ
る
。
芸
術
は
か
ゝ
る
意
味
で
科
学
よ
り
も
一
層
鋭
い

即
如
へ
の
肉
薄
で
あ
る
」（
一
七
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ

こ
に
は
「
愛
」
の
は
た
ら
き
が
あ
る
と
柳
は
言
う
。

柳
は
、
こ
の
よ
う
な
「
知
的
愛
」
の
「
究
竟
」
を
「
神
秘

道
」
に
見
る
の
だ
が
、
そ
の
「
神
秘
道
」
は
「
論
理
道
」
の

対
極
に
あ
る
。「
之
を
彼
対
是
と
決
す
る
の
が
論
理
道
で
あ
る
。

彼
即
是
と
観
じ
る
の
が
神
秘
道
で
あ
る
」（
三
二
六
頁
）
と
言

う
よ
う
に
、
主
客
分
離
し
て
、
分
け
て
対
象
を
捉
え
、
腑
分

け
し
て
そ
の
要
素
を
解
析
す
る
の
が
「
論
理
道
」
の
方
策
で

あ
る
。

だ
が
、「
神
秘
道
」
は
違
う
。「
神
秘
道
」
は
論
理
を
超
え

出
る
。
そ
の
「
神
秘
道
」
の
六
つ
の
方
策
を
『
宗
教
と
そ
の

真
理
』「
即
如
の
種
々
な
る
理
解
道
」
の
中
で
提
示
す
る
。

①
否
定
道 N

egative way

②
矛
盾
道 C

ontradictory way

③
逆
理
道 Paradoxical way

④
未
生
道 U

ncreated way
⑤
象
徴
道 Sym

bolic way
⑥
沈
黙
道 Silent way

（
三
二
六
︲
三
二
七
頁
）

否
定
や
矛
盾
や
逆
理
と
い
う
否
定
性
の
は
た
ら
き
。
そ
れ

な
し
に
「
神
秘
」
に
ま
み
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
そ

れ
は
形
に
な
る
前
の
未
生
の
は
た
ら
き
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
実

体
で
は
な
く
、
象
徴
と
し
て
表
わ
れ
、
声
や
音
の
形
で
は
な

く
、
未
生
の
沈
黙
と
し
て
潜
在
的
に
顕
在
す
る
。
そ
の
よ
う

な
否
定
や
沈
黙
を
通
り
抜
け
て
い
く
超
論
理
の
「
神
秘
道
」

を
柳
は
探
究
し
た
。

「
神
に
就
て
」
の
中
で
、「
古
き
デ
イ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ア
レ

オ
パ
ヂ
テ
の
言
葉
を
当
て
嵌
め
れ
ば
、
私
は
『
肯
定
神
学
』

か
ら
『
否
定
神
学
』
に
進
み
、『
神
秘
神
学
』
に
入
つ
た
の
で

あ
る
」（
一
七
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
柳
の
「
神
秘
道
」

へ
の
道
は
「
肯
定
神
学
＝
有
の
神
学
」
か
ら
「
否
定
神
学
＝

無
の
神
学
」
を
経
て
「
神
秘
神
学
＝
無
即
有
の
神
学
」
へ
と

至
る
弁
証
法
的
な
過
程
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

2-

2　

柳
宗
悦
の
「
心
霊
現
象
の
攻
究
」

実
は
、
柳
は
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
「
神
秘
道
」
に
出
会

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
言
う
柳
の
「
肯
定
神
学
」
の

最
初
の
形
態
は
「
新
し
き
科
学
」
あ
る
い
は
「
変
体
心
理
学
」

と
し
て
の
「
心
霊
研
究
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
少
し
詳
し

く
見
て
お
き
た
い
。

柳
が
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
四
月
、
柳

は
、
武
者
小
路
実
篤
や
志
賀
直
哉
ら
、
学
習
院
の
文
学
の
先

輩
た
ち
と
『
白
樺
』
を
創
刊
し
、
そ
の
編
集
に
携
わ
っ
た
。
そ

し
て
、
同
年
九
月
、
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
に
な
る
と
同
時

に
、『
白
樺
』
第
六
号
と
第
七
号
に
、「
新
ら
し
き
科
学
」
と

題
す
る
論
文
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
柳
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
自
分
の
思
惟
す
る
処
に
従
へ
ば
近
き
将
来
に
於
て
吾
人
が

人
生
観
上
に
影
響
す
可
き
科
学
が
三
つ
あ
る
。
そ
は
生
物
学

に
於
け
る
人
性
の
研
究
と
、
物
理
学
に
於
け
る
電
気
物
質
論

と
変
体
心
理
学
に
於
け
る
心
霊
現
象
の
攻
究
と
で
あ
る
。『
人

間
と
は
何
ぞ
や
』
の
問
に
答
へ
ん
と
す
る
も
の
は
第
一
の
科

学
で
あ
る
、
将
来
の
道
徳
が
此
研
究
に
よ
り
て
開
拓
せ
ら
る
ゝ

事
多
き
は
自
分
の
信
ず
る
処
で
あ
る
。『
物
質
と
は
何
ぞ
や
』

の
質
問
に
向
つ
て
解
答
を
与
へ
ん
と
す
る
も
の
は
第
二
の
科

学
で
あ
る
。
電
子
及
エ
ー
テ
ル
に
関
す
る
研
究
は
恐
ら
く
は

此
謎
を
解
く
可
き
唯
一
の
鍵
鑰
で
あ
ら
う
。
而
し
て
『
心
霊

と
は
何
ぞ
や
』
の
問
題
に
対
し
て
解
決
を
下
さ
ん
と
す
る
も

の
は
第
三
の
科
学
で
あ
る
、
自
分
は
此
小
論
文
に
於
て
最
後

の
科
学
即
ち
心
霊
現
象
に
関
す
る
最
近
の
研
究
を
世
に
紹
介

し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る6

」

こ
こ
で
、
柳
は
「
三
つ
の
科
学
」
を
区
別
し
て
い
る
。
①

「
人
間
と
は
何
か
」
を
問
う
生
物
学
に
お
け
る
人
性
の
研
究
、
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②
「
物
質
と
は
何
か
」
を
問
う
物
理
学
に
お
け
る
電
気
物
質

論
、
③
「
心
霊
と
は
何
か
」
を
問
う
変
体
心
理
学
に
お
け
る

心
霊
現
象
の
攻
究
、
の
三
種
科
学
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、

柳
が
、「
第
三
の
科
学
」
と
し
て
、
新
し
い
時
代
の
「
新
し
き

科
学
」
の
最
前
線
を
、「
心
霊
現
象
の
攻
究
」
に
見
て
い
た
点

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
柳
の
研
究
の
出
発
点
は
「
変
体
心
理
学

に
於
け
る
心
霊
現
象
の
攻
究
」
だ
っ
た
の
だ
。
今
風
に
言
え

ば
、
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
で
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
次
元
の

心
理
学
的
探
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

重
要
な
の
は
、
柳
が
「
神
学
」
や
「
宗
教
学
」
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
「
科
学
」
と
し
て
の
探
究
、
つ
ま
り
、「
第
三
の

科
学
」
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
点
で
あ
る
。
柳
は
最
初
か
ら

「
神
秘
道
」
に
参
入
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
四
十
三

年
の
こ
の
段
階
で
は
、「
新
し
き
科
学
」
に
主
た
る
関
心
を
寄

せ
、
柳
の
言
う
「
変
体
心
理
学
の
攻
究
」
を
大
学
で
学
び
、
追

求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
。

だ
が
、
大
学
に
入
っ
て
、
柳
は
失
望
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
大
学
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
唾
棄
す
る
ま
で
に
至
る
。
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
熱
烈
に
「
新
し
き
科
学
」
の
探
究
に
燃
え
て
い

た
柳
に
変
節
が
起
こ
っ
た
の
か
？

そ
の
こ
と
に
触
れ
る
前
に
、
も
う
少
し
「
新
し
き
科
学
」

に
つ
い
て
の
柳
の
論
に
耳
を
傾
け
て
お
こ
う
。
柳
は
言
う
。

「
宗
教
と
道
徳
と
の
権
威
が
地
に
墜
ち
た
る
今
日
、
思
想
に

飢
え
た
る
吾
等
に
と
り
て
大
な
る
力
を
有
す
る
も
の
は
科
学

で
あ
る
、
若
し
吾
等
理
智
の
文
明
に
育
ち
た
る
民
に
再
び
人

生
の
神
秘
を
明
ら
か
に
語
り
得
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ

は
古
き
信
仰
に
非
ず
し
て
新
し
き
科
学
で
あ
る
。
げ
に
反
抗

を
以
て
起
ち
た
る
過
去
の
科
学
は
、
自
己
の
天
職
を
忘
れ

つ
ゝ
人
生
が
凡
て
の
不
可
思
議
な
る
事
実
を
只
迷
信
な
り
と

し
て
笑
ひ
去
つ
た
、
然
し
科
学
が
発
展
と
は
即
ち
宇
宙
の
神

秘
が
開
発
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
、
こ
ゝ
に
於
て
科
学
は

単
な
る
科
学
で
は
な
い
、
彼
が
関
は
る
所
は
哲
学
、
宗
教
と

同
一
の
も
の
で
あ
る
、
而
し
て
恐
ら
く
は
将
来
に
於
て
人
の

信
仰
の
基
礎
を
形
造
る
も
の
は
か
ゝ
る
科
学
で
あ
ら
う
、
宇

宙
が
一
糸
乱
れ
ざ
る
法
則
の
内
に
調
和
し
ゝ
つ
あ
る
事
を
吾

人
に
確
信
せ
し
む
る
も
の
は
、
今
や
独
断
的
な
る
信
条
に
非

ず
し
て
、
そ
は
明
か
に
科
学
で
は
あ
る
ま
い
か
、
宗
教
は
常

に
吾
人
が
永
生
を
称
へ
ん
と
し
て
居
る
、
然
も
此
信
仰
の
失

は
れ
た
る
今
日
、
吾
人
が
死
後
尚
存
在
す
べ
き
事
を
証
明
せ

ん
と
す
る
も
の
は
、
今
自
分
が
画
か
ん
と
欲
す
る
新
し
き
科

学
で
は
な
い
か
、
古
り
た
る
世
よ
り
の
謎
な
り
し
『
心
霊
』

の
問
ひ
に
答
へ
、
幾
度
か
人
の
子
が
迷
ひ
た
る
死
後
の
問
題

に
解
決
を
試
み
ん
と
す
る
此
心
霊
現
象
の
攻
究
と
は
そ
も
如

何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
自
分
は
之
よ
り
拙
き
筆
を
進
め

て
之
を
書
い
て
み
た
い
と
思
ふ
」
と
。

「
宗
教
と
道
徳
の
権
威
」
が
地
に
墜
ち
た
理
性
の
時
代
の

「
理
知
の
文
明
」
に
あ
っ
て
、「
人
生
の
神
秘
」
を
明
ら
か
に

す
る
の
は
「
古
き
信
仰
」
で
は
な
い
。「
新
し
き
科
学
」
な
の

だ
と
柳
は
力
説
す
る
。
そ
れ
は
、「
不
可
思
議
な
る
事
実
を
只

迷
信
」
と
し
て
葬
り
去
っ
た
「
過
去
の
科
学
」
と
は
異
な
り
、

「
宇
宙
の
神
秘
」
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
か
つ
て
哲
学
や

宗
教
が
問
題
に
し
て
き
た
領
域
を
対
象
と
す
る
。
つ
ま
り
「
心

霊
現
象
の
攻
究
」
の
科
学
と
は
、
端
的
に
、「
死
後
」
の
存
在

を
証
明
す
る
「
新
し
き
科
学
」
だ
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、「
新
し
き
科
学
」
は
限
り
な
く
「
宗
教
」
と
接
近
す

る
。柳

は
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
一
八
八
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で

設
立
さ
れ
た
「
心
霊
現
象
研
究
会
（Society for Psychical 

Research

）」
を
紹
介
し
、
精
神
感
応
、
透
視
力
、
予
覚
、
自

動
記
述
、
霊
媒
、
心
霊
に
よ
る
物
理
現
象
や
妖
怪
現
象
な
ど

の
超
常
現
象
に
つ
い
て
の
「
実
証
」
を
描
き
出
す
。
そ
の
際
、

「
今
や
多
く
の
大
な
る
科
学
者
は
此
研
究
に
向
つ
て
深
き
注
意

を
払
つ
て
居
る
、
特
に
此
科
学
に
貢
献
せ
る
人
の
内
に
は
、
か

の
現
代
一
流
の
心
理
学
者
た
る
ジ
ェ
ー
ム
ス
（W

. Jam
es

）
が

あ
る
」
と
、「
大
な
る
科
学
者
」
あ
る
い
は
「
現
代
一
流
の
心

理
学
者
」
と
し
て
、
真
っ
先
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ

の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
柳
は
こ
の
時
、
明
確
に
心
霊
研
究
家

と
し
て
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
意
識
し
、
顕
彰
し

て
い
る
。
柳
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
は
じ
め
当
時
の
錚
々
た
る
科

学
者
の
研
究
に
論
及
し
つ
つ
「
心
霊
現
象
の
攻
究
」
の
内
容

を
逐
一
吟
味
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
下

す
。「

か
く
て
理
性
の
上
に
立
て
る
科
学
が
起
る
に
当
つ
て
人
は

再
び
此
謎
の
前
に
立
ち
つ
ゝ
古
き
信
仰
を
打
破
し
て
、
科
学

的
見
解
の
許
に
死
後
の
存
在
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
、
而
し

て
三
た
び
変
遷
し
て
、
実
験
と
観
察
と
に
基
き
つ
ゝ
此
来
世

が
存
在
の
思
想
を
挽
回
せ
ん
と
し
て
起
ち
た
る
も
の
は
即
ち

此
新
し
き
科
学
で
あ
る
、
げ
に
彼
が
最
大
な
る
使
命
は
死
後

の
存
在
に
対
す
る
確
証
で
あ
つ
た
、
吾
等
は
前
に
述
べ
た
り

し
幾
多
の
実
例
に
於
て
吾
人
に
潜
在
せ
る
心
霊
が
能
力
の
偉

大
な
る
も
の
あ
る
を
認
識
す
る
と
共
に
そ
が
生
命
の
永
遠
な

る
を
立
証
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
か
く
て
来
世
の
存
在

と
霊
魂
の
不
滅
が
、
単
に
吾
人
の
推
理
的
若
し
く
は
信
仰
的

臆
測
に
非
ず
し
て
客
観
的
事
実
な
る
は
、
か
ゝ
る
実
例
よ
り

来
る
必
然
的
結
論
で
は
な
い
か
」
と
。

こ
う
し
て
柳
宗
悦
は
、「
過
去
の
科
学
」
が
「
科
学
的
見

解
」
の
下
に
「
死
後
の
存
在
」
す
な
わ
ち
「
来
世
の
存
在
」

や
「
霊
魂
の
不
滅
」
を
否
定
し
た
の
に
対
し
て
、「
新
し
き
科

学
」
は
そ
れ
を
「
立
証
」
し
た
と
称
賛
・
評
価
す
る
。
そ
し

て
結
論
部
分
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
論
評
す
る
。「『
恐
ら
く
は
物
質
的
世
界
は
絶
対
な

も
の
で
は
な
い
』
と
は
ハ
ー
バ
ー
ト
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
豊
な

る
知
識
よ
り
云
ひ
放
つ
た
言
葉
で
あ
る
、
こ
の
断
定
の
裏
に

は
心
霊
の
世
界
が
独
立
的
存
在
を
認
め
そ
が
単
に
物
質
の
法

則
に
よ
つ
て
説
明
せ
ら
る
可
き
も
の
で
な
い
事
を
意
味
し
て

居
る
、
而
し
て
自
分
が
列
記
し
た
多
く
の
心
霊
現
象
は
之
が
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証
明
の
基
礎
を
形
造
る
充
分
な
材
料
で
は
あ
る
ま
い
か
、〔
中

略
〕
心
霊
が
永
遠
に
其
生
命
を
保
持
す
可
き
は
日
輪
の
光
々

た
る
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
、
脳
と
は
心
霊
の
作
用
を
表
現
す

可
き
器
官
で
、
物
質
は
之
が
為
に
存
在
せ
る
も
の
で
あ
る
、
ジ

ェ
ー
ム
ス
が
前
述
の
言
葉
は
此
処
に
於
て
も
意
味
が
あ
る
、
物

質
世
界
を
唯
一
絶
対
と
思
惟
せ
る
見
解
は
全
然
誤
謬
と
云
は

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。

柳
は
こ
う
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
仕
事
を
引

き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
心
霊
と
死
後
の
実
在
を
主
張
し
、
論

考
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。「
而
し
て
か
ゝ
る
実
体
の
一

部
た
る
吾
等
が
心
霊
を
外
界
に
表
現
せ
ん
が
為
に
物
質
は
存

在
す
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
自
然
界
に
於
け
る
法
則
と
は
、
要

す
る
に
宇
宙
の
意
志
そ
の
も
の
に
外
な
ら
ぬ
、
か
の
微
細
な

る
原
子
に
も
か
ゝ
る
意
志
は
現
は
れ
て
居
る
、
か
の
宏
大
な

る
星
の
運
行
に
も
か
か
る
意
志
は
流
れ
て
居
る
、
一
切
の
も

の
は
宇
宙
が
心
霊
の
影
像
で
あ
る
、『
自
然
は
内
在
せ
る
神
が

出
現
の
啓
示
で
あ
る
』
と
云
つ
た
ロ
ッ
ヂ
の
言
葉
に
は
深
き

真
理
が
あ
る
、
此
世
界
と
は
要
す
る
に
宇
宙
の
霊
的
意
志
の

表
現
に
外
な
ら
ぬ
、
此
処
に
於
て
自
分
に
は
万
有
神
論

（Pantheism

）
が
最
も
深
き
意
義
を
有
し
て
居
る
様
に
思
は
れ

る
。
而
し
て
自
分
に
は
此
処
に
、
宗
教
、
哲
学
及
科
学
が
融

合
せ
ら
る
可
き
唯
一
の
最
終
点
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
／

而
し
て
宇
宙
の
実
体
の
一
部
た
る
吾
等
に
死
は
如
何
な
る
意

味
を
有
す
る
の
で
あ
ら
う
か
、
肉
体
が
死
と
は
心
霊
を
表
現

す
可
き
器
官
の
死
で
あ
る
、
而
し
て
か
ゝ
る
器
官
の
死
は
宇

宙
の
実
体
が
死
を
意
味
せ
ざ
る
事
は
明
か
で
は
な
い
か
、
死

と
は
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
変
化
の
一
現
象
で
あ
る
、
そ
は
唯

物
質
界
に
於
て
の
み
生
ぜ
ら
る
可
き
現
象
で
あ
る
、
独
立
せ

る
心
霊
は
唯
死
に
於
て
其
器
官
を
失
へ
る
ば
か
り
で
あ
る
、
況

ん
や
時
と
処
と
を
越
え
た
る
心
霊
に
死
は
何
等
の
意
義
を
有

せ
ず
し
て
、
残
れ
る
も
の
は
唯
永
遠
な
る
生
命
で
あ
る
、
吾

等
は
死
に
よ
つ
て
宇
宙
の
本
体
に
復
帰
す
る
の
で
あ
る
、
そ

こ
に
は
時
間
な
く
空
間
な
く
唯
永
劫
の
安
住
が
あ
る
、
こ
は

人
生
に
与
え
ら
れ
た
る
最
も
光
輝
あ
る
帰
趣
で
あ
る
」。

柳
は
、
一
切
は
宇
宙
の
「
心
霊
の
影
像
」
で
あ
り
、
世
界

と
は
「
宇
宙
の
霊
的
意
志
の
表
現
」
で
あ
る
と
捉
え
た
。
そ

し
て
、
森
羅
万
象
に
神
や
霊
魂
の
宿
り
と
働
き
を
探
知
す
る

「
万
有
神
論
（Pantheism

）」
こ
そ
が
、
世
界
の
実
態
に
も
っ
と

も
近
接
し
た
「
宗
教
、
哲
学
及
科
学
が
融
合
せ
ら
れ
る
可
き

唯
一
の
最
終
点
」
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。

実
は
、
こ
こ
で
柳
の
言
う
「
万
有
神
論
」
と
い
う
汎
神
論

的
存
在
論
は
、「
神
秘
道
」
を
経
て
「
民
藝
」
を
発
見
し
、
つ

い
に
は
「
美
の
法
門
」
に
至
る
柳
宗
悦
の
生
涯
を
貫
く
思
想

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
旋
律
は
、
最

初
期
の
「
心
霊
研
究
」
か
ら
最
晩
年
の
「
美
の
法
門
」
や
「
美

の
浄
土
」
論
ま
で
、
彼
の
全
著
作
と
全
活
動
の
通
奏
低
音
と

な
っ
て
い
る
。

2-

3　

�一
九
一
〇
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
死
と
福
来

友
吉
の「
変
態
心
理
学
」

柳
が
「
心
理
学
」
に
ど
れ
ほ
ど
の
期
待
を
寄
せ
て
い
た
か

を
知
る
一
点
の
小
さ
な
資
料
が
あ
る
。「
新
し
き
科
学
」
を
書

い
た
後
の
『
白
樺
』
第
一
巻
第
九
号
（
明
治
四
十
三
年
十
二
月

一
日
発
行
）
の
編
集
後
記
で
あ
る
「
編
輯
室
に
て
」
の
中
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
死
と
福
来
友
吉
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「
大
学
の
心
理
教
室
に
行
た
始
め
て
の
時
間
自
分
は
友
達

が
無
い
の
で
ペ
ン
を
持
ち
乍
ら
ボ
ン
ヤ
リ
と
し
て
先
生
の
来

る
の
を
待
つ
て
ゐ
た
、
丁
度
黒
板
の
左
に
掲
つ
て
ゐ
る
ヴ
ン

ト
の
写
真
を
眺
め
て
居
る
と
、
突
然
『
君
ジ
エ
ー
ム
ス
が
死

に
ま
し
た
ね
』
と
隣
り
の
人
に
話
し
か
け
て
る
人
が
あ
る
、
自

分
は
ド
キ
ッ
と
し
た
、
そ
の
後
に
続
い
た
会
話
は
よ
く
覚
え

て
居
な
い
が
何
で
も
要
す
る
に
ジ
エ
ー
ム
ス
が
死
ん
だ
と
云

ふ
の
で
あ
る
。
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
を
発
表
し
『
多
元
的
宇
宙
』

を
著
は
し
今
や
此
大
な
る
心
理
学
者
が
円
熟
し
来
つ
た
思
想

を
以
て
組
織
的
人
生
観
を
見
る
日
の
目
の
あ
た
り
に
近
い
て

居
る
の
に
、
運
命
は
彼
を
死
の
国
に
拉
し
去
つ
た
と
云
ふ
の

で
あ
る
、
思
想
に
飢
え
た
る
自
分
に
は
『
晩
年
の
ジ
エ
ー
ム

ス
が
事
業
』
と
云
ふ
事
が
宛
ら
ロ
ミ
オ
が
ジ
ユ
リ
エ
ツ
ト
に

逢
う
折
の
心
の
如
く
期
待
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
自
分
は

ペ
ン
を
持
つ
て
『
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ト
の
ジ
エ
ー
ム
ス
が
死
ん 

だ
？！
　
う
そ
だ
う
そ
だ
、
信
じ
ら
れ
な
い
事
だ
！
』
と
書
い

た
、
か
く
て
自
分
の
福
来
博
士
変
態
心
理
学
の
筆
記
の
第
一

頁
は
此
文
字
を
以
て
始
ま
つ
て
ゐ
る
。
心
理
学
教
室
で
ジ
エ

ー
ム
ス
の
訃
音
に
接
し
ヴ
ン
ト
の
顔
を
眺
め
て
た
時
彼
の
死

を
聞
き
、
心
理
学
を
始
め
て
学
ば
ん
と
す
る
時
、
近
世
の
心

理
学
を
生
ん
だ
ジ
エ
ー
ム
ス
の
逝
去
を
耳
に
し
た
事
は
自
分

に
と
ツ
て
は
偶
然
と
し
て
は
奇
異
な
る
経
験
で
あ
る
、
ヴ
ン

ト
は
今
や
年
老
い
て
彼
が
声
は
不
明
に
さ
え
な
つ
た
と
云
ふ
、

自
分
は
今
ジ
エ
ー
ム
ス
を
失
ひ
た
る
此
世
に
於
て
、
世
の
人

と
共
に
此
老
い
た
る
大
哲
学
者
の
健
康
を
切
に
祈
り
た
い
と

思
ふ
。（
柳
）」

運
命
と
は
皮
肉
な
も
の
で
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
期
待
し
た
「
変

態
心
理
学
」
を
柳
は
東
京
帝
国
大
学
で
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
福
来
友
吉
が
東
京
帝
国
大
学
で
行
な

っ
た
透
視
実
験
（
千
里
眼
実
験
）
で
批
判
さ
れ
、
福
来
は
や
が

て
休
職
に
追
い
込
ま
れ
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る7

。
こ
こ
で
、
柳
が
言
う
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
（W

ilhelm
 

M
ax W

undt, 1832-1920

）
は
実
験
心
理
学
の
祖
と
さ
れ
る
ド
イ

ツ
の
心
理
学
者
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（W

illiam
 

Jam
es, 1842-1910

）
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
哲
学
者
、
心

理
学
者
と
し
て
著
名
で
、
宗
教
学
の
分
野
で
は
古
典
的
な
名

著
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
を
著
し
て
い
る
。

そ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
柳
が
東
京
帝
国
大

学
で
「
変
体
心
理
学
」
の
授
業
を
受
け
る
少
し
前
の
明
治
四
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十
三
年
八
月
二
十
六
日
に
享
年
六
十
八
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
最
初
、
同
校
で
解
剖
学
と
生
理
学
を
教
え
て
い
た

が
、
や
が
て
心
理
学
と
哲
学
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
最

後
は
哲
学
の
専
任
教
授
と
な
っ
た
。
一
八
九
四
年
か
ら
一
八

九
六
年
ま
で
の
間
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
一
八

八
二
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
心
霊
科
学
協

会
（The Society for Psychical Research

）
の
会
長
を
務
め
て
い

る
。
一
八
八
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
心
霊
科
学
協
会
も
設
立
さ

れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
部
と
し
て
活
動
し
た
が
、
こ
の
ア
メ
リ

カ
心
霊
科
学
協
会
の
会
長
も
務
め
た
。
実
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ

の
父
・
ヘ
ン
リ
ー･

ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
宗
教
研
究
家
で
も
あ
っ

た
が
、
十
八
世
紀
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
神
秘
思
想
家
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
ボ
ル
グ
の
崇
拝
者
で
あ
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
小
さ
い
頃

か
ら
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

十
九
世
紀
末
に
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
盛
ん
に
な
っ
た
「
心

霊
科
学
（
心
霊
研
究
：Psychical Research

）」
は
、
宗
教
現
象
や

宗
教
的
観
念
を
徹
底
的
に
否
定
し
迷
信
と
み
な
す
自
然
科
学

に
対
し
て
、
科
学
的
方
法
論
を
持
っ
た
「
新
し
い
科
学
」
と

し
て
登
場
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ア
ン
リ
・
ベ
ル

ク
ソ
ン
も
そ
の
「
新
し
き
科
学
」
に
関
心
を
持
ち
、
イ
ギ
リ

ス
心
霊
科
学
協
会
の
会
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
死
去
し
た
直
後
に
、『
白

樺
』
六
︲
七
号
に
連
載
さ
れ
た
「
新
ら
し
き
科
学
」
は
世
に

出
、
そ
の
翌
年
、
柳
は
そ
れ
を
『
科
学
と
人
生
』
と
し
て
出

版
す
る
が
、「
変
体
心
理
学
」
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
柳
は
失
望
と
挫
折
の
中
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ブ
レ
イ
ク
の
神
秘
思
想
と
芸
術
と
詩
の
中
に
活
路
を
見
出
し
、

「
神
秘
道
」
に
行
き
着
い
た
の
で
あ
る
。

2-

4　

�

柳
宗
悦
の
思
想
形
成
と「
民
藝
」運
動

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
生
涯
を
貫
く
柳
の
思
想
は
「
万
有

神
論
（Pantheism

）」
に
あ
っ
た
。
森
羅
万
象
に
神
宿
る
と
い

う
八
百
万
的
な
万
有
神
観
が
、
無
名
の
陶
工
た
ち
の
無
心
の

も
の
づ
く
り
の
中
に
神
宿
る
美
を
感
得
し
、「
民
藝
」
運
動
と

し
て
結
実
し
た
。

こ
う
し
て
、
最
初
期
の
「
心
霊
研
究
」
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ブ
レ
イ
ク
の
「
神
秘
主
義
研
究
」
を
介
し
て
、
美
の
世
界
、
木

喰
上
人
か
ら
「
民
藝
」
の
世
界
へ
と
通
じ
て
い
っ
た
。
つ
ま

り
、
心
霊
研
究
↓
神
秘
思
想
・
神
秘
道
研
究
↓
民
族
文
化
美

の
研
究
と
評
価
（
朝
鮮
文
化
美
、
ア
イ
ヌ
文
化
美
、
沖
縄
文
化
美
）

↓
民
藝
美
の
研
究
と
評
価
と
運
動
↓
仏
教
美
の
研
究
と
評
価

（
美
信
一
如
論
、
妙
好
人
論
）
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
柳
の
「
民
藝
」
論
と
し
て
看
過
で
き
な
い
の

が
「
下
手
も
の
ゝ
美
」
と
い
う
逆
理
で
あ
る
。
柳
は
言
う
。

「
今
眺
め
て
ゐ
る
一
枚
の
皿
に
就
て
も
云
ふ
事
が
出
来
る
。
そ

れ
は
貧
し
い
『
下げ

手て

』
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
奢
る
風
情
も

な
く
、
華
や
か
な
化
装
も
な
い
。
作
る
者
も
何
を
作
る
か
、
ど

う
し
て
出
来
る
か
、
詳
し
く
は
知
ら
な
い
の
だ
。〔
中
略
〕
だ

が
凡
て
を
知
ら
ず
と
も
、
彼
の
手
は
速
か
に
動
い
て
ゐ
る
。
名

号
は
既
に
人
の
声
で
は
な
く
神
の
声
だ
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が

陶
工
の
手
も
既
に
彼
の
手
で
は
な
く
、
自
然
の
手
だ
と
云
ひ

得
る
で
あ
ら
う
。
彼
が
美
を
工
風
せ
ず
と
も
、
自
然
が
美
を

守
つ
て
く
れ
る
。
彼
は
何
も
打
ち
忘
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
無
心

な
帰
依
か
ら
信
仰
が
出
て
く
る
様
に
、
自
か
ら
器
に
は
美
が

湧
い
て
く
る
の
だ
。
私
は
厭
か
ず
そ
の
皿
を
眺
め
眺
め
る8

」

と
。そ

し
て
、「
無
学
」「
無
心
」
が
生
み
出
す
「
美
」
を
次
の

よ
う
に
称
揚
す
る
。

「
無
学
な
職
人
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
、
遠
い
片
田
舎
か
ら
運

ば
れ
た
も
の
、
当
時
の
民
衆
の
誰
も
が
用
ひ
し
も
の
、
下
物

と
呼
ば
れ
て
日
々
の
雑
具
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
、
裏
手
の
暗

き
室
々
で
使
は
れ
る
も
の
、
彩
り
も
な
く
貧
し
き
素
朴
な
も

の
、
数
も
多
く
価
も
廉
き
も
の
、
こ
の
低
い
器
の
中
に
高
い

美
が
宿
る
と
は
、
何
の
摂
理
で
あ
ら
う
か
。
あ
の
無
心
な
嬰

児
の
心
に
、
一
物
を
も
有
た
ざ
る
心
に
、
知
を
誇
ら
ざ
る
者

に
、
言
葉
を
慎
む
者
に
、
清
貧
に
悦
ぶ
者
達
の
中
に
、
神
が

宿
る
と
は
如
何
に
不
可
思
議
な
真
理
で
あ
ら
う
。
同
じ
そ
の

教
へ
が
そ
れ
等
の
器
に
も
活
々
と
読
ま
れ
る
で
は
な
い
か
」

（「
雑
器
の
美
」
二
六
頁
）

こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
「
神
秘
道
」
が
「
民
藝
」
を
見
る

柳
の
ま
な
ざ
し
に
活
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、「
器
を
知
ら
ざ
る
に
終
る
は
愚
也
／
器
を
知
る
に
及
ぶ

は
賢
也
／
器
を
忘
る
る
に
至
る
は
聖
也
」（
四
四
頁
）
と
か
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
的
な
言
い
方
の
中
に
も
、
肯
定
神
学
↓

否
定
神
学
↓
神
秘
神
学

≒

愚
↓
賢
↓
聖
と
い
う
否
定
性
を
契

機
と
し
た
弁
証
法
的
思
考
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
次
の
言
い
方
も
同
様
で
あ
る
。

「
私
は
希
望
あ
る
解
答
を
次
の
三
つ
の
道
に
見
出
そ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
或
は
三
つ
の
段
階
と
云
ふ
方
が
よ
い
か
も
知

れ
な
い
。
さ
う
し
て
是
等
の
三
段
を
経
由
す
る
事
に
よ
つ
て
、

始
め
て
真
の
工
芸
道
に
達
す
る
事
が
出
来
る
と
信
ず
る
の
で

あ
る
。

一
　
修
行 D

iscipline 

自
力
道

二
　
帰
依 Surrender 

他
力
道

三
　
協
団 C

om
m

union 

相
愛
道
」（
五
〇
頁
）

こ
の
よ
う
な
自
力
道
↓
他
力
道
↓
相
愛
道
と
い
う
柳
の
弁

証
法
的
な
三
段
論
法
は
重
要
な
局
面
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
自

力
も
他
力
も
と
も
に
活
か
す
。
肯
定
も
否
定
も
と
も
に
活
か

す
。
自
力
即
他
力
、
肯
定
即
否
定
、
究
竟
、
即
如
。
い
つ
も

そ
の
論
は
、
こ
の
よ
う
な
次
元
へ
と
駆
け
上
っ
て
ゆ
く
。

最
晩
年
の
「
美
の
法
門
」
論
も
同
様
で
あ
る
。「
仏
の
国
に

於
て
は
美
と
醜
と
の
二
が
な
い
の
で
あ
る9

」「
一
切
の
も
の
は

そ
の
仏
性
に
於
て
は
、
美
醜
の
二
も
絶
え
た
無
垢
の
も
の
な

の
で
あ
る
」（
六
頁
）、「
人
が
美
し
い
も
の
を
作
る
と
い
ふ
が
、

さ
う
で
は
な
く
仏
自
ら
が
美
し
く
作
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
否
、
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美
し
く
す
る
こ
と
が
仏
た
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
美
し
さ
と

は
仏
が
仏
に
成
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
仏
が
仏
に
向
つ
て

な
す
行
ひ
で
あ
る
。
そ
れ
故
仏
と
仏
と
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

念
仏
は
、
人
が
仏
を
念
ず
る
と
か
、
仏
が
人
を
念
ず
る
と
か

云
ふ
が
、
真
実
に
は
仏
が
仏
を
念
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一

遍
上
人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、『
念
仏
が
念
仏
す
る
』
の
で
あ

る
。『
名
号
が
名
号
を
聞
く
』
の
で
あ
る
。
凡
て
正
し
き
も
の

は
、
仏
の
行
ひ
の
中
の
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
。
美
し
き
も
の

は
、
仏
が
仏
に
廻
向
し
て
ゐ
る
そ
の
姿
な
の
で
あ
る
」（
二
〇

頁
）、「
美
も
亦
『
即
』
の
法
界
に
あ
る
こ
と
が
分
る
。
そ
れ

は
個
人
の
如
何
に
左
右
さ
れ
な
い
。
才
な
き
者
も
愚
な
者
も
、

悉
く
そ
の
法
界
の
さ
中
に
活
き
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

こ
の
法
性
に
在
ら
ば
何
人
も
美
に
居
る
人
以
外
で
は
な
い
。

拙
な
者
も
拙
な
ま
ま
で
美
に
結
縁
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

洩
れ
な
く
誰
に
も
さ
う
仕
組
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
『
無
有
好
醜
』
の
悲
願
で
あ
る
。
／
か
か
る
美
の
法
界
を

説
き
、
こ
の
法
界
へ
の
往
生
を
説
く
こ
と
が
美
の
法
門
で
あ

る
」（
二
二
頁
）

こ
の
よ
う
な
超
論
理
的
な
論
理
構
成
は
「
神
秘
道
」
の
時

代
か
ら
の
柳
の
お
手
の
物
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
柳
は
生

涯
「
神
秘
道
」
の
宗
教
哲
学
者
と
し
て
生
き
た
と
い
っ
て
よ

い
。
生
涯
に
わ
た
る
「
即
如
」
の
宗
教
哲
学
者
と
し
て
生
き

た
。こ

の
柳
の
宗
教
哲
学
が
必
然
的
に
「
民
藝
」
と
い
う
も
の

を
招
き
寄
せ
た
と
い
え
る
。
柳
は
、
根
源
を
思
考
（
志
向
）
し

た
宗
教
哲
学
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
言
葉
と
言
葉
を
超
え
る

と
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
「
究
竟
」
世
界
を
探
究
し
た
。
そ
こ
に

宿
る
「
自
然
美
」
を
愛
で
、
そ
れ
を
愛
で
る
「
無
心
」
や
「
無

名
」
を
称
揚
し
た
。

柳
の
哲
学
に
は
物
と
心
、
精
神
と
物
質
と
い
う
デ
カ
ル
ト

以
来
の
西
洋
哲
学
の
二
元
論
の
打
破
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
。

柳
の
立
場
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
如
論
（
即
如
論
）
で
あ

る
が
、
そ
の
思
想
構
造
は
、
学
習
院
時
代
の
師
で
あ
っ
た
西

田
幾
多
郎
や
鈴
木
大
拙
と
酷
似
し
て
い
る
。
西
田
が
西
洋
哲

学
の
枠
組
み
を
踏
ま
え
て
思
索
を
展
開
し
、
鈴
木
大
拙
が
西

洋
的
思
考
や
宗
教
と
対
峙
し
つ
つ
東
洋
・
日
本
の
仏
教
的
思

考
を
紹
介
し
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、
柳
は
そ
の
二
元
論
の

超
克
を
「
民
藝
」
と
い
う
物
＝
心
＝
美
と
し
て
、
生
活
の
中

の
具
体
的
実
践
と
し
て
示
し
た
と
い
う
点
に
柳
の
真
骨
頂
が

あ
る
と
い
え
よ
う
。

3
岡
本
太
郎
の「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」論

岡
本
太
郎
（
一
九
一
一
︲
九
六
）
を
有
名
に
し
た
の
は
、
大

阪
万
国
博
覧
会
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
「
太
陽
の
塔
」
と
「
芸

術
は
爆
発
だ
！
」
と
い
う
彼
の
言
葉
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、

「
爆
発
」
的
な
表
現
で
あ
る
が
、
そ
の
「
爆
発
」
の
中
に
、
岡

本
太
郎
の
宇
宙
的
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
感
覚
が
あ
る
。

岡
本
太
郎
に
つ
い
て
、「
あ
る
と
き
、
突
如
彼
は
シ
ャ
ー
マ

ン
に
な
る
」
と
言
っ
た
の
は
、
岡
本
太
郎
の
秘
書
で
養
女
と

な
っ
た
岡
本
敏
子
で
あ
る
。
そ
の
言
い
方
で
は
、
岡
本
太
郎

が
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
に
な
る
が
、
彼
自
身
は
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」

や
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
強
い
関
心
と
憧
れ
を
持
っ
て
い

た
。「

シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
は
何
者
か
？
　
そ
れ
を
わ
た
し
は
、「
ワ

ザ
ヲ
ギ
＝
俳
優
・
鎮
魂
神
楽
師
」
と
呼
ぶ
。

「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
は
何
か
？
　
そ
れ
を
わ
た
し
は
、

「
見
え
な
い
モ
ノ
を
視
、
聞
け
な
い
声
を
聴
き
、
魂
を
飛
ば
し
、

憑
依
さ
せ
る
ワ
ザ
」
と
定
義
す
る
。

そ
し
て
、「
宗
教
」
と
は
何
か
？
　
そ
れ
を
わ
た
し
は
、「
宗

教
と
は
、
聖
な
る
も
の
と
の
関
係
に
基
づ
く
ト
ラ
ン
ス
技
術

あ
る
い
は
超
越
の
技
法
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、「
見
え
な
い
モ
ノ
を
視
る
」
者
と

し
て
の
岡
本
太
郎
の
「
ワ
ザ
ヲ
ギ
」
を
見
つ
め
、「
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
を
め
ぐ
る
岡
本
太
郎
と
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
と
フ

ラ
ン
ス
民
族
学
・
社
会
学
の
展
開
を
探
っ
て
み
た
い
。

3-
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岡
本
太
郎
の「
民
藝
」評
価

岡
本
太
郎
は
、「
日
本
再
発
見
　
出
雲
」
の
項
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
長
文
だ
が
、
引
用
し
て
お
く
。

「
こ
う
い
う
文
化
に
対
す
る
見
当
ち
が
い
の
、
さ
ら
に
残
酷

な
例
を
他
の
場
所
で
も
見
と
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
地
方
で
か

な
り
根
を
は
っ
て
い
る
民
芸
調
で
あ
る
。

出
雲
民
芸
紙
の
作
家
、
安
部
氏
宅
に
案
内
さ
れ
た
。
手
漉

き
の
強
み
を
高
度
に
発
揮
し
た
す
ぐ
れ
た
技
術
で
、
見
事
な

紙
が
す
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
白
く
ま
だ
ら
の
や
、
繊
維
が

縦
横
に
は
し
っ
て
、
す
け
て
見
え
た
り
、
ま
た
海
藻
を
配
し

て
浮
き
上
ら
せ
た
も
の
、
五
色
の
雲
の
よ
う
に
模
糊
と
し
た

横
段
を
と
お
し
た
も
の
、
こ
ま
か
い
四
角
な
紙
吹
雪
を
散
ら

し
た
も
の
な
ど
、
い
さ
さ
か
ひ
ね
り
す
ぎ
の
き
ら
い
は
あ
る

が
、
無
地
の
色
と
り
ど
り
な
の
を
ま
じ
え
て
、
美
し
い
。

和
紙
の
特
性
を
い
ち
だ
ん
と
研
究
し
、
押
し
進
め
た
そ
の

努
力
と
成
果
は
見
上
げ
た
も
の
だ
。
だ
が
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が

よ
く
な
か
っ
た
。
民
芸
調
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
出
雲

民
芸

0

0

紙
』
と
木
版
調
で
ボ
テ
ッ
と
印
刷
し
た
レ
ッ
テ
ル
を
は

っ
た
の
な
ど
見
せ
ら
れ
る
と
、
と
た
ん
に
中
身
の
よ
さ
が
す

っ
と
ん
で
し
ま
う
。
ま
た
ど
う
し
て
『
民
芸
紙
』
な
ん
て
妙

な
名
前
を
つ
け
た
ん
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
『
文
化
』
と
同
じ

よ
う
に
、『
民
芸
』
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
ハ
イ
カ
ラ
な
ポ
ー
ズ

に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

ま
た
布
志
名
焼
、
袖
師
窯
、
湯
町
窯
な
ど
、
窯
場
も
幾
つ

か
廻
っ
て
み
た
が
、
こ
こ
で
も
民
芸
運
動
が
わ
ざ
わ
い
し
て

い
る
。
気
ど
っ
て
、
新
鮮
さ
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、こ
こ
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
昔
の
布
志
名
の
〝
夜

づ
く
ど
っ
く
り
〞
や
〝
ま
ん
じ
ゅ
う
む
し
〞
な
ど
、
つ
ま
り
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今
日
の
民
芸
の
も
と
と
な
っ
た
本
来
の
民
衆
芸
術
の
よ
さ
に

感
嘆
し
た
。
お
お
ら
か
で
、
す
じ
が
と
お
っ
て
い
る
。
見
え

や
気
ど
り
の
な
い
、
必
要
な
だ
け
の
形
を
し
て
い
な
が
ら
、
生

活
的
な
ふ
く
ら
み
が
あ
る
。
色
も
、
い
わ
ば
土
地
の
素
材
か

ら
自
然
に
出
て
く
る
、
あ
り
あ
わ
せ
の
色
。
そ
れ
が
冴
え
て

い
る
。
ど
こ
が
い
い
と
特
別
に
と
り
上
げ
て
は
い
え
な
い
が
、

し
か
し
充
実
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
よ
さ
は
、
で
き
上
が
り
の
結
果
な
ん
か
鼻
も
ひ

っ
か
け
な
い
、
気
に
し
て
い
な
い
凄
さ
で
あ
る
。
こ
う
い
う

い
わ
ば
自
然
に
出
て
き
た
も
の
に
芸
術
家
は
い
つ
で
も
ほ
と

ほ
と
感
心
し
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
、
民
芸
作
家
に
だ
っ
て

そ
の
よ
さ
は
十
分
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
ど
ん
な
に

巧
妙
に
た
く
ら
ん
で
も
、
そ
の
純
粋
さ
、
そ
の
よ
う
な
感
激

は
と
て
も
作
り
得
な
い
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
？
　
―
彼
ら
は
結
果
を
目
的
に
し
て
い

る
か
ら
だ
。
民
芸
な
ん
て
枠
を
き
め
て
、
効
果
を
前
も
っ
て

ね
ら
っ
て
い
る
以
上
、
民
芸
ら
し
い
も
の
は
で
き
よ
う
が
、
芸

術
の
凄
み
と
か
、
豊
か
な
ふ
く
ら
み
と
い
う
も
の
は
出
て
こ

な
い
の
だ
。
素
朴
さ
を
ね
ら
え
ば
、
素
朴
で
な
く
な
り
、
生

活
的
な
、
香
り
高
い
土
の
匂
い
は
鼻
も
ち
な
ら
な
い
泥
臭
さ

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
民
芸
作
家
た
ち
は
み
ん
な
、
自

信
が
あ
る
よ
う
な
無
い
よ
う
な
、
中
途
半
端
で
、
困
っ
た
よ

う
な
顔
を
し
て
い
る
。

彼
ら
自
身
も
近
ご
ろ
よ
う
や
く
そ
れ
を
自
覚
し
て
き
た
ら

し
く
、
行
き
づ
ま
り
を
嘆
く
深
刻
な
訴
え
を
聞
い
た
。
地
方

の
真
面
目
な
人
た
ち
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ひ
っ
か
か
っ

て
苦
し
ん
で
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
気
の
毒
だ
。

私
は
か
つ
て
の
民
芸
運
動
の
功
績
を
否
定
は
し
な
い
。
地

方
の
工
人
た
ち
が
ま
っ
た
く
自
覚
せ
ず
、
持
ち
伝
え
て
き
た

豊
か
な
自
然
を
、
卑
下
し
て
捨
て
去
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
を
、
待

ち
な
さ
い
、
君
た
ち
に
は
こ
う
い
う
す
ば
ら
し
さ
が
あ
る
、
と

自
覚
に
高
め
て
伸
ば
し
て
ゆ
く
と
い
う
運
動
は
、
ま
さ
に
正

し
い
。

悲
劇
は
そ
の
指
導
者
た
ち
が
、
芸
術
家
で
は
な
く
、〝
芸
術

主
義
者
〞、
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
彼
ら

の
善
意
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
の
素
朴
な
人
た
ち
に
、
指
導

者
自
身
が
持
っ
て
い
る
芸
術
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を

植
え
つ
け
た
の
だ
。
作
家
、
芸
術
家
と
い
う
幻
影
を
抱
き
は

じ
め
、
自
分
の
作
っ
て
い
る
も
の
は
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と

自
負
し
は
じ
め
た
と
た
ん
に
、
新
鮮
さ
が
ひ
っ
こ
ん
で
し
ま

い
、
民
衆
芸
術
の
素
朴
さ
を
失
っ
て
、
彼
ら
の
指
導
者
と
同

じ
よ
う
に
、
エ
セ
芸
術
家
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

民
芸
運
動
の
全
面
的
な
失
敗
は
そ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
あ

ら
ゆ
る
土
地
で
、
純
粋
な
民
衆
芸
術
を
生
か
し
た
よ
う
で
、
実

は
亡
ぼ
し
て
い
る
。
指
導
者
の
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
的
な
甘
さ

が
、
ま
だ
そ
れ
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
だ
け
の
話
で
あ
る10

」

実
に
、
歯
に
衣
着
せ
ぬ
岡
本
太
郎
ら
し
い
評
言
で
あ
る
。

そ
の
評
言
は
言
い
得
て
妙
だ
。
当
た
っ
て
い
る
。「
民
芸
」
の

よ
さ
も
、「
民
芸
調
」
の
中
途
半
端
な
制
作
と
商
業
主
義
が
も

た
ら
し
た
堕
落
と
空
洞
化
も
、
岡
本
太
郎
の
言
う
と
お
り
で

あ
ろ
う
。

だ
が
そ
れ
で
も
わ
た
し
は
「
民
芸
」
運
動
の
提
唱
者
の
柳

宗
悦
を
単
な
る
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
」
だ
と
は
考
え
な
い
。
そ

れ
よ
り
も
も
っ
と
深
い
思
索
と
運
動
を
展
開
し
た
宗
教
哲
学

者
で
あ
り
、
文
明
批
評
家
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

岡
本
太
郎
も
優
れ
た
宗
教
哲
学
と
文
明
批
評
を
持
っ
て
い

る
。
だ
が
、
彼
の
創
造
す
る
芸
術
に
は
ど
う
も
「
民
芸
調
」

に
も
類
似
し
た
〝
岡
本
太
郎
調
〞
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

　「
民
芸
な
ん
て
枠
を
き
め
て
、
効
果
を
前
も
っ
て
ね
ら
っ
て

い
る
以
上
、
民
芸
ら
し
い
も
の
は
で
き
よ
う
が
、
芸
術
の
凄

み
と
か
、
豊
か
な
ふ
く
ら
み
と
い
う
も
の
は
出
て
こ
な
い
の

だ
。
素
朴
さ
を
ね
ら
え
ば
、
素
朴
で
は
な
く
な
り
、
生
活
的

な
、
香
り
高
い
土
の
匂
い
は
鼻
も
ち
な
ら
な
い
泥
臭
さ
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
民
芸
作
家
た
ち
は
み
ん
な
、
自
信

が
あ
る
よ
う
な
無
い
よ
う
な
、
中
途
半
端
で
、
困
っ
た
よ
う

な
顔
を
し
て
い
る
」
と
い
う
「
民
芸
」
に
対
す
る
評
言
は
、
そ

の
ま
ま
岡
本
太
郎
の
作
品
と
彼
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う

に
思
う
。
岡
本
太
郎
の
作
品
に
は
〝
岡
本
太
郎
ら
し
い
〞
も

の
は
あ
っ
て
も
、「
芸
術
の
凄
み
」
と
か
「
豊
か
な
ふ
く
ら

み
」
と
い
う
も
の
を
感
じ
な
い
。
世
の
人
が
い
か
に
評
価
し

よ
う
が
、
わ
た
し
は
そ
う
感
じ
て
し
ま
う
。

だ
が
、
岡
本
太
郎
の
言
葉
は
違
う
。「
凄
み
」
と
「
豊
か
な

ふ
く
ら
み
」
が
あ
る
。
そ
こ
に
、
岡
本
太
郎
だ
け
で
は
な
く
、

岡
本
敏
子
の
介
在
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
の
は
邪

推
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
程
度
当
た
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
岡
本
太
郎
自
身
は
、
彼
が
言
う
ほ
ど
に
は
「
爆

発
」
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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岡
本
太
郎
の「
シャ
ー
マン
」お
よ
び「
シャ
ー
マニ
ズ
ム
」論

一
般
に
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
（sham

an

）」
と
は
、
神
や
精
霊
な

ど
目
に
見
え
な
い
超
自
然
的
存
在
と
直
接
交
信
す
る
特
殊
な

霊
的
能
力
を
持
っ
た
宗
教
的
職
能
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ
（
一
九
〇
七
︲
八
六
）
ら
宗
教
学
者

は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
を
「
脱
魂
（ecstasy

）」
型
」
と
「
憑
依

（possession

）
型
」
に
区
別
し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
二
類
型
を

「
鳥
シ
ャ
ー
マ
ン
」（
垂
直
性
飛
翔
型
）
と
「
蛇
シ
ャ
ー
マ
ン
」

（
水
平
性
侵
入
型
）
と
呼
ん
で
い
る11

。

そ
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
や
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い

て
、
岡
本
太
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
沖
縄
に
は
日
本
の
原
始
宗
教
、
古
神
道
に
近
い
信
仰
が
未

だ
に
生
き
て
い
る
。
の
ろ

0

0

は
そ
の
神
秘
的
な
女
性
の
司
祭
、
つ

ま
り
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
各
島
・
各
村
々
に
か
な
ら
ず
の0

ろ0

が
い
て
、
宗
教
的
儀
式
や
祭
り
を
つ
か
さ
ど
る
。
沖
縄
列

島
で
は
『
の
ろ
（
祝
女
）』、
先
島
で
は
『
つ
か
さ
（
司
）』
と

い
う
が
、
役
割
は
同
じ
だ12

」、「
神
は
こ
の
よ
う
に
な
ん
に
も

な
い
場
所
（
御
嶽
の
こ
と

―
筆
者
注
）
に
お
り
て
来
て
、
透
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明
な
空
気
の
中
で
人
間
と
向
か
い
あ
う
の
だ
。
の
ろ

0

0

は
そ
の

と
き
神
と
人
間
の
メ
デ
ィ
ア
ム
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
人
間

意
志
の
強
力
な
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
。
神
は
シ
ャ
ー
マ
ン

の
超
自
然
的
な
吸
引
力
に
よ
っ
て
顕
現
す
る
。
そ
し
て
一
た

ん
儀
式
が
は
じ
ま
る
と
こ
の
環
境
は
、
な
ん
に
も
な
い
ゆ
え

に
こ
そ
、
逆
に
、
最
も
厳
粛
に
神
聖
に
ひ
き
し
ま
る
」（
一
二

八
頁
）、「
沖
縄
の
ウ
タ
キ
（
御
嶽
）
は
神
の
お
り
る
場
所
だ
が
、

し
か
し
ま
っ
た
く
変
哲
も
な
い
、
森
の
中
の
小
さ
な
広
場
で
、

そ
の
真
中
に
石
こ
ろ
が
二
つ
三
つ
、
落
葉
に
埋
れ
て
こ
ろ
が

っ
て
い
る
だ
け
。
祭
壇
も
、
偶
像
も
、
何
も
な
い
。
そ
こ
に

か
え
っ
て
強
烈
な
神
秘
が
あ
っ
た
。〔
中
略
〕
高
度
な
世
界
宗

教
で
は
、
は
か
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
信
仰
の
姿
。
そ
し
て

そ
れ
は
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
未
開
社
会
の
原
始
宗
教
と
も
、
何

か
質
の
違
う
、
―
あ
え
て
言
う
な
ら
、
き
わ
め
て
日
本
的

な
神
聖
感
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
、
無
垢
な
信
仰
だ
。
そ
れ
が
素

肌
の
ま
ま
生
き
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
／
わ
れ
わ
れ
の
生
命

の
初
源
的
な
姿
、
感
動
の
根
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
私
と
い
う
個
人
を
こ
え
て
、
民
族
の
底
に
あ
る
も
の
を

触
発
さ
れ
る
思
い
だ
っ
た13

」。

こ
こ
で
岡
本
太
郎
は
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ノ

ロ
や
ツ
カ
サ
と
呼
ば
れ
た
「
メ
デ
ィ
ア
ム
」
の
「
シ
ャ
ー
マ

ン
」
性
と
、
彼
ら
が
そ
の
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
性
を
発
現
す
る

場
所
と
し
て
の
「
御
嶽
」
の
「
神
聖
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

簡
単
に
言
え
ば
、
神
を
降
ろ
す
人
が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
り
、

神
が
降
り
る
場
所
が
御
嶽
で
あ
る
。
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
持

つ
「
超
自
然
的
な
吸
引
力
」
に
よ
っ
て
神
が
御
嶽
に
顕
現
す

る
。
御
嶽
に
は
何
も
な
い
。
何
も
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
神
」
が
「
ア
ル
」、「
神
秘
」
が
「
ア
ル
」。
そ
の
よ
う
な
逆

理
を
、
柳
宗
悦
も
膝
を
打
っ
て
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

と
お
り
！
と
。

日
本
国
中
の
「
手
仕
事
」
を
隈
な
く
見
て
歩
い
た
柳
宗
悦

に
も
似
て
、
岡
本
太
郎
も
北
海
道
や
東
北
か
ら
沖
縄
ま
で
の

日
本
列
島
を
隈
な
く
歩
い
て
、
列
島
を
貫
く
「
神
秘
」
と
「
い

の
ち
」
と
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
見
て
取
っ
て
い
く
。
そ

の
列
島
の
シ
ャ
ー
マ
ン
性
は
、
沖
縄
の
ノ
ロ
や
ツ
カ
サ
だ
け

で
は
な
く
、
東
北
の
修
験
者
に
も
現
わ
れ
る
。

岡
本
太
郎
は
言
う
。「
さ
て
修
験
の
問
題
へ
飛
躍
し
よ
う
。

／
除
外
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
破
れ
な
い
者
の
積
み
重
な
り
は
、

や
が
て
当
然
の
ご
と
く
一
つ
の
伝
統
と
し
て
外
に
形
成
さ
れ

る
。
部
落
の
モ
ラ
ル
が
相
互
協
調
で
あ
り
、
あ
た
た
か
く
、
事

無
く
、
生
産
物
の
蓄
積
の
上
に
眠
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
惰

性
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
つ
ね
に
身
を
投
げ
、
危
険
に
己
れ

を
さ
ら
す
。
い
わ
ば
孤
独
な
人
た
ち
が
、
不
知
の
世
界
に
神

秘
を
も
と
め
、
一
つ
の
世
界
観
の
も
と
に
結
集
し
た
ら
。
―

『
山
の
人
』
の
伝
統
が
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
／
彼
ら
は
そ
れ
自

体
神
秘
で
あ
る
の
に
、
山
野
の
霊
威
を
も
身
に
担
う
の
で
あ

る
。
自
然
の
呪
力
は
人
格
の
上
に
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
、
強
烈

な
精
神
力
と
し
て
、
シ
ャ
ー
マ
ン
的
霊
妙
を
体
現
す
る
。
／

私
は
こ
こ
に
も
っ
と
も
純
粋
無
垢
な
日
本
的
神
秘
を
感
じ
と

る
の
だ
。
／
だ
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
き
わ
め
て
原
始
的

な
、
素
朴
な
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
の
信
仰
が
、
や

が
て
『
修
験
道
』
と
な
り
、
強
固
な
伝
統
と
し
て
発
展
し
て

行
く
に
は
、
当
然
別
な
要
素
が
加
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

／
修
験
道
は
『
行
』
で
あ
る
。
秩
序
あ
る
、
そ
し
て
苛
烈
な

精
神
力
の
鍛
練
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
己
れ
を
捨
て
る
こ

と
、
己
れ
に
徹
底
的
に
苛
酷
で
あ
る
こ
と
。〔
…
…
〕
水
垢
離
。

水
断
ち
。
五
穀
を
断
つ
木
食
行
。
山
に
こ
も
っ
て
、
け
わ
し

い
崖
を
よ
じ
、
渓
流
を
わ
た
り
、
先
達
に
叩
か
れ
、
滝
に
打

た
れ
。
―
羽
黒
修
験
は
こ
と
に
荒
行
を
も
っ
て
聞
こ
え
て

い
る
」（
二
六
四
頁
）

女
で
あ
ろ
う
が
、
男
で
あ
ろ
う
が
、
ノ
ロ
で
あ
ろ
う
が
、
修

験
者
で
あ
ろ
う
が
、
岡
本
太
郎
は
、「
二
重
性
」
を
持
つ
「
秘

密
」
や
「
神
秘
」
へ
の
参
入
者
を
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
呼
ぶ14

。

「
己
れ
に
徹
底
的
に
苛
酷
」
に
「
生
命
の
秘
密
」
や
「
世
界
と

存
在
の
神
秘
」
に
挑
み
続
け
る
の
が
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
と

言
う
岡
本
太
郎
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
確
か
に
、

岡
本
太
郎
も
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
で
あ
り
、「
神
秘
と
の
交
通

者
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

先
に
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
は
「
ワ
ザ
ヲ
ギ
＝
俳
優
・
鎮
魂

神
楽
師
」
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
、
わ
た
し
な
り
の

「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
論
を
展
開
す
る
。

①
シ
ャ
ー
マ
ン
と
は
、「
フ
ク
シ
ン
」
で
あ
る
。
そ
の
「
フ

ク
シ
ン
」
と
は
、
第
一
に
、
複
身
、
第
二
に
、
複
心
。
つ
ま

り
、
い
く
つ
も
の
身
体
と
い
く
つ
も
の
心
を
持
つ
者
だ
。

②
次
に
、
変
身
（
変
心
）
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
者
。
つ

ま
り
、「
フ
ク
シ
ン
（
複
身
・
複
心
）
化
」
で
き
る
身
心
変
容

者
で
あ
る
。

③
そ
の
よ
う
な
「
フ
ク
シ
ン
化
」
を
、
古
代
日
本
の
古
語

で
は
、「
ワ
ザ
ヲ
ギ
」
と
言
い
、
そ
れ
に
「
俳
優
」
と
い
う
漢

字
を
あ
て
た
。
古
代
日
本
の
古
語
で
は
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と

は
「
ワ
ザ
ヲ
ギ
」
を
す
る
者
を
言
う
。
そ
れ
は
、「
神
懸
り
」

し
、
神
霊
や
精
霊
の
魂
を
呼
び
出
し
、
動
か
し
、
身
に
振
り

付
け
た
り
、
引
き
剝
が
し
た
り
で
き
る
ワ
ザ
を
持
つ
者
の
謂

だ
っ
た
。

④
そ
の
「
ワ
ザ
ヲ
ギ
＝
俳
優
」
の
漢
字
を
分
解
す
る
と
、

「
人
に
非
ざ
る
こ
と
に
（
＝
俳
）、
優
れ
た
る
者
（
優
）」、
す
な

わ
ち
、
異
類
・
異
界
・
異
人
と
の
交
通
・
交
歓
・
交
流
に
お

い
て
優
れ
た
能
力
を
持
つ
者
と
な
る
。

⑤
そ
の
よ
う
な
、「
異
種
間
・
異
類
間
・
異
次
元
間
・
異
界

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
で
き
る
者
、
そ
れ
を
「
ワ
ザ

ヲ
ギ
＝
俳
優
」
と
す
る
な
ら
、「
四
次
元
」
へ
の
参
入
に
挑
ん

で
い
た
岡
本
太
郎
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。

⑥
そ
の
よ
う
な
「
ワ
ザ
ヲ
ギ
」
と
し
て
、「
祭
り
」
や
「
神

楽
」
や
「
鎮
魂
」
が
あ
る
。
祈
り
は
、
基
本
的
に
一
人
で
行

な
う
も
の
だ
が
、
祭
り
は
、
基
本
的
に
、
地
域
の
仲
間
や
家

215

芸術・芸能とシャーマニズム  　柳宗悦の「神秘主義」論と岡本太郎の「シャーマニズム」論を中心に－



族
な
ど
、
み
ん
な
で
行
な
う
も
の
で
あ
る
。
祈
り
は
霊
性
の

基
盤
で
あ
る
が
、
祭
り
は
公
共
性
の
基
盤
で
あ
る
。
そ
の
祭

り
に
は
、
待
つ
―
神
々
の
お
と
ず
れ
を
待
つ
行
為
と
し
て

の
祭
り
、
奉
る
―
供
え
物
を
奉
る
行
為
と
し
て
の
祭
り
、
服ま

つ
ろ

う
―
大
い
な
る
存
在
と
意
思
に
従
う
行
為
と
し
て
の
祭
り
、

真
釣
り
―
真
の
大
い
な
る
均
衡
・
バ
ラ
ン
ス
・
調
和
と
し

て
の
祭
り
、
の
四
つ
の
意
味
の
位
相
が
あ
る
。
祭
り
と
は
、

神
々
と
自
然
と
人
々
と
の
交
歓
に
よ
っ
て
大
い
な
る
循
環
と

調
和
を
導
く
民
衆
的
知
恵
と
生
活
技
術
で
あ
り
、
魂
の
力
を

も
っ
て
、
平
和
と
平
安
と
幸
福
を
招
き
入
れ
る
ワ
ザ
ヲ
ギ
で

あ
る
。
こ
う
し
て
、
祭
り
は
、
何
モ
ノ
か
の
訪
れ
を
待
つ
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
、
深
い
、「
耳
の
そ
ば
だ
て
」
で

あ
り
、
神
々
や
自
然
や
先
祖
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
場
に

到
来
す
る
も
の
を
待
ち
受
け
、
そ
こ
に
到
来
し
た
大
い
な
る

モ
ノ
に
、
心
か
ら
の
感
謝
の
供
え
物
を
奉
る
。
大
い
な
る
存

在
の
「
声
」
に
従
い
、
讃
え
、
調
和
と
美
と
喜
び
を
も
た
ら

す
こ
と
、
そ
れ
が
、
祭
り
で
あ
る
。

「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
と
は
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
け
る
「
タ
マ

フ
リ
＝
鎮
魂
」「
神
楽
」「
遊
び
＝
楽
」
の
「
ワ
ザ
ヲ
ギ
び
と
」

な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
は
、「
見

え
な
い
モ
ノ
（
兆
）」
を
視
、「
聞
こ
え
な
い
声
（
音
・
兆
）」

を
聴
き
、「
異
次
元
情
報
」
を
も
た
ら
す
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と

な
る
。
こ
の
「
見
え
な
い
モ
ノ
を
視
、
聞
け
な
い
声
を
聴
き
、

魂
を
飛
ば
し
（
脱
魂
し
）、
憑
依
さ
せ
る
ワ
ザ
」
と
し
て
の
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
、
こ
の
よ
う
な
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
「
身

心
変
容
技
法

⇔

世
界
変
容
術
」
が
も
た
ら
す
出
来
事
・
現
象

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

3-

3　

�

岡
本
太
郎
の「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」論
の
源
泉
と
し
て
の

ミ
シ
ェル・レ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
民
族
学
・
社
会
学

実
は
、
岡
本
太
郎
は
、「
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
」
や
「
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
の
概
念
と
現
象
を
フ
ラ
ン
ス
民
族
学
（
人
類
学
）・

社
会
学
か
ら
学
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
、
真
っ
先
に
挙
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
一
に
、
岡
本
太
郎
の
師
に
当

た
る
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
（
一
八
七
二
︲
一
九
五
〇
）
で
あ
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
（
一
八
五
八
︲
一
九
一
七
）
の
甥
で

も
あ
っ
た
モ
ー
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
学
の
み
な
ら
ず
、「
フ

ラ
ン
ス
民
族
学
（
人
類
学
）
の
父
」
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、「
シ

ャ
ー
マ
ン
」
に
憧
れ
秘
密
結
社
を
主
宰
し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

バ
タ
イ
ユ
（
一
八
九
七
︲
一
九
六
二
）、
そ
し
て
第
三
に
「
自
動

記
述
（
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
）」
を
提
唱
し
た
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
運
動
の
指
導
者
の
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（
一
八
九
六
︲

一
九
六
六
）。
彼
ら
は
、「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
理
論
と
そ
の

文
学
的
表
現
を
示
し
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
彼
ら
よ
り
も
も
っ
と
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
ミ

シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
（
一
九
〇
一
︲
一
九
九
〇
）
と
ア
ン
ド
レ
・

マ
ッ
ソ
ン
（
一
八
九
六
︲
一
九
八
七
）
で
あ
る
。
岡
本
太
郎
は
、

こ
の
二
人
か
ら
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
影
響
を
受
け
て
い
る

と
わ
た
し
は
考
え
る
。

岡
本
太
郎
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
（「
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
レ
イ

リ
ス
」
と
表
現
）
の
こ
と
を
、
わ
ず
か
に
、
次
の
よ
う
に
触
れ

て
い
る
。

「
パ
ト
リ
ッ
ク
（
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
人
、
パ
ト
リ
ッ

ク
・
ワ
ル
ド
ベ
ル
グ
）
は
ド
イ
ツ
侵
入
前
後
逃
れ
て
、
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
た
が
、
デ
リ
ベ
ラ
シ
オ
ン
《
フ
ラ
ン
ス
解
放
》
と

と
も
に
、
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
と
相
携
え
て
パ
リ
に
帰
っ

た
。
そ
の
第
一
夜
、
電
燈
の
つ
か
な
い
一
室
で
蠟
燭
の
灯
を

囲
み
、
ピ
カ
ソ
、
ブ
ル
ト
ン
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト

ル
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
レ
イ
リ
ス
等
々
と
印
象
的
な
会
談
で
夜

を
あ
か
し
た
と
語
っ
て
い
た15

」、「
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
教
授

の
弟
子
に
な
っ
て
、
一
時
は
絵
を
描
く
こ
と
を
や
め
て
し
ま

っ
た
。
／
パ
リ
大
学
、
民
族
学
科
の
授
業
は
ほ
と
ん
ど
ミ
ュ

ー
ゼ
・
ド
・
ロ
ン
ム
で
行
わ
れ
た
。
豊
か
な
資
料
、
精
密
な

科
目
の
構
成
、
私
は
こ
こ
で
の
勉
強
に
充
実
感
を
お
ぼ
え
た
。

／
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
講
義
は
と
り
わ
け
幅
ひ
ろ
く
、
深

い
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
教
授
は
フ
ラ
ン
ス
民
族
学
の
大
き

な
柱
で
あ
り
、
父
の
よ
う
な
存
在
だ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
た

こ
と
の
な
い
民
族
学
者
と
し
て
有
名
だ
が
、
そ
の
目
く
ば
り

は
人
間
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
行
き
わ
た
り
、
言
い
よ
う

な
く
鋭
い
。
／
一
九
五
〇
年
に
な
く
な
っ
た
が
、
去
年
、
こ

の
モ
ー
ス
教
授
の
こ
と
で
私
は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
経
験
を
し

た
。
／
有
名
な
贈ぞ

う

与よ

論
を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
業
績
は
世

界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
の
に
、
モ
ー
ス
は
戦
前
は
一
冊
も
著

書
を
出
し
て
い
な
い
。
そ
の
講
義
や
論
文
を
あ
つ
め
た
本
が

出
た
の
は
戦
後
、
な
く
な
る
ち
ょ
っ
と
前
で
あ
る
。
こ
の
人

の
偉
大
な
イ
メ
ー
ジ
を
何
と
か
あ
ら
た
め
て
生
き
か
え
ら
せ

た
い
と
、
パ
リ
大
学
の
民
族
学
教
授
で
、
映
像
記
録
の
専
門

家
で
あ
る
ジ
ャ
ン
・
ル
ー
シ
ュ
が
企
画
を
た
て
た
。
／
「
マ

ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
肖
像
」
と
題
す
る
フ
ィ
ル
ム
・
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
。
し
か
し
教
授
を
直
接
描
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、

モ
ー
ス
の
薫く

ん

陶と
う

を
受
け
た
弟
子
を
写
し
て
、
そ
の
背
後
に
師

の
像
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
よ
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
だ
。

／
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
イ
リ
ス
、
構
造
主
義
で
有
名
な
レ
ヴ
ィ
ー
・

ス
ト
ロ
ー
ス
、
そ
れ
に
私
の
三
人
を
写
す
と
い
う
。
ル
ー
シ

ュ
が
日
本
に
来
た
時
、
私
の
ア
ト
リ
エ
で
カ
メ
ラ
を
回
し
た
。

／
私
の
分
だ
け
出
来
上
が
っ
た
。
三
十
分
の
フ
ィ
ル
ム
、
は

じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
私
が
し
ゃ
べ
り
つ
づ
け
。
自
分
で
は

見
て
い
て
テ
レ
く
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
こ
れ
が
イ

タ
リ
ア
の
ア
ゾ
ロ
の
国
際
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
、
昨
年
（
一

九
七
五
年
）
の
七
月
、
賞
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
五

十
四
カ
国
が
参
加
し
た
中
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
。
私
に
は

信
じ
ら
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
」（
三
七
四
︲
三
七
五
頁
「
自
伝
抄
」）

一
九
〇
一
年
に
パ
リ
で
生
ま
れ
た
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス

（M
ichel Leiris

）
は
、
詩
人
の
マ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
コ
ブ
（
一
八
七

六
︲
一
九
四
四
）
に
師
事
し
、
画
家
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン

と
出
会
っ
て
一
緒
に
一
九
二
四
年
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
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運
動
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
五
年
に
マ
ッ
ソ
ン
の

挿
絵
に
よ
る
第
一
詩
集
『
シ
ュ
ミ
ラ
ー
ク
ル
』、
一
九
二
七
年

に
第
二
詩
集
『
基
本
方
位
』
を
上
梓
す
る
が
、
一
九
二
九
年

に
は
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
袂
を
分
か
っ
て
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

バ
タ
イ
ユ
の
主
宰
す
る
『
ド
キ
ュ
マ
ン
』
に
参
加
し
た
。
こ

の
頃
、
彼
は
、
神
秘
主
義
思
想
（
カ
バ
ラ
主
義
、
チ
ベ
ッ
ト
苦

行
僧
の
修
行
等
）
か
ら
影
響
を
受
け
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
の
修
行
方

法
に
精
通
し
て
い
た
と
い
う
。

だ
が
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と
な
り
、
バ
タ
イ
ユ
に
勧
め
ら
れ
て
、
民

族
学
者
マ
ル
セ
ル
・
グ
リ
オ
ー
ル
（
一
八
九
八
︲
一
九
五
六
、
一

九
四
三
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
民
族
学
教
授
、

主
著
『
水
の
神
―
ド
ゴ
ン
族
の
神
話
的
世
界
』『
青
い
狐
―
ド
ゴ
ン
の

宇
宙
哲
学
』
せ
り
か
書
房
）
を
団
長
と
す
る
ダ
カ
ー
ル
＝ジ
ブ
チ

調
査
旅
行
（
一
九
三
一
︲
三
三
）
に
書
記
兼
文
書
係
と
し
て
参

加
し
た
が
、
こ
れ
が
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
決
定
的
な
「
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
体
験
と
な
り
、
彼
自
身
、
そ
の
後
、
民
族

学
者
（
人
類
学
者
）
と
な
っ
て
い
く
原
点
に
も
な
っ
た
。

こ
の
間
の
日
記
と
も
フ
ィ
ー
ル
ド
記
録
と
も
告
白
文
学
と

も
い
え
る
作
品
が
、
一
九
三
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
幻
の
ア

フ
リ
カ
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
物
議
を
か
も
し
た
問
題
の
書

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
「
記
録
」
が
あ
ま
り
に
も
度
を
越

し
て
私
的
で
あ
り
、
赤
裸
々
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
当
然
と
い

え
る
が
、
こ
の
本
の
出
版
の
せ
い
で
レ
リ
ス
は
グ
リ
オ
ー
ル

と
絶
交
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
記
述
。

「
一
九
三
一
年
十
一
月
二
日
　
夜
。
夢
精
、
ほ
ん
の
わ
ず
か

エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
夢
を
見
た
あ
と
、
心
な
ら
ず
も
射
精
し
て

夢
は
終
わ
る
。
突
然
の
セ
ッ
ク
ス
の
出
現
。
僕
は
セ
ッ
ク
ス

の
こ
と
な
ど
す
こ
し
も
頭
に
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
／

黒
人
の
女
が
僕
の
眼
に
、
現
に
刺
激
的
に
映
ら
な
い
の
は
、
女

た
ち
が
い
つ
も
裸
で
い
す
ぎ
る
か
ら
だ
し
、
ま
た
、
黒
人
の

女
と
の
性
交
は
社
会
的
な
も
の
と
何
一
つ
か
か
わ
ら
な
い
か

ら
だ
。
白
人
の
女
と
性
交
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
そ
の
女

を
多
数
の
因
習
か
ら
引
き
離
し
、
肉
体
的
な
点
か
ら
し
て
も
、

も
ろ
も
ろ
の
制
度
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
裸
に
す
る
こ
と
だ
。

こ
う
い
う
こ
と
は
、
制
度
が
僕
た
ち
の
と
は
と
て
も
異
な
っ

て
い
る
女
と
で
は
あ
り
え
な
い
。
あ
る
点
で
は
、
そ
れ
は
も

う
《
女
》
で
な
い
と
言
う
言
い
方
が
適
切
だ16

」

「
一
九
三
二
年
七
月
十
七
日
　
僕
は
一
つ
の
夢
に
感
動
し
、

ほ
と
ん
ど
涙
ぐ
む
。
い
く
つ
か
の
移
動
や
、
複
雑
な
出
来
事

の
あ
と
で
、
少
女
と
い
っ
て
い
い
Z
と
再
会
し
、
彼
女
が
僕

の
友
人
の
一
人
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
れ

は
、
あ
ま
り
彼
女
を
放
っ
て
お
い
た
僕
の
せ
い
な
の
だ
。
僕

は
二
言
三
言
弁
解
す
る
。
彼
女
は
す
ぐ
に
僕
の
と
こ
ろ
に
戻

っ
て
く
る
。
し
か
し
僕
の
上
に
は
悔
恨
が
重
く
の
し
か
か
る

…
…
。
と
り
わ
け
僕
は
深
い
憐
れ
み
を
覚
え
る
」（
五
八
五
頁
）

「
一
九
三
二
年
七
月
十
八
日
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
明
ら
か

に
な
る
。
僕
の
神
経
症
の
大
方
は
、
避
妊
を
あ
ま
り
考
え
す

ぎ
る
た
め
、
中
途
半
端
で
不
完
全
な
交
接
し
か
で
き
な
い
習

慣
か
ら
来
て
い
る
。
薬
の
使
用
に
対
す
る
嫌
悪
と
、
堕
胎
へ

の
恐
れ
と
は
、
僕
を
馬
鹿
げ
た
ジ
レ
ン
マ
に
追
い
込
む
。
マ

ル
サ
ス
主
義
を
捨
て
去
る
こ
と
も
で
き
ず
―
僕
の
ペ
シ
ミ

ズ
ム
と
結
び
つ
い
た
倫
理
的
な
理
由
の
た
め
―
、
か
と
い

っ
て
、
尻
込
み
も
せ
ず
に
薬
を
使
っ
て
敢
然
と
こ
の
主
義
を

実
行
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、
僕
は
自
分
を
男
と
感
じ

な
く
な
っ
て
い
る
。
僕
は
去
勢
さ
れ
た
存
在
な
の
だ
。
結
局
、

こ
こ
に
僕
の
す
べ
て
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
僕
の
旅
行

を
す
る
理
由
で
あ
り
、
う
ん
ざ
り
す
る
理
由
で
あ
り
、
あ
る

時
期
、
か
な
り
下
ら
な
い
酔
い
方
を
し
た
理
由
で
も
あ
る
」

（
五
八
五
頁
）

「
一
九
三
二
年
八
月
八
日
　
僕
は
い
つ
も
性
交
を
多
少
と

も
呪
術
的
な
行
為
と
み
な
し
、
あ
る
種
の
女
た
ち
か
ら
は
神

話
の
よ
う
な
も
の
を
期
待
し
、
娼
婦
た
ち
を
女
占
師
扱
い
し

て
き
た
…
…
。
だ
か
ら
僕
は
、
こ
の
謎
め
い
た
遣
り
手
婆
（
エ

チ
オ
ピ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
こ
と
）
の
こ
と
を
思
う
と
き
、
愛
情

の
ま
じ
っ
た
敬
意
を
覚
え
る
。
今
日
、
そ
し
て
僕
た
ち
の
国

に
祭
式
上
の
淫
売
が
も
は
や
存
在
し
な
い
と
は
な
ん
と
残
念

な
こ
と
か
！
」（
六
〇
八
頁
）

こ
の
よ
う
な
「
記
述
」
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
最
初
の
本
格
的

な
ア
フ
リ
カ
調
査
団
の
公
式
の
「
記
録
」
と
し
て
出
版
さ
れ

と
し
た
ら
、
グ
リ
オ
ー
ル
団
長
で
な
く
て
も
、
大
変
困
っ
た

と
思
う
だ
ろ
う
。
レ
リ
ス
の
『
日
記
』
の
一
九
三
六
年
四
月

三
日
に
、「
表
面
は
知
的
に
見
え
て
も
、
あ
く
ま
で
も
下
劣
な

感
情
を
も
っ
て
書
か
れ
た
作
品
だ
」
と
か
、「
こ
の
不
幸
な
本

が
出
版
さ
れ
て
ま
も
な
く
二
年
に
な
る
。
そ
し
て
教
授
連
の

あ
い
だ
で
は
、
話
題
と
な
る
あ
り
方
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
い

る
。
モ
ー
ス
は
わ
た
し
が
『
文
学
者
』
で
あ
り
『
真
面
目
で

は
な
い
』
と
は
っ
き
り
言
う
。
彼
は
ま
た
入
植
者
の
あ
い
だ

に
潜
入
す
る
民
族
誌
家
に
と
っ
て
き
わ
め
て
危
険
な
本
で
あ

っ
た
と
も
言
う17

」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は

当
然
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
も
民
族
学

担
当
の
教
授
連
中
も
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

そ
の
上
、
エ
チ
オ
ピ
ア
（
ア
ビ
シ
ニ
ア
）
の
呪
具
や
祭
具
な

ど
を
購
入
（
略
奪
？
）
し
、
運
ぶ
際
の
い
ざ
こ
ざ
や
隠
蔽
な
ど

が
実
に
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、「
入
植
者
の
あ
い
だ

に
潜
入
す
る
民
族
誌
家
に
と
っ
て
き
わ
め
て
危
険
な
本
」
と

言
わ
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
ん
な
、
計
算
ず
く
で
な
い

よ
う
で
、
緻
密
に
計
算
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
無
意
識
の
よ

う
で
、
極
め
て
意
識
的
・
意
図
的
な
こ
の
『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』

は
、
実
に
画
期
的
な
問
題
の
書
で
あ
る
。
特
異
な
詩
人
で
告

白
文
学
の
達
人
で
あ
る
レ
リ
ス
以
外
に
は
誰
も
こ
の
よ
う
な

本
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

岡
本
太
郎
が
一
九
三
四
年
以
降
に
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の

下
で
民
族
学
を
学
ん
で
い
た
時
、
こ
の
物
議
を
か
も
し
た
ス

キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
本
を
読
ま
ず
に
過
ご
し
た
と
考
え
る
方
が

217

芸術・芸能とシャーマニズム  　柳宗悦の「神秘主義」論と岡本太郎の「シャーマニズム」論を中心に－



不
自
然
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
秀
憲
学
芸
員
の
教
示
に
よ
る
と
、

現
在
、
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
岡
本
太

郎
旧
蔵
の
フ
ラ
ン
ス
語
書
籍
中
の
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
著

書
は
、LEIR

IS, M
ichel / M

iroir de la Tauromachie / G
.L.M

. / 
1938 / A

cephale nouvelle serie cahier ; n. 1

とLEIR
IS, 

M
ichel / L’age d’homme / G

allim
ard / 1946 / 

署
名
本
と

LEIR
IS, M

ichel / L’afrique fantôme / G
allim

ard / c.1934 / 8th. 
ed.

の
三
冊
だ
け
で
あ
る
。
佐
々
木
に
よ
れ
ば
、LEIR

IS, 
M

ichel / L’afrique fantôme / G
allim

ard / c.1934 / 8th. ed.

は
、

一
九
五
〇
年
の
第
八
版
で
、
当
該
書
籍
は
フ
ラ
ン
ス
綴
じ
で

四
〇
頁
目
以
降
は
切
り
開
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
ま
た
本

に
は
下
線
・
傍
線
・
書
込
み
・
栞
な
ど
は
ま
っ
た
く
施
さ
れ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
結
論
と
し
て
、
岡
本
太
郎
が
『
幻
の
ア
フ

リ
カ
』
の
初
版
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
確
認
で

き
る
資
料
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
六
〇
年
代
の

エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、
岡
本
太
郎
は
パ
リ
か
ら
の
帰
国
に
際
し

書
籍
と
雑
誌
を
計
「
約
二
千
冊
」
持
ち
帰
っ
た
け
れ
ど
も
東

京
大
空
襲
で
焼
失
し
た
と
回
想
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
籍
と

雑
誌
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
ま
っ
た
く
資
料
が
残

さ
れ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
岡
本
太
郎
が

一
九
三
四
年
頃
、
レ
リ
ス
の
『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』
を
読
ん
だ

と
い
う
決
め
手
は
な
い
。

で
は
あ
る
が
、
わ
た
し
は
、
岡
本
太
郎
が
、
こ
の
時
期
に
、

『
ド
キ
ュ
マ
ン
』
な
ど
も
含
め
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
「
憑

依
」
論
を
読
ん
で
い
た
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
「
憑
依
」
現
象
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
バ

タ
イ
ユ
を
始
め
、
神
聖
社
会
学
研
究
会
や
ア
セ
フ
ァ
ル
の
メ

ン
バ
ー
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

岡
本
太
郎
は
、『
黒
い
太
陽
』
の
中
で
、「
バ
タ
イ
ユ
は
す

で
に
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
の
夢
を
―
表
に
は
、
コ

レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
ー
・
サ
ク
レ
（
神
聖
社
会
学
研

究
会
）
を
つ
く
り
、
そ
の
裏
で
は
無
条
件
に
と
け
込
み
あ
う

同
志
だ
け
が
結
集
し
て
、
純
粋
に
精
神
的
な
秘
密
結
社
を
組

織
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
彼
は
さ
ま
ざ
ま
の
運
動
を
展
開
し

て
い
た
が
、
よ
り
き
び
し
く
、
深
い
結
束
を
目
ざ
し
て
い
た

の
だ
。
／
月
二
回
、
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
通
り
の
大
き
な
本

屋
の
奥
ま
っ
た
部
屋
で
会
合
を
も
っ
た
。
バ
タ
イ
ユ
を
中
心

に
、
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
ー
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ア
ロ
ン
、
ジ
ャ
ン
・

ヴ
ァ
ル
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
レ
イ
リ
ス
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
バ
ン

ダ
、
ド
・
ル
ー
ジ
ュ
モ
ン
、
カ
イ
ヨ
ア
、
コ
ジ
ェ
フ
等
、
毎

回
の
よ
う
に
参
加
し
て
突
っ
込
ん
だ
討
論
が
行
わ
れ
た
。
／

中
心
テ
ー
マ
は
『
正
な
る
神
聖
』
と
『
邪
な
る
神
聖
』
と
の

弁
証
法
。
そ
の
研
究
で
あ
る
。
／
社
会
に
は
そ
の
時
代
に
力

を
持
ち
、
権
威
と
認
め
ら
れ
た
公
の
神
聖
が
あ
る
。
と
同
時

に
、
そ
れ
に
挑
み
、
く
つ
が
え
す
信
念
と
闘
い
が
あ
る
。
既

成
勢
力
か
ら
見
れ
ば
そ
れ
は
邪
で
あ
り
、
犯
罪
者
だ
。
だ
が

挑
む
側
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
絶
対
の
神
聖
な
の
だ
。
／

論
理
の
弁
証
法
的
究
明
と
同
時
に
、
い
ず
れ
現
実
に
、
こ
の

惰
性
的
社
会
を
変
革
す
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目
的
だ
っ
た
。

／
バ
タ
イ
ユ
が
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。『
わ
れ
わ
れ
の
ね
ら
っ

て
い
る
の
は
、
癌が

ん

の
よ
う
に
、
痛
み
の
な
い
革
命
だ18

』」
と
。

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
は
こ
の
バ
タ
イ
ユ
が
主
宰
す
る
「
神

聖
社
会
学
研
究
会
」
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
ア
フ
リ
カ
で
本
物
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
憑

依
儀
礼
を
見
て
し
ま
っ
た
レ
リ
ス
に
と
っ
て
大
変
観
念
的
で

子
供
じ
み
た
振
る
舞
い
に
見
え
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

レ
リ
ス
は
、『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』
の
一
九
三
二
年
九
月
十
二

日
等
の
記
録
に
、
ゴ
ン
ダ
ル
滞
在
中
に
ザ
ー
ル
信
仰
の
女
指

導
者
の
も
と
へ
通
い
、
供
犠
や
「
憑
依
」
現
象
を
間
近
に
繰

り
返
し
観
察
・
体
験
し
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
記

録
の
生
々
し
さ
は
衝
撃
的
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
に
は
、
こ

の
観
察
を
も
と
に
「
ゴ
ン
ダ
ル
の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
に
み
ら
れ

る
憑
依
と
そ
の
演
劇
的
諸
相
」（『
日
常
生
活
の
中
の
聖
な
る
も

の
』
所
収
、
思
潮
社
、
一
九
八
六
年
）
を
発
表
し
た
。

レ
リ
ス
は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
、
詩
人
お
よ
び
作
家

と
し
て
活
動
し
つ
つ
も
、
民
族
誌
研
究
の
道
に
進
み
、
マ
ル

セ
ル
・
モ
ー
ス
の
下
で
民
族
学
を
学
び
、
生
涯
、
人
類
博
物

館
に
勤
務
し
、
ア
フ
リ
カ
部
門
の
責
任
者
を
務
め
た
の
で
あ

る
。
小
説
家
と
し
て
の
自
伝
的
作
品
と
し
て
は
『
成
熟
の
年

齢
』『
ゲ
ー
ム
の
規
則
』
全
四
巻
な
ど
が
あ
り
、
民
族
誌
の
分

野
で
は
先
に
引
い
た
憑
依
現
象
に
関
す
る
著
作
『
ゴ
ン
ダ
ル

の
エ
チ
オ
ピ
ア
人
に
み
ら
れ
る
憑
依
と
そ
の
演
劇
的
諸
相
』

な
ど
が
あ
る19

。

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
は
、
岡
本
太
郎
と
は
、
マ
ル
セ
ル
・

モ
ー
ス
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ピ
カ
ソ
や
マ
ッ

ソ
ン
と
も
大
変
親
し
か
っ
た
が
、
岡
本
太
郎
は
レ
リ
ス
か
ら

大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
わ
た
し
は
考
え
て

い
る
。
だ
が
、
強
烈
な
対
抗
心
と
お
そ
ら
く
は
嫉
妬
の
あ
っ

た
岡
本
太
郎
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
こ
と
は
お
く
び
に

も
出
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
あ
た
り
が
真
相
で
は
な
か
っ
た
ろ

う
か
。

レ
リ
ス
の
『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』
は
実
に
問
題
の
書
で
あ
る
。

千
頁
を
超
え
る
膨
大
な
記
録
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
夢

や
自
分
の
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
極
め
て
主
観
的
な
人
物
評
な

ど
私
的
な
記
述
と
、
そ
の
日
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
公
的
な

記
録
が
混
在
し
て
い
て
、
読
者
を
戸
惑
わ
せ
る
と
同
時
に
、
惹

き
込
む
魅
力
に
満
ち
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ノ
ー
ト
と
し
て
、
実
に
興
味
深
い
画
期
的
な
「
等
心
大
」

の
記
録
で
あ
る
と
高
く
評
価
で
き
る20

。

『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』
は
確
か
に
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
や
「
シ
ャ

ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
の
実
見
録
と
い
え
る
が
、
同
時
に

そ
れ
は
、
そ
の
虚
妄
性
に
つ
い
て
、
詐
術
的
側
面
に
つ
い
て
、

「
幻
」
の
位
相
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
画

期
的
で
あ
る
。「
真
の
ア
フ
リ
カ
」
と
か
「
本
物
の
ア
フ
リ

カ
」
で
は
な
く
、『
幻
の
ア
フ
リ
カ
（L’afrique fantôme

）』
と
題
さ
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れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
批
評
が
あ
る
。

岡
本
太
郎
は
、
こ
の
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
と
ア
ン
ド
レ
・

マ
ッ
ソ
ン
に
、「
羨
望
」
と
「
嫉
妬
」
と
感
じ
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
と
岡
本
太
郎
は
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
民
族
学
者
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
も
と
で
「
民

族
学
（
人
類
学
）」
を
学
ぶ
が
、
互
い
の
著
作
で
ほ
と
ん
ど
言

及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
「
不
自
然
」

な
行
為
で
あ
る
。
二
人
は
、
意
図
的
に
、
互
い
を
「
無
視
」

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
は
、「
理
由
」
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
れ
は
、
岡
本

太
郎
が
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
と
そ
の
師
で
あ
り
友
人
の
画
家

ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
に
「
羨
望
」
と
「
嫉
妬
」
を
感
じ
て

い
た
か
ら
と
推
測
す
る
。
加
え
て
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
は
、

一
九
三
〇
年
か
ら
ピ
カ
ソ
論
を
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
一
九

二
六
年
か
ら
マ
ッ
ソ
ン
論
を
書
い
て
い
る
。

「
彼
の
多
く
の
作
品
に
お
い
て
す
で
に
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ

れ
て
い
る
太
陽
は
、
マ
ッ
ソ
ン
に
と
っ
て
、
自
身
『
強
迫
観

念
（
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
）』
と
形
容
し
て
は
ば
か
ら
な
い
、
そ
し

て
、
彼
を
ス
ペ
イ
ン
に
定
住
さ
せ
る
（
と
り
わ
け
太
陽
を
動
機

に
し
て
）
前
、
一
九
二
五
年
以
降
毎
年
南
フ
ラ
ン
ス
の
地
中
海

沿
岸
地
方
に
彼
を
滞
在
さ
せ
る
に
至
っ
た
一
種
の
固
執
で
あ

る
。
マ
ッ
ソ
ン
の
芸
術
（
そ
の
な
か
に
主
と
し
て
『
昼
の
表
現
』

と
『
夜
の
拒
絶
』
を
見
る
べ
き
で
あ
る
）
に
お
い
て
、
太
陽
の
テ

ー
マ
が
、
も
っ
と
も
恒
常
的
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
思
わ
れ
る

一
方
、
夜
と
月
の
テ
ー
マ
は
、
ご
く
後
期
に
な
っ
て
か
ら
し

か
、
し
か
も
ご
く
わ
ず
か
な
絵
に
お
い
て
し
か
あ
ら
わ
れ
な

い21

」「
考
え
る
こ
と
な
く
描
く
画
家
た
ち
―
し
か
も
大
方
が
そ

う
だ
―
が
い
る
。
描
く
前
に
考
え
る
人
た
ち
も
い
る
。
そ

し
て
た
ぶ
ん
そ
の
ほ
う
が
い
く
ら
か
は
ま
し
だ
ろ
う
。
最
後

に
何
人
か
の
、
考
え
る
た
め
に
描
く
人
た
ち
―
そ
し
て
マ

ッ
ソ
ン
は
、
そ
の
な
か
に
入
る
―
が
い
る
。
絵
画
は
彼
ら

に
と
っ
て
、
探
究
の
方
法
で
あ
り
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
も
の

と
一
層
密
に
接
触
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
人
々
と
事
物

を
一
層
鋭
く
意
識
し
、
そ
れ
ら
に
意
味
を
与
え
る
た
め
の
あ

り
方
で
あ
る
。〔
中
略
〕
／
そ
れ
ゆ
え
マ
ッ
ソ
ン
は
、
こ
う
し

た
古
典
由
来
の
図
像
の
埒
外
に
お
い
て
、『
無
頭
人
（
ア
セ
フ

ァ
ル
）』
な
る
も
の
を
考
案
す
る
。
こ
れ
は
、
頭
の
な
い
人
間
、

理
性
の
く
び
き
を
脱
す
る
こ
と
な
し
に
は
到
達
し
え
な
い
、
す

べ
て
共
謀
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
人
間
を
意
味
す
る
『
無

頭
人
』
と
い
う
同
名
の
雑
誌
の
テ
ー
マ
の
絵
と
な
っ
た
」（「
神

話
」
一
〇
九
︲
一
一
三
頁
）

「『
自
然
の
神
話
』（
一
九
三
八
年
）、『
存
在
の
神
話
』（
一
九

三
九
年
）、『
象
徴
的
人
間
』（
一
九
四
〇
年
）
と
題
さ
れ
た
一
連

の
作
品
に
よ
っ
て
、
マ
ッ
ソ
ン
は
、
神
話
の
絵
解
き
か
ら
ま

っ
た
く
脱
し
、
そ
の
デ
ッ
サ
ン
を
個
人
的
な
思
考
の
た
め
に

有
効
な
道
具
と
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
」（「
神
話
」
一
一
五
頁
）

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
こ
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
評
は
、

日
本
の
美
術
評
論
家
が
岡
本
太
郎
の
作
品
に
寄
せ
た
批
評
と

し
て
読
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な
親
和
性
が
あ
る
。「
無

頭
人
（
ア
セ
フ
ァ
ル
）」
と
は
、
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
の
筆

に
よ
る
、「
右
手
に
燃
え
る
心
臓
、
左
手
に
刀
、
腹
部
に
迷
宮
、

性
器
に
ス
カ
ル
を
も
つ
無
頭
の
怪
人
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア

ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
の
「
無
頭
人
」
に
「
顔
」
を
付
け
る
と
、

岡
本
太
郎
の
「
太
陽
の
塔
」
に
な
る
。

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
ピ
カ
ソ
論
も
、『
無
頭
人
』
の
表
紙

画
を
描
い
た
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
論
も
み
な
、
岡
本
太
郎

が
激
し
い
対
抗
意
識
を
燃
や
し
て
意
識
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
岡
本
太
郎
に
と
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
激
し
く
挑
発

す
る
存
在
が
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
岡
本
太
郎
の
全
著
作
に
お
い
て
、
ピ
カ

ソ
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
、
乗
り
越
え
る
べ
き
存
在

な
ど
と
語
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
同
時
代
の
先
行
者
で
あ
っ

た
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
と
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
に
つ
い
て

の
言
及
は
あ
ま
り
に
少
な
く
、
不
自
然
な
ほ
ど
だ
。

と
り
わ
け
、
そ
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
論
、
ア
フ
リ
カ

論
、
民
族
学
、
す
べ
て
に
お
い
て
岡
本
太
郎
の
は
る
か
先
を

行
っ
て
い
た
十
歳
年
上
の
詩
人
・
民
族
学
者
の
ミ
シ
ェ
ル
・

レ
リ
ス
と
そ
の
師
の
ア
ン
ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
に
、
岡
本
太
郎

は
激
し
い
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
い
や
、
羨
望
と

嫉
妬
を
抱
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
特
に
パ
リ
時

代
に
あ
っ
て
は
。

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
「
義
父
」（
彼
は
死
ぬ
ま
で
「
義
兄
」

と
偽
っ
て
通
し
た
）
の
カ
ー
ン
ワ
イ
ラ
ー
は
、
ピ
カ
ソ
だ
け
で

は
な
く
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
画
商
で
も
あ
っ
た

し
、
フ
ラ
ン
ス
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の
最
大
の
理
解
者

で
あ
り
サ
ポ
ー
タ
で
あ
り
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。

ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
は
、
望
む
と
望
ま
ぬ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
の
真
っ
た
だ
中
に
い
た

輝
け
る
星
だ
っ
た
。
負
け
ず
嫌
い
の
岡
本
太
郎
が
激
し
い
対

抗
心
を
抱
い
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ

れ
は
ほ
と
ん
ど
必
然
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

晩
年
、「
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
肖
像
」
と
題
す
る
フ
ィ
ル

ム
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
岡
本
太
郎
の
イ
ン
ダ
ビ
ュ
ー
を
撮
っ

た
、
パ
リ
大
学
の
民
族
学
教
授
で
映
像
作
家
の
ジ
ャ
ン
・
ル

ー
シ
ュ
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
が
絶
交
し
た
ア
フ
リ
カ
調

査
団
長
で
、
そ
の
後
、
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
の
後
を
継
い
で

パ
リ
大
学
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
民
族
学
の
筆
頭
教
授
と
な
っ
た
マ

ル
セ
ル
・
グ
リ
オ
ー
ル
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
ま
た
奇

妙
な
因
縁
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
岡
本
太
郎
が
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
結
論
と
し
て
は
、「
対
極
主
義
者
」
岡
本

太
郎
評
ら
し
く
な
い
が
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
で
も
あ
り
、
で
も
な

か
っ
た
」
と
い
う
曖
昧
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
「
で
も
な
か

っ
た
」
部
分
が
、
鋭
い
「
批
評
家
」、
わ
け
て
も
「
文
明
批
評
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家
」
と
し
て
の
岡
本
太
郎
だ
っ
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
た
し
は
岡
本
太
郎
の
芸
術
作
品

を
評
価
で
き
な
い
。
凄
い
と
も
よ
い
と
も
思
え
な
い
。
ア
ン

ド
レ
・
マ
ッ
ソ
ン
や
ピ
カ
ソ
の
方
が
は
る
か
に
凄
い
と
思
う
。

け
れ
ど
も
、
シ
ャ
ー
マ
ン
、
伝
統
、
神
秘
、
秘
密
、
透
明

な
渾
沌
、
宇
宙
、
四
次
元
を
あ
く
こ
と
な
く
探
究
し
た
岡
本

太
郎
の
探
究
精
神
と
批
評
精
神
と
文
章
は
、
誰
に
も
真
似
の

で
き
ぬ
モ
ノ
で
あ
っ
た
と
は
思
う
。
そ
れ
が
、
い
く
ら
か
は
、

岡
本
太
郎
の
言
葉
を
書
き
留
め
、
記
録
し
た
岡
本
敏
子
と
の

「
共
作
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。

4
お
わ
り
に

柳
宗
悦
と
岡
本
太
郎
か
ら
何
を
「
聴
き
取
る
」
こ
と
が
で

き
た
だ
ろ
う
か
？

柳
宗
悦
の
「
神
秘
道
」
論
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ズ
の
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
か
ら
大
き
な
刺
激
を
受
け
、
最

新
の
「
心
霊
研
究
」
と
し
て
福
来
友
吉
の
研
究
か
ら
刺
激
を

受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
柳
が
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
心
理

学
専
攻
に
進
む
直
前
に
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
死
去
し
、
福
来
は

失
脚
し
て
い
き
、
柳
は
独
自
の
宗
教
哲
学
的
探
究
を
進
め
る

ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
柳
の
生
涯
に
わ
た
る
「
神
秘
道
」

の
宗
教
哲
学
の
探
究
に
な
り
、
そ
の
過
程
で
「
神
秘
」
の
美

的
具
現
と
し
て
「
民
藝
」
を
見
出
し
た
。
そ
れ
が
、
柳
の
「
神

秘
道
」
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
岡
本
太
郎
は
戦
前
の
パ
リ
で
ミ
シ
ェ
ル
・

レ
リ
ス
や
最
新
の
ア
フ
リ
カ
研
究
の
「
憑
依
現
象
」
に
強
烈

な
刺
激
を
受
け
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ

か
ら
も
。
し
か
し
、
戦
争
を
挟
ん
で
、
そ
の
「
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
」
論
は
い
っ
た
ん
封
印
さ
れ
た
。

し
か
し
戦
後
、
岡
本
太
郎
は
、
ミ
ル
チ
ア
・
エ
リ
ア
ー
デ

の
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
論
を
読
み
、
さ
ら
に
広
く
深
く
「
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
再
び
「
シ
ャ
ー
マ

ン
」
お
よ
び
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
出
会
っ
た
。
こ
れ
ら

二
つ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
観
点
を
も
っ
て
沖
縄
や
東
北
の
民
俗

儀
礼
や
修
行
を
つ
ぶ
さ
に
ま
な
ざ
し
て
い
っ
た
。

こ
の
二
人
の
共
通
点
は
、
第
一
に
、「
自
動
書
記
」
へ
の
着

目
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
れ
に
関
連
し
て
直
観
お
よ
び
想

像
と
創
造
の
秘
密
と
力
の
探
究
と
実
践
。
そ
れ
は
、
言
い
換

え
る
と
、
潜
在
能
力
の
再
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
か
く

し
て
、
第
三
に
、
両
者
両
様
に
、
芸
術
・
芸
能
に
よ
る
「
身

心
変
容
」
の
形
と
有
効
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
柳
宗
悦
は

「
神
秘
道
」
と
し
て
、
岡
本
太
郎
は
「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
「
神

秘
」
な
い
し
「
神
聖
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
。

二
人
と
も
に
、
生
涯
、「
神
秘
」
に
魅
せ
ら
れ
つ
づ
け
た
の

で
あ
る
。

＊
本
稿
と
関
連
す
る
拙
稿
「『
こ
こ
ろ
の
練
り
方
』
探
究
事
始
め
そ

の
四
　
井
上
円
了
と
元
良
勇
次
郎
か
ら
福
来
友
吉
ま
で
の
『
心

理
学
』
探
究
を
中
心
に
」（『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
第
八

号
）
を
参
照
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

注1
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
東
二
『
歌
と
宗
教

―
歌
う
こ
と
。

そ
し
て
祈
る
こ
と
。』（
ポ
プ
ラ
新
書
、
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
一

四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
東
二
・
津
村
喬
『
天
河
曼
陀
羅

―
超
宗
教
へ
の
水
路
』（
春
秋
社
、
一
九
九
四
年
）、
鎌
田

東
二
・
喜
納
昌
吉
『
霊
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
青
弓
社
、
一

九
九
九
年
）、
鎌
田
東
二
・
細
野
晴
臣
『
神
楽
感
覚

―
環

太
平
洋
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
ユ
ニ
ッ
ト
の
音
楽
世
界
』（
作
品
社
、

二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3
　
鎌
田
東
二
『
神
道
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』（
作
品
社
、
二

〇
〇
三
年
）
に
、「
自
分
の
耳
と
『
魂
の
本
能
』
を
信
じ
て

行
く
し
か
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、『
十
四
の
心
の
耳
』
を

持
つ
こ
と
だ
と
思
う
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。
／
『
き
く
』
と

い
う
言
葉
を
漢
字
で
書
く
場
合
、『
聞
く
』
と
『
聴
く
』
の

二
つ
の
書
き
方
が
あ
る
。『
聞
く
』
の
ほ
う
は
、『
門
』
の
中

に
『
耳
』
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
肉
体
と
い
う
門
の
中
に
耳
を

入
れ
る
こ
と
。
こ
れ
は
通
常
の
聞
き
方
だ
と
言
え
る
。
／
そ

れ
に
対
し
て
、『
聴
く
』
の
方
は
、『
耳
』
偏
に
「
十
四
の

心
』
と
書
く
。
そ
こ
で
、
十
四
歳
の
心
を
持
っ
て
耳
を
傾
け

る
の
が
『
聴
く
』
こ
と
だ
と
わ
た
し
は
解
釈
す
る
の
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
解
釈
は
漢
字
の
字
義
解
釈
と
し
て
古
い
わ
け

で
も
正
し
い
わ
け
で
も
な
い
。
正
統
的
な
漢
字
解
釈
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
聴
く
』
と
い
う
漢
字
が
発
す
る
切

実
な
響
き
の
中
に
、『
十
四
歳
』
の
少
年
少
女
の
危
う
い
け

れ
ど
も
ひ
り
ひ
り
す
る
よ
う
な
純
な
『
心
』
の
『
耳
』
を
思

い
浮
か
べ
、
い
つ
も
そ
の
耳
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
う
の

だ
。
／
〔
中
略
〕
十
四
歳
が
境
界
年
齢
だ
か
ら
だ
。
自
我
の

境
界
状
況
が
生
ま
れ
る
エ
ッ
ジ
の
年
齢
だ
か
ら
だ
。
だ
か
ら

こ
そ
、
昔
か
ら
十
四
歳
か
ら
十
五
歳
が
元
服
の
年
と
さ
れ
、

そ
の
名
残
が
今
も
義
務
教
育
の
終
る
年
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
十
四
歳
か
ら
十
五
歳
は
、
こ
の
よ
う
に
、

自
我
の
確
立
期
に
お
け
る
境
界
線
の
年
齢
で
あ
る
。
／
と
す

れ
ば
、『
十
四
の
心
』
と
は
、
実
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
変
容
し

や
す
い
、
エ
ッ
ジ
の
『
心
』
で
あ
る
。『
聴
く
』
と
い
う
行

為
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
デ
リ
カ
シ
ー
を
持
た
な
け
れ

ば
、
本
当
に
声
な
き
声
を
聴
き
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
」（
二
二
六
頁
）
と
記
し
た
。

4
　
大
阪
日
本
民
芸
館
記
念
講
演
会
「
柳
宗
悦
と
宗
教
」
国
立
民

族
学
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
六
月
十
六
日
、
企
画
展
「
岡
本

太
郎
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
展
。
川
崎
市
立
岡
本
太
郎
美
術

館
、
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
日
か
ら
七
月
七
日
。「
岡
本
太

郎
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
、
芸
術
分
野
の
み

な
ら
ず
様
々
な
分
野
で
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
多
面
体
と

も
称
さ
れ
る
岡
本
の
活
躍
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
九
六
年
に
没

し
て
後
、
研
究
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
／
し
か
し
な
が
ら
、

岡
本
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
理
解
す
る
た
め
の
研
究

は
、
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
と
い
う
の
も
、
岡

本
の
思
想
的
背
景
の
解
明
が
、
不
十
分
で
あ
る
か
ら
で
す
。

／
岡
本
の
思
想
的
背
景
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
戦
前
に
留

学
（
一
九
三
〇
︲
四
〇
）
し
た
パ
リ
大
学
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
校
で

師
事
し
た
民
族
学
者
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
（
一
八
七
二
︲
一
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九
五
〇
）
や
哲
学
者
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ジ
ェ
ー
ヴ
（
一

九
〇
二
︲
六
八
）
か
ら
の
影
響
、
秘
密
結
社
ア
セ
フ
ァ
ル
に

て
行
動
を
共
に
し
た
思
想
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
バ
タ
イ
ユ
（
一

八
九
七
︲
一
九
六
二
）
か
ら
の
影
響
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
／
し
か
し
な
が
ら
、
岡
本
の
多
岐
に
わ
た
る
創
作

活
動
に
関
し
、
モ
ー
ス
、
コ
ジ
ェ
ー
ヴ
、
そ
し
て
バ
タ
イ
ユ

ら
の
著
作
か
ら
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
部
分
が
少
な
か
ら
ず

あ
り
、
戦
後
、
岡
本
が
修
得
し
た
思
想
や
知
識
に
つ
い
て
も

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
／
と
こ
ろ
で
、

岡
本
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
め
こ
ろ
よ
り
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

へ
の
関
心
を
示
し
始
め
ま
す
。
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
は

岡
本
旧
蔵
書
の
欧
文
書
籍
を
三
九
一
冊
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の
宗
教
学
者
ミ
ル
チ
ャ
・

エ
リ
ア
ー
デ
の
著
作
『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

―
古
代
的
エ
ク

ス
タ
シ
ー
の
技
法
』（
一
九
五
一
）
が
、
岡
本
の
興
味
を
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
へ
と
向
か
わ
せ
た
最
も
注
目
す
べ
き
書
籍
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
／
本
展
覧
会
で
は
、
岡
本
が
作
品

に
込
め
た
意
図
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
岡
本
旧
蔵

の
エ
リ
ア
ー
デ
の
著
作
等
に
着
目
し
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら

晩
年
ま
で
の
岡
本
作
品
の
意
図
解
明
を
試
み
ま
す
」。
／
◇

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
岡
本
太
郎
に
お
け
る
ミ
ル
チ
ャ
・
エ

リ
ア
ー
デ
の
影
響
」
日
時
：
二
〇
一
三
年
六
月
十
六
日
（
日
）

出
席
者
：
奥
山
倫
明
（
南
山
大
学
教
授
）・
近
藤
幸
夫
（
慶

應
義
塾
大
学
准
教
授
）・
江
川
純
一
（
東
京
大
学
宗
教
学
研

究
室
研
究
員
）、
司
会
：
佐
々
木
秀
憲
、
於
：
ガ
イ
ダ
ン
ス

ホ
ー
ル
、
後
援
：
美
学
会
、
協
力
：
慶
應
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・

南
山
大
学
宗
教
文
化
研
究
所
◇
記
念
講
演
会
　
日
時
：
二
〇

一
三
年
六
月
二
十
三
日
（
日
）
講
師
：
鎌
田
東
二
（
京
都
大

学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

5
　『
柳
宗
悦
全
集
　
第
二
巻
（
宗
教
と
そ
の
真
理
、
宗
教
的
奇

蹟
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）、
六
〇
頁
。
以
下
、『
宗

教
と
そ
の
真
理
』
か
ら
の
引
用
は
頁
数
の
み
本
文
に
記
す
。

ま
た
柳
は
、「
神
の
観
念
を
離
れ
て
、
吾
々
は
宗
教
を
思
ふ

事
は
出
来
ぬ
。
而
も
神
の
観
念
は
究
竟
性
と
云
ふ
事
を
離
れ

て
は
意
味
を
な
さ
ぬ
。〔
中
略
〕
宗
教
性
と
云
ふ
事
と
究
竟

性
と
云
ふ
事
と
は
不
可
分
離
の
関
係
に
あ
る
。
故
に
宗
教
哲

学
の
根
本
問
題
は
究
竟
性
の
問
題
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
で
あ

ら
う
」（「
宗
教
の
理
解
」
全
集
第
三
巻
、
一
一
三
頁
）
と
か
、

「
神
に
関
す
る
此
小
さ
な
本
を
、
今
神
の
御
許
に
ゐ
る
吾
が

子
（
三
男
宗
法
の
こ
と
。
生
後
三
日
で
亡
く
な
る
）
に
贈
る
。

短
か
か
り
し
お
前
の
一
生
を
、
此
書
に
於
て
紀
念
す
る
事
は
、

お
前
の
父
の
せ
め
て
も
の
希
ひ
で
あ
る
。〔
中
略
〕
／
お
前

の
お
母
さ
ん
は
お
前
を
抱
き
し
め
て
泣
き
悲
し
ん
だ
。
生
前

お
前
に
子
守
唄
す
ら
聞
か
せ
て
上
げ
る
折
が
な
か
つ
た
か
ら

と
云
つ
て
、
棺
に
お
前
を
納
め
る
時
、
シ
ユ
ー
ベ
ル
ト
の
曲

を
書
き
写
し
て
お
前
の
胸
の
中
に
入
れ
て
お
い
た
。
私
が
そ

の
紙
き
れ
を
開
い
て
見
た
時
、
終
り
の
方
に
『
之
を
神
様
に

唱
つ
て
お
頂
き
な
さ
い
』
と
記
し
て
あ
つ
た
。
お
前
の
二
人

の
小
さ
な
兄
さ
ん
達
も
同
じ
唄
で
幾
年
か
の
宵
を
過
ご
し
て

き
た
の
だ
。〔
中
略
〕
神
様
の
膝
の
上
で
遊
ん
で
ゐ
て
く
れ
。

そ
こ
か
ら
遠
く
に
離
れ
て
く
れ
る
な
。
そ
こ
よ
り
も
安
全
な

場
所
は
な
い
。
そ
う
し
て
私
が
私
の
仕
事
を
終
へ
て
、
お
前

の
所
に
行
く
日
が
来
る
の
を
待
つ
て
ゐ
て
く
れ
。
お
前
の
お

母
さ
ん
も
同
じ
様
に
云
つ
て
ゐ
る
」（「
神
に
就
て
」
同
一
七

一
︲
一
七
二
頁
）、「
神
が
神
を
見
た
ら
ど
う
で
あ
ら
う
。
私

が
見
る
神
と
神
が
見
る
神
と
は
違
ふ
筈
だ
。
そ
う
し
て
前
者

よ
り
も
後
者
の
方
が
一
層
本
質
的
だ
。
神
に
帰
て
神
か
ら
神

を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
が
最
も
基
礎
的
な
理
解
を
私

に
与
へ
る
」（
同
一
七
四
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

6
　『
柳
宗
悦
全
集
　
第
一
巻
（
科
学
・
宗
教
・
芸
術
・
初
期
論

集
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
）、
七
頁
。

7
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「『
こ
こ
ろ
の
練
り
方
』
探
究

事
始
め
そ
の
四

―
井
上
円
了
と
元
良
勇
次
郎
か
ら
福
来

友
吉
ま
で
の
『
心
理
学
』
探
究
を
中
心
に
」『
モ
ノ
学
・
感

覚
価
値
研
究
』
第
八
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
刊
、
京
都
大
学

こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
詳
述
し
た
の
で
、
参
照

さ
れ
た
い
。

8
　「
下
手
も
の
ゝ
の
美
」『
柳
宗
悦
全
集
　
第
八
巻
（
工
芸
の

道
）』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、
三
頁
。

9
　『
柳
宗
悦
全
集
　
第
十
八
巻
（
美
の
法
門
）』（
筑
摩
書
房
、
一

九
八
二
年
）、
六
頁
。

10
　「
日
本
再
発
見
　
出
雲
」『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
四
（
日
本
の

伝
統
）』（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）、
二
六
六
︲
二
六
八
頁
。

11
　
鎌
田
東
二
『
宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
精
読
』
岩
波
現

代
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
。

12
　「
沖
縄
文
化
論
『
神
と
木
と
石
』」『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
五

（
神
秘
日
本
他
）』（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）、
一
一
六
頁
。

13
　「
修
験
の
夜
」『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
五
（
神
秘
日
本
他
）』

（
講
談
社
、
一
九
七
九
年
）、
二
五
一
頁
。

14
　「
生
命
の
秘
密
は
日
常
と
断
絶
し
た
、
い
わ
ば
近
寄
り
が
た

い
森
の
奥
、
峰
の
頂
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
人
は
こ
の
人
間

を
超
え
て
、
そ
し
て
人
間
を
支
え
る
『
神
聖
』
の
根
源
を
見

届
け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
禁
じ
ら
れ
た
聖

域
で
あ
る
。
そ
れ
に
ふ
れ
る
こ
と
は
禍
い
で
あ
り
、
危
機
な

の
だ
。
あ
え
て
秘
密
に
参
入
す
る
の
は
選
ば
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
／
そ
こ
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
役
割
が
あ
る
。

日
本
の
山
岳
信
仰
で
は
修
験
者
で
あ
る
。
／
修
験
道
の
発
生

は
遠
い
歴
史
の
暗
闇
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
の
修
験
者
は
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
直

覚
的
に
原
像
を
定
め
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
狭
い
部
族
の
生

活
の
中
か
ら
、
は
み
出
す
特
異
な
存
在
が
、
身
を
捨
て
て
山

に
行
く
。
火
の
も
と
、
水
の
も
と
へ
。
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
離
れ
て
、
自
然
の
中
に
わ
け
入
り
、
孤
独
の
中
に
困
難

な
試
練
に
身
を
さ
ら
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
の
り
超
え
る
の
だ
。

／
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
本
来
北
方
・
中
央
ア
ジ
ア
一
帯
の
土

着
の
信
仰
を
い
う
の
だ
が
、
ひ
ろ
く
見
れ
ば
北
極
圏
か
ら
南

太
平
洋
に
ま
で
、
一
種
共
通
の
神
秘
的
雰
囲
気
を
う
ち
出
し

て
い
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
普
通
人
と
は
明
ら
か
に
区
別
さ
れ

る
。
超
人
間
的
な
修
行
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
強
い
呪
力
を

お
び
た
存
在
で
あ
る
。
天
と
地
の
交
流
、
死
霊
・
生
霊
へ
の

働
き
か
け
、
禍
い
を
と
り
除
き
、
豊
穣
を
招
き
よ
せ
、
秩
序

を
整
え
る
。
祭
り
の
と
き
に
太
鼓
を
た
た
き
、
歌
を
う
た
い
、

共
同
体
全
体
を
一
種
の
ト
ラ
ン
ス
の
状
態
に
ひ
き
込
む
。
そ

の
存
在
自
体
、
秘
密
に
と
ざ
さ
れ
て
は
い
る
が
、
同
時
に
極

め
て
民
衆
的
で
あ
り
、
生
活
的
な
働
き
を
も
っ
て
い
る
。
／

こ
の
筋
は
明
ら
か
に
修
験
道
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
独
自
な

自
然
信
仰
と
結
び
つ
い
た
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
原
始
宗
教
が
や
が
て
社
会
の
発
達
と
と
も
に
、
変
質

す
る
。
国
家
権
力
が
強
大
に
組
織
さ
れ
て
行
く
と
、
そ
れ
と

ぶ
つ
か
り
、
か
ら
み
あ
う
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
古
代
王
権

の
確
立
の
時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
修
験
道
の
伝
統

的
な
始
祖
、
役
え
ん
の

小お
づ
の角

は
奈
良
時
代
に
な
っ
て
も
ま
だ
強
烈
な

シ
ャ
ー
マ
ン
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。
従
っ
て
統
一
国
家
の

体
制
と
は
相
容
れ
な
い
。
捕
わ
れ
て
流
罪
と
な
る
が
、
山
を
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駆
け
わ
た
る
と
い
う
話
な
ど
は
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
後
、

こ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
密
教
と
合
体
し
、
階
級
社
会
に
お

け
る
一
つ
の
シ
ス
テ
ィ
ム
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
、
と
い
う

よ
り
は
う
ま
く
身
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
。
／
鳥
越
憲
三
郎
氏

の
『
神
々
と
天
皇
の
間
』（
朝
日
新
聞
社
）
に
よ
る
と
、
神

武
か
ら
応
神
ま
で
、
古
代
の
天
皇
家
で
位
に
つ
い
た
の
は
全

部
二
男
で
あ
る
と
い
う
。
二
男
が
欠
け
る
と
順
次
弟
に
行
き
、

長
男
が
天
皇
に
な
っ
た
の
は
一
人
っ
子
の
場
合
だ
け
だ
。
そ

れ
は
長
男
は
祭
事
を
主
宰
し
、
神
と
し
て
生
活
し
て
結
婚
し

な
い
。
二
男
か
ら
二
男
へ
と
皇
位
が
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
の
だ

と
い
う
。
興
味
あ
る
研
究
で
あ
る
。
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
つ

ま
り
長
男
は
シ
ャ
ー
マ
ン
と
な
り
、
も
っ
ぱ
ら
神
秘
と
交
流

し
て
精
神
の
世
界
の
方
に
君
臨
す
る
。『
政
ま
つ
り
ご
と』
と
い
う
よ

う
な
俗
的
実
務
は
弟
に
ま
わ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
正

し
い
と
思
う
。
こ
う
い
う
説
は
私
の
よ
う
な
長
男
と
し
て
生

ま
れ
て
き
た
も
の
に
は
、
何
か
妙
に
響
い
て
く
る
も
の
が
あ

る
の
だ
。
／
人
間
集
団
の
中
核
に
は
神
聖
の
モ
メ
ン
ト
が
あ

る
。
そ
の
聖
な
る
も
の
と
儀
礼
を
司
る
聖
職
者
、
呪
術
師
が

い
る
。
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
民
衆
生
活
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は

シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
日
本
も
そ
の
世
界
に
含
ま
れ
て
い
る
。

／
応
神
・
仁
徳
く
ら
い
ま
で
は
天
皇
家
と
い
っ
て
も
大
和
の

一
画
を
統
治
す
る
一
部
族
に
す
ぎ
な
い
。
諸
々
方
々
に
そ
の

よ
う
な
部
族
が
定
住
し
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
い
た
の
だ
。〔
中

略
〕
シ
ャ
ー
マ
ン
は
本
来
狭
い
部
族
共
同
体
の
制
約
か
ら
ぬ

け
出
た
自
由
で
無
償
の
存
在
で
あ
る
。
と
ざ
さ
れ
た
社
会
の

中
に
、
そ
れ
を
超
え
た
神
秘
と
の
交
通
が
、
彼
ら
を
と
お
し

て
ひ
ら
け
て
い
る
。
こ
う
い
う
二
重
性
こ
そ
が
人
間
社
会
の

不
思
議
さ
だ
っ
た
の
だ
が
」。「
修
験
道
の
思
想
、
本
質
は
明

ら
か
に
仏
教
以
前
の
風
土
に
結
び
つ
い
た
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
原
始
信
仰
で
あ
る
。
仏
教
に
よ
っ
て
汲
み
上
げ

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
が
そ
の
上
に
か
ぶ
さ
り
、
お
ん

ぶ
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
裂
け
目
は
最
後
ま
で
な
く
な
ら

な
い
。
修
験
道
は
仏
教
の
よ
う
に
整
然
と
体
系
化
さ
れ
た
教

義
や
、
壮
麗
な
社
殿
・
仏
閣
を
も
と
う
と
し
な
か
っ
た
。
民

衆
の
傍
ら
に
、
秘
密
を
保
ち
な
が
ら
、
と
も
に
あ
る
。
極
め

て
生
活
的
な
、
異
様
な
呪
力
を
も
っ
て
。
今
日
な
お
そ
の
余

韻
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
が
修
験
教
に
な
ら
ず
、
修
験
宗
と

い
う
体
系
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ピ
ー
プ
ル
の

生
活
感
が
そ
う
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
え
る
と
思
う
。
／
修
験

道
は
庶
民
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
い
た
。
あ
た
か
も
火
・
水

が
聖
な
る
対
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
活
の
な
か
の
親
し
い

ふ
く
ら
み
で
あ
っ
た
よ
う
に
。
／
と
こ
ろ
で
、
火
と
水
の
生

命
力
、
無
限
性
、
熱
気
と
冷
気
は
人
間
生
活
を
支
配
し
、
潔

め
る
。
そ
の
神
秘
を
ひ
ら
く
儀
式
、
祭
り
が
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
を
媒
介
す
る
修
験
者
。

―
シ
ベ
リ
ア
や
チ
ベ
ッ
ト
の

シ
ャ
ー
マ
ン
は
凍
る
水
に
身
を
沈
め
、
火
焔
の
中
を
わ
た
り
、

火
を
呑
む
と
い
う
苛
烈
な
儀
式
、
修
行
を
行
う
。
修
験
道
も

滝
壺
に
お
り
て
激
し
い
水
に
打
た
れ
た
り
、
禊み
そ
ぎを
し
、
ま
た

「
火
渡
り
の
行
」
な
ど
、
そ
の
無
限
の
刺
激
に
よ
っ
て
入
神

す
る
の
だ
。」（「
火
の
祭
り
」「
聖
な
る
山
＝
祭
り
の
根
源
」

『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
六
（
美
の
呪
力
）』
講
談
社
、
一
九
八

〇
年
、
一
三
九
︲
一
四
四
頁
）、「
神
道
の
は
じ
ま
り
と
い
う

の
は
、
広
い
意
味
で
い
え
ば
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
と
思
う
の
で
す
。

神
道
と
い
う
と
、
と
か
く
国
粋
主
義
・
日
本
主
義
で
か
た
づ

け
ら
れ
や
す
い
で
す
け
れ
ど
も
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
太
平
洋
ま

で
ひ
ろ
が
る
ア
ジ
ア
的
な
伝
統
と
い
う
も
の
を
、
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
と
日
本
独
特
の
自
然
信
仰
、
山
岳
信

仰
が
根
本
に
あ
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
部
族
の
中
に
い
つ
も
シ

ャ
ー
マ
ン
と
い
う
神
秘
な
存
在
が
い
て
、
天
と
地
の
霊
と
交

流
し
て
、
人
間
社
会
の
神
秘
的
な
面
を
つ
か
ん
で
い
た
。
／

最
近
、
天
皇
家
次
子
相
続
説
が
あ
り
ま
す
ね
。
長
男
は
、
神

に
仕
え
る
祭
事
に
専
念
し
た
ん
だ
と
。
つ
ま
り
シ
ャ
ー
マ
ン

に
な
っ
た
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
ぼ
く
は
解
釈
す
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
古
代
の
生
活
で
人
間
が
も
っ
と
も
神
聖
と
し
、
中

核
に
求
め
て
い
た
も
の
は
、
神
秘
と
の
交
流
で
あ
っ
て
、
実

用
の
方
面
は
、
つ
ま
り
政
ま
つ
り
ご
とと
か
、
そ
の
他
の
実
際
的
な
日

常
の
問
題
は
次
男
で
い
い
、
十
分
ま
か
な
え
る
と
考
え
た
の

じ
ゃ
な
い
か
。
な
に
も
天
皇
家
と
い
う
ふ
う
な
大
き
な
部
族

を
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
、
同
じ
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
部

族
が
、
無
数
に
日
本
の
国
土
の
中
に
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
生
活
を
し
て
い
た
。
そ
う
い
う
一
つ
一
つ
の
中
に
超
自
然

的
な
も
の
と
の
結
び
つ
き
、
交
流
を
担
っ
て
き
た
宗
教
的
な

存
在
、
つ
ま
り
シ
ャ
ー
マ
ン
が
い
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
次

第
に
時
代
と
と
も
に
お
互
い
の
交
流
を
も
っ
て
、
や
が
て
修

験
道
の
も
と
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
た
の
じ
ゃ
な
い

か
。
そ
れ
か
ら
階
級
社
会
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た

強
力
な
官
僚
的
な
支
配
勢
力
と
い
う
か
、
大
和
朝
廷
み
た
い

な
も
の
が
出
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
仏
教
渡
来

で
、
逆
に
刺
激
さ
れ
統
合
さ
れ
て
、
修
験
道
の
形
を
と
っ
た

の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。〔
中
略
〕
／
つ
ま
り
、
シ

ャ
ー
マ
ン
が
、
社
会
的
な
状
況
で
、
そ
の
社
会
が
拡
大
さ
れ

た
り
統
合
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
表
の
世
界
に
絶
望
し
て
、

〔
中
略
〕
山
に
逃
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
し
、
と
く
に
天

皇
家
が
力
を
も
っ
て
く
る
と
な
る
と
、
官
僚
的
な
シ
ス
テ
ム

で
、
捨
て
ら
れ
た
り
拾
わ
れ
た
り
す
る
も
の
が
出
て
く
る
。

シ
ャ
ー
マ
ン
の
あ
る
部
分
は
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
な
存
在
に
な
っ

ち
ゃ
う
わ
け
で
す
ね
。
最
後
ま
で
大
和
朝
廷
と
い
う
よ
う
な

官
僚
シ
ス
テ
ム
に
帰
属
し
な
い
で
戦
う
修
験
道
と
、
逆
に
大

和
朝
廷
に
迎
え
ら
れ
て
一
つ
の
官
僚
的
な
権
力
に
な
る
修
験

道
と
、
両
方
あ
る
。
そ
の
官
僚
的
に
な
っ
た
修
験
道
が
、
神

道
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
。
つ
ま
り
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
神
道

と
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思

う
の
で
す
。」（「
神
と
祭
り
に
見
る
始
原
（
石
田
一
良
と
の

対
談
）」『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
九
（
太
郎
対
論
）』
講
談
社
、

一
九
七
〇
年
、
一
九
三
︲
一
九
五
頁
）、「
た
と
え
ば
、
火
と

水
の
信
仰
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す
ね
。
火
と
水
と
い
う
の
は
、

も
っ
と
も
生
活
に
身
近
な
も
の
で
す
。
水
を
三
日
飲
ま
な
い

と
人
間
は
死
ん
じ
ゃ
う
の
で
、
ま
た
火
と
い
う
の
も
人
間
の

生
活
に
密
着
し
て
い
る
。
太
陽
信
仰
の
方
が
ず
っ
と
後
期
の

も
の
だ
と
思
う
の
で
す
。
む
し
ろ
水
と
火
が
根
源
的
な
も
の

だ
と
思
う
の
で
す
。
／
そ
う
い
う
、
い
ち
ば
ん
生
活
に
身
近

な
も
の
こ
そ
神
聖
な
存
在
に
な
る
の
で
す
。
真
水
を
汲
ん
だ

り
、
火
を
お
こ
す
と
い
う
、
自
分
が
勝
手
に
作
っ
た
り
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
、
そ
の
反
面
に
、
そ
れ
を
逆
に
自
分

を
超
え
た
存
在
と
し
て
神
聖
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
火
と
水
、
つ
ま
り
神
秘
と
交
流
で
き
る
の
は
、
特

別
な
選
ば
れ
た
人
、
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
わ
け
で
す
。
／
彼

ら
は
、
超
自
然
と
交
流
し
な
が
ら
、
も
の
す
ご
く
民
衆
生
活

の
中
に
く
い
入
る
わ
け
で
す
。
ぼ
く
の
言
い
た
い
こ
と
は
、

部
族
の
中
か
ら
は
ず
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に
も
っ
と

も
強
力
に
部
族
の
中
に
入
っ
て
い
く
、
と
同
時
に
出
て
い
く

と
い
う
、
非
常
に
弁
証
法
的
な
言
い
方
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
が

神
秘
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
二
重
的
な
存
在
が
、
シ
ャ
ー
マ

ン
で
あ
る
と
思
う
。」（
同
上
、
一
九
六
︲
一
九
七
頁
）、「
本
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来
的
に
い
え
ば
、
自
分
の
祭
り
で
し
ょ
う
。
自
分
と
自
分
が

根
源
で
出
会
っ
て
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
う

の
で
す
。
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
宗
教
と
か
神
と
か
と
い
う
こ

と
を
い
う
べ
き
か
、
ど
こ
ま
で
生
命
に
お
け
る
遊
び
で
あ
る

と
い
う
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
、
実
は
大
変
疑
問
に
思
っ
て

い
る
の
で
す
」。「
己
れ
を
超
え
た
己
れ
と
い
う
も
の
と
対
決

し
た
と
こ
ろ
で
の
遊
び
」（
同
上
、
一
九
九
頁
）、「
人
間
は

分
断
さ
れ
た
己
れ
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
が
己
れ
に
帰
る
こ

と
で
す
よ
。
始
源
に
帰
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
神
と
い

う
の
を
前
提
に
し
た
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
、
ま
た
官
僚
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
、
神
さ
ま
と
い
う
、
ま
っ
た
く
自
分
と
縁

の
な
い
も
の
に
し
た
の
は

―
わ
か
る
け
れ
ど
、
そ
も
そ
も

宗
教
の
無
限
の
誤
り
だ
な
。
と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人

は
、
こ
う
い
う
こ
と
い
わ
な
い
。
キ
リ
ス
ト
と
い
う
の
に
ひ

っ
か
か
っ
て
い
る
か
ら
。
マ
テ
リ
ア
リ
ズ
ム
・
デ
ア
レ
ク
テ

ィ
ー
ク
と
か
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
弁
証
法
と
か
い
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
な
に
か
、
い
つ
も
ポ
イ
ン
ト
は
キ
リ
ス
ト
の
ま
じ
な
い

に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
ま
す
よ
。
意
識
し
て
い
な
い
け
れ
ど
。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
だ
ろ
う
が
サ
ル
ト
ル
だ
ろ
う
が
、
み
ん
な
そ

の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
感
じ
が
強
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
じ
ゃ
、

な
ん
の
こ
だ
わ
り
も
な
い
神
道
出
身
の
わ
れ
わ
れ
に
は
、
も

っ
と
世
界
観
を
平
気
で
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
ん
だ

け
れ
ど
も
、
ど
う
か
な
。」（
同
上
、
二
一
二
︲
二
一
三
頁
）、

「
ぼ
く
は
非
常
に
困
っ
ち
ゃ
う
の
は
北
方
的
な
も
の
に
魅
力

を
感
じ
る
の
に
、
そ
の
癖
ま
た
南
方
的
な
も
の
に
情
熱
を
感

じ
る
。
だ
か
ら
、
北
方
系
と
南
方
系
が
ぼ
く
の
血
の
な
か
に

は
融
合
す
る
こ
と
な
く
絡
み
合
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
。
日
本
の
文
化
は
、
北
方
系
と
南
方
系
の
二
つ
の
複
合

で
す
よ
。
た
と
え
ば
、
ぼ
く
は
沖
縄
へ
行
っ
て
え
ら
い
感
動

し
た
。
沖
縄
に
は
、
黒
潮
が
ず
っ
と
南
の
ほ
う
か
ら
も
来
て

い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
黒
潮
に
乗
っ
て
沖
縄
か
ら
日
本
に
ず
っ

と
入
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
伊
勢
神
宮
は
、
そ
も
そ
も
日
本

の
天
皇
家
の
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
沖
縄
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
同
じ
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
あ
い
だ
遷
宮
を
や
っ
た

け
れ
ど
も
、
い
ま
で
も
あ
そ
こ
の
下
に
は
石
こ
ろ
が
置
い
て

あ
る
。〔
中
略
〕
沖
縄
の
ウ
タ
キ
と
同
じ
も
の
だ
と
思
う
。
そ

れ
が
あ
る
時
点
か
ら
皇
室
の
占
有
物
に
な
っ
て
、
そ
の
系
列

に
入
っ
た
だ
け
の
話
。」（「
稲
作
文
明
を
探
る
（
司
馬
遼
太

郎
と
の
対
談
）」
同
上
、
一
七
五
︲
一
七
六
頁
）。

15
　『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
二
（
黒
い
太
陽
）』（
講
談
社
、
一
九

八
〇
年
）、
九
七
頁
。
フ
ラ
ン
ス
民
族
学
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
な
記
述
も
あ
る
。「
私
は
十
八
の
と
き
に
、
印
象
派
や

立
体
派
の
絵
画
に
魅
せ
ら
れ
て
パ
リ
に
渡
っ
た
ん
で
す
。
当

時
の
日
本
は
、
権
威
主
義
的
な
暗
い
気
配
が
暮
ら
し
の
中
に

も
美
術
界
に
も
横
行
し
て
い
て
、
若
者
に
は
耐
え
が
た
い
重

さ
だ
っ
た
。
芸
術
と
い
う
の
は
上
流
階
級
の
大
人
や
知
識
人

に
し
か
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
、
若
者
に
何
が
わ
か
る
か
と
い

っ
た
常
識
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
縛
ら

れ
た
芸
術
観
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
、
も
っ
と
原
色
の
き
ら
め

く
知
的
冒
険
に
満
ち
た
自
由
な
世
界
で
存
分
に
生
き
て
み
た

い
と
思
っ
て
パ
リ
に
行
っ
た
わ
け
で
す
。
／
パ
リ
の
日
々
は

感
動
の
連
続
で
し
た
し
、
前
衛
芸
術
運
動
に
加
わ
っ
た
り
も

し
ま
し
た
が
、
芸
術
と
い
う
演
繹
的
な
世
界
認
識
と
は
違
う
、

も
っ
と
つ
っ
こ
ん
で
人
間
全
体
の
生
き
る
意
味
を
ま
る
ご
と

つ
か
み
た
い
と
思
っ
て
、
パ
リ
大
学
で
哲
学
や
社
会
学
を
や

り
、
や
が
て
民
族
学
を
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
／
民
族

学
と
い
う
の
は
、
哲
学
や
芸
術
と
は
正
反
対
の
メ
ソ
ー
ド
な

ん
で
す
ね
。
哲
学
や
芸
術
は
自
分
の
主
観
で
世
界
を
と
ら
え

る
と
い
う
、
い
わ
ば
演
繹
的
な
も
の
で
す
が
、
民
族
学
は
人

間
の
生
き
る
意
味
を
、
外
的
な
諸
条
件
、
他
か
ら
自
分
の
と

こ
ろ
に
迫
っ
て
く
る
生
の
証
し
と
し
て
つ
か
み
と
る
。
そ
の

無
言
の
証
し
か
ら
帰
納
さ
れ
て
く
る
人
類
の
太
古
か
ら
の
意

志
と
い
う
も
の
は
、『
私
の
自
然
』
と
は
正
反
対
の
も
の
だ
。

そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
わ
け
で
す
。
自
分
の
抱
い
て
い
た

芸
術
に
よ
る
世
界
認
識
と
は
ま
っ
た
く
別
な
世
界
観
を
つ
か

み
た
い
と
思
っ
て
、
民
族
学
を
学
ん
で
い
た
ん
で
す
。」（「
縄

文
文
化
の
謎
を
解
く
（
江
坂
輝
彌
と
の
対
談
）」『
岡
本
太
郎

著
作
集
　
九
（
太
郎
対
論
）』、
一
九
八
〇
年
、
一
二
一
︲
一

二
二
頁
）

16
　
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』（
岡
谷
公
二
他
訳
、

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）、
六
〇
八
頁
。

17
　『
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
日
記
1
』（
千
葉
文
夫
訳
、
み
す
ず
書

房
、
二
〇
〇
一
年
）。
一
九
三
六
年
四
月
三
日
。「
約
三
週
間

半
ば
か
り
前
、
も
し
く
は
一
个
月
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
チ

ャ
ー
チ
宅
で
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
が
わ
た
し
に
言
っ
た
こ

と
。
／
『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』
を
各
図
書
館
で
購
入
す
る
よ
う

に
促
す
手
紙
を
教
育
省
宛
に
書
き
送
っ
た
と
こ
ろ
、
断
り
の

返
事
が
戻
っ
て
き
た
。
以
下
の
よ
う
な
調
査
報
告
の
抜
粋
が

引
用
さ
れ
て
い
た
。『
表
面
は
知
的
に
見
え
て
も
、
あ
く
ま

で
も
下
劣
な
感
情
を
も
っ
て
書
か
れ
た
作
品
だ
』
と
。
／
こ

の
不
幸
な
本
が
出
版
さ
れ
て
ま
も
な
く
二
年
に
な
る
。
そ
し

て
教
授
連
の
あ
い
だ
で
は
、
話
題
と
な
る
あ
り
方
は
い
つ
も

決
ま
っ
て
い
る
。
モ
ー
ス
は
わ
た
し
が
『
文
学
者
』
で
あ
り

『
真
面
目
で
は
な
い
』
と
は
っ
き
り
言
う
。
彼
は
ま
た
入
植

者
の
あ
い
だ
に
潜
入
す
る
民
族
誌
家
に
と
っ
て
き
わ
め
て
危

険
な
本
で
あ
っ
た
と
も
言
う
。
心
の
奥
底
で
は
、
厄
介
事
が

身
に
降
り
か
か
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、
自
分
に
あ
た
え
ら

れ
た
こ
の
よ
う
な
犠
牲
者
の
役
割
に
、
か
な
り
自
尊
心
を
く

す
ぐ
ら
れ
る
。
た
ぶ
ん
自
分
に
は
居
場
所
を
え
て
落
ち
つ
こ

う
と
す
る
弱
み
、
真
面
目
な
人
間
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
模

範
的
な
公
務
員
に
な
ろ
う
と
す
る
弱
み
が
あ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
た
だ
し
、
い
か
に
努
力
し
よ
う
が
そ
う
は
な
ら
な
か

っ
た
の
だ
し
、
お
そ
ら
く
は
本
質
は
そ
こ
に
あ
る
。
民
族
誌

家
の
友
人
た
ち
（
ド
ゥ
ニ
ー
ズ
・
ボ
ー
ム
な
ど
）
は
、
わ
た

し
が
次
に
ど
ん
な
本
を
書
く
の
か
心
配
し
て
い
る
。
真
実
を

言
お
う
と
す
る
こ
と
に
は
た
し
か
に
長
所
が
あ
る
の
だ
と
考

え
て
誇
ら
し
く
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
…
…
」

18
　『
岡
本
太
郎
著
作
集
　
二
（
黒
い
太
陽
）』（
講
談
社
、
一
九

八
〇
年
）、
三
八
〇
頁
。

19
　
邦
訳
に
は
、『
黒
人
ア
フ
リ
カ
の
美
術
』（
新
潮
社
、
一
九
六

八
年
）、『
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
の
作
品
』（
全
四
巻
、
思
潮

社
、
一
九
七
〇
︲
七
二
年
）、『
夜
な
き
夜 

昼
な
き
昼
』（
現

代
思
潮
社
、
一
九
七
〇
年
）、『
闘
牛
鑑
』（
現
代
思
潮
社
、
一

九
七
一
年
）、『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九

九
五
年
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
〇
年
）、『
オ
ラ

ン
ピ
ア
の
頸
の
リ
ボ
ン
』（
人
文
書
院
、
一
九
九
九
年
）、『
ピ

カ
ソ
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
・
ベ
イ
コ
ン
』（
人
文
書
院
、
一

九
九
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

20
　『
幻
の
ア
フ
リ
カ
』
に
は
、「
な
ぜ
民
族
誌
学
の
調
査
は
し
ば

し
ば
僕
に
警
察
の
尋
問
を
思
わ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
人
々
の
風

習
に
近
づ
い
て
も
大
し
て
人
々
に
近
づ
く
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
彼
ら
は
、
調
査
の
前
も
後
も
同
じ
よ
う
に
か
た
く
な
に

自
分
を
閉
ざ
し
て
い
る
」。「
僕
は
憑
依
者
た
ち
を
研
究
す
る

よ
り
は
憑
か
れ
た
い
。《
女
ザ
ー
ル
》
の
詳
細
を
科
学
的
に
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知
る
よ
り
は
、《
女
ザ
ー
ル
》
を
身
体
で
知
り
た
い
の
だ
。
抽

象
的
な
知
識
な
ど
、
僕
に
と
っ
て
は
二
の
次
の
者
で
し
か
な

い
」。「
自
己
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
あ
っ
て
、

観
察
者
の
非
人
間
的
な
立
場
を
守
ら
せ
る
民
族
誌
学
に
対
す

る
恨
み
」。「
彼
女
た
ち
の
演
じ
る
劇
に
加
わ
り
、
彼
女
た
ち

の
生
き
方
に
直
接
触
れ
、
体
当
た
り
で
直
接
ぶ
つ
か
る
必
要

が
あ
る
。
民
族
誌
学
な
ど
糞
く
ら
え
だ
！
」
な
ど
の
記
述
が

あ
る
。

21
　
ミ
シ
ェ
ル
・
レ
リ
ス
「
伝
記
抄
」『
デ
ュ
シ
ャ
ン
、
ミ
ロ
、
マ

ッ
ソ
ン
、
ラ
ム
』（
岡
本
公
二
編
訳
、
人
文
書
院
、
二
〇
〇

二
年
）、
七
三
︲
七
四
頁
。
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